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序

　群馬県南部の穀倉地帯を貫くように、国道354号の整備事業が平成8年から進めら

れてきました。玉村町地区でも、この工事にともなって埋蔵文化財の発掘調査がおこ

なわれ、７遺跡が調査・報告されてきています。

　上新田中道東遺跡でも、縄文時代から近世にかけての遺構や遺物が出土し、今から

約2000年前の古墳時代前期のムラや、1000年ほど前の水田の痕跡、火山灰に埋まった

水田面などがみつかり、今日の景観につながる歴史の跡を知ることができました。

　発掘調査から報告書刊行まで、群馬県中部県民局伊勢崎土木事務所、群馬県教育委

員会、玉村町教育委員会、地元関係者の皆様には、一方ならぬご指導・ご協力を賜り

ました。厚く感謝の意を表します。

　最後に、本報告書が地域の歴史解明のため多くの人々によって有効に活用されるこ

とを願い、序といたします。

　平成24年２月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団　

　　理　事　長　　須 田 栄 一 





例　　　言

1.本書は、国道354号高崎玉村バイパス（玉村工区）社会資本総合整備（活力創出基盤整備事業）に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告書である。

２.遺跡の所在地は、群馬県佐波郡玉村町で、地番は下表のとおりである。

上新田中道東遺跡　発掘対象地域地番一覧　　　　平成６年8月作成丈量図　による
発掘区 大字 地　　　番
Ⅰ区 斉田 36、40-1・2、41-1・2・5・6・7・8・10
Ⅱ区 上新田 1106、1107、1108、1109-1 ～ 3、1110、1128、1129、1454-3 ～ 5、1455
Ⅲ区 上新田 1116-2・3、1117、1118、1119、1120
Ⅳ区 与六分 142、146-1 ～ 3、147、150
Ⅴ区 上新田 144-1・2、145-1・2、148
Ⅵ区 上新田 660-1 ～ 3、662
Ⅶ区 上新田 659、661-1 ～ 7
Ⅷ区 上新田 647、648、649、650、651-1
Ⅸ区 上新田 634-1、635-1・2

Ⅸ区拡張区 上新田 631-1・2、632-1・2、633、634-2・3、635-2、636、637、638、639、640-1

3.事業主体は、群馬県中部県民局伊勢崎土木事務所である。

4.調査主体は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団である。

5.発掘調査の期間と体制は次の通りである。

平成16年度　平成16年度一般国道354号ＢＰ道路改築（国道）事業に伴う埋蔵文化財発掘調査委託

　　　　調査履行期間　平成16年4月1日～平成17年3月31日

発掘調査担当者　洞口正史（専門員）　桜岡正信（専門員）　土屋崇志（専門員）　津島秀章（専門員）　

　　　　　　　　堀口英子（調査研究員）

委託　地上測量:株式会社シン技術コンサル　　空中写真撮影:株式会社測研

デジタルトレース業務:株式会社測研　　自然科学分析:株式会社古環境研究所

平成20年度　平成20年度国道354号（玉村バイパス）道路改築事業に伴う埋蔵文化財発掘調査委託

　　　　調査履行期間　平成20年9月1日～平成21年3月31日

発掘調査担当者　唐澤至朗（上席専門員）　長谷川博幸（調査研究員）

遺跡掘削請負工事　株式会社シン技術コンサル

委託　地上測量:アコン測量設計株式会社　

平成21年度　平成20年度国道354号（玉村バイパス）道路改築事業（二次補正）に伴う埋蔵文化財発掘調査委託

　　　　調査履行期間　平成21年12月1日～平成22年3月31日

発掘調査担当者　高井佳弘（主任調査研究員）　綿貫　昭（主任調査研究員）

遺跡掘削請負工事　株式会社シン技術コンサル

委託　地上測量:株式会社シン技術コンサル　空中写真撮影:株式会社シン技術コンサル

断面図　デジタル化業務:アコン測量設計株式会社

自然科学分析:株式会社火山灰考古学研究所

平成22年度　平成21年度国道354号（玉村バイパス）地域活力基盤創造事業に伴う埋蔵文化財発掘調査委託

　　　　調査履行期間　平成22年3月31日～平成23年3月31日

発掘調査担当者　麻生敏隆（主席専門員）　飯森康広（専門員（総括））　小林　正（専門員（主任））　

遺跡掘削請負工事　株式会社シン技術コンサル

委託　地上測量:株式会社シン技術コンサル　空中写真撮影:株式会社測研

自然科学分析:株式会社古環境研究所



６.整理事業の期間と体制は次の通りである。

平成21年度　平成20年度国道354号（玉村バイパス）道路改築事業（二次補正）に伴う埋蔵文化財の整理委託　

　　　　整理履行期間　平成21年3月31日～平成22年3月31日

整理担当者　小島敦子（上席専門員）

平成22年度　平成21年度国道354号（玉村バイパス）地域活力基盤創造事業に伴う埋蔵文化財の整理委託

　　　　整理履行期間　平成22年3月31日～平成23年3月31日

整理担当者　小島敦子（上席専門員）　関　晴彦（上席専門員）

委託　出土植物遺体同定:株式会社パレオ・ラボ

平成23年度　平成22年度国道354号高崎玉村バイパス（玉村工区）社会資本総合整備（活力創出基盤整備）事業に

　　　　　　伴う埋蔵文化財の整理委託

　　　　整理履行期間　平成23年3月31日～平成24年3月31日

整理担当者　小島敦子（上席専門員）

委託　赤外分光分析:株式会社パレオ・ラボ

７.本書作成の担当者は次の通りである。

編集　小島敦子（上席専門員）　　　　　　　　　デジタル編集　齊田智彦（主任調査研究員）

遺物写真撮影　佐藤元彦（補佐（総括））　　　　　保存処理　関　邦一（補佐）

執筆　本文:小島　敦子

　　　遺物観察　石器・石製品:岩崎泰一（上席専門員）　　　　　縄文土器:橋本　淳（主任調査研究員）

弥生土器:大木紳一郎（資料２課長事務取扱）　　土師器・須恵器:神谷佳明（上席専門員）

陶磁器:大西雅広（上席専門員）

8.首都大学東京　山田昌久教授、東京文化財研究所　北野信彦先生、明治大学理工学部　本田貴之教授に玉稿を賜った。

9.石材同定は飯島静男氏（群馬県地質研究会会員）に依頼した。

10.出土人骨の鑑定は宮崎重雄氏（足利工業大学非常勤講師・古生物学会会員）、出土獣骨の同定は楢崎修一郎氏（生物

考古学研究所）に委託した。

11.発掘調査および本書の作成にあたり、下記の諸氏よりご助言を得た。記して感謝の意を表します。

　　（敬称略）

群馬県教育委員会、玉村町教育委員会、埼玉県本庄市教育委員会、山田昌久（首都大学東京）、北野信彦（東京文化

財研究所）、本多貴之（明治大学）

12.発掘調査諸資料および出土品は、群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。



凡　　　例

1.上新田中道東遺跡の遺構平面図は日本測地系国家座標（第Ⅸ系）を用いて測量した。遺構図の中で使用した

北方位はすべて座標北で、真北方向角は＋0°00′01.53′′（東偏）である。

　　なお、図内に示したグリッドはすべて北を上にした方向で表記した。　

２.本書における遺構番号は、区ごとの通し番号であり、原則的には調査時のものをそのまま使用した。しか

し、重複したものについては、整理作業時に付け替えた。新旧の遺構番号の対照表をP.17第２表に掲げた。

3.遺構図・遺物図の縮尺は、原則として以下の通りである。縮尺の異なるものが併載される場合は、それぞ

れにスケールを付した。　

遺構図　　住居1:60　土坑1:60　溝1:300　　

遺物図　　土器1:4　土器拓影1:3　石器・石製品1:3、1:2　大形石器1:6　小形石器1:1　銭貨1:1

4.溝の平面図は各区の遺構全体図（折り込み1/300）に掲載した。各区の全体図は遺構面ごとに章の最後に編

集した。図の順序は遺構の連続性を確認しやすいように、北を上にして西端となるⅨ区からとした。本文

はⅠ区からの編集なので注意されたい。

5.各区の遺構全体図の遺物出土位置ドット（▲）は遺構外出土の遺物の出土位置を示す。溝の遺物出土位置は

拡大図を本文中に掲載した。

６.遺物番号は出土遺構ごとの連番で、番号は本文・挿図・表・写真図版ともに一致する。

７.図中で使用したマークは以下のことを表す。

遺構図　　灰・炭　　　　　　焼土　　　　　　硬化面　　　　　　撹乱

遺物図　　石器磨り面　　　　　　赤彩　　　　　　砂　　　　　　粘土　　　　　　

　　　　　黒色付着物　　　　　　炭化　

8.石斧刃部側の摩耗痕については縦位定規線で、着柄部と想定される部分の摩耗痕については横位定規線で

図示した。磨石等礫石器類に用いた縦位・横位定規線は摩耗範囲を示す。その他の斜位定規線は線条痕の

走行を示す。石皿については、使用部の摩耗および再生状態（再敲打）を表現するため、必要に応じて拓本

を使用した。台石については、打痕・摩耗痕を含む礫面の状態を表現するため、必要に応じて拓本を使用

した。

9.遺物写真図版の倍率は、土器は原則として1/4、石器のうち礫・剥片石器は大きさに応じて1/3あるいは

1/2、石鏃等の小型のものは1/1に近づけるようにした。

10.遺物の重量の計測にあたっては6000gまでは1g単位、20㎏までは50g単位、20㎏以上は100g単位の秤を使用

して計測した。

11.各地図の使用は以下のとおりである。

第1図　国土地理院発行、20万分の1地勢図「長野」平成10年２月1日　

「宇都宮」平成18年4月1日発行

第２図　国土地理院発行、２万5千分の1地形図「高崎」平成22年12月1日発行

第3図　玉村町役場発行、２千5百分の1玉村町都市計画区域図７（平成６年）発行

第６図　国土地理院発行、5万分の1地形図「高崎」平成10年12月1日発行

第７図　財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団第279集『徳丸仲田遺跡（1）』の第4図を加筆転載



第8図　国土地理院発行、5万分の1地形図「高崎」平成10年12月1日発行　

「前橋」平成10年3月1日発行

「榛名」平成10年3月1日発行　

「寄居」平成5年4月1日発行

第9図　玉村町役場発行、２千5百分の1玉村町都市計画区域図　７（平成６年）発行

第10図　国土地理院発行、２万5千分の1地形図「高崎」平成22年12月1日発行　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「前橋」平成22年12月1日発行

「大胡」平成22年12月1日発行　

「伊勢崎」平成15年２月1日発行

12.註および参考・引用文献は、第9章末に一括して掲載した。周辺遺跡一覧表（第1表）の文献№もこれに

一致する。



序　
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凡例
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PL.1　1.Ⅰ区中近世面全景（北・南区/上空から）
２.Ⅰ区中近世面全景（中央区/上空から）

PL.２　1.Ⅰ区中近世面全景（南・北区/東上空から）
２.Ⅰ区中近世面全景（中央区/東上空から）
3.Ⅰ区1号土坑土層断面（南から）
4.Ⅰ区1号土坑全景（南から）
5.Ⅰ区17号土坑土層断面（西から）
６.Ⅰ区17号土坑全景（東から）

PL.3　1.Ⅰ区18号土坑土層断面（北西から）
２.Ⅰ区18号土坑全景（北東から）
3.Ⅰ区19号土坑土層断面（西から）
4.Ⅰ区19号土坑全景（北から）
5.Ⅰ区1号堀土層断面（北から）
６.Ⅰ区1号堀全景（南から）
７.Ⅰ区1号～4号・11号溝全景（南西から）
8.Ⅰ区1号～4号・11号溝全景（南から）

PL.4　1.Ⅰ区4号溝土層断面（北から）
２.Ⅰ区4号溝全景（南から）
3.Ⅰ区5号～8号・10号～17号溝全景（東から）
4.Ⅰ区9号溝全景（北区/北から）
5.Ⅰ区9号溝土層断面（北から）
６.Ⅰ区9号溝全景（中央区/北から）
７.Ⅰ区11号溝全景（北から）
8.Ⅰ区29号溝全景（南から）

PL.5　1.Ⅰ区47号溝土層断面（南から）
２.Ⅰ区48号溝土層断面（東から）
3.Ⅰ区47号溝全景（南から）
4.Ⅰ区48号溝全景（東から）
5.Ⅰ区1号復旧溝群土層断面（北から）
６.Ⅰ区２号復旧溝群全景（南から）
７.Ⅰ区3号復旧溝群全景（北から）
8.Ⅰ区3号復旧溝群土層断面（東から）

PL.６　1.Ⅰ区3号復旧溝群全景（西から）
２.Ⅰ区4号復旧溝群全景（北区/北から）
3.Ⅰ区4号復旧溝群土層断面（東から）
4.Ⅰ区4号復旧溝群全景（中央区/北東から）
5.Ⅰ区5号復旧溝群土層断面（南から）
６.Ⅰ区６号復旧溝群土層断面（南から）
７.Ⅰ区5号・６号復旧溝群全景（南から）

8.Ⅰ区６号復旧溝群調査風景（南から）
PL.７　1.Ⅱ区中近世面全景（南・北区/東上空から）

２.Ⅱ区中近世面全景（北区/上空から）
3.Ⅱ区中近世面全景（中央区西半部/東から）
4.Ⅱ区中近世面全景（中央区西半部/北から）

PL.8　1.Ⅱ区1号土坑土層断面（南から）
２.Ⅱ区1号土坑全景（南から）
3.Ⅱ区２号土坑土層断面（北から）
4.Ⅱ区２号土坑全景（南から）
5.Ⅱ区3号土坑土層断面（南から）
６.Ⅱ区3号土坑全景（南から）
７.Ⅱ区5号土坑土層断面（南から）
8.Ⅱ区5号土坑全景（南から）
9.Ⅱ区６号土坑土層断面（南から）
10.Ⅱ区６号土坑全景（東から）
11.Ⅱ区７号土坑土層断面（南から）
12.Ⅱ区７号土坑全景（南から）
13.Ⅱ区9号土坑土層断面（北東から）
14.Ⅱ区9号土坑全景（南西から）
15.Ⅱ区10号土坑土層断面（南東から）

PL.9　1.Ⅱ区10号土坑全景（南西から）
２.Ⅱ区1号ピット土層断面（南から）
3.Ⅱ区２号ピット土層断面（北から）
4.Ⅱ区3号ピット土層断面（東から）
5.Ⅱ区4号ピット土層断面（西から）
６.Ⅱ区5号ピット全景（南から）
７.Ⅱ区６号ピット土層断面（西から）
8.Ⅱ区７号ピット土層断面（南から）
9.Ⅱ区12号ピット全景（南から）
10.Ⅱ区13号ピット土層断面（南から）
11.Ⅱ区13号ピット全景（南から）
12.Ⅱ区14号ピット土層断面（南から）
13.Ⅱ区14号ピット全景（南から）
14.Ⅱ区15号ピット土層断面（南東から）
15.Ⅱ区15号ピット全景（南東から）

PL.10　1.Ⅱ区1号溝土層断面（北から）
　　２.Ⅱ区3号溝土層断面（西から）
　　3.Ⅱ区3号～10号溝全景（上空から）
　　4.Ⅱ区21号溝土層断面（西から）
　　5.Ⅱ区21号溝全景（東から）

PL.11　1.Ⅱ区22号溝土層断面（南から）
２.Ⅱ区22号溝全景（南東から）
3.Ⅱ区23号溝土層断面（西から）
4.Ⅱ区23号溝全景（南から）
5.Ⅱ区25号溝土層断面（東から）
６.Ⅱ区25号溝全景（東から）
７.Ⅱ区26号溝土層断面（東から）
8.Ⅱ区26号溝全景（東から）

PL.12　1.Ⅱ区27号溝土層断面（南東から）
２.Ⅱ区27号溝全景（南東から）
3.Ⅱ区28号溝土層断面（南東から）
4.Ⅱ区28号溝全景（南東から）
5.Ⅱ区中近世面全景（中央区東半部/西から）

PL.13　1.Ⅲ区中近世面全景（北・南区/上空から）
２.Ⅲ区中近世面全景（南・北区/東から）
3.Ⅲ区1号掘立柱建物全景（南から）
4.Ⅲ区1号掘立柱Ｐ13礫出土状態（南から）

PL.14　1.Ⅲ区1号土坑土層断面（東から）
２.Ⅲ区1号土坑全景（東から）
3.Ⅲ区4号土坑土層断面（北から）
4.Ⅲ区4号土坑全景（東から）
5.Ⅲ区5号土坑土層断面（南から）
６.Ⅲ区5号土坑全景（東から）
７.Ⅲ区６号土坑土層断面（西から）
8.Ⅲ区７号土坑土層断面（南から）
9.Ⅲ区７号土坑全景（西から）

　　10.Ⅲ区8号土坑土層断面（東から）
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　　11.Ⅲ区8号土坑全景（東から）
　　12.Ⅲ区9号土坑土層断面（西から）
　　13.Ⅲ区9号土坑全景（西から）
　　14.Ⅲ区10号土坑全景（西から）
　　15.Ⅲ区11号土坑土層断面（東から）

PL.15　1.Ⅲ区11号土坑全景（西から）
　　２.Ⅲ区12号土坑土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区12号土坑全景（東から）
　　4.Ⅲ区13号土坑全景（東から）
　　5.Ⅲ区14号土坑全景（東から）
　　６.Ⅲ区110号土坑土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区110号土坑全景（南から）
　　8.Ⅲ区119号土坑土層断面（南から）
　　9.Ⅲ区3号ピット土層断面（南から）
　　10.Ⅲ区86号ピット土層断面（南から）
　　11.Ⅲ区86号ピット全景（南から）
　　12.Ⅲ区87号ピット土層断面（南から）
　　13.Ⅲ区87号ピット全景（南から）
　　14.Ⅲ区88号ピット土層断面（南から）
　　15.Ⅲ区88号ピット全景（南から）

PL.16　1.Ⅲ区蛭堀土層断面（南区/北東から）
　　２.Ⅲ区蛭堀全景（南区/南から）
　　3.Ⅲ区1号溝全景（南から）
　　4.Ⅲ区1号溝土層断面（北から）
　　5.Ⅲ区1号溝銭貨出土状態（西から）
　　６.Ⅲ区1号・２号溝土層断面（北西から）
　　７.Ⅲ区２号溝遺物出土状態（北から）

PL.17　1.Ⅲ区２号・41号・42号溝全景（南東から）
　　２.Ⅲ区3号溝土層断面（西から）
　　3.Ⅲ区２号溝全景（南から）
　　4.Ⅲ区4号溝土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区5号溝土層断面（北から）
　　６.Ⅲ区5号溝全景（南から）

PL.18　1.Ⅲ区5号・６号・40号溝他全景（東から）
　　２.Ⅲ区5号溝土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区5号・６号・40号溝全景（南東から）
　　4.Ⅲ区６号溝土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区６号溝土層断面（北から）
　　６.Ⅲ区６号溝土層断面（西から）
　　７.Ⅲ区７号溝土層断面（北から）
　　8.Ⅲ区8号・21号溝土層断面（西から）

PL.19　1.Ⅲ区9号～12号・17号～20号溝全景（南から）
　　２.Ⅲ区18号溝牛歯出土状態（南から）
　　3.Ⅲ区13号溝全景（南から）
　　4.Ⅲ区36号溝土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区37号溝土層断面（南から）
　　６.Ⅲ区39号・38号溝全景（南から）
　　７.Ⅲ区40号溝土層断面（西から）

PL.20　1.Ⅲ区浅間Ｂ軽石上耕作痕検出状況（南区）
　　２.Ⅲ区浅間Ｂ軽石上耕作痕の形態（南区）
　　3.Ⅲ区浅間Ｂ軽石上耕作痕全景（南区/東から）
　　4.Ⅲ区1号復旧溝群検出状況全景（南から）
　　5.Ⅲ区1号復旧溝群近景（東から）
　　６.Ⅲ区1号復旧溝群全景（東から）

PL.21　1.Ⅲ区２号復旧溝群全景（北から）
　　２.Ⅲ区3号復旧溝群全景（南から）
　　3.Ⅲ区4号復旧溝群全景（東から）
　　4.Ⅲ区６号復旧溝群全景（北から）
　　5.Ⅲ区浅間Ｂ軽石上層遺構全景（南区/西から）
　　６.Ⅲ区浅間Ａ軽石復旧溝群土層断面（中央区/南から）
　　７.Ⅲ区遺構確認調査風景（東から）

PL.22　1.Ⅳ区中近世面全景（南区/東から）
　　２.Ⅳ区中近世面全景（北区/東から）
　　3.Ⅳ区中近世面全景（中央区/東から）
　　4.Ⅳ区中近世面全景（北区/上空から）
　　5.Ⅳ区中近世面全景（南区/上空から）

PL.23　1.Ⅳ区1号土坑全景（北から）
　　２.Ⅳ区２号土坑全景（東から）
　　3.Ⅳ区3号土坑全景（北から）
　　4.Ⅳ区4号土坑全景（北から）
　　5.Ⅳ区5号土坑全景（北から）
　　６.Ⅳ区６号土坑全景（北から）
　　７.Ⅳ区７号土坑全景（北から）
　　8.Ⅳ区8号土坑全景（北から）
　　9.Ⅳ区9号土坑全景（北から）
　　10.Ⅳ区11号土坑全景（北から）
　　11.Ⅳ区12号土坑全景（北から）
　　12.Ⅳ区15号土坑全景（東から）
　　13.Ⅳ区77号土坑土層断面（南から）
　　14.Ⅳ区77号土坑全景（南から）
　　15.Ⅳ区78号土坑土層断面（南から）

PL.24　1.Ⅳ区78号土坑全景（北から）
　　２.Ⅳ区1号ピット全景（北から）
　　3.Ⅳ区２号ピット全景（北から）
　　4.Ⅳ区蛭堀全景（北区/北から）
　　5.Ⅳ区蛭堀土層断面（北区/北から）
　　６.Ⅳ区45号～49号溝土層断面（北から）
　　７.Ⅳ区蛭堀・45号～49号溝全景（中央区/南から）
　　8.Ⅳ区蛭堀土層断面（中央区/南東から）
　　9.Ⅳ区45号～49号溝土層断面（中央区/南東から）

PL.25　1.Ⅳ区1号溝全景（南東から）
　　２.Ⅳ区1号溝土層断面（西から）

　　3.Ⅳ区1号溝全景（北から）
　　4.Ⅳ区1号溝全景（北から）
　　5.Ⅳ区43号・1号溝土層断面（南から）
　　６.Ⅳ区43号・1号溝全景（南から）
　　７.Ⅳ区1号溝遺物出土状態
　　8.Ⅳ区２号溝全景（西から）

PL.26　1.Ⅳ区8号溝全景（南から）
　　２.Ⅳ区8号・10号溝全景（南西から）
　　3.Ⅳ区11号・10号溝全景（南西から）
　　4.Ⅳ区8号・13号溝全景（西から）

5.Ⅳ区浅間Ｂ軽石上耕作痕全景（北区/上空から）
　　６.Ⅳ区8号・10号～12号溝全景（北東から）
　　７.Ⅳ区耕作痕と溝・アゼの重複状況（北区/南から）

PL.27　1.Ⅳ区耕作痕の分布状況（北区/北東から）
　　２.Ⅳ区耕作痕の形態（北区/西から）
　　3.Ⅳ区1号復旧溝群土層断面（南から）
　　4.Ⅳ区1号復旧溝群近景（東から）
　　5.Ⅳ区1号復旧溝群全景（南から）
　　６.Ⅳ区２号復旧溝群全景（南から）

PL.28　1.Ⅳ区２号・1号復旧溝群全景（南から）
　　２.Ⅳ区２号復旧溝群近景（東から）
　　3.Ⅳ区3号復旧溝群土層断面（南東から）
　　4.Ⅳ区3号復旧溝群近景（南から）
　　5.Ⅳ区3号復旧溝群全景（南から）
　　６.Ⅳ区4号復旧溝群土層断面（西から）
　　７.Ⅳ区4号復旧溝群全景（南西から）

PL.29　1.Ⅴ区79号土坑土層断面（南から）
　　２.Ⅴ区79号土坑全景（北から）
　　3.Ⅴ区80号土坑土層断面（南から）
　　4.Ⅴ区80号土坑全景（北から）
　　5.Ⅴ区81号土坑土層断面（南から）
　　６.Ⅴ区82号土坑土層断面（南から）
　　７.Ⅴ区81号・82号土坑全景（北から）
　　8.Ⅴ区83号土坑土層断面（南から）
　　9.Ⅴ区83号土坑全景（北から）
　　10.Ⅴ区99号ピット土層断面（南から）
　　11.Ⅴ区99号ピット全景（北から）
　　12.Ⅴ区100号ピット土層断面（南から）
　　13.Ⅴ区100号ピット全景（北から）
　　14.Ⅴ区4号溝全景（北から）
　　15.Ⅴ区4号溝土層断面（北から）

PL.30　1.Ⅳ・Ⅴ区中近世面全景(北区/西から）
　　２.Ⅳ・Ⅴ区中近世面全景(南区/西から）
　　3.Ⅴ区中近世面全景（南区/東から）
　　4.Ⅴ区２号溝土層断面（西から）
　　5.Ⅴ区3号・5号・７号溝全景（北から）
　　６.Ⅴ区3号溝土層断面（東から）

PL.31　1.Ⅴ区中近世面全景（西区/東から）
　　２.Ⅴ区5号溝土層断面（中央区/東から）
　　3.Ⅴ区5号溝近景（西から）
　　4.Ⅴ区７号溝全景（北区/東から）
　　5.Ⅴ区６号・34号溝全景（南から）
　　６.Ⅴ区７号溝土層断面（東から）
　　７.Ⅴ区７号溝全景（中央区/東から）

PL.32　1.Ⅴ区31号溝全景（西から）
　　２.Ⅴ区32号溝全景（西から）
　　3.Ⅴ区33号溝全景（西から）
　　4.Ⅴ区34号溝全景（東から）

PL.33　1.Ⅴ区1号復旧溝群全景（南から）
　　２.Ⅴ区1号復旧溝群全景（西から）
　　3.Ⅵ区中近世面・中世面全景（西から）
　　4.Ⅵ区1号井戸土層断面（南から）
　　5.Ⅵ区1号井戸全景（南から）
　　６.Ⅵ区２号井戸・13号土坑全景（南から）
　　７.Ⅵ区1号土坑土層断面（南から）
　　8.Ⅵ区1号土坑全景（南から）

PL.34　1.Ⅵ区２号土坑土層断面（南から）
　　２.Ⅵ区２号土坑全景（南から）
　　3.Ⅵ区3号土坑土層断面（東から）
　　4.Ⅵ区4号土坑土層断面近景（南から）
　　5.Ⅵ区4号土坑土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区5号土坑土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区5号土坑全景（南から）
　　8.Ⅵ区６号土坑土層断面（南から）
　　9.Ⅵ区７号土坑土層断面（南から）
　　10.Ⅵ区10号土坑土層断面（南から）
　　11.Ⅵ区12号・11号土坑全景（南から）
　　12.Ⅵ区11号土坑土層断面（西から）
　　13.Ⅵ区12号土坑土層断面（西から）
　　14.Ⅵ区13号土坑・２号井戸土層断面（東から）
　　15.Ⅵ区14号土坑土層断面（南から）

PL.35　1.Ⅵ区15号土坑土層断面（北東から）
　　２.Ⅵ区16号土坑土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区17号土坑土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区17号土坑全景（南から）
　　5.Ⅵ区18号土坑土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区18号土坑全景（北から）
　　７.Ⅵ区19号土坑土層断面（北東から）
　　8.Ⅵ区19号土坑全景（北東から）
　　9.Ⅵ区20号土坑土層断面（東から）
　　10.Ⅵ区20号土坑全景（東から）
　　11.Ⅵ区22号土坑土層断面（南西から）



　　12.Ⅵ区23号土坑土層断面（南から）
　　13.Ⅵ区24号土坑土層断面（西から）
　　14.Ⅵ区25号土坑土層断面（南から）
　　15.Ⅵ区1号ピット土層断面（南から）

PL.36　1.Ⅵ区1号溝土層断面（東から）
　　２.Ⅵ区1号溝土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区２号溝土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区２号溝全景（南東から）
　　5.Ⅵ区3号・4号溝土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区5号溝土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区６号・７号溝土層断面（南から）
　　8.Ⅵ区６号～11号溝全景（東から）

PL.37　1.Ⅵ区8号溝土層断面（南から）
　　２.Ⅵ区9号溝土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区9号・13号溝近景（東から）
　　4.Ⅵ区10号溝全景（北東から）
　　5.Ⅵ区12号溝土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区9号・13号溝土層断面（東から）
　　７.Ⅵ区10号・13号溝土層断面（東から）
　　8.Ⅵ区13号溝全景（北東から）

PL.38　1.Ⅵ区1号耕作痕検出状況全景（東から）
　　２.Ⅵ区1号耕作痕の分布状況（南から）
　　3.Ⅵ区1号耕作痕の分布（南から）
　　4.Ⅵ区1号耕作痕の形態（南から）
　　5.Ⅵ区1号復旧溝土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区1号復旧溝群全景（西から）
　　７.Ⅵ区２号復旧溝土層断面（西から）

8.Ⅵ区２号復旧溝群全景（西から）
PL.39　1.Ⅶ区中近世面全景（東から）

　　２.Ⅶ区中近世面全景（西から）
　　3.Ⅶ区1号井戸土層断面（南から）
　　4.Ⅶ区1号土坑土層断面（南から）
　　5.Ⅶ区1号土坑全景（北から）
　　６.Ⅶ区２号土坑土層断面（南から）

PL.40　1.Ⅶ区1号～７号溝全景（東から）
　　２.Ⅶ区1号・２号溝全景（西から）
　　3.Ⅶ区1号溝土層断面（東から）
　　4.Ⅶ区２号溝土層断面（東から）
　　5.Ⅶ区3号溝土層断面（北から）
　　６.Ⅶ区4号溝土層断面（南から）
　　７.Ⅶ区中近世面調査風景
　　8.Ⅶ区中近世面測量風景

PL.41　1.Ⅷ区中近世面全景（東から）
　　２.Ⅷ区中近世面全景（北から）

PL.42　1.Ⅷ区1号井戸土層断面（南から）
　　２.Ⅷ区1号井戸全景（南から）
　　3.Ⅷ区1号土坑土層断面（南から）
　　4.Ⅷ区1号土坑全景（南から）
　　5.Ⅷ区２号土坑土層断面（南から）
　　６.Ⅷ区２号土坑全景（南から）
　　７.Ⅷ区3号土坑全景（南から）
　　8.Ⅷ区4号土坑土層断面（南から）
　　9.Ⅷ区4号・5号土坑全景（南から）
　　10.Ⅷ区4・5号土坑・1号井戸全景（南から）
　　11.Ⅷ区5号土坑土層断面（南から）
　　12.Ⅷ区６号土坑土層断面（南から）
　　13.Ⅷ区６号土坑全景（南から）
　　14.Ⅷ区７号土坑土層断面（南から）
　　15.Ⅷ区７号土坑全景（南から）

PL.43　1.Ⅷ区8号土坑土層断面（東から）
　　２.Ⅷ区8号・11号土坑全景（東から）
　　3.Ⅷ区8号土坑全景（南から）
　　4.Ⅷ区9号土坑土層断面（東から）
　　5.Ⅷ区9号土坑全景（南から）
　　６.Ⅷ区10号土坑土層断面（南から）
　　７.Ⅷ区10号土坑全景（南から）
　　8.Ⅷ区11号土坑土層断面（東から）
　　9.Ⅷ区11号土坑全景（東から）
　　10.Ⅷ区1号溝土層断面（西から）
　　11.Ⅷ区２号溝土層断面（東から）
　　12.Ⅷ区２号溝調査風景（東から）
　　13.Ⅷ区3号溝土層断面（東から）
　　14.Ⅷ区中近世土坑群と溝（南から）

PL.44　1.Ⅸ区中近世面全景（西から）
　　２.Ⅸ区中近世面全景（東から）
　　3.Ⅸ区中近世面全景（南区/南から）
　　4.Ⅸ区北壁剥ぎ取り地点土層断面（中央区/南から）
　　5.Ⅸ区北壁土層断面（南区/南から）

PL.45　1.Ⅸ区1号土坑土層断面（東から）
　　２.Ⅸ区1号土坑全景（東から）
　　3.Ⅸ区２号土坑土層断面（東から）
　　4.Ⅸ区２号土坑全景（東から）
　　5.Ⅸ区3号土坑土層断面（南東から）
　　６.Ⅸ区3号土坑全景（南から）
　　７.Ⅸ区4号土坑土層断面（東から）
　　8.Ⅸ区4号土坑全景（東から）
　　9.Ⅸ区5号土坑土層断面（東から）
　　10.Ⅸ区5号土坑全景（東から）
　　11.Ⅸ区６号・７号土坑土層断面（南から）
　　12.Ⅸ区６号・７号土坑全景（南から）
　　13.Ⅸ区8号土坑土層断面（北から）
　　14.Ⅸ区8号土坑全景（北から）

　　15.Ⅸ区9号土坑土層断面（南から）
PL.46　1.Ⅸ区9号土坑全景（南から）

　　２.Ⅸ区10号土坑土層断面（東から）
　　3.Ⅸ区10号土坑全景（東から）
　　4.Ⅸ区11号土坑土層断面（南から）
　　5.Ⅸ区11号土坑全景（南から）
　　６.Ⅸ区12号土坑土層断面（南から）
　　７.Ⅸ区13号・14号土坑土層断面（南から）
　　8.Ⅸ区13号・14号土坑全景（南から）
　　9.Ⅸ区15号土坑土層断面（東から）
　　10.Ⅸ区15号土坑全景（東から）
　　11.Ⅸ区16号土坑土層断面（西から）
　　12.Ⅸ区16号土坑全景（西から）
　　13.Ⅸ区17号土坑土層断面（東から）
　　14.Ⅸ区17号土坑全景（東から）
　　15.Ⅸ区18号土坑土層断面（南から）

PL.47　1.Ⅸ区18号土坑全景（南から）
　　２.Ⅸ区19号土坑土層断面（東から）
　　3.Ⅸ区19号土坑全景（東から）
　　4.Ⅸ区20号～22号土坑全景（南から）
　　5.Ⅸ区20号・21号土坑土層断面（南から）
　　６.Ⅸ区22号土坑土層断面（南から）
　　７.Ⅸ区23号土坑土層断面（北東から）
　　8.Ⅸ区23号土坑全景（南西から）
　　9.Ⅸ区ピット列土層断面（東から）
　　10.Ⅸ区ピット列検出状況（南から）
　　11.Ⅸ区ピット列全景（南から）
　　12.Ⅸ区ピット列土層断面（東から）
　　13.Ⅸ区ピット列部分近景（南東から）

PL.48　1.Ⅸ区1号溝土層断面（南東から）
　　２.Ⅸ区1号溝全景（南東から）
　　3.Ⅸ区２号溝土層断面（南から）
　　4.Ⅸ区２号・4号溝全景（南から）
　　5.Ⅸ区3号溝土層断面（東から）
　　６.Ⅸ区3号溝全景（西から）
　　７.Ⅸ区4号溝土層断面A-A'（南から）
　　8.Ⅸ区4号溝土層断面B-B'（南から）

PL.49　1.Ⅸ区5号溝・大アゼ土層断面（北から）
　　２.Ⅸ区5号溝全景（南から）
　　3.Ⅸ区６号溝土層断面（西から）
　　4.Ⅸ区６号溝全景（南から）
　　5.Ⅸ区1号復旧溝検出状況（南から）
　　６.Ⅸ区1号復旧溝全景（南から）
　　７.Ⅸ区1号復旧溝土層断面部分（南から）

8.Ⅸ区3号復旧溝全景（南から）
PL.50　1.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（南・北区/東から）

　　２.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（中央区/東から）
　　3.Ⅰ区18号溝全景（北から）
　　4.Ⅰ区19号溝全景（北西から）
　　5.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（北区/東から）
　　６.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（北区/南から）

PL.51　1.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ交差部近景（北区/西から）
　　２.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（北区/西から）
　　3.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（北区/北西から）
　　4.Ⅰ区道状遺構土層断面
　　5.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（中央区東端/南から）
　　６.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（中央区東半/南から）
　　７.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（中央区中央/南から）
　　8.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（中央区西半/南から）

PL.52　1.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ土層断面E-E'（中央区/西から）
　　２.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼE-E'断割り調査（中央区/西から）
　　3.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼE-E'断割り土層断面（中央区/西から）
　　4.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼE-E'断割り土層断面近景（中央区/西から）
　　5.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田遺構確認面調査風景
　　６.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田面精査風景
　　７.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田面確認状況
　　8.Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田耕作土土層断面（南から）

PL.53　1.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（南・北区/東上空から）
　　２.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（中央区/東上空から）
　　3.Ⅱ区２号溝とアゼ（南東から）

PL.54　1.Ⅱ区浅間Ｂ混土上面水田痕跡全景（中央区西半/西から）
　　２.Ⅱ区浅間Ｂ混土上面疑似畦畔近景（中央区西半/東から）
　　3.Ⅱ区浅間Ｂ混土上面疑似畦畔近景（中央区東半/東から）
　　4.Ⅱ区浅間Ｂ混土上面疑似畦畔近景（中央区東半/北から）
　　5.Ⅱ区浅間Ｂ混土上面疑似畦畔土層断面（中央区東半/東から）
　　６.Ⅱ区浅間Ｂ混土上面大アゼ調査風景（中央区東半/北から）
　　７.Ⅱ区浅間Ｂ混土上面大アゼ土層断面A-A'（中央区東半/南から）
　　8.Ⅱ区浅間Ｂ混土上面大アゼ土層断面B-B'（中央区東半/南から）

PL.55　1.Ⅱ区浅間Ｂ混土上面大アゼ土層断面C-C'（中央区東半/北から）
　　２.Ⅱ区浅間Ｂ混土上面水田痕跡調査風景（中央区東半/南東から）
　　3.Ⅱ区1号耕作痕検出状況（中央区東半/東から）
　　4.Ⅱ区1号耕作痕全景（中央区東半/南から）
　　5.Ⅱ区茶臼出土状態（中央区東半/東から）
　　６.Ⅱ区土錘出土状態（中央区東半/南から）
　　７.Ⅱ区土錘出土状態（中央区西半/北東から）
　　8.Ⅱ区不明金属製品出土状態（中央区東半/北から）

PL.56　1.Ⅱ区２号溝土層断面（北区/北から）
　　２.Ⅱ区２号溝土層断面（北区/南から）
　　3.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（北区/南東から）
　　4.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼと２号溝（北区/北西から）
　　5.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ（南区/北から）
　　６.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ（南区/南から）



　　７.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田土層断面（北区/南から）
　　8.Ⅱ区浅間Ｂテフラ上面耕作痕（南区/東から）

PL.57　1.Ⅱ区浅間Ｂテフラ上面耕作痕（南区/東から）
　　２.Ⅱ区浅間Ｂテフラ上面耕作痕確認状況（南区/東から）
　　3.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田耕土遺物出土状態（南区/南から）
　　4.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田耕土遺物出土状態（南区/南から）
　　5.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（中央区西半/上空から）
　　６.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（中央区東半/上空から）
　　７.Ⅱ区北壁土層断面（中央区/南から）
　　8.Ⅱ区北壁土層断面（中央区/南から）

PL.58　1.Ⅱ区２号溝全景（中央区東半/南東から）
　　２.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（中央区東半/南から）
　　3.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（中央区東半/南東から）
　　4.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（中央区中央/南から）
　　5.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（中央区西半/東から）
　　６.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（中央区西半/南から）
　　７.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（中央区西半/南東から）
　　8.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（中央区西半交差部/南から）

PL.59　1.Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（中央区西半/北から）
　　２.Ⅱ区1号掘削痕（中央区東半/上空から）
　　3.Ⅱ区1号掘削痕全景（中央区東半/南から）
　　4.Ⅱ区1号掘削痕土層断面（中央区東半/南から）
　　5.Ⅱ区２号耕作痕調査風景（中央区東半/北から）
　　６.Ⅱ区２号耕作痕全景（中央区東半/北から）
　　７.Ⅱ区馬蹄痕37全景（中央区西半/北から）
　　8.Ⅱ区馬蹄痕全景（中央区西半/北から）

PL.60　1.Ⅱ区浅間Ｂ混土下面耕作痕全景（中央区西半/東から）
　　２.Ⅱ区浅間Ｂ混土下面耕作痕近景（南区西半/東から）
　　3.Ⅱ区浅間Ｂ混土下面耕作痕確認状況（中央区西半/東から）
　　4.Ⅱ区浅間Ｂ混土下面耕作痕近景（中央区西半/東から）
　　5.Ⅱ区浅間Ｂ混土下面耕作痕近景（中央区西半/北西から）
　　６.Ⅱ区浅間Ｂ混土下面耕作痕土層断面（中央区西半/西から）
　　７.Ⅱ区浅間Ｂ混土下面耕作痕幅広の近景（中央区西半/西から）
　　8.Ⅱ区浅間Ｂ混土下面耕作痕幅狭の近景（中央区西半/西から）

PL.61　1.Ⅲ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（北・南区/上空から）
　　２.Ⅲ区２号土坑全景（東から）
　　3.Ⅲ区3号土坑全景（東から）
　　4.Ⅲ区15号溝土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区16号溝土層断面（南から）

PL.62　1.Ⅲ区16号溝全景（南から）
　　２.Ⅲ区15号溝全景（南から）
　　3.Ⅲ区12号溝南壁土層断面（北から）
　　4.Ⅲ区12号溝全景（中央区/西から）
　　5.Ⅲ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（南区/北から）
　　６.Ⅲ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（北区/東から）
　　７.Ⅲ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（北区/北東から）

PL.63　1.Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡全景（北区/南上空から）
　　２.Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡全景（南区/北上空から）

PL.64　1.Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（北区西端/南から）
　　２.Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（北区西半/南西から）
　　3.Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（北区西半/南から）
　　4.Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（北区西半/南東から）
　　5.Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（北区西半/東から）
　　６.Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（北区西半/西から）
　　７.Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（北区西半/北西から）
　　8.Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（南区西半/西から）

PL.65　1.Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（南区中央/南から）
　　２.Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（南区中央/南西から）
　　3.Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡全景（中央区/東から）
　　4.Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（中央区/東から）
　　5.Ⅳ区北壁基本土層断面（中央区/南から）

PL.66　1.Ⅴ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡全景（北区/南から）
　　２.Ⅴ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（南区/北から）
　　3.Ⅴ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（南区/西から）
　　4.Ⅴ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡馬蹄痕（南区/上から）
　　5.Ⅴ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡全景（西区/東から）

PL.67　1.Ⅴ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（西区南端/東から）
　　２.Ⅴ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（西区南半/東から）
　　3.Ⅴ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（西区北半/東から）
　　4.Ⅴ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（西区北端/東から）
　　5.Ⅴ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（西区北半/西から）
　　６.Ⅴ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡アゼ近景（西区南半/西から）
　　７.Ⅴ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡調査風景（西区/東から）
　　8.Ⅴ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡調査風景（西区/北西から）

PL.68　1.Ⅵ区北壁基本土層（南から）
　　２.Ⅵ区10号溝土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区10号溝近景（北東から）
　　4.Ⅵ区浅間Ｂ混土上面耕作痕近景（東から）
　　5.Ⅵ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡全景（東から）

PL.69　1.Ⅵ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡全景（西から）
　　２.Ⅵ区６号・11号溝全景（東から）

PL.70　1.Ⅶ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（東から）
　　２.Ⅶ区浅間Ｂテフラ直下水田大アゼ全景（南から）
　　3.Ⅶ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（西から）
　　4.Ⅶ区北壁基本土層（南から）

PL.71　1.Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（西から）
　　２.Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ土層断面（北から）
　　3.Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田大アゼ近景（北から）
　　4.Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（上空から）

PL.72　1.Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（北から）
　　２.Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田水口検出状況（北から）
　　3.Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田と馬蹄痕（南東から）

　　4.Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田部分（北から）
　　5.Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下畠全景（南から）
　　６.Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下畠検出状況（南から）
　　７.Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下畠土層断面（南から）
　　8.Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下畠近景（西から）

PL.73　1.Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（北1区北半/南から）
　　２.Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ土層断面B-B'（北1区/南から）
　　3.Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ土層断面C-C'（西から）
　　4.Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（上空から）

PL.74　1.Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（東から）
　　２.Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（西半/東から）
　　3.Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田全景（西から）
　　4.Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（東から）
　　5.Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田アゼ近景（南から）
　　６.Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田馬蹄痕（南から）
　　７.Ⅸ区北壁剥ぎ取り作業風景（南から）
　　8.Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田調査風景（南西から）

PL.75　1.Ⅰ区古代洪水層関連遺構面全景（北区/上空から）
　　２.Ⅰ区27号溝土層断面（南から）
　　3.Ⅰ区27号・28号溝全景（南から）
　　4.Ⅰ区33号溝全景（東から）
　　5.Ⅰ区32号・33号溝全景（東から）

PL.76　1.Ⅰ区52号溝土層断面（東から）
　　２.Ⅰ区52号溝全景（西から）
　　3.Ⅰ区53号溝土層断面（南から）
　　4.Ⅰ区54号溝土層断面（南から）
　　5.Ⅰ区古代①ⅣＢ層上面牛蹄跡検出状況（南から）
　　６.Ⅰ区古代①ⅣＢ層上面牛蹄跡掘り下げ後状況（南から）
　　７.Ⅰ区古代①ⅣＢ層上面牛蹄跡検出状況近景（北から）
　　8.Ⅰ区古代①ⅣＢ層上面牛蹄跡検出状況近景（東から）

PL.77　1.Ⅰ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡近景（中央区北西部/東から）
　　２.Ⅰ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡近景（中央区東半/北から）
　　3.Ⅰ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡近景（中央区中央/北から）
　　4.Ⅰ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡近景（中央区西部/南西から）
　　5.Ⅰ区1号大アゼ全景（南から）
　　６.Ⅰ区1号大アゼトレンチ土層断面（南から）
　　７.Ⅰ区古代②Ⅵ層上面土錘出土状態（東から）

PL.78　1.Ⅰ区1号畠土層断面南半（東から）
　　２.Ⅰ区1号畠土層断面北半（東から）
　　3.Ⅰ区1号畠全景
　　4.Ⅰ区1号畠確認状況（北西から）
　　5.Ⅰ区1号畠全景（西から）

PL.79　1.Ⅰ区1号畠検出状況全景（東から）
　　２.Ⅰ区1号畠調査風景（西から）
　　3.Ⅰ区２号畠最終面確認全景（南から）
　　4.Ⅰ区勾玉出土状態（北から）
　　5.Ⅰ区２号畠土層断面（南西から）
　　６.Ⅰ区２号畠土層断面拡大（1）（西から）
　　７.Ⅰ区２号畠土層断面拡大（２）（西から）
　　8.Ⅰ区２号畠土層断面拡大（3）（西から）

PL.80　1.Ⅰ区２号畠土層断面拡大（4）（西から）
　　２.Ⅰ区２号畠全景（西から）
　　3.Ⅰ区２号畠全景北半（西から）
　　4.Ⅰ区２号畠全景南半（西から）
　　5.Ⅰ区２号畠耕作痕全景（東から）
　　６.Ⅰ区２号畠最終面全景（西から）
　　７.Ⅰ区２号畠最終面全景（東から）
　　8.Ⅰ区２号畠最終面調査風景（東から）

PL.81　1.Ⅰ区21号土坑土層断面（南から）
　　２.Ⅰ区24号土坑全景（北から）
　　3.Ⅰ区22号土坑土層断面（南から）
　　4.Ⅰ区22号土坑全景（西から）
　　5.Ⅰ区23号土坑土層断面（東から）
　　６.Ⅰ区23号土坑全景（北から）
　　７.Ⅰ区25号土坑土層断面（南から）
　　8.Ⅰ区25号土坑全景（北から）

PL.82　1.Ⅱ区古代洪水層関連遺構面全景（北・南区/南から）
　　２.Ⅱ区古代洪水層関連遺構面全景（中央区/西から）
　　3.Ⅱ区14号溝全景（南から）
　　4.Ⅱ区15号溝全景（南から）
　　5.Ⅱ区17号溝土層断面（北から）

PL.83　1.Ⅱ区17号溝全景（北区/南から）
　　２.Ⅱ区17号溝土層断面（西から）
　　3.Ⅱ区古代洪水層関連遺構面全景（中央区東半/北西から）
　　4.Ⅱ区17号溝土層断面（南から）
　　5.Ⅱ区17号溝土層断面（南東から）
　　６.Ⅱ区17号溝全景（南東から）
　　７.Ⅱ区19号溝土層断面（南から）

8.Ⅱ区24号溝土層断面（南から）
PL.84　1.Ⅱ区24号溝全景（南西から）

　　２.Ⅱ区24号溝下層部全景（南西から）
　　3.Ⅱ区古代①ⅣＢ層上面牛蹄跡検出状況（南区/北から）
　　4.Ⅱ区古代①ⅣＢ層上面牛蹄跡掘り下げ状況（南区/北から）
　　5.Ⅱ区古代②Ⅵ層上面水田耕作痕全景（南区/東から）
　　６.Ⅱ区古代②Ⅵ層上面水田耕作痕近景（南区/北西から）

PL.85　1.Ⅱ区古代②Ⅵ層上面水田耕作痕近景（南区/北から）
　　２.Ⅱ区古代②Ⅵ層上面水田耕作痕検出状況（南区/北から）
　　3.Ⅱ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡全景（中央区西半/上空から）
　　4.Ⅱ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡全景（中央区東半/上空から）
　　5.Ⅱ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡近景（中央区東半/南東から）
　　６.Ⅱ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡近景（中央区東半/南から）
　　７.Ⅱ区古代②Ⅵ層上面水田耕作痕全景（中央区東半/南から）



　　8.Ⅱ区西壁土層断面（中央区東半/東から）
PL.86　1.Ⅱ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡近景（中央区東半/南から）

　　２.Ⅱ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡近景（中央区西端/南から）
　　3.Ⅱ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡近景（中央区西半/南から）
　　4.Ⅱ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡馬蹄痕（中央区西半/南から）
　　5.Ⅱ区・Ⅲ区古代②Ⅵ層上面遺構面全景（北・南区/西から）

PL.87　1.Ⅲ区古代洪水層関連遺構面全景（中央区/東から）
　　２.Ⅲ区古代遺構群全景（中央区/東から）
　　3.Ⅲ区古代遺構群全景（中央区/西から）
　　4.Ⅲ区1号住居全景（南から）
　　5.Ⅲ区1号住居土層断面（南から）
　　６.Ⅲ区1号住居土層断面（東から）
　　７.Ⅲ区1号住居カマド全景（西から）

PL.88　1.Ⅲ区1号住居カマド土層断面（南から）
　　２.Ⅲ区1号住居掘り方全景（南から）
　　3.Ⅲ区1号住居掘り方土層断面（南から）
　　4.Ⅲ区1号住居カマド掘り方土層断面（西から）
　　5.Ⅲ区２号住居全景（南から）
　　６.Ⅲ区２号住居土層断面（東から）
　　７.Ⅲ区２号住居カマド全景（西から）
　　8.Ⅲ区２号住居カマド土層断面（西から）

PL.89　1.Ⅲ区２号住居掘り方全景（南から）
　　２.Ⅲ区２号住居掘り方土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区２号住居カマド掘り方土層断面（西から）
　　4.Ⅲ区２号住居カマド土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区3号住居全景（南から）
　　６.Ⅲ区3号住居土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区3号住居土層断面（東から）
　　8.Ⅲ区3号住居カマド全景（西から）

PL.90　1.Ⅲ区3号住居カマド土層断面（西から）
　　２.Ⅲ区3号住居カマド土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区3号住居掘り方全景（南から）
　　4.Ⅲ区3号住居掘り方土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区3号住居掘り方土層断面（東から）
　　６.Ⅲ区3号住居カマド掘り方土層断面（西から）
　　７.Ⅲ区4号住居全景（南から）
　　8.Ⅲ区4号住居土層断面（南から）

PL.91　1.Ⅲ区4号住居カマド掘り方土層断面（西から）
　　２.Ⅲ区4号住居カマド掘り方土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区4号住居掘り方全景（南から）
　　4.Ⅲ区4号住居掘り方土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区5号住居全景（西から）
　　６.Ⅲ区5号住居土層断面（東から）
　　７.Ⅲ区5号住居土層断面（南から）
　　8.Ⅲ区5号住居貯蔵穴土層断面（南から）

PL.92　1.Ⅲ区5号住居カマド土層断面（南から）
　　２.Ⅲ区5号住居カマド土層断面（西から）
　　3.Ⅲ区5号住居掘り方全景（南から）
　　4.Ⅲ区5号住居掘り方土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区5号住居カマド掘り方土層断面（南から）
　　６.Ⅲ区5号住居カマド掘り方土層断面（西から）
　　７.Ⅲ区６号住居全景（南から）
　　8.Ⅲ区６号住居土層断面（東から）

PL.93　1.Ⅲ区６号住居貯蔵穴土層断面（東から）
　　２.Ⅲ区６号住居貯蔵穴土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区６号住居カマド土層断面（南から）
　　4.Ⅲ区６号住居カマド土層断面（西から）
　　5.Ⅲ区６号住居掘り方全景（南から）
　　６.Ⅲ区６号住居カマド掘り方土層断面（西から）
　　７.Ⅲ区６号住居カマド掘り方土層断面（南から）
　　8.Ⅲ区６号住居掘り方全景（西から）

PL.94　1.Ⅲ区７号住居全景（西から）
　　２.Ⅲ区７号住居掘り方全景（西から）
　　3.Ⅲ区７号住居掘り方土層断面（東から）
　　4.Ⅲ区７号住居掘り方土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区8号住居全景（西から）
　　６.Ⅲ区8号住居土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区8号住居カマド土層断面（西から）
　　8.Ⅲ区8号住居カマド掘り方土層断面（西から）

PL.95　1.Ⅲ区8号住居掘り方全景（西から）
　　２.Ⅲ区1号竪穴遺構全景（西から）
　　3.Ⅲ区1号竪穴遺構土層断面（東から）
　　4.Ⅲ区２号竪穴遺構土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区２号竪穴遺構土層断面（東から）
　　６.Ⅲ区3号竪穴遺構土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区4号竪穴遺構全景（南から）
　　8.Ⅲ区4号竪穴遺構土層断面（南から）

PL.96　1.Ⅲ区1号井戸土層断面（南から）
　　２.Ⅲ区1号・3号井戸土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区1号・3号井戸全景（南から）
　　4.Ⅲ区２号井戸土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区２号井戸全景（南から）
　　６.Ⅲ区15号土坑土層断面（東から）
　　７.Ⅲ区15号土坑全景（東から）
　　8.Ⅲ区16号土坑全景（北から）
　　9.Ⅲ区17号土坑全景（北から）
　　10.Ⅲ区18号土坑土層断面（東から）
　　11.Ⅲ区18号土坑全景（南から）
　　12.Ⅲ区19号土坑土層断面（南から）
　　13.Ⅲ区19号土坑全景（南から）
　　14.Ⅲ区20号・21号土坑全景（西から）
　　15.Ⅲ区111号土坑土層断面（南から）

PL.97　1.Ⅲ区111号土坑全景（南から）
　　２.Ⅲ区115号土坑土層断面（東から）
　　3.Ⅲ区115号土坑土層断面（南から）

4.Ⅲ区115号土坑土層断面（東から）
　　5.Ⅲ区115号土坑全景（南から）
　　６.Ⅲ区89号ピット土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区90号ピット土層断面（南から）
　　8.Ⅲ区91号ピット土層断面（南から）
　　9.Ⅲ区92号ピット土層断面（南から）
　　10.Ⅲ区93号ピット土層断面（南から）
　　11.Ⅲ区94号ピット土層断面（南から）
　　12.Ⅲ区95号ピット土層断面（南から）
　　13.Ⅲ区97号ピット土層断面（南から）
　　14.Ⅲ区99号ピット土層断面（南から）
　　15.Ⅲ区101号ピット土層断面（東から）

PL.98　1.Ⅲ区102号ピット土層断面（東から）
　　２.Ⅲ区103号ピット土層断面（東から）
　　3.Ⅲ区104号ピット土層断面（東から）
　　4.Ⅲ区25号溝土層断面（西から）
　　5.Ⅲ区26号溝土層断面（西から）
　　６.Ⅲ区25号～27号溝全景（西から）
　　７.Ⅲ区27号溝土層断面（西から）
　　8.Ⅲ区古代遺構群調査風景（東から）
　　9.Ⅲ区28号・29号溝土層断面（北から）

PL.99　1.Ⅲ区古代洪水層関連遺構面全景（南・北区/東から）
　　２.Ⅲ区28号・29号溝全景（北区/南から）
　　3.Ⅲ区28号溝全景（中央区/南から）
　　4.Ⅲ区古代洪水層関連遺構面全景（北・南区/上空から）
　　5.Ⅲ区28号溝全景（南区/南から）

PL.100　1.Ⅲ区28号溝遺物出土状態（南区/南から）
　　２.Ⅲ区28号溝遺物出土状態（南区/北から）
　　3.Ⅲ区28号溝遺物出土状態（北区/南から）
　　4.Ⅲ区28号溝遺物出土状態（南区/南から）
　　5.Ⅲ区28号溝土層断面（中央区/南から）
　　６.Ⅲ区28号溝全景（中央区/東から）
　　７.Ⅲ区28号溝土層断面東半（北区/北西から）
　　8.Ⅲ区28号溝土層断面西半（北区/北西から）

PL.101　1.Ⅲ区29号溝西部遺物出土状態（東から）
　　２.Ⅲ区29号溝全景（東から）
　　3.Ⅲ区29号溝全景（西から）
　　4.Ⅲ区29号溝西部遺物出土状態（東から）
　　5.Ⅲ区29号溝土錘出土状態（東から）
　　６.Ⅲ区29号溝東部遺物出土状態（東から）
　　７.Ⅲ区13号・35号溝土層断面（北から）
　　8.Ⅲ区35号溝全景（南から）

PL.102　1.Ⅲ区２号耕作痕検出状況（北区/西から）
　　２.Ⅲ区古代①ⅣＢ層上面耕作痕・牛蹄跡全景（北区/南から）
　　3.Ⅲ区古代①ⅣＢ層上面牛蹄跡検出状況（北区/西から）
　　4.Ⅲ区古代①ⅣＢ層上面牛蹄跡分布状況（北区/南から）
　　5.Ⅲ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡全景（南区/西から）
　　６.Ⅲ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡土層断面（北区/南東から）
　　７.Ⅲ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡西部土層断面（北区/南から）
　　8.Ⅲ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡東部土層断面（北区/南から）

PL.103　1.Ⅲ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡土層断面（南区/南東から）
　　２.Ⅲ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡東部土層断面（南区/南から）
　　3.Ⅲ区古代②Ⅵ層上面水田痕跡西部土層断面（南区/南から）
　　4.Ⅲ区3号耕作痕全景（北区/南から）
　　5.Ⅲ区古代①ⅣＢ層管玉出土状態（北区/北から）
　　６.Ⅲ区古代②Ⅵ層石鏃出土状態（北区/東から）
　　７.Ⅲ区古代①ⅣＢ層土師器出土状態
　　8.Ⅲ区古代①ⅣＢ層須恵器出土状態

PL.104　1.Ⅰ区古代～古墳時代遺構面全景（北区西半/上空から）
　　２.Ⅰ区古代～古墳時代遺構面全景（中央区/東から）

PL.105　1.Ⅰ区3号土坑全景（南から）
　　２.Ⅰ区4号土坑Ｓ字甕出土状態（北から）
　　3.Ⅰ区4号土坑上層遺物出土状態（東から）
　　4.Ⅰ区4号土坑中層遺物出土状態（東から）
　　5.Ⅰ区4号土坑下層遺物出土状態（東から）
　　６.Ⅰ区4号土坑最下層遺物出土状態（東から）
　　７.Ⅰ区4号土坑弥生甕出土状態
　　8.Ⅰ区4号土坑杭遺物出土状態（東から）
　　9.Ⅰ区4号土坑小型壺出土状態
　　10.Ⅰ区4号土坑底面検出状況
　　11.Ⅰ区4号土坑・1号・3号・4号ピット全景（西から）
　　12.Ⅰ区9号土坑土層断面（南から）
　　13.Ⅰ区9号土坑全景（南から）
　　14.Ⅰ区10号土坑土層断面（南から）
　　15.Ⅰ区10号土坑全景（南から）

PL.106　1.Ⅰ区11号～13号土坑土層断面（南から）
　　２.Ⅰ区11号～13号土坑全景（南から）
　　3.Ⅰ区14号土坑土層断面（南から）
　　4.Ⅰ区14号土坑全景（南から）
　　5.Ⅰ区15号土坑遺物出土状態（南から）
　　６.Ⅰ区15号土坑全景（南から）
　　７.Ⅰ区16号土坑全景（東から）
　　8.Ⅰ区1号ピット土層断面（南東から）
　　9.Ⅰ区２号ピット土層断面（南東から）
　　10.Ⅰ区3号ピット土層断面（南東から）
　　11.Ⅰ区4号ピット土層断面（南から）
　　12.Ⅰ区谷調査風景（北西から）
　　13.Ⅰ区谷土層断面（北から）
　　14.Ⅰ区谷全景（北東から）



　　15.Ⅰ区谷全景（南東から）
PL.107　1.Ⅰ区22号溝土層断面（北区/北から）

　　２.Ⅰ区22号溝全景（北区/北から）
　　3.Ⅰ区22号溝土層断面（中央区/北から）
　　4.Ⅰ区22号溝全景（中央区/南から）
　　5.Ⅰ区22号溝土層断面（南区/南から）
　　６.Ⅰ区23号溝全景（南区/南から）
　　７.Ⅰ区22号溝遺物出土状態（北から）
　　8.Ⅰ区22号溝遺物出土状態（南から）

PL.108　1.Ⅰ区24号～26号溝全景（南区/上空から）
　　２.Ⅰ区24号～26号溝全景（南区/南から）
　　3.Ⅰ区24号溝土層断面（南区/南から）
　　4.Ⅰ区25号溝土層断面（南区/南から）
　　5.Ⅰ区24号溝土層断面（中央区/南東から）
　　６.Ⅰ区24号溝全景（中央区/南から）
　　７.Ⅰ区25号溝土層断面（中央区/北から）
　　8.Ⅰ区25号溝土層断面（中央区/南東から）

PL.109　1.Ⅰ区26号溝土層断面（中央区/北から）
　　２.Ⅰ区26号溝土層断面（中央区/南から）
　　3.Ⅰ区24号～26号溝全景（中央区/北西から）

4.Ⅰ区30号・31号溝全景（南から）
　　5.Ⅰ区34号～38号・40号・41号溝全景（南から）
　　６.Ⅰ区34号・38号溝土層断面（南から）
　　７.Ⅰ区40号溝土層断面（南から）
　　8.Ⅰ区34号・40号溝遺物出土状態（南から）

PL.110　1.Ⅰ区34号・40号溝全景（南から）
　　２.Ⅰ区35号溝土層断面（南から）
　　3.Ⅰ区35号溝・７号土坑遺物出土状態（南から）
　　4.Ⅰ区36号・49号・50号溝全景（南から）
　　5.Ⅰ区36号・49号溝土層断面（南から）
　　６.Ⅰ区37号溝土層断面（南から）
　　７.Ⅰ区37号溝遺物出土状態（南から）
　　8.Ⅰ区37号溝調査風景（北区/南から）

PL.111　1.Ⅰ区38号・41号溝遺物出土状態（南から）
　　２.Ⅰ区39号溝土層断面A-A′（南から）
　　3.Ⅰ区39号溝土層断面B-B′（南から）
　　4.Ⅰ区39号溝土層断面北壁B-B′（南から）
　　5.Ⅰ区39号・42号溝全景（南から）
　　６.Ⅰ区42号溝全景（東から）
　　７.Ⅰ区39号溝遺物出土状態（南から）

PL.112　1.Ⅰ区39号溝遺物出土状態（北から）
　　２.Ⅰ区43号～45号溝全景（南から）
　　3.Ⅰ区46号溝全景（西から）
　　4.Ⅰ区古代～古墳時代遺構面調査風景（南西から）
　　5.Ⅰ区50号溝土層断面（南から）
　　６.Ⅰ区51号溝土層断面（南から）

PL.113　1.Ⅰ区55号溝土層断面（南から）
　　２.Ⅰ区55号溝全景（南から）
　　3.Ⅰ区古代～古墳時代遺構面倒木痕全景（中央区/東から）
　　4.Ⅰ区古代～古墳時代遺構面倒木痕土層断面（南区/北から）
　　5.Ⅰ区古代～古墳時代遺構面倒木痕全景（北区/南から）
　　６.Ⅰ区古代～古墳時代遺構面倒木痕土層断面（北区/南から）
　　７.Ⅰ区古代～古墳時代遺構面粗粒輝石安山岩出土状態（北区/南から）

PL.114　1.Ⅱ区古代～古墳時代遺構面遺構確認状況（南区/東から）
　　２.Ⅱ区南壁土層断面（南区/北から）
　　3.Ⅱ区古代～古墳時代遺構面全景（中央区東半/西から）
　　4.Ⅱ区古代～古墳時代遺構面全景（中央区西半/東から）
　　5.Ⅱ区8号土坑遺物・焼土検出状況（南から）
　　６.Ⅱ区8号土坑焼土除去後土層断面（南から）
　　７.Ⅱ区8号土坑遺物出土状態（北から）
　　8.Ⅱ区8号土坑遺物出土状態（南から）

PL.115　1.Ⅱ区8号土坑漆樹液の棒状塊出土状態（北東から）
　　２.Ⅱ区8号土坑全景（東から）
　　3.Ⅱ区20号溝土層断面（南から）
　　4.Ⅱ区20号溝全景（南から）
　　5.Ⅱ区1号倒木痕土層断面（北から）
　　６.Ⅱ区２号倒木痕土層断面（西から）
　　７.Ⅱ区古代～古墳時代遺構面石鏃出土状態（北区/南から）
　　8.Ⅱ区古代～古墳時代遺構面北東隅遺物出土状態（北区/南から）

PL.116　1.Ⅲ区古代～古墳時代遺構面全景（北区/西から）
　　２.Ⅲ区古代～古墳時代遺構面全景（中央区/西から）
　　3.Ⅲ区古代～古墳時代遺構面遺構群近景（中央区/東から）
　　4.Ⅲ区9号住居全景（南から）
　　5.Ⅲ区9号住居東周溝土層断面（南から）
　　６.Ⅲ区9号住居西周溝土層断面（南から）

PL.117　1.Ⅲ区9号住居東周溝遺物出土状態（北から）
　　２.Ⅲ区9号住居東周溝遺物出土状態（南から）
　　3.Ⅲ区9号住居Ｐ1土層断面（南から）
　　4.Ⅲ区9号住居Ｐ2土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区9号住居Ｐ3土層断面（南から）
　　６.Ⅲ区9号住居Ｐ4土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区古代～古墳時代遺構面全景（北区/上空から）

PL.118　1.Ⅲ区２号掘立柱建物全景（東から）
　　２.Ⅲ区２号掘立Ｐ1土層断面（北から）
　　3.Ⅲ区２号掘立Ｐ1全景（南から）
　　4.Ⅲ区２号掘立Ｐ2土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区２号掘立Ｐ2全景（南から）
　　６.Ⅲ区２号掘立Ｐ3土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区２号掘立Ｐ3全景（南から）
　　8.Ⅲ区２号掘立Ｐ4全景（南から）
　　9.Ⅲ区3号掘立柱建物全景（北から）

PL.119　1.Ⅲ区3号掘立Ｐ1土層断面（東から）

　　２.Ⅲ区3号掘立Ｐ1全景（東から）
　　3.Ⅲ区3号掘立Ｐ2土層断面（東から）
　　4.Ⅲ区3号掘立Ｐ2全景（南から）
　　5.Ⅲ区3号掘立Ｐ3土層断面（北から）
　　６.Ⅲ区3号掘立Ｐ4土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区3号掘立Ｐ5土層断面（東から）
　　8.Ⅲ区3号掘立Ｐ5全景（東から）
　　9.Ⅲ区3号掘立Ｐ6土層断面（東から）
　　10.Ⅲ区3号掘立Ｐ6全景（南から）
　　11.Ⅲ区3号掘立Ｐ7土層断面（南から）
　　12.Ⅲ区3号掘立Ｐ7全景（南から）
　　13.Ⅲ区3号掘立Ｐ8土層断面（南から）
　　14.Ⅲ区3号掘立Ｐ8全景（南から）
　　15.Ⅲ区3号掘立Ｐ9土層断面（南から）

PL.120　1.Ⅲ区3号掘立Ｐ9全景（南から）
　　２.Ⅲ区4号掘立柱建物全景（南から）
　　3.Ⅲ区4号掘立Ｐ1土層断面（東から）
　　4.Ⅲ区4号掘立Ｐ1全景（南から）
　　5.Ⅲ区4号掘立Ｐ2土層断面（東から）
　　６.Ⅲ区4号掘立Ｐ2全景（南から）
　　７.Ⅲ区4号掘立Ｐ3土層断面（南から）
　　8.Ⅲ区4号掘立Ｐ3全景（南から）
　　9.Ⅲ区4号掘立Ｐ4土層断面（南から）
　　10.Ⅲ区4号掘立Ｐ4全景（南から）
　　11.Ⅲ区5号掘立Ｐ1土層断面（南から）
　　12.Ⅲ区5号掘立Ｐ1全景（南から）

PL.121　1.Ⅲ区5号掘立柱建物全景（西から）
　　２.Ⅲ区5号掘立Ｐ2土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区5号掘立Ｐ2全景（南から）
　　4.Ⅲ区5号掘立Ｐ3土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区5号掘立Ｐ3全景（南から）
　　６.Ⅲ区5号掘立Ｐ4土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区5号掘立Ｐ4遺物出土状態（南から）
　　8.Ⅲ区5号掘立Ｐ5土層断面（南から）
　　9.Ⅲ区5号掘立Ｐ5全景（南から）
　　10.Ⅲ区5号掘立Ｐ6土層断面（南から）
　　11.Ⅲ区5号掘立Ｐ6全景（南から）

12.Ⅲ区5号掘立Ｐ7土層断面（南から）
PL.122　1.Ⅲ区5号掘立Ｐ7全景（南から）

　　２.Ⅲ区5号掘立Ｐ8土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区5号掘立Ｐ8全景（南から）
　　4.Ⅲ区5号掘立Ｐ9土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区5号掘立Ｐ9全景（南から）
　　６.Ⅲ区5号掘立Ｐ10土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区5号掘立Ｐ10全景（南から）
　　8.Ⅲ区5号掘立Ｐ11土層断面（南から）
　　9.Ⅲ区5号掘立Ｐ11全景（南から）
　　10.Ⅲ区1号柱穴列全景（北から）
　　11.Ⅲ区1号柱穴列Ｐ1土層断面（南から）
　　12.Ⅲ区1号柱穴列Ｐ2土層断面（南から）

PL.123　1.Ⅲ区1号柱穴列Ｐ2全景（南から）
　　２.Ⅲ区1号柱穴列Ｐ3土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区1号柱穴列Ｐ3全景（南から）
　　4.Ⅲ区1号柱穴列Ｐ4土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区1号柱穴列Ｐ4全景（南から）
　　６.Ⅲ区22号土坑全景（南から）
　　７.Ⅲ区23号土坑全景（南から）
　　8.Ⅲ区24号土坑全景（南から）
　　9.Ⅲ区25号土坑土層断面（南から）
　　10.Ⅲ区26号～28号土坑全景（南から）
　　11.Ⅲ区27号土坑土層断面（南東から）
　　12.Ⅲ区28号土坑土層断面（南から）
　　13.Ⅲ区29号土坑土層断面（南から）
　　14.Ⅲ区29号土坑全景（北から）
　　15.Ⅲ区30号・31号土坑土層断面（南から）

PL.124　1.Ⅲ区30号・31号土坑全景（北から）
　　２.Ⅲ区32号土坑土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区32号土坑全景（南から）
　　4.Ⅲ区33号土坑土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区33号土坑全景（南から）
　　６.Ⅲ区34号土坑全景（南から）
　　７.Ⅲ区35号土坑土層断面（南から）
　　8.Ⅲ区36号土坑土層断面（東から）
　　9.Ⅲ区35号・36号土坑全景（南から）
　　10.Ⅲ区37号土坑土層断面（南から）
　　11.Ⅲ区37号土坑全景（南から）
　　12.Ⅲ区38号土坑土層断面（東から）
　　13.Ⅲ区38号土坑全景（南から）
　　14.Ⅲ区47号土坑土層断面（東から）
　　15.Ⅲ区47号土坑全景（南から）

PL.125　1.Ⅲ区49号・48号土坑土層断面（東から）
　　２.Ⅲ区50号土坑土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区50号・49号・48号土坑全景（東から）
　　4.Ⅲ区39号土坑土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区39号土坑全景（南から）
　　６.Ⅲ区40号土坑土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区40号土坑全景（南から）
　　8.Ⅲ区41号土坑土層断面（南から）
　　9.Ⅲ区41号土坑全景（西から）
　　10.Ⅲ区42号土坑土層断面（南から）
　　11.Ⅲ区42号土坑土層断面（西から）
　　12.Ⅲ区42号土坑全景（東から）



　　13.Ⅲ区43号土坑土層断面（南から）
　　14.Ⅲ区43号土坑土層断面（東から）
　　15.Ⅲ区43号土坑全景（南から）

PL.126　1.Ⅲ区44号土坑土層断面（南から）
　　２.Ⅲ区44号土坑全景（南から）
　　3.Ⅲ区45号土坑土層断面（南から）
　　4.Ⅲ区45号土坑全景（南から）
　　5.Ⅲ区46号土坑土層断面（東から）
　　６.Ⅲ区46号土坑全景（東から）
　　７.Ⅲ区51号土坑土層断面（東から）
　　8.Ⅲ区51号土坑全景（南から）
　　9.Ⅲ区52号・53号土坑土層断面（南から）
　　10.Ⅲ区52号・53号土坑全景（南から）
　　11.Ⅲ区54号土坑土層断面（南から）
　　12.Ⅲ区54号土坑全景（南から）
　　13.Ⅲ区55号土坑土層断面（南から）
　　14.Ⅲ区55号土坑全景（南から）
　　15.Ⅲ区56号土坑焼土出土状態（南から）

PL.127　1.Ⅲ区56号・96号土坑土層断面（西から）
　　２.Ⅲ区56号土坑土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区97号土坑土層断面（東から）
　　4.Ⅲ区56・96・97号土坑全景（南から）
　　5.Ⅲ区57号土坑全景（南から）
　　６.Ⅲ区58号土坑土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区58号土坑全景（南から）
　　8.Ⅲ区70号土坑土層断面（南から）
　　9.Ⅲ区70号土坑全景（南から）
　　10.Ⅲ区59号土坑土層断面（南から）
　　11.Ⅲ区59号土坑全景（南から）
　　12.Ⅲ区61号土坑土層断面（東から）
　　13.Ⅲ区61号土坑全景（南から）
　　14.Ⅲ区62号土坑土層断面（南から）
　　15.Ⅲ区62号土坑全景（南から）

PL.128　1.Ⅲ区63号土坑遺物出土状態（南から）
　　２.Ⅲ区63号土坑土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区63号土坑全景（南から）
　　4.Ⅲ区64号土坑土層断面（北から）
　　5.Ⅲ区64号土坑全景（東から）
　　６.Ⅲ区65号土坑土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区65号土坑全景（東から）
　　8.Ⅲ区66号・95号土坑土層断面（南から）
　　9.Ⅲ区66号・95号土坑全景（東から）
　　10.Ⅲ区67号土坑土層断面（南から）
　　11.Ⅲ区67号土坑全景（南から）
　　12.Ⅲ区68号土坑土層断面（東から）
　　13.Ⅲ区68号土坑全景（南から）
　　14.Ⅲ区71号土坑全景（南から）
　　15.Ⅲ区72号土坑土層断面（東から）

PL.129　1.Ⅲ区72号土坑全景（南から）
　　２.Ⅲ区73号土坑土層断面（東から）
　　3.Ⅲ区73号土坑全景（南から）
　　4.Ⅲ区74号土坑土層断面（西から）
　　5.Ⅲ区74号土坑全景（北から）
　　６.Ⅲ区75号土坑土層断面（北から）

７.Ⅲ区76号土坑土層断面（東から）
　　8.Ⅲ区76号土坑全景（東から）
　　9.Ⅲ区77号土坑土層断面（南から）
　　10.Ⅲ区77号土坑全景（北から）
　　11.Ⅲ区78号土坑土層断面（東から）
　　12.Ⅲ区78号土坑全景（東から）
　　13.Ⅲ区79号土坑土層断面（南から）
　　14.Ⅲ区79号土坑全景（南から）
　　15.Ⅲ区80号土坑土層断面（南から）

PL.130　1.Ⅲ区81号土坑土層断面（南から）
　　２.Ⅲ区81号土坑全景（東から）
　　3.Ⅲ区101号土坑土層断面（西から）
　　4.Ⅲ区82号土坑土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区82号土坑土層断面（東から）
　　６.Ⅲ区82号土坑全景（東から）
　　７.Ⅲ区83号土坑土層断面（南から）
　　8.Ⅲ区83号土坑全景（東から）
　　9.Ⅲ区84号土坑土層断面（南から）
　　10.Ⅲ区85・86・91号土坑全景（南から）
　　11.Ⅲ区85号土坑焼土確認状況（東から）
　　12.Ⅲ区85号土坑焼土確認状況（南から）
　　13.Ⅲ区85号土坑土層断面（南から）
　　14.Ⅲ区85・86・91号土坑土層断面（南から）
　　15.Ⅲ区85号土坑全景（西から）

PL.131　1.Ⅲ区86号土坑土層断面（南から）
　　２.Ⅲ区86号土坑全景（西から）
　　3.Ⅲ区91号土坑土層断面（西から）
　　4.Ⅲ区91号土坑全景（西から）　
　　5.Ⅲ区87号土坑土層断面（東から）
　　６.Ⅲ区87号土坑全景（東から）
　　７.Ⅲ区88号土坑土層断面（南から）
　　8.Ⅲ区88号土坑全景（南から）
　　9.Ⅲ区89号土坑土層断面（南から）
　　10.Ⅲ区89号土坑全景（南から）
　　11.Ⅲ区90号土坑焼土確認状況（南から）
　　12.Ⅲ区90号土坑土層断面（南から）
　　13.Ⅲ区90号土坑土層断面（西から）
　　14.Ⅲ区90号土坑全景（南から）

　　15.Ⅲ区92号土坑土層断面（西から）
PL.132　1.Ⅲ区92号土坑全景（西から）

　　２.Ⅲ区93号土坑土層断面（西から）
　　3.Ⅲ区93号土坑全景（南から）
　　4.Ⅲ区94号土坑土層断面（東から）
　　5.Ⅲ区94号土坑全景（南から）
　　６.Ⅲ区98号土坑土層断面（東から）
　　７.Ⅲ区98号土坑全景（東から）
　　8.Ⅲ区99号・100号土坑土層断面（東から）
　　9.Ⅲ区99号・100号土坑全景（東から）
　　10.Ⅲ区102号土坑土層断面（南から）
　　11.Ⅲ区102号土坑全景（南から）
　　12.Ⅲ区103号土坑土層断面（南から）
　　13.Ⅲ区103号土坑全景（南から）
　　14.Ⅲ区104号土坑土層断面（南から）
　　15.Ⅲ区104号土坑全景（南から）

PL.133　1.Ⅲ区105号土坑土層断面（西から）
　　２.Ⅲ区105号土坑全景（南から）
　　3.Ⅲ区106号土坑土層断面（南から）
　　4.Ⅲ区107号土坑土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区106号・107号土坑全景（西から）
　　６.Ⅲ区108号土坑土層断面（西から）
　　７.Ⅲ区108号土坑全景（西から）
　　8.Ⅲ区109号土坑土層断面（南から）
　　9.Ⅲ区109号土坑全景（西から）
　　10.Ⅲ区北区耳環出土状態（東から）
　　11.Ⅲ区114号土坑土層断面（南から）
　　12.Ⅲ区116号土坑土層断面（南から）
　　13.Ⅲ区117号土坑土層断面（南から）
　　14.Ⅲ区117号土坑土層断面（西から）
　　15.Ⅲ区118号土坑全景（南から）

PL.134　1.Ⅲ区8号ピット土層断面（南から）
　　２.Ⅲ区9号ピット土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区10号ピット土層断面（南から）
　　4.Ⅲ区11号ピット土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区12号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅲ区13号ピット土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区14号ピット土層断面（西から）
　　8.Ⅲ区19・20号ピット土層断面（北から）
　　9.Ⅲ区21号ピット土層断面（東から）
　　10.Ⅲ区23号ピット土層断面（南から）
　　11.Ⅲ区24号ピット土層断面（東から）
　　12.Ⅲ区25号ピット土層断面（東から）
　　13.Ⅲ区26・27号ピット土層断面（南から）
　　14.Ⅲ区29号ピット土層断面（東から）
　　15.Ⅲ区31号ピット土層断面（東から）

PL.135　1.Ⅲ区38号ピット全景（東から）
　　２.Ⅲ区39号ピット土層断面（南から）
　　3.Ⅲ区40号ピット土層断面（南から）
　　4.Ⅲ区43号ピット土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区57号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅲ区58号ピット土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区59号ピット土層断面（東から）
　　8.Ⅲ区60号ピット土層断面（東から）
　　9.Ⅲ区63号ピット土層断面（東から）
　　10.Ⅲ区64号ピット土層断面（南から）
　　11.Ⅲ区65号ピット土層断面（東から）
　　12.Ⅲ区66号ピット土層断面（東から）
　　13.Ⅲ区67号ピット土層断面（東から）
　　14.Ⅲ区68号ピット土層断面（南から）
　　15.Ⅲ区69号ピット土層断面（東から）

PL.136　1.Ⅲ区70号ピット土層断面（東から）
　　２.Ⅲ区71号ピット土層断面（北から）
　　3.Ⅲ区72号ピット土層断面（南から）
　　4.Ⅲ区75号ピット土層断面（東から）
　　5.Ⅲ区76号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅲ区77号ピット土層断面（西から）
　　７.Ⅲ区78号ピット土層断面（西から）
　　8.Ⅲ区79号ピット土層断面（西から）
　　9.Ⅲ区80号ピット土層断面（西から）
　　10.Ⅲ区81号ピット土層断面（東から）

11.Ⅲ区83号ピット土層断面（西から）
　　12.Ⅲ区84号ピット土層断面（南から）
　　13.Ⅲ区84号ピット全景（南から）
　　14.Ⅲ区98号ピット土層断面（南から）
　　15.Ⅲ区100号ピット土層断面（南から）

PL.137　1.Ⅲ区105号ピット土層断面（東から）
　　２.Ⅲ区106号ピット土層断面（東から）
　　3.Ⅲ区107号ピット土層断面（南から）
　　4.Ⅲ区108号ピット土層断面（南から）
　　5.Ⅲ区109号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅲ区110号ピット土層断面（南から）
　　７.Ⅲ区111号ピット土層断面（南から）
　　8.Ⅲ区112号ピット土層断面（南から）
　　9.Ⅲ区113号ピット土層断面（南から）
　　10.Ⅲ区114号ピット土層断面（南から）
　　11.Ⅲ区115号ピット土層断面（南から）
　　12.Ⅲ区116号ピット土層断面（南から）
　　13.Ⅲ区117号ピット土層断面（南から）
　　14.Ⅲ区118号ピット土層断面（南から）
　　15.Ⅲ区119号ピット土層断面（南から）

PL.138　1.Ⅲ区33号溝全景（北区/北から）



　　２.Ⅲ区33号溝遺物出土状態（北区/北から）
　　3.Ⅲ区33号溝土層断面（北区/北から）
　　4.Ⅲ区33号溝勾玉出土状態（北区）
　　5.Ⅲ区33号溝全景（中央区/西から）

PL.139　1.Ⅲ区34号溝全景（東から）
　　２.Ⅲ区34号溝土層断面A-A′（西から）
　　3.Ⅲ区34号溝土層断面B-B′（西から）
　　4.Ⅲ区34号溝全景（東から）
　　5.Ⅲ区34号溝須恵器出土状態（西から）
　　６.Ⅲ区34号溝土錘出土状態（西から）
　　７.Ⅲ区倒木痕土層断面（南から）

PL.140　1.Ⅳ区古代～古墳時代遺構面全景（南区/東から）
　　２.Ⅳ区古代～古墳時代遺構面全景（北区/東から）
　　3.Ⅳ区・Ⅴ区古代～古墳時代遺構群近景（北区/上空から）

PL.141　1.Ⅳ区1号掘立Ｐ1土層断面（南西から）
　　２.Ⅳ区1号掘立Ｐ1全景（南から）
　　3.Ⅳ区1号掘立Ｐ2土層断面（西から）
　　4.Ⅳ区1号掘立Ｐ2全景（西から）
　　5.Ⅳ区1号掘立Ｐ3土層断面（西から）
　　６.Ⅳ区1号掘立Ｐ3全景（西から）
　　７.Ⅳ区1号掘立Ｐ4土層断面（南西から）
　　8.Ⅳ区1号掘立Ｐ5土層断面（東から）
　　9.Ⅳ区1号掘立Ｐ5全景（西から）
　　10.Ⅳ区1号掘立Ｐ6土層断面（南西から）
　　11.Ⅳ区1号掘立Ｐ6全景（西から）
　　12.Ⅳ区13号土坑土層断面（東から）
　　13.Ⅳ区13号土坑全景（西から）
　　14.Ⅳ区14号土坑土層断面（南から）
　　15.Ⅳ区14号土坑全景（南から）

PL.142　1.Ⅳ区10号土坑土層断面（東から）
　　２.Ⅳ区10号土坑全景（東から）
　　3.Ⅳ区16号土坑土層断面（南から）
　　4.Ⅳ区16号土坑全景（南から）
　　5.Ⅳ区17号土坑土層断面（北から）
　　６.Ⅳ区17号土坑全景（南から）
　　７.Ⅳ区18号土坑土層断面（南から）
　　8.Ⅳ区18号土坑全景（南から）
　　9.Ⅳ区19号土坑土層断面（南から）
　　10.Ⅳ区19号土坑全景（西から）
　　11.Ⅳ区27号土坑土層断面（南から）
　　12.Ⅳ区27号土坑全景（南から）
　　13.Ⅳ区28号土坑土層断面（南から）
　　14.Ⅳ区28号土坑全景（南から）
　　15.Ⅳ区29号土坑土層断面（東から）

PL.143　1.Ⅳ区29号土坑全景（南から）
　　２.Ⅳ区30号土坑土層断面（北から）
　　3.Ⅳ区31号土坑土層断面（南から）
　　4.Ⅳ区32号土坑土層断面（南から）
　　5.Ⅳ区33号土坑土層断面（南から）
　　６.Ⅳ区33号土坑全景（南から）
　　７.Ⅳ区34号土坑土層断面（南から）
　　8.Ⅳ区34号土坑全景（南から）
　　9.Ⅳ区38号土坑土層断面（南から）
　　10.Ⅳ区38号土坑全景（西から）
　　11.Ⅳ区39号土坑土層断面（南から）
　　12.Ⅳ区39号土坑遺物出土状態（西から）
　　13.Ⅳ区40号土坑土層断面（南から）
　　14.Ⅳ区40号土坑全景（西から）
　　15.Ⅳ区41号土坑土層断面（南から）

PL.144　1.Ⅳ区41号土坑全景（西から）
　　２.Ⅳ区42号土坑土層断面（西から）
　　3.Ⅳ区42号土坑全景（南から）
　　4.Ⅳ区43号土坑土層断面（南から）
　　5.Ⅳ区43号土坑全景（西から）
　　６.Ⅳ区44号土坑土層断面（南から）
　　７.Ⅳ区44号土坑全景（西から）
　　8.Ⅳ区45号土坑土層断面（南から）
　　9.Ⅳ区45号土坑全景（西から）
　　10.Ⅳ区46号土坑土層断面（南東から）
　　11.Ⅳ区46号土坑全景（東から）
　　12.Ⅳ区47号土坑土層断面（東から）
　　13.Ⅳ区48号土坑土層断面（南西から）
　　14.Ⅳ区47号・48号土坑全景（東から）
　　15.Ⅳ区49号土坑土層断面（南から）

PL.145　1.Ⅳ区49号土坑全景（東から）
　　２.Ⅳ区50号土坑土層断面（東から）
　　3.Ⅳ区50号土坑全景（東から）
　　4.Ⅳ区56号・57号土坑土層断面（南から）
　　5.Ⅳ区56号・57号土坑全景（北から）
　　６.Ⅳ区63号土坑土層断面（南から）
　　７.Ⅳ区63号土坑全景（東から）
　　8.Ⅳ区66号土坑全景（北から）
　　9.Ⅳ区67号土坑全景（北から）
　　10.Ⅳ区4号ピット全景（東から）
　　11.Ⅳ区5号ピット全景（北から）
　　12.Ⅳ区６号・７号ピット全景（東から）

PL.146　1.Ⅳ区8号ピット全景（北から）
　　２.Ⅳ区10号ピット土層断面（東から）

3.Ⅳ区12号ピット土層断面（西から）
　　4.Ⅳ区13号ピット土層断面（西から）
　　5.Ⅳ区14号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅳ区15号ピット土層断面（南から）

　　７.Ⅳ区16号ピット土層断面（南から）
　　8.Ⅳ区17号ピット土層断面（南から）
　　9.Ⅳ区18号ピット土層断面（東から）
　　10.Ⅳ区19号ピット土層断面（東から）
　　11.Ⅳ区20号ピット土層断面（東から）
　　12.Ⅳ区21号ピット土層断面（南西から）
　　13.Ⅳ区22号ピット土層断面（南から）
　　14.Ⅳ区23号ピット土層断面（南から）
　　15.Ⅳ区24号ピット土層断面（西から）

PL.147　1.Ⅳ区25号ピット土層断面（南から）
　　２.Ⅳ区26号ピット土層断面（南から）
　　3.Ⅳ区28号ピット土層断面（南から）
　　4.Ⅳ区29号ピット土層断面（南から）
　　5.Ⅳ区30号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅳ区31号ピット土層断面（南から）
　　７.Ⅳ区32号ピット土層断面（南東から）
　　8.Ⅳ区33号ピット土層断面（南から）
　　9.Ⅳ区34号ピット土層断面（南東から）
　　10.Ⅳ区42号ピット土層断面（南から）
　　11.Ⅳ区43号ピット土層断面（南から）
　　12.Ⅳ区古代～古墳時代遺構面調査風景
　　13.Ⅳ区94号ピット土層断面（南から）
　　14.Ⅳ区95号ピット土層断面（南から）
　　15.Ⅳ区95号ピット全景（（南から）

PL.148　1.Ⅳ区1号・２号方形周溝墓全景（上空から）
　　２.Ⅳ区1号方形周溝墓全景（北西から）

PL.149　1.Ⅳ区1号方形周溝墓周溝土層断面（南東から）
　　２.Ⅳ区1号方形周溝墓周溝土層断面（南西から）
　　3.Ⅳ区1号方形周溝墓周溝遺物出土状態（北東から）
　　4.Ⅳ区1号方形周溝墓周溝遺物出土状態（南西から）
　　5.Ⅳ区1号方形周溝墓全景（北東から）
　　６.Ⅳ区２号方形周溝墓全景（上空から）
　　７.Ⅳ区２号方形周溝墓周溝土層断面（西から）
　　8.Ⅳ区２号方形周溝墓周溝土層断面（北から）

PL.150　1.Ⅳ区17号溝全景（南から）
　　２.Ⅳ区16号溝全景（西から）
　　3.Ⅳ区17号溝土層断面（南から）
　　4.Ⅳ区17号溝全景（南から）
　　5.Ⅳ区18号溝土層断面（南から）
　　６.Ⅳ区18号溝土層断面（南東から）

PL.151　1.Ⅳ区19号溝土層断面（南から）
　　２.Ⅳ区18号・19号溝・1号凹地全景（南区/南から）
　　3.Ⅳ区18号・19号溝土層断面（南から）
　　4.Ⅳ区18号・19号溝・1号凹地全景（北区/上空から）
　　5.Ⅳ区南区18号・19号溝全景（南区/南から）
　　６.Ⅳ区南区18号・19号溝近景（南区/南から）

PL.152　1.Ⅳ区20号溝南半全景（東から）
　　２.Ⅳ区20号溝北半全景（南東から）
　　3.Ⅳ区21号溝全景（東から）
　　4.Ⅳ区20号～22号溝全景（東から）
　　5.Ⅳ区20号溝全景（南から）
　　６.Ⅳ区21号溝土層断面（南から）
　　７.Ⅳ区24号溝全景（南西から）

PL.153　1.Ⅳ区24号溝土層断面（南から）
　　２.Ⅳ区25号溝土層断面（南から）
　　3.Ⅳ区26号溝土層断面（西から）
　　4.Ⅳ区27号溝土層断面（北から）
　　5.Ⅳ区26号溝・34号土坑全景（北東から）
　　６.Ⅳ区27号溝遺物出土状態全景（北から）

PL.154　1.Ⅳ区29号溝全景（南から）
　　２.Ⅳ区28号溝土層断面（北東から）
　　3.Ⅳ区30号溝土層断面（南から）
　　4.Ⅳ区28号溝全景（北から）
　　5.Ⅳ区30号溝全景（南から）
　　６.Ⅳ区36号溝全景（西から）
　　７.Ⅳ区40号溝・75号土坑全景（南西から）

PL.155　1.Ⅳ区1号畠南半確認状況（東から）
　　２.Ⅳ区1号畠北半確認状況（東から）
　　3.Ⅳ区1号畠土層断面（南西から）
　　4.Ⅳ区1号畠土層断面（北東から）
　　5.Ⅳ区1号畠・1号凹地近景（北東から）
　　６.Ⅳ区1号畠近景（北東から）
　　７.Ⅳ区1号畠・２号溝全景（北東から）
　　8.Ⅳ区3号畠全景（北から）

PL.156　1.Ⅳ区1号凹地全景（北から）
　　２.Ⅳ区1号凹地土層断面（南から）
　　3.Ⅳ区1号凹地全景（南から）
　　4.Ⅳ区1B号凹地土層断面（南から）
　　5.Ⅳ区1B号凹地全景（南から）
　　６.Ⅳ区1号凹地遺物出土状態（南から）
　　７.Ⅳ区1号倒木痕土層断面（南から）
　　8.Ⅳ区２号倒木痕焼土（西から）
　　9.Ⅳ区２号倒木痕土層断面（南から）
　　10.Ⅳ区２号倒木痕焼土断面（南東から）
　　11.Ⅳ区２号倒木痕全景（南から）
　　12.Ⅳ区3号倒木痕土層断面（南から）
　　13.Ⅳ区4号倒木痕土層断面（北西から）
　　14.Ⅳ区5号倒木痕土層断面（南から）
　　15.Ⅳ区5号倒木痕全景（南から）

PL.157　1.Ⅴ区古代～古墳時代遺構面全景（西区/東から）
　　２.Ⅴ区1号住居確認状況（西から）
　　3.Ⅴ区古代～古墳時代遺構面全景（東から）



　　4.Ⅴ区1号住居土層断面（南から）
　　5.Ⅴ区２号住居掘り方土層断面（南西から）
　　６.Ⅴ区1号住居全景（西から）
　　７.Ⅴ区２号住居掘り方東側部土層断面（南西から）
　　8.Ⅴ区２号住居全景（南西から）

PL.158　1.Ⅴ区45号ピット土層断面（南西から）
　　２.Ⅴ区45号ピット全景（東から）
　　3.Ⅴ区92号ピット土層断面（南から）
　　4.Ⅴ区92号ピット全景（南西から）
　　5.Ⅴ区91号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅴ区91号ピット全景（北から）
　　７.Ⅴ区46号ピット土層断面（南から）
　　8.Ⅴ区46号ピット全景（東から）

9.Ⅴ区47号ピット土層断面（南から）
　　10.Ⅴ区47号ピｯﾄ遺物出土状態（南から）
　　11.Ⅴ区66号ピット全景（南から）
　　12.Ⅴ区71号・72号ピｯﾄ土層断面（南から）
　　13.Ⅴ区72号・71号ピット全景（北から）
　　14.Ⅴ区73号ピット土層断面（南から）
　　15.Ⅴ区73号ピット全景（南から）

PL.159　1.Ⅴ区89号ピット土層断面（北から）
　　２.Ⅴ区89号ピット全景（北から）
　　3.Ⅴ区93号ピット全景（北から）
　　4.Ⅴ区96号ピット土層断面（南から）
　　5.Ⅴ区96号ピット全景（北から）
　　６.Ⅴ区２号住居調査風景
　　７.Ⅴ区20号土坑土層断面（東から）
　　8.Ⅴ区20号土坑全景（東から）
　　9.Ⅴ区21号土坑土層断面（西から）
　　10.Ⅴ区21号土坑全景（北から）
　　11.Ⅴ区22号土坑土層断面（南から）
　　12.Ⅴ区22号土坑全景（北から）
　　13.Ⅴ区23号土坑土層断面（南から）
　　14.Ⅴ区23号土坑全景（西から）
　　15.Ⅴ区24号土坑土層断面（南から）

PL.160　1.Ⅴ区24号土坑全景（北から）
　　２.Ⅴ区36号土坑土層断面（南から）
　　3.Ⅴ区36号土坑遺物出土状態（南西から）
　　4.Ⅴ区37号土坑土層断面（南から）
　　5.Ⅴ区37号土坑全景（東から）
　　６.Ⅴ区51号土坑土層断面（西から）
　　７.Ⅴ区51号土坑全景（西から）
　　8.Ⅴ区52号土坑土層断面（南から）
　　9.Ⅴ区52号土坑全景（南から）
　　10.Ⅴ区53号土坑土層断面（南西から）
　　11.Ⅴ区53号土坑遺物出土状態（北から）
　　12.Ⅴ区54号土坑土層断面（南から）
　　13.Ⅴ区54号土坑全景（南から）
　　14.Ⅴ区55号土坑土層断面（南から）
　　15.Ⅴ区55号土坑全景（南から）

PL.161　1.Ⅴ区58号土坑上層土層断面（東から）
　　２.Ⅴ区58号土坑土層断面（東から）
　　3.Ⅴ区58号土坑上層遺物出土状態（東から）
　　4.Ⅴ区58号土坑下層遺物出土状態（東から）
　　5.Ⅴ区58号土坑全景（東から）
　　６.Ⅴ区59号土坑土層断面（南西から）
　　７.Ⅴ区59号土坑全景（北から）
　　8.Ⅴ区60号土坑土層断面（南から）
　　9.Ⅴ区60号土坑全景（西から）
　　10.Ⅴ区61号土坑土層断面（東から）
　　11.Ⅴ区61号土坑全景（西から）
　　12.Ⅴ区62号土坑土層断面（南から）
　　13.Ⅴ区62号土坑全景（西から）
　　14.Ⅴ区64号土坑土層断面（南から）
　　15.Ⅴ区64号土坑全景（南から）

PL.162　1.Ⅴ区65号土坑土層断面（西から）
　　２.Ⅴ区68号土坑土層断面（南東から）
　　3.Ⅴ区68号土坑全景（東から）
　　4.Ⅴ区69号土坑全景（南から）
　　5.Ⅴ区70号土坑土層断面（東から）
　　６.Ⅴ区70号土坑全景（北から）
　　７.Ⅴ区71号土坑土層断面（南から）
　　8.Ⅴ区71号土坑全景（東から）
　　9.Ⅴ区72号土坑土層断面（北から）
　　10.Ⅴ区72号土坑全景（南から）
　　11.Ⅴ区73号土坑土層断面（北東から）
　　12.Ⅴ区73号土坑全景（西から）
　　13.Ⅴ区74号土坑土層断面（南から）
　　14.Ⅴ区74号土坑全景（南から）
　　15.Ⅴ区76号土坑・85号ピット土層断面（北から）

PL.163　1.Ⅴ区9号ピット土層断面（南から）
　　２.Ⅴ区11号ピット土層断面（東から）
　　3.Ⅴ区35・36号ﾋﾟｯﾄ土層断面（南西から）
　　4.Ⅴ区48号ピット土層断面（南から）
　　5.Ⅴ区49号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅴ区50号ピット土層断面（南から）
　　７.Ⅴ区51号ピット土層断面（南から）
　　8.Ⅴ区52号ピット土層断面（南東から）
　　9.Ⅴ区53号ピット土層断面（南から）
　　10.Ⅴ区54号ピット土層断面（南から）
　　11.Ⅴ区55号ピット土層断面（南から）
　　12.Ⅴ区56号ピット土層断面（南から）

　　13.Ⅴ区57号ピット土層断面（南から）
　　14.Ⅴ区58号ピット土層断面（東から）
　　15.Ⅴ区59号ピット土層断面（南から）

PL.164　1.Ⅴ区59号ピット遺物出土状態（東から）
　　２.Ⅴ区60号ピット土層断面（南から）
　　3.Ⅴ区61号ピット土層断面（南西から）
　　4.Ⅴ区62号ピット土層断面（南から）
　　5.Ⅴ区63号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅴ区64号ピット土層断面（南から）
　　７.Ⅴ区65号ピット土層断面（南から）
　　8.Ⅴ区67号ピット土層断面（南から）
　　9.Ⅴ区68号ピット土層断面（南西から）
　　10.Ⅴ区69・70号ピット土層断面（南西から）
　　11.Ⅴ区74号ピット土層断面（南から）
　　12.Ⅴ区75号ピット土層断面（西から）
　　13.Ⅴ区76号ピット土層断面（西から）
　　14.Ⅴ区77号ピット全景（東から）
　　15.Ⅴ区78号ピット全景（東から）

PL.165　1.Ⅴ区79号ピット土層断面（南から）
　　２.Ⅴ区80号ピット土層断面（南から）
　　3.Ⅴ区81号ピット土層断面（南東から）
　　4.Ⅴ区82号ピット土層断面（東から）
　　5.Ⅴ区83号ピット土層断面（南東から）
　　６.Ⅴ区84号ピット全景（東から）
　　７.Ⅴ区85号ピット全景（南から）
　　8.Ⅴ区86・87号ピット土層断面（北から）
　　9.Ⅴ区88号ピット土層断面（北から）
　　10.Ⅴ区97号ピット土層断面（南東から）
　　11.Ⅴ区98号ピット土層断面（西から）
　　12.Ⅳ区・Ⅴ区古代～古墳時代遺構群集中部近景（上空から）

PL.166　1.Ⅴ区16号溝全景（東から）
　　２.Ⅴ区16号溝土層断面（東から）
　　3.Ⅴ区16号溝土層断面（西から）
　　4.Ⅴ区23号溝全景（南から）
　　5.Ⅴ区23号溝土層断面（南から）
　　６.Ⅴ区35号溝土層断面（南から）

PL.167　1.Ⅴ区35号溝全景（南から）
　　２.Ⅴ区古代～古墳時代遺構面遺物出土状態（南から）
　　3.Ⅴ区古代～古墳時代遺構面東端遺物出土状態（南から）
　　4.Ⅴ区37号溝全景（西から）
　　5.Ⅴ区38号溝土層断面（東から）
　　６.Ⅴ区38号溝全景（北西から）
　　７.Ⅴ区39号溝土層断面（南から）

PL.168　1.Ⅴ区39号溝全景（北から）
　　２.Ⅴ区41号溝土層断面（南西から）
　　3.Ⅴ区42号溝全景（西から）
　　4.Ⅴ区41号溝全景（南から）
　　5.Ⅴ区２号畠土層断面（南から）
　　６.Ⅴ区２号凹地土層断面（北から）
　　７.Ⅴ区3号凹地全景（北から）

PL.169　1.Ⅵ区古代～古墳時代遺構面全景（西から）
　　２.Ⅵ区古代～古墳時代遺構面全景（東から）

PL.170　1.Ⅵ区1号住居全景（南から）
　　２.Ⅵ区1号住居Ｐ1全景（南から）
　　3.Ⅵ区1号住居Ｐ2全景（南から）
　　4.Ⅵ区1号住居Ｐ1土層断面（南から）
　　5.Ⅵ区1号住居Ｐ2土層断面（南から）

PL.171　1.Ⅵ区1号住居Ｐ3全景（南から）
　　２.Ⅵ区1号住居Ｐ4全景（南から）
　　3.Ⅵ区1号住居Ｐ3土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区1号住居Ｐ4土層断面（南から）
　　5.Ⅵ区1号住居Ｐ5土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区1号住居Ｐ6土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区1号住居周溝土層断面（南から）
　　8.Ⅵ区1号住居確認状況全景（南から）

PL.172　1.Ⅵ区２号住居全景（南東から）
　　２.Ⅵ区２号住居Ｐ1・Ｐ5土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区２号住居Ｐ2土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区２号住居Ｐ3・Ｐ7土層断面（南から）
　　5.Ⅵ区２号住居Ｐ4・Ｐ8土層断面（南東から）
　　６.Ⅵ区２号住居Ｐ6土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区1号竪穴遺構全景（東から）
　　8.Ⅵ区1号竪穴遺構土層断面（南東から）

PL.173　1.Ⅵ区1号掘立柱建物全景（北東から）
　　２.Ⅵ区1号掘立Ｐ1土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区1号掘立Ｐ2土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区1号掘立Ｐ3土層断面（南から）
　　5.Ⅵ区1号掘立Ｐ4土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区1号掘立Ｐ5土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区1号掘立Ｐ6土層断面（南から）
　　8.Ⅵ区２号掘立柱建物全景（南東から）
　　9.Ⅵ区２号掘立Ｐ1土層断面（南から）

PL.174　1.Ⅵ区２号掘立Ｐ2土層断面（南から）
　　２.Ⅵ区２号掘立Ｐ3土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区２号掘立Ｐ4土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区２号掘立Ｐ5土層断面（南から）
　　5.Ⅵ区２号掘立Ｐ6土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区２号掘立Ｐ7土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区２号掘立Ｐ8土層断面（南から）
　　8.Ⅵ区２号掘立Ｐ9土層断面（南から）
　　9.Ⅵ区２号掘立Ｐ10土層断面（南から）
　　10.Ⅵ区２号掘立Ｐ11土層断面（南から）



　　11.Ⅵ区２号掘立Ｐ12土層断面（南から）
　　12.Ⅵ区２号掘立Ｐ13土層断面（南から）
　　13.Ⅵ区２号掘立Ｐ14土層断面（南から）
　　14.Ⅵ区２号掘立Ｐ15土層断面（南から）
　　15.Ⅵ区２号掘立Ｐ16土層断面（南から）

PL.175　1.Ⅵ区２号掘立Ｐ17土層断面（南から）
　　２.Ⅵ区２号掘立Ｐ18土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区２号掘立Ｐ19土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区２号掘立Ｐ20土層断面（南から）
　　5.Ⅵ区２号掘立Ｐ21土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区２号掘立Ｐ22土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区２号掘立Ｐ23土層断面（南から）
　　8.Ⅵ区２号掘立Ｐ24土層断面（南から）
　　9.Ⅵ区3号掘立柱建物全景（南西から）
　　10.Ⅵ区3号掘立Ｐ1土層断面（南から）
　　11.Ⅵ区3号掘立Ｐ2土層断面（南から）
　　12.Ⅵ区3号掘立Ｐ4土層断面（南から）

PL.176　1.Ⅵ区3号掘立Ｐ5土層断面（南から）
　　２.Ⅵ区3号掘立Ｐ6土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区3号掘立Ｐ7土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区1号柱穴列全景（南東から）
　　5.Ⅵ区1号柱穴列Ｐ1土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区1号柱穴列Ｐ2土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区1号柱穴列Ｐ3土層断面（南から）
　　8.Ⅵ区1号柱穴列Ｐ4土層断面（南から）
　　9.Ⅵ区1号柱穴列Ｐ5土層断面（南から）
　　10.Ⅵ区1号柱穴列Ｐ6土層断面（南から）
　　11.Ⅵ区1号柱穴列Ｐ7土層断面（南から）
　　12.Ⅵ区1号柱穴列Ｐ8土層断面（南から）

PL.177　1.Ⅵ区3号井戸土層断面（南から）
　　２.Ⅵ区3号井戸全景（南から）
　　3.Ⅵ区4号井戸土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区4号井戸全景（南から）
　　5.Ⅵ区5号井戸土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区5号井戸全景（南から）
　　７.Ⅵ区６号井戸土層断面（北西から）
　　8.Ⅵ区６号井戸・43号土坑全景（南から）

PL.178　1.Ⅵ区７号井戸土層断面（南から）
　　２.Ⅵ区７号井戸全景（南から）
　　3.Ⅵ区古代～古墳時代遺構面遺構集中部近景（南東から）
　　4.Ⅵ区古代～古墳時代遺構面遺構集中部近景（西から）
　　5.Ⅵ区古代～古墳時代遺構面調査風景（南西から）

PL.179　1.Ⅵ区8号土坑土層断面（南から）
　　２.Ⅵ区8号・10号土坑全景（南から）
　　3.Ⅵ区9号土坑土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区21号土坑全景（東から）
　　5.Ⅵ区21号土坑土層断面（東から）

６.Ⅵ区27号土坑土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区28号土坑全景（南から）
　　8.Ⅵ区29号土坑土層断面（南から）
　　9.Ⅵ区29号土坑全景（南から）
　　10.Ⅵ区30号土坑土層断面（南から）
　　11.Ⅵ区30号土坑全景（南から）
　　12.Ⅵ区31号土坑全景（南から）
　　13.Ⅵ区32号土坑土層断面（南から）
　　14.Ⅵ区32号土坑全景（南から）
　　15.Ⅵ区33号土坑土層断面（南から）

PL.180　1.Ⅵ区34号土坑土層断面（南から）
　　２.Ⅵ区34号土坑全景（南から）
　　3.Ⅵ区35号土坑土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区35号土坑全景（南から）
　　5.Ⅵ区36号土坑土層断面（南西から）
　　６.Ⅵ区36号土坑全景（東から）
　　７.Ⅵ区37号土坑土層断面（南東から）
　　8.Ⅵ区37号土坑全景（東から）
　　9.Ⅵ区38号土坑土層断面（南から）
　　10.Ⅵ区38号土坑全景（東から）
　　11.Ⅵ区39号土坑全景（南から）
　　12.Ⅵ区40号土坑全景（南から）
　　13.Ⅵ区41号土坑土層断面（南から）
　　14.Ⅵ区41号土坑全景（南から）
　　15.Ⅵ区42号土坑土層断面（南西から）

PL.181　1.Ⅵ区42号土坑全景（東から）
　　２.Ⅵ区43号土坑土層断面（南西から）
　　3.Ⅵ区43号土坑全景（南から）
　　4.Ⅵ区44号土坑土層断面（南西から）
　　5.Ⅵ区44号土坑全景（南から）
　　６.Ⅵ区45号土坑土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区45号土坑全景（東から）
　　8.Ⅵ区46号土坑土層断面（南から）
　　9.Ⅵ区46号土坑全景（東から）
　　10.Ⅵ区47号土坑土層断面（南から）
　　11.Ⅵ区47号土坑全景（東から）
　　12.Ⅵ区48号土坑全景（東から）
　　13.Ⅵ区49号土坑全景（東から）
　　14.Ⅵ区50号土坑土層断面（南から）
　　15.Ⅵ区50号土坑全景（東から）

PL.182　1.Ⅵ区51号土坑土層断面（南から）
　　２.Ⅵ区52号土坑土層断面（東から）
　　3.Ⅵ区52号土坑全景（東から）
　　4.Ⅵ区53号土坑土層断面（南から）
　　5.Ⅵ区53号土坑全景（東から）

　　６.Ⅵ区54号土坑土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区54号土坑全景（東から）
　　8.Ⅵ区２号ピット土層断面（南から）
　　9.Ⅵ区3号ピット土層断面（南から）
　　10.Ⅵ区4号ピット土層断面（南から）
　　11.Ⅵ区5号ピット土層断面（南から）
　　12.Ⅵ区17号ピット土層断面（南から）
　　13.Ⅵ区18号ピット土層断面（南から）
　　14.Ⅵ区19号ピット土層断面（南から）
　　15.Ⅵ区20号ピット土層断面（南から）

PL.183　1.Ⅵ区24号ピット土層断面（南から）
　　２.Ⅵ区25号ピット土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区28号ピット土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区30号ピット土層断面（南から）
　　5.Ⅵ区34号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区35号ピット土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区36号ピット土層断面（南から）
　　8.Ⅵ区37号ピット土層断面（南から）
　　9.Ⅵ区38号ピット土層断面（南から）
　　10.Ⅵ区39号ピット土層断面（東から）
　　11.Ⅵ区40号ピット土層断面（東から）
　　12.Ⅵ区41号ピット土層断面（南から）
　　13.Ⅵ区42号ピット土層断面（南から）
　　14.Ⅵ区46号ピット土層断面（東から）
　　15.Ⅵ区47号ピット土層断面（東から）

PL.184　1.Ⅵ区48号ピット土層断面（東から）
　　２.Ⅵ区49号ピット土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区50号ピット土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区51号ピット土層断面（南から）
　　5.Ⅵ区52号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区53号ピット土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区55号ピット土層断面（南から）
　　8.Ⅵ区56号ピット土層断面（南から）
　　9.Ⅵ区64号ピット土層断面（南から）
　　10.Ⅵ区65号ピット土層断面（南から）
　　11.Ⅵ区66号ピット土層断面（南から）
　　12.Ⅵ区67号ピット土層断面（南から）
　　13.Ⅵ区70号ピット土層断面（南から）
　　14.Ⅵ区71号ピット土層断面（南から）
　　15.Ⅵ区72号ピット土層断面（南から）

PL.185　1.Ⅵ区73号ピット土層断面（南から）
　　２.Ⅵ区74号ピット土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区86号ピット土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区89号ピット土層断面（南から）
　　5.Ⅵ区90号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区91号ピット土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区92号ピット土層断面（南から）
　　8.Ⅵ区93号ピット土層断面（南から）
　　9.Ⅵ区94号ピット土層断面（南から）
　　10.Ⅵ区95号ピット土層断面（南から）
　　11.Ⅵ区96号ピット土層断面（南から）
　　12.Ⅵ区98号ピット土層断面（南から）
　　13.Ⅵ区100号ピット土層断面（南から）
　　14.Ⅵ区101号ピット土層断面（南から）
　　15.Ⅵ区102号ピット土層断面（南から）

PL.186　1.Ⅵ区104号ピット土層断面（南から）
　　２.Ⅵ区107号ピット土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区108号ピット土層断面（西から）
　　4.Ⅵ区110号ピット土層断面（西から）
　　5.Ⅵ区111号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区112号ピット土層断面（東から）
　　７.Ⅵ区114・113号ピット土層断面（東から）
　　8.Ⅵ区115・116号ピット土層断面（南から）
　　9.Ⅵ区117号ピット土層断面（南から）

10.Ⅵ区119号ピット土層断面（南から）
　　11.Ⅵ区120・121号ピット土層断面（南から）
　　12.Ⅵ区122号ピット土層断面（南から）
　　13.Ⅵ区123号ピット土層断面（南から）
　　14.Ⅵ区124号ピット土層断面（南から）
　　15.Ⅵ区125号ピット土層断面（南から）

PL.187　1.Ⅵ区126号ピット土層断面（南から）
　　２.Ⅵ区127号ピット土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区129号ピット土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区130号ピット土層断面（南から）
　　5.Ⅵ区131号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区132号ピット土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区133号ピット土層断面（南から）
　　8.Ⅵ区134号ピット土層断面（南から）
　　9.Ⅵ区137号ピット土層断面（南から）
　　10.Ⅵ区138号ピット土層断面（南から）
　　11.Ⅵ区139号ピット土層断面（南から）
　　12.Ⅵ区140号ピット土層断面（南から）
　　13.Ⅵ区141号ピット土層断面（南から）
　　14.Ⅵ区142号ピット土層断面（南から）
　　15.Ⅵ区143号ピット土層断面（南から）

PL.188　1.Ⅵ区144号ピット土層断面（南から）
　　２.Ⅵ区145号ピット土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区147号ピット土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区149号ピット土層断面（南から）
　　5.Ⅵ区154号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区155号ピット土層断面（北から）
　　７.Ⅵ区156号ピット土層断面（南から）



　　8.Ⅵ区163号ピット土層断面（東から）
　　9.Ⅵ区164号ピット土層断面（南から）
　　10.Ⅵ区165号ピット土層断面（南から）
　　11.Ⅵ区169号ピット土層断面（南東から）
　　12.Ⅵ区170号ピット土層断面（南東から）
　　13.Ⅵ区171号ピット土層断面（南から）
　　14.Ⅵ区174号ピット土層断面（南から）
　　15.Ⅵ区176号ピット土層断面（南から）

PL.189　1.Ⅵ区15号・14号溝全景（南から）
　　２.Ⅵ区14号溝土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区14号溝遺物出土状態（北から）
　　4.Ⅵ区14号溝上層遺物出土状態（北から）
　　5.Ⅵ区15号溝土層断面（南から）
　　６.Ⅵ区16号溝全景（南から）

PL.190　1.Ⅵ区16号溝遺物出土状態全景（北から）
　　２.Ⅵ区16号溝遺物出土状態近景（南から）
　　3.Ⅵ区16号溝土層断面（南から）
　　4.Ⅵ区16号溝遺物出土状態（北から）
　　5.Ⅵ区16号溝遺物出土状態（南東から）
　　６.Ⅵ区16号溝遺物出土状態（南から）
　　７.Ⅵ区17号溝全景（南から）

PL.191　1.Ⅵ区18号溝全景（南東から）
２.Ⅵ区17号溝土層断面（南から）

　　3.Ⅵ区18号溝遺物出土状態（南東から）
　　4.Ⅵ区18号溝遺物集中出土状態（東から）
　　5.Ⅵ区18号溝遺物出土状態（南から）
　　６.Ⅵ区18号溝遺物集中出土状態（南から）
　　７.Ⅵ区18号溝遺物出土状態（南から）

PL.192　1.Ⅵ区19号溝全景（南東から）
　　２.Ⅵ区19号溝土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区20号溝全景（南東から）
　　4.Ⅵ区20号溝土層断面（南から）
　　5.Ⅵ区21号溝全景（南東から）
　　６.Ⅵ区21号溝土層断面（南東から）
　　７.Ⅵ区21号溝遺物出土状態（北から）
　　8.Ⅵ区21号溝遺物出土状態（南から）

PL.193　1.Ⅵ区22号溝全景（南西から）
　　２.Ⅵ区22号溝土層断面（東から）
　　3.Ⅵ区23号溝全景（南東から）
　　4.Ⅵ区23号溝土層断面（南西から）
　　5.Ⅵ区24号溝全景（南東から）
　　６.Ⅵ区24号溝土層断面（東から）
　　７.Ⅵ区24号溝遺物出土状態（西から）
　　8.Ⅵ区25号溝全景（南東から）

PL.194　1.Ⅵ区25号溝土層断面（西から）
　　２.Ⅵ区26号溝土層断面（南から）
　　3.Ⅵ区27号溝土層断面（北東から）
　　4.Ⅵ区27号・20号溝土層断面（北から）
　　5.Ⅵ区28号溝全景（南東から）
　　６.Ⅵ区28号溝土層断面（南から）
　　７.Ⅵ区29号溝全景（東から）
　　8.Ⅵ区29号溝土層断面（南から）

PL.195　1.Ⅷ区古代～古墳時代遺構面全景（東から）
　　２.Ⅷ区古代～古墳時代遺構面全景（上空から）

PL.196　1.Ⅷ区12号土坑土層断面（東から）
　　２.Ⅷ区12号土坑全景（東から）
　　3.Ⅷ区1号ピット土層断面（南西から）
　　4.Ⅷ区２号ピット土層断面（南から）
　　5.Ⅷ区3号ピット土層断面（南から）
　　６.Ⅷ区5号溝土層断面（東から）

　　　　７.Ⅷ区5号溝全景（南東から）
　　8.Ⅷ区5号溝全景（北西から）
　　9.Ⅷ区5号溝土層断面（南東から）
　　10.Ⅷ区5号・8号溝土層断面（南西から）
　　11.Ⅷ区5号溝土層断面（北東から）

PL.197　1.Ⅷ区5号～７号溝全景（北西から）
　　２.Ⅷ区６号溝土層断面（東から）
　　3.Ⅷ区６号溝土層断面（東から）
　　4.Ⅷ区６号・７号溝全景（北西から）
　　5.Ⅷ区７号溝土層断面（東から）
　　６.Ⅷ区７号溝土層断面（南東から）
　　７.Ⅷ区７号溝土層断面（北から）
　　8.Ⅷ区７号溝全景（南東から）

PL.198　1.Ⅷ区8号溝全景（北東から）
　　２.Ⅷ区8号溝土層断面（南西から）
　　3.Ⅷ区1号ピット列全景（南西から）
　　4.Ⅷ区1号ピット列土層断面（1）（南東から）
　　5.Ⅷ区1号ピット列土層断面（２）（南東から）
　　６.Ⅷ区9号溝土層断面A-A′（南東から）
　　７.Ⅷ区9号溝土層断面B-B′（南東から）

PL.199　1.Ⅷ区8号・9号溝土層断面C-C′（南西から）
　　２.Ⅷ区9号溝土層断面E-E′（東から）
　　3.Ⅷ区9号溝土層断面D-D′（東から）
　　4.Ⅷ区9号～11号溝土層断面（南から）
　　5.Ⅷ区9号溝全景（北西から）
　　６.Ⅷ区10号溝全景（北東から）

PL.200　1.Ⅷ区10号・11号溝全景（北東から）
　　２.Ⅷ区10号溝土層断面（南から）
　　3.Ⅷ区10号・11号溝土層断面（南西から）
　　4.Ⅷ区3号・11号溝土層断面（北東から）
　　5.Ⅷ区11号溝全景（南西から）
　　６.Ⅷ区12号溝全景（南東から）

　　７.Ⅷ区12号溝全景（北西から）
PL.201　1.Ⅷ区12号溝土層断面（南東から）

　　２.Ⅷ区12号溝土層断面（東から）
　　3.Ⅷ区12号・14号溝土層断面（北東から）
　　4.Ⅷ区13号溝全景（東から）
　　5.Ⅷ区13号溝全景（西から）
　　６.Ⅷ区14号溝全景（北東から）
　　７.Ⅷ区14号溝全景（南から）
　　8.Ⅷ区14号溝土層断面（南西から）

PL.202　1.Ⅸ区古代～古墳時代遺構面全景（東から）
　　２.Ⅸ区古代～古墳時代遺構面全景（上空から）

PL.203　1.Ⅸ区1号井戸土層断面（南西から）
　　２.Ⅸ区1号井戸全景（南から）
　　3.Ⅸ区1号井戸遺物出土状態（南から）
　　4.Ⅸ区1号井戸完掘状況（南から）
　　5.Ⅸ区24号土坑土層断面（東から）
　　６.Ⅸ区24号土坑全景（東から）
　　７.Ⅸ区25号・26号土坑土層断面（南から）
　　8.Ⅸ区25号・26号土坑全景（南から）
　　9.Ⅸ区27号土坑土層断面（南から）
　　10.Ⅸ区27号土坑全景（南から）
　　11.Ⅸ区28号土坑土層断面（南から）
　　12.Ⅸ区28号土坑全景（南から）
　　13.Ⅸ区29号土坑土層断面（南から）
　　14.Ⅸ区29号土坑全景（南から）
　　15.Ⅸ区30号土坑土層断面（南から）

PL.204　1.Ⅸ区30号土坑全景（南から）
　　２.Ⅸ区31号土坑土層断面（東から）
　　3.Ⅸ区31号土坑全景（東から）
　　4.Ⅸ区32号土坑土層断面（南から）
　　5.Ⅸ区32号土坑全景（南西から）
　　６.Ⅸ区33号土坑土層断面（南西から）
　　７.Ⅸ区33号土坑全景（南西から）
　　8.Ⅸ区34号土坑土層断面（北東から）
　　9.Ⅸ区34号土坑全景（東から）
　　10.Ⅸ区35号土坑土層断面（南西から）
　　11.Ⅸ区35号土坑全景（南西から）
　　12.Ⅸ区36号土坑土層断面（南から）
　　13.Ⅸ区36号土坑全景（南から）
　　14.Ⅸ区37号土坑土層断面（北西から）
　　15.Ⅸ区37号土坑全景（北西から）

PL.205　1.Ⅸ区７号溝全景（北から）
　　２.Ⅸ区７号溝土層断面（南から）
　　3.Ⅸ区8号溝全景（南から）
　　4.Ⅸ区8号溝土層断面（北から）
　　5.Ⅸ区9号溝全景（南東から）
　　６.Ⅸ区9号・10号溝土層断面（南東から）
　　７.Ⅸ区10号・11号溝全景（南東から）

PL.206　1.Ⅸ区10号溝全景（西から）
　　２.Ⅸ区10号溝土層断面（東から）
　　3.Ⅸ区9号・10号溝土層断面（南東から）
　　4.Ⅸ区11号溝全景（北西から）
　　5.Ⅸ区11号溝全景（南東から）
　　６.Ⅸ区11号溝土層断面A-A′（南東から）
　　７.Ⅸ区11号溝土層断面B-B′（南東から）

PL.207　Ⅰ区1号堀・遺構外、 Ⅱ区1号溝・10号溝・27号溝・遺構外出土遺物
PL.208　Ⅱ区遺構外、Ⅲ区６号土坑・蛭堀・1号溝・5号溝・11号溝・42号溝
　　　　・遺構外出土遺物
PL.209　Ⅲ区遺構外出土遺物、Ⅳ区蛭堀・1号・２号溝出土遺物
PL.210　Ⅳ区1号・２号溝・２号復旧溝・遺構外、Ⅴ区3号溝・33号溝・34号溝・

遺構外、Ⅵ区1号溝出土遺物
PL.211　Ⅵ区６号溝・遺構外、Ⅶ区1号溝、Ⅷ区1号～4号溝、Ⅸ区1号溝
　　　　・２号溝・4号溝・遺構外、Ⅱ区浅間Ｂ混土上層水田痕跡出土遺物
PL.212　Ⅱ区浅間Ｂ混土上昇水田痕跡・遺構外、Ⅲ区浅間Ｂテフラ直下水田、Ⅴ区

Ｂ混土下面水田痕跡、Ⅶ区浅間Ｂテフラ直下水田、Ⅰ区遺構外、Ⅱ区遺構
外、Ⅲ区1号住居出土遺物

PL.213　Ⅲ区２号住居・3号住居・5号住居・６号住居・4号竪穴・1号井戸
　　　　・3号井戸・20号土坑・111号土坑出土遺物
PL.214　Ⅲ区115号土坑・28号溝・29号溝出土遺物
PL.215　Ⅲ区29号溝・31号溝・遺構外、Ⅰ区3号土坑・4号土坑・11～13号土坑・

15号土坑出土遺物
PL.216　Ⅰ区4号土坑・22号溝・34号溝出土遺物
PL.217　Ⅰ区39号溝・遺構外、Ⅱ区8号土坑出土遺物
PL.218　Ⅱ区8号土坑・遺構外、Ⅲ区9号住居出土遺物
PL.219　Ⅲ区9号住居・5号掘立・26号土坑・55号土坑・56号土坑・63号土坑
　　　　・74号土坑・75号土坑・89号土坑・117号土坑出土遺物
PL.220　Ⅲ区33号溝・34号溝・遺構外出土遺物
PL.221　Ⅳ区49号土坑・50号土坑・29号ピット・1号凹地・1号方形周溝墓・遺構

外、Ⅴ区1号住居・２号住居・36号土坑・58号土坑出土遺物
PL.222　Ⅴ区71号土坑・74号土坑・3号凹地・36号溝・遺構外出土遺物
PL.223　Ⅴ区遺構外、Ⅵ区1号住居・4号井戸・６号井戸・７号井戸・21号土坑・

27号土坑・39号土坑出土遺物
PL.224　Ⅵ区41号土坑・43号土坑・30号ピット・14号溝・16号溝・18号溝・21号溝

出土遺物
PL.225　Ⅵ区21号溝・24号溝出土遺物
PL.226　Ⅵ区24号溝・遺構外、Ⅷ区７号溝・11号溝・遺構外、Ⅸ区1号井戸・8号

溝・11号溝出土遺物
PL.227　弥生時代・縄文時代の出土遺物
PL.228　縄文時代の出土遺物



国道354号バイパス

上新田中道東遺跡

1.発掘調査に至る経緯

　上新田中道東遺跡は、群馬県佐波郡玉村町の西部、大

字上新田に位置する。玉村町役場の北西約1ｋm、ＪＲ高

崎線の新町駅から北に約4.5ｋmの距離にある。遺跡は、

国道354号（玉村バイパス）道路改築事業に伴って、平成

16年度、20年度、21年度、22年度にわたって発掘調査さ

れた。

　国道354号は高崎駅東口を起点とし、玉村町・伊勢崎市・

太田市・大泉町・館林市にいたる。群馬県南東部の主要

都市を結び、東北自動車道館林インターチェンジを経由

して板倉町まで総延長58.6ｋmの広域幹線道路である。国

道354号の整備事業は、沿道の産業立地・物流の円滑化、

生活環境の利便化等、地域発展に貢献する交通網整備の

一環として昭和37年度に始まった。館林インターチェン

ジ付近の整備から開始され、各地点で事業が進み、平成

19年度には全体計画のほぼ70%を超えている。道路建設

と併行して埋蔵文化財調査も継続して進められ、本事業

団も平成8年度から、発掘調査を受託してきた。

　上新田中道東遺跡のある玉村町内の国道354号改築事

業は、玉村バイパス延長5.3ｋmとして平成5年度に開始

された。計画路線内の埋蔵文化財包蔵地の発掘調査は、

県教育委員会、県土木部、伊勢崎土木事務所による協議

を経て、平成8年度から当事業団への委託が開始された。

調査は、計画区間の東端にある主要地方道藤岡大胡バイ

パス（平成13年12月15日開通）との交差地点の西に接する

福島大島遺跡から順次西へ着手することとなった。

　上新田中道東遺跡の発掘調査は、平成16年、20年、21

年、22年の4か年にわたって実施された。

平成16年度

　上新田中道東遺跡の平成16年度の調査は、平成16年3

月17日付けで県中部県民局伊勢崎土木事務所から県教育

委員会文化課に発掘調査の依頼が出された。これを受け

て、平成16年3月17日付けで県教育委員会から、平成16

年3月24日付けで県中部県民局伊勢崎土木事務所から財

団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団に発掘調査の依頼が

あった。平成16年4月1日には、県中部県民局伊勢崎土

第1章　調査の経過

０ ５km１: 200,000

　　第1図　上新田中道東遺跡と群馬県の地勢 （国土地理院発行、20万分の1地勢図　「長野」平成10年２月1日　「宇都宮」平成18年4月1日発行）
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木事務所と財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団の間に

発掘調査の委託契約が締結された。

　発掘調査は調査期間平成16年4月1日～平成17年3月

31日の契約で、Ⅰ区～Ⅳ区で実施された。調査の進展に

伴い、平成17月２月1日付けで面積増の一部変更契約が

締結され、最終的には17418㎡が発掘調査された。調査

が完了し、3月31日付けで業務完了報告書及び実績報告

書を提出し、平成16年度の業務を完了した。

平成20年度

　国道354号玉村バイパス関連の発掘調査は、平成17年

度から19年度に一時中断したが、平成20年度になって再

開された。平成20年６月18日に実施された県教育委員会

文化財保護課による試掘調査の結果、７月3日付けで県

中部県民局伊勢崎土木事務所から県教育委員会文化財保

護課に発掘調査の依頼が出された。これを受けて、平成

20年７月3日付けで県教育委員会から、平成20年７月9

日付けで県中部県民局伊勢崎土木事務所から財団法人群

馬県埋蔵文化財調査事業団に発掘調査の依頼があった。

平成20年8月29日には、県中部県民局伊勢崎土木事務所

と財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団の間に発掘調査

の委託契約が締結された。

　発掘調査は調査対象面積26070㎡、履行期間平成20年

9月1日～平成21年3月31日、調査期間平成20年11月1

日～平成21年3月31日の契約で、Ⅲ区～Ⅶ区で実施され

た。調査前の9月19日付けで契約の一部変更の協議がな

され、調査期間が平成20年10月1日～平成21年3月31日

に期間延長されることとなった。変更契約は平成20年9

月30日に締結された。さらに12月には設計変更による調

査面積の減少があり、19690㎡で調査が実施されること

になった。変更契約は平成21年3月２日に締結された。

調査が完了し、3月31日付けで業務完了報告書及び実績

報告書を提出し、平成20年度の業務を完了した。

平成21年度

　上新田中道東遺跡の平成21年度の発掘調査は、平成20

年度国道354号（玉村バイパス）道路改築事業（二次補正）

として実施された。3月18日付けで県中部県民局伊勢崎

土木事務所から県教育委員会文化財保護課に発掘調査の

依頼が出された。これを受けて、平成21年3月18日付け

で県教育委員会から、平成21年11月27日付けで県中部県

民局伊勢崎土木事務所から財団法人群馬県埋蔵文化財調

査事業団に発掘調査の依頼があった。平成21年12月1日

には、県中部県民局伊勢崎土木事務所と財団法人群馬県

埋蔵文化財調査事業団の間に発掘調査の委託契約が締結

された。

　発掘調査は調査対象面積6380㎡、履行期間平成21年12月

1日～平成22年3月31日、調査期間平成22年1月1日～平

成22年3月31日の契約で、Ⅷ区・Ⅸ区で実施された。２月

25日付けで契約の一部変更の協議がなされ、調査費用が減

額されることとなった。変更契約は平成22年２月25日に締

結された。調査が完了し、3月31日付けで業務完了報告書

及び実績報告書を提出し、平成21年度の業務を完了した。

平成22年度

　上新田中道東遺跡の平成22年度発掘調査は、Ⅰ区・Ⅱ

区の道路中央部分と、Ⅸ区の南北取り付け道路の拡幅部

分で実施されることとなった。Ⅰ区・Ⅱ区の道路中央部

分は計画当初盛り土となるため、調査対象から除外され

ていた部分である。その後、工事の設計が変更され、調

査対象地となった。

　22年度の発掘調査は、平成21年度国道354号（玉村バイ

パス）地域活力基盤創造事業に伴って実施された。3月

10日付けで県中部県民局伊勢崎土木事務所から県教育委

員会文化財保護課に発掘調査の依頼が出された。これを

受けて、平成22年3月11日付けで県教育委員会から、平

成22年3月18日付けで県中部県民局伊勢崎土木事務所か

ら財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団に発掘調査の依

頼があった。平成22年3月31日には、県中部県民局伊勢

崎土木事務所と財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団の

間に発掘調査の委託契約が締結された。

　発掘調査は調査期間平成22年4月1日～平成22年1月

31日の契約で、Ⅰ区・Ⅱ区で実施された。調査の進展に

伴い、平成22年６月11日付けで面積増と平成22年3月31

日までの調査期間の延長、平成23年1月28日付けでⅨ区

の玉村町道224号線拡幅工事にかかる部分の761㎡の追

加、２月18日付けで調査費用の減額という3回の一部変

更契約が締結され、最終的には上新田中道東遺跡の調査

面積は7456㎡となった。3月31日付けで業務完了報告書

及び実績報告書を提出し、平成22年度の業務を完了した。
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０ １km１: 25,000

国道３５４号バイパス

２.発掘調査の方法

（1）遺跡名・調査区・測量座標の設定

　調査対象地は平成4年度に玉村町教育委員会が刊行し

た『玉村町の遺跡』（文献12）に玉村町遺跡台帳123とし

て記載された周知の包蔵地の一部である。調査にあた

り、遺跡名は玉村町教育委員会、群馬県教育委員会、当

事業団の三者で協議した結果、①大字名と小字名を組み

合わせる当事業団の従来の命名方式を踏襲し、②玉村

町教育委員会による周知の遺跡範囲との整合を図って、

「上新田中道東遺跡」と命名された。

　国道354号（玉村バイパス）の用地は、ほぼ東西方向に

圃場整備の完了した水田地帯を通過する。整備された水

田には概ね100mおきに南北方向の道路および水路がつく

られており、この既存道・水路によって調査区を分断せ

ざるを得なかった。上新田中道東遺跡の調査区はこの既

存道・水路によって区切られた9地区となり、東側から

Ⅰ・Ⅱ・・・Ⅷ・Ⅸ区とした。

　Ⅰ区～Ⅴ区については、工事工程に沿って、第3図の

ように調査年度が分割された。本書では、Ⅰ区～Ⅳ区の

平成16年度に調査された調査区を「北区」「南区」、平成

20年度・22年度に調査された調査区を「中央区」と細分

して呼んだ。Ⅴ区は平成16年度に調査された調査区を

「東区」、平成20年度に調査された調査区を「西区」と

呼んだ。

　平面図を記録する測量用のグリッドは、国道354号玉

村バイパスに伴う埋蔵文化財発掘調査においては、共通

の地区－大区画－中グリッド－小グリッドを設定した。

まず国家座標に基づき、玉村町全域を網羅するように南

東隅の座標X=30,000、Y=-60,000を起点とする10ｋm

四方の区画を設定し、「地区」とした。その地区を1ｋm四

方に分割し、南東隅から北に向けて1～100の番号を平

行に付して「区」（大区画）とした。次にこの大区画を100m

四方に分割し、大区画と同様に番号を付し「中グリッド」

とした。上新田中道東遺跡は、45区（大区画）の81・91（中

グリッド）、55区の1・11・21・31・41・51・61・71に

上新田中道東遺跡

　　第２図　上新田中道東遺跡の位置 （国土地理院発行、２万5千分の1地形図　「高崎」平成22年12月1日発行）
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位置する。

　さらに中グリッドを5ｍ四方に分割し「小グリッド」と

した。この小グリッドは南東隅を起点として西方向（X

軸方向に）アラビア数字を1から19、北方向にアルファ

ベットをＡからTまで付した。発掘調査にあたっては、

この「小グリッド」を基本にした。本報告書挿図中では、

「地区」「区」を省略し、「中」「小」グリッドを記載した。

81A1とは、81中グリッドのA1小グリッドのことである。

　測量の初年度は平成8年度であったことから、国道

354号（玉村バイパス）関連の発掘調査の成果は日本測地

系の座標で測量されてきた。上新田中道東遺跡でも平成

16年・20年度調査では日本測地系で測量した。制度的に

は平成20年度以降の測量は世界測地系でおこなわれるこ

とになったが、測量の混乱を避けるために、上新田中道

東遺跡の成果は平成21・22年度の調査も日本測地系で測

量した。本報告書でも日本測地系のままで表示したこと

を明示しておく。

　検出された遺構の番号は、Ⅰ区からⅨ区の9つの区ご

とに通し番号とした。Ⅰ区～Ⅴ区は後述するように、複

数の年度で調査を実施したために、遺構番号が重複して

しまった部分がある。本報告にあたっては記載が混乱し

ないように遺構番号を付け替えた部分がある。付け替え

の新旧番号は一覧表に明示した。

第3図　上新田中道東遺跡の発掘区 （玉村町役場発行、２千5百分の1玉村町都市計画区域図　７（平成６年）発行）
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（２）標準土層

　上新田中道東遺跡の調査前の状況は、昭和30年代に行

われた圃場整備の結果、低平な水田地帯となっていた。

しかしこれまでの国道354号玉村バイパス関連の発掘調

査結果でも明らかなように、水田下には微地形が埋没し

ており、複雑な土層堆積状況をみせる発掘区が混在して

いる。上新田中道東遺跡の平成16年度の発掘調査開始に

あたっては東側に隣接する斉田中耕地遺跡の基本土層を

参照し、遺構確認面を設定した。しかし、土層は概ね対

応しているものの、上新田中道東遺跡には欠落していた

土層もあった。

　また、上新田中道東遺跡は範囲が東西方向に長く、地

点によって埋没微地形が変化し、一定の低地や微地形上

に立地していない。さらに、平成16年、20年、21年、22

年と調査が4か年に亘って分割されたことなどが重な

り、各調査区の複雑な土層堆積を全体として比較・検討

することができなかった。実際、平成16年度調査区にお

いては、土層注記が斉田中耕地遺跡のⅢ区・Ⅳ区の基本

土層にそって記載されているが、平成20年度以降の土層

記録は、斉田中耕地遺跡とはやや離れ、堆積した土層が

少なく単純化したことから、斉田中耕地遺跡の土層注記

と対照せずに行われている。

　本報告では、上新田中道東遺跡のⅠ区～Ⅸ区間はもと

より、東側に隣接する斉田中耕地遺跡、西側に隣接する

上新田赤塚遺跡との関係性を明らかにして、遺構のあり

方を土層や地形との関係で理解できるように、土層堆積

の対比を可能な限り行った。特にⅠ区・Ⅱ区の中央部の

発掘調査が平成22年度に行われ、整理作業と同時進行し

たことは、この作業に有益であった。

　本項では、平成16年度調査で参照された斉田中耕地遺

跡Ⅲ区・Ⅳ区に最も近く、多くの土層が堆積していたⅠ

区東端の東壁土層を標準土層として提示する。土層の記

載は斉田中耕地遺跡の報告書（文献83）に依拠し、個別の

特徴を追記した。次項ではⅠ区からⅨ区の代表的な基本

土層を示して、上新田中道東遺跡内の土層堆積を記載し

ておきたい。

　上新田中道東遺跡の標準土層は下記の通りである。

Ⅰ層　表土。灰褐色土。昭和30年代に実施された圃場整

備事業で切り盛りされた土砂に由来する。水田土壌化し

たⅠA層と、橙色洪水砂混じりのⅠB層に分けられる地点

もある。

浅間A軽石層　天明三年（1783）年に浅間山噴火に伴って

降下した軽石層。一次堆積層としてはⅦ区・Ⅸ区の一部

に残るのみである。上新田中道東遺跡周辺では、浅間Ａ

軽石災害後は復旧作業がおこなわれ、複数の調査区でこ

の軽石を多量に含む土砂を溝状に埋めた復旧溝群が検出

されている。

Ⅱ層　洪水層。シルトがラミナ状に堆積していた。黄褐

色シルトのⅡA層と、黒灰～灰色シルトのⅡB層に分けら

れる。Ⅱ層直下の遺構は検出されていない。洪水層の時

期は斉田中耕地遺跡の成果では、中世後期以前とされる。

Ⅲ層　黒褐色砂質土。浅間Ｂ軽石を含む。いわゆる「Ｂ混

土」である。比較的軽石の含有量の少ない灰褐色のⅢA層と、

軽石を多く含む下層のⅢB層に分けられる地点もある。

浅間Bテフラ層　天仁元（1108）年に降下した浅間山噴火

に伴うテフラ層である。浅間Ｂテフラは49のフォールユ

ニットに分かれているというが、前橋・伊勢崎地域で発

掘調査の際に見分けられる標準的なテフラ層の堆積は、

最下位に厚さ数mmの灰色細粒火山灰、その上位に粒径

10mm弱の軽石層、その上位に厚さ10mm弱の桃色細粒火山

灰となる。しかし、上新田中道東遺跡では浅間Ｂテフラ

上半部は中世以降の耕作等による土壌攪乱によって鋤き

込まれており、残っていなかった。いずれの調査区でも

第4図　上新田中道東遺跡の標準土層
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一次堆積層の下半部が3～10cmほどの層厚で残存してい

た。一部では一次堆積の残らない地点もあった。ここで

はⅢB層下面で本来の浅間Ｂテフラ下水田の疑似畦畔を

検出した。（註1）

ⅣA層　黒色粘質土。浅間Ｂテフラ下水田の耕土あるい

は表面を覆う土層である。近年、この土層を休耕に伴っ

て生成されたとする見解が示されている。（註2）

ⅣB層　灰褐色シルト。洪水起源と推定されるが、土壌

化している。上新田中道東遺跡では、下位のⅣC層（洪

水層本体）まで耕作等によって鋤き込んで、ⅣB層はさ

らに下位のⅤ層あるいはⅥ層の上半部に及ぶ。ⅣB層下

面で本来のⅣC層直下水田の疑似畦畔を検出できる。

ⅣC層　黄褐色砂。斉田中耕地遺跡の基本土層ではⅣB層

と記載されていた洪水堆積層である。上新田中道東遺跡

ではⅠ区からⅢ区東半部にかけて一部のみ堆積してお

り、遺構内では一部の畝間溝か牛蹄痕の内部のみに残さ

れていた。

Ⅴ層　黒灰色シルト質土。洪水砂層をところどころに含

む。本層も、Ⅰ区北西隅、Ⅱ区西端からⅢ区東半部にか

けて部分的に堆積が残存していた。斉田中耕地遺跡では

白色軽石を含む上半のⅤA層と、白色軽石を含まないⅤB

層に分けられているが、上新田中道東遺跡では層厚が薄

く不明確であった。また、斉田中耕地遺跡Ⅲ区南東隅で

は、Ⅴ層の下部にも洪水層が検出される地点があった（Ⅴ

C層）。しかし、上新田中道東遺跡ではこの洪水層を明確

に面的にとらえることができなかった。

Ⅵ層　黒褐色粘質土。上新田中道東遺跡ではⅠ区からⅢ

区東端まで均一的に残存していた。上面で9世紀代の水

田の疑似畦畔が検出される。斉田中耕地遺跡では黒味の

強い上半のⅥA層と、酸化凝集で色調の明るい下半のⅥB

層に分けられているが、上新田中道東遺跡では分層は不

明確であった

榛名二ツ岳火山灰層　６世紀初頭の榛名山噴火に伴って

降下した火山灰層。上新田中道東遺跡ではⅠ区からⅢ区

にかけてブロック状にしか検出されていない。

ⅦA層　黒色粘質土。浅間C軽石を含む。いわゆるC混

土層。

浅間C軽石層　3世紀末に降下したと考えられている浅

間山噴火に伴う軽石層。上新田中道東遺跡ではⅠ区東壁

の標準土層にのみ確認されている。直下の遺構確認はな

かった。

ⅦB層　黒色粘質土。浅間C軽石を含まない。

Ⅷ層　灰色～灰黄色粘質土。

Ⅸ層　灰黄色粘質土。黄色風化軽石、酸化凝集を多く含む。

浅間板鼻黄色軽石層　約1.3～1.4万年前に降下したとさ

れる浅間山噴火に伴う軽石層。

Ⅹ層　灰色～緑色砂礫混土。

（3）各区の土層

　前述したように、上新田中道東遺跡の調査は延長

900ｍの調査区を一単位としていることや4か年に亘る

調査過程で、調査年度や調査区の分離などが重なり、一

連で各調査区の土層堆積の対比ができなかった。今回の

整理作業では、挟在するテフラ層や洪水層を頼りに各区

の土層を比較対照して、基本的には平成16年度の土層記

載に揃える作業をおこなった。

　第5図は、各調査区の主要な土層断面図を、標高を合

わせて調査区の順に並べたものである。上新田中道東遺

跡の基盤地形は、緩やかに西から東に傾斜しており、浅

間Ｂテフラもこの傾斜に対応して堆積していた。ここで

は各区の土層堆積状況を記載しておく。

　なお、土層の記録は各調査区で２～16地点で実施した

が、すべての土層断面図を掲載できないので、主要な土

層断面図各区1～２葉を第5図に掲載した。

Ⅰ区　Ⅰ区では、南北側道部を平成16年に、中央部を22

年に調査した。

　Ⅰ区の浅間Ａ軽石の堆積は、北側道部東壁でⅠ層とⅡ

層の間に軽石を多く含む層を確認した他は見られなかっ

た。調査区西部６単位の浅間Ａ軽石復旧溝群を検出して

いる。

　Ⅱ層の洪水層は、Ⅰ区のほぼ全域に25～30cmの厚さで

堆積していた。Ⅰ区ではⅡ層直下の遺構は検出されな

かった。色調の違いで２～3層に分層できる。

　Ⅲ層は、発掘区全体に、浅間Ｂテフラの上位に厚さ

20cmほど堆積していた。上半部は、浅間Ｂ軽石を少量含

む灰褐色砂質土で、下半部は浅間Ｂ軽石を多く含む黒褐

色砂質土である。

　浅間Ｂテフラ層は、45-91区の3ラインより東側には

その下半部が一次堆積で残されていた。この部分では浅
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間Ｂテフラ下水田の畦畔が検出された。3ラインより

西側はやや微高地になっており、浅間Ｂテフラの堆積

は残されていなかった。浅間Ｂテフラの直下には厚さ

1～3cmでⅣA層が堆積していた。このⅣA層は、浅間Ｂ

テフラ噴出時には水田面が休耕状態にあったことを示す

土層として注目されている。ただし西部の微高地部より

のⅣA層は黒味が少なく砂質が強まる。この両者が同一

かどうかは調査では検証できなかった。

　ⅣB層は灰褐色のシルトでⅠ区全体に厚さ10～20cmで

堆積していた。本層は下位に堆積していたと推定される

黄白色砂・シルト層（ⅣC層）が鋤き込まれて土壌化した

と考えられる地層で、地点によってその厚さや底面の深

さが異なっていた。ⅣB層を剥ぐと、本来ⅣC層で埋没し

た9世紀後半の水田の痕跡と推定される疑似畦畔が検出

された。

　ⅣC層は1区では大半が撹拌・土壌化し、洪水堆積物

は畝間溝の凹地や水田面につけられたと推定される牛蹄

跡内にのみ残されていた。ところでⅣC層に関連する9

世紀の洪水層は、上新田中道東遺跡・斉田中耕地遺跡の

発掘区内で複数が確認されている。上新田中道東遺跡Ⅰ

区では、①ⅣB層中位から視認できる牛蹄痕跡中、②Ⅵ

（Ⅴ）層上面の概ね２枚が確認できる。①はⅣB層を掘り

下げる経過で牛が踏み込む深さに起因して、検出高の一

定でない蹄跡が順次確認できる状況であった。斉田中耕

地遺跡Ⅱ区中央区では③ⅣB層中、④ⅣC層直下の水田面、

⑤Ⅵ層から掘り込む溝内の3枚の洪水層が確認できてい

る。堆積層位からして上新田中道東遺跡で検出された洪

水層①は斉田中耕地遺跡の①、上新田中道東遺跡の②は

斉田中耕地遺跡の⑥に対応するものと考えられる。

　Ⅴ層は斉田中耕地遺跡でⅣB層の下位に堆積している

と記載されたが、上新田中道東遺跡Ⅰ区ではⅣB層とと

もに鋤き込まれて欠落している地点が多かった。またⅠ

区南区中央部ではさらに下位のⅥ層まで欠落しており、

土壌化の過程でさらに深く鋤き込まれたものと推定され

る。Ⅵ層はやや粘質の土で、前述したようにⅠ区南区中

央部で欠落するが、Ⅰ区全体に広く堆積していた。調査

ではこのⅥ層上面で、本来ⅣC層で埋没した9世紀後半

の水田痕跡の疑似畦畔が検出されたものと考えている。

　榛名二ツ岳火山灰層は、Ⅰ区では中央部南東隅の基本

土層で、Ⅶ層最上位に断続する塊状に堆積しているのを

記載することができた。火山灰層下面の調査は火山灰層

が不明確であったので、実施できなかった。

　Ⅶ層は調査区全体に堆積していた。3世紀末に噴出し

たと考えられている浅間C軽石を含むⅦA層と、軽石を

含まないⅦB層に分層できる地点もあった。ⅦA層とⅦB

層の中間に降灰層準があると推定される浅間C軽石層の

一次堆積層は、Ⅰ区北側道部東壁でしか確認できなかっ

た。Ⅰ区の地形は東側へ下っていくと推定されるが、東

側に隣接する斉田中耕地遺跡Ⅳ区には浅間C軽石の一次

堆積層やC軽石で覆われた遺構は検出されなかった。本

区の浅間C軽石層は、局所的な堆積の可能性が高いが詳

細は明らかにできなかった。

　Ⅷ層・Ⅸ層・浅間板鼻黄色軽石層・Ⅹ層は一部で凹凸

があるもの、Ⅰ区全体に成層して堆積していた。

Ⅱ区　Ⅱ区の土層堆積は、基本的にはⅠ区と同様であっ

たが、欠落する土層があった。

　Ⅱ層の洪水層は、Ⅰ区では区全体にみられたが、Ⅱ区

では全く見られなかった。浅間Ｂテフラ降下から現在ま

での間に耕作によって土壌化したものと推定される。

　Ⅲ層および浅間Ｂテフラの一次堆積層は、Ⅱ区西端か

ら20ｍほどの間には検出されなかった。Ⅰ区西部と同様

にこの地点もやや微高地になっており、後の耕作によっ

て、Ⅲ層とともに削平・土壌化されたものと考えられる。

　ⅣA層はⅠ区同様に浅間Ｂテフラ層直下に堆積してい

た。ⅣB層は地表面からの攪乱がおよぶ地点以外は２区

の全体に堆積していた。

　Ⅴ層はⅠ区と同様に部分的な堆積しか残っていなかっ

た。ⅣB層形成時に削平・土壌化したものと考えられる。

また南壁西より14ｍ～20ｍのところで、Ⅴ層中に洪水層

を検出した。この層位に洪水層が堆積しているのはⅡ区

の西端からⅢ区東端にかけてのみである。Ⅱ区ではこの

洪水層の下で遺構は検出されなかった。

　Ⅵ層はⅡ区の西から30ｍほどのところまでは堆積して

いたが、それより東側は残っていなかった。

　榛名二ツ岳火山灰層は、Ⅱ区には堆積がみられなかった。

　Ⅶ層は調査区全体に堆積していた。3世紀末に噴出し

たと考えられている浅間C軽石を含むⅦA層と、軽石を

含まないⅦB層に分層できる地点もあった。北壁東端よ

り19ｍほどの地点（Ⅱ区第２地点） でⅦ層のテフラ分析
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③
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Ⅴ

Ⅵ

Ⅵ
Ⅵ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅶ
Ⅷ

Ⅷ
Ⅸ

Ⅸ

Ⅸ
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ⅦA

Ⅷ
Ⅷ

Ⅶ

Ⅶ

ⅧⅧ

Ⅷ

ⅢB

ⅢB

ⅢB
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ⅢBⅢB
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Ⅷ
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Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

ⅩⅩ

Ⅹ
As‒B

As‒B

As‒B
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As‒YP

As‒YPAs‒YP
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As‒YP
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2
2

2

３
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8
7
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9
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7

6
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６
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9
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⑩

7

7

8

8

６
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１
2

Ⅸ区  
⑬  
1.盛土（Ⅰ層）
２.表土　現耕作土。（Ⅰ層）
3.黄灰色土　浅間Ａ軽石を含む。

（ⅡＡ層）
4.黄褐色砂質土　浅間Ｂ軽石を

含む。（ⅢＡ層）
5.黄灰色砂質土　浅間Ｂ軽石を

多量に含む。（ⅢＢ層）
６.黒褐色粘質土　砂粒を含む。

（ⅣＡ層）粘性やや強い。
７.黄褐色シルト　砂粒を含む。

（Ⅴ層）
8.黄灰色砂質シルト　粗砂粒を

含む。（Ⅸ層）
  
⑫  
1.盛土（Ⅰ層）
２.表土　現耕作土。（Ⅰ層）
3.黄灰色土　浅間Ａ軽石を含む。

（ⅡＡ層）
4.黄褐色砂質土　浅間Ｂ軽石を

含む。（ⅢＡ層）
5.黄灰色砂質土　浅間Ｂ軽石を

多量に含む。（ⅢＢ層）
６.As-B一次堆積層
７.黒色粘土　細砂粒を含む。粘

性強い。（ⅣＡ層）
8.灰黄色粘質土　細砂粒を含む。

粘性あり。（Ⅴ層）
9.黄灰色シルト　細砂粒・白色

軽石を含む。しまりよい。（Ⅴ
層）

10.黄灰色シルト　砂粒を含む。
（Ⅸ層）

11.灰黄色粘土　粘性強い。黄色
味が強い。（Ⅹ層）

Ⅷ区  
⑪  
1.盛土　土山の残り。（Ⅰ層）
２.表土　現代の水田耕作土。（Ⅰ

層）
3.灰褐色砂質土　As-A・砂粒を

含む。固くしまっている。（Ⅱ
層）

4.黄褐色砂質土　上面は黄色が
強い。As-Bを多く含む。（ⅢB
層）

5.As-B一次堆積層
６.黒褐色粘質土　As-B下水田耕

土。ほぼ均質。大畦の部分は
やや色調がうすく、粒子も細
い。（ⅣA層）

７.黒褐色粘質土　残りのいいと
ころでは黒色が濃く、粘土分
多い。白色軽石をまばらに含
む。（ⅣB層）

8.黄灰色シルト　砂粒を少量含
む。（Ⅴ層）

9.褐灰色粘質土　白色軽石・砂
粒を含む。（Ⅷ層）

10.灰白色シルト　下層ほど色が
うすい。砂粒含む。（Ⅸ層）

11.灰色シルト　軽石？を多く含
み、シャリシャリしている。

（As-YP）
12.灰白色シルト　砂粒を含む。

（Ⅹ層）

Ⅶ区  
⑩  
1.暗褐色土　現表土。（Ⅰ層）
２.褐色土　粘性ややあり。しま

りあり。径4mm以下の白色軽
石粒含む。圃場整備前の近代
水田床土。（Ⅱ層）

3.暗褐色土　粘性あり。しまり
あり。径4mm以下の白色軽石
粒を含む。5号溝に切られて
いるため、溝より古い耕作土
と思われる。（Ⅱ層）

4.褐色土　粘性ややあり。しま
りあり。径4mm以下の白色軽
石粒含む。As-A直上であるこ
とからA混土層と言える。（Ⅱ
層）

5.暗褐色砂質土　As-A一次堆積
層。

６.暗黄褐色土　粘性ややあり。
しまりあり。径２mm以下の白
色軽石粒含む。As-B混土層。

（Ⅲ層）
７.As-B一次堆積層
8.黒褐色土　粘性あり。しまり

あり。（ⅣA層）

Ⅵ区
⑨  
1.暗褐色土　表土（Ⅰ層）
２.黒褐色土　白色軽石粒含む。

（ⅡA層）
3.黒褐色土　２層に類するが白

色軽石粒増す。（ⅡB層）
4.黒褐色土と褐色土の混土   　

ローム漸移層。黒褐色土の割
合多い。

5.暗黄褐色土　ローム漸移層。
黒褐色土塊状に含む。

６.暗黄褐色土　ローム層。

Ⅴ区
⑧

Ⅰ.表土
ⅡA.黄褐色シルト
ⅡB.黒灰色～灰色シルト
ⅢA.灰褐色砂質土　As-Bを含む。
1.As-B一次堆積層

ⅣA.黒色粘質土
Ⅴ.黒灰色シルト質土

ⅦA.黒色粘質土　As-Cを含む。
ⅦB.黒色粘質土　As-Cを含まな

い。
Ⅷ.灰色～灰黄色粘質土
Ⅸ.灰黄色粘質土　黄色風化軽

　石を含む。
２.As-YP
Ⅹ.灰色～緑色砂礫混土

第5図　上新田中道東遺跡の土層
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Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

ⅩⅩ

Ⅹ
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１
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Ⅴ区
⑦  
1.表土
２.暗褐色土　浅間Ｂ軽石を含む。
3.As-B一次堆積層
4.黒色粘土
5.暗褐色土　
６.黒褐色土　少量浅間C軽石を

含む。
７.灰白色シルト　漸移層。
8.黄白色シルト　水成ローム
9.As-YP
10.灰白色シルト　水成ローム

Ⅲ区  
⑥  

Ⅰ.表土
ⅡA.洪水層　黄褐色シルト
ⅢA.灰褐色砂質土　As-Bを少量

含む。
ⅢB.黒褐色砂質土　As-Bを多量

に含む。
1.As-B一次堆積層
Ⅵ.黒褐色粘質土
Ⅷ.灰色～灰黄色粘質土
２.As-YP

Ⅲ区
⑤

Ⅰ.表土
Ⅱ.洪水層　黄褐色シルト
Ⅲ.黒褐色砂質土　As-Bを多量

に含む。
ⅣA.黒色粘質土

.洪水層
Ⅴ.黒灰色シルト

.洪水層
Ⅵ.黒褐色粘質土

ⅦA.黒色粘質　As-Cを含む。
ⅦB.黒色粘質　As-Cを含まない。
Ⅷ.灰色～灰黄色粘質土
Ⅸ.As-YP
Ⅹ.灰色～緑色砂礫混土

Ⅱ区
④

Ⅰ.表土
Ⅳ.灰褐色シルト
　.洪水層

ⅤA.黒灰色シルト　白色軽石を
含む。

　.洪水層
ⅦA.黒色粘質　As-Cを含む。
Ⅷ.灰色～灰黄色粘質土
Ⅸ.灰黄色粘質土
　.As-YP
Ⅹ.灰色～緑色砂礫混土

③
Ⅰ.表土

ⅢA.灰褐色砂質土　As-Bを少量
含む。

ⅢB.黒褐色砂質土　As-Bを多量
に含む。

1.As-B一次堆積層
ⅣA.黒色粘質土
ⅣB.灰褐色シルト
ⅦA.黒色粘質　As-Cを含む。
ⅦB.黒灰色土　白色軽石を含ま

ない。
Ⅷ.灰色～灰黄色粘質土
Ⅸ.灰黄色粘質土
　.As-YP
Ⅹ.灰色～緑色砂礫混 

Ⅰ区
②
ⅠA.表土
ⅠB.表土。橙色洪水砂混じり。
Ⅱ.洪水層　黄褐色シルト

ⅢA.灰褐色砂質土　As-Bを少量
含む。

ⅢB.黒褐色砂質土　As-Bを多量
に含む。

1.As-B一次堆積層
ⅣA.黒色粘質土
ⅣB.灰褐色シルト
Ⅴ.黒灰色シルト
Ⅵ.黒褐色粘質土

ⅦB.黒色粘質　As-Cを含まない。
Ⅷ.灰色～灰黄色粘質土
Ⅸ.灰黄色粘質土
　.As-YP
Ⅹ.灰色～緑色砂礫混土

①
ⅠA.表土
ⅠB.表土。橙色洪水砂混じり。
ⅢA.灰褐色砂質土　As-Bを少量

含む。
ⅢB.黒褐色砂質土　As-Bを多量

に含む。
1.As-B一次堆積層

ⅣA.黒色粘質土
ⅣB.灰褐色シルト
Ⅴ.黒灰色シルト
Ⅵ.黒褐色粘質土

ⅦA.黒色粘質　As-Cを含む。
.浅間C軽石

ⅦB.黒色粘質　As-Cを含まない。
Ⅷ.灰色～灰黄色粘質土
Ⅸ.灰黄色粘質土

.As-YP
Ⅹ.灰色～緑色砂礫混土
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を実施した。ここでは4点の試料を分析したが、上から

２層目の試料２付近に浅間C軽石の層準があるとの結果

を得た。また、東端より16ｍの地点（Ⅱ区第1地点）で

検出されたテフラ塊に含まれる軽石について、浅間C軽

石の可能性が非常に高いと報告されている。

　Ⅷ層・Ⅸ層・浅間板鼻黄色軽石層・Ⅹ層は一部で凹凸

があるもの、Ⅱ区全体に成層して堆積していた。

Ⅲ区　Ⅲ区の土層堆積も、基本的にはⅠ区と同様であっ

た。Ⅱ層の洪水層は南壁沿いでは厚さ5～10cmで、ほぼ

東から西まで、全体に残されているのが確認できた。し

かし北壁付近ではⅡ層は一部に見られたのみで、洪水層

堆積以降の耕作によって削平されたものと推定される。

　Ⅲ層および浅間Ｂテフラ層の一次堆積層は、Ⅲ区東端

から南壁で17ｍ地点、北壁で32ｍ地点より東側には、検

出されなかった。この浅間Ｂテフラの一次堆積層がない

部分はⅡ区の西端と連続している。この地点はⅡ区西端

と合わせて幅50ｍほどの微高地部分を形成していること

から、浅間Ｂテフラの一時堆積層が堆積しなかった、あ

るいは薄かったことから、後の耕作によって、Ⅲ層とと

もに削平・土壌化されたものと考えられる。

　また、Ⅲ区西端南壁付近でも、西端より30ｍ地点より

西側には浅間Ｂテフラの一次堆積は検出されなかった。

これは、西端の浅間Ｂテフラが検出されなかった地点で

は、近世以降に1号溝・２号溝・蛭堀と幹線用水路が継

続して掘られて地形改変が著しかったことによると推定

される。

　ⅣA層はⅢ区でも、浅間Ｂテフラの一次堆積層の直下

に堆積していた。色調・層厚はⅠ・Ⅱ区と変わらない。

ただし、南壁東端より40ｍ地点～60ｍ地点の間と、北壁

西端より11ｍ地点～24ｍ地点の間では、浅間Ｂテフラの

一次堆積層があるにも関わらず、ⅣA層の堆積が認めら

れなかった。

　ⅣB層は、北壁東端より42ｍ、南壁東端より21ｍの範

囲で、Ⅲ区東部にのみ堆積していた。ⅣB層は下位に堆

積していた洪水層（ⅣC層）が撹拌・土壌化したものと考

えられ、一部に洪水堆積物は認められたものの、Ⅰ・Ⅱ

区では単一層として認められていた。しかし、Ⅲ区では

ⅣC層にあたる洪水層が確実に２～3層検出され、各面

に遺構が検出された。Ⅰ区・Ⅱ区でⅣB層・Ⅴ層・Ⅵ層

の間で、洪水堆積物と関連した遺構の掘り込み面が明確

でなく断続的に検出されたが、Ⅲ区ではその都度の洪水

層の堆積が分離して検出できたものと考えたい。具体的

にはⅤ層中で２枚、Ⅵ層上面に1枚である。最上層の洪

水堆積物層はⅢ区東端の幅２ｍほど、中位の洪水堆積層

は２面、下位の堆積層は3面の遺構を覆っていることに

なる。ただしⅠ・Ⅱ区でⅥ層上面に検出された疑似畦畔

が、いずれの洪水層に覆われていたのかは明確にできな

かった。Ⅱ区西端では疑似畦畔の下層に洪水堆積物で覆

われた畠が検出されており、少なくとも最古の洪水層で

ないことは明らかであろう。またⅢ区の28号溝を埋めて

いた洪水層はⅤ層を切っていることから、上位あるいは

中位の洪水層の可能性が高い。

　Ⅴ層は、ⅣB層が堆積する東部には堆積していた。洪

水堆積物が及ばない、あるいは残っていない西部には堆

積が認められなかった。

　Ⅵ層はⅢ区全体に堆積していたが、北壁東端より７ｍ

地点から42ｍ地点までの壁面では確認できなかった。こ

こではⅣB層が比較的厚く堆積しており、洪水のあった

9世紀前半以降、耕作による撹拌が著しく、堆積してい

たⅥ層もⅣB層とともに土壌化したものと推定される。

　Ⅶ層はⅢ区全体に堆積していた。

　Ⅷ層・Ⅸ層・浅間板鼻黄色軽石層・Ⅹ層は一部で凹凸

があるもの、Ⅱ区全体に成層して堆積していた。

Ⅳ区　Ⅳ区は北東隅にⅢ区西半部の凹地の延長があり、

蛭堀東岸には、浅間Ｂテフラの一次堆積層がみられたが、

全体としては、浅間Ｂテフラ一次堆積層はないか、途切

れ途切れの堆積状況であった。古墳時代の18・19号溝上

層には浅間Ｂテフラ一次堆積が認められたが、他の土層

断面では明確に記録できた地点はほとんどない。また、

Ⅳ区南東部には微高地の一部が残っており、その部分に

はⅢ～Ⅶ層の堆積はほとんど見られなかった。当該時期

には微高地として周囲とは別の土地利用がなされていた

と推定される。

Ⅴ区　Ⅴ区では浅間Ｂテフラの堆積状況に偏りがあっ

た。南区南東部の狭い範囲には比較的良好に浅間Ｂテフ

ラの一次堆積層の堆積が残されており、同層下の水田ア

ゼが検出された。しかしⅤ区の大部分である55-21区17

10



ライン以西には浅間Ｂテフラの一次堆積層は残ってい

なかった。浅間Ｂテフラ下のⅣA層の下位には直接Ⅴ層

が堆積していた。ⅣB層とした洪水層はⅤ区でも堆積し

ていなかった。さらに下位には浅間C軽石を含む黒色土

が堆積しており、浅間C軽石の一次堆積層は確認されな

かった。

Ⅵ区　Ⅵ区では浅間Ｂテフラの一次堆積層は10号溝の底

面にのみ認められ、全体としては浅間Ｂ軽石を含むⅢ層

が堆積していた。Ⅵ区中央部にはⅢ層の堆積もなかった。

この地点は微高地であり、浅間ＢテフラおよびⅢ層は削

平されたものと推定される。また、ⅣC層とした洪水層

はⅥ区でも堆積していなかった。さらに下位には浅間C

軽石を含む黒色土が堆積しており、浅間C軽石の一次堆

積層は確認されなかった。

Ⅶ区　Ⅶ区では遺跡内でここだけ浅間Ａ軽石の一次堆積

が残されていた。浅間Ｂテフラの一次堆積層は調査区全

域に堆積していた。Ⅶ区でもⅣC層とした洪水層は堆積

していなかった。さらに下位には浅間C軽石を含む黒色

土が堆積しており、浅間C軽石の一次堆積層は確認され

なかった。

Ⅷ区　ほぼ全域に浅間Ｂテフラの一次堆積層が堆積して

いた。Ⅷ区でもⅣC層とした洪水層は堆積していなかっ

たが、さらに下位には浅間C軽石を含む黒色土が堆積し

ており、浅間C軽石の一次堆積層は確認されなかった。

Ⅸ区　ほぼ全域に浅間Ｂテフラの一次堆積層が堆積して

いた。Ⅸ区でもⅣC層とした洪水層は堆積していなかっ

たが、上位のⅣB層に比定できる黄灰色シルトは一面に

堆積していた。さらに下位には浅間C軽石を含む黒色土

が堆積しており、浅間C軽石の一次堆積層は確認されな

かった。

（4）遺構確認面

　上新田中道東遺跡の調査では、1面－浅間Ｂテフラ直

下面、２面・3面―古代の洪水堆積物関連、4面－浅間

C軽石混土層下面の概ね4つの面で遺構の確認・掘り下

げ・記録をおこなった。しかし、複数の年次に分割した

調査だったことから、遺構確認面やその呼称を統一的に

記録することができなかった地点があった。

　平成16年度調査開始当初は、表土下で検出された浅間

Ａ軽石の復旧溝や近世以降の浅い溝等の遺構は局所的で

全体に及ばなかったことから、逐次記録していた。しか

し、これらは浅間Ｂテフラ層を切る深い遺構とともに、

1面とした浅間Ｂテフラ層直下より新しいことは明らか

で、Ⅰ区～Ⅲ区ではこれらを調査途中で分離し、遺構確

認面0面を加えている。また、古代の洪水層関連の土層

はⅠ区～Ⅲ区東半部にかけてのみ残存しており、２面・

3面の遺構確認はⅠ区～Ⅲ区東半部に限られていた。し

たがって、Ⅳ区～Ⅸ区では4面を２面と記録した。さら

に、平成22年度のⅡ区中央区の調査に際しては、Ⅲ層（浅

間Ｂ混土）上面および浅間Ｂテフラ上面で新たに遺構確

認ができ、0.5面、0.75面として調査・記録した。

　以上のような遺構確認面の複雑な状況を整理するため

に、本報告にあたっては下記の4つの時期にまとめて報

告することとした。その際、報告書と保存調査資料の対

第1表　上新田中道東遺跡の遺構確認模式表
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層 報告書遺構面名称 調査時面 Ⅸ区 Ⅷ区 Ⅶ区 Ⅵ区 Ⅴ区 Ⅳ区 Ⅲ区 Ⅱ区 Ⅰ区
Ⅰ　表土

中近世の遺構と遺物
Ⅱ 0
Ⅲ　浅間B軽石混土

中世の遺構と遺物

0.5 畦畔痕跡
0.75 耕作痕
1 疑似畦畔

浅間Bテフラ
Ⅳ 1 畦畔 畦畔

古代洪水層関連の
遺構と遺物

2 蹄跡
3 疑似畦畔

（9世紀後半洪水層）
Ⅴ
Ⅵ 3 畠

4
Ⅶ　浅間C軽石混土 古代~古墳時代の

遺構遺物Ⅷ 4あるいは2
Ⅸ



比に混乱を招く恐れがあることから、保存調査資料の遺

構面呼称を再編することはしなかった。本報告書では下

記の通り時期名で遺構面を表し、調査時の遺構面呼称や

検出された遺構との対照を第1表に示した。ただし、自

然科学的分析報告では調査時の名称が残った部分もあ

る。また、遺構番号の付け替えは行わざるを得なかった

が、これは第２表（P.17）で明示した。

中近世の遺構面　表土直下あるいは浅間Ｂテフラより上

位で確認した遺構である。調査時には浅間Ｂテフラおよび

浅間Ｂ混土層を除去した面で遺構を記録した地点が多い

が、明らかに浅間Ｂテフラ降下以降の遺構確認面である。

浅間Ａ軽石降下被災の田畠に対する復旧溝や、浅間Ｂテ

フラ下水田の畦や水路を壊して造られた水路が確認され

ている。これらについては浅間Ｂテフラ直下の遺構とと

もに図化や写真撮影を実施した地点が多いが、今回の報

告では、遺跡内容を理解しやすいように、中近世の遺構

として分離して報告した。また、本層位の細分が可能で、

遺構確認を分けておこなったⅡ区中央区については、耕

作遺構の変遷を重視して中世の遺構として編集した。

中世の遺構面　浅間Ｂ混土上面、浅間Ｂ混土下面、浅間

Ｂテフラ直下の3面で検出された遺構である。1108（天

仁元）年の浅間山噴火前後の遺構である。本書では、中

世の開始期を近年の研究成果（註3）から院政期以降とし

た。したがって浅間Ｂテフラの降下は中世と記載した。

　浅間Ｂ混土上面での遺構確認はⅡ区のみであった。

　浅間Ｂ混土下面での遺構確認はⅡ区と、Ⅳ区～Ⅵ区で

おこなった。Ⅱ区では耕作痕、Ⅳ区～Ⅵ区では水田の疑

似畦畔を検出した。この２地点の遺構が同時期かどうか

は厳密には判断できない。

　浅間Ｂテフラ一次堆積層の直下では、Ⅰ区～Ⅲ区・Ⅶ

～Ⅸ区で水田を検出した。いずれの区でも浅間Ｂテフラ

降下ユニットの下半部のみではあったが一次堆積層が

残っていた。

古代洪水層関連の遺構面　ⅣB層下位、Ⅴ層上面、Ⅵ層

上面、Ⅵ層上面やや下位で確認した遺構である。ⅣB ～

Ⅵ層は古代以降の洪水堆積物が土壌化した層位と推定さ

れる。この層位が検出されたのはⅠ区～Ⅲ区東半にかけ

てに限られる。したがって、この層位で遺構が確認でき

たのはこの地点のみである。

　Ⅲ区東半からⅡ区西半の土層断面のごく一部では、

２～3枚の洪水層が残されていたが、層厚が薄いために

その下面を検出する調査はできなかった。Ⅲ区28号溝や

牛蹄跡の底面には、複数の洪水層のうち、いずれかの砂

礫層が一次堆積で残されていた。本報告では、ⅣB層を

掘り下げる途中で牛蹄跡とみられる小穴が確認できはじ

める面を古代①ⅣB層上面、Ⅵ層上面で疑似畦畔および

鋤跡と推定される耕作痕跡が検出された面を古代②Ⅵ層

上面、Ⅵ層を掘り下げる途中で畠が検出された面を古代

③Ⅵ層中位面、さらにⅥ層を掘り下げてⅦ面上位で検出

された遺構のうち、砂質土やシルトで埋まっていた遺構

を古代④Ⅵ層下面と呼ぶ。

古代~古墳時代の遺構面　Ⅷ層上面で確認した遺構であ

る。浅間C軽石を含む黒色土を除去した面で、竪穴住居

や溝・土坑などを検出した。Ⅰ区からⅨ区まで全域に認

められる遺構確認面である。ここで検出された遺構は4

世紀のものがほとんどである。一部に７～8世紀の遺構

や６世紀の土器も含まれている。倒木痕も顕著に検出さ

れたが、浅間C軽石を含む黒色土が落ち込んでいるもの

が多い。ほとんどの倒木時期は古墳時代前期以降と推定

される。

（5）遺構の調査

　上新田中道東遺跡では、これまで述べてきたように各

区で異なる遺構の埋没状況であったが、概ね4面の遺構

確認面で調査を行った。基本的には排土置き場は調査区

内であったことから、区ごとに遺構面調査の進捗状況は

異なる。詳細は次節の発掘調査の経過で述べるが、工事

工程上の問題があり、年度をこえての各区の調査となっ

たために、発掘区全体を同一の遺構面として、調査・記

録することはできなかった。

　各区とも遺構面やや上層までは、表土層・間層ともに

大型掘削機による掘削を行った。その後、ジョレンを用

いて人力による遺構確認作業を行った。遺構確認作業と

並行しながら、移植ゴテを用いた遺構調査を開始した。

　Ⅳ区北区およびⅥ区では、遺構の調査が終了した後、

3ｍ×4ｍのトレンチを1か所ずつ設定し、旧石器調査
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を行った。調査は約2.4万年前、ローム上面下約1.7ｍの

浅間室田軽石（As-MP）下に位置する粘質土層（基本土層Ⅹ

層）まで実施した。この調査で旧石器は出土しなかった。

（６）発掘調査の記録

　発掘調査にあたっては、図面・写真および調査所見メ

モを記録した。

　図面は各遺構の平面図と断面図、遺構全体図を作成し

た。平成16年度の調査では、現場では遺構平面図・断面

図共に手実測し、紙での記録とした。全体図は航空測量

をしたが、こちらも紙での記録とした。しかし調査終了

時に、将来的なデジタル化に備え、すべての図面に通し

番号を付し、アナログ図面のデジタルデータ化を委託実

施した。平成20～22年度の調査でも、各遺構の平面図・

遺構全体図を作成したが、すべてデジタル測量を委託し、

EPSデータで作成した。断面図は遺構図に対応する縮尺

で発掘作業員が手実測したが、これも最終的にはデジタ

ルデータ化した。

　各遺構の埋没状況については、土層観察用の土手を十

字に設定し、すべての遺構で土層断面図を作成した。断

面図の土層の注記は、全体の土層の色調や硬度を記載し、

特徴的な夾雑物とその相対的な量を記載した。基本土層

を実測した土層断面では遺構・遺物を理解するにあたっ

て必要不可欠であるので、土壌のテフラ分析を委託し、

記載した。

　遺構写真は、平成16年度の調査ではブローニーモノク

ロフィルムを用いた６×７カメラおよび35㎜銀塩カメラ

で、撮影対象・撮影日・撮影方向を添付し、地上撮影し

た。発掘区の全景写真・航空測量は高所作業車から撮

影した。撮影した銀塩写真はベタ焼きを遺構ごとに整

理し、撮影対象・撮影日・撮影方向を記入したネガ検索

台紙を作成した。平成20年度以降は、ブローニーモノク

ロフィルムを用いた６×７銀塩カメラおよび35㎜デジタ

ルカメラで、撮影対象・撮影日・撮影方向を添付し、地

上撮影した。デジタル写真はオリジナルのRAW形式と、

JPEG形式で現像したデータを保存した。平成21年度から

は、オリジナルのRAWデータと遺構名等の一定ルールで

リネームしたRAW形式のデータのみ保存した。

　また、遺跡の立地を記録するために航空写真撮影を委

託して実施した。

3.発掘調査の経過

　上新田中道東遺跡の発掘調査は平成16年、20年、21年、

22年に実施した。調査進行の概略は次の通りである。こ

こでの面表記は第1表の調査時の面呼称のままである。

平成16年度

4月1日　調査準備開始。

4月8日　調査区掘削準備開始。

4月9日　安全柵設置等の環境整備。調査区設定。

4月13日　調査区整備。

4月15日　Ⅲ区南北の排水溝掘削開始。調査面数の確認。

4月20日　Ⅲ区1面表土掘削開始。一部でAs-Aの復旧溝を

確認し調査開始。Ⅱ区南北の排水溝掘削開始。

4月23日　Ⅲ区蛭堀掘削開始。表土掘削作業。

4月26日　Ⅱ区表土掘削。As-B下水田検出作業開始。

5月７日　Ⅱ区表土掘削終了。　２面遺構調査開始。

5月14日　Ⅲ区1号掘立柱建物調査。

5月19日　Ⅲ区1面全景写真撮影・航空測量。個別遺構

撮影。全体測量。

６月２日　Ⅲ区２面掘削開始。

６月3日　Ⅱ区1面全景写真撮影・航空測量。個別遺構

撮影。全体測量。

６月７日　Ⅱ区２面掘削開始。　

６月17日　Ⅱ区・Ⅲ区全景写真撮影・航空測量。個別遺

構撮影。全体測量。

６月18日　Ⅱ区西半3面検出作業開始。Ⅲ区西半4面検

出作業開始。

６月21日　Ⅰ区排水溝掘削開始。

６月22日　Ⅲ区東半3面検出作業開始。

６月23日　Ⅰ区表土掘削開始。As-Aの復旧溝（0面）確認。

６月29日　Ⅱ区・Ⅲ区3面全景写真撮影・航空測量。

６月30日　Ⅰ区1面掘削開始。

７月1日　Ⅱ区・Ⅲ区4面検出作業開始。

７月７日　Ⅱ区南区埋戻し開始。

７月12日　Ⅱ区北区埋戻し開始。

７月14日　Ⅳ区排水溝掘削開始。

７月15日　Ⅲ区南区埋戻し開始。Ⅳ区表土掘削開始。

７月21日　Ⅰ面北区Ⅰ面精査終了。Ⅳ区南区表土掘削終

了。Ⅴ区排水溝掘削開始。

７月23日　Ⅴ区表土掘削終了。
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8月６日　Ⅰ区1面全景写真撮影・航空測量。

8月17日　Ⅲ区北区遺構調査終了。

8月20日　Ⅳ区南区1面調査開始。

8月27日　Ⅰ区南区1面、Ⅲ区北区4面全景写真撮影・

航空測量。

9月8日　Ⅰ区北区3面、Ⅰ区南区4面全景写真撮影。

9月14日　Ⅳ区・Ⅴ区南区1面全景写真撮影・航空測量。

10月13日　Ⅰ区北区4面全景写真撮影・航空測量。

10月18日　Ⅲ区北区埋戻し開始。

10月22日　Ⅰ区北区埋戻し開始。

10月29日　Ⅴ区4面全景写真撮影。

11月5日　Ⅳ区方形周溝墓全景写真撮影。

11月9日　Ⅳ区南区全景写真撮影・航空測量。

11月11日　Ⅴ区南区埋戻し開始。

11月24日　Ⅳ区南区調査終了。

12月２日　Ⅳ区・Ⅴ区北区排水溝掘削開始。

12月3日　Ⅴ区北区表土掘削開始。

12月9日　Ⅳ区北区表土掘削開始。

1月12日　Ⅳ区北区1面全景写真撮影・航空測量。

1月28日　Ⅳ区・Ⅴ区1面全景写真撮影・航空測量。

3月16日　Ⅳ区・Ⅴ区4面全景写真撮影・航空測量。

3月22日　Ⅳ区・Ⅴ区埋戻し開始。

3月29日　Ⅳ区・Ⅴ区埋戻し終了。現場事務所撤収。

平成20年度

10月27日　Ⅲ区・Ⅳ区中央区排水溝掘削開始。

10月29日　Ⅳ区表土掘削開始。

11月10日　Ⅲ区中央区２面全景写真撮影。

11月15日　Ⅴ区表土掘削開始。

11月29日　Ⅵ区・Ⅶ区掘削準備開始。

12月5日　Ⅶ区排水溝掘削完了。

12月8日　Ⅶ区表土掘削開始。

12月12日　Ⅲ区中央区全景写真撮影。

12月25日　Ⅲ区・Ⅴ区中央区全景写真撮影。

1月5日　Ⅳ区表土掘削開始。

1月７日　Ⅳ区旧石器試掘トレンチ掘削。Ⅴ区測量終了。

1月15日　Ⅴ区埋戻し開始。Ⅵ区全景写真撮影。

1月16日　Ⅳ区遺構確認作業再開。

1月22日　Ⅶ区測量終了。

1月28日　Ⅶ区埋戻し開始。

２月3日　Ⅵ区表土掘削開始。

２月4日　Ⅳ区全景写真撮影。

２月６日　Ⅵ区遺構確認作業開始。

２月10日　Ⅳ区埋戻し開始。

3月5日　Ⅵ区1面全景写真撮影。

3月18日　Ⅵ区4面全景写真撮影

3月23日　Ⅵ区旧石器試掘トレンチ掘削。

3月24日　Ⅵ区埋戻し開始。

3月27日　Ⅵ区埋戻し終了。調査終了。現場事務所撤収。

平成21年度

1月13日　調査区掘削準備開始。

1月14日　Ⅷ区排水溝掘削。表土掘削開始。

1月15日　Ⅷ区1面遺構確認作業・精査作業開始。

1月28日　Ⅷ区1面全景写真撮影。

２月２日　Ⅸ区排水溝掘削、表土掘削開始。

２月3日　Ⅸ区1面全景写真撮影。

２月9日　Ⅷ区植物珪酸体分析試料採取。

２月10日　Ⅸ区遺構調査開始。

２月17日　Ⅷ区4面調査開始。

２月23日　Ⅸ区1面全景写真撮影。

3月9日　Ⅷ区4面全景写真撮影。

3月11日　Ⅷ区測量終了。

3月12日　Ⅷ区埋戻し開始。

3月17日　Ⅷ区埋戻し終了。Ⅸ区4面全景写真撮影。

3月18日　Ⅸ区土層剥ぎ取り作業。

3月19日　Ⅸ区埋戻し開始。

3月26日　調査事務所撤収。

平成22年度

７月13日　Ⅰ区排水溝掘削。

７月14日　Ⅰ区表土掘削開始。

７月20日　Ⅰ区遺構確認作業開始。

７月28日　Ⅰ区1面全景写真撮影。航空測量。

8月4日　Ⅰ区２面掘削開始。

8月10日　Ⅰ区２面As-B下水田検出作業開始。

8月24日　Ⅰ区２面全景写真撮影。航空測量。

8月30日　Ⅰ区3面掘削開始。

9月14日　Ⅰ区3面全景写真撮影。航空測量。

9月22日　Ⅰ区4面掘削開始。
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10月1日　Ⅰ区4面遺構確認作業。

10月8日　Ⅰ区4面全景写真撮影。

　　　　　Ⅱ区東半部排水溝掘削。

10月12日　Ⅱ区東半部表土掘削開始。

10月14日　Ⅱ区東半部1Ａ面遺構確認作業開始。

10月18日　Ⅰ区調査終了。埋戻開始。

10月22日　Ⅱ区東半部1Ａ面全景写真撮影。

10月27日　Ⅰ区埋戻終了。

10月29日　Ⅱ区東半部1Ｂ面掘り下げ調査開始。

11月２日　Ⅸ区調査準備。

11月4日　Ⅸ区南区掘削開始。

11月8日　Ⅸ区北区掘削開始。

11月10日　Ⅱ区東半部1Ｂ面全景写真撮影。

11月12日　Ⅱ区東半部２面As-B下水田検出作業開始。

11月24日　Ⅸ区調査終了。

12月1日　Ⅱ区東半部２面全景写真撮影。航空測量。

12月２日　Ⅱ区東半部3面掘り下げ調査開始。

12月13日　Ⅱ区東半部3面全景写真撮影。航空測量。

12月16日　Ⅱ区東半部4面トレンチ調査開始。

12月17日　Ⅱ区東半部4面全景写真撮影。

12月20日　Ⅱ区東半部北壁土層断面記録。埋戻開始。

12月27日　Ⅱ区東半部埋戻終了。

1月６日　Ⅱ区西半部表土掘削開始。

1月７日　Ⅱ区西半部遺構確認作業開始。

1月18日　Ⅱ区西半部1面全景写真撮影。掘り下げ開始。

1月19日　Ⅱ区西半部1Ａ面遺構確認作業開始。

1月24日　Ⅱ区西半部1Ａ面全景写真撮影。

1月25日　Ⅱ区西半部1Ｂ面掘り下げ・遺構確認作業開始。

1月28日　Ⅱ区西半部1Ｂ面全景写真撮影。

1月31日　Ⅱ区西半部２面As-B下水田検出作業開始。

２月10日　Ⅱ区西半部２面全景写真撮影。航空測量。

２月14日　Ⅱ区西半部3面掘り下げ・遺構確認作業開始。

２月17日　Ⅱ区西半部3面全景写真撮影。

２月23日　Ⅱ区西半部4面トレンチ調査開始。

２月26日　Ⅱ区西半部4面全景写真撮影。

3月７日　Ⅱ区西半部4面全景写真撮影。

3月9日　Ⅱ区西半部調査終了。埋戻開始。

3月16日　Ⅱ区西半部埋戻終了。

4.整理作業の経過と方法

（1）整理作業の経過

　上新田中道東遺跡の発掘調査成果・出土資料の整理作

業および報告書刊行業務は、平成21年度から23年度にか

けて実施した。

平成21年度

　上新田中道東遺跡の平成21年度整理事業は、平成20年

度 国 道354号（玉村バイパス）道路改築事業（二次補正）に

ともなう整理作業として実施された。本事業は、平成21

年3月18日付けで群馬県教育委員会文化課から、平成21

年3月23日付けで群馬県中部県民局伊勢崎土木事務所か

ら財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団に依頼があり、

調整が重ねられた結果、平成21年3月31日付けで、伊勢

崎土木事務所と財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団と

の間で委託契約を締結した。業務の履行期間は平成21年

3月31日～平成21年12月31日、整理期間は4月1日から

12月31日までである。

　本契約には、当初上新田中道東遺跡の整理作業は含ま

れていなかったが、平成21年12月11日付で、契約の変更

をおこない、新たに平成22年２月1日から3月31日に上

新田中道東遺跡の整理業務が実施されることになった。

　遺構データの集積・確認、遺構台帳の作成、遺構写真

の整理、出土遺物の分類・接合作業を一部おこなった。

遺構関連では、２次にわたる調査で検出された遺構の

データを集積し、全体が把握できる遺構台帳の作成をお

こなった。平成20年度発掘調査で撮影したデジタル遺構

写真のファイル名の変更をおこなった。出土遺物の整理

作業は、発掘区・発掘面に再分類し、出土遺物の概要を

記録しながら、接合作業および復元作業を開始した。

平成22年度

　上新田中道東遺跡の平成22年度整理事業は、平成21年

度国道354号（玉村バイパス）地域活力基盤創造事業に伴

う埋蔵文化財の整理事業として実施された。平成22年3

月11日付けで群馬県教育委員会文化課から、平成22年3

月18日付けで群馬県中部県民局伊勢崎土木事務所から財

団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団に依頼があり、調整

が重ねられた結果、平成22年3月31日付けで、伊勢崎土
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木事務所と財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団との間

で委託契約を締結した。業務の履行期間は平成22年3月

31日～平成23年3月31日、整理期間は平成22年4月1日

から23年２月28日までである。

　平成22年度の整理作業では、遺物接合・復元の継続、

遺物写真撮影、遺物実測・トレース、遺物観察、遺構図

面の修正・編集、版下作成、写真図版レイアウト、本文

原稿執筆をおこなった。

平成23年度

　上新田中道東遺跡の平成23年度整理事業は、平成22年

度国道354号高崎玉村バイパス（玉村工区）社会資本総合整

備（活力創出基盤整備）事業に伴う埋蔵文化財の整理事業

として実施された。平成23年3月11日付けで群馬県教育

委員会文化課から、平成23年3月18日付けで群馬県中部

県民局伊勢崎土木事務所から財団法人群馬県埋蔵文化財

調査事業団に依頼があり、調整が重ねられた結果、平成

23年3月31日付けで、伊勢崎土木事務所と財団法人群馬

県埋蔵文化財調査事業団との間で委託契約を締結した。

業務の履行期間は平成23年3月31日～平成24年3月31日、

整理期間は平成23年4月1日から平成24年２月29日まで

である。

　平成23年度の整理作業では、平成22年度に発掘調査さ

れたⅠ区・Ⅱ区の遺構図面や出土遺物の整理作業を追加

し、遺物接合・復元、遺物写真撮影、遺物実測・トレー

ス、遺物観察、遺構図面の修正・編集、版下作成、写真

図版レイアウト、本文原稿執筆をおこなった。

（２）遺物の整理

　遺物の整理は、土器と石器類、金属製品および木質遺

物を対象とした。

　土器は遺構ごとに接合を行った。接合作業は遺構内の

遺物出土状況を平面図および写真と確認しながら実施し

た。遺構外で出土した同時期同型式の遺物とも接合を試

みた。次に遺物出土状態や個体数・形態差・構成比等を

勘案し、報告書に掲載する遺物を選択した。今回選択し

た土器は、縄文土器６点、弥生土器11点、土師器・須恵

器611点、中近世陶磁器・土器125点である。選択できな

かった土器は遺構ごとに種別を分類し、計数して収納し

た。報告書掲載土器は復元し、写真撮影をおこなった。

遺物写真は当事業団写真室でデジタルカメラを用いて撮

影した。土器実測図は等倍で作成した。完形に近い土器

はスリースペースシステムで測点し、その印刷出力図を

補測・製図した。破片の土器は断面実測をおこない、縄

文原体や文様が読み取れるように留意して採拓した。土

器のトレースは墨入れでおこなった。拓本とトレースは

台紙に貼付し、スキャニングし縮小してデジタルデータ

とした。土器の観察は表形式にまとめた。色調は『標準

土色帖』の色名を用いて記載し、器形実測できた土器の

口径・底径・高さは実測図から計測した。胎土は特徴的

な夾雑物を中心に記載した。文様および整形技法を属性

表に記載した。

　石器類は全点を石器、剥片、礫・礫片に形態分類した。

石器は42点が分類されたが、器種を網羅するように選択

し、33点を報告書掲載とした。剥片、礫・礫片は出土位

置ごとに計数し収納した。石器の実測図は大型品1/2、

その他は等倍で作成した。石器を長焦点カメラで撮影し、

その印刷出力図を補測・製図した。トレースは墨入れで

おこない、一部の拓本とともにスキャニングして縮小し

デジタルデータ化した。石器の属性―長さ・幅・厚さ・

重さ・石材等は表形式にまとめた。石材の同定は群馬県

地質研究会の飯島静男氏に依頼した。形状・調整加工の

特徴は属性表に記載した。また47点の古墳時代以降の石

製品を分類した。これらも器種を網羅するように30点を

選択し実測報告した。

　金属製品および鉄生産関連遺物は、全点を形態分類し、

鉄製品と銭貨、キセル、鉄滓等を確認した。鉄製品と銭貨、

キセルは51点をクリーニングし、報告書掲載とし、写真

撮影・実測・トレースを行った。

　木質遺物は、生体遺存のものと炭化材がある。生体遺

存の遺物は調査時に略測・観察・写真撮影を実施し、加

工の有無を確認し、実測の要・不要を決定した後、水漬

け保存をした。整理時には要実測遺物10点について改め

て写真撮影をし、実測した。これらの実測木製品と加工

痕跡のない自然木を含めて、組織観察用の切片をとって、

樹種同定をおこなった。炭化材は小破片が多く、樹種同

定までには至らなかった。
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（3）遺構図面・写真の整理

　遺構図面については、平成16年度と、平成20年度以降

の調査では測量方法が異なっていたことから、整理作業

ではそれらの統一を図りながら作業を行った。平成16年

度分の全体図の測量データは、受託業者のデータを入手

し活用させていただいた。平面図・断面図デジタルデー

タの修正作業をおこない、全体図のデジタルデータの差

し替えをおこなった。

　平成20～22年度の遺構図は平面図・断面図ともデジタ

ルデータで作成しており、それの修正作業・編集作業を

おこなった。また、全体図や遺跡位置図・遺跡分布図等

を編集しEPSデータとした。

　遺構写真については、発掘調査で撮影したモノクロ写

真およびデジタル写真から掲載写真を選択した。銀塩

フィルムの写真はネガをスキャニングしてTiffデータと

した。平成20年度撮影のデジタル遺構写真はファイル名

の変更をおこなった。これらの報告書掲載写真はサイズ

調整・レベル補正を実施して、写真図版の原稿データを

作成した。最終的には現場撮影・遺構名リネームのRAW

データと、遺物も含む報告書掲載写真のJPEGデータを保

存してある。

（4）報告書の編集

　本文・遺物観察表等の原稿は上記作業と平行して執筆

した。上記で作成した各種デジタルデータをアドビ社イ

ンデザインにより組版し報告書のフルデジタル印刷原稿

を作成した。印刷原稿データの推敲・校正・編集修正を

実施し、報告書を刊行した。本報告書では遺構番号の付

け替えを行わざるを得なかったが、第２表に対照一覧表

を掲げた。

第２表　上新田中道東遺跡遺構名称付け替え遺構一覧表
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発掘区 調査
年度

調査時
遺構番号 報告書遺構番号

Ⅲ C 20 1 土坑 110 土坑
Ⅲ C 20 10 土坑 119 土坑
Ⅲ C 20 1 ピット 86 ピット
Ⅲ C 20 2 ピット 87 ピット
Ⅲ C 20 3 ピット 88 ピット
Ⅲ C 20 13 溝

2 溝
Ⅲ S 16
Ⅲ N 16

5 溝
Ⅲ C 20 8 溝
Ⅲ N 16

6 溝
Ⅲ C 20 10 溝
Ⅲ C 20 2 溝 36 溝
Ⅲ C 20 3 溝 37 溝
Ⅲ C 20 6 溝 38 溝
Ⅲ C 20 7 溝 39 溝
Ⅲ C 20 9 溝 40 溝
Ⅲ C 20 15 溝 41 溝
Ⅲ C 20 14 溝 42 溝
Ⅲ C 20 3・4 土坑 6 復旧溝
Ⅳ C 20 1 土坑 77 土坑
Ⅳ C 20 2 土坑 78 土坑
Ⅳ C 20 4 溝 蛭堀
Ⅳ N 16

1 溝Ⅳ C 20
Ⅳ S 16 2 溝
Ⅳ S 16 2 溝 1B 溝
Ⅳ S 16 1 溝

2 溝
Ⅳ C 20
Ⅳ C 20 3 溝 43 溝
Ⅳ N 16

45 溝
Ⅳ C 20 5 溝
Ⅳ N 16

46 溝
Ⅳ C 20 6 溝
Ⅳ N 16

47 溝
Ⅳ C 20 7 溝
Ⅳ N 16

48 溝
Ⅳ C 20 8 溝
Ⅳ C 20 9 溝 49 溝
Ⅳ N 16 50 溝
Ⅳ C 20 1 復旧溝 4 復旧溝
Ⅴ C 20 1 土坑 79 土坑
Ⅴ C 20 2 土坑 80 土坑
Ⅴ C 20 3 土坑 81 土坑
Ⅴ C 20 4 土坑 82 土坑

発掘区 調査
年度

調査時
遺構番号 報告書遺構番号

Ⅴ C 20 5 土坑 83 土坑
Ⅴ W 20 1 ピット 99 ピット
Ⅴ W 20 2 ピット 100 ピット
Ⅴ S 16 1 溝 2 溝
Ⅴ S 16

3 溝
Ⅴ W 20 2 溝
Ⅴ S 16 4 溝
Ⅴ S 16

5 溝
Ⅴ W 20 1 溝
Ⅴ S 16

7 溝
Ⅴ W 20 3 溝

発掘区 調査
年度

調査時
遺構番号 報告書遺構番号

Ⅱ C 22 耕作痕 名称なし
Ⅱ C 22 0.5面下 耕作痕 1 耕作痕
Ⅱ C 22 1 鋤痕 2 耕作痕
Ⅱ C 22 2 鋤痕 3 耕作痕
Ⅲ C 20 4 溝
Ⅲ S 16 22 溝
Ⅲ C 20 1 溝 43 溝

中世遺構面

中近世遺構面

古代洪水層関連遺構面

発掘区 調査
年度

調査時
遺構番号 報告書遺構番号

Ⅱ N 16
17 溝Ⅱ C 22

Ⅱ S 16 18 溝
Ⅲ C 20 2 土坑 111 土坑
Ⅲ C 20 6 土坑 115 土坑
Ⅲ C 20 4 ピット 89 ピット
Ⅲ C 20 5 ピット 90 ピット
Ⅲ C 20 6 ピット 91 ピット
Ⅲ C 20 7 ピット 92 ピット
Ⅲ C 20 8 ピット 93 ピット
Ⅲ C 20 9 ピット 94 ピット
Ⅲ C 20 10 ピット 95 ピット
Ⅲ C 20 11 ピット 96 ピット
Ⅲ C 20 12 ピット 97 ピット
Ⅲ C 20 14 ピット 98 ピット
Ⅲ C 20 15 ピット 99 ピット
Ⅲ C 20 18 ピット 101 ピット
Ⅲ C 20 19 ピット 102 ピット
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発掘区 調査
年度

調査時
遺構番号 報告書遺構番号

Ⅲ C 20 20 ピット 103 ピット
Ⅲ C 20 21 ピット 104 ピット
Ⅲ C 20 16 ピット 9号住居P1
Ⅲ C 20 c ピット 9号住居P2
Ⅲ C 20 13 ピット 9号住居P3
Ⅲ C 20 J ピット 9号住居P4
Ⅲ N 16

28 溝Ⅲ C 20 5 溝
Ⅲ S 16 30 溝
Ⅲ N 16

29 溝
Ⅲ N 16 32 溝
Ⅲ N 16 29 溝の北半部 30 溝
Ⅲ N 16 31 溝
Ⅲ N 16 35 溝

古代~古墳時代遺構面

発掘区 調査
年度

調査時
遺構番号 報告書遺構番号

Ⅰ N 16
22 溝Ⅰ C 20

Ⅰ S 16 23 溝
Ⅲ N 16 60 土坑 2号掘立柱建物P3
Ⅲ C 20 5 土坑 114 土坑
Ⅲ C 20 7 土坑 116 土坑
Ⅲ C 20 8 土坑 117 土坑
Ⅲ C 20 9 土坑 118 土坑
Ⅲ N 16 15 ピット 2号掘立柱建物P4
Ⅲ N 16 16 ピット 3号掘立柱建物P9
Ⅲ N 16 17 ピット 3号掘立柱建物P1
Ⅲ N 16 18 ピット 3号掘立柱建物P7
Ⅲ N 16 22 ピット 2号掘立柱建物P2
Ⅲ N 16 28 ピット 3号掘立柱建物P2
Ⅲ N 16 30 ピット 2号掘立柱建物P1
Ⅲ N 16 32 ピット 3号掘立柱建物P6
Ⅲ N 16 33 ピット 4号掘立柱建物P1
Ⅲ N 16 34 ピット 4号掘立柱建物P2
Ⅲ N 16 35 ピット 4号掘立柱建物P4
Ⅲ N 16 36 ピット 4号掘立柱建物P3
Ⅲ N 16 41 ピット 5号掘立柱建物P5
Ⅲ N 16 42 ピット 5号掘立柱建物P4
Ⅲ N 16 44 ピット 5号掘立柱建物P3
Ⅲ N 16 45 ピット 5号掘立柱建物P6
Ⅲ N 16 46 ピット 5号掘立柱建物P11
Ⅲ N 16 47 ピット 5号掘立柱建物P2
Ⅲ N 16 48 ピット 5号掘立柱建物P1
Ⅲ N 16 49 ピット 5号掘立柱建物P7
Ⅲ N 16 50 ピット 5号掘立柱建物P8
Ⅲ N 16 51 ピット 5号掘立柱建物P9
Ⅲ N 16 52 ピット 5号掘立柱建物P10
Ⅲ N 16 53 ピット 1号柱穴列P3
Ⅲ N 16 54 ピット 1号柱穴列P2
Ⅲ N 16 55 ピット 1号柱穴列P1
Ⅲ N 16 56 ピット 1号柱穴列P4
Ⅲ N 16 61 ピット 3号掘立柱建物P5
Ⅲ N 16 62 ピット 3号掘立柱建物P3
Ⅲ N 16 73 ピット 3号掘立柱建物P8
Ⅲ N 16 74 ピット 3号掘立柱建物P4
Ⅲ C 20 17 ピット 100 ピット
Ⅲ C 20 22 ピット 105 ピット
Ⅲ C 20 23 ピット 106 ピット
Ⅲ C 20 24 ピット 107 ピット
Ⅲ C 20 25 ピット 108 ピット
Ⅲ C 20 26 ピット 109 ピット
Ⅲ C 20 27 ピット 110 ピット
Ⅲ C 20 28 ピット 111 ピット
Ⅲ C 20 a ピット 112 ピット
Ⅲ C 20 b ピット 113 ピット
Ⅲ C 20 d ピット 114 ピット
Ⅲ C 20 e ピット 115 ピット
Ⅲ C 20 f ピット 116 ピット
Ⅲ C 20 g ピット 117 ピット
Ⅲ C 20 h ピット 118 ピット
Ⅲ C 20 i ピット 119 ピット
Ⅲ C 20 ｋ ピット 120 ピット
Ⅲ N 16

33 溝
Ⅲ C 20 16 溝
Ⅲ N 16 34 溝
Ⅳ S 16 25 土坑 2号周溝墓
Ⅳ S 16 26 土坑 2号周溝墓

発掘区 調査
年度

調査時
遺構番号 報告書遺構番号

Ⅳ S 16 2 流路
1 凹地Ⅳ S 16 3 流路

Ⅳ N 16 4 流路
Ⅴ N 16 45 ピット 2 住居ピット
Ⅴ N 16 46 ピット 2 住居ピット
Ⅴ N 16 47 ピット 2 住居ピット
Ⅴ N 16 66 ピット 2 住居ピット
Ⅴ N 16 71 ピット 2 住居ピット
Ⅴ N 16 72 ピット 2 住居ピット
Ⅴ N 16 73 ピット 2 住居ピット
Ⅴ N 16 89 ピット 2 住居ピット
Ⅴ N 16 90 ピット 2 住居ピット
Ⅴ N 16 91 ピット 2 住居ピット
Ⅴ N 16 92 ピット 2 住居ピット
Ⅴ N 16 93 ピット 2 住居ピット
Ⅴ N 16 96 ピット 2 住居ピット
Ⅴ S 16 1 流路 2 凹地
Ⅴ N 16 5 流路 3 凹地
Ⅴ N 16 6 流路 4 凹地
Ⅵ 20 6 ピット 2号住居P1b
Ⅵ 20 7 ピット 2号住居P1a
Ⅵ 20 8 ピット

1号住居P5
Ⅵ 20 9 ピット
Ⅵ 20 10 ピット 2号住居P2b
Ⅵ 20 12 ピット 2号住居P2a
Ⅵ 20 13 ピット 2号住居P4b
Ⅵ 20 14 ピット 2号住居P4a
Ⅵ 20 15 ピット 2号住居P3a
Ⅵ 20 16 ピット 2号住居P3b
Ⅵ 20 26 ピット 1号掘立柱建物P6
Ⅵ 20 27 ピット 1号掘立柱建物P1
Ⅵ 20 29 ピット 1号掘立柱建物P2
Ⅵ 20 31 ピット 1号掘立柱建物P5
Ⅵ 20 32 ピット 1号掘立柱建物P3
Ⅵ 20 33 ピット 1号掘立柱建物P4
Ⅵ 20 57 ピット 1号柱穴列P2
Ⅵ 20 58 ピット 1号柱穴列P3
Ⅵ 20 59 ピット 1号柱穴列P4
Ⅵ 20 60 ピット 1号柱穴列P5
Ⅵ 20 61 ピット 1号柱穴列P6
Ⅵ 20 62 ピット 1号柱穴列P8
Ⅵ 20 68 ピット 1号柱穴列P7
Ⅵ 20 75 ピット 2号掘立柱建物P17
Ⅵ 20 76 ピット 2号掘立柱建物P24
Ⅵ 20 77 ピット 2号掘立柱建物P21
Ⅵ 20 78 ピット 2号掘立柱建物P18
Ⅵ 20 79 ピット 2号掘立柱建物P22
Ⅵ 20 80 ピット 2号掘立柱建物P12
Ⅵ 20 81 ピット 2号掘立柱建物P13
Ⅵ 20 82 ピット 2号掘立柱建物P14
Ⅵ 20 83 ピット 2号掘立柱建物P15
Ⅵ 20 84 ピット 2号掘立柱建物P10
Ⅵ 20 185 ピット 2号掘立柱建物P11
Ⅵ 20 87 ピット 2号掘立柱建物P23
Ⅵ 20 88 ピット 2号掘立柱建物P19
Ⅵ 20 97 ピット 3号掘立柱建物P7
Ⅵ 20 99 ピット 3号掘立柱建物P1
Ⅵ 20 106 ピット 3号掘立柱建物P6
Ⅵ 20 136 ピット 3号掘立柱建物P5
Ⅵ 20 146 ピット 2号掘立柱建物P20
Ⅵ 20 148 ピット 2号掘立柱建物P6
Ⅵ 20 149 ピット 2号掘立柱建物P6
Ⅵ 20 151 ピット 2号掘立柱建物P5
Ⅵ 20 152 ピット 2号掘立柱建物P4
Ⅵ 20 153 ピット 2号掘立柱建物P4
Ⅵ 20 157 ピット 2号掘立柱建物P3
Ⅵ 20 158 ピット 2号掘立柱建物P3
Ⅵ 20 159 ピット 2号掘立柱建物P16
Ⅵ 20 160 ピット 2号掘立柱建物P2
Ⅵ 20 161 ピット 2号掘立柱建物P1
Ⅵ 20 166 ピット 2号掘立柱建物P8
Ⅵ 20 167 ピット 2号掘立柱建物P9
Ⅵ 20 172 ピット 3号掘立柱建物P4
Ⅵ 20 173 ピット 3号掘立柱建物P2
Ⅵ 20 175 ピット 2号掘立柱建物P7
Ⅵ 20 176 ピット 2号掘立柱建物P7
Ⅵ 20 177 ピット 1号柱穴列P1
Ⅵ 20 178 ピット 3号掘立柱建物P3



国道 354 号バイパス

上新田中道東遺跡

０ ２km１: 50,000

第２章　遺跡の立地と歴史的環境

1.遺跡の位置と地形

（1）前橋台地の地形

　上新田中道東遺跡のある佐波郡玉村町は群馬県南部に

あり、町の北～東方には利根川、西部には井野川、南部

には烏川が流れている。利根川左岸にある樋越地区・上

福島地区を除く町の大部分は、上記の三河川に囲まれた

低地部に位置している。現在の玉村町は北西から南東に

向かって緩傾斜する低平な水田地帯であるが、利根川の

変流や天明の浅間山噴火に伴う近世以降の地形改変が顕

著な地域であることから、縄文時代から古代・中世には

現状とは異なった地形環境であったと推定される。

　上新田中道東遺跡は「前橋台地」（註4）と呼ばれる地形面

にある。前橋台地は、榛名火山の南東麓から南東方向に

広がる台地面で、下位から前橋泥流堆積物（前橋岩なだれ

堆積物群）・前橋泥炭層で構成されている。更新世後期

に利根川によってもたらされた前橋砂礫層を基盤として、

約２～ 2.4万年前には浅間山山体崩落に起因する前橋泥

流が堆積して、前橋台地は形成された。渋川市以南の利

根川両岸に堆積した前橋泥流堆積層は、高崎市旧群馬町

域から平野部へと広がり、東は前橋市の北東部から伊勢

崎市西部にかけて10ｍ以上の厚さで堆積して、烏川と広

　　第６図　上新田中道東遺跡と玉村町 （国土地理院発行、5万分の1地形図　「高崎」平成10年12月1日発行）
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瀬川に挟まれた県央の平野部の基盤層を形成している。

　前橋泥流堆積層の上位には、シルト・粘土・砂・泥炭

層などによって構成されている前橋泥炭層が堆積してい

る。このシルト・泥炭層は水中や湿潤な環境で形成され

ることから、この時期の前橋台地は湿地状態であったと

推定されている。科学分析によると、水性ローム層に含

まれる泥炭質粘土層は約1.3万年前という測定値が得られ

ている。前橋泥炭層の中部には浅間山起源の複数の降下

軽石層が挟在している。上新田中道東遺跡でも、全域で

約1.3～1.4万年前に降下した浅間板鼻軽石（As-YP）の堆積

を確認した。浅間板鼻軽石（As-YP）下半の未分解泥炭層か

らは針葉樹の植物化石が、上位の泥炭層には陽樹の花粉

が多く含まれている。このことからテフラの降灰が、植

生環境に大きく影響したことが推定されている。（註5）

　近年では、井野川以西の標高70 ～ 100ｍ付近の台地の

下位には前橋砂礫層が無く、上層には高崎泥流堆積物が  

堆積していることから、「高崎台地」と分けて呼ぶことが

提起された（註６）。本報告でも、井野川左岸以東の地域に

限って前橋台地とよぶことにする。また、上新田中道東

遺跡が立地する井野川以東の前橋台地は、標高85ｍ付近

を境に、北側から総社砂層が及んだ前橋台地２面と、南

側の総社砂層の堆積がない前橋台地1面に分けられてい

る(註７)。これによれば、上新田中道東遺跡は前橋台地1

面ほぼ中央の低平な地点に立地している。この1面・２

面の地形面区分が遺跡分布とどう関連するかは今後の検

討課題である。

　前橋台地の基盤層である前橋泥流をもたらした利根川

は、現在榛名山南東裾野の末端を侵食する形で南流し、

前橋市大手町付近から玉村町五料付近まではこの台地上

を貫通している。しかし、上新田中道東遺跡で遺構が残

された古墳時代から中世には、利根川は前橋台地上を

流れていなかった。利根川の変遷をたどると、約2.4万

・本図　は財団法人群馬県埋蔵文化財調査団第279集『徳丸仲田遺跡（1）』の第4図　を改変した。

０ ５km１: 200,000

河川・後背湿地
前橋台地２面
高崎台地
前橋台地１面
伊勢崎台地
二ツ岳火山噴出物堆積面
陣馬岩なだれ堆積物扇状地
榛名火山溶岩ドーム
榛名火山岩なだれ・火砕流堆積面
榛名火山山体・山麓扇状地
赤城火山山麓扇状地
河岸段丘（碓氷川・利根川）
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上新田中道東遺跡

第７図　前橋台地の地形面区分図　
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０ ２km１: 50,000
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第8図　前橋台地と上新田中道東遺跡
（国土地理院発行、5万分の1地形図　「高崎」平成10年12月1日発行　「前橋」平成10年3月1日発行　「榛名」平成10年3月1日発行　「寄居」平成5年4月1日発行）
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年前には総社町辺りから新前橋～染谷川、滝川付近を流

れ井野川に注いでいたとされるが、その後約1.7万年前

には榛名山で発生した泥流により埋め立てられ、赤城山

南西麓の広瀬川低地帯にその流路を変更した。利根川が 

現在の河道に移ったのは天文年間であろうと考えられて

いる。（註8）したがって、古墳時代から中世には、台地を

貫流する利根川は前橋台地上にはなかったのである。

　現在の利根川の両岸には自然堤防が形成されている。

その表層は天明三（1783）年の浅間山噴火に伴う鎌原泥流

であり、玉村町の上福島・樋越・遺体・斉田・福島・南

玉・下之宮・箱石・飯倉・川井・小泉・五料地区の利根

川沿いの地域は古墳や畠などが泥流に厚く覆われている

ことがわかっている。（註9）厚く幅の広い現自然堤防の下

には、古墳などがつくられた低くて小規模な微高地や後

背低地が埋没していると推定される。現利根川流路以外

の地点では、このような微高地は現状でもみることがで

き、縄文時代以降の遺跡が分布している。

　微高地の周りには、樹枝状の後背低地が形成されてい

る。後背低地の形成には時間差があるが、前橋台地上の

微高地を侵食した谷を埋めるそれぞれの時期の湿地性堆

積物や規模の小さな埋没谷を形成する河川堆積物によっ

て構成されている。台地上には藤川や端気川などの小河

川が流下し、浸食や谷埋積を繰り返してきたのだろう。

前橋台地西半部の小河川は現状では不明であるが、榛名

山麓から流れる、利根川の前身河川としての小河川の存

在も提起されている。(註10)また、後述するように用水路

として整備された滝川は自然河川を利用して掘られた部

分もあるとされ（註11）、周辺にも自然小河川流路が推定さ

れる低地がある。したがって、古墳時代から中世の前橋

台地には、台地２面を水源とする端気川・藤川・韮川や、

榛名山麓水源の小河川が北西から南東方向に流下してい

たと推定され、その間に微高地と後背低地が複雑に入り

組む地形環境が形成されていただろう。

　中世後期の変流後の利根川は、自然堤防を発達させな

がら深く台地を刻んだ。周辺の小河川も洪水などの氾濫

を度々起こした結果、自然堤防や微高地と後背低地など

が入り組んだ地形が発達し、その一部は低地下に埋没し

ていったのであろう。その後の用水系の整備や新田開発、

さらには自然災害による地形改変を経て、現在の玉村地

域の地形が形成されているのである。

　なお、上新田中道東遺跡の西側を流れる滝川は、「天

狗岩堰用水」という近世初頭から開削・整備された用水

堀の一部である。慶長六（1601）年に総社藩主になった秋

元越中守長朝が、翌七年総社城築城の計画をたて、城の

堀水・城下町用水・新田開発を目的として、「天狗岩用

水」の掘削を開始し、慶長九（1604）年に完成した。群馬

郡漆原村（現北群馬郡吉岡町）付近で取水した後、利根川

にそって南下し、染谷川の東域をへて総社の地を潤した。

滝川は、この天狗岩用水の延長として、慶長十（1605）年

に関東郡代伊奈備前守忠次によって開削が開始された用

水路である。17の堰が設けられ、玉村地域の新田開発に

寄与した。明治18年測量の迅速測図ではすでに高崎市西

横手町から直線的な流路に整備され、下斉田地内で玉村

町の街路のやや南側に沿って東西方向の流路に河川改修

されている。上新田中道東遺跡では、与六堰から取水さ

れた蛭堀という支線用水路がⅢ区とⅣ区の間で検出され

ている。

（２）上新田中道東遺跡の立地

　上新田中道東遺跡は、前述したような小河川が幾筋も

並ぶ、前橋台地1面の南西部にあり、微高地と後背低地

に立地している。　

　発掘調査でも、上新田中道東遺跡Ⅰ区中央区南東隅と

Ⅸ区東端で小規模な谷頭を確認した。特にⅠ区の谷頭は、

東側に隣接する斉田中耕地遺跡Ⅲ区・Ⅳ区で検出されて

いる旧河道に連続する可能性もある。斉田中耕地遺跡8

面の旧河道は北西から南東に流下しており、前橋台地上

を流れる埋没小河川の一つと考えられる。

　上新田中道東遺跡の発掘区は、現状では水田として土

地利用されていた平坦な低地であった。しかし、発掘を

してみると、約900ｍにわたる発掘区の間に、Ⅸ区西半、

Ⅷ区西半、Ⅵ区中央、Ⅴ区東端、Ⅳ区南東部、Ⅲ区、Ⅰ

区で微高地が埋没しており、古墳時代から古代にかけて

の遺構が点在していた。この時期の後背低地の土地利用

は明らかにできなかったが、後背低地での水田耕作や微

高地縁辺での畠作が想定される。

　9世紀後半には、Ⅲ区東半からⅡ区・Ⅰ区・斉田中耕

地遺跡Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ区にかけて、洪水堆積物が堆積していた。

これは先述した榛名山水源の小河川の洪水によって堆積

したものとみられ、発掘調査で水田痕跡や洪水層直下水
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田が検出された。上新田中道東遺跡東部から斉田中耕地

遺跡西部にかけての地域に、9世紀後半に水田化された

と後背低地があったことが推定される。この後背低地は

北西から南東方向に帯状に展開していたのであろう。

　浅間Ｂテフラが降下した1108年には、発掘区ほぼ全域

でテフラが堆積した。浅間Ｂテフラ関連の土層が堆積し

ていなかったのはⅧ区西半とⅥ区中央の微高地のみで、

あった。Ⅸ～Ⅶ区、Ⅲ～Ⅰ区では浅間Ｂテフラ直下水田

が、Ⅵ～Ⅳ区では浅間Ｂテフラの一次堆積層は残ってい

なかったが、浅間Ｂ混土下で疑似畦畔が検出された。疑

似畦畔の地割は浅間Ｂテフラの地割とほぼ一致している

ことから、時間をあまり経ない間に復旧されたものと推

定され、浅間Ｂテフラ降下時には遺跡内のほぼ全域が水

田域となっていたことがわかる。

　中世後半期にはⅡ区の一部で浅間Ｂテフラ直下の区画

とは異なった水田痕跡が検出された。また、近世の滝川

用水系の整備に伴った区画溝が発掘区全域で検出され、

中世以降、昭和時代の圃場整備事業を経て、現代まで続

く水田地帯としての土地利用が行われてきたのである。

２.周辺の遺跡分布

　玉村町では、発掘調査が実施され、多くの遺跡が報告

されている。また分布調査等の成果も含めて平成4年に

は『玉村町の遺跡』が刊行され、町内の遺跡分布が明らか

にされている。ここでは、上新田中道東遺跡の遺跡を理

解するうえで必要な周辺の遺跡分布を、発掘調査された

遺跡を中心に述べておきたい。なお、掲載した遺跡分布

図および遺跡概要は、平成20年に刊行された財団法人埋

蔵文化財調査事業団調査報告書第446集『福島飯玉遺跡』

第5図、第２表を基にしている。

　玉村町では旧石器時代の遺跡は未発見である。上新田

中道東遺跡でも下層で浅間板鼻黄色軽石等の指標テフラ

を検出しているが、上下のローム層は極めて粘質の強い

土壌で、居住に適した環境でなかったことを推定させる。

　縄文時代の遺跡は玉村町では非常に少なく、縄文時代

も居住に不適な環境であったと推定される。福島曲戸遺

跡（9）、福島大光坊遺跡（７）、上之手石塚Ⅲ遺跡（40）で

中期の、角渕城遺跡（47）で前期の縄文時代土坑が検出さ

れているが、竪穴住居の検出は知られていない。他に福　
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島飯塚遺跡（5）、上新田新田西遺跡、上新田重土薬師遺

跡などで少量の土器が出土している。上新田中道東遺跡

でも縄文時代中期・後期の土器片と、草創期の有茎尖頭

器3点や、28点に及ぶ石鏃が出土した。周辺は居住域と

しては困難であったと推定されるが、狩猟の場としての

土地利用がなされていたものと推定される。

　弥生時代の遺跡も縄文時代同様少ないが、近年遺構が

検出され始めている。上飯島芝根Ⅱ遺跡（24）では、中期

後半御新田式期の住居が1軒、一万田遺跡（65）では中期

後半の再葬墓1基、上之手Ⅲ遺跡で土坑1基が検出され

た。また、福島飯塚遺跡では南御山式、御新田式等を含

む中期後半から後期の土器、上新田中道東遺跡では後期

樽式や、北総系と推定される後期外来系の弥生土器も出

土した。これらの遺構・遺物の検出は、玉村町にも前橋

台地末端低地に埋没した微高地および周辺の水田可耕地

で、弥生時代集落が展開していたことを予測させる。埼

玉県北部の低地内では、北島遺跡や上敷免遺跡等で大規

模な弥生時代集落が検出されている。玉村地域の弥生時

代遺跡分布を考える上でも重要な調査所見であろう。

　古墳時代前期になると、玉村町地域の遺跡分布は一転

し、多くの遺跡が知られるようになる。上新田中道東遺

跡でもⅢ区・Ⅵ区で竪穴住居・掘立柱建物・土坑・方形

周溝墓が検出された。周辺でも福島曲戸遺跡、福島大光

坊遺跡、福島久保田遺跡（8）などで古墳時代前期の集落

が調査されている。玉村町南部の鳥川左岸でも上之手八

王子遺跡（34）や下郷遺跡（37）、角淵城遺跡などが知られ

ている。東部では、砂町遺跡で4世紀初頭と後半の２時

期に掘削された溝が検出されている。各地域とも圃場整

備が進み旧地形を復元することが難しいが、低地下層に

埋没した微高地上に集落が立地すると推定される。

　古墳時代前期の墓域は、上新田中道東遺跡、福島飯塚

遺跡、赤城遺跡（38）などの遺跡から方形周溝墓が検出さ

れた。下郷遺跡では28基の方形周溝墓をはじめ円形周溝

墓、土坑が前方後円墳とともに検出された。前期の主要

古墳としては、前方後円墳の川井稲荷山古墳（芝根７号

墳）・下郷天神塚古墳、円墳の軍配山古墳（53）が知られ

ている。中期の古墳としては、前方後円墳とされる梨ノ

木山古墳（49）が5世紀後半の築造である。他に横堀遺跡

で5世紀後半の円墳が検出されている。後期には東南部

に古墳がつくられるようになる。この時期の前方後円墳

としては、小泉大塚越3号古墳やオトカ塚古墳（52）が知

られる。また、鳥川左岸の若宮・八幡原古墳群（43）や角

淵古墳群、川井古墳群では、６世紀から７世紀にかけて

と広範囲にわたる群集墳が形成されている。一方、玉村

町北西部にあたる本遺跡周辺には、ほとんど古墳の分布

が見られず、天神古墳（13）が円墳の可能性を指摘されて

いるにとどまる。また、７世紀代の有力古墳についても

不明である。

　以上のような古墳分布から見れば、玉村地域でも、前

期の集落は中期・後期へと継続して展開していったこと

が考えられるが、現在の調査成果からはそれを読みとる

ことは困難な状況にある。これまで発掘調査で古墳時代

中後期の住居が検出された遺跡は、福島飯塚遺跡、松原

田Ⅲ遺跡、角渕城遺跡等にとどまっている。（註12）

　しかし、上新田中道東遺跡では遺構に伴わない遺物の

中に5世紀・６世紀の土師器破片が含まれており、周辺

に古墳時代中・後期の集落の存在を想定させる調査所見

を得ている。また、福島飯玉遺跡（4）や斉田中耕地遺跡

（3）、福島飯塚遺跡、福島大島遺跡（６）、福島大光坊遺

跡、福島久保田遺跡、福島曲戸遺跡では、Hr-FPあるい

はHr-FA泥流下から、古墳時代後期のいわゆる小区画水

田が検出されている。現状では調査例は少ないが、玉村

地域の古墳時代中・後期の集落の存在は確実であろう。

　奈良・平安時代の遺跡は、数多く分布している。玉村

町周辺は律令期の那波郡域にあたり、『倭名類聚抄』に記

載された佐味郷と、鞘田郷・朝倉郷の一部に比定できる

とされる。また地域には延喜式内社の火雷神社と倭文神

社の２社がある。奈良時代の集落は、福島稲荷木遺跡（10）

や上之手八王子遺跡をはじめ、微高地上に立地する。平

安時代の集落は斉田竹之内遺跡（２）、福島飯塚遺跡、上

之手八王子遺跡、行人塚遺跡（35）など、玉村町のほぼ全

域で検出されている。

　一万田遺跡では、直径1ｍの柱穴からなる柵列が検出

され、瓦も出土した。この遺構から、9世紀前半から中

頃を中心とする時期に郡衙や寺院などの官衙施設が存在

していたことが想定されている。福島曲戸遺跡からは「村

長」と線刻された紡錘車や多数の緑釉陶器が出土してい

る。上飯島芝根Ⅱ遺跡からは銅印の出土が知らている。

砂町遺跡と上福島尾柄町遺跡（70）からは推定東山道（牛

堀・矢ノ原ルート）（77）と考えられる幅員4ｍの道路状
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第10図　上新田中道東遺跡周辺の遺跡分布
（国土地理院発行、２万5千分の1地形図　「高崎」平成22年12月1日発行　「前橋」平成22年12月1日発行　「大胡」平成22年12月1日発行　「伊勢崎」平成15年２月1日発行）
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№

旧

石

器

縄

　

文

弥

　

生

古　　　墳 奈
良

平
安

中世 近世

その他の遺構・遺跡の概要

参

考

文

献

前 中 後 住 生 住 生

住 墓 生 住 墓 生 住 墓 生 住 住 生
屋

敷

そ

の

他

水

田
畠
屋

敷

そ

の

他

水

田
畠

復

旧

溝
1 上新田中道東遺跡 ● ● ○ □ ○ ○ × 草創期有舌尖頭器、As-B上からの耕作痕。

2 斉田竹之内遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 福島飯玉遺跡に西接。 85

3 斉田中耕地遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ × 奈良・平安洪水下水田。 83

4 福島飯玉遺跡 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 80

5 福島飯塚遺跡 ● □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ？ 弥生土坑。平安大溝。 78
79

6 福島大島遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ × 81

7 福島大光坊遺跡 ● ○ △ FP ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 縄文中期土坑。 74

8 福島久保田遺跡 ● ○ FP ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 東側に久保田遺跡近接。 74

9 福島曲戸遺跡 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
縄文中期土坑、土師器焼成遺構、As-A

復旧水田。
68

10 福島稲荷木遺跡 ○ ○ ○ ○ 古墳時代住居時期不明、稲荷木Ⅱ近接 62

11 上福島遺跡 ○ ○ × 古墳時代の溝、ピット。 67

12 上福島中町遺跡 ● ○ ○ ○ ○ ○ 平安時代の土坑・古墳時代の溝。 75

13 天神古墳 円墳か。 12

14 一本木遺跡 ○ × 53

15 中道西遺跡 ○ 23

16 中道西Ⅱ遺跡 ○ ○ 古墳時代溝。 23

17 中道東遺跡 ○ ○ 古墳時代溝。 23

18 蛭堀東遺跡 ○ × 古墳時代溝。 60

19 福島稲荷木Ⅳ遺跡 □ FA ○ ○ 62

20 上新田地区遺跡群 ○ 30

21 南東耕地遺跡 平安井戸、土坑、溝。 27

22 中袋遺跡 ○ 奈良の土坑。 38

23 曲田遺跡 ○ 平安の井戸、溝。 28

24 上飯島芝根Ⅱ遺跡 ○ ○ ○ ○ 弥生中期住居。 46

25 中郷遺跡 58

26 上之手立野遺跡 ○ ○ ○ ○ 55

27 曲田遺跡Ⅱ ○ 29

28 八幡原赤塚遺跡 時期不明の溝。 45

29 八幡原赤塚Ⅲ遺跡 48

30 赤城Ⅱ遺跡 古墳土坑、平安土坑。 21

31 宇貫遺跡 ○ ○ ○ ○ 中世井戸・土坑墓。 31

32 上之手地区遺跡群(２) ○ 30

33 上之手地区遺跡群(１) ○ ○ ○ 30

34 上之手八王子遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ × 11

35 行人塚遺跡 ○ ○ 奈良・平安の溝・土坑。 58

36 八幡原赤塚Ⅱ遺跡 ○ ○ ○ ○ 48

37 下郷遺跡 ○ □ ○ ○ 91

38 赤城遺跡 □ ○ ○ 下郷遺跡・宇貫城に隣接。 56

39 行人塚Ⅲ遺跡 ○ 34

40 上之手石塚Ⅲ・Ⅳ遺跡 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 弥生土坑。
18

19

41 蟹沢Ⅱ～Ⅳ遺跡 ● ○
16

17

42 蟹沢遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 42

43 若宮・八幡原古墳群 ○ ○ ○
後期を中心とした古墳群。(下郷・城遺

跡内の古墳も含まれる)
45

44 宮ノ下遺跡 ○ ○ 33

45 若王子Ⅱ遺跡 ○ ○ ○ 33

第3表　周辺遺跡の概要
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文

弥

　

生

古　　　墳 奈
良

平
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中世 近世

その他の遺構・遺跡の概要

参

考

文

献

前 中 後 住 生 住 生

住 墓 生 住 墓 生 住 墓 生 住 住 生
屋

敷

そ

の

他

水

田
畠
屋

敷

そ

の

他

水

田
畠

復

旧

溝
46 天神巡りⅢ遺跡 ○ ○ ○ ○ 土師器焼成坑。 33

47 角渕城遺跡 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
縄文時代の前期土坑・円墳・中世の土坑・

近世の井戸。
43

48 浄土山古墳 ○ ○ 前方後円墳。(前期・後期に再利用) 12

49 梨ノ木山古墳 ○ 前方後円墳。(後期) 12

50 殿台山古墳 前方後円墳か。 12

51 房子塚古墳 ○ 前方後円墳か。 12

52 オトカ塚古墳 ○ □ ○ 前方後円墳。(後期) 51

53 軍配山古墳 ○ 円墳、径約40ｍ、高さ約６ｍ. 12

54 玉村町第３号墳 円墳か。横穴式石室。 12

55 下茂木地区遺跡群 30

56 神明遺跡 ○ ○ ○ 58

57 下茂木神明Ⅱ遺跡 29

58 萩塚古墳 ○ ６世紀後半、方墳か。 12

59 滝川南遺跡 ○ ○ 32

60 三境遺跡 ○ ○ 24

61 十王堂・十王堂Ⅱ遺跡 ○ 35

62 十王堂Ⅲ遺跡 ○ ○ 58

63 社宮島古墳 古墳。 12

64 箱石古墳群 ○ ○ 箱石浅間山古墳を含む古墳群。 12

65 一万田遺跡 ● ● ○ 弥生後期再葬墓、平安柵列、江戸畑。 50

66 神人村Ⅱ遺跡 ● ○ ○ ○ 弥生土坑。 13

67 尾柄町遺跡 ○ 14

68 中之坊遺跡 ○ ○ 奈良平安時代道路状遺構。 59

69 尾柄町Ⅱ遺跡 奈良道路。時期不明の土坑・溝。 15

70 上福島尾柄町遺跡 ○ ○ 推定東山道駅路。(牛堀・矢野原ルート)67

71 原浦Ⅱ遺跡 ○ ○ ○ ○ 古墳時代前期の溝。 22

72 原浦遺跡 ○ ○ ○ 古墳前期溝。 26

73 松原遺跡 47

74 松原Ⅲ遺跡 ○ 古墳時代中期の石製模造品の製作跡。 47

75 松原Ⅱ遺跡 ○ ○ ○ 58

76 砂町遺跡 ● ○ ○ ○ 縄文草創期有舌尖頭器、古墳時代用水路。59

77 推定東山道駅路 奈良時代道路遺構。 59

78 前通遺跡 ○ ○ 41

79 藤川前遺跡 ○ 20

80 西善尺司遺跡 ● ○ □ FA ○ ○ ○ ○ ○ ○ 64

81 徳丸仲田遺跡 ● ● ○ ○ ○ FA ○ ○ ○ ○ ○
縄文草創期土器・石器、古墳時代前期

大水路、新井屋敷。

66

71

82 徳丸髙堰遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ４～６世紀中頃水田。 77

83 鶴光路榎橋遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 72

84 西田遺跡 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ As－C混土下水田。 69

85 村中遺跡 ● ○ ○ ○ ○ ○ As－C混土下水田。 69

86 下阿内壱町畑遺跡 FA ○ ○ ○ ○ ○ × 65

87 下阿内前田遺跡 ● ○ ○ ○ × As－C混土上水田。 65

88 柄田添遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 12

89 金免遺跡 ○ 10

90 横丹遺跡 ○ 63

住は住居、墓は墓域、生は生産域を表す。旧石器、縄文の●は住居以外の遺構・遺物の出土を表す。古墳の項、墓の□は方形周溝墓、○は古墳を、生の△
はAs-C下の畠を、FAはHr-FA下の水田、FPはHr-FP下の水田を表す。中世・近世の屋敷の項は、屋敷を構成する堀・土居・掘立柱建物・井戸の検出を、その
他の項は、土坑・墓・溝の検出を表す。
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遺構が検出されている。

　このような集落遺跡の動向の背景には、農耕地の開発

があると考えられる。発掘調査からも、急速に進んだ水

田開発を想定できる結果が得られている。やや時代は下

るが、1108（天仁元）年の浅間山噴火にと伴う軽石で埋没

した水田遺構が、玉村町のほぼ全域で調査されており、

12世紀初頭までに町域の沖積地のほとんどは開田されて

いたと考えられるような状況である。12世紀中頃には伊

勢神宮所領の玉村御厨が構えられていたという記録があ

り、これより以前には玉村保が成立していたと考えられ

ている。

　さらに、上新田中道東遺跡および斉田中耕地遺跡では、

9世紀後半～末と推定される洪水砂で埋まった水田面お

よび水田痕跡が検出され、さらに細かな時代区分で古代

水田開発の過程を考えられる資料が明らかになりつつあ

る。古代条里と浅間Ｂ軽石直下水田との関連を考える上

で重要であろう。

　鎌倉時代の玉村町域は上野国奉行人安達氏、およびそ

の被官である玉村氏の支配下にあったとされる。玉村氏

は、玉村御厨成立の際の在地開発領主であったと考えら

れている。霜月の乱の安達氏没落後は、北条得宗家の支

配下にあったと考えられる。室町時代には、上杉氏守護

のもと那波氏の領域になったとされる。戦国時代には、

玉村町域だけでなく上野国一帯が、上杉・武田・後北条

の三氏の争奪戦の渦中に置かれた。

　玉村町域から前橋市南部においては、山崎一氏の長年

の研究や、群馬県教育委員会が実施した城郭分布調査に

より明らかになったように、城郭や周囲に堀をめぐらせ

る屋敷が多数存在することが知られている。『群馬県の

中世城館跡』によれば中世の城郭・屋敷として玉村町域

内で34か所を掲載している。その中で観照寺屋敷（102）、

玉村城（南玉原屋敷）（119）、南玉館（原武屋敷）（118）を13

世紀、阿左美館（120）を13～16世紀、角渕城（114）は15・

16世紀、田口下屋敷（93）、茂木館（本木館）は16世紀とし

ている。

　これらの周知の館跡に加えて、近年の発掘調査では現

水田下に埋もれた未知の館跡が多数検出されている。上

新田中道東遺跡周辺では、同じ国道354号関連の発掘調

査で、東側に隣接する斉田中耕地遺跡（13世紀後半～14

世紀）、斉田竹之内遺跡（15～16世紀）、さらに東側の福

島飯玉遺跡（14世紀後半～ 15世紀後半）、福島飯塚遺跡、

福島大島遺跡（15世紀頃）で中世の屋敷跡に関わる遺構・

遺物を検出している。また、玉村町教育委員会の調査で

も、久保田遺跡、宇貫遺跡（31）、八幡原赤塚Ⅱ遺跡（36）、

上之手石塚遺跡、蟹沢遺跡（42）、内田屋敷（104）、原屋

敷（108）、田口下屋敷などが明らかにされている。中世

までは現在のような広大な水田地帯ではなく、古代以来

の帯状微高地が列状に残る農耕集落景観であったと推定

される。

　浅間Ｂ軽石降下以降の埋没田畠遺構の検出は難しいこ

とから、中世の生産遺構については不明な点が多い。玉

村町域には浅間Ｂ軽石の上層には浅間Ｂ軽石を多量に含

む黒褐色土層が堆積しており、その土層中で中世遺構が

検出される。このいわゆる浅間Ｂ混土層で埋没した畝間

遺構が斉田中耕地遺跡、斉田竹之内遺跡、福島飯玉遺跡、

福島飯塚遺跡、福島大島遺跡で検出されている。また、

福島久保田遺跡では小範囲ではあるが、1427（応永34）年

におこったと推定されている大洪水によって埋没した水

田が検出されている。上新田中道東遺跡でも同層位で水

田アゼ痕跡や耕作痕跡がみつかっており、中世の耕作を

物語る遺構と考えたい。

　近世の玉村町域は天領、藩領が複雑に入り組んでいた

といわれている。『玉村町誌通史編上巻』によれば、1601

（慶長６）年、諏訪頼忠転封後は徳川幕府代官伊奈忠次の

管掌となった。伊奈氏は1610（慶長15）年に滝川用水を完

成させ、周辺の新田開発を推進した。上新田中道東遺跡

のある大字上新田は、八幡宮遷座を伴って開発された新

田の村である。1668（寛文8）年には、前橋藩酒井氏の知

行となった。

　中世に続き、近世の屋敷も多数残されている。伊奈忠

次の陣屋が置かれたとされる玉村館や、与六屋敷、内田

屋敷などがこれにあたる。発掘調査では、上福島中町遺

跡（12）で1783（天明3）年の浅間山噴火の際に発生した泥

流で埋没した建物跡や、陶磁器をはじめとする多種・多

様な生活道具が出土した。樋越諏訪前遺跡では、家屋・

植え込み・土手畠が検出された。利根添遺跡では、矢川

の堤防と下之宮と南玉の村境にあった土手が泥流に埋没

してみつかった。この泥流被災は玉村町域全体におよび、

被災した田畑を天地返しによって復旧する溝が多くの遺

跡で見つかっている。
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第４表　上新田中道東遺跡　検出遺構数一覧
（１）中近世の遺構

Ⅰ区 Ⅱ区 Ⅲ区 Ⅳ区 Ⅴ区 Ⅵ区 Ⅶ区 Ⅷ区 Ⅸ区
掘立柱建物 1 2
井戸 1 1
土坑 6 8 24 14 5 25 2 11 23
ピット 14 9 2 2 1
堀 1 1 1
溝 19 19 27 18 10 11 7 4 6

耕作痕 1 1 1
復旧溝 5 1 5 4 2 3

１．概要　

　本章で報告するのは、表土直下あるいは浅間Ｂテフラ

より上位で確認した遺構である。Ⅰ区からⅨ区まで全体

に遺構が確認された（PL. １・２）。検出された遺構の種

類と数は、第４表の通りである。Ⅲ区とⅥ区は微高地に

なっており、検出された遺構には掘立柱建物や土坑が含

まれている。特徴的なのは浅間Ａ軽石被災の復旧溝と、

昭和の土地改良工事の時まで使われていた用水路網であ

ろう。復旧溝はⅠ区からⅣ区、Ⅵ区、Ⅸ区で検出された。

各区とも復旧溝が検出されたのは発掘区内のごく一部で

あり、全体に広がるというよりはやや深く掘り込まれた

ところの掘り込みが残っていたという状況である。用水

路や堀との関係から、それまでの地割に沿った単位で復

旧溝が掘られていると推定された。

　溝は大小合わせて122条が検出された。これらは東西

南北の方格形地割を意識して、北西から南東に向けた配

水網のなかで、東西流する幹線水路と斜交する水路、南

へ屈曲する水路等が組み合わされていたと推定される。

一部には南から北へ流されたとみられる支線水路もあった。

　Ⅲ区とⅣ区の間をやや斜行して蛭堀（通称びりぼり）が

検出された。この堀は、慶長10（1605）年に開始された滝

川用水整備の一環として掘られた堀で、遺跡の西125ｍの

ところにある与六堰から取水されている。この堰がいつ

掘られたかは文献資料が残っていないので詳細は不明で

あるが、滝川用水の整備の一環として近世前期に掘られ

たとすることはできよう。発掘では浅間Ａ軽石被災の復

旧溝が蛭堀の両岸で終わっていることと矛盾はない。

　遺跡のある玉村町から前橋市南部にかけては、中世の

開発を担った首長層の屋敷が多く検出されている地域で

ある。上新田中道東遺跡では具体的な屋敷は検出されな

かったが、ここでみつかった堀や溝は中近世の農業経営

の結果残された重要な資料といえよう。

　出土遺物では、Ⅱ区確認面で出土した文政南鐐ー朱銀

銭貨や、Ⅳ区２号復旧溝の埋没土中から出土したピン

ファイヤーの薬莢、Ⅳ区１号溝埋没土から出土した陶製

ホイッスルなどが注目される。

２．Ⅰ区の遺構と遺物 

（１）土坑（第11図PL. ２・３）

　Ⅰ区では、２基の土坑が検出された。

　また、中央区では、浅間Ｂテフラを除去した面で４基

の土坑を検出したが、これらは浅間Ｂ軽石を混じる土で

埋没しており、本来は浅間Ｂテフラ降下より新しい土坑

である。それぞれの土坑の位置や規模は、一覧表(P.431)

にまとめた。以下各遺構の調査所見を記載する。

ａ．北区の土坑

　１号土坑は円形の土坑で、重複はない。浅間Ｂ軽石を

塊状に含む灰黄色シルトで埋まっていた。埋没土中から

土師器坏破片が出土したが、混入である。

　２号土坑は円形の土坑で、埋没土は不明である。浅間

Ｂテフラより新しい。遺物は出土しなかった。

ｂ．中央区の土坑

　17号・18号土坑は小さな円形の土坑であるが、柱痕跡

ではない。白色シルト塊・浅間Ｂ軽石を含む灰褐砂質土

で埋まっていた。浅間Ｂテフラより新しい。遺物は出土

しなかった。

第３章　中近世の遺構と遺物

１．概要
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第11図　Ⅰ区土坑
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　19号土坑は円形の土坑で、浅い。重複はない。底面に

は凹凸が著しく、何らかの掘削痕跡と推定される。白褐

色シルト塊・浅間Ｂ軽石・粗砂を含む暗灰褐色土で埋

まっていた。遺物は出土しなかった。

　20号土坑は小型円形の土坑で、浅間Ｂテフラ下面水田

のアゼを断ち割り調査中に検出された。浅間Ｂ軽石・黒

褐色粘質土塊を含む暗灰褐色土で埋まっていた。浅間Ｂ

テフラより新しい。遺物は出土しなかった。

（２）堀

Ⅰ区１号堀（第12･74図　PL.３・207　遺物観察表P.448）

　１号堀はⅠ区西端で検出された南北方向の堀である。

ほぼ55ｍ分を調査した。北区では東西両岸が調査できた

が、南区では東岸のみ、中央区では側道の工事が進み、

広口径水道管の敷設が済んでいたことから、西端の調査

を控えたため、東の上端ラインの確認にとどまった。

　ほぼ直線的に掘られており、方向はＮ－５～９°－Ｅ。

遺構検出面での上幅は全幅を調査した北区の計測で5.66

～6.30ｍ、下幅は2.0～3.10ｍ、深さは1.09m、断面形は

台形である。底面は平坦で、北端の標高が0.04ｍ高い。

　埋没土中から、陶器碗（第12図１・２）、中国白磁の皿

か坏（３）、焼締陶器（７・８）、磁器碗（４～６）が出土し

た。また、埋没土中から土師器壺破片２点、坩破片１点、

高坏破片３点、坏破片23点、甕破片49点、Ｓ字甕破片９

点、小型甕破片１点、須恵器瓶破片１点、近世から近現

代の陶磁器破片53点、土器類破片10点、瓦破片４点が出

土した。土師器・須恵器は混入である。

　出土遺物は中世から近現代までに亘っており、昭和の

土地改良まで使用された用水路である。浅間Ｂテフラよ

り新しく、小破片ではあるが中世遺物を埋没土中に含む。

開削年代の詳細は不明であるが、中世後半期までさかの

ぼる可能性もある。浅間Ａ軽石層との直接の関係は不明

である。

　北区では、西脇に29号溝が並行して掘られていたこと

が確認できた。１号・２号・４号溝と交わるが、新旧関

係は不明である。

（３）溝

　Ⅰ区では、19条の溝が検出された。各調査区で異なる

年度に調査されたために、同一の溝であっても別の遺構

番号が付されたものがある。これについては、報告時に

番号の統合と付け替えを行った。その作業の結果につい

ては、溝の位置や規模とともに一覧表(P.441･442)にま

とめた。以下各溝の調査所見を記載する。なお、溝の平

面図は個別図を作成せず、1/300の各区全体図でこれに

変えた。埋没土層断面図は個々に掲載した。

Ⅰ区１号溝（第12・13・74図　PL.３）　

　１号溝はⅠ区北区西部で、１号堀の東側に並行して検

出された南北方向の溝である。南端が１号堀の方に屈曲

するが、新旧関係は不明である。同時に機能した可能性

もある。走向はＮ－８°－Ｅ、上幅0.44～0.72ｍ、深さ0.09

ｍ、調査長は10.05ｍである。底面は平坦で、北端が0.09

ｍ高かった。溝内は灰褐色シルトで埋まっていた。遺物

第３章　中近世の遺構と遺物
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Ⅰ区17号土坑A-A′
１．灰褐色土　砂質。

As-Bをやや多く含
む。As-B下黒褐シ
ルト下層の白褐シ
ルト塊を少量含
む。

Ⅰ区18号土坑A-A′
１．灰褐色土　砂質。As-Bを

やや多く含む。As-B下黒
褐シルト下層の白褐シル
ト塊を少量含む。

Ⅰ区19号土坑A-A′
１．暗灰褐色土　砂質。As-B。白褐シル

ト（As-B下黒褐シルト層下）やや多く
含む。砂粒はやや粗い。

Ⅰ区20号土坑A-A′
１．暗灰褐色土　砂質。

As-B多く入る。黒褐
粘質土少量入る。

Ⅰ区１号土坑

Ⅰ区17号土坑

Ⅰ区18号土坑

Ⅰ区２号土坑

Ⅰ区19号土坑

Ⅰ区20号土坑
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壁
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表
土

Ⅰ
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Ⅱ
Ａ
 ．
灰
褐
色
土
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黄
灰
色
シ
ル
ト
　
表
土

Ⅱ
Ｂ
．
黒
灰
色
土
～
灰
色
シ
ル
ト

Ⅲ
Ａ
．
灰
褐
色
砂
質
土
　
As
-B
を
含
む
。

Ⅲ
Ｂ
．
黒
褐
色
砂
質
土
　
As
-B
を
多
く
含
む
。

Ⅴ
．
黒
灰
色
シ
ル
ト
質
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Ⅵ
．
黒
褐
色
粘
質
土

Ⅷ
・
Ⅸ
．
灰
色
～
灰
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粘
質
土
　
黄
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風
化
軽
石
を
多
く
含
む
。

１
．
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-B
混
土
　

２
．
灰
褐
色
シ
ル
ト
　（
１
号
堀
埋
没
土
）

３
．
灰
褐
色
シ
ル
ト
　
砂
が
下
層
に
多
い
。（
１
号
堀
埋
没
土
）

４
．
褐
色
土
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-B
混
土
塊
を
含
む
。（
１
号
溝
埋
没
土
）

５
．
灰
褐
色
シ
ル
ト
　
砂
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を
多
量
に
含
む
。（
１
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溝
埋
没
土
）
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．
灰
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　（
１
号
溝
埋
没
土
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．
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層
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互
層
。（
１
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埋
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土
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土
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層
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層
。（
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）
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．
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-C
下
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色
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）
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鉄
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．
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．
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Ⅸ
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土
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は出土しなかった。Ⅰ区１号溝の掘削時期は、浅間Ｂテ

フラ降下以降である。

Ⅰ区２号溝（第13・74図　PL.３）

　２号溝はⅠ区北区西部で、１号溝の東側に並行して検

出された南北方向の溝である。２号溝も南端が１号堀の

方に屈曲するが、１号堀との新旧関係は不明である。同

時に機能した可能性もある。走向はＮ－６°－Ｅ、上幅

0.58～0.80ｍ、深さ0.27ｍ、調査長は11.48ｍである。

底面は平坦で、南端が0.05ｍ高かった。

　溝内は灰褐色シルトで埋まっていた。遺物は出土しな

かった。Ⅰ区２号溝の掘削時期は、浅間Ｂテフラ降下以

降である。

Ⅰ区３号溝（第13・74図　PL.３）

　３号溝はⅠ区北区西部で、２号溝の東側に並行して検

出された南北方向の溝である。南端が５号溝や７号溝と

重複するが、新旧関係は不明である。走向はＮ－７°－

Ｅ、上幅0.50～0.76ｍ、深さ0.17ｍ、調査長は11.30ｍ

である。底面は平坦で、北端が0.05ｍ高かった。

　溝内は灰褐色シルトで埋まっていた。遺物は出土しな

かった。Ⅰ区３号溝の掘削時期は、浅間Ｂテフラ降下以

降である。

Ⅰ区４号溝（第13・74図　PL. ３・４）

　４号溝はⅠ区北区西部で、１号堀の東側で検出された。

北端部が１号堀の方へ屈曲するが、堀との新旧関係は不

明である。１号・２号溝とともに１号堀と同時に機能し

た可能性もある。

　走向はＮ－７°－Ｗ、上幅0.60～1.50ｍ、深さ0.64ｍ、

調査長は3.68ｍである。底面は平坦で、南端が0.15ｍ高

かった。溝内は灰褐色シルトで埋まっていた。遺物は出

土しなかった。Ⅰ区４号溝の掘削時期は、浅間Ｂテフラ

降下以降である。

Ⅰ区５号～８号・16号・17号・20号溝

（第13・74図　PL.４）

　５号～８号・16号・17号・20号溝はⅠ区北区南西部で、

３号溝の南東部から東へ延びる東西方向の溝群である。

西端が２号・３号溝と重複するが新旧関係は不明である。

　それぞれの走向や規模はP.441の表にまとめた。16号・

20号溝がやや幅が太いが、他は比較的細い溝である。方

向は概ねＮ－81～83°－Ｗで接近して平行している。底

面は平坦で、20号溝を除き西端が数cm高かった。

　いずれの溝も灰褐色シルトで埋まっていた。20号溝埋

没土中から土師器坏破片が出土しているが混入である。

他の溝から遺物は出土しなかった。Ⅰ区５号～８号・16

号・17号・20号溝の掘削時期は、浅間Ｂテフラ降下以降

である。同様の方向の小溝が並行してあることから、耕

作等の掘削痕跡であると推定される。

Ⅰ区９号溝（第13・74図　PL.４）

　９号溝はⅠ区東半部の北区から南区を貫くように検出

された南北方向の溝である。重複は無い。

　走向はＮ－５°－Ｅ、上幅0.74～1.00ｍ、深さ0.33

ｍ、調査長は全体で33.9ｍである。底面は平坦。

　溝内は表土で埋まっており、現代の遺物が出土したこ

とから、北区では図化を割愛した。

Ⅰ区10号溝（第74図　PL.４）

　10号溝はⅠ区北区西部で、３号溝の東側で検出された。

やや湾曲する。北端は発掘区域外となる。

　走向はＮ－５°－Ｅ、上幅0.23～0.65ｍ、深さ0.03ｍ、

調査長は6.04ｍである。底面は平坦で、南端が0.01ｍ高

かった。

　埋没土は不明である。Ⅰ区10号溝の掘削時期は、浅間

Ｂテフラ降下以降である。

Ⅰ区11号溝（第13・74図　PL. ３・４）

　11号溝はⅠ区北区西部から中央区にかけて、検出され

た緩やかに屈曲する溝である。北区では３号溝の南延長

線上で2.90ｍほど調査されたが、中央区の調査でさらに

24.8ｍが調査された。やや東側に湾曲する。北区での溝

北端は７号溝と重複して以北は不明であるが、走向から

すれば３号溝に連続する可能性もある。中央区中央付近

から途切れがちとなり、底面の凹凸のみ確認された。南

区までは続かない。

　走向は北区でＮ－11°－Ｅ、中央区ではＮ－12°－Ｅ、

上幅0.50～0.34ｍ、深さ0.07～0.1ｍ、調査長は33.8ｍ

である。底面は平坦で、北端が0.04ｍ高かった。

第３章　中近世の遺構と遺物
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　埋没土は細砂粒を混じる灰褐色砂質土である。遺物は

出土しなかった。Ⅰ区11号溝の掘削時期は、浅間Ｂテフ

ラ降下以降である。

Ⅰ区12号溝（第74図　PL.４）

　12号溝はⅠ区北区西部で、11号溝に重複して検出され

た、短い溝である。新旧関係は不明である。

　走向はＮ－75°－Ｗ、上幅0.23～0.34ｍ、深さ0.09ｍ、

調査長は1.70ｍである。底面は平坦であった。

　埋没土は灰褐色シルトである。遺物は出土しなかった。

Ⅰ区12号溝の掘削時期は、浅間Ｂテフラ降下以降である。

Ⅰ区13号溝（第74図　PL.４）

　13号溝はⅠ区北区西部で検出された。南端は５号～８

号溝と重なるが、新旧関係は不明である。

　走向はＮ－30°－Ｗ、上幅0.26～0.80ｍ、深さ0.07ｍ、

２．Ⅰ区の遺構と遺物
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Ⅰ区４号溝A-A′
１．表土
２．灰色シルト　直径１～３mm

の軽石を少量含む。
３．黄褐色シルト　直径１mm程

度の軽石を微量に含む。
４．黒褐色砂質土
５．灰色シルト

Ⅰ区９号溝B-B′ 
１．暗灰褐色土　砂質土。
　　As-A 少量含む。
２．暗灰褐色土　砂質土。
　　As-A 少量含む。やわらかい。
　　（９号溝埋没土）
３．暗灰褐色土　砂質土。黄褐シルト塊（ⅡＡ層由来）やや多く

含む。As-A 軽石少量含む。（９号溝埋没土）
４．暗灰褐色土　砂質土。旧水田耕土の一部。
５．黄褐色土　シルト質土。（ⅡＡ層）
６．灰褐色土　砂質土。As-B 少量含む。（ⅢＡ層）
７．灰褐色土　砂質土。As-B 多く含む。（ⅢＢ層）
８．As-B 一次堆積層。
９．黒褐色土　粘質土。（ⅣＡ層）
10．灰褐色土　粘質土。（ⅣＢ層）
11．暗灰褐色土　シルト質土。３面水田。
12．暗灰褐色土　砂質土。粗い砂粒多く含む。As-C 少量含む。
13．黒褐色土　粘質土。As-C 少量含む。（ⅦＡ層）
14．灰褐色土　粘質土。
15．As-YP層

Ⅰ区29号溝A-A′・39号溝B-B′
１．黄灰色シルト　黄色シルト・灰色シルトが縞状に重なる。
２．灰褐色シルト　１層より粗いシルト層で、黄色シルトをわずかに縞状に含

む。
３．灰褐色シルト　均質なシルト層。下部は砂層。（１号堀埋没土）
４．灰褐色シルト　２層より明るい色調。As-Bをわずかに含む。
５．黒色土　As-Bを含む。粘性は弱い。中央部に砂を含む。
６．灰色シルト　粒径の細かな均一なシルト層。
７．灰褐色土　黄色シルト・褐色土・灰色シルト塊を混じる。
８．灰褐色土　As-Bを多量に含む。灰色シルト塊を少量含む。（29号溝埋没土）
９．灰褐色砂　灰色シルトと砂が縞状に堆積。（29号溝埋没土）
10．黒色土　As-Bを含む。（１号堀埋没土）
11．灰色シルト
12．黒色土　As-Cを混じる。
13． 灰色シルト　11層よりは粒径が粗く、鉄分が多く凝集する。（１号堀埋没土）
14． 灰色シルト　均一な粗いシルト（39号溝埋没土）
15． 暗褐色土　黒色粘質土・砂・灰色シルト塊を混じる。（39号溝埋没土）
16． 黒色土　黒色粘質土主体で、Ⅸ層土小塊を少量含む。（39号溝埋没土）
Ⅲ．黒褐色砂質土　As-B を混じる。
Ⅸ．灰黄色粘質土　黄色風化軽石を多く含む。

Ⅰ区47号溝A-A′
Ⅰ．表土
Ⅱ．黄褐色土　基本土層の洪水層。シルト。
Ⅲ．灰褐色土　As-Bやや多く含む。基本土層
　　Ⅲ層だが、As-Bがやや少ない。
１．灰褐色土　シルトに近い砂質土。細粒か
　　らなる。

Ⅰ区48号溝A-A′・B-B′
１．灰褐色土　砂質土。

As-Bやや多く含む。溝埋没土。
２．黒褐色土　As-B多く含む。基本土層Ⅲ層。
３．As-B 一次堆積層

Ⅰ区11号溝A-A′
１．灰褐色土　砂質土。（シル

ト質に近い）。細かい砂粒
少量入る。

Ⅰ区１号～３号溝

Ⅰ区５号～８号溝 Ⅰ区11号溝

Ⅰ区15号溝

Ⅰ区29号溝

Ⅰ区47号溝

Ⅰ区48号溝

Ⅰ区４号溝

Ⅰ区９号溝



調査長は11.40ｍである。底面は平坦で、北西端が0.06

ｍ高かった。

　埋没土は灰褐色シルトである。遺物は出土しなかった。

Ⅰ区13号溝の掘削時期は、浅間Ｂテフラ降下以降である。

Ⅰ区14号溝（第74図　PL.４）

　14号溝はⅠ区北区西部で検出された東西方向の溝であ

る。15号溝と交差するが、14号溝が新しい。

　走向はＮ－76°－Ｗ、上幅0.43～1.03ｍ、深さ0.15ｍ、

調査長は7.48ｍである。底面は平坦で、西端が0.09ｍ高

かった。

　埋没土は灰褐色シルトである。遺物は出土しなかった。

Ⅰ区14号溝の掘削時期は、浅間Ｂテフラ降下以降である。

Ⅰ区15号溝（第13・74図　PL.４）

　15号溝はⅠ区北区西部で検出された南北方向の溝であ

る。14号溝と交差するが、15号溝が古い。

　走向はＮ－８°－Ｅ、上幅0.96～1.24ｍ、深さ0.06ｍ、

調査長は8.35ｍである。底面は平坦で、西端が0.09ｍ高

かった。

　埋没土は灰褐色シルトである。遺物は出土しなかっ

た。Ⅰ区15号溝の掘削時期は、浅間Ｂテフラ降下以降で

ある。

Ⅰ区21号溝（第74図）

　21号溝はⅠ区南区西部で検出された東西方向の溝であ

る。重複はない。

　走向はＮ－86°－Ｗ、上幅0.57～0.64ｍ、深さ0.07ｍ、

調査長は14.0ｍである。底面は平坦で、西端が0.04ｍ高

かった。埋没土は表土である。遺物は出土しなかった。

Ⅰ区21号溝の掘削時期は、浅間Ｂテフラ降下以降である。

Ⅰ区29号溝（第13･74図　PL.４）

　29号溝はⅠ区北区西端部で検出された南北方向の溝で

ある。１号堀の西側に並行して掘られていた。１号堀よ

り新しい。古墳時代の39号溝とも重複する。

　走向はＮ－４°－Ｅ、上幅2.40～3.00ｍ、深さ0.25ｍ、

調査長は17.21ｍである。底面は平坦で、北端が0.11ｍ

高かった。

　埋没土は灰褐色シルトで、下層には砂のラミナ堆積が

ある。埋没土中から、陶器破片１点、土師器小型壺破片

19点、壺破片297点、坩破片３点、高坏破片32点、坏破

片58点、鉢破片１点、甕破片413点、Ｓ字甕破片292点、

台付甕破片２点、須恵器坏破片３点の古墳時代から古代

の遺物破片が多量に出土した。埋没土の様相から流水が

あったとみられ、多量の土器破片は周辺の包含層や上流

の遺跡にあったと推定される遺物を巻き込んできたもの

と推定される。遺物破片のなかには近現代の遺物も含ま

れている。Ⅰ区29号溝の掘削時期は、浅間Ｂテフラ降下

以降であり、現代まで使われたと推定される。

Ⅰ区47号溝（第13・74図　PL.５）

　47号溝は、Ⅰ区中央区の北西部で浅間Ｂテフラを除去

している際に検出されたが、浅間Ｂテフラより新しい。

重複はない。北端は発掘区域外となる。北延長部分は北

区の調査では検出されなかった。

　走向はＮ－６°－Ｗ、上幅は0.25～0.34ｍ、深さは0.04

ｍ、調査長は4.65ｍである。底面は緩やかな凹地状であ

る。底面の標高は両端部とも同じであった。

　溝内は浅間Ｂ軽石を多く含む黒褐色土で埋まってい

た。遺物は出土しなかった。Ⅰ区47号溝は埋没土の特徴

から浅間Ａ軽石降下以前の近世の溝と推定される。

Ⅰ区48号溝（第13・74図　PL.５）

　48号溝は、Ⅰ区中央区の西部で、浅間Ｂテフラを除去

している際に検出されたが、浅間Ｂテフラより新しい。

重複はない。微高地から東に向かう斜面で検出された。

　走向はＮ－71°－Ｗ、上幅は0.31～0.47ｍ、深さは0.06

ｍ、調査長は18.05ｍである。底面は緩やかな凹地状で

ある。底面の標高は西端部が0.13ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石を多く含む砂質黒褐色土で埋まって

いた。遺物は出土しなかった。Ⅰ区48号溝は浅間Ｂ軽石

混土層から掘り込まれていることから、中世の溝と推定

される。

（４）復旧溝

　Ⅰ区では５か所の復旧溝群が検出された。いずれも浅

間Ａ軽石を多量に塊状に含む灰褐色土で埋まっており、

浅間Ａ軽石被災を復旧するための溝群である。北区で検

出された１号復旧溝は断面図のみの記録となった。また

第３章　中近世の遺構と遺物

34



２号復旧溝は１条の溝であるが、埋没土の共通性から復

旧溝として記録した。

　浅間Ａ軽石降下当時、ここでどのような土地利用がさ

れていたかは軽石直下面が出土していないので明確では

ないが、12世紀初頭の浅間Ｂテフラ降下時は水田であっ

たことから、それ以後水田として利用されていた可能性

が高い。したがって、Ⅰ区で検出された復旧溝も水田か

ら水田への復旧を意図したものと考えられる。復旧溝群

の位置や規模は、当時の地割の一部を表していることに

なろう。

　浅間Ａ軽石の降下は1783(天明３)年であることから、

それ以前の近世の遺構とは重複関係になる。区ごとの全

体図（1/300）では、網かけで重ねている。

Ⅰ区１号復旧溝（第15図　PL.５）

　１号復旧溝は、Ⅰ区北区中央部の北壁付近で検出され

たが断面図のみの記録となった。溝は３条が記録された。

　溝の上幅は0.84～0.96ｍ、深さは0.17ｍである底面は

比較的平坦である。遺物は出土しなかった。

Ⅰ区２号復旧溝（第14図　PL.５）

　２号復旧溝は、Ⅰ区北西部１号堀の東脇に並行して検

出された。１号・２号溝より新しい。１条検出されたに

とどまるが、埋没土が浅間Ａ軽石の二次堆積層で他の復

旧溝群と共通することから、復旧溝と報告した。

埋没土中から、瓦破片１点、陶磁器破片１点が土した。

Ⅰ区３号復旧溝（第15図　PL.５・６）

　３号復旧溝は、Ⅰ区南区の西部から中央区の西部にか

けて検出された。いずれも1号堀の東側にほぼ直交する

方向で復旧溝が連続している。発掘調査時期が異なり、

両調査区の間に未調査区が発生してしまったが、遺構は

３号復旧溝群として連続していると推定される。南端部

は発掘区域外になる。重複遺構はない。溝群の全体の規

模は両区を合わせると南北17.48ｍ、東西4.20ｍ、溝の

方向はＮ－78～87°－Ｗである。南区で13条、中央区で

13条の溝が検出された。

　それぞれの溝の形態は比較的直線的になっていたが、

南区では短辺が丸くなっている溝もあった。中央区では

比較的長方形であったが、西端は攪乱により形態が乱れ

ていた。溝の上幅は0.50～0.57ｍ、深さは0.02～0.14ｍ、

残存長は2.85～4.02ｍである。底面はほぼ平坦である。

　埋没土は上層には浅間Ａ軽石二次堆積層に混じって近

世洪水層塊が目立つが、下層はほとんど浅間Ａ軽石二次

堆積層であった。埋没土中から土師器甕破片１点、磁器

破片12点、土器類２点が出土した。土師器は混入である。

Ⅰ区４号復旧溝（第14図　PL.６）

　４号復旧溝は、Ⅰ区南区の中央部から中央区の中央部

にかけて検出された。発掘調査時期が異なり、両調査区

の間に未調査区が発生してしまったが、遺構は４号復旧

溝群として連続していると推定される。南端部は発掘区

域外になる。19号溝と重複しているが４号復旧溝が新し

い。溝群の全体の規模は両区を合わせると南北10.82ｍ、

東西3.43～5.23ｍ、溝の方向はＮ－77～85°－Ｗである。

南区で８条、中央区で２条の溝が検出された。

　それぞれの溝の形態は比較的直線的で長方形であっ

た。溝の上幅は0.89～1.03ｍ、深さは0.11ｍ、残存長は

4.08～5.06ｍである。底面はほぼ平坦である。

　埋没土は近世洪水層塊を混じる浅間Ａ軽石二次堆積層

である。遺物は出土しなかった。

Ⅰ区５号復旧溝（第14図　PL.６）

　５号復旧溝は、Ⅰ区中央区の北半部で検出された。

重複遺構はない。北端部は発掘区域外になる。北区では

延長部を確認できなかった。溝群の全体の規模は南北

10.07ｍ、東西3.35ｍ、溝の方向はＮ－８°－Ｅである。

３条の溝が検出された。

　それぞれの溝の形態は直線的で帯状の長方形であっ

た。溝の上幅は0.83～1.10ｍ、深さは0.18～0.22ｍ、残

存長は10.70ｍである。底面はほぼ平坦である。

　埋没土は浅間Ａ軽石二次堆積層が主体で近世洪水層塊

を混じる。遺物は出土しなかった。

Ⅰ区６号復旧溝（第14図　PL.６）

　６号復旧溝は、Ⅰ区中央区の南半部で検出された。５

号復旧溝の南に接する。規模や方向が酷似した溝である。

重複遺構はない。溝群の全体の規模は南北14.70ｍ、東

西3.45ｍ、溝の方向はＮ－７°－Ｅである。４条の溝が

検出された。
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第15図　Ⅰ区１号･３号復旧溝 第16図　Ⅰ区遺構外の出土遺物(中近世)
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　それぞれの溝の形態は直線的で帯状の長方形であっ

た。溝の上幅は0.60～1.05ｍ、深さは0.12～0.21ｍ、残

存長は14.70ｍである。底面はほぼ平坦である。５号復

旧溝に比べて細い。

　埋没土は浅間Ａ軽石二次堆積層が主体で近世洪水層塊

を混じる。遺物は出土しなかった。

（５）遺構外の出土遺物

　　　（第16図　PL.207　遺物観察表P.450･451）

　Ⅰ区調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で第11表

のように多くの遺物を出土した。なかには下位の層位か

らの混入遺物も含まれていたが、ここでは、銭貨４点、

と金属製品２点を掲載した。なお、混入遺物については、

出土相当層の遺構外遺物の項に掲載した。
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Ⅰ区３号復旧溝A-A′  
１．灰褐土　標準土層ⅠB(橙色洪水砂混As-A混)及び(黄褐色シルト層)が

撹拌された層。ⅠAとⅠBが塊状に入る。
２．As-A二次堆積層　As-Aがほとんど。ⅡA層の土が少量入る。

Ⅰ区１号復旧溝 A-A′
ⅠA．表土
１．As-A二次堆積
ⅡA．黄褐色シルト　
ⅡB．黒灰色～灰色シルト　
ⅢA．灰褐色砂質土　As-Bを
　　含む。

Ⅰ区１号復旧溝

Ⅰ区３号復旧溝

５
６

１

２

３

４



第17図　Ⅱ区土坑
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３．Ⅱ区の遺構と遺物

（１）土坑（第17図　PL.８・９）

　Ⅱ区北区で５基、南区で１基の土坑を検出した。北区

の５基の土坑は東半部に集中していた。中央区では浅間

Ｂテフラ上面で２基の土坑を検出した。いずれも浅間Ｂ

テフラ降下以降の土坑である。それぞれの土坑の位置や

規模は、P.432の表にまとめた。以下各遺構の調査所見

を記載する。

ａ．北区の土坑

　１号土坑は隅丸方形の土坑で、重複はない。浅間Ｂ軽

石と灰黄色シルト塊を含む黒色土で埋まっていた。埋没

土中から土師器甕破片１点が出土したが、混入である。

　２号土坑は楕円形の土坑で、浅間Ｂ軽石を含む黒色土

で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　３号土坑は楕円形の土坑で、灰色シルトで埋まってい

た。遺物は出土しなかった。。

　５号土坑は円形の土坑で、浅間Ｂ軽石と灰黄色シルト

塊を含む黒色土で埋まっていた。埋没土中から土師器Ｓ

字甕破片１点が出土したが、混入である。

　６号土坑は隅丸方形の土坑で、浅間Ｂ軽石と灰黄色シ

ルト塊を含む黒色土で埋まっていた。底面は凹凸が著し

い。遺物は出土しなかった。

ｂ．南区の土坑

　７号土坑は楕円形の土坑で、浅間Ｂ軽石と灰黄色シルト

塊を含む黒色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

ｃ.中央区の土坑

　９号土坑は浅間Ｂテフラ上面で検出された。不整楕円

形で、浅間Ｂ軽石と黄褐色粘質土塊を含む暗灰色土で埋

まっていた。遺物は出土しなかった。

　10号土坑は浅間Ｂテフラ下面で確認・記録されたが、

浅間Ｂテフラ上面確認の土坑と同様に浅間Ｂ軽石を多く

含む灰褐色土で埋まっていた。小型の楕円形の土坑で、

遺物は出土しなかった。

（２）ピット（第18図　PL.９）

　Ⅱ区北区で５基、南区で３基のピットを検出した。北

区の４基のピットは東半部に偏在する傾向があったが、

全体として散在する。

　中央区では浅間Ｂ混土層上面で２基、浅間Ｂテフラ上
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Ⅱ区10号土坑A-A′
１．灰褐色土　As-B軽石を

多く含む。
２．灰褐色土　As-B軽石を

多く含む。灰白色粘質
土塊少量含む。

３．暗褐色土　As-B軽石を
多量に含む。

Ⅱ区１号土坑A-A′
１．黒色土　As-B軽石・直径

３～５cmの灰黄色シルト
塊を少々含む。

Ⅱ区２号土坑A-A′ 
１．黒色土　As-B軽石を

含む。

Ⅱ区３号土坑A-A′
１．灰色シルト Ⅱ区５号土坑A-A′

１．黒色土　As-B軽石・直径
１～２cmの灰黄色シルト
塊を少量含む。 

Ⅱ区６号土坑A-A′
１．黒色土　As-B軽石・直径３～６

cm大の灰黄色シルト塊を少量含
む。下層に少量の砂の層あり。

Ⅱ区７号土坑A-A′
１．黒色土　As-B軽石・直

径５～７cm大の灰黄色
シルト塊を少量含む。

Ⅱ区９号土坑A-A′
１．暗灰褐色土　As-B粒多く含む。

黄褐色粘質土塊（As-B下覆の粘
土）少量含む。鉄分付着。

２．暗灰褐色土　As-B粒多く含む。
（１層より多い）黄褐色粘質土塊
多く含む。

３．暗灰色砂質土　As-B主体。黄褐
色粘質土粒少量含む。

　　南西側に１段浅い。当初は、お
け入れと考えた。

Ⅱ区５号土坑Ⅱ区３号土坑

Ⅱ区７号土坑

Ⅱ区１号土坑

Ⅱ区６号土坑

Ⅱ区10号土坑Ⅱ区９号土坑

Ⅱ区２号土坑



第18図　Ⅱ区ピット
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面で４基のピットを検出した。

　それぞれのピットの位置や規模は、P.436の表にまと

めた。以下各遺構の調査所見を記載する。

ａ．北区のピット

　北区では５基のピットが全体に散在していた。いずれ

も建物の柱穴とは考えにくい。１～４号ピットは円形の

ピットで、浅間Ｂ軽石・灰黄色シルト塊を含む暗褐色土、

黒色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。ピット

はいずれも小型で建物の柱穴等とは考えにくい。８号

ピットはⅤA層の小塊を含む黒色土で埋まっていた。

ｂ．南区のピット

　南区では３基のピットが全体に散在していた。いずれ

も建物の柱穴とは考えにくい。５～７号ピットはいずれ

も楕円形のピットで、浅間Ｂ軽石・灰黄色シルトを含む

黒色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

ｃ．中央区のピット

　中央区では浅間Ｂ混土層上面で13号、14号・15号ピッ

ト、浅間Ｂテフラ上面で９～12号ピットの７基のピット

が検出された。

　13号ピットは方形のピットで黒褐色粘質土塊を含む暗

灰褐色土で埋まっていた。埋没土中から陶磁器類破片１

点が出土した。14号・15号ピットは円形・楕円形のピッ

トで西部に偏在していた。いずれも浅間Ｂ軽石を含む灰

褐色砂質土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。９

～12号ピットは楕円形・円形のピットで褐色土塊を含む

黒褐色粘質土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

３．Ⅱ区の遺構と遺物
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Ⅱ区11号ピット A-A′
１．黒褐色粘質土　褐色

土大塊10％。
２．黒褐色粘質土　褐色

土大塊10％。

Ⅱ区１号ピット A-A′
１．黒色土　As-B・灰黄色

シルト塊を少々含む。

Ⅱ区２号ピットA-A′
１．暗褐色土　As-Bを

混じる。

Ⅱ区３号ピットA-A′
１．黒色土　As-B・灰黄色

シルト塊を少々含む。

Ⅱ区４号ピットA-A′
１．黒色土　As-B・灰黄色

シルト塊を少々含む。

Ⅱ区５号ピットA-A′
１．黒色土　As-Bを混じ

る。

Ⅱ区６号ピットA-A′
１．黒色土　As-B・灰

黄色シルト塊を多
く含む。

Ⅱ区７号ピットA-A′
１．黒色土　As-Bを混

じる。

Ⅱ区８号ピットA-A′
　１．黒色土　ⅤＡ層小

塊を少量含む。
ⅤＡ．黒灰色シルト質土

白色軽石を含む。

Ⅱ区９号ピットA-A′
１．暗褐色砂質土　褐色土小

塊10％。サク跡の土。
２．黒褐色砂質土　褐色土小

塊20％。
３．黒褐色砂質土　褐色土小

塊10％。

Ⅱ区10号ピットA-A′
１．黒褐色砂質土　褐色

土小塊20％。
２．黒褐色砂質土　褐色

土小塊10％。

Ⅱ区15号ピットA-A′
１．灰褐色土　砂質土・

As-B軽石やや多く入
る。黄褐色シルト塊
少量入る。

Ⅱ区14号ピットA-A′
１．灰褐色土　As-B軽石混

土層・砂質土・As-B軽
石やや多く入る。

Ⅱ区13号ピットA-A′
１．暗灰褐色土　砂質土・

黒褐色粘質土塊やや多
く入る。

Ⅱ区12号ピットA-A′
１．黒褐色砂質土　As-B40％。

褐色土小塊 20％。

Ⅱ区１号ピット Ⅱ区２号ピット

Ⅱ区６号ピット

Ⅱ区４号ピット

Ⅱ区８号ピット

Ⅱ区３号ピット

Ⅱ区７号ピット

Ⅱ区５号ピット

Ⅱ区９号ピット Ⅱ区10号ピット

Ⅱ区12号ピットⅡ区11号ピット Ⅱ区13号ピット Ⅱ区14号ピット Ⅱ区15号ピット



（３）溝

　Ⅱ区で、19条の溝が検出された。溝の時期はいずれも

浅間Ｂテフラ降下以降である。ほとんどの溝は浅間Ｂテ

フラ直下面で確認したが、中央区の23号溝・28号溝は、

浅間Ｂテフラ上面で検出した。溝の位置や規模はP.442

の表にまとめた。以下各溝の調査所見を記載する。なお、

溝の平面図は個別図を作成せず、1/300の各区全体図で

これに変えた。埋没土層断面図は個々に掲載した。

Ⅱ区１号溝（第19･73図　PL.10･207　遺物観察表P.448）

　１号溝はⅡ区中央部で、北区から中央区にかけて検出

された南北方向の溝である。北端は発掘区域外となる。

南区では時期が極めて新しいと判断されたため、上端の

み記録した。北区北端で２号溝と重複しているが、１号

溝が新しい。中央区北端では21号溝と合流している。上

半部の埋没土は１号溝が新しく堆積しており、１号溝が

後の時期まで使われていたと推定される。下半部の埋没

土は同一であり同時に使用されていた可能性がある。

　溝の走向は北区でＮ－５°－Ｅ、中央区でＮ－３°－Ｅ、

上幅は北区で0.57～0.78ｍ、中央区で1.00～1.70ｍ、深

さは北区で0.13ｍ、中央区で0.24ｍ、調査長は北区で

15.24ｍ、中央区で23.3ｍである。南区で15.3ｍが上端

のみ確認されているので、総延長は60ｍほどである。底

面は平坦である。底面の標高は中央区中央部が最も深く、

北端は0.14ｍ、南端は0.01ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石を含む灰褐色土・暗褐色土で埋まっ

ていた。上位層には現代の遺物が出土しており、中世以

降、現代まで使われていた溝と考えられる。浅間Ａ軽石

との直接の新旧関係は調査ではわからなかった。

　埋没土中から、磁器碗（第19図１）、土師器坏破片２点、

甕破片１点、須恵器甕破片１点、陶磁器類破片44点、土

器類６点が出土した。土師器・須恵器は混入である。

　Ⅱ区１号溝の掘削時期は、埋没土の特徴から浅間Ｂテ

フラ降下以降であり、近・現代まで使われていた用水路

である。

Ⅱ区３号溝（第19･73図　PL.10）

　３号溝はⅡ区北区の東半部で検出された南西から北東

方向の溝である。北東端でやや緩やかに蛇行する。東端

は発掘区域外となる。北東部で６号溝、10号溝、南西部

で４号溝、５号溝と重複する。いずれの溝より３号溝が

新しい。走向はＮ－77°－Ｅ、上幅は0.30～0.60ｍ、深

さは北区で0.15ｍ、調査長は38.40ｍである。底面は平

坦である。底面の標高は北東端が0.03ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石と灰黄色シルト塊を含む黒色土で埋

まっていた。埋没土中から土師器Ｓ字甕破片１点、須恵

器坏破片１点が出土したが、いずれも混入である。

　Ⅱ区３号溝の掘削時期は、埋没土の特徴から中世以降

と考えられる。

Ⅱ区４号溝（第73図　PL.10）

　４号溝はⅡ区北区の東半部で検出された東西方向の溝

である。東端で３号溝と重複する。４号溝が古い。走向

はＮ－88°－Ｅ、上幅は0.18～0.30ｍ、深さは北区で0.02

ｍ、調査長は6.44ｍである。底面は平坦である。底面の

標高は西端が0.02ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石と灰黄色シルト塊を含む黒色土で埋

まっていた。遺物は出土しなかった。

　Ⅱ区４号溝の掘削時期は、埋没土の特徴から中世以降

と考えられる。

Ⅱ区５号溝（第73図　PL.10）

　５号溝はⅡ区北区の東半部２号溝底面で検出された東

西方向の溝状の凹地である。東端で３号溝と重複する。

５号溝が古い。走向はＮ－77°－Ｗ、上幅は0.18～0.20

ｍ、深さは0.04ｍ、調査長は1.58ｍである。底面は平坦

である。

　溝内は浅間Ｂ軽石を含む黒褐色土で埋まっていた。遺

物は出土しなかった。

　Ⅱ区５号溝の掘削時期は、埋没土の特徴から中世以降

と考えられる。

Ⅱ区６号溝（第73図　PL.10）

　６号溝はⅡ区北区の北東隅で検出された東西方向の溝

である。緩やかに蛇行する。北端は発掘区域外となる。

東半部で３号溝と重複するが、６号溝が古い。きわめて

浅い溝で、痕跡をとどめる程度であった。走向はＮ－

68°－Ｗ、上幅は0.18～0.54ｍ、深さは0.01ｍ、調査長

は16.37ｍである。底面は平坦である。底面の標高は南

東端が0.02ｍ高かった。
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第19図　Ⅱ区溝土層断面と出土遺物
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　溝内は浅間Ｂ軽石を含む黒褐色土で埋まっていた。遺

物は出土しなかった。

　Ⅱ区６号溝の掘削時期は、埋没土の特徴から中世以降

と考えられる。

Ⅱ区７号溝（第73図　PL.10）

　７号溝はⅡ区北区の北東隅で検出された東西方向の溝

である。６号溝の北５ｍのところにあり、ほぼ並行して

蛇行する。北端は発掘区域外となる。東半部で10号溝と

重複するが７号溝が新しい。走向はＮ－74°－Ｗ、上幅

は0.17～0.30ｍ、深さは0.03ｍ、調査長は8.00ｍである。

底面は平坦である。底面の標高は西端が0.03ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石を含む黒褐色土で埋まっていた。遺

物は出土しなかった。

　Ⅱ区７号溝の掘削時期は、埋没土の特徴から中世以降

と考えられる。
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Ⅱ区１号溝A-A′
１．灰色シルト
２．灰褐色土　As-Bを混じる。
３．暗褐色土　As-Bを混じる。

Ⅱ区１号・21号溝 B-B′
１．灰褐色土　砂質土。As-A少量含む。現代のゴミ入

る。圃場整備前の溝か。
２．灰褐色土　砂質土。As-A少量含む。近～現代の土

か。ゴミ入る。
３．灰褐色土　砂質土。As-Aやや多く入る。

（１号溝埋没土）
４．灰褐色土　砂質土。As-A・やや粗い砂粒がやや多

く入る。（１号溝埋没土）
５．灰褐色土　砂質土。黄褐色シルト塊・As-A少量入

る。（１号溝埋没土）
６．灰褐色土　砂質土。黄褐色シルト塊・As-A少量入

る。灰褐シルト塊少量入る。（21号溝埋没土）
７．灰褐色土　砂質土。As-A少量入る。粗い砂粒やや

多く入る。

Ⅱ区21号溝A-A′
１．灰褐色土　シルト質土。As-A少量

含む。
２．灰褐色土　シルト質土。１層より

明るい。As-Aやや少量含む。黄褐
シルト塊少量含む。（ⅡA層）

Ⅱ区３号溝A-A′
１．黒色土　As-Bを混じる。

灰黄色シルト塊、径３～
５cmを少々含む。

Ⅱ区22号溝A-A′
１．黄灰色粘質土　

灰褐土10％。
２．灰褐色粘質土　

褐色砂10％。

Ⅱ区25号溝A-A′
１．灰褐色土　砂質

土・As-A軽石や
や少なく入る。

Ⅱ区26号溝A-A′
１．灰褐色土　砂質

土・As-A軽石や
や少なく入る。

Ⅱ区27号溝A-A′
１．灰褐色土　砂質土・

As-A軽石・黄褐色シ
ルト塊（近世洪水層
起源）少量入る。

Ⅱ区28号溝A-A′
１．暗灰褐色土　As-B粒

多く含む。灰褐色粘
質土少し含む。鉄分
付着少ない。

Ⅱ区23号溝B-B′
１．褐灰色砂質土　As-B40％。筋状サク。
２．褐灰色砂質土　As-B40％。ローム小塊10％。
３．褐灰色砂質土　As-B40％。ローム小塊５％。

Ⅱ区23号溝A-A′ 
１．灰褐色粘質土　明橙色土（洪水起源）を20％。
２．灰褐色粘質土　明橙色土小塊10％。
３．灰褐色粘質土　暗褐色土小塊20％。
４．暗褐色砂質土　濃いAs-B混。As-B40％。
５．暗褐色砂質土　褐色土大塊20％。As-B40％。
６．暗褐色砂質土　褐色土小塊10％。As-B40％。
７．As-B二次堆積
８．As-B　褐色土塊を含む。

Ⅱ区１号溝

Ⅱ区23号溝

Ⅱ区３号溝

Ⅱ区25号溝

Ⅱ区21号溝

Ⅱ区10号溝

Ⅱ区26号溝Ⅱ区22号溝

Ⅱ区27号溝

Ⅱ区28号溝

１

３

４

２



Ⅱ区８号溝（第73図　PL.10）

　８号溝はⅡ区北区の南東隅で検出された南西から北東

方向の溝である。西端は北にやや湾曲する。北東端は発

掘区域外となる。走向はＮ－61°－Ｅ、上幅は0.18～0.40

ｍ、深さは0.02ｍ、調査長は16.75ｍである。底面は平

坦である。底面の標高は北東端が0.02ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石を含む黒褐色土で埋まっていた。遺

物は出土しなかった。きわめて浅い溝で、痕跡をとどめ

る程度であった。

　Ⅱ区８号溝の掘削時期は、埋没土の特徴から中世以降

と考えられる。

Ⅱ区９号溝（第73図　PL.10）

　９号溝はⅡ区北区の南東隅で検出された南西から北東

方向の溝である。北東端および南端は発掘区域外となる。

走向はＮ－53°－Ｅ、上幅は0.30～0.50ｍ、深さは0.08

ｍ、調査長は8.77ｍである。底面は平坦である。底面の

標高は南西端が0.04ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石を含む黒褐色土で埋まっていた。遺

物は出土しなかった。きわめて浅い溝で、痕跡をとどめ

る程度であった。

　Ⅱ区９号溝の掘削時期は、埋没土の特徴から中世以降

と考えられる。

Ⅱ区10号溝（第19･73図　PL.10･207　遺物観察表P.448）

　10号溝はⅡ区北区の北東隅で検出された北西から南東

方向の溝である。北西端および南東端は発掘区域外とな

る。走向はＮ－37°－Ｅ、上幅は0.83～1.24ｍ、深さは

0.11ｍ、調査長は6.58ｍである。底面は平坦である。底

面の標高は南東端が0.05ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石を含む黒褐色土で埋まっていた。埋

没土中から、陶器灯火受皿（第19図２）が出土した。Ⅱ区

10号溝の掘削時期は、埋没土の特徴から中世以降と考え

られる。

Ⅱ区11号溝（第73図）

　11号溝はⅡ区南区の西端で検出されたほぼ南北方向の

溝である。12号溝の西縁に重複するが、新旧関係は不

明。北西端および南東端は発掘区域外となる。走向はＮ

－10°－Ｗ、上幅は0.60～0.92ｍ、深さは0.14ｍ、調査

長は9.57ｍである。底面は平坦である。底面の標高は北

端が0.03ｍ高かった。

　溝内の埋没土は不明。遺物は出土しなかった。

　Ⅱ区11号溝の掘削時期は、埋没土の特徴から中世以降

と推定される。

Ⅱ区12号溝（第73図）

　12号溝はⅡ区南区の西端で検出されたほぼ南北方向の

溝である。11号溝と13号溝の間で、それぞれと重複する

が、新旧関係は不明。北西端および南東端は発掘区域外

となる。走向はＮ－12°－Ｗ、上幅は0.80～1.50ｍ、深

さは0.16ｍ、調査長は17.10ｍである。底面は平坦である。

底面の標高は南端が0.12ｍ高かった。

　溝内の埋没土は不明。遺物は出土しなかった。

　Ⅱ区12号溝の掘削時期は、遺構確認面の共通性から中

世以降と推定される。

Ⅱ区13号溝（第73図）

　13号溝はⅡ区南区の西端で検出されたほぼ南北方向の

溝である。12号溝の東縁に一部が重複するが、新旧関係

は不明。北西端および南東端は発掘区域外となる。走向

はＮ－14°－Ｗ、上幅は0.48～0.90ｍ、深さは0.27ｍ、

調査長は10.40ｍである。底面は平坦である。底面の標

高は南端が0.05ｍ高かった。

　溝内の埋没土は不明。遺物は出土しなかった。

　Ⅱ区13号溝の掘削時期は、遺構確認面の共通性から中

世以降と推定される。

Ⅱ区21号溝（第19･73図　PL.10）

　21号溝はⅡ区中央区の東半部北壁沿いで検出された東

西方向の溝である。東端は発掘区域外となり、西端は１

号溝とＴ字状に交わる。重複関係は無く、合流している。

走向はＮ－87°－Ｗ、上幅は0.50～0.77ｍ、深さは0.38

ｍ、調査長は27.80ｍである。底面は平坦である。底面

の標高は東端が0.14ｍ高かった。

　溝内は浅間Ａ軽石・黄褐色シルト塊を含む灰褐色土で

埋まっていた。埋没土中から土師器甕破片７点、陶磁器

破片28点が出土した。土師器は混入であろう。

　Ⅱ区21号溝の掘削時期は、埋没土の特徴や出土遺物か

ら、近世以降と考えられる。１号溝と同時期に機能して
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いた溝と推定される。

Ⅱ区22号溝（第19･73図　PL.11）

　22号溝はⅡ区中央区の中央部で検出された北西から南

東方向の直線の溝である。北西端は北区に伸びると思わ

れるが、北区調査では記録除外となっている。南東端は

１ラインで立ち上がる。重複はない。走向はＮ－30°

－Ｗ、上幅は0.18～0.49ｍ、深さは0.11ｍ、調査長は

11.30ｍである。底面は平坦である。底面の標高は北西

端が0.09ｍ高かった。

　溝内は灰褐色土・褐色砂を含む黄灰色粘質土で埋まっ

ていた。遺物は出土しなかった。

　Ⅱ区22号溝の掘削時期は、遺構確認面の共通性から中

世以降と推定される。

Ⅱ区23号溝（第19･73図　PL.11）

　23号溝はⅡ区中央区の東端部、浅間Ｂテフラ上面で検

出された南西から北東方向の直線の溝である。北東端は

発掘区域外となり、南西端は12ライン西で立ち上がる。

鋤痕跡と重複するが、本溝が古い。走向はＮ－33°－Ｅ、

上幅は0.15～0.26ｍ、深さは0.07ｍ、調査長は13.50ｍ

である。底面は掘削痕跡と推定される小穴が連続して

残っていた。底面の標高は北東端が0.01ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石・黄褐色粘質土塊を含む褐灰色砂質

土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　Ⅱ区23号溝の掘削時期は、埋没土の特徴から中世以降

と考えられる。

Ⅱ区25号・26号溝（第19･73図　PL.11）

　25号・26号溝はⅡ区中央区の西半部で検出されたほぼ

東西方向の溝である。25号溝の東端と26号溝の東端の間

には攪乱が掘り込まれているが、溝の形態や埋没土の共

通性から両溝は同一遺構の可能性が高い。25号溝の西端

は途切れ、26号溝の東端は27号溝の北西端に接してい

る。走向は25号溝がＮ－82°－Ｅ、26号溝がＮ－80°－Ｗ、

上幅は25号溝が0.12～0.35ｍ、26号溝が0.17～0.39ｍ、

深さは25号溝が0.05ｍ、26号溝が0.14ｍ、調査長は25号

溝が7.30ｍ、26号溝が14.40ｍである。底面はいずれの

溝も平坦である。底面の標高は、25号溝は北東端が0.02

ｍ、26号溝は東端が0.14ｍ高かった。

　溝内は両溝とも浅間Ａ軽石を少量含む灰褐色土で埋

まっていた。遺物は出土しなかった。

　Ⅱ区25号・26号溝の掘削時期は、埋没土の特徴から近

世以降と考えられる。

Ⅱ区27号溝（第19･73図　PL.12･207　遺物観察表P.448）

　27号溝はⅡ区中央区の中央やや西寄りで検出された北

西から南東方向の直線の溝である。22号溝と走向は平行

する。北西端は26号溝と接しており、南東端は南区中央

部に連なる。南区では新しい遺構であることから上場の

みの記録となっている。重複はない。走向はＮ－35°－Ｗ、

上幅は0.45～1.20ｍ、深さは0.31ｍ、調査長は17.50ｍ

である。底面は平坦である。底面の標高は北西端が0.04

ｍ高かった。

　溝内は浅間Ａ軽石・黄褐色シルトを含む黄灰色粘質土

で埋まっていた。埋没土中から磁器碗（第19図３・４）、

陶器破片１点が出土した。

　Ⅱ区27号溝の掘削時期は、埋没土の特徴から近世以降

と考えられる。

Ⅱ区28号溝（第19･73図　PL.12）

　28号溝はⅡ区中央区の中央やや西寄りの北壁沿いで検

出された北西から南東方向の直線の溝である。北西端は

北区に伸びる位置であるが、北区では連続する部分は検

出されなかった。南東端はＪラインで立ち上がる。重複

はない。走向はＮ－34°－Ｗ、上幅は0.14～0.53ｍ、深

さは0.05ｍ、調査長は5.04ｍである。底面は平坦である。

底面の標高は北西端が0.01ｍ高かった。

　溝内は多量の浅間Ｂ軽石と少量の灰褐色粘質土を含む

暗灰褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　Ⅱ区28号溝の掘削時期は、埋没土の特徴から中世以降

と考えられる。

（４）復旧溝（第20・73図）

　Ⅱ区では、浅間Ｂ混土層上面で２条の復旧溝を検出し

た。大アゼに重複した部分のみ残存していた。大アゼよ

り新しい。埋没土は浅間Ａ軽石を多量に含む灰褐色土で、

他の区で確認された復旧溝と同じ層位のものである。遺

物は出土しなかった

３．Ⅱ区の遺構と遺物

43



第21図　Ⅱ区遺構外の出土遺物(中近世)

第20図　Ⅱ区１号復旧溝土層断面

Ａ Ａ′L=70.50m

1

０ ５ｍ１: 100

０ ２㎝１:１

０ 5㎝１:３

（５）遺構外の出土遺物

（第21図　PL.207･208　遺物観察表P.448･450･451･468）

　Ⅱ区調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で第11表

のように多くの遺物を出土した。なかには下位の層位か

らの混入遺物も含まれていたが、ここでは12世紀以降の

遺物のうち、やや古いものを中心に、遺構外の遺物20点

を掲載した。このうち銭貨は出土したすべてを掲載した。

なお、混入遺物については、出土相当層の遺構外遺物の

項に掲載した。
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Ⅱ区１号復旧溝A-A′
１．渇灰色砂　鉄分付着少ない。

洪水層の処理か。

１
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５
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７
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９ 10

11
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15 16 17
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４．Ⅲ区の遺構と遺物 

（１）掘立柱建物

Ⅲ区１号掘立柱建物（第22図　PL.13）

位置　55－１－Ｂ・Ｃ－11・12Ｇ

主軸方位　Ｎ－86°－Ｅ

重複　12号土坑と重複するが、新旧関係は不明である。

形態　身舎部分は３×２間（3.70～4.04ｍ×3.27～3.34

ｍ・13尺×10尺）、面積16.19㎡の東西棟。西側に1.14ｍ

の間隔をとって庇が付き、全体として5.28×3.34ｍの規

模となる。柱間は桁行が0.42～1.88ｍ、梁行が1.51～1.85

ｍ。

　北辺の柱穴は南にややずれるＰ１を除き、柱筋にのる。

Ｐ２は南辺のＰ８に対応すると思われるが、柱間が0.54

ｍと極端に狭く、入口施設の柱とも考えられる。東辺は

Ｐ４が柱筋から西にややずれる。間隔もややＰ５・Ｐ６

間が広い。南辺はＰ８・Ｐ９が柱筋から南にずれている。

Ｐ２同様、Ｐ８もＰ９との柱間が0.42ｍと狭くなってい

る。西辺はほぼ等間隔に柱穴が並ぶが、Ｐ１・Ｐ９は柱

筋から南にややずれる。庇と考えられる柱筋のうち、中

央部には柱穴を確認できなかった。この部分には不定型

な窪みがあったが、それは浅いもので柱穴が確認できな

い状況ではなかったと思われる。

　いずれの柱穴でも明確な柱痕跡は検出できなかった。

柱穴の形状は楕円形および不定型な楕円形で、規模は長

径0.20～0.50ｍ、短径0.17～0.36ｍ、深さ0.12～0.48ｍ

で、ばらつきが大きい。

内部施設　西辺およびＰ９の北側に、柱筋にのる土坑を

検出したが、建物に関連した遺構かどうかは、調査では

明らかにできなかった。　　　　　

出土遺物　Ｐ12の埋没土中から土師器甕胴部破片１点が

出土したが、混入である。

所見　出土遺物からは建物の構築時期を決めることはで

きないが、埋没土中に浅間Ｂ軽石が認められることから、

浅間Ｂテフラ降下以降の建物と考えられる。

　建物の構造は、４×２間（17尺×10尺）の東西棟の可能

性もあるが、西辺の中央の側柱が未検出であること、Ｐ

10が側柱相当の規模であることから、前述したように３

×２間の身舎に西庇のついた東西棟と想定した。

（２）土坑

（第23･24図　PL.14･15･208　遺物観察表P.451）

　Ⅲ区南区では９基、北区では５基の土坑を検出した。

このうち北区の２号、３号土坑は浅間Ｂテフラの一次堆

積層で埋没していたことから浅間Ｂテフラ直下の遺構と

して次章で報告する。また、中央区で検出された土坑は10

基であるが、浅間Ｂテフラより新しいと認められたのは

４基である。したがって、ここで記載・報告する浅間Ｂ

テフラ降下以降の土坑は、両調査区合わせて16基である。

　それぞれの土坑の位置や規模は、一覧表（P.432･433)

にまとめた。土坑の形態や規模にはばらつきがあり、系

統的でない。掘削された時期や、土坑の用途に相違があ

るのであろう。以下各遺構の調査所見を記載する。

ａ．南区の土坑

　１号土坑は隅丸長方形の土坑で、14号溝と重複するが、

新旧関係は不明である。遺物は出土しなかった。

　７号土坑は大型の隅丸長方形の土坑で、浅間Ｂ軽石を

含む暗褐色土や下層の黄色シルト塊で埋まっていた。12

号溝と重複するが、溝より新しい。埋没土中から須恵器

坏破片と須恵器甕小破片１点が出土したが、混入である。

遺構外出土遺物として須恵器坏破片（第144図４）を図示し

た。

　８号土坑も大型の隅丸長方形の土坑で、浅間Ｂ軽石を

含む暗褐色土、洪水砂で埋まっていた。土師器壺破片５

点、坏６点、Ｓ字甕破片３点、須恵器坏破片１点が埋没

土中から出土したが、混入である。

　９号土坑は楕円形の土坑で、灰色シルト塊と浅間Ｂ軽

石を含む黒色土で埋まっていた。10号土坑は不整楕円形

の浅い土坑である。両土坑は重複しているが新旧関係は

不明である。また、いずれの土坑も１号溝と重複してい

るが、新旧関係は１号溝が新しい。

　11号土坑は不整方形の土坑で、灰色シルトで埋まって

いた。埋没土は４～６号土坑と共通する。埋没土中から

土師器坏破片９点、Ｓ字甕破片１点、須恵器椀破片１点

が出土した。いずれも混入である。

　12号土坑は隅丸方形の深い土坑で、１号掘立柱建物と

重複するが、新旧関係は不明である。主軸線は建物と異

なるので内部施設の可能性は少ないと思われる。黒色土

塊と下層の黄色シルト塊の混土で一気に埋まっていた。
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第22図　Ⅲ区１号掘立柱建物
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Ⅲ区１号掘立柱建物P2F-F′  
　１．黒色土　As-Bを含む。
Ⅲ区１号掘立柱建物P3G-G′  
　１．黒色土　As-Bを含む。
　２．黒色土　灰黄色シルトの塊を多く含む。
　３．黒色土　灰黄色シルト含む。
　４．灰黄色シルト
Ⅲ区１号掘立柱建物P4H-H′  
　１．黒色土　As-Bを含む。
Ⅲ区１号掘立柱建物P5I-I′  
１．暗褐色土　白色パミス（As-C?）を少量含む。地山水性ローム起源の

黄白色小塊を少量含む。
Ⅲ区１号掘立柱建物P6J-J′  
　１．黒色土　As-Bを含む。
　２．黒色土　灰黄色シルトを多く含む。

Ⅲ区１号掘立柱建物P7K-K′  
　１．黒色土　As-Bを含む。
Ⅲ区１号掘立柱建物P8L-L′  
　１．黒色土　As-Bを含む。
Ⅲ区１号掘立柱建物P9M-M′  
　１．黒色土　As-Bを含む。
Ⅲ区１号掘立柱建物P10N-N′  
　１．黒色土　As-Bを含む。
Ⅲ区１号掘立柱建物P11O-O′  
　１．黒色土　As-Bを含む。
Ⅲ区１号掘立柱建物P12P-P′  
　１．黒色土　As-Bを含む。
　２．灰黄色シルト
Ⅲ区１号掘立柱建物P13Q-Q′  
　１．黒色土　As-Bを含む。
　２．黒色土　灰黄色シルトを多く含む。



第23図　Ⅲ区土坑(１)と出土遺物
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Ⅲ区１号土坑A-A′  
ⅣA．黒色粘質土　As-B下水田耕土。
ⅣB．灰褐色土～黄橙色土　砂～シルト洪水層。

Ⅲ区４号土坑A-A′  
１．灰色シルト
２．灰色土　灰色シルト塊と褐色粘質土

塊の混土。

Ⅲ区５号土坑A-A′ 
１．灰色シルト

Ⅲ区６号土坑A-A′
１．灰色シルト

Ⅲ区７号土坑B-B′  
１．暗褐色土　As-B粒を多く含む。
２．暗褐色土　As-B・As-B下黒色土・As-B下黒色土下の黄色シルト層

を塊状に含む。
３．灰色砂　As-Bを主体とし、As-B下黒色土・As-B下黒色土下の黄色

シルト小塊を少量含む。

Ⅲ区８号土坑A-A′  
１．黒色粘質土　灰色シルトを含む。

As-Bも少し含む。Ｂ下水田耕土。
２．洪水砂

Ⅲ区９号土坑A-A′
１．黒色土　直径５～10cmの灰色シルト塊とAs-Bを

多く含む。
２．黒色土　As-Bを多く含む。
３．洪水砂　直径３～５cmの灰色シルト塊を含む。
４．灰色シルト

Ⅲ区11号土坑A-A′
１．灰色シルト
２．灰褐色シルト

Ⅲ区１号土坑 Ⅲ区４号土坑 Ⅲ区５号土坑

Ⅲ区６号土坑

Ⅲ区７号土坑

Ⅲ区８号土坑

Ⅲ区９号・10号土坑 Ⅲ区12号土坑

Ⅲ区11号土坑

１



第24図　Ⅲ区土坑(２)
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遺物は出土しなかった。

　13号土坑は楕円形の土坑で、黒色粘質土で埋まっていた。

　14号土坑は小型の不整楕円形で浅間Ｂ軽石を含む黒色

土で埋まっていた。いずれも遺物は出土しなかった。

ｂ．北区の土坑

　４号土坑は不整楕円形の土坑で、灰色シルトで埋まっ

ていた。５号土坑も不整楕円形の土坑で、灰色シルトで

埋まっていた。６号土坑は楕円形の土坑で、灰色シルト

で埋まっていた。４号～６号土坑は、小型で断面が丸い

ボール状であり、灰色シルトで埋まっていること等共通

点が多い。６号溝の北側に並ぶように検出された。６号

土坑埋没土中から磨石破片（第23図１）が出土した。４号・

５号土坑からは遺物は出土しなかった。

ｃ．中央区の土坑

　110号土坑は楕円形の土坑で、２号住居と重複するが、

住居より新しい。遺物は出土しなかった。

　119号土坑は隅丸方形の土坑で、粘性・しまりのある

暗褐色土や黒褐色土で埋まっていた。土師器Ｓ字甕破片

４点、須恵器瓶破片１点が出土しているが、混入である。

（３）ピット（第25図　PL.15）

　Ⅲ区南区で検出したピットは２基、北区で検出した

ピットは４基である。中央区では、全体で41基のピット

を検出したが、出土遺物等を勘案して、３基のピットを

本時期とした。これらは比較的上層で検出され、顕著に

古代や古墳時代の遺物を出土しなかったピットである。

　それぞれのピットの位置や規模は、P.436･437の表に

まとめた。以下各調査区のピットの調査所見を記載する。

ａ．南区のピット

　南区では、南東隅に検出された１号掘立柱建物の北辺

に２基のピットが検出された。いずれも建物の柱筋から

はずれる。西側の５号ピットは浅い。埋没土の記載はな

い。東側の85号ピットは浅間Ｂ軽石を含む黒色土で埋

まっていた。

ｂ．北区のピット

　北区では４基のピットが中央部に散在していた。いず

れも小型円形のピットである。建物の柱穴等とは考えに

くい。１号、２号、４号ピットは遺憾ながら断面図の記

録がない。３号ピットは比較的深い遺構で、灰色シルト

で埋まっていた。３号ピットからは在地系土器皿破片１

点が出土している。

ｃ．中央区のピット

　中央区では中央やや東寄りで、３基の86～88号ピット

が集中して検出された。一様に暗褐色土で埋まってい

た。下層で検出された１号住居と重複している位置であ

るが、新旧関係は不明である。
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Ⅲ区110号土坑A-A′
１．暗褐色土　粘性ややあり。し

まりあり。径３mm以下の茶褐
色粒微量・径１mm以下の白色
軽石粒微量・径２mm以下の炭
化物極微量含む。

２．暗褐色土　１層に類する。し
まります。１層に見られる粒
子類は見られず。

Ⅲ区119号土坑A-A′
１．暗褐色土　粘性ややあ

り。しまりややあり。
２．黒褐色土　粘性あり。

しまりあり。
３．暗褐色土　粘性あり。

しまりあり。

Ⅲ区13号土坑 Ⅲ区14号土坑 Ⅲ区110号土坑 Ⅲ区119号土坑



第25図　Ⅲ区ピット
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（４）堀

蛭堀［びりぼり］

（第26･72図　PL.16･208　遺物観察表P.448･451）

　蛭堀はⅢ区南西部からⅣ区北東部にかけて検出された

用水路である。「蛭堀」は地域の通称であり、調査での遺

構名もそのままとした。

　Ⅲ区では、南区で蛭堀21.8ｍ分を調査した。中央区ま

で延びていたが、西縁が調査区域外となり調査範囲が狭

くなることから、危険防止のため掘り下げを断念した。

南区の蛭堀はⅠ層表土を除去した段階で遺構検出確認を

おこなった。発掘区内に直線的に掘られており、遺構検

出面での上幅は4.10～5.30ｍ、下幅は2.05～3.00ｍ、深

さは1.19m、断面形は台形である。底面は平坦で、北端

の標高が0.11ｍ高かった。

　埋没土中からは中世から近現代にかけての陶磁器破片

15点、土器破片４点のほか、砥石等が出土した。中世遺

物はごく少量で混入と思われる。近現代製作地不詳猪口

（第26図２）、陶器（３）、18世紀後半～19世紀中頃の秉燭

（１）、12世紀の渥美陶器甕（４）、中世とみられる在地系

土器片口鉢（５）、切り砥石（６）を図示した。

　東脇には１号・２号溝が並行して掘られていた。埋没

土層の観察から、２号溝→１号溝→蛭堀の順に新しく掘

り直されたとみられる。Ⅳ区では蛭堀の両岸に浅間Ａ軽

石被災の復旧溝が検出されているが、Ⅲ区では検出され

なかった。

　蛭堀は、慶長10（1605）年に関東郡代伊那備前守忠次に

よって天狗岩用水からの延長工事が行われた滝川用水の

17堰のうち、与六堰から取水された用水堀である。滝川

から取水し、大字与六分・上新田を潤し滝川に排水して

いた。その流路は明治18年測量の迅速測図で確認するこ

とができる。周辺では玉村町教育委員会が発掘調査した

中道東遺跡９号溝が蛭堀の一部で、昭和時代の土地改良

工事で埋められたと報告されている。この土地改良工事

では用排水路が再編成され、蛭堀は流路を変えて現在も

残されている。近世の蛭堀の掘削年代は具体的な史料が

残されていないので詳細は不明であるが、滝川用水の堰

整備事業のなかで掘削された可能性が高いであろう。
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Ⅲ区３号ピットA-A′
１．灰色シルト
  

Ⅲ区85号ピットA-A′
１．黒色土　As-Bを含む。
  

Ⅲ区86号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性ややあり。

しまりややあり。
２．暗褐色土　粘性あり。しま

りあり。
３．暗褐色土と茶褐色土の混土

粘性あり。しまりあり。

Ⅲ区87号ピットA-A′ 
１．暗褐色土　粘性ややあり。

しまりややあり。
  

Ⅲ区88号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性ややあり。

しまりややあり。

Ⅲ区１号ピット Ⅲ区２号ピット

Ⅲ区３号ピット

Ⅲ区４号ピット

Ⅲ区５号ピット

Ⅲ区85号ピット Ⅲ区86号ピット

Ⅲ区87号ピット Ⅲ区88号ピット
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．
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第27図　Ⅲ区１号･２号溝の出土遺物
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（５）溝

　Ⅲ区では、27条の溝が検出された。溝には各調査区で

異なる年度に調査されたために、同一の溝であっても別

の遺構番号が付されたものがある。これについては、報

告時に番号の統合と付け替えを行った。その作業の結果

については、溝の位置や規模とともにP.442･443の表に

まとめた。以下各溝の調査所見を記載する。なお、溝の

平面図は個別図を作成せず、1/300の各区全体図でこれ

に変えた。埋没土層断面図は個々に掲載した。

Ⅲ区１号溝

（第26･27･72図　PL.16･208　遺物観察表P.448･451）

　１号溝はⅢ区南西部で、南区から中央区にかけて検出

された。２号溝より新しく蛭堀より古い。南区の走向は

Ｎ－30°－Ｗ、上幅1.16～2.04ｍ、深さ0.31ｍ、調査長

は南区で21.89ｍである。底面は平坦で、北端が0.04ｍ

高かった。一方、中央区では西脇の蛭堀を安全上の問題

から掘り下げなかった影響で隣接する１号溝の十分な調

査はできなかった。

　浅間Ｂ軽石、シルトを多量に含む灰褐色土や、砂とシ

ルトの互層で埋まっていた。層位的には浅間Ｂ混土層を

切っていることから、中世以後の溝と考えられる。Ⅲ区

では浅間Ａ軽石被災復旧溝との重複関係はなかった。Ⅳ

区では本溝の延長部分にある５～９号溝が浅間Ａ軽石被

災復旧溝より古いことから、本溝も浅間Ａ軽石降下より

古いと考えられる。

　出土遺物は、南区北端部底面上2.5cmのところで、中

世の在地系土器片口鉢と推定される破片（第27図１）、埋

没土中から南区で銭貨「煕寧元寶」（２）、埋没土中から

銭貨「皇宋通寶」（３）が出土した。また埋没土中から埴輪

破片１点、土師器甕破片27点、Ｓ字甕破片１点、須恵器

椀破片４点、瓶破片１点、甕破片６点が出土した。埴輪・

土師器・須恵器は混入である。遺構外出土遺物として本

溝出土の須恵器瓶（第191図12）、土師器直口壺（第192図

24）を図示した。

　Ⅲ区１号溝の掘削時期は、埋没土の状況から中世以降、

浅間Ａ軽石降下以前ということになるが、出土した片口

鉢やほかの土器からして、中世の可能性が高い。

Ⅲ区２号溝

（第26･27･72図　PL.16・17　遺物観察表P.448）

　２号溝はⅢ区南西部で、南区から中央区にかけて検出

された。１号溝より古い。走向はＮ－23～28°－Ｗ、上

幅3.78～4.04ｍ、深さ0.63ｍ、調査長は南区で21.97ｍ、

中央区で22.41ｍである。底面は平坦で、北端が0.07ｍ

高かった。ただし中央区部分では西脇の蛭堀を安全上の

問題から掘り下げなかった影響で、１号溝との境界を十

分に調査できなかった。

　砂と黄色土塊を含む暗褐色砂層で埋まっていた。層位

的には浅間Ｂ混土層が溝上半部に堆積していることか
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ら、浅間Ｂテフラ降下以前の可能性もあるが、テフラ一

次堆積層は溝の上端部から東へ7.6ｍの地点から東方に

しか残っていなかったため、直接の前後関係をとらえる

ことができなかった。また、２号溝も１号溝と同様に浅

間Ａ軽石被災復旧溝との重複関係はなかった。しかし、

Ⅳ区では本溝の延長部分にある５～９号溝が浅間Ａ軽石

被災復旧溝より古いことから、本溝も浅間Ａ軽石降下よ

り古いと考えられる。

　出土遺物は、埋没土中から12世紀の渥美陶器甕破片３点

（第27図４・５・６）が出土している。また埴輪破片１点、

土師器坏破片32点、甕破片７点、Ｓ字甕破片６点、須恵器

甕破片５点、近世瓦１点、近現代の陶磁器類破片１点が出

土した。埴輪・土師器・須恵器は混入である。遺構外出土

遺物として本溝出土の須恵器甕（第191図13）を図示した。

　Ⅲ区２号溝の掘削時期は、中世以降、浅間Ａ軽石降下

以前ということになるが、出土した焼締陶器破片からし

て、中世の可能性が高い。

Ⅲ区３号溝（第28・72図　PL.17）

　３号溝は、２号溝の法面で検出された。２号溝との新

旧関係は不明である。走向はＮ－62°－Ｅ、上幅0.62～

1.13ｍ、深さ0.35ｍ、調査長は1.22ｍである。北東端が

やや丸く太くなっている。底面は西端が0.04ｍ高かった。

浅間Ｂ軽石を含む暗褐色土・暗灰色土で埋まっていた。

埋没土中から土師器甕破片１点が出土したが、混入であ

る。また埋没土中からブナ殻斗１点（写真４－２）が出土

した。１号溝の施設とも考えられるが、詳細は明らかに

できなかった。

Ⅲ区４号溝（第28･72図　PL.17）

　４号溝は蛭堀と１号溝の間で検出された。蛭堀よりは

古い。走向はＮ－27°－Ｅ、上幅0.21～0.38ｍ、深さ0.17

ｍ、調査長は3.90ｍである。１号溝を掘り直した際の底

面の一部と考えられる。遺物は出土しなかった。

Ⅲ区５号溝

（第28･72図　PL.17・18・208　遺物観察表P.448）

　５号溝は、Ⅲ区西部の北区から中央区にかけて検出さ

れた緩やかに湾曲する溝である。北区で６号溝と重複し

ているが、５号溝が新しい。南区へ延びる様相を呈する

が、南区では検出されなかった。

　走向は北区でＮ－９°－Ｗ、中央区でＮ－43°－Ｗ、

上幅は北区で0.62～1.08ｍ、中央区で0.58～1.40ｍ、深

さは北区で0.20ｍ、中央区で0.23ｍ、調査長は北区で

12.25ｍ、中央区で39.84ｍである。底面はやや凹凸があ

る。底面の標高は北区と中央区の境界周辺が最も低く、

北端は0.08ｍ、南端は0.09ｍ高かった。

　溝内は浅間Ａ軽石と推定される白色軽石を含む灰色シ

ルトで埋まっていた。埋没土中から製作地不詳陶器ミニ

チュア破片１点（第28図１）、在地系土器焙烙破片１点、

瓦１点、近現代陶磁器破片６点が出土した。また北区で

土師器甕破片11点、Ｓ字甕破片１点が、中央区で土師器

高坏破片２点、甕破片33点、Ｓ字甕破片21点、須恵器坏

破片６点、椀破片１点、瓶破片１点が出土したが、混入

である。下層にある古代や古墳時代の遺構内からの混入

であろう。それらは遺構外出土遺物として、本溝出土の

土師器甕（第145図24）、須恵器羽釜１点（第145図28）を図

示した。最も新しい出土遺物の時期や層位から、Ⅲ区５

号溝の時期は江戸時代から近現代と考えられる。

Ⅲ区６号溝（第28･72図　PL.18）

　６号溝は、Ⅲ区北区の西南部から中央区の西部・南部

にかけて検出された、大きくＵの字に湾曲する溝である。

北区で５号溝と重複しているが、６号溝が古い。

　走向は北区でＮ－86°－Ｅ、中央区で弧状、上幅は北

区で0.30～1.00ｍ、中央区で0.37～0.92ｍ、深さは北区

で0.15ｍ、中央区で0.08ｍ、調査長は北区で35.40ｍ、

中央区で30.20ｍである。底面は平坦である。底面の標

高は中央区中央部が最も深く、北端は0.14ｍ、南端は0.01

ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石を多量に含む暗褐色土・灰褐色土で

埋まっていた。北区で埋没土中から須恵器坏破片３点

が、中央区で土師器坏破片１点、甕破片１点、Ｓ字甕破

片２点、台付甕破片１点が出土したが、混入である。遺

構外出土遺物として、本溝出土の土師器Ｓ字甕１点（第

192図35）を図示した。

　本溝は溝の東側にある微高地を囲むように掘られた溝

で、北東端は39号溝の北側で止まっている。北区および

中央区では本溝より南側には浅間Ｂテフラの一次堆積層

は残存していなかった。
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第28図　Ⅲ区溝土層断面(１)と出土遺物
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Ⅲ区３号溝A-A′
１．暗褐色土　As-Bを多量に

含む。黄褐色土と暗灰色
土の混土。

２．暗灰色土　As-Bを多量に
含む。ⅣＢ層小塊をわず
かに含む。

３．暗灰色シルト　上位にⅣ
Ｂ層に近い薄層を挟む。

４．暗褐色土　As-Bを含む。
ⅣＡ層小塊とⅣＢ層小塊
を少量含む。 

Ⅲ区４号A-A′
１．暗褐色土　As-Bと灰色シルトを

多量に含む。
２．暗褐色土　As-Bの含有量が１層

よりも多い。  
３．暗褐色土　灰色シルトの含有量

が１層よりも多い。
  

Ⅲ区５号溝A-A′
Ⅰ． 表土
１．灰色シルト　As-A?を少量含む。
（５号溝埋没土）

２．灰褐色土　As-Bを多く含む。粘
性なし。

３．黒色土　軽石を含まない。粘性
なし。（33号溝埋没土）

４．暗褐色土　地山ローム起源の黄
褐色土塊を多く含む。

Ⅲ区５号溝B-B′ 
１．灰暗褐色土　粘性やや弱

し。しまりあり。現代水
田床土。

  

Ⅲ区６号溝A-A′
１．灰褐色土　As-Bを多く含

む。粘性なし。（As-Bの
上に形成された耕作土）

２．黒色土　As-Bと黒色土塊
の混土。 

Ⅲ区６号溝B-B′
Ⅰ． 表土
１．暗褐色土　As-Bを多量に含む。
２．黒褐色土　As-B混土とAs-B下水

田面の灰色塊を黄褐色粘質土塊
の混土。

Ⅲ区６号溝C-C′
１．暗褐色土　粘性ややあり。

しまりややあり。
２．褐色土　粘性ややあり。し

まりややあり。
  

Ⅲ区７号溝A-A′
１．暗褐色土　As-Bをわずか

に含む。
  

Ⅲ区８号溝A-A′
１．灰色シルト （21号溝埋没土）
２．灰色シルト
３．暗褐色土　As-B粒を多く含む。
４．暗褐色土　As-B塊・黒色粘土層との

混土層。（８号溝埋没土）

Ⅲ区13号・35号溝A-A′
１．灰白色粘土　黒色土粒を非常

に多く含む。直径５mm以下の
白色軽石を少量含む。（13号
溝埋没土）

２．灰白色粘質土　砂粒・直径２
mmほどの白色軽石を少量含
む。（35号溝埋没土）

３．灰白色粘質土　黄褐色の砂粒
を非常に多く含む。（35号溝
埋没土）

ⅠＡ．表土
ⅠＢ．表土　灰褐色土
ⅢＡ．灰褐色砂質土　As-Bを含む。
ⅣＢ．灰褐色シルト
ⅤＡ．黒灰色シルト質土　白色軽石

を含む。
ⅤＢ．黒灰色シルト質土　白色軽石

を含まない。
ⅤＣ．洪水層

Ⅲ区13号溝B-B′
ⅤＡ．黒灰色シルト質土
１．黒色粘土
２．灰色シルト　VA層上の

洪水層起源の土を塊状
に含む。

Ⅲ区36号溝A-A′
１．暗褐色土　As-B混入。
２．黄褐色土　ローム塊・
　　As-B混入。 

Ⅲ区37号溝A-A′
１．灰褐色砂質土　As-Bを含む。
２．灰褐色砂質土　As-Bと少量の

黄褐色土小塊を含む。
３．灰褐色砂質土　As-Bと黄褐色

塊を含む。

Ⅲ区40号溝A-A′
１．灰暗褐色土　粘性やや弱

し。しまりあり。現代水
田床土。

Ⅲ区42号溝A-A′
１．灰色砂質土　洪水堆積層。

Ⅲ区３号溝

Ⅲ区４号溝

Ⅲ区５号溝

Ⅲ区６号溝

Ⅲ区７号溝

Ⅲ区８号・21号溝

Ⅲ区13号溝Ⅲ区11号溝

Ⅲ区13号・35号溝

Ⅲ区14号溝

Ⅲ区36号溝 Ⅲ区40号溝Ⅲ区37号溝 Ⅲ区42号溝

１
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Ⅲ区７号溝（第28･72図　PL.18）

　７号溝は、Ⅲ区北区北西部、６号溝の南側で検出され

た、Ｌ字状に屈曲する溝である。５号溝と６号溝をつな

ぐようにＬ字に屈曲しているが、両溝との新旧関係は不

明である。浅間Ｂ軽石を含むという埋没土の共通性から

すれば、５号溝より古く、６号溝とは同時期とも考えら

れるが、詳細は不明である。

　走向は長辺でＮ－85°－Ｅ、上幅は0.58～0.62ｍ、深

さは0.11ｍ、調査長は4.63ｍである。底面は平坦である。

底面の標高差は無い。

　溝内は浅間Ｂ軽石をわずかに含む暗褐色土で埋まって

いた。埋没土中から近現代陶磁器破片１点、土師器坩破

片３点が出土したが、土師器坏は混入である。溝の時期

は浅間Ｂテフラ降下以降であるが、不明である。

Ⅲ区８号溝（第28･72図　PL.18）

　８号溝は、Ⅲ区北区の中央やや東寄りの南壁付近で検

出された。６号溝の延長線上にある。中央区の38号溝に

連続するように西端で南側へ屈曲している。

　走向は長辺でＮ－90°－Ｅ、上幅は0.40～1.00ｍ、深

さは0.12ｍ、調査長は19.17ｍである。底面はやや凹凸

がある。底面の標高は南西部が東端より0.02ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石塊と黒色粘土の混土で埋まってい

た。埋没土中から近世在地系土器皿破片１点、瓦破片２

点、近現代陶磁器破片２点が出土した。また、須恵器甕

破片３点が出土したが、混入である。遺構外出土遺物と

して、本溝出土の須恵器甕（第191図11）を図示した。Ⅲ

区８号溝の時期は近現代と推定される。

　本溝と６号溝は、中央区の微高地の北辺を区切るよう

に掘られた溝である。Ⅲ区中央部に南北方向に平行して

掘られている38号・39号溝につながる位置にあり、南側

には小規模な段があり、溝の南側にテラス状の区域を形

成していた。この溝と段で区切られた空間には、前述し

た38号・39号溝が南北に平行して掘られている。38号・

39号溝の埋没土の記載がなく、６号・８号溝と38号・39

号溝が同時にあったかどうかは不明であるが、何らかの

意図をもった溝の配置であることは推定される。この中

央部分には浅間Ｂテフラの一次堆積層は残存していな

かった。

Ⅲ区９号溝（第29･72図　PL.19）

　９号溝は、Ⅲ区北区の東部溝群の１条として検出され

た。10号・17号溝と重複しているが、土層断面の観察か

らいずれの溝よりも古いと判断した。北半部は10号溝に

切られている。

　走向はＮ－25°－Ｗ、上幅は1.12～1.23ｍ、深さは土

層断面から0.40ｍ、調査長は5.18ｍである。底面はやや

凹凸がある。底面標高は南東部が北端より0.01ｍ高かっ

た。

　溝内は灰色シルトで埋まっていた。埋没土中から在地

系土器火鉢破片１点が出土した。Ⅲ区９号溝の時期は出

土遺物から近世と推定される。

Ⅲ区10号溝（第29･72図　PL.19）

　10号溝は、Ⅲ区北区の東部溝群の１条として検出され

た。９号・11号溝と重複しているが、土層断面の観察か

らいずれの溝よりも新しいと判断した。

　走向はＮ－16°－Ｗ、上幅は0.99～1.50ｍ、深さは0.40

ｍ、調査長は12.30ｍである。底面はやや凹凸がある。

底面の標高は南東部が北端より0.19ｍ高かった。

　溝内は灰色シルト・灰黄色シルトで埋まっていた。遺

物は出土しなかった。Ⅲ区10号溝の時期は重複関係から

近世以降と推定される。

Ⅲ区11号溝

（第28･29･72図　PL.19･208　遺物観察表P.P.451）

　11号溝は、Ⅲ区北区の東部溝群の１条として検出され

た。９号・10号溝と重複しており、大半が失われている

が、一部底面が残り、土層断面でも確認することができ

た。その土層断面の観察から、いずれの溝よりも古いと

判断した。

　走向はＮ－16°－Ｗ、上幅は底面のみ残存のため計測

不能、深さは土層断面から0.34ｍ、調査長は2.56ｍであ

る。底面は平坦である。

　溝内は黄灰色シルトで埋まっていた。埋没土中から須

恵器椀破片、敲石（第28図２）が出土した。須恵器は混入

であり、遺構外出土遺物として図示した（第145図12）。

Ⅲ区11号溝の時期は中世以降であるが詳細は不明であ

る。
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．
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Ⅲ区13号溝（第28･72図　PL.19）

　13号溝は、Ⅲ区北区の東端部で検出された。重複はな

い。中央でやや屈曲する。

　走向はＮ－３°－Ｗ、上幅は0.40～0.70ｍ、深さは0.19

ｍ、調査長は11.90ｍである。底面は平坦で、底面の標

高は北端部が0.01ｍ高かった。

　溝内は黒色土粒・塊を多く含み、白色軽石を含む灰色

シルト・灰白色粘質土で埋まっていた。埋没土中から須

恵器坏破片１点が出土したが、混入である。溝の時期は

浅間Ｂ混土層に覆われていることから、中世以降と推定

されるが、詳細は不明である。遺構の位置関係からする

と中央区北東端で検出された43号溝、Ⅱ区南区西端で検

出された13号溝は同一の溝の可能性がある。

Ⅲ区14号溝（第28･72図）

　14号溝は、Ⅲ区南区の北東隅で検出された。１号土坑

と重複しているが、１号土坑が新しい。

　走向はＮ－43°－Ｗ、上幅は0.57～1.00ｍ、深さは0.11

ｍ、調査長は10.37ｍである。底面は平坦である。

　埋没土は不明である。埋没土中から須恵器坏破片３点

が出土したが、混入である。Ⅲ区14号溝の時期は浅間Ｂ

テフラ降下以降である。

Ⅲ区17号溝（第29･72図　PL.19）

　17号溝は、Ⅲ区北区の東部溝群の１条として検出され

た。９号・11号溝と重複しているが、土層断面の観察か

らいずれの溝よりも新しいと判断した。一方、北側1/3

は10号溝に切られており、10号溝より古いと判断され

る。

　走向はＮ－23°－Ｗ、上幅は0.54～0.80ｍ、深さは0.33

ｍ、調査長は5.12ｍである。底面はやや凹凸がある。底

面の標高は北端部が0.08ｍ高かった。

　遺憾ながら本溝の埋没土の記載が漏れており、埋没土

は不明である。埋没土中から土師器坏破片２点、Ｓ字甕

破片25点が出土したが、混入である。Ⅲ区17号溝の時期

は重複関係から近世以降と推定される。

Ⅲ区18号溝（第29･72図　PL.19）

　18号溝は、Ⅲ区北区の東部溝群の１条として検出され

た。９号～11号溝と重複しているが、土層断面の観察か

らいずれの溝よりも古いと判断した。

　走向はＮ－７°－Ｗ、上幅は0.78～0.97ｍ、深さは0.28

ｍ、調査長は7.34ｍである。底面はやや凹凸がある。底

面の標高は南部が0.07ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石を多く含む黒褐色土で埋まってい

た。埋没土中から馬の下顎右大臼歯３本が解剖学的位置

を保って出土している（第286図）。Ⅲ区18号溝の時期は

埋没土の特徴から中世以降と推定される。

Ⅲ区19号溝（第29･72図　PL.19）

　19号溝は、Ⅲ区北区の東部溝群のすぐ東側で検出され

た。東側に20号溝が並んで掘られている。重複はない。

　走向はＮ－10°－Ｗ、上幅は0.22～0.41ｍ、深さは0.11

ｍ、調査長は12.50ｍである。底面はやや凹凸がある。

底面の標高は南部が0.03ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石を多く含む暗褐色土で埋まってい

た。遺物は出土しなかった。Ⅲ区19号溝の時期は埋没土

の特徴から中世以降と推定される。

Ⅲ区20号溝（第29･72図　PL.19）

　20号溝は、Ⅲ区北区の東部溝群のすぐ東側で検出され

た。西側に19号溝が並んで掘られている。重複はない。

　走向はＮ－９°－Ｗ、上幅は0.24～0.50ｍ、深さは0.06

ｍ、調査長は10.80ｍである。底面はやや凹凸がある。

　溝内は浅間Ｂ軽石を多く含む暗褐色土で埋まってい

た。遺物は出土しなかった。Ⅲ区20号溝の時期は埋没土

の特徴から中世以降と推定される。

Ⅲ区21号溝（第28･72図　PL.18）

　21号溝は、Ⅲ区北区の東南部の８号溝の内側に平行し

て掘られていた。重複はない。

　走向はＮ－89°－Ｅ、上幅は0.50～0.80ｍ、深さは0.07

ｍ、調査長は10.24ｍである。底面は平坦である。

　溝内は灰色シルトで埋まっていた。埋没土中から土師

器甕破片５点が出土したが、混入である。また、８号・

21号溝周辺から土師器坩破片１点、甕８点、須恵器瓶破

片１点、甑破片１点が出土したが、混入である。

Ⅲ区2号溝の時期は埋没土の特徴から中世以降と推定さ

れる。
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Ⅲ区23号溝（第28･72図）

　23号溝は、17号溝と18号溝の間で検出された。

　走向はＮ－12°－Ｗ、上幅は0.15～0.39ｍ、深さは0.01

ｍ、調査長は4.05ｍである。底面は平坦である。

　溝内は浅間Ｂ軽石を混じる暗褐色土で埋まっていた。

遺物は出土しなかった。Ⅲ区23号溝の時期は埋没土の特

徴から浅間Ｂテフラ降下以降と推定される。

Ⅲ区24号溝（第29･72図）

　24号溝は、17号溝と18号溝の間で検出された。17号・

18号溝より古い。

　走向はＮ－77°－Ｅ、上幅は0.44～0.50ｍ、深さは0.08

ｍ、調査長は0.80ｍである。底面は平坦である。

　埋没土は不明である。遺物は出土しなかった。Ⅲ区24

号溝の時期は埋没土の特徴から浅間Ｂテフラ降下以降と

推定される。

Ⅲ区36号溝（第28･72図　PL.19）

　36号溝は、Ⅲ区中央区の北東隅で検出された。西側に

37号溝が並んで掘られている。重複はない。

　走向はＮ－29°－Ｗ、上幅は0.45～0.72ｍ、深さは0.12

ｍ、調査長は4.05ｍである。底面はやや凹凸がある。底

面の標高は南端部が0.03ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石を含む暗褐色土・黄褐色土で埋まっ

ていた。埋没土中から土師器坏破片４点、鉢破片４点、

甕破片50点、須恵器坏破片６点、椀破片２点が出土した

が、混入である。Ⅲ区36号溝の時期は埋没土の特徴から

浅間Ｂテフラ降下以降と推定される。

　位置関係からして、北区東部溝群のいずれかの溝と同

一の溝である可能性がある。

Ⅲ区37号溝（第28･72図　PL.19）

　37号溝は、Ⅲ区中央区の北東隅で検出された。東側に

36号溝が並んで掘られている。重複はない。

　走向はＮ－27°－Ｗ、上幅は0.40～0.74ｍ、深さは0.28

ｍ、調査長は8.90ｍである。底面はやや凹凸がある。底

面の標高は南端部が0.12ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石を含む灰褐色砂質土で埋まってい

た。遺物は出土しなかった。Ⅲ区37号溝の時期は埋没土

の特徴から浅間Ｂテフラ降下以降と推定される。

Ⅲ区38号溝（第72図　PL.19）

　38号溝は、Ⅲ区中央区の中央部で検出された。西側に

４ｍほどの間隔を置いて39号溝が並んで掘られている。

重複はない。南端部は緩やかに浅くなる。

　走向はＮ－４°－Ｗ、上幅は0.62～1.30ｍ、深さは0.22

ｍ、調査長は17.80ｍである。底面は緩やかな凹面である。

底面の標高は南端部が0.05ｍ高かった。

　埋没土は遺憾ながら記載が無く、不明である。埋没土

中から、土師器壺破片１点、坏破片８点、鉢破片６点、

甕破片105点、Ｓ字甕破片16点、須恵器坏破片16点、椀

破片６点が出土したが、いずれも混入である。下層にあ

る古代や古墳時代の遺構内の遺物が混入したものと考え

られる。遺構外出土遺物として、本溝出土の土錘（第144

図１）、土師器小型台付甕（第145図26）を図示した。Ⅲ区

38号溝の時期は不明である。

　本溝の位置は、北区８号溝の西部屈曲部の位置に一致

しており、何らかの区画意識があったものと推定される。

西側に並行する39号溝の北端も６号溝の東屈曲部に一致

している。

Ⅲ区39号溝（第72図　PL.19）

　39号溝は、Ⅲ区中央区の中央部で検出された。東側に

４ｍほどの間隔を置いて38号溝が並んで掘られている。

重複はない。南端部は緩やかに浅くなる。

　走向はＮ－５°－Ｗ、上幅は0.64～1.20ｍ、深さは0.14

ｍ、調査長は18.98ｍである。底面は緩やかな凹面である。

底面の標高は北端部が0.02ｍ高かった。

　埋没土は遺憾ながら記載が無く、不明である。埋没土

中から、土師器坩破片５点、坏破片７点、甕破片41点、

Ｓ字甕破片５点、台付甕破片３点、坏破片14点、須恵器

椀破片１点、灰釉陶器椀破片１点、瓶破片１点が出土し

た。下層にある古代や古墳時代の遺構内の遺物が混入し

たものと考えられる。遺構外出土遺物として、本溝出土

の須恵器坏２点（第144図６・第145図10）を図示した。Ⅲ

区39号溝の時期は不明である。

　本溝の位置は、北区６号溝の東屈曲部に一致しており、

何らかの区画意識があったものと推定される。東側に並

行する38号溝の北端も北区８号溝の西部屈曲部の位置に

一致している。
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Ⅲ区40号溝（第28･72図　PL.19）

　40号溝は、Ⅲ区中央区の西部で検出された。１号・２

号溝、６号溝、41号溝と重複しているが、40号溝が新し

い。

　走向はＮ－43°－Ｅ、上幅は0.44～1.26ｍ、深さは0.12

ｍ、調査長は14.96ｍである。底面はやや凹凸がある。

底面の標高は西端部が0.03ｍ高かった。

　溝内は暗灰褐色土で埋まっていた。現代の水田耕土と

同様な土である。埋没土中から土師器甕破片３点が出土

したが、混入である。Ⅲ区40号溝の時期は埋没土の特徴

から近世以降と推定される。

Ⅲ区41号溝（第72図）

　41号溝は、Ⅲ区中央区の西部で検出された。40号・42

号溝と重複しているが、新旧関係は不明である。

　走向はＮ－75°－Ｅ、上幅は0.57～0.75ｍ、深さは計

測不能、調査長は4.72ｍである。底面はやや凹凸がある。

　埋没土は遺憾ながら記載が無く、不明である。埋没土

中から土師器壺破片１点、器台破片１点、坏破片１点、

Ｓ字甕破片１点、須恵器瓶破片1点、甕破片１点が出土

したが、混入である。遺構外出土遺物として、本溝出土

の土師器小型丸底壺（第191図21）を図示した。Ⅲ区41号

溝の時期は不明である。

Ⅲ区42号溝（第28･72図　PL.208　遺物観察表P.448）

　42号溝は、Ⅲ区中央区の西部で検出された。１号・２

号溝、41号溝と重複しているが、42号溝が新しい。

　走向はＮ－45°－Ｅ、上幅は0.26～0.80ｍ、深さは計

測不能、調査長は5.77ｍである。底面はやや凹凸がある。

　溝内は灰色砂層で埋まっていた。埋没土中から瀬戸・

美濃陶器灯火受皿１点（第28図３）、土師器器台破片２点、

甕破片１点、Ｓ字甕破片２点が出土した。土師器・須恵

器は混入である。Ⅲ区42号溝の時期は出土遺物から近世

以降と推定される。

（６）耕作痕

Ⅲ区１号耕作痕（第72図　PL.20）

　Ⅲ区の浅間Ｂテフラ直下面で水田を検出する段階で、

水田面に多数の耕作痕を検出した。耕作痕はⅢ区の南区

のほぼ全域に及んでいたが、北区では確認できなかっ

た。この耕作痕跡の掘り込み面は検出できなかったが、

痕跡内には浅間Ｂ軽石が塊状になって堆積しており、浅間

Ｂテフラより上層から掘り込まれたことは明らかである。

　検出された耕作痕の位置・形状・規模を全域にわたっ

て記録することはしなかったが、Ⅲ区南区の浅間Ｂテフ

ラ直下水田の１枚の水田面内のみ、耕作痕の分布状況を

記録した。痕跡の平面形状は半月形が多く、南北方向の

列状に並んでいた。

　埋没土中から施釉陶器８点、在地系土器焙烙等４点、

土師器坏破片２点、甕破片８点、須恵器坏破片４点、瓶

破片４点が出土した。土師器・須恵器は混入である。同

様な耕作具痕跡はⅣ区・Ⅵ区でも検出されている。

　耕作痕は、断面形状がＶ字状になっているものがあ

り、鋤先の痕跡と推定される。この耕作痕の時期は明確

にできなかった。

（７）復旧溝

　Ⅲ区では５か所の復旧溝が検出された。いずれも浅間

Ａ軽石を多量に塊状に含む灰褐色土で埋まっており、浅

間Ａ軽石被災を復旧するための溝群である。南区で検出

された５号復旧溝は形態的には溝でないが、ここでは連

番で復旧溝とした。

　浅間Ａ軽石降下当時、ここがどのような土地利用がさ

れていたかは軽石直下面が出土していないので明確では

ないが、12世紀初頭の浅間Ｂテフラ降下時は水田であっ

たことから、それ以後水田として利用されていた可能性

が高い。したがって、Ⅲ区で検出された復旧溝も水田か

ら水田への復旧を意図したものと考えられる。復旧溝群

の位置や規模は、当時の地割の一部を表していることに

なろう。

　浅間Ａ軽石の降下は1873（天明３）年であることから、

それ以前の近世の遺構とは重複関係になる。区ごとの全

体図（1/300）では、網かけで図示した。

Ⅲ区１号復旧溝（第30図　PL.20）

　１号復旧溝は、Ⅲ区南区の中央やや東側で検出された。

重複遺構はない。溝群の全体の規模は南北5.07ｍ、東西

21.30ｍ、溝の方向はＮ－10～15°－Ｗである。32条の

復旧溝が検出された。

　それぞれの溝の形態は不整形で、短辺は丸くなってい

第３章　中近世の遺構と遺物
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第30図　Ⅲ区１号復旧溝

０ ５ｍ１: 100
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る溝が多い。また断続的に底面のみが残る溝もあった。

最も大きな溝の上幅は0.26～0.49ｍ、深さは0.04ｍ、長

さは4.75ｍである。最も小さな溝の上幅は0.40～0.46ｍ、

深さは0.05ｍ、長さは1.15ｍである。底面には緩やかな

凹凸がある。　遺物は出土しなかった。

Ⅲ区２号復旧溝（第31図　PL.21）

　２号復旧溝は、Ⅲ区南区の東半部で検出された。東半

分が攪乱によって壊されている。重複遺構はない。溝群

の全体の規模は南北13.22ｍ、東西10.95ｍ、溝の方向は

ほぼＮ－85～90°－Ｅである。27条の復旧溝が検出され

た。

　それぞれの溝の形態は不整形で、短辺は丸くなってい

る溝が多い。また断続的に底面のみが残る溝もあった。

最も大きな溝の上幅は0.22～0.51ｍ、深さは0.05ｍ、長

さは3.60ｍである。最も小さな溝の上幅は0.28～0.35ｍ、

深さは0.01ｍ、長さは1.30ｍである。底面には緩やかな

凹凸がある。

　埋没土中から土師器甕破片25点、須恵器坏破片２点、

椀破片１点、瓶破片１点、灰釉陶器椀破片１点、施釉陶

器破片７点、在地系土器焙烙等破片２点、在地系土器皿

破片１点が出土した。土師器・須恵器は混入である。

Ⅲ区３号復旧溝（第32図　PL.21）

　３号復旧溝は、Ⅲ区北区の中央部で検出された。北端

部は発掘区域外になる。重複遺構はない。溝群の全体の

規模は南北7.52ｍ、東西3.10ｍ、溝の方向はほぼＮ－

３°－Ｗである。４条の復旧溝が検出された。

　それぞれの溝の形態は比較的直線的になっていたが、

短辺は丸くなっている溝もあった。溝の上幅は0.30～

0.54ｍ、深さは0.08ｍ、残存長は6.28ｍである。底面は

ほぼ平坦である。

　埋没土中から土師器甕破片１点、須恵器坏破片１点、

施釉陶器１点が出土した。土師器・須恵器は混入である。

Ⅲ区４号復旧溝（第32図　PL.21　遺物観察表P.448）

　４号復旧溝は、Ⅲ区北区の北西部で検出された。西半

分の残存状況は悪い。重複遺構はない。溝群の全体の

規模は南北2.42ｍ、東西21.70ｍ、溝の方向はＮ－87～

90°－Ｗである。５条余の復旧溝が検出された。東側の

４．Ⅲ区の遺構と遺物
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第31図　Ⅲ区２号復旧溝０ ５ｍ１: 100
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長い３条と、西側の短い９本の溝は形態がやや異なり、

連続する溝がどうかは疑問である。

　それぞれの溝の形態は不整形で、短辺は丸くなってい

る溝が多い。また断続的に底面のみが残る溝もあった。

東側の大きな溝の上幅は0.535～0.65ｍ、深さは0.05ｍ、

長さは6.00ｍである。西側の小さな溝の上幅は0.28～

0.29ｍ、深さは0.02ｍ、長さは0.70ｍである。底面は比

較的平坦である。

　埋没土中から在地系土器皿（第32図１）が出土した。

Ⅲ区５号復旧溝（第31・32図）

　５号復旧溝は、Ⅲ区南区の南東部、２号復旧溝の南端

で検出された。浅間Ａ軽石の復旧にかかわる他の遺構は

溝状であるのに対して、本遺構は土坑状である。ここで

は連番で復旧溝とした。

　形状は隅丸長方形で、規模は長辺1.18ｍ、短辺0.70ｍ、

深さ0.15ｍである。底面は比較的平坦である。

　遺物は出土しなかった。

Ⅲ区６号復旧溝（第32図　PL.21）

　６号復旧溝は、Ⅲ区中央区の東部で検出された。小規

模な溝２条が検出された。調査では土坑としたが、いず

れも浅間Ａ軽石を塊状に含み、軽石被災の復旧溝と形状・

埋没土が共通することから、報告書では復旧溝とした。

重複遺構はない。溝群の全体の規模は南北1.27ｍ、東西

3.35ｍ、溝の方向はＮ－69°－Ｅである。遺物は出土し

なかった。
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第32図　Ⅲ区３号～６号復旧溝と出土遺物
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Ⅲ区６号復旧溝A-A′・B-B′
１．撹乱
２．As-A軽石

Ⅲ区３号復旧溝 Ⅲ区４号復旧溝

Ⅲ区５号復旧溝

Ⅲ区６号復旧溝
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第33図　Ⅲ区遺構外の出土遺物(中近世)

０ 5㎝１:３０ ４㎝１:２０ ２㎝１:１

（８）遺構外の出土遺物

　　　（第33図　PL.208・209　遺物観察表P.448･451）

　Ⅲ区調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で第11表

のように多くの遺物を出土した。なかには下位の層位か

らの混入遺物も含まれていたが、ここでは12世紀以降の

遺物のうち、やや古いものを中心に選択し、遺構外の遺

物として18点を掲載した。このうち銭貨は出土したすべ

てを掲載した。なお、混入遺物については、出土相当層

の遺構外遺物の項に掲載した。

　１・２は13世紀の龍泉窯系青磁碗破片、７は13世紀中

頃～後半の常滑陶器甕、６は13世紀とみられる常滑陶器

片口鉢、３は16世紀末の瀬戸・美濃陶器折縁皿、５は17

世紀の瀬戸・美濃陶器皿、４・９は時期不詳の磁器、瀬

戸・美濃陶器破片である。９は二次加工されている。８

は19世紀の肥前磁器鉢、10は17世紀の肥前磁器とみられ

る碗である。銭貨は治平元寶（11/1064年初鋳）、文久永

寶（13/1863年初鋳?）、□宋通寶（12）、寛永通宝（14～16/

新寛永）が出土している。17は硯破片、18はホルンフェ

ルスの加工礫である。小口両端に敲打痕がある。
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第34図　Ⅳ区土坑とピット
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５．Ⅳ区の遺構と遺物

（１）土坑

　Ⅳ区で検出された土坑は、南区で12基、中央区で２基、

北区では検出されなかった。南区で検出された13基の土

坑は発掘区全体に散在していた。それぞれの土坑の位置

や規模は、P.433･434の表にまとめた。以下各遺構の調

査所見を記載する。

ａ．南区の土坑（第34図　PL.23）

　１号土坑は不整隅丸長方形で、２号溝の北側で検出さ

れた。埋没土は浅間Ｂ軽石を多量に含む。遺物は出土し

なかった。

　２号土坑は不整楕円形の土坑で、９号溝と重複してい

たが新旧関係は不明である。埋没土は浅間Ｂ軽石を多量

に含む。遺物は出土しなかった。

　３号土坑は小型の楕円形土坑で、２号溝の東側で並ぶ

ように検出された。埋没土は浅間Ｂ軽石を多量に含む。

遺物は出土しなかった。

　４号土坑は楕円形の土坑で、さらに３号土坑の東側で

検出された。埋没土は浅間Ｂ軽石を多量に含む。遺物は

出土しなかった。
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Ⅳ区77号土坑A-A′
１．暗褐色土　粘性やや弱

し、しまりやや強し。
全体にザラつきあり。
長径10cm以下の茶褐色
土塊少量・径1mm以下
の白色軽石粒含む。

  

Ⅳ区78号土坑A-A′
１．褐色土　粘性弱し、し

まりあり。
２．褐色土　１層に類する

が、しまり増す。

Ⅳ区１号土坑

Ⅳ区５号土坑

Ⅳ区11号土坑

Ⅳ区１号ピット

Ⅳ区２号土坑

Ⅳ区６号土坑

Ⅳ区12号土坑

Ⅳ区２号ピット

Ⅳ区３号土坑

Ⅳ区７号土坑

Ⅳ区15号土坑

Ⅳ区４号土坑

Ⅳ区８号土坑

Ⅳ区77号土坑

Ⅳ区９号土坑

Ⅳ区78号土坑



　５号土坑は小型楕円形の土坑で、１Ｂ号溝の東側で検

出された。埋没土は浅間Ｂ軽石を多量に含む。遺物は出

土しなかった。

　６号土坑は小型楕円形の土坑で、５号土坑のすぐ北東

側で検出された。埋没土は浅間Ｂ軽石を多量に含む。遺

物は出土しなかった。

　７号土坑は小型楕円形の土坑で、１号溝の東側で検出

された。埋没土は浅間Ｂ軽石を多量に含む。遺物は出土

しなかった。

　８号土坑は小型不整楕円形で、１号溝の南側で検出さ

れた。埋没土は浅間Ｂ軽石を多量に含む。遺物は出土し

なかった。

　９号土坑は８号・12号土坑の南側で検出された。埋没

土は浅間Ｂ軽石を多量に含む。遺物は出土しなかった。

　11号土坑は小型の不整円形の土坑で、Ⅳ区南西部８号

溝の西側で検出された。遺物は出土しなかった。

　12号土坑は楕円形の土坑で、８号土坑の西側で検出さ

れた。埋没土は浅間Ｂ軽石を多量に含む。遺物は出土し

なかった。

　15号土坑は小型円形の土坑で、19号溝の東側で古墳時

代の遺構確認時に検出されたが、灰色砂質土で埋まって

いたことから、本来は中近世の遺構である。遺物は出土

しなかった。

ｂ．中央区の土坑（第34図　PL.23・24）

　77号土坑は円形の土坑で、１号溝の西側で検出された。

断面形は筒形。茶褐色土塊や白色軽石を含む暗褐色土で

埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　78号土坑は蛭堀の土層断面で検出された。蛭堀より新

しい。南半部は蛭堀を先に掘ってしまったために全形を

記録できなかったが、楕円形と推定される。しまりのあ

る褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

（２）ピット（第34図　PL.24）

　Ⅳ区で検出したピットは、南区で２基、北区・中央区

では検出されなかった。

　それぞれのピットの位置や規模は、P.437の表にまと

めた。以下各調査区のピットの調査所見を記載する。

ａ．南区のピット

　１号、２号ピットは、Ⅳ区東部１号溝の西側、南側微

高地の北縁辺部に検出された。いずれも浅い。埋没土に

浅間Ｂ軽石を多く含む。遺物は出土しなかった。

（３）堀

蛭堀［びりぼり］（第35･36･71図　PL.24･209　遺物観察

表P.448･449･451･468）

　蛭堀はⅢ区南西部からⅣ区北東部にかけて検出された

用水路である。「蛭堀」は地域の通称であり、調査記録の

遺構名もそのままとした。流路の変遷、掘削時期につい

てはⅢ区の堀の項で記載した。

　Ⅳ区では、中央区で21ｍ、北区で16ｍ分を調査した。

Ⅳ区でもⅠ層を除去した段階で遺構検出確認をおこなっ

た。遺構検出面での上幅は4.30～6.30ｍ、下幅は1.20～

3.00ｍ、深さは1.10ｍ、断面形は台形である。

　Ⅳ区の蛭堀の底面はやや凹凸があり、流路の変化に対

応して底面が帯状に窪んでいた。土層断面では３回ほど

の掘り直しが看取できる。最も深い底面を比較すると、

北端の標高が0.10ｍ高かった。Ⅲ区では堀の走行は直線的

であったのに対して、Ⅳ区では中央区でやや西側に膨ら

み、北区では中央の最深部の凹みが東側に湾曲していた。

　埋没土中から中世から近現代にかけての陶磁器・軟質

土器・砥石等が多数出土した。13世紀の中世龍泉窯系磁

器碗（第35図１）、19世紀頃の製作地不詳灯火受皿（６）、

近世から現代の磁器（２～４）、陶器（５・８・９）、在地

系土器焙烙（７）、銭貨「政和通寶」（10/北宋1111年初鋳）、

敲石（11）、近現代の下駄（12）を図示した。このほかに埋

没土中から出土した遺物は、陶器破片18点、土器焙烙破

片６点、在地系土器皿破片１点、近現代陶磁器破片60点、

土器類４点、その他３点、土師器壺破片２点、鉢破片３

点、Ｓ字甕33点、須恵器坏破片３点、瓶１点、甕破片８

点である。中世の遺物も含まれていたが、ごく少量で掘

削以前の遺物が使われていたか、混入したかのどちらか

であろう。

　Ⅳ区では蛭堀の両岸で浅間Ａ軽石被災後の復旧溝群が

検出された。蛭堀の最も新しい時期の掘り込みは昭和土

地改良工事まで使われており、当然復旧溝より新しい。

しかし、１号、２号、４号復旧溝ともに、蛭堀の上端ラ

インで掘り込みが止まっており、復旧溝掘削時に蛭堀が

あったことを示している。したがって、復旧溝が浅間Ａ

軽石被災直後に掘られているとすれば、蛭堀の開削は浅
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第35図　Ⅳ区蛭堀の出土遺物

０ ８㎝１:４

０ 5㎝１:３０ ２㎝１:１

間山が噴火した天明３（1783）年より古いことになる。蛭

堀の取水口である与六堰がいつ設置されたかは資料がな

く不明であるが、慶長10（1605）年に開始された滝川用水

整備の一環として近世前期に蛭堀が掘られたとすること

と矛盾はない。

　蛭堀の東脇には45号～49号溝の５条の溝が並行・重複

して掘られていた。埋没土層の観察から、46号溝→45号

溝→47号溝→48号溝→49号溝→蛭堀の順に新しく掘り直

されたとみられる。北区の東側への湾曲部では、蛭堀が

これらの溝を切る形で掘られていた。Ⅲ区でも蛭堀の東

側に１号・２号溝が並行して掘られており、Ⅳ区45号～

49号溝はこれの北側延長部分にあたる。Ⅲ区では２条の

溝であったが、Ⅳ区で５条に変化する途中については、

Ⅲ区とⅣ区の境界部が未調査であるので、詳細は不明で

ある。

　この45号～49号溝の水源は不明であるが、北西方向に

ある小河川である可能性が高い。蛭堀が発掘調査区域内

でこの用水路に併行して掘られていることは、滝川用水

整備にあたり、従前の用水系を意識して掘られた結果で

あろう。
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Ⅳ
区
蛭
堀
B-
B′
 

 
 

１
．
褐
色
土
　
粘
性
弱
し
・
し
ま
り
あ
り
。
径
４
mm
以
下
の
白
色
軽
石
粒
含
む
。
As
-A
混
土
層
。
 

２
．
暗
褐
色
土
　
粘
性
や
や
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。
径
４
mm
以
下
の
白
色
軽
石
粒
含
む
。
所
々
鉄
分
が
さ
び
た
茶
褐

色
状
の
し
み
が
見
受
け
ら
れ
る
。
 

３
．
暗
褐
色
土
　
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。
ビ
ニ
ー
ル
片
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
含
む
。
 

４
．
暗
褐
色
土
　
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。
芦
と
思
わ
れ
る
木
片
が
散
見
さ
れ
る
。
 

５
．
暗
褐
色
砂
質
土
　
粘
性
や
や
あ
り
。
し
ま
り
弱
し
。
 

６
．
暗
褐
色
土
と
暗
褐
色
砂
質
土
の
混
土
　
４
層
と
５
層
の
下
層
部
。
芦
と
思
わ
れ
る
木
片
が
見
受
け
ら
れ
る
。

７
．
褐
色
土
　
粘
性
や
や
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。
径
4m
m以
下
の
白
色
軽
石
粒
及
び
８
層（
As
-A
堆
積
）含
む
。

８
．
暗
灰
色
砂
質
土
　
As
-A
堆
積
。
 

９
．
暗
褐
色
土
　
粘
性
や
や
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。
全
体
に
ザ
ラ
つ
き
あ
り
。
 

10
．
暗
褐
色
土
　
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。
芦
と
思
わ
れ
る
木
片
が
散
見
さ
れ
る
。
 

11
．
暗
褐
色
土
　
９
層
に
類
す
る
が
、
し
ま
り
ま
す
。
 

12
．
黒
褐
色
土
　
粘
性
や
や
強
し
。
し
ま
り
や
や
強
し
。
 

13
．
黒
褐
色
砂
質
土
　
粘
性
や
や
弱
し
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
 

14
．
暗
褐
色
砂
質
土
　
粘
性
や
や
弱
し
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
 

15
．
褐
色
土
　
粘
性
や
や
弱
し
。
し
ま
り
や
や
あ
り
。
全
体
に
ザ
ラ
つ
き
あ
り
。
 

16
．
褐
色
土
　
15
層
に
類
す
る
。
し
ま
り
ま
す
。
 

17
．
暗
褐
色
土
　
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。
全
体
に
ザ
ラ
つ
き
あ
り
。
 

18
．
暗
灰
褐
色
砂
質
土
　
粘
性
や
や
あ
り
。
し
ま
り
弱
い
。
 

19
．
暗
灰
褐
色
粘
質
土
　
粘
性
強
し
。
し
ま
り
強
し
。
洪
水
堆
積
層
。
 

Ⅳ
区
45
号
～
49
号
溝
B-
B′

１
．
暗
褐
色
土
　
粘
性
弱
し
。
し
ま
り
あ
り
。
径
４
mm
以
下
の
白
色
軽
石
粒
含
む
。
４
号
溝
１
層
と
同
じ
か
？

２
．
暗
灰
褐
色
粘
質
土
　
粘
性
強
し
。
し
ま
り
強
し
。
洪
水
堆
積
層
。

３
．
暗
灰
褐
色
粘
質
土
　
２
層
に
類
す
る
が
、
し
ま
り
ま
す
。

４
．
暗
褐
色
土
と
黒
褐
色
砂
質
土
の
混
土
　
水
性
堆
積
層
。

５
．
暗
褐
色
土
　
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。

６
．
暗
褐
色
土
　
５
層
に
類
す
る
が
、
ザ
ラ
つ
き
あ
り
。

７
．
暗
褐
色
土
　
粘
性
や
や
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。
全
体
に
ザ
ラ
つ
き
あ
り
。

８
．
暗
褐
色
土
　
７
層
に
類
す
る
が
、
し
ま
り
あ
り
。

９
．
暗
褐
色
土
　
粘
性
あ
り
。
し
ま
り
あ
り
。

10
．
褐
色
土
　
粘
性
弱
し
。
し
ま
り
あ
り
。
所
々
に
黒
褐
色
砂
質
土
が
含
ま
れ
る
。
水
性
堆
積
層
。

11
．
黒
褐
色
砂
質
土
　
水
性
堆
積
層
。

12
．
褐
色
土
　
粘
性
弱
し
。
し
ま
り
あ
り
。
全
体
に
ザ
ラ
つ
き
あ
り
。
水
性
堆
積
層
。

13
．
黒
褐
色
砂
質
土
　
水
性
堆
積
層
。

14
．
暗
褐
色
砂
質
土
　
水
性
堆
積
層
。

15
．
暗
褐
色
土
　
粘
性
強
し
。
し
ま
り
あ
り
。
全
体
に
ザ
ラ
つ
き
あ
り
。

16
．
黒
褐
色
土
　
粘
性
強
し
。
し
ま
り
あ
り
。
全
体
に
ザ
ラ
つ
き
あ
り
。

17
．
褐
色
土
　
粘
性
弱
し
。
し
ま
り
あ
り
。

18
．
褐
色
土
　
17
層
に
類
す
る
が
、
し
ま
り
あ
り
。

19
．
中
砂
　（
48
号
溝
）

20
．
黒
褐
色
壌
質
砂
土
　
細
砂
多
く
、
固
く
締
ま
っ
て
い
る
。（
８
号
溝
埋
没
土
）

21
．
黒
褐
色
シ
ル
ト
質
壌
土
　
締
ま
っ
て
い
る
。（
48
号
溝
埋
没
土
）

22
．
黒
褐
色
シ
ル
ト
質
埴
壌
土
　
縞
状
堆
積
。（
47
号
溝
埋
没
土
）

23
．
黒
褐
色
砂
壌
土
　
砂
粒
は
縞
状
に
混
入
す
る
。（
47
号
溝
埋
没
土
）

24
．
黒
褐
色
壌
質
砂
土
　
褐
色
土
の
ぼ
や
け
た
小
班
が
３
％
み
え
る
。（
47
号
溝
埋
没
土
）

25
．
黒
褐
色
砂
壌
土
　
灰
黄
褐
色
土
の
ぼ
や
け
た
小
班
が
３
％
み
え
る
。（
45
号
溝
埋
没
土
） 

26
．
中
砂
・
黒
褐
色
軽
壌
土
塊
・
灰
黄
褐
色
～
明
黄
褐
色
ロ
ー
ム
班
10
％
み
え
る
。（
45
号
溝
埋
没
土
）

27
．
中
砂
・
細
砂
の
縞
状
堆
積
　
黒
褐
色
土
の
ぼ
や
け
た
小
班
が
み
え
る
。（
45
号
溝
埋
没
土
）

28
．
砂
～
粘
土
の
縞
状
堆
積
　（
46
号
溝
埋
没
土
） 

29
．
灰
褐
色
土
　
As
-C
を
含
む
。
 

Ⅵ
．
黒
褐
色
粘
質
土
 

Ⅶ
．
黒
色
粘
質
土
　
As
-C
を
含
む
。
 

Ⅷ
．
灰
色
土
～
灰
黄
色
粘
質
土
 
 

Ⅳ
区
蛭
堀
A-
A′
 

 
 

１
．
圃
場
整
備
時
の
盛
り
土
　
現
表
土
。
 

Ⅰ
Ａ
．
灰
褐
色
土
　
旧
表
土
。
 

Ⅰ
Ｂ
．
灰
褐
色
土
　
橙
色
洪
水
砂
を
混
じ
る
。
 

２
～
10
．
圃
場
整
備
前
の
用
水
路
　（
記
載
せ
ず
） 

11
．
14
層
の
崩
落
土
の
塊
状
集
合
　（
44
号
溝
埋
没
土
）　

12
．
褐
色
シ
ル
ト
質
壌
土
　
Ⅱ
層
を
主
体
と
す
る
が
、
砂
粒
の
混
入
が
少
な
い
。（
44
号
溝
埋
没
土
）　
　
 

13
．
黒
褐
色
シ
ル
ト
質
壌
土
　
褐
灰
色
シ
ル
ト
質
壌
土
塊
含
む
。
や
や
締
ま
っ
て
い
る
。（
44
号
溝
埋
没
土
）

14
．
黒
色
重
壌
土
　
暗
褐
色
壌
土
塊
、
円
礫
を
少
量
含
む
。
固
く
締
ま
っ
て
い
る
。（
44
号
溝
埋
没
土
）

15
．
As
-A
 

Ⅱ
．
黄
褐
色
シ
ル
ト
　
洪
水
層
。
 

16
．
暗
褐
色
砂
壌
土
　
白
色
軽
石
含
む
。
 

17
．
黒
褐
色
砂
壌
土
　
中
砂
の
縞
状
堆
積
を
挟
む
。（
49
号
溝
埋
没
土
）

18
．
中
砂
と
黒
褐
色
軽
壌
土
塊
の
混
土
　
褐
色
の
壌
土
を
含
む
。（
49
号
溝
埋
没
土
）　

Ⅳ
N
区
蛭
堀



（４）溝

　Ⅳ区では、18条の溝が検出された。各調査区で異なる

年度に調査されたために、同一の溝であっても別の遺構

番号が付されたものがある。これについては、報告時に

番号の統合と付け替えを行った。その作業の結果につい

ては、溝の位置や規模とともにP.443･444の表にまとめ

た。以下各溝の調査所見を記載する。なお、溝の平面図

は個別図を作成せず、1/300の各区全体図でこれに変え

た。埋没土層断面図は個々に掲載した。

Ⅳ区45号～49号溝（第36･71図　PL.24）

　45号～49号溝はⅣ区中央区北東部で、蛭堀の東側に接

して検出された。北西部で蛭堀と重複関係があり、蛭堀

の方が新しい。これらの溝群も蛭堀と同様にⅢ区南西部

につながるが、Ⅲ区では２条の溝底面を検出した。西半

部の３条は蛭堀に壊されたのであろう。

　北区の調査では各条の溝名称を付さなかったが、中央

区の調査で付した番号を北区にも延長して、計測・記載

して報告した。

　各溝の走向・規模はP.443･444の表に記載したが、全

体としては走向Ｎ－25～33°－Ｅ、上幅0.39～1.45ｍ、

深さ0.36～0.46ｍ、調査長は28.00ｍである。各条の底

面は平坦で、45号溝・47号溝は９cm、北西端が南東端よ

り高かった。一方、47号溝は３cm、48号溝は８cm南東端

が北西端より高かった。

　埋没土は各溝で異なるが、暗褐色の粘質土や、洪水堆

積物で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　埋没土に洪水堆積物があり流水が想定されることか

ら、45号～49号溝は蛭堀より古い用水路で、順次東から

西に掘り替えられた結果、５条の底面をもつ溝群となっ

たものとみられる。与六堰から取水する蛭堀が整備され

る以前の用水路で、水源は北西の小河川であったと推定

される。蛭堀はこの用水系を一部意識して掘られたので

あろう。

Ⅳ区１号溝（第37･38･71図　PL.25･209･210）

　１号溝はⅣ区東半部で、北区から中央区・南区にかけ

て検出された。２号・８号・10号溝と重複するが、新旧

関係は不明である。東端は蛭堀につながっていた。

　平成16年度に調査した南区では11－Ｆ－17グリッドに

ある１号溝と２号溝の交差部がわからなかったため、東

端から西端までを一連の１号溝として記録した。しか

し、20年度に実施された中央区の調査によって、11－Ｆ

－17グリッドでほぼ直交する２条の溝があることが判明

した。整理時に溝の走向を再検討した結果、11－Ｆ－17

グリッドで交差する東西方向の溝を２号溝、南北方向の

溝を１号溝として報告することとした。

　しかし、南区で２号溝として報告した東西方向の溝の

遺物は、１号溝として取りあげられている。この遺物を

２号溝の遺物として分離することはできない。一方２号

溝を分離して調査した中央区では遺物は出土しなかっ

た。幸い１号溝と２号溝は同じ埋没土で埋まっており、

圃場整備直前まで同時に機能していた。遺憾ながら溝ご

とに掘削時期の新旧を追及することはできなくなった

が、遺物の記載は両溝の遺物として後述した。

　１号溝は交差点から南側は南東へ流れた後、11－Ｃ－

15グリッドで東方向に向きを変えて流れる。交差点から

北側はほぼ直線状であるが、北区11－Ｍ－19グリッドで

北西方向に屈曲している。直線部の走向はＮ－15°－Ｗで

ある。溝の規模は上幅0.60～2.90ｍ、深さ0.28～0.69ｍ、

調査長は３地区合わせて87.10ｍである。底面は平坦で、

中央区北西端が最も高く、南東端より0.54ｍ高かった。

　本溝は浅間Ｂ軽石を含む暗褐色土層を切って掘られて

いた。溝内は南区東端では黒色土塊を含む暗褐色土や灰

白色シルトで埋まっており、浅間Ａ軽石を含む暗褐色土

で覆われていた。埋没土中から陶磁器破片25点、土器破

片18点が出土した。調査時の聞き込み調査によって、Ⅳ

区１号・２号溝は昭和50年頃の圃場整備まで使われてい

たことがわかっている。中央区でも圃場整備直前まで機

能していたとされ、浅間Ａ軽石を混入する暗褐色土で埋

まっていた。いずれも浅間Ａ軽石の一次堆積層との重複

関係は不明である。

Ⅳ区１Ｂ号溝（第71図）

　１号溝の南区屈曲部から南側に掘られていた部分を１

Ｂ号溝として報告する。１号溝とともに機能していたと

推定される。

　走向はＮ－14°－Ｗ、上幅1.23～2.70ｍ、深さ0.84ｍ、

調査長8.04ｍである。底面は平坦で、中央区南端が１号

溝合流部より0.54ｍ高かった。
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第37図　Ⅳ区溝土層断面と出土遺物(１)
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Ⅳ区１号溝A-A′ 
１．表土
２．暗褐色土　白色軽石（As-A?）を多く含む。
３．暗褐色土　白色軽石（As-A?）を少量含む。
４．暗褐色砂質土　黒色土塊を非常に多く含む。（１号溝埋没土）
５．灰白色砂層　少量の粘土質土を含む。（１号溝埋没土）
６．灰白色粘土層　砂層のラミナ堆積が見られる。（１号溝埋没土）
７．暗褐色土　As-Bを少量含む。
８．暗褐色土　As-Bを非常に多く含む。
９．黒褐色粘土層
10．黒褐色粘土層　白色軽石（As-C）を少量含む。
11．灰白色シルト　いわゆる水性ローム
12．As-YP
  

Ⅳ区１号・43号溝B-B′  
１．灰黄色土　洪水由来層。現代前期
　　（圃場整備直前まで機能）
２．暗褐色土　As-A粒混入層。現代前期
　　（圃場整備直前まで機能）
３．黒褐色土　As-A粒混入層。現代前期
　　（圃場整備直前まで機能）
４．暗褐色土　As-A粒混入層。現代前期
　　（圃場整備直前まで機能）
５．灰褐色土　As-B混入層。Ｂ混耕作土。
６．黒色粘質土　As-B下水田面形成層。
  

Ⅳ区２号溝A-A′  
ⅠA．灰褐色土　旧表土。
ⅠB．灰褐色土　橙色洪水砂を混じる。
１．暗褐色土　As-A混入。砂互層。現代前期。
　　（43号溝埋没土）
２．黒褐色土　As-A混入。砂互層。現代前期。
３．暗褐色土　As-A混入。黄色砂塊混入。３・

４下面にビニール片あり。現代前期。
４．黒褐色土　As-A混入。砂互層。３・４下面

にビニール片あり。現代前期。
５．暗褐色土　As-A混入。砂互層。現代前期。
６．黒褐色土　泥土。
７．灰褐色土　As-B混入層。

Ⅳ区１号溝

Ⅳ区９号溝Ⅳ区２号溝

Ⅳ区１号・43号溝

１

５

４
３

２



第38図　Ⅳ区１号･２号溝の出土遺物(２)
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Ⅳ区２号溝（第37･38･71図　PL.25）

　２号溝はⅣ区南部を東西に貫流する溝で、南区から中

央区の南端にかけて検出された。１号溝と交差するが、

昭和50年ころの圃場整備までは同時に使われていた。ま

た東端では蛭堀につながっていた。

　２号溝は３ラインから西側は直線的であるが、東側は

やや北へ湾曲し、東端はやや北を向いて流れる。直線

部の走向はＮ－90°－Ｅである。溝の規模は上幅0.89～

3.19ｍ、深さ0.40～0.69ｍ、調査長は２地区合わせて

95.80ｍである。底面は平坦で、南区西端が最も高く、

東端より0.80ｍ高かった。

　本溝は浅間Ｂ軽石を含む暗褐色土層を切って掘られて

いた。溝内は南区東端では黒色土塊を含む暗褐色土や灰

白色シルトで埋まっており、浅間Ａ軽石を含む暗褐色土

で覆われていた。調査時の聞き込み調査によって、本溝

と１号溝は昭和50年ころの圃場整備まで使われていたこ

とがわかっている。浅間Ａ軽石の一次堆積層との重複関

係はなかった。

Ⅳ区１号・２号溝の出土遺物

（第37･38図　PL.209･210　遺物観察表P.449･451･452）

　１号・２号両溝からは比較的多くの土器が出土した。

埋没土中からは、土師器壺破片１点、高坏破片１点、坏

破片12点、甕破片33点、台付甕破片２点、須恵器瓶破片

１点、甕破片３点が出土しているが、これらは混入である。

　溝の時期に係るとみられる遺物の中から、13世紀の竜

泉窯系青磁碗（第38図６）、19世紀前半～中頃の肥前磁器

皿（８）、江戸時代の肥前磁器筒形碗（７）、近現代磁器碗

（13）、瀬戸・美濃陶器皿（10・12）、腰錆碗（11）、製作地

不明陶器溲瓶か（14）、瀬戸陶器すり鉢（17）、在地系土器

皿（９）、焙烙（16・18・19）、搬入系土器練炭起こし（20）

を図示した。中世の小破片も混じっているが、大半は近

現代の遺物である。陶磁器や在地系土器に加えて、陶製

のホイッスル（15）が１点出土した。また銭貨４点「文久

永寶」（21/1038年初鋳）、「寛永通宝」（22･23）「寛永通宝」

（24/新寛永）が出土している。また、硯破片（第37図１）、

切り砥石（２～５）が出土した。このほかに埋没土中から

は在地系土器の焙烙・鍋破片３点、皿破片２点、火鉢破

片１点が出土した。

　Ⅳ区１号・２号溝の掘削時期は、層位的には浅間Ｂ混

土形成期以降とは言えるが、浅間Ａ軽石降下との直接の

関係は不明である。出土遺物で考えるとすれば、17世紀

前後の遺物がその時期を示唆している可能性があろう。

Ⅳ区43号溝（第37･71図　PL.25）

　43号溝はⅣ区中央区で、１号溝と並行して検出された。

１号溝とは南端部で重複するが新旧関係は不明である。

　走向はＮ－16°－Ｗ、上幅0.26～0.72ｍ、深さ0.18ｍ、

調査長は24.00ｍである。断面は緩やかな凹地状。底面

は平坦で、中央区北端が南端より0.04ｍ高かった。溝内

は浅間Ａ軽石を含む暗褐色土で埋まっていた。遺物は出

土しなかった。Ⅳ区43号溝の掘削時期は埋没土の特徴か

ら浅間Ａ軽石降下以降と考えられる。

Ⅳ区８号溝（第71図　PL.26）

　８号溝はⅣ区南西隅から北東部まで、北区から中央区

・南区にかけて斜めに横断する溝である。１号・２号溝

と重複するが、新旧関係は不明である。

　走向はＮ－44～47°－Ｅ、上幅0.15～0.30ｍ、深さ0.09ｍ、

調査長は３地区合わせて64.95ｍである。北東部の１号溝

と重複する地点から北側に微かな溝跡があり、さらに北区

北壁まで13ｍほど長くなる可能性がある。底面は平坦で、

北区南端が最も高く、南西端より0.08ｍ高かった。

　埋没土は不明である。10号溝と同様な性格をもつ溝と

推定される。遺物は出土しなかった。Ⅳ区８号溝の掘削

時期は遺構確認面の共通性から、中世以降と推定される。

Ⅳ区９号溝（第37･71図）

　９号溝はⅣ区西部を北区北端から南区南端まで縦断す

る溝である。50号溝と重複するが、新旧関係は不明であ

る。また、浅間Ｂテフラより上層からの耕作痕跡よりは

新しい。

　走向はＮ－７°－Ｅ、上幅0.28～0.66ｍ、深さ0.07ｍ、

調査長25.00ｍである。底面は平坦で、北区南端が最も

高く、北端より0.03ｍ高かった。

　埋没土は不明である。走向を異にするが、規模や形状

は８号・10号溝等と似ており、同様な性格をもつ溝と推

定される。遺物は出土しなかった。Ⅳ区９号溝の掘削時

期は遺構確認面の共通性から、中世以降と推定される。
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Ⅳ区10号溝（第71図　PL.26）

　10号溝はⅣ区西部南区中央から北区北東端まで斜めに

横断する溝である。１号溝・蛭堀と重複するが、新旧関

係は不明である。中央区・北区では２条の細い溝が並行

する形状であるが、全体で10号溝とした。

　走向はＮ－50～51°－Ｅ、上幅0.20～0.78ｍ、深さ0.04

～0.10ｍ、調査長は３地区合わせ51.80ｍである。底面 は

平坦で、北区南端が最も高く、北端より0.13ｍ高かった。

　埋没土は不明である。走向を異にするが、規模や形状

は８号・９号溝等と似ており、同様な性格をもつ溝と推

定される。遺物は出土しなかった。Ⅳ区10号溝の掘削時

期は遺構確認面の共通性から、中世以降と推定される。

Ⅳ区11号溝（第71図　PL.26）

　11号溝はⅣ区西部の南区中央部から北区北東端まで斜

めに横断する溝である。10号溝の北側を並走し、中央区

と北区の境界部では接近し接する。南区・中央区では途

切れ途切れに検出された。南区の南西部で検出された12

号・13号溝も間隔は開いているが、11号溝の延長部と

考えられる。１号溝・蛭堀と重複するが、新旧関係は不

明である。北区では２条の細い溝が並行する形状である

が、全体で11号溝とした。中央区では微かな痕跡のみの

記録となった。

　走向はＮ－46～55°－Ｅ、上幅0.15～0.43ｍ、深さ0.02

～0.04ｍ、調査長は３地区合わせ46.3ｍである。底面は

平坦で、北区南端が最も高く、北端より0.14ｍ高かった。

　埋没土は不明である。走向を異にするが、規模や形状

は８号・11号溝等と似ており、同様な性格をもつ溝と推

定される。遺物は出土しなかった。Ⅳ区11号溝の掘削時

期は遺構確認面の共通性から、中世以降と推定される。

Ⅳ区12号溝（第71図　PL.26）

　12号溝はⅣ区南区西部の11号溝南西延長部で検出され

た。途切れてはいるが11号溝と一連の遺構と推定される。

　走向はＮ－42°－Ｅ、上幅0.38～0.57ｍ、深さ0.09ｍ、

調査長は2.60ｍである。底面は平坦で、北東端が南西端

より0.01ｍ高かった。

　埋没土は不明である。走向を異にするが、規模や形状

は８号・10号溝等と似ており、同様な性格をもつ溝と推

定される。遺物は出土しなかった。Ⅳ区12号溝の掘削時

期は遺構確認面の共通性から中世以降と推定される。

Ⅳ区13号溝（第71図　PL.26）

　13号溝はⅣ区南区南西部で、12号溝と同様に11号溝南

西延長部で検出された。途切れてはいるが11号溝と一連

の遺構と推定される。

　走向はＮ－48°－Ｅ、上幅0.20～0.40ｍ、深さ0.03ｍ、

調査長は4.77ｍである。底面は平坦で、北東端が南西端

より0.03ｍ高かった。

埋没土は不明である。走向を異にするが、規模や形状は

８号・10号溝等と似ており、同様な性格をもつ溝と推定

される。遺物は出土しなかった。Ⅳ区13号溝の掘削時期

は遺構確認面の共通性から、中世以降と推定される。

Ⅳ区14号溝（第71図）

　14号溝はⅣ区南区南西部で、８号溝の北側に接して検

出された。

　走向はＮ－38°－Ｅ、上幅0.28～0.38ｍ、深さ0.07ｍ、

調査長は1.43ｍである。底面は平坦で、両端の高さは同

じであった。

　埋没土は不明である。走向を異にするが、規模や形状

は８号・10号溝等と似ており、同様な性格をもつ溝と推

定される。遺物は出土しなかった。Ⅳ区14号溝の掘削時

期は遺構確認面の共通性から中世以降と推定される。

Ⅳ区15号溝（第71図）

　15号溝はⅣ区南区西部で２号溝に直交して検出され

た。２号溝との新旧関係は不明である。西側に浅間Ｂテ

フラ直下のアゼが接している。東側にある南北方向の９

号溝との間隔は約11ｍである。

　走向はＮ－９°－Ｅ、上幅0.38～0.60ｍ、深さ0.03ｍ、

調査長は2.08ｍである。底面は平坦で、南端が北端より

0.02ｍ高かった。

　埋没土は不明である。走向を異にするが、規模や形状

は８号・９号・10号溝等と似ており、同様な性格をもつ溝

と推定される。遺物は出土しなかった。Ⅳ区15号溝の掘削

時期は遺構確認面の共通性から、中世以降と推定される。
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Ⅳ区50号溝（第71図）

　50号溝は北区のほぼ中央を東西に貫くように掘られて

いた。１号・８号・９号溝と重複するが、新旧関係は不

明である。

　走向はＮ－９°－Ｅ、上幅0.28～0.52ｍ、深さ0.03ｍ、

調査長は東端の微かな痕跡部分を含めて82.00ｍである。

底面は平坦で、西端が東端より0.19ｍ高かった。

　埋没土は不明である。走向を異にするが、規模や形状

は８号・９号・10号溝等と似ており、同様な性格をもつ

溝と推定される。遺物は出土しなかった。

　８号～14号・50号溝は規模が小さく、浅い溝であるが、

１号・２号・９号・50号溝で囲まれた台形地割を斜めに

区切るように掘られている。８号溝は、台形地割の南西

隅交点と北東隅交点を結んだ線上にあり、10号～14号溝

は南西隅交点と北東隅から９ｍほど南に下がった地点を

結ぶ線上にある。これらの小規模な溝の性格は調査では

明らかにできなかった。またⅣ区50号溝の掘削時期は遺

構確認面の共通性から、中世以降と推定される。

（５）耕作痕

Ⅳ区耕作痕（第71図　PL.26･27)

　Ⅳ区の浅間Ｂテフラ直下面で水田を検出する段階で、

水田面に多数の耕作痕を確認した。耕作痕はⅣ区のほぼ

全域に及んでいた。この耕作痕の掘り込み面は検出でき

なかったが、痕跡内には浅間Ｂ軽石が塊状になって堆積

しており、浅間Ｂテフラより上層から掘り込まれたこと

は明らかである。浅間Ｂテフラ下水田のアゼ上からも検

出されている

　遺構の全域にわたって痕跡位置・形状や規模は記録し

なかったが、Ⅳ区北区の21区４ラインと９ラインと10ラ

インの間、Ｈ－ＩラインとＫ－Ｌラインの間の400㎡に

ついて、痕跡の平面分布測量と断面形の石膏型採取をお

こなった。(PL.27)痕跡の平面形状は半月形が多く、列

状に並んでいた。遺物は出土しなかった。

　耕作痕の断面形状はＶ字状になっているものがあり、

鋤先の痕跡と推定される。この耕作痕の時期は明らかに

できなかった。

（６）復旧溝

　Ⅳ区では４か所の復旧溝群が検出された。いずれも浅

間Ａ軽石を多量に塊状に含む灰褐色土で埋まっており、

浅間Ａ軽石被災を復旧するための溝群である。

　浅間Ａ軽石降下当時、ここがどのような土地利用がさ

れていたかは軽石直下面が出土していないので明確では

ないが、12世紀初頭の浅間Ｂテフラ降下時は水田であっ

たことから、それ以後水田として利用されていた可能性

が高い。したがって、Ⅳ区で検出された復旧溝も水田か

ら水田への復旧を意図したものと考えられる。復旧溝群

の位置や規模は、当時の地割の一部を表していることに

なろう。

　浅間Ａ軽石の降下は1873（天明３）年であることからⅣ

区で検出された復旧溝はそれ以前の近世の遺構とは重複

関係になる。区ごとの全体図(1/300)では、網かけで重

ねている。Ⅳ区１号復旧溝は45号～49号溝が、２号復旧

溝は10号溝・11号溝が埋まった後掘られている。また、

３号復旧溝は９号溝・50号溝が埋まった後掘られてい

る。したがって、45号～48号溝、10号溝、11号溝、９号

溝、50号溝は1873（天明３）年より古い遺構と考えること

ができる。

　また１号・２号・４号復旧溝は、蛭堀の両岸に検出さ

れている。蛭堀は慶長年間に整備された滝川用水の与六

堰から引かれた用水路である。復旧溝掘削時にはすでに

掘られていた用水路であり、復旧溝は蛭堀を含めた地割

りの中で施工された復旧工事であったことがわかる。

Ⅳ区１号復旧溝

（第39図　PL.27・28　遺物観察表P.449･450）

　１号復旧溝は、Ⅳ区北区北東隅の蛭堀左岸で検出され

た。45号～48号溝より新しい。溝群の全体の規模は南北

15.20ｍ、東西8.19ｍ、溝の方向はＮ－76°－Ｅである。

31条の復旧溝が検出された。

　45号～49号溝と重複するが、復旧溝の方が新しい。

　それぞれの溝の形態は帯状であるが不整形で、長辺は

直線的でなく、短辺は丸くなっている。最も大きな溝の

上幅は0.38～0.56ｍ、深さは0.05ｍ、長さは4.26ｍであ

る。最も小さな溝の上幅は0.31～0.50ｍ、深さは0.05ｍ、

長さは3.34ｍである。底面には緩やかな凹凸がある。

　埋没土中から江戸時代の美濃陶器汁次（第39図２）、瀬

戸陶器すり鉢（１）が出土した。

　１号復旧溝東端は、蛭堀左岸から0.2～１ｍのところ
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第39図　Ⅳ区１号･２号復旧溝と出土遺物
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第40図　Ⅳ区３号復旧溝 第41図　Ⅳ区４号復旧溝
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で止まっており、復旧溝掘削時には蛭堀はすでに掘られ

ていたと推定される。

Ⅳ区２号復旧溝

（第39図　PL.27･28･210　遺物観察表P.450）

　２号復旧溝は、Ⅳ区北東部の蛭堀右岸北側で検出され

た。南側にはほぼ同様な走向の４号復旧溝がある。10号

・11号溝と重複しているが、復旧溝が新しい。溝群の全

体の規模は南北15.70ｍ、東西7.57ｍ、溝の方向はほぼ

Ｎ－66°－Ｅである。28条の復旧溝が検出された。北端

は発区域外となる。南端は中央区の調査では検出されな

かった。

　それぞれの溝の形態は不整形で、短辺は丸くなってい

る。中央部で東側にほぼ直交する方向の１条の溝があっ

た。最も大きな溝の上幅は0.40～0.58ｍ、深さは0.07ｍ、

長さは4.48ｍである。最も小さな溝の上幅は0.24～0.30

ｍ、深さは0.01ｍ、長さは1.45ｍである。底には緩やか

な凹凸がある。
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Ⅳ区４号復旧溝A-A′  
１．暗褐色砂質土　As-Aを塊状に多量に含む。



第42図　Ⅳ区遺構外の出土遺物(中近世)

０ ４㎝１:２

０ 5㎝１:３

　埋没土中から薬莢（第39図３）が出土したが、混入であ

る。この薬莢はピンファイヤーで、江戸時代末期から明

治時代に使用された。

　２号復旧溝東端は、蛭堀右岸から0.6～1ｍのところで

止まっており、復旧溝掘削時には蛭堀はすでに掘られて

いたと推定される。

Ⅳ区３号復旧溝（第40図　PL.28）

　３号復旧溝は、Ⅳ区北区北西部で浅間Ａ軽石を多く含

む暗褐色土で埋まっていた。他の復旧溝のように連続し

た溝の列ではなかったが、埋没土が共通すること、一部

に並行する溝があること等から、復旧溝として記録した。

やや溝間の間隔があくことから畠のサク溝の可能性もあ

る。重複遺構はない。溝群の全体の規模は南北5.32ｍ、

東西15.54ｍ、溝の方向はほぼＮ－７°－Ｅである。復

元的に数えると９～10条の溝が検出された。

　それぞれの溝の形態は不整形で、一部に西に湾曲する

ものも含まれている。短辺は丸くなっている溝もあった。

最も長い溝の上幅は0.18～0.30ｍ、深さは0.13ｍ、残存

長は2.47ｍである。最も短い溝の上幅は0.15～0.17ｍ、

深さは0.02ｍ、残存長は0.42ｍである。底面には緩やか

な凹凸がある。

　遺物は出土しなかった。

Ⅳ区４号復旧溝（第41図　PL.28）　

　４号復旧溝は、Ⅳ区中央区の東部、蛭堀右岸南側で検

出された。北側にはほぼ同様な走向の２号復旧溝があ

る。溝群の全体の規模は南北10.80ｍ、東西4.90ｍ、溝

の方向はＮ－72°－Ｅである。14条の復旧溝と２条の痕

跡が検出された。

　それぞれの溝の形態は不整形で、短辺は丸くなってい

る。中央部で東側にほぼ直交する方向の１条の溝があっ

た。最も大きな溝の上幅は0.26～0.64ｍ、深さは0.07ｍ、

長さは4.80ｍである。最も小さな溝の上幅は0.15～0.35

ｍ、深さは0.07ｍ、長さは3.30ｍである。底面には緩や

かな凹凸がある。

　遺物は出土しなかった。

　４号復旧溝東端は、２号復旧溝と同様に、蛭堀右岸か

ら0.1ｍのところで止まっており、復旧溝掘削時には蛭

堀はすでに掘られていたと推定される。

（７）遺構外の出土遺物

（第42図　PL.210　遺物観察表P.449･450･452）

　Ⅳ区遺構確認中に、遺構に伴わない形で第11表のよう

な遺物を出土した。なかには下位の層位からの混入遺物

も含まれていたが、ここでは12世紀以降の遺物のうち、

時期を示すやや大型の遺物を中心に、遺構外の遺物４点

を掲載した。なお、混入遺物については、出土相当層の

遺構外遺物の項に掲載した。

　第42図１は肥前磁器碗破片で18～19世紀前半、２は古

瀬戸の盤類破片で15世紀の遺物である。３は玉髄の火打

石破片、４は薬莢の破片である。
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第43図　Ⅴ区土坑とピット
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６．Ⅴ区の遺構と遺物

（１）土坑（第43図　PL.29）

　Ⅴ区北区および南区では、検出された土坑はなかった。

中央区では、５基の土坑が検出された。

それぞれの土坑の位置や規模は、P.434の表にまとめた。

以下各遺構の調査所見を記載する。

ａ．中央区の土坑

　79号土坑は不整円形の土坑で、７号溝の北側で検出さ

れた。上層はザラザラした黒褐色土、下層は粘性のある

暗褐色土塊と褐色土塊の混土で埋まっていた。遺物は出

土しなかった。

　80号土坑は隅丸長方形の土坑で、断面形は箱形。Ⅴ区

南西部で単独で検出された。長軸は５号溝や７号溝に直

交する。79号土坑の下層と同様な土で埋まっていたが、

褐色土塊は小さい。遺物は出土しなかった。

　81号、82号土坑は５号溝の東側に平行して２基が並ん

で検出された。81号土坑は不整楕円形の土坑で、断面形

は浅いボール状。ザラザラした暗褐色土で埋まっていた。

遺物は出土しなかった。

　82号土坑は小型の隅丸長方形の土坑で、81号土坑と同

様にザラザラした暗褐色土で埋まっていた。遺物は出土

しなかった。

　83号土坑は不整楕円形の土坑で、底面に凹凸が著しい。

81号、82号土坑と同様なザラザラした暗褐色土で埋まっ

ていた。遺物は出土しなかった。

（２）ピット（第43図　PL.29）

　Ⅴ区北区および南区で検出されたピットは無かった。

西区では、２基のピットが検出された。

　それぞれのピットの位置や規模は、P.439の表にまと

めた。以下ピットの調査所見を記載する。

ａ．西区のピット

　西区では２基のピットが、中央部に散在していた。

　99号ピットは隅丸方形のピットで浅い。粘性とザラつき

のある灰褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

100号ピットは不整円形のピットでごく浅い。粘性のやや

ある暗褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。
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Ⅴ区79号土坑A-A′
１．暗褐色土　粘性弱し、しま

りややあり。全体にザラつ
きあり。

２．暗褐色土　粘性あり、しま
りあり。

３．暗褐色土と褐色土塊の混土
粘性あり、しまりあり。

  

Ⅴ区81号土坑A-A′
１．暗褐色土　粘性弱し、しま

りややあり。全体にザラつ
きあり。

Ⅴ区82号土坑A-A′
１．暗褐色土　粘性弱し、しま

りややあり。全体にザラつ
きあり。

Ⅴ区83号土坑A-A′
１．暗褐色土　粘性弱し、しまりや

やあり。全体にザラつきあり。

Ⅴ区99号ピットA-A′
１．灰褐色土　粘性あり。しまり

ややあり。ザラつきあり。

Ⅴ区100号ピットA-A′ 
１．暗褐色土　粘性ややあり。

しまり弱し。

Ⅴ区79号土坑

Ⅴ区83号土坑

Ⅴ区80号土坑 Ⅴ区81号土坑

Ⅴ区99号ピット

Ⅴ区82号土坑

Ⅴ区100号ピット



（３）溝

　Ⅴ区では、10条の溝が検出された。各調査区で異なる

年度に調査されたために、同一の溝であっても別の遺構

番号が付されたものがある。これについては、報告時に

番号の統合と付け替えを行った。その作業の結果につい

ては、溝の位置や規模とともにP.444の表にまとめた。

以下各溝の調査所見を記載する。なお、溝の平面図は個

別図を作成せず、1/300の各区全体図でこれに変えた。

埋没土層断面図は個々に掲載した。

Ⅴ区２号溝（第70図　PL.30）

　２号溝はⅤ区南区東部で東西方向に検出された。西端

は６号溝に合流するが、東端はⅣ区２号溝に連続する。

６号溝との新旧関係はない。同時に使用されていたと考

えられる。

　溝の走向はＮ－90°－Ｅ、上幅1.18～2.00ｍ、深さ0.39

ｍ、調査長5.20ｍである。底面は平坦で、６号溝との合

流地点が最も高く、東端より0.05ｍ高かった。

　Ⅴ区２号溝は浅間Ｂ軽石を含む暗褐色土層を切って掘

られていた。溝内はⅣ区２号溝と同様な黒色土塊を含む

暗褐色土や灰白色シルトで埋まっていた。調査時の聞き

込み調査によって、昭和50年ころの圃場整備まで使われ

ていたことがわかっている。遺物は出土しなかった。

Ⅴ区３号溝（第44･70図　PL.30･210　遺物観察表P.468）

　３号溝はⅤ区南区南西部から西区にかけて検出された

東西方向の溝である。11－Ｄ－14グリッドで、６号溝が

西に屈曲する部分から西を３号溝とした。屈曲部は直角

に曲がっているが、25ｍほど西でやや南に走向を変え

る。６号溝との新旧関係は無かった。同時に使用されて

いたと考えられる。

　溝の走向はＮ－90°－Ｅ、上幅1.04～1.61ｍ、深さ0.30

～0.37ｍ、調査長は両区合わせて63.99ｍである。底面

は平坦で、西端が東端より0.31ｍ高かった。西方から流

れてきた水が６号溝から２号溝へと導かれていたものと

推定される。

　本溝は浅間Ｂ軽石を含む暗褐色土層を切って掘られて

いた。溝内は暗灰褐色土や黒褐色砂質土で埋まっていた。

一部にビニール片が含まれており、Ⅴ区３号溝も昭和50

年ころの圃場整備まで使われていたのであろう。遺物は

埋没土中から、近現代の下駄（第44図１）、近現代陶磁器

破片36点、土器類７点、近世国産陶磁器破片４点、在地

系土器焙烙破片８点、土師器甕破片１点、須恵器甕破片

１点が出土した。土師器・須恵器は混入である。また埋

没土中から石鏃（第272図3）が出土したが遺構外遺物とし

て図示した。

Ⅴ区４号溝（第44･70図　PL.29）

　４号溝は３号溝と６号溝の屈曲点から南に検出された

南北方向の溝である。北端は６号溝に接し、南端は発掘

区域外となる。６号溝との新旧関係は不明である。

　溝の走向はＮ－７°－Ｗ、上幅0.50～0.86ｍ、深さ0.21

ｍ、調査長は15.39ｍである。底面は平坦で、南北両端

が最も高く、中央部が0.07ｍ低くなっていた。

　本溝は浅間Ｂ軽石を含む暗褐色土層を切って掘られて

いたが、遺憾ながら埋没土の記載はない。遺物は出土し

なかった。Ⅴ区４号溝の時期は浅間Ｂテフラ降下以降で

あるが、詳細は不明である。

Ⅴ区５号溝（第44･70図　PL.30･31　遺物観察表P.449）

　５号溝はⅤ区南区北部から西区にかけて検出された東

西方向の溝である。11－19ラインと21－11ラインのとこ

ろで２度、北側へほぼ直角に屈曲する。Ⅴ区のほぼ東西

を貫通しており、西端はさらにⅥ区６号溝に連続する。

東端はⅤ区６号溝に合流する。６号溝との新旧関係は無

かった。同時に使用されていたと考えられる。

　21－９ライン付近では南に8.8ｍほど突出する小規模

な溝が検出されたが、同時期のものか、どのような性格

のものか詳細は不明である。

　溝の走向は中央の直線部分でＮ－82°－Ｅ、上幅0.94

～2.72ｍ、深さ0.35ｍ、調査長は両区合わせて延長

131.76ｍである。底面は平坦で、西端が東端より0.20ｍ

高かった。西方から流れてきた水が６号溝から２号溝へ

と導かれていたものと推定される。

　本溝は浅間Ｂ軽石を含む暗褐色土層を切って掘られて

いた。溝内は暗灰褐色土や黒褐色砂質土で埋まっていた。

一部にビニール片が含まれており、Ⅴ区５号溝も昭和50

年ころの圃場整備まで使われていた。遺物は埋没土中か

ら近現代土器類１点、土師器甕破片８点、Ｓ字甕破片６

点が出土した。土師器は混入である。在地系土器皿（第

６．Ⅴ区の遺構と遺物
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第44図　Ⅴ区溝と出土遺物
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Ⅴ区３号溝B-B′
１．黒褐色砂質土　As-Cを含む。
（３号溝埋没土）

２．黄橙色シルト
３．灰褐色砂質土
４．黒灰色粘質土　As-Cを含む。
５．黒色粘質土
６．黒色砂質土
７．灰色粘質土
  

Ⅴ区３号溝C-C′
１．暗灰褐色土　粘性あり。しま

りあり。埋土中にビニール片
あり。ほぼ現代（圃場整備前）
まで使われていた溝である。

  

Ⅴ区５号溝B-B′  
１．明褐色土　現表土。新現代。
２．明褐色土　客土。新現代。
３．茶褐色土　As-A混土。現代耕作土。新

現代。
４．黒褐色土　As-A混土。圃場整備後水田

耕土。
５．暗褐色土　As-A少量混土。圃場整備時

の基盤土。新現代。
６．茶褐色土　As-A少量混土。圃場整備時

の基盤土。新現代。
７．暗褐色土　As-A少量混土。ビニール片

あり。昭和30年代埋没土。
８．黒褐色土　As-A少量混土。砂質土。
９．黒褐色土　As-A少量混土。泥土。
10．黄褐色土　粘性。As-A塊がみられる。

Ⅴ区７号溝A-A′
１．黄褐色砂質土　As-Bを含む。

Ⅴ区３号溝

Ⅴ区４号溝

Ⅴ区５号溝

Ⅴ区６号溝

Ⅴ区７号溝 Ⅴ区34号溝

１

３

２

４
５

６

７

８

９



44図３）、搬入系土器鉢（２）を図示した。

Ⅴ区６号溝（第44･70図　PL.31　遺物観察表P.449･451）

　６号溝はⅤ区北区北西端から、南区中央部にかけて検

出された南北方向の溝である。11－Ｍ－14グリッドで緩

やかに屈曲し、34号溝に接する。溝の走向は34号溝とつ

ながるが、本溝の底面は34号溝の底面より高く、　34号

溝の底面は北東に屈曲する方向につながっていた。南端

は11－Ｄ－14グリッドで西に屈曲する。屈曲部から西は

３号溝として報告した。34号溝との新旧関係は不明であ

る。同時に使用されていた可能性もある。

　溝の走向はＮ－８°－Ｗ、上幅0.40～1.94ｍ、深さ0.42

ｍ、調査長は46.00ｍである。底面は平坦で、北西端が

南端より0.07ｍ高かった。北西方向から流れてきた水が

６号溝と34号溝に分けられていたものと推定される。

　本溝は浅間Ｂ軽石を含む暗褐色土層を切って掘られて

いた。本溝は遺憾ながら埋没土の記載がない。遺物は埋

没土中から瀬戸・美濃磁器猪口（第44図４）、在地系土器

焙烙（５）、鉢（６）、五十銭銅貨（７）が出土した。他に近

現代陶磁器破片26点、土器類３点、近世国産陶磁器２点、

在地系土器焙烙破片12点、土師器椀破片２点、甕破片34

点、Ｓ字甕破片12点、須恵器椀破片１点、甕破片１点が

出土した。土師器は混入である。Ⅴ区６号溝の時期は浅

間Ｂテフラ降下以降であるが、２号溝や５号溝と同時期

である可能性が高い。

Ⅴ区７号溝（第44･70図　PL.31）

　７号溝はⅤ区南区東部から、西区南部にかけて検出さ

れた東西方向の溝である。西端は５ライン周辺で浅くな

り検出できなくなる。東端は６号溝で切られている。６

号溝との新旧関係は不明である。

　溝の走向はＮ－76～83°－Ｅ、上幅0.34～0.84ｍ、深

さ0.04ｍ、調査長は両区合わせて55.46ｍである。底面

は平坦で、西端が東端より0.06ｍ高かった。

　本溝は浅間Ｂ軽石を含む暗褐色土層を切って掘られて

いた。溝内は浅間Ｂ軽石を含む黄褐色砂質土で埋まって

いた。遺物は出土しなかった。

　Ⅴ区７号溝の時期は浅間Ｂテフラ降下以降であるが、

詳細は不明である。

Ⅴ区31号溝（第70図　PL.32）

　31号溝はⅤ区北区西部で検出された東西方向の溝であ

る。西端は北区西壁でとどまり、西区では本溝の延長は

検出されなかった。東端は６号溝西側で浅くなり検出で

きなかった。溝の走向はＮ－89°－Ｅ、上幅0.18～0.38

ｍ、深さ0.10ｍ、調査長は15.32ｍである。本溝は遺憾

ながら埋没土の記載がない。遺物も出土しなかった。Ⅴ

区31号溝の時期は浅間Ｂテフラ降下以降であるが、詳細

は不明である。

Ⅴ区32号溝（第70図　PL.32）

　32号溝はⅤ区北区北西部で検出されたほぼ東西方向の

溝である。西端は北区西壁で発掘区域外となる。西区で

は本溝の延長は検出されなかった。東端は34号溝南西

側で浅くなり検出できなかった。溝の走向はＮ－79°－

Ｅ、上幅0.47～0.55ｍ、深さ0.08ｍ、調査長は6.51ｍで

ある。本溝は遺憾ながら埋没土の記載がない。遺物も出

土しなかった。

　Ⅴ区32号溝の時期は浅間Ｂテフラ降下以降であるが、

詳細は不明である。

Ⅴ区33号溝（第70図　PL.32･210）

　33号溝はⅤ区北区東部で検出されたほぼ東西方向の溝

である。西端は６号溝で切られており、東端は北区東壁

付近で浅くなり検出できなかった。溝の走向はＮ－73°

－Ｗ、上幅0.14～0.29ｍ、深さ0.06ｍ、調査長は4.60ｍ

である。本溝は遺憾ながら埋没土の記載がない。遺物は

埋没土中から近現代陶磁器破片２点、土器類破片１点、

施釉陶器破片４点、在地系土器在地系土器皿破片２点、

火鉢等破片８点、土師器坏破片８点、甕破片52点、Ｓ字

甕破片22点、玉髄の火打石（PL.210）が出土した。

　Ⅴ区33号溝の時期は浅間Ｂテフラ降下以降であるが、

出土遺物から近世の溝と考えられる。

Ⅴ区34号溝

（第44･70図　PL.31･32･210　遺物観察表P.449）

　34号溝はⅤ区北区北部で検出されたほぼ東西方向の溝

である。21－Ｍ－13グリッドで北東へ屈曲し、さらに南

東に曲がる。北西端および東端は発掘区域外となる。東

端はあるいはⅣ区50号溝に連続する可能性もある。前述

６．Ⅴ区の遺構と遺物
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第45図　Ⅴ区１号復旧溝
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のように６号溝と連続する可能性もある。

　溝の走向は西部の直線部分でＮ－57°－Ｗ、上幅0.80

～2.36ｍ、深さ0.43ｍ、調査長は23.12ｍである。底面

標高は東端が西端より0.01ｍ高かった。本溝は遺憾なが

ら埋没土の記載がない。遺物は埋没土中から近現代陶磁

器破片４点、土器類破片４点、施釉陶器破片１点、在地

系土器焙烙等破片13点、瓦破片２点、土師器壺破片１点、

高坏破片３点、坏破片５点、甕破片20点、Ｓ字甕破片17

点、玉髄の火打石が出土した。瀬戸陶器すり鉢破片（第

44図８）、軟質施釉陶器匙か杓文字ミニチュアの破片（９）

を図示した。他に石皿（第273図５）、土師器蓋（第221図

14・15）、Ｓ字甕（第223図57）、壺（第221図30）等を遺構

外遺物として図示した。Ⅴ区34号溝の掘削時期は浅間Ｂ

テフラ降下以降である。

（４）復旧溝

　Ⅴ区で１か所の復旧溝群が検出された。ここでも浅間

Ａ軽石を多量に塊状に含む灰褐色土で埋まっており、浅

間Ａ軽石被災を復旧するための溝群である。

　浅間Ａ軽石降下当時、ここがどのような土地利用がさ

れていたかは軽石直下面が出土していないので明確では

ないが、12世紀初頭の浅間Ｂテフラ降下以降は水田であっ

たことから、それ以後水田として利用されていた可能性

が高い。したがって、Ⅴ区１号復旧溝も水田から水田へ

の復旧を意図したものと考えられる。復旧溝群の位置や

規模は、当時の地割の一部を表していることになろう。

Ⅴ区１号復旧溝（第45図　PL.33）

　１号復旧溝は、Ⅴ区中央やや東の１号溝屈曲部で検出

された。重複遺構は無い。溝群の全体の規模は南北1.10

ｍ、東西19.72ｍ、溝の方向はＮ－６°－Ｅである。38

条の復旧溝が検出された。

　それぞれの溝の形態は帯状で、端部を揃えて掘られて

いた。長辺は直線的で、短辺はやや丸くなっているもの

が多い。最も大きな溝の上幅は0.32～0.42ｍ、深さは0.12

ｍ、長さは6.10ｍである。最も小さな溝の上幅は0.20～

0.28ｍ、深さは0.01ｍ、長さは1.10ｍである。底面には

一部に深くなっているところもあるが、ほぼ平坦であっ

た。遺物は出土しなかった。

　Ⅴ区１号復旧溝は、Ⅴ区１号溝の屈曲部におさまる位
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第46図　Ⅴ区遺構外の出土遺物(中近世)
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置で、方向を揃えて掘られている。１号溝は現代まで使

われていた用水路であるが、開削の年代は不明である。

もし１号復旧溝が地割を踏襲して掘られているとすれ

ば、１号溝が先行することになり、１号溝の掘削時期は

浅間Ａ軽石が降下した1873（天明３）年より古くなる可能

性が考えられることになる。

（５）遺構外の出土遺物

（第46図　PL.210　遺物観察表P.449･451･452）

　Ⅴ区調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で第11表

のように多くの遺物を出土した。なかには下位の層位か

らの混入遺物も含まれていたが、ここでは12世紀以降の

遺物のうち、時期を示す大型の破片を中心に、遺構外の

遺物７点を掲載した。このうち銭貨はすべて掲載した。

なお、時期の古い混入遺物については、出土相当層の遺

構外遺物の項に掲載した。

　１は19世紀前半の瀬戸・美濃陶器広東碗、２は第二次

大戦中の瀬戸・美濃磁器防衛食容器である。銭貨は４が

「祥符元寶」（北宋1108年初鋳）、５～７が「寛永通宝」であ

る。５は方孔を星形に加工している。３は珪質粘板岩製

の砥石である。

７．Ⅵ区の遺構と遺物 

（１）井戸

Ⅵ区１号井戸（第47図　PL.33）

位置　55－41－Ｈ－２Ｇ　　　

形状　不整楕円形　　　　　重複　なし

規模　長軸0.91ｍ　短軸0.84ｍ　残存壁高0.66ｍ

長軸方位　Ｎ－23°－Ｗ

断面形　上端がやや開いた筒形をしている。

埋没土　ローム塊・浅間Ｂ軽石混土塊を含む暗褐色土で

埋まっていた。埋没土最下部にはロームが崩落した黄褐

色土が堆積していた。

底面　底面は平坦である。

遺物出土状況　遺物は出土しなかった。

所見　出土遺物はなかったが、埋没土に浅間Ｂ軽石混土

塊が含まれていることから、浅間Ｂテフラ降下以降の遺

構と考えられる。

７．Ⅵ区の遺構と遺物
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第47図　Ⅵ区井戸
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Ⅵ区２号井戸　（第47図　PL.33）

位置　55－41－Ｆ－１Ｇ　　　

形状　楕円形　　　　重複　13号土坑より新しい。

規模　長軸1.09ｍ　短軸0.87ｍ　残存壁高0.94ｍ

長軸方位　Ｎ－61°－Ｗ

断面形　筒形

埋没土　ローム塊・浅間Ｂ軽石を多量に含む暗黄褐色土

で埋まっていた。

底面　底面は平坦である。

遺物出土状況　遺物は出土しなった。

所見　出土遺物はなかったが、埋没土に浅間Ｂ軽石混土

塊が含まれていることから、浅間Ｂテフラ降下以降の遺

構と考えられる。

（２）土坑（第48・49図　PL.33～35）

　Ⅵ区で検出された土坑は25基である。Ⅵ区全体に散在

していたが、中央やや東寄りに分布が集中する部分が

あった。それぞれの土坑の位置や規模は、P.434･435の

表にまとめた。以下各遺構の調査所見を記載する。

　１号土坑は細長い楕円形で、浅間Ｂ軽石を混じる褐色

土で埋まった３号溝と重複して検出された。土坑の方が

新しい。断面形は筒形。遺物は出土しなかった。

　２号土坑は不整円形の土坑で、浅間Ｂ軽石を混じる褐

色土で埋まった３号、4号溝と重複して検出された。溝

の方が新しい。断面形は薬研形。しまりのある暗褐色土

で埋まっていた。埋没土中からＳ字甕破片４点が出土し

たが、混入である。

　３号土坑は楕円形の土坑であるが、遺憾ながら平面図

のデータが不明となり、土層断面図と写真のみの報告と

なった。粘性の強い暗褐色土で埋まっていた。遺物は出

土しなかった。

　４号土坑は楕円形の土坑で、４号溝の東脇で検出され

た。断面形は浅いＵ字形。上層はザラザラした暗褐色土

で、下層は粘性の強い黒褐色土で埋まっていた。遺物は

出土しなかった。

　５号土坑はやや不整な隅丸方形の土坑で、５号溝の東

側で検出された。断面形は皿状。上層はザラザラした暗

褐色土で、下層は粘性の強い黒褐色土で埋まっていた。

南部底面直上で礫２点、埋没土中から土師器甕破片８点、

Ｓ字甕破片７点、須恵器椀破片３点、甑破片１点が出土

した。

　６号土坑は楕円形の土坑で、土坑集中部の北端で検出

された。断面形は台形。上層は黒褐色土と灰褐色土の混

土で、下層は粘性のある黒褐色土で埋まっていた。埋没

土中からＳ字甕破片１点が出土したが、混入である。

　７号土坑は隅丸長方形の土坑で、５号土坑の東側で検

出された。断面形は台形。黒褐色土と灰褐色土の混土で

埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　10号土坑は不整楕円形の土坑で、８号土坑の北東部で

検出された。断面形は筒状。上層は浅間Ｂ軽石を混じる

暗褐色土で、中層は粘質の暗褐色土で、下層はローム粒

を含む暗褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　11号土坑は不整楕円形の土坑で、２基が重複していた

可能性がある。上層は浅間Ｂ軽石を含む暗褐色土、下層

は浅間Ｂ軽石・黒色粘質土塊を含む黒褐色土で埋まって

いた。埋没土中から土師器壺破片１点、高坏破片１点、

甕破片１点、Ｓ字甕破片１点、台付甕破片１点を出土し

た。いずれも混入である。須恵器坏（第250図５）を遺構

外遺物として図示した。
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Ⅵ区１号井戸A-A′
１．暗褐色土　ローム塊・As-B

混土。
２．暗褐色土　ローム塊・As-B

混土。
３．暗褐色土　ローム塊・As-B

混土。１～３層は人為的な
埋土で、基本的に同一土。

４．黄褐色土　ローム壁の崩落
埋没土。  

Ⅵ区２号井戸A-A′
１．暗黄褐色土　ローム粘土

塊を多量に含む。As-B混
入土。（単一の埋没土）（２
号井戸埋没土）

２．黒褐色土　As-B混土。
　　（13号土坑埋没土）

Ⅵ区１号井戸

Ⅵ区２号井戸



第48図　Ⅵ区土坑(１)
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Ⅵ区１号土坑A-A′
１．暗褐色土　粘性やや弱し。し

まりあり。径20mm以下の黒褐
色土塊を含む。

２．黒褐色土　粘性あり。しまり
あり。

３．暗褐色土　粘性あり。しまり
あり。全体にザラつきあり。

４．暗褐色土　３層に類するが、
粘性強くなる。

Ⅵ区２号土坑A-A′
１．暗灰褐色土　粘性ややあり。しまりあり。

径２mm以下の白色軽石粒を含む。
　　（２号溝埋没土）
２．暗灰褐色土塊　粘性あり。しまりあり。
　　（４号溝埋没土）
３．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。全体

にザラつきあり。（４号溝埋没土）
４．暗褐色土　粘性やや強し。しまりあり。
　　（２号土坑埋没土）
５．暗褐色土　４層に類するが、しまります。
（２号土坑埋没土）

Ⅵ区３号土坑A-A′
１．暗褐色土　粘性強し。

しまりあり。

Ⅵ区５号土坑A-A′
１．暗褐色土　粘性ややあ

り。しまりややあり。
全体にザラつきあり。

２．黒褐色土　粘性あり。
しまりあり。

Ⅵ区４号土坑A-A′
１．暗褐色土　粘性ややあ

り。しまりややあり。
全体にザラつきあり。

２．黒褐色土　粘性あり。
しまりあり。

Ⅵ区６号土坑A-A′
１．暗褐色土と灰褐色土塊

の混土　粘性あり。し
まりあり。暗褐色土中
に灰褐色土塊が混ざ
る。埋戻しか。

２．黒褐色土　粘性やや強
し。しまりあり。

  

Ⅵ区７号土坑A-A′
１．黒褐色土と茶褐色土塊

の混土　粘性あり。し
まりあり。 

Ⅵ区10号土坑A-A′
１．暗褐色土　As-B混土。
２．黒色土　粘質土。
３．暗褐色土　粘質土。
４．暗褐色土　ローム粒混入土。

Ⅵ区11号土坑A-A′
１．暗褐色土　As-B混土。
２．黒褐色土　As-B及び黒色

粘質土を混入。 Ⅵ区12号土坑A-A′
１．黒褐色土　As-B混土。
２．暗褐色土　As-B混土。
３．黄褐色土　As-B及び
　　ローム粒混土。
４．暗褐色土　As-B混土。
  

Ⅵ区13号土坑A-A′・２号井戸
１．黒褐色土　As-B混土。（13

号土坑埋没土）
２．暗黄褐色土　ローム粘土塊

を多量に含む。As-B混入土。
単一の埋土。（２号井戸埋
没土）

Ⅵ区14号土坑A-A′
１．黒褐色土　As-B混土。
２．黄褐色土　ローム壁崩

落土。
３．黒色土　粘性土。
  

Ⅵ区16号土坑A-A′
１．暗褐色土　粘性ややあり。しま

りややあり。長径10cmの黒褐色
土塊含む。

２．褐色砂質土　粘性やや弱し。し
まりややあり。

３．暗褐色砂質土　粘性やや弱し。
しまりややあり。

４．暗褐色土　粘性強し。しまりあ
り。

５．暗褐色土と茶褐色土との混土　
粘性強し。しまりあり。地山と
埋土の混じり。

Ⅵ区17号土坑A-A′
１．暗褐色土　粘性あり。

しまりあり。全体にザ
ラつきあり。直径１mm
以下の白色軽石粒含
む。As-B混。

Ⅵ区１号土坑 Ⅵ区２号土坑 Ⅵ区３号土坑

Ⅵ区４号土坑

Ⅵ区７号土坑

Ⅵ区５号土坑

Ⅵ区６号土坑

Ⅵ区13号土坑・２号井戸

Ⅵ区10号土坑

Ⅵ区14号土坑

Ⅵ区11号土坑

Ⅵ区12号土坑

Ⅵ区16号土坑

Ⅵ区17号土坑



第49図　Ⅵ区土坑(２)とピット
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　12号土坑は円形の土坑で、土坑集中部の中央部で検出

された。断面形は台形。上層は浅間Ｂ軽石を含む黒褐色

土・暗褐色土で、下層は浅間Ｂ軽石とローム粒を含む黄

褐色土・暗褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかっ

た。

　13号土坑は２号井戸と重複して、土坑集中部の南端部

で検出された。井戸より新しい。全形はとらえられなかっ

たが、楕円形と推定される。土坑は浅間Ｂ軽石を混じる

黒褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　14号土坑は不整楕円形の土坑で、土坑集中部の北端部

で検出された。上層は浅間Ｂ軽石を含む黒褐色土で、下

層は粘性のある黒色土で埋まっていた。遺物は出土しな

かった。

　15号土坑のデータは、土層断面の写真と埋没土出土遺

物（土師器甕破片５点、Ｓ字甕破片13点）が残されている

にとどまる。

　16号土坑は円形の土坑で、17号土坑の東側で検出され

た。断面形は台形。上層は黒褐色土塊を含む暗褐色土、

下層は粘性の強い暗褐色土で埋まっていた。遺物は出土

しなかった。

　17号土坑は隅丸長方形の土坑で、土坑集中部の南端部

で検出された。断面形は皿形。浅間Ｂ軽石を含む暗褐色

土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　18号土坑は不整楕円形の土坑で、土坑集中部の中央部

で検出された。断面形は浅い台形。上層は粘性のある黒

褐色土で、下層は黒褐色土と茶褐色土塊の混土で埋まっ

ていた。遺物は出土しなかった。

　19号土坑は大型の不整楕円形の土坑で、13号溝の南側

で検出された。断面形は箱形。粘性のややある暗褐色土

で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　20号土坑は不整多角形の土坑で、13号溝の北側で検出

された。断面形は浅いＶ字形。ざらつきのある暗褐色土

で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　　22号土坑は不整楕円形の土坑で、18号土坑の南側で

検出された。断面形は筒状。粘性のやや強い暗褐色土で

埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　23号土坑はほぼ円形の土坑で、１号井戸の南側で検出

された。断面形は箱状。上層は粘性があり、茶褐色土塊

を含む黒褐色土で埋まっていた。下層は粘性の強い黒褐

色土で埋まっていた。埋没土中からＳ字甕破片１点が出
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Ⅵ区18道土坑A-A′
１．黒褐色土　粘性あり。しまりあ

り。
２．黒褐色土と茶褐色土塊の混土　

粘性あり。しまりあり。埋土と
地山の混土。 

Ⅵ区19号土坑A-A′
１．暗灰褐色土と黒褐色土塊の混土　

攪乱か。
２． 暗褐色土　粘性ややあり。しまり

ややあり。全体にザラつきあり。

Ⅵ区20号土坑A-A′
１． 暗褐色土　粘性ややあり。

しまりややあり。全体にザ
ラつきあり。

  

Ⅵ区22号土坑A-A′
１． 暗褐色土　粘性やや

強し。しまりあり。
  

Ⅵ区23号土坑A-A′
１．黒褐色土　粘性ややあり。しまりあ

り。長径15cmの茶褐色土塊含む。
２． 灰褐色土　粘性強し。しまりあり。

全体にザラつきあり。

Ⅵ区24号土坑A-A′
１． 暗褐色土と茶褐色土の混土　粘性や

や強し。しまりあり。
２．黒褐色土　粘性強し。しまりあり。

Ⅵ区１号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性やや弱し。しまりあり。
２． 暗褐色砂質土　粘性ややあり。しまりあ

り。As-B混土層。
３． 暗褐色土　粘性ややあり。しまりあり。
４． 黒褐色土　粘性ややあり。しまりあり。

Ⅵ区18号土坑

Ⅵ区23号土坑

Ⅵ区19号土坑

Ⅵ区24号土坑

Ⅵ区20号土坑

Ⅵ区１号ピット

Ⅵ区22号土坑



第50図　Ⅵ区１号溝と出土遺物

０ 5㎝１:３

Ｂ Ｂ′L=71.90m

1
3 42

Ａ Ａ′L=72.80m

13 4 46

52

35

０ ２ｍ１: 60

０ ４㎝１:２

土した。混入である。

　24号土坑は楕円形の土坑で、12号土坑の南側で検出さ

れた。断面形はやや上方に開いた箱状。上層は暗褐色土

塊と茶褐色土塊の混土で埋まっていた。下層は粘性の強

い暗褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

（３）ピット（第49図　PL.35）

　Ⅵ区で検出されたピットは１基である。発掘区の最西

端で単独で検出された。ピットの位置や規模は、P.439

の表にまとめた。

　１号ピットは楕円形で深さは0.3ｍである。粘性のあ

る暗褐色土や浅間Ｂ軽石を混じる暗褐色砂質土で埋まっ

ていた。遺物は出土しなかった。ピットの時期は浅間Ｂ

テフラ降下以降で、ピットの機能・用途はわからなかった。

（４）溝

　Ⅵ区では、11条の溝が検出された。溝の位置や規模は

P.444の表にまとめた。以下各溝の調査所見を記載する。

なお、溝の平面図は個別図を作成せず、1/300の各区全

体図でこれに変えた。埋没土層断面図は個々に掲載した。

Ⅵ区１号溝

（第50･69図　PL.36･210　遺物観察表P.449･452）

　１号溝はⅥ区南西区で検出されたＬ字形に屈曲する溝

である。西端はⅦ区１号溝に連続する。南端は発掘区域

外となる。重複は無い。41－９ライン上で南西方向に屈

曲する。屈曲部の北東側には礫が散在していた。

　溝の走向はＮ－79°－Ｅ、上幅0.72～1.38ｍ、深さ0.38

ｍ、調査長39.90ｍである。断面はＵ字形。底面は平坦で、
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Ⅵ区１号溝A-A′
１．暗褐色土　粘性ややあり。しまりあり。全体にザラ

つきあり。（１号溝埋没土）
２．暗褐色土　１層に類するが、粘性・しまり共にます。

赤褐色状のしみが散見される。（１号溝埋没土）
３．暗褐色土　粘性やや弱し。しまりあり。直径２mm以

下の白色軽石粒含む。As-B混土。
４．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。Ｂ水田床土。
５．黒褐色土　粘性あり。しまりあり。いわゆるAs-Cを

混じる黒色土。
６．暗灰褐色粘質土　ローム層上層。

Ⅵ区１号溝B-B′
１．暗褐色土　粘性ややあり。しまりあり。全体にザラつきあり。（１号溝埋没土）
２．暗褐色土　１層に類するが、粘性・しまり共にます。赤褐色状のしみが散見さ

れる。（１号溝埋没土）
３．暗褐色土　粘性やや弱し。しまりあり。直径１mm以下の白色軽石粒を含む。

As-B混土。
４．褐色土　粘性あり。しまりあり。全体にザラつきあり。直径１mm以下の白色軽

石粒を含む。赤褐色斑点も散見される。２・４号溝埋没土）

１

２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９



南西端が南東端より0.24ｍ高かった。

　１号溝は浅間Ｂ軽石を混じる暗褐色土を掘り込んでい

た。溝内は粘性のある暗褐色土で埋まっていた。埋没土

中から瀬戸・美濃陶器灯火受皿（第50図７）、蓋（８）、在

地系土器焙烙（９）、ガラス瓶他（１～６）が埋没土中から

出土した。他に土師器壺破片７点、器台破片２点、Ｓ字

甕破片17点が出土した。土師器・須恵器は混入である。

Ｓ字甕（14）を第250図に掲載した。

　Ⅵ区１号溝の時期は浅間Ｂテフラ降下以降であるが、

出土遺物から江戸時代後期から近現代まで使われた溝と

考えられる。

Ⅵ区２号溝（第51･69図　PL.36）

　２号溝はⅥ区北西壁際、３号溝の西側で検出された小

規模な溝である。北端は発掘区域外となり、南東は浅く

なり、確認できなくなる。重複は無い。

　溝の走向はＮ－24°－Ｗ、上幅0.21～0.35ｍ、深さ0.04

ｍ、調査長6.78ｍである。断面は皿状。底面にはやや凹

凸があった。南東端が北西端より0.02ｍ高かった。溝内

は粘性の弱い暗褐色土で埋まっていた。遺物は出土しな

かった。

　Ⅵ区２号溝の時期は浅間Ｂテフラ降下以降であるが、

詳細は不明である。

Ⅵ区３号溝（第51･69図　PL.36）

　３号溝は後述する４号溝のすぐ西側に接するように掘

られていた。一部途切れるが、一連の溝の痕跡と考えら

れる。Ｈライン周辺で一部重複するが、３号溝が新しい。

北端は発掘区域外となり、南端は浅くなり、確認できな

くなる。

　溝の走向はＮ－１°－Ｅ、上幅0.20～0.66ｍ、深さ0.07

ｍ、調査長は全体で45.60ｍである。断面は皿状。底面

にはやや凹凸があった。南端が北端より0.06ｍ高かった。

溝内は浅間Ｂ軽石を含む褐色土や暗灰褐色土で埋まって

いた。遺物は出土しなかった。

　Ⅵ区３号溝の時期は浅間Ｂテフラ降下以降であるが、

詳細は不明である。

Ⅵ区４号溝（第51･69図　PL.36）

　４号溝はⅥ区西半部で検出された南北方向の溝であ

る。5.4ｍほどの一定間隔を隔てて５号溝が東側に並行

している。このような並行する溝はⅢ区でも検出されて

いる。重複はない。北端は発掘区域外となる。南端は浅

くなり確認できなくなる。

　溝の走向はＮ－１°－Ｅ、上幅0.42～1.32ｍ、深さ0.09

ｍ、調査長は全体で44.20ｍである。断面は皿状。底面

には凹凸があった。南端が北端より0.04ｍ高かった。溝

内は浅間Ｂ軽石を含む暗褐色土で埋まっていた。遺物は

出土しなかった。

　Ⅵ区４号溝の時期は浅間Ｂテフラ降下以降であるが、

詳細は不明である。

Ⅵ区５号溝（第51･69図　PL.36）

　５号溝はⅥ区西半部で検出された南北方向の溝であ

る。5.4ｍほどの一定間隔を隔てて４号溝が西側に並行

している。中央やや北側で不連続な部分がある。このよ

うな並行する溝はⅢ区でも検出されている。重複はない。

北端・南端ともに発掘区域外となる。

　溝の走向はＮ－７°－Ｅ、上幅0.38～0.80ｍ、深さ0.10

ｍ、調査長は45.27ｍである。断面は皿状。底面には凹

凸があった。北端が南端より0.01ｍ高かった。溝内は上

半部は浅間Ｂ軽石を含む暗褐色砂質土で、下半部は浅間

Ｂテフラ下水田の耕土と同じ黒褐色土で埋まっていた。

遺物は埋没土中から土師器壺破片４点、高坏破片１点、

甕破片33点、Ｓ字甕破片43点が出土した。

　Ⅵ区５号溝の時期は埋没土の状況から浅間Ｂテフラ降

下より古いと推定されるが、詳細な時期は不明である。

古墳時代前期の土器が多く出土したが、これは下層にあ

る当該期の遺構の土器を混入させているためであろう。

土師器壺（第250図８）を遺構外出土遺物として掲載した。

Ⅵ区６号溝

（第51･69図　PL.36･211　遺物観察表P.449･450･452）

　６号溝はⅥ区北東部で検出された東西方向の溝であ

る。西端で７号溝と重複するが、６号溝が新しい。また

南部で８号・９号溝と、北東部で11号溝と重複するが、

いずれも６号溝が新しい。北西端は発掘区域外となる。

東端はⅤ区５号溝に連続する。

　溝の走向はＮ－87°－Ｅ、上幅0.76～1.36ｍ、深さ0.20

ｍ、調査長は54.40ｍである。断面は浅いＵ字形。底面
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第51図　Ⅵ区溝と出土遺物
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Ⅵ区２号溝A-A′
１．暗褐色土　粘性弱し。

しまりあり。 

Ⅵ区３号・４号溝A-A′
１．褐色土　粘性弱し。しまり

あり。直径２mm以下の白色
軽石粒を含む。Ｂ混土。

２． 暗褐色土　粘性あり。しま
りあり。全体にザラつきあ
り。直径２mm以下の白色軽
石粒を含む。As-B混土。

  

Ⅵ区３号・４号溝B-B′
１． 暗灰褐色土　粘性ややあり。し

まりあり。直径２mm以下の白色
軽石粒を含む。（３号溝埋没土）

２． 暗灰褐色塊　粘性あり。しまり
あり。（４号溝埋没土）

３．暗褐色土　粘性あり。しまりあ
り。全体にザラつきあり。（４
号溝埋没土）

４．暗褐色土　粘性やや強し。しま
りあり。（２号土坑埋没土）

５．暗褐色土　４層に類するが、し
まります。（２号土坑埋没土）

Ⅵ区５号溝A-A′
１． 暗褐色砂質土　As-B混土

層であるが、As-Bの堆積
が厚い。

２． 黒褐色土　粘性ややあ
り。しまりあり。Ｂ水田
床土。

  

Ⅵ区６号・７号溝A-A′
１． 暗褐色土　粘性ややあり。しまりあり。全体にザラつきあり。
（６号溝埋没土）

２．暗褐色土　６層に類するが、粘性・しまります。
　　（６号溝埋没土）
３． 暗褐色土　粘性やや弱し。しまりややあり。赤褐色の斑点が

散見される。（７号溝埋没土）
４． 暗褐色砂質土　粘性やや弱し。しまりややあり。全体にザラ

つきあり。砂粒堆積層。（７号溝埋没土）
５． 暗褐色土　粘性やや弱し。しまりあり。（７号溝埋没土）
６． 暗褐色土　４層に類するが、しまります。（７号溝埋没土）
７． 暗褐色土　粘性ややあり。しまりあり。赤褐色の斑点が散見

される。直径２mm以下の白色軽石粒微量含む。圃場整備前の
水田床土。６・７号溝と同時期。 

Ⅵ区６号・10号溝B-B′
１． 暗褐色土　粘性ややあり。

しまりあり。全体にザラつ
きあり。（６号溝埋没土）

２． 茶褐色土　粘性あり。しま
りあり。土中鉄分が酸化し、
茶褐色になったか。（６号
溝埋没土）

３． 暗褐色土　粘性ややあり。
しまりあり。直径１mm以下
の白色軽石粒を含む。As-B
混土。（10号溝埋没土）

４． 黒褐色砂質土　As-B一次堆
積層。（10号溝埋没土）

Ⅵ区６号・11号溝C-C′
１． 暗褐色土　粘性あり。しまりあ

り。全体にザラつきあり。
　　（６号溝埋没土）
２． 暗褐色土　３層に類するが、粘

性・しまります。（６号溝埋没土）
３． 暗灰褐色砂質土　As-A一次堆積

層。（11号溝埋没土）
４． 褐色土　粘性あり。しまりあり。
（11号溝埋没土）

  

Ⅵ区８号溝A-A′
１． 暗褐色土　粘性あり。しまりあり。
２． 暗褐色土　１層に類するが、しまり

ます。直径２mm以下の白色軽石粒を
含む。As-A混土。

Ⅵ区９号溝A-A′
１． 暗灰褐色砂質土　As-A一次堆積層。
２． 褐色土　粘性ややあり。しまりあり。

Ⅵ区９号溝B-B′
１． 暗灰褐色土　粘性弱い。しまりあり。（９

号溝埋没土）
２．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。直径

１mm以下の白色軽石粒を含む。As-B混土。
（13号溝埋没土）

Ⅵ区13号溝A-A′
１． 暗褐色土　粘性あり。しま

りあり。直径１mm以下の白
色軽石粒を含む。As-B混土。
（13号溝埋没土）

２．暗褐色砂質土　As-B一次堆
積層。（10号溝埋没土）

Ⅵ区12号溝A-A′
１． 暗褐色土　As-B混土。

Ⅵ区２号溝

Ⅵ区６号・７号溝

Ⅵ区８号溝 Ⅵ区９号溝 Ⅵ区12号溝 Ⅵ区13号溝

Ⅵ区６号・10号溝 Ⅵ区６号～11号溝

Ⅵ区３号・４号溝 Ⅵ区５号溝

１

２

３

５ ６

４



にはやや凹凸があった。東端が西端より0.01ｍ高かった。

溝内は粘性とざらつきがある暗褐色土で埋まっていた。

埋没土中から19世紀頃の信楽陶器とみられる灯火皿（第

51図１）、肥前陶器皿（２）、ガラス瓶他（３・４）、煙管

（５・６）が出土した。他に在地系土器鍋破片１点、小型

Ｓ字甕破片（第250図13）が出土した。Ｓ字甕は混入で遺

構外遺物として掲載した。

　いずれの重複部でも浅間Ｂ軽石を含む土で埋まってい

る溝を切っていることから、溝の時期は浅間Ｂテフラ降

下以降である。Ⅴ区５号溝から６号溝を経由して、Ⅲ区

２号溝まで一連の溝と考えられることから、Ⅵ区６号溝

も近世から近現代まで使われた用水路の一部であろう。

Ⅵ区７号溝（第51･69図　PL.36）

　７号溝はⅥ区北部で検出された南北方向の小規模な溝

である。西側が６号溝に切られている。６号溝の掘り返

しの跡である可能性もある。

　溝の走向はＮ－２°－Ｅ、上幅1.08ｍ以上、深さ0.10

ｍ、調査長は4.40ｍである。断面は浅いＵ字形。底面に

はやや凹凸があった。溝内は粘性の弱い暗褐色砂質土で

埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　Ⅵ区７号溝の時期は遺構確認面から浅間Ｂテフラ降下

以降であるが、詳細は不明である。

Ⅵ区８号溝（第51･69図　PL.36・37）

　８号溝はⅥ区北東部で検出された南北方向の小規模な

溝である。北端で６号溝と重複するが、新旧関係は不明

である。南端は浅くなって確認できなくなる。東側には0.5

ｍほどの間隔をあけて９号溝が並行して掘られていた。

　溝の走向はＮ－６°－Ｗ、上幅0.40～1.69ｍ、深さ0.11

ｍ、調査長は7.30ｍである。断面は浅いＵ字形。底面に

はやや凹凸があった。南端が北端より0.01ｍ高かった。

溝内は浅間Ａ軽石を含む暗褐色土で埋まっていた。遺物

は出土しなかった。

　Ⅵ区８号溝の時期は浅間Ｂテフラ降下以降であるが、

詳細は不明である。

Ⅵ区９号溝（第51･69図　PL.36・37）

　９号溝はⅥ区北東部で検出された南北方向の溝であ

る。北端で６号溝と重複するが、新旧関係は不明である。

途中は一部途切れるが、南端まで確認できた。南端は発

掘区域外となる。西側には0.5ｍほどの間隔をあけて８

号溝が並行して掘られていた。

　溝の走向はＮ－３°－Ｗ、上幅0.18～1.50ｍ、深さ0.17

ｍ、調査長は52.00ｍである。断面は浅いＵ字形。底面

にはやや凹凸があった。南端が北端より0.03ｍ高かった。

溝内は粘性の弱い暗灰褐色土・褐色土で埋まり、一部で

埋没土の上半部を浅間Ａ軽石一次堆積層が覆っていた。

遺物は出土しなかった。

　Ⅵ区９号溝の時期は浅間Ｂテフラ降下以降、浅間Ａ軽

石降下以前である。溝の性格等の詳細は不明である。

Ⅵ区11号溝（第51･69図　PL.36）

　11号溝はⅥ区北東隅で検出された南北方向の溝である。

南端部で６号溝と重複するが、６号溝が新しい。南端は

浅くなり確認できなくなる。北端は発掘区域外となる。

　溝の走向はＮ－８°－Ｗ、上幅0.56～1.50ｍ、深さ0.12

ｍ、調査長は6.87ｍである。断面は浅いＵ字形。底面に

はやや凹凸があった。南端が北端より0.01ｍ高かった。

溝内の上半部は浅間Ａ軽石一次堆積層で埋まっていた。

遺物は出土しなかった。

　Ⅵ区11号溝の時期は浅間Ｂテフラ降下以降、浅間Ａ軽

石降下以前であるが、溝の性格等の詳細は不明である。

Ⅵ区12号溝（第51･69図　PL.37）

　12号溝はⅥ区の中央やや東側で検出された。調査時に

は浅間Ｂテフラ下面で検出できずに、下位の古墳時代遺

構面で検出・記録したが、埋没土は浅間Ｂ軽石混土であ

ることから、本章で報告した。18号・22号土坑と重複す

るが、12号溝が古い。

　溝の走向は西端部でＮ－24°－Ｗ、上幅0.42～0.74ｍ、

深さ0.23ｍ、調査長は4.21ｍである。断面は浅いＵ字形。

底面にはやや凹凸があった。溝内は浅間Ｂ軽石を含む暗

褐色土で埋っていた。遺物は出土しなかった。

　Ⅵ区12号溝の時期は浅間Ｂテフラ降下以降である。溝

の性格等の詳細は不明である。
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第52図　Ⅵ区１号耕作痕

31-N-16

０ ２ｍ１: 60

Ⅵ区13号溝（第51･69図　PL.37）

　13号溝はⅥ区南東部で検出された緩やかに湾曲する溝

である。北西端では浅くなり確認できなくなる。東端は

発掘区域外となる。方向的にはⅤ区７号溝につながる可

能性があるが、確定できない。西端部で９号溝と重複す

るが、９号溝が新しい。

　溝の走向は西端部でＮ－64°－Ｗ、上幅0.38～0.86ｍ、

深さ0.06ｍ、調査長は20.02ｍである。断面は浅いＵ字

形。底面にはやや凹凸があった。中央部は土坑状の掘り

込みが連続して溝になっているような状況であった。北

西端が東端より0.05ｍ高かった。溝内は浅間Ｂ軽石を含

む暗褐色土で埋っていた。遺物は出土しなかった。

　Ⅵ区13号溝の時期は浅間Ｂテフラ降下以降、浅間Ａ軽

石降下以前である。溝の性格等の詳細は不明である。

（５）耕作痕

Ⅵ区１号耕作痕跡（第52図　PL.38）

　Ⅵ区の浅間Ｂテフラ直下面で水田を検出する段階で、

水田面に多数の耕作具の痕跡を確認した。耕作痕跡はⅥ

区の東半部を中心に多数分布していた。この耕作痕跡の

掘り込み面は検出できなかったが、痕跡内には浅間Ｂ軽

石が塊状になって堆積しており、浅間Ｂテフラより上層

から掘り込まれたことは明らかである。

　検出された全域にわたって痕跡位置・形状や規模は記

録しなかったが、Ⅵ区北東部の31－Ｎ－15・16グリッド

内の２ｍ×２ｍの範囲で、耕作痕の分布状況を記録し

た。痕跡の平面形状は半月形が多く、北西から南東方向

の列状に並んでいた。

　遺物は出土しなかった。層位・形態ともに同様な耕作

痕跡はⅢ・Ⅳ区でも検出されている。

　耕作痕の断面形状はＶ字状になっているものがあるこ

とから、鋤先の痕跡と推定される。耕作痕の時期は浅間

Ｂテフラ以降のいつかについては明らかにできなかった。

（６）復旧溝

　Ⅵ区では２か所の復旧溝群が検出された。Ⅵ区でも浅

間Ａ軽石を多量に塊状に含む灰褐色土で埋まっており、

浅間Ａ軽石被災を復旧するための溝群である。

　浅間Ａ軽石降下当時、ここがどのような土地利用がさ

れていたかは軽石直下面が出土していないので明確では

ないが、12世紀初頭の浅間Ｂテフラ降下時は水田であっ

たことから、それ以後水田として利用されていた可能性

が高い。したがって、Ⅴ区で検出された復旧溝も水田か

ら水田への復旧を意図したものと考えられる。復旧溝群

の位置や規模は、当時の地割の一部を表していることに

なろう。

Ⅵ区１号復旧溝（第53図　PL.38）

　１号復旧溝は、Ⅵ区中央やや西の、６号溝西側で検出

された。重複遺構は無い。溝群の全体の規模は南北3.50

ｍ、東西10.26ｍである。南側に南北方向の溝が16条並び、

北側に東西方向の溝１条が掘られていた。溝の方向は南

北方向がＮ－14°－Ｗ、東西方向がＮ－82°－Ｅである。

　南北方向の溝の形態は帯状で不整形である。端部も不

揃いで丸く掘られていた。最も大きな溝の上幅は0.48～

0.64ｍ、深さは0.04ｍ、長さは2.16ｍである。最も小さ

な溝の上幅は0.35～0.46ｍ、深さは0.03ｍ、長さは1.50

ｍである。底面には一部に深くなっているところもある

が、ほぼ平坦であった。東西方向の溝は東端が不整形で

あるが、概ね上幅は0.50～0.73ｍ、深さは0.07ｍ、長さ

は9.80ｍである。

　遺物は出土しなかった。

７．Ⅵ区の遺構と遺物

89



第53図　Ⅵ区１号･２号復旧溝 第54図　Ⅵ区遺構外の出土遺物(中近世)
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Ⅵ区２号復旧溝（第53図　PL.38）

　２号復旧溝は、Ⅵ区南東部の９号溝東側で検出された。

重複遺構は無い。溝群の全体の規模は南北8.02ｍ、東西

4.25ｍ、溝の方向はＮ－88°－Ｅである。

　それぞれの溝の形態は帯状で不整形である。比較的細

い溝で構成されている。やや方向が異なるものも混じっ

ていた。端部も不揃いで丸く掘られていた。最も大きな

溝の上幅は0.23～0.51ｍ、深さは0.06ｍ、長さは13.70

ｍである。最も小さな溝の上幅は0.09～0.23ｍ、深さは

0.01ｍ、長さは0.88ｍである。底面に凹凸が著しかった。

　遺物は出土しなかった。

（７）遺構外の出土遺物

（第54図　PL.211　遺物観察表P.451･452）

　Ⅵ区調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で第11表

のように多くの遺物を出土した。ここでは12世紀以降の

遺物のうち、銭貨とガラス瓶を掲載した。なお、時期の

古い混入遺物については、出土相当層の遺構外遺物の項

に掲載した。１・２は近代のガラス瓶である。３は「寛

永通寶」と推定される。
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Ⅵ区１号復旧溝A-A′･B-B′
１．灰褐色砂質土　
　　As-A二次堆積層。

Ⅵ区２号復旧溝A-A′
１．暗褐色砂質土　As-A二次堆積層。

Ⅵ区１号復旧溝

Ⅵ区２号復旧溝

１

２

３



第55図　Ⅶ区井戸と土坑
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８．Ⅶ区の遺構と遺物

（１）井戸

Ⅶ区１号井戸（第55図　PL.39）

位置　55－51－Ｈ－２Ｇ　　　

形状　楕円形　　　　重複　なし

規模　長軸1.06ｍ　短軸0.82ｍ　残存壁高1.04ｍ

長軸方位　Ｎ－14°－Ｅ

断面形　深い筒形。南側には段があり、テラス状。

埋没土　上層は浅間Ｂ軽石を混じる暗褐色砂質土の塊状

堆積で、下層は粘性・しまりの強い暗灰色粘質土と黒褐

色土の混土で埋まっていた。

底面　平坦である。

遺物出土状況　遺物は出土しなかった。

所見　埋没土に浅間Ｂ軽石の混土が含まれることから、

浅間Ｂテフラ降下以降の遺構と考えられる。

（２）土坑（第55図　PL.39）

　Ⅶ区で検出された土坑は２基で、両土坑ともにⅦ区中

央やや西側に掘られていた。それぞれの土坑の位置や規

模は、P.435の表にまとめた。以下各遺構の調査所見を

記載する。

　１号土坑は楕円形の土坑で、１号溝の南側で検出され

た。断面形は箱状。灰白色軽石を含む暗褐色土で埋まっ

ていた。遺物は出土しなかった。軽石が浅間Ｂテフラの

可能性が高いことから、テフラ降下以降の土坑と推定さ

れる。

　２号土坑は丸い楕円形の土坑で、１号土坑より東の１

号溝の南側で検出された。断面形は上方の開くＵ字形。

上層は白色軽石を含む褐色土で、下層は浅間Ｂ軽石を混

じる暗褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

埋没土に浅間Ｂ軽石を混じることからテフラ降下以降の

土坑である。

（３）溝

　Ⅶ区では、７条の溝が検出された。溝の位置や規模は

P.444の表にまとめた。以下各溝の調査所見を記載する。

なお、溝の平面図は個別図を作成せず、1/300の各区全

体図でこれに変えた。埋没土層断面図は個々に掲載した。

Ⅶ区１号溝（第56･68図　PL.40･211　遺物観察表P.449）

　１号溝はⅦ区北西隅から南東隅まで斜めに貫いて検出

された。南西部・南東部の一部で屈曲するが、直線的な

溝である。北西端は発掘区域外となる。南東端はⅤ区１

号溝に連続する。北西隅で１条、南東隅で１条、本溝か

ら派生する溝があるが、調査では別の遺構名は付さな

かった。前者は北へ、後者は南へ延びていくが、発掘区

域外であり詳細は不明である。４号・７号溝と重複する

が、新旧関係は不明である。

　溝の走向は中央の直線部分でＮ－68°－Ｗ、上幅0.85
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Ⅶ区１号井戸A-A′
１．暗褐色砂質土　As-B混土。
２．暗灰色粘質土と黒褐色粘質土の

混土　粘性強し。しまり強し。
３．暗黒灰色砂質土

Ⅶ区１号土坑A-A′
１． 暗褐色土　粘性やや弱し。

しまりあり。全体にザラつ
きあり。茶褐色状のしみが
まばらにみられるが、鉄分
が酸化したものか。径２mm
以下の灰白色軽石粒を含
む。 

Ⅶ区２号土坑A-A′
１． 褐色土　粘性やや弱し。しまりあり。

全体にザラつきあり。茶褐色状のしみ
がまばらにみられるが、鉄分が酸化し
たものか。径２mm以下の灰白色軽石粒
を含む。As-B混土層。

２． 暗褐色土　粘性ややあり。しまりあり。
全体にザラつきあり。As-B混土層。

３． 暗褐色土　２層に類するが、粘性ます。

Ⅶ区１号井戸 Ⅶ区１号土坑 Ⅶ区２号土坑



～1.82ｍ、深さ0.42ｍ、調査長117.50ｍである。断面は浅

いＵ字形。底面は平坦で西端が東端より0.20ｍ高かった。

　溝内は浅間Ａ軽石を含む暗褐色土で埋まっていた。埋

没土中から土人形（第56図１）と製作地不詳の陶器人形

（２）、ガラス破片１点が出土した。溝の時期は浅間Ａ軽

石降下以降である。Ⅶ区１号溝は、東方のⅣ区蛭堀まで

つながる用水路の一部であり、江戸時代後期から近現代

まで使われた用水路である。

Ⅶ区２号溝（第56･68図　PL.40）

　２号溝はⅦ区南西部で検出された緩やかにＬ字状に屈

曲する溝である。西端は３号溝に合流し、南端は発掘区

域外となる。本溝の屈曲部で、１号溝とつながる４号溝

と接しているので、１号・２号・４号溝の３条の溝はつ

ながっているように見える。埋没土の観察では、１号・

２号溝は共通しており、４号溝の上層とも同じと記録さ

れている。４号溝埋没土の下層は浅間Ｂ軽石と浅間Ｂ軽

石混土と記載されているので、４号溝底面は古いという

ことになろう。

　溝の走向は最も長い東西方向部分でＮ－86°－Ｗ、上

幅0.76～1.38ｍ、深さ0.21ｍ、調査長48.50ｍである。

断面は浅いＵ字形。底面は平坦で、南端が西端より0.06

ｍ高かった。

　溝内は浅間Ａ軽石を含む暗褐色土で埋まっていた。遺

物は出土しなかった。溝の時期は浅間Ａ軽石降下以降で

ある。Ⅶ区２号溝は、１号溝と同様に江戸時代後期から

近現代まで使われた用水路である。

Ⅶ区３号溝（第56･68図　PL.40）

　３号溝はⅦ区南西隅で検出された直線の溝である。２

号溝から分かれるような形状であるが、西側が発掘区域

外であり。詳細は明らかにできなかった。２号溝との新

旧関係は不明である。南端は攪乱で切られており、調査

しなかった。

　溝の走向はＮ－11°－Ｗ、上幅1.04～1.30ｍ、深さ0.26

ｍ、調査長9.0ｍである。断面は浅いＵ字形。底面には

凹凸があった。南端が西端より0.16ｍ高かった。

　Ⅶ区３号溝は遺憾ながら埋没土の記載がない。写真か

らは大型の礫が含まれていることがわかる。遺物は出土

しなかった。

Ⅶ区４号溝（第56･68図　PL.40）

　４号溝はⅦ区中央部やや西で検出された。北端は１号

溝と、南端は２号溝と合流しており、両溝をつなぐよう

な状況で検出された。

　溝の走向は最も長い東西方向部分でＮ－16°－Ｅ、上

幅1.56～1.80ｍ、深さ0.33ｍ、調査長2.90ｍである。断

面は浅いＵ字形。底面は平坦で、南端が西端より0.19ｍ

高かった。溝内の上層は浅間Ａ軽石を含む暗褐色土で、

下層は浅間Ｂテフラと浅間Ｂ軽石混土で埋まっていた。

遺物は出土しなかった。

　埋没土の観察では、４号溝埋没土の上層は１号・２号

溝と共通しており、浅間Ａ軽石降下以降掘られた１号・

２号溝が使われていた時に、４号溝も何らかの機能を果

たしていたと推定される。溝の底面を比べると、２号溝

が１号溝より高く、２号溝内でも４号溝に合流する部分

が最も低くなっていることから、４号溝は、２号溝から

１号溝へ水を流すための水路であった可能性がある。４

号溝底面には杭および杭痕跡が残されていることから、

堰構造物であった可能性もある。一方、４号溝底面近く

には浅間Ｂ軽石が堆積している。このレベルは71.80ｍ

前後で、周囲の浅間Ｂテフラ下水田面が72.05ｍ前後で

あるのと比べると、低くなっている。４号溝の底面には

古い浅間Ｂテフラ降下以前の遺構が重複している可能性

があったが、調査では明らかにできなかった。

Ⅶ区５号溝（第56･68図　PL.40）

　５号溝はⅦ区東部で検出された南北方向の溝である。

北端は発掘区域外となる。南端は１号溝と重複するが、

新旧関係は不明である。

　溝の走向はＮ－３°－Ｅ、上幅0.40～0.70ｍ、調査長

36.60ｍである。断面は浅いＵ字形。底面は平坦である。

遺憾ながら高さの記録がなく、深さや傾斜の記載ができ

ない。北壁の土層断面では、掘り込み面は２層直下で、

平面図を記録したのは７層直下である。深さは北端では

0.27ｍと確認できる。溝内は粘性がややあり、直径４mm

以下の白色軽石を含む暗褐色土で埋まっていた。遺物は

出土しなかった。

　Ⅶ区５号溝は下層の浅間Ｂテフラ下面水田の大畔と少

しずれながらも重複している。

浅間Ａ軽石の一次堆積層を切って掘り込んでいることか
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第56図　Ⅶ区溝と出土遺物

Ａ Ａ′L=72.20m

3
1

2

Ａ Ａ′L=72.20m

3
1
2

Ａ Ａ′L=72.20m

S

Ａ Ａ′L=72.20m 3 S S

1
2

Ａ Ａ′L=72.60m

1

3

3
4

46

6 6

657 5 5 55 7

9
8 8

2

０ 5㎝１:３

０ ２ｍ１: 60

ら、近世後半以降の溝である。

Ⅶ区６号溝（第68図　PL.40）

　６号溝はⅦ区東部で５号溝の東側に並行して検出され

た南北方向の溝である。北端は発掘区域外となる。南端

は１号溝と重複するが、新旧関係は不明である。

　溝の走向はＮ－７°－Ｗ、上幅0.40～0.80ｍ、調査長

37.10ｍである。断面は浅いＵ字形。底面は平坦である。

遺憾ながら高さの記録がなく、深さや傾斜の記載ができ

ない。また、土層の記載もない。溝の底面の痕跡として

記録された。

　Ⅶ区６号溝は、下層の浅間Ｂテフラより新しいことか

ら、1108年以降の溝である。

Ⅶ区７号溝（第68図　PL.40）

　７号溝はⅦ区中央部で検出されたほぼ南北方向の溝で

ある。北端・南端ともに発掘区域外となる。１号溝と重

複するが、新旧関係は不明である。

　溝の走向はＮ－13°－Ｅ、上幅0.30～0.75ｍ、調査長

40.00ｍである。断面は皿状。遺憾ながら高さの記録が

なく、深さや傾斜の記載ができない。また、土層の記載

もない。溝の底面の痕跡として記録された。遺物は出土

しなかった。

　Ⅶ区７号溝は、下層の浅間Ｂテフラより新しいことか

ら、1108年以降の溝である。
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Ⅶ区１号溝A-A′
１．暗褐色土　粘性ややあり。しまりやや

あり。全体にザラつきがある。径３mm
以下の灰白色軽石粒（As-A）の混入がみ
られる。　　

２．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。１
層に見られるザラつきはない。径３mm
以下の灰白色軽石粒（As-A）の混入がみ
られる。

３．暗褐色土　粘性やや強し。しまりやや
あり。 

Ⅶ区２号溝A-A′
１．暗褐色土　粘性ややあり。しまりやや

あり。全体にザラつきがある。径３mm
以下の灰白色軽石粒（As-A）の混入がみ
られる。

２．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。１
層に見られるザラつきはない。径３mm
以下の灰白色軽石粒（As-A）の混入がみ
られる。

３．暗褐色土　粘性やや強し。しまりやや
あり。 

Ⅶ区４号溝A-A′
１．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。径３

mm以下の灰白色軽石粒（As-A）の混入がみ
られる。１・２号溝２層に相当。

２．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。全体
にザラつきあり。所々に黒色砂層がみら
れる。As-B混土層。

３．As-B

  
Ⅶ区浅間Ｂテフラ直下水田A-A′
１．暗褐色土　現表土。
２．褐色土　粘性ややあり。しまりあり。径４mm以下の白色軽石粒含む。所々赤褐色状のしみが見受けられるが、鉄分がさびて、砂鉄化したものと思われ

る。圃場整備前の近代床土。
３．暗褐色土　粘性やや弱し。しまりあり。径４mm以下の白色軽石粒含む。
４．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。径４mm以下の白色軽石粒を含む。５号溝に切られているため、溝より古い耕作土と思われる。
５．褐色土　粘性ややあり。しまりあり。径４mm以下の白色軽石粒含む。As-A直上であることからＡ混土層と言える。
６．暗褐色砂質土　As-A一次堆積層。
７．暗黄褐色土　粘性ややあり。しまりあり。径２mm以下の白色軽石粒含む。As-B混土層。
８．暗褐色砂質土　As-B一次堆積層。
９．黒褐色土　粘性あり。しまりあり。（As-B下水田床土）

Ⅶ区１号溝

Ⅶ区５号溝

Ⅶ区２号溝 Ⅶ区３号溝

Ⅶ区４号溝

２

１



９．Ⅷ区の遺構と遺物

（１）井戸

Ⅷ区１号井戸（第57図　PL.42）

位置　55－51－Ｇ・Ｈ－16Ｇ　　　

形状　不整円形　　　　重複　なし

規模　長軸1.26ｍ　短軸1.21ｍ　残存壁高0.89ｍ

長軸方位　Ｎ－38°－Ｗ

断面形　浅いすり鉢形。壁の中位からやや上方は筒形に

すぼまる。

埋没土　上層は浅間Ｂ軽石を混じる暗灰黄褐色砂質土

で、下層は黒褐色粘質土を混じる黄灰色粘質土で埋まっ

ていた。

底面　平坦である。

遺物出土状況　遺物は出土しなかった。

所見　埋没土に浅間Ｂ軽石の混土が含まれることから、

浅間Ｂテフラ降下以降の遺構と考えられる。

（２）土坑（第57図　PL.42・43）

　Ⅷ区で検出された土坑は11基である。Ⅷ区東部に集中

して掘られていた。特に４号～８号、10号、11号土坑は、

１号井戸も含めて一定の間隔をあけて、２列に並んで掘

られているように見える。何らかの施設を示すかもしれ

ない。それぞれの土坑の位置や規模は、P.435の表にま

とめた。以下各遺構の調査所見を記載する。

　１号土坑は円形の土坑で、調査区北東部で検出された。

断面形は上方が開く箱状。浅間Ｂ軽石を含む褐灰色砂質

土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。埋没土から

土坑の時期は浅間Ｂテフラ降下以降と考えられる。

　２号土坑は小型の楕円形の土坑で、２号溝の東側で検

出された。断面形は上方が開く箱状。浅間Ｂ軽石・黄褐

色粘質土塊を含むオリーブ褐色砂質土で埋まっていた。

遺物は出土しなかった。埋没土から土坑の時期は浅間Ｂ

テフラ降下以降と考えられる。

　３号土坑は小型の楕円形の土坑で、２号溝の西側で検

出された。断面形は上方が開く箱状。浅間Ｂ軽石を含む

オリーブ褐色砂質土で埋まっていた。遺物は出土しな

かった。埋没土から土坑の時期は浅間Ｂテフラ降下以降

と考えられる。

　４号・５号土坑は調査区南東隅、１号井戸の南側で検

出された。両者の新旧関係は４号土坑の方が新しい。４

号土坑は楕円形の土坑で、断面形は浅い箱状。上層は浅

間Ｂ軽石・黄褐色粘質土塊を含む暗灰黄色砂質土で、底

面直上は浅間Ｂ軽石・黒褐色粘質土塊を含む黄灰色砂質

土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。埋没土から

土坑の時期は浅間Ｂテフラ降下以降と考えられる。

　５号土坑は隅丸長方形の土坑で、断面形は箱状。底面

の凹凸が著しい。浅間Ｂ軽石・黄褐色粘質土塊・黒褐色

粘質土塊を含む暗灰黄色砂質土で埋まっていた。埋没土

中位に大型礫が残されていた。他には遺物は出土しな

かった。埋没土から土坑の時期は浅間Ｂテフラ降下以降

と考えられる。

　６号土坑はほぼ円形の土坑で、２号溝の南側で検出さ

れた。断面形は薬研形である。再上層はオリーブ褐色砂

質土と浅間Ｂ軽石を混じる黒褐色粘質土塊、中層は黄褐

色粘質土塊を帯状に挟むオリーブ褐色砂質土で、下層は

黒色粘質土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。埋

没土から土坑の時期は浅間Ｂテフラ降下以降と考えられ

る。

　７号土坑は丸い楕円形の土坑で、断面形は上方が開い

た箱状。上層は浅間Ｂ軽石・黄褐色粘質土塊を含む暗灰

黄色砂質土で、下層は黒褐色粘質土で埋まっていた。遺

物は出土しなかった。埋没土から土坑の時期は浅間Ｂテ

フラ降下以降と考えられる。

　８号土坑は隅丸長方形の土坑で、７号土坑の西側で検

出された。断面形は薬研形。浅間Ｂ軽石・黄褐色粘質土塊・

暗灰黄色粘質土塊を含むオリーブ褐色砂質土で埋まって

いた。遺物は出土しなかった。埋没土から土坑の時期は

浅間Ｂテフラ降下以降と考えられる。

　９号土坑は楕円形の土坑で、10号土坑の西側で検出さ

れた。断面形は上方が開いた箱状。上層は浅間Ｂ軽石・

黄褐色粘質土塊を含むオリーブ褐色砂質土で、底面直上

は黄褐色粘質土を混じる黒褐色粘質土で埋まっていた。

北部底面直上には大型礫が残されていた。他に遺物は出

土しなかった。埋没土から土坑の時期は浅間Ｂテフラ降

下以降と考えられる。

　10号土坑は不整円形の土坑で、底面付近は隅丸方形に

掘られている。８号土坑の北側で検出された。断面形は

薬研形。浅間Ｂ軽石・黄褐色粘質土塊・暗灰黄色粘質土
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第57図　Ⅷ区井戸と土坑
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Ⅷ区１号井戸A-A′
１．暗灰黄色砂質土　As-Bを混じる。

黄褐色粘質土塊と黄灰色粘質土塊
を含む。

２．暗灰黄色砂質土　As-Bを混じる。
１層よりも粘質土塊が少ない。

３．黄灰色粘質土　黒褐色粘質土を混
じる。３層上層まで湧水。

  

Ⅷ区１号土坑A-A′
１．褐灰色砂質土　As-B・にぶい黄

褐色粘質土塊を多く含む。し
まっている。

２．褐灰色砂質土　１層よりも粘質
土塊を少量含む。しっている。

３． 褐灰色砂質土　褐灰色砂質土に
As-Bを多く含む。しまっている。

４． 褐灰色砂質土　３層に黒褐色粘
質土塊を含む。しまっている。

  

Ⅷ区２号土坑A-A′
１． オリーブ褐色砂質土　As-B・

にぶい黄褐色粘質土塊を含
む。しまっている。

２．オリーブ褐色砂質土　As-B・
黒褐色粘質土塊を含む。し
まっている。

Ⅷ区３号土坑A-A
１． オリーブ褐色砂質土　

As-Bを含む。しまり弱
い。

  

Ⅷ区４号土坑A-A′
１． 暗灰黄色砂質土　As-Bを

含む。にぶい黄褐色粘質
土塊を少し含む。しまっ
ている。

２． 黄灰色砂質土　As-Bを混
じる。黒褐色粘質土塊を
少し含む。しまっている。

  
Ⅷ区５号土坑A-A′
１． 暗灰黄色砂質土　As-Bを

混じる。にぶい黄褐色粘
質土塊・黒褐色粘質土塊
が少し混じる。しまって
いる。

  

Ⅷ区６号土坑A-A′ 
１． 黒褐色粘質土塊　オリーブ褐色砂質

土とAs-Bの混合が入る。
２． オリーブ褐色砂質土　As-Bを混じ

る。
３．オリーブ褐色砂質土　にぶい黄褐色

粘質土塊に２層が少し入る。
４．オリーブ褐色砂質土　２層に、にぶ

い黄褐色粘質土塊が少し入る。
５． 黒色粘質土
  

Ⅷ区７号土坑A-A′
１． 暗灰黄色砂質土　As-Bを混じ

る。にぶい黄褐色粘質土塊を
少し含む。

２． 黒褐色粘質土 

Ⅷ区８号土坑A-A′
１． オリーブ褐色砂質土　

As-Bを混じる。黄褐色粘
質土塊と暗灰黄色粘質土
塊を含む。しまりよい。

２． オリーブ褐色砂質土　１
層よりも粘質土塊の入り
が少ない。しまりよい。

Ⅷ区９号土坑A-A′
１． オリーブ褐色砂質土　As-Bを

混じる。黄褐色粘質土塊を含
む。しまっている。

２． オリーブ褐色砂質土　As-Bを
混じる。黄灰色粘質土塊を多
く含む。しまっている。

３． オリーブ褐色砂質土　As-Bを
混じる。黄灰色粘質土塊を多
く含む。わずかに含む。しまっ
ている。

４． 黒褐色粘質土　黄褐色粘質土
を混じる。しまっている。

Ⅷ区10号土坑A-A′
１． オリーブ褐色砂質土　黄褐

色粘質土を混じる。しまっ
ている。

２． オリーブ褐色砂質土　As-B
を混じる。１層に黄褐色粘
質土塊と暗灰黄色粘質土塊
を多く含む。しまっている。

３． オリーブ褐色砂質土　As-B
を混じる。２層よりも粘質
土塊が少ない。しまってい
る。

Ⅷ区11号土坑A-A′
１． オリーブ褐色砂質土　As-Bを混

じる。黄褐色粘質土塊を含む。
しまっている。

２． オリーブ褐色砂質土　As-Bを混
じる。１層よりも粘質土塊の入
りがわずか。しまっている。

３． オリーブ褐色砂質土　As-Bを混
じる。黄灰色粘質土塊を多く含
む。しまっている。

４．黄褐色粘質土　黄褐色粘質土を
混じる。砂質土とAs-Bがわずか
に入る。しまっている。

Ⅷ区１号井戸

Ⅷ区４号・５号土坑

Ⅷ区１号土坑

Ⅷ区６号土坑

Ⅷ区９号土坑

Ⅷ区２号土坑

Ⅷ区７号土坑

Ⅷ区10号土坑

Ⅷ区３号土坑

Ⅷ区８号土坑

Ⅷ区11号土坑



塊を含むオリーブ褐色砂質土で埋まっていた。遺物は出

土しなかった。埋没土から土坑の時期は浅間Ｂテフラ降

下以降と考えられる。

　11号土坑は隅丸方形の土坑で、10号土坑の北側で検出

された。断面形は浅い箱状。上層は浅間Ｂ軽石・黄褐色

粘質土塊を含むオリーブ褐色砂質土で、底面付近は黄褐

色粘質土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。埋没

土から土坑の時期は浅間Ｂテフラ降下以降と考えられる。

（３）ピット状の遺構（第67図）

　Ⅷ区でピットとして判断し番号を付した遺構はなかっ

た。溝や土坑と同じ確認面で、掘り込みを確認したピッ

ト状のものは平面図を記録したが、いずれも深さ0.1～

0.2cmでピットとして扱わないこととし、埋没土の記録

は行わなかった。第67図に位置のみ掲載した。

（４）溝

　Ⅷ区では、４条の溝が検出された。溝の位置や規模は

P.444の表にまとめた。以下各溝の調査所見を記載する。

なお、溝の平面図は個別図を作成せず、1/300の各区全

体図でこれに変えた。埋没土層断面図は個々に掲載した。

Ⅷ区１号溝（第58･67図　PL.41･43）

　１号溝はⅧ区東端で検出された。２号溝の屈曲部から

東側に延びる。西端は２号溝と重複している。東端はⅦ

区１号溝に連続する。２号溝との新旧関係は不明である

が、一連の溝と推定される。溝の走向はＮ－88°－Ｗ、

上幅1.10～1.40ｍ、深さ0.28ｍ、調査長5.20ｍである。

断面は浅いＵ字形。底面は平坦で、東端が東端より0.01

ｍ高かった。　　

　溝内は浅間Ａ軽石を含む暗褐色土で埋まっていた。埋

没土中から２号溝と合わせて陶磁器破片40点、土器破片

８点、瓦破片２点、土師器甕破片２点が出土した。土師

器は混入である。

　Ⅷ区１号溝の時期は浅間Ａ軽石降下以降である。本溝は、

Ⅶ・Ⅵ・Ⅴ区を経て東方のⅣ区蛭堀までつながる用水路の

一部であり、江戸時代後期から近現代まで使われた。

Ⅷ区２号溝（第58･67図　PL.41･43）

　２号溝はⅧ区東半部で検出された。南北方向の溝が61

－Ｉ－２グリッドでＬ字状に屈曲して東西方向になり、

さらに51－Ｉ－17グリッドで南へＬ字状に屈曲する。西の

屈曲部で３号溝と、東の屈曲部で１号溝と重複する。新

旧関係は不明であるが、一連の溝で、同時に使用されて

いたと推定される。北端・南端ともに発掘区域外となる。

　溝の走向は中央の東西方向部分でＮ－88°－Ｗ、上幅

0.20～1.80ｍ、深さ0.33ｍ、調査長59.30ｍである。上

幅が狭いのは東側の南北方向部分である。断面は浅いＶ

字形。底面は平坦で、南端が北端より0.21ｍ高かった。

　溝内は浅間Ａ軽石を含む暗褐色土で埋まっていた。埋

没土中から１号溝と合わせて陶磁器破片49点、土器破片

９点、瓦破片３点、土師器甕破片２点が出土した。土師

器は混入である。

　Ⅷ区２号溝の時期は浅間Ａ軽石降下以降である。本溝は、

Ⅶ・Ⅵ・Ⅴ区を経て東方のⅣ区蛭堀までつながる用水路の

一部であり、江戸時代後期から近現代まで使われた。南端

の底面が高いことから南から北への配水も考慮されるが、

狭い調査範囲であることから断定できなかった。

Ⅷ区３号溝（第58･67図　PL.41･43）

　３号溝はⅧ区中央部で検出された。東西方向の溝であ

る。西側のＬ字状に屈曲する４号溝の屈曲部と東側の３

号溝の屈曲部をつなぐように掘られている。

　溝の走向はＮ－81°－Ｅ、上幅0.36～1.30ｍ、深さ0.26

ｍ、調査長33.30ｍである。断面は浅いＵ字形。底面は

平坦で、西端が東端より0.25ｍ高かった。　　

　溝内は浅間Ａ軽石・小礫を含む暗褐色土で埋まってい

た。埋没土中から４号溝と合わせて陶磁器57点、土器６

点、瓦破片１点、土師器高坏破片１点が出土した。土師

器は混入である。

　Ⅷ区３号溝の時期は浅間Ａ軽石降下以降である。

　Ⅷ区３号溝は、Ⅶ・Ⅵ・Ⅴ区を経て東方のⅣ区蛭堀ま

でつながる用水路の一部であり、江戸時代後期から近現

代まで使われた。西端の底面が高いことから流向は西か

ら東である。 
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第58図　Ⅷ区溝と出土遺物
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Ⅷ区４号溝（第67図　PL.41）

　４号溝はⅧ区西半部で検出された。東西方向の溝が61

－Ｉ－８グリッドでＬ字状に南へ屈曲して南北方向にな

る。屈曲部で３号溝と重複する。新旧関係は不明である

が、一連の溝で、同時に使用されていたと推定される。

西端はⅨ区６号溝に連続する。南端は発掘区域外となる。

　溝の走向は東西方向部分でＮ－84°－Ｅ、上幅0.20～

2.50ｍ、深さ0.03ｍ、調査長46.60ｍである。上幅が狭

いのは西側、広いのは屈曲部分である。断面は浅いＶ字

形。底面は平坦で、南端が西端より0.04ｍ高かった。本

溝は遺憾ながら埋没土の記載がない。埋没土中から３号

溝と合わせて陶磁器41点、土器破片11点、瓦破片１点、

土師器高坏破片１点が出土した。土師器は混入である。

　Ⅷ区４号溝の時期は、本区３号溝およびⅨ区６号溝と

の連続性を考えると、浅間Ａ軽石降下以降である。本溝

もⅦ・Ⅵ・Ⅴ区を経て東方のⅣ区蛭堀までつながる用水

路の一部であり、江戸時代後期から近現代まで使われた

のであろう。南端の底面が高いことから南から北への配

水も考慮されるが、狭い調査範囲であることから断定で

きなかった。

１号～４号溝の出土遺物

（第58図　PL.211　遺物観察表P.449･452）

　上記の４条の溝の出土遺物は、単独ではなく、１号・

２号溝、２号・３号溝、３号・４号溝の３グループにま

とめられて取り上げたものが多い。したがって図示した

遺物の出土位置は各溝に振り分けられないので、ここで

述べておく。

　第58図１は18世紀前半の瀬戸・美濃陶器皿、２は18世

紀中ごろから後半の美濃陶器尾呂茶碗と推定される。５

は19世紀の瀬戸・美濃磁器碗、３は江戸時代の瀬戸・美

濃陶器香炉底部破片、４は江戸時代瀬戸・美濃陶器餌じょ

く、６～８は近現代の磁器碗・鉢、９は近現代の瀬戸・

美濃磁器湯呑、10は近現代在地系土器焙烙、11は近代に

使われたガラス製の薬瓶である。

　以上の遺物からも、一連の溝は近世から近・現代まで

使用された用水路であることがわかる。
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Ⅷ区１号溝A-A′
１．盛土
２．暗褐色土　As-Aを全体に含む。
（As-A降下以降～現代の耕作土）

３．暗褐色粘砂質土　As-Aを全体に
含み、下部にAs-B軽石が入る。

４．黒褐色粘質土
５．オリーブ褐色砂質土
６．暗灰黄色砂質土とAs-Bを混合　

黄褐色粘質土塊を少し含む。
  

Ⅷ区２号溝A-A′ 
１．暗褐色粘砂質土　As-Aを含む。
２．暗褐色粘砂質土　As-Bを含む。

Ⅷ区３号溝A-A′
１．暗褐色粘砂質土　As-A・小礫

径１cm以下を含む。

Ⅷ区１号溝 Ⅷ区２号溝

Ⅷ区３号溝

１

２

３

４ ５

６

７

８

９

10

11



10．Ⅸ区の遺構と遺物

（１）土坑（第59･60･66図　PL.45～47）

　Ⅸ区で検出された土坑は23基である。Ⅸ区西端の微高

地部分に13基が集中し、他の10基は低地部全体に散在し

ていた。それぞれの土坑の位置や規模は、P.435の表に

まとめた。以下各遺構の調査所見を記載する。

　１号土坑は丸い楕円形の土坑で、微高地縁辺で検出さ

れた。断面形は浅いボール状。浅間Ｂ軽石を多く含む黒

色砂質土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　２号土坑は楕円形の土坑で、調査区南端の微高地縁辺

で検出された。断面形は浅いボール状。浅間Ｂ軽石・褐

色粘質土塊を含む黒色砂質土で埋まっていた。底面中央

で扁平な大型礫が出土した。

　３号土坑は楕円形の土坑で、２号土坑の北側で検出さ

れた。断面形は箱状。浅間Ｂ軽石やオリーブ褐色粘質土

塊を含む黒褐色砂質土で埋まっていた。遺物は出土しな

かった。

　４号土坑は楕円形の土坑で、１号溝の北側で検出され

た。断面形は浅いボール状。上層は浅間Ｂ軽石・オリー

ブ褐色粘質土塊を含む黒色砂質土で、下層はオリーブ褐

色粘質土塊を含む黒色粘質土で埋まっていた。遺物は出

土しなかった。

　５号土坑は不整円形の土坑で、１号溝の北側で検出さ

れた。断面形は上方が開く箱状。上層は浅間Ｂ軽石を含

み、暗灰黄色粘質土塊・褐色粘質土塊を多く混じる黒色

砂質土で、下層は褐色粘質土塊を混じる黒色砂質土や暗

灰黄色砂質土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　６号・７号土坑は１号溝の北縁に重複して検出され

た。いずれの土坑も１号溝より新しい。また６号土坑が

７号土坑より新しい。６号土坑は円形の土坑で、断面形

は台形状。浅間Ｂ軽石・褐色粘質土塊を混じる黒褐色砂

質土で埋まっていた。埋没土中から土師器坏破片が出土

したが、混入である。

　７号土坑は小型の楕円形の土坑である。断面形は浅い

ボール状。浅間Ｂ軽石を含む黒褐色砂質土で埋まってい

た。遺物は出土しなかった。

　８号土坑は大型の楕円形の土坑で、１号溝の南縁で重

複して検出された。１号溝より新しい。断面形は上方の

開く箱状。浅間Ｂ軽石・灰色粘質土塊・褐色粘質土塊を

含む黒褐色砂質土で埋まっていた。底面直上には暗灰黄

色粘質土が堆積していた。遺物は出土しなかった。

　９号土坑は不整円形の土坑で、１号溝の北東側で検出

された。断面形は上方の開く箱状。上層は浅間Ｂ軽石・

褐色粘質土塊を混じる黒褐色砂質土で、下層は浅間Ｂ軽

石・褐色粘質土塊を含む黒褐色粘土で埋まっていた。遺

物は出土しなかった。

　10号土坑は楕円形の土坑で、４号溝の西側で検出され

た。断面形は浅いボール状。浅間Ｂ軽石・黄灰色粘質土

塊を混じる黒褐色砂質土で埋まっていた。遺物は出土し

なかった。　　

　11号土坑は丸い楕円形の土坑で、３号溝の北側で検出

された。断面形は箱状。中央底面直上に大型礫が残され

ていた。浅間Ｂ軽石・黒褐色粘土塊を混じる暗灰黄色砂

質土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　12号土坑は小型の楕円形の土坑で、５号溝の東側で検

出された。断面形は台形状。浅間Ｂ軽石を含む暗灰黄色

砂質土・黒褐色砂質土で埋まっていた。遺物は出土しな

かった。

　13号・14号土坑は５号溝の東方で重複して検出された。

14号土坑が新しい。13号土坑は丸い楕円形の土坑で、断

面形はＵ字状。浅間Ｂ軽石・暗灰黄色粘質土塊等を含む

黒褐色土等で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　14号土坑は円形の土坑で、断面形は上方の開く箱状。

浅間Ｂ軽石を多く含む暗灰黄色砂質土、黄灰色粘質土塊

を含む黒褐色砂質土で埋まっていた。底面直上には黒褐

色砂粒が混じる黄灰色粘土が堆積していた。遺物は出土

しなかった。

　15号土坑は小型の楕円形の土坑で、４号溝の西側で検

出された。断面形は浅いボール状。浅間Ｂ軽石・暗灰黄

色粘土塊を混じる暗灰黄色砂質土で埋まっていた。遺物

は出土しなかった。

　16号土坑は不整楕円形の土坑で、４号溝と重複して検

出された。16号土坑が古い。断面形は台形。浅間Ｂ軽石・

黒褐色粘質土塊を混じる暗灰黄色砂質土・黒褐色砂質土

で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　17号土坑は楕円形の土坑で、５号溝の西縁で検出され

た。断面形は上方の開く箱状。上層は浅間Ｂ軽石・黄褐

色土塊を含む灰黄褐色砂質土で、中層は浅間Ｂ軽石を含む

黒褐色砂質土で、下層は浅間Ｂ軽石・黒褐色シルトを含
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第59図　Ⅸ区土坑（１）
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む黒褐色砂質土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　18号土坑は不整楕円形の土坑で、調査区東端部で検出

された。断面形は台形状。上層は浅間Ｂ軽石・黄褐色土

小塊を含む褐灰色砂質土で、下層は浅間Ｂ軽石・暗褐色

シルトを含む黒褐色砂質土で埋まっていた。遺物は出土

しなかった。

　19号土坑は丸い楕円形の土坑で、４号土坑の東側で検

出された。上層は浅間Ｂ軽石・黄褐色土小塊を含む褐灰

色砂質土で、下層は浅間Ｂ軽石・暗褐色シルトを含む黒

褐色砂質土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　20号・21号・22号土坑は１号溝の北東側で重複して検

出された。20号土坑が最も新しく、21号・22号土坑の新

旧関係は不明である。20号土坑は不整楕円形の土坑で、

断面形は台形状。浅間Ｂ軽石・黄褐色シルト塊を含む黒

色砂質土・黒褐色砂質土で埋まっていた。遺物は出土し

なかった。

　21号土坑は円形の土坑で、断面形は筒状。浅間Ｂ軽

石・黄褐色シルト・黒色シルト塊を含む黒褐色砂質土で

埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　22号土坑は円形の土坑で、断面形は上方の開く箱状。

上層は浅間Ｂ軽石・黄褐色シルト・黒褐色シルト塊を含

む黒褐色砂質土で、下層は浅間Ｂ軽石を含む黒色土で埋

まっていた。遺物は出土しなかった。

　23号土坑は楕円形の土坑で、発掘区西端で検出された。

本土坑は当初、古墳時代の遺構面で調査したが、埋没土

の観察から中近世の遺構と判断し、本章で報告した。断

面形は浅いボール状。浅間Ｂ軽石・黄褐色粘質土を含む

黒褐色砂質土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。
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Ⅸ区１号土坑A-A′
１．黒色砂質土　As-Bを多く

含む。しまりやや弱い。

Ⅸ区２号土坑A-A′
１． 黒色砂質土　As-Bを多く

含む。オリーブ褐色粘質
土塊径10mm以下が少し混
じる。しまりやや弱い。

Ⅸ区３号土坑A-A′
１．黒褐色砂質土　As-Bを含む。

オリーブ褐色粘質土塊が少し
混じる。

２．黒褐色砂質土　オリーブ褐色
粘質土塊と黄灰色粘質土塊を
多く混じる。

３． 黒褐色砂質土　１層よりもＢ
軽石の粒が粗く、塊も多い。

４． 黒褐色砂質土　暗灰黄色粘質
土塊を混じる。

Ⅸ区４号土坑A-A′
１． 黒色砂質土　As-Bを多く

含み、オリーブ褐色粘質
土塊が混じる。

２． 黒色粘質土　オリーブ褐
色粘質土塊を混じる。

Ⅸ区５号土坑A-A′
１． 黒色砂質土　As-Bを含

み、暗灰黄色粘質土塊
が少し混じる。

２． 黒色砂質土　As-Bを含
み、暗灰黄色粘質土と
オリーブ褐色粘質土塊
を多く混じる。

３． 黒色砂質土　オリーブ
褐色粘質土塊を少し混
じる。

４． 暗灰黄色砂質土　オ
リーブ褐色粘質土塊を
混じる。

Ⅸ区６号・７号土坑A-A′
１． 黒褐色砂質土　As-Bを含
み、オリーブ褐色粘質土塊
が混じる。

２． 黒褐色砂質土　１層よりも
粘質土塊が少ない。

３． 黒褐色砂質土　オリーブ褐
色粘質土と暗灰黄色粘質土
を混じる。

４． 黒褐色砂質土　As-Bを含
む。しまりやや弱い。（７
号土坑埋没土）

Ⅸ区８号土坑A-A′
１． 黒褐色砂質土　As-Bを含み、灰色粘質土

塊が混じる。
２． 黒色砂質土　As-Bを含む。
３． 黒褐色砂質土　As-Bを含み、灰色粘質土

塊・オリーブ褐色粘質土塊が混じる。
４． 黒色粘質土　オリーブ褐色粘質土がわず

かに混じる。
５． 暗灰黄色粘質土　黒色粘質土塊・オリー

ブ褐色粘質土塊を混じる。

Ⅸ区９号土坑A-A′
１． 黒褐色砂質土　As-Bを含む。

オリーブ褐色粘質土塊が混じ
る。

２． 黒褐色粘土　As-Bを含む。黒
褐色砂質土が塊状に少し混じ
る。

  

Ⅸ区１号土坑

Ⅸ区５号土坑

Ⅸ区２号土坑

Ⅸ区６号・７号土坑

Ⅸ区３号土坑

Ⅸ区８号土坑

Ⅸ区４号土坑

Ⅸ区９号土坑



第60図　Ⅸ区土坑（２）
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Ⅸ区10号土坑A-A′
１． 黒褐色砂質土　As-Bを

含む。黄灰色粘質土塊
径10mm程度が混じる。

  

Ⅸ区11号土坑A-A′
１． 暗灰黄色砂質土　As-Bを含

む。黒褐色粘土塊径10cm以
下が多く混じる。

２． 暗灰黄色砂質土　１層と同
じだが粘土塊径50mm以下が
少し混じる。

３． 黒褐色粘質土塊と黄灰色粘
質土塊の混合　砂質土が少
し混じる。

  

Ⅸ区12号土坑A-A′
１． 暗灰黄色砂質土　As-Bを

多く含む。
２． 黒褐色砂質土　As-Bを含

む。黄灰色粘質土塊が少
し混じる。

Ⅸ区13号・14号土坑A-A′
１． 暗灰黄色砂質土　As-Bを多く含む。
２． 黒褐色砂質土　As-Bを含む。黄灰色

粘質土塊が少し混じる。
３． 黄灰色粘土　黒褐色砂粒が少し混じ

る。粘性あり。
４． オリーブ褐色粘質土　As-Bを多く含

む。
５． 黒褐色砂質土　As-Bを含む。暗灰黄

色粘質土小塊が少し混じる。
６． 黒褐色粘土　黒褐色砂粒が少し混じ

る。粘性あり。

Ⅸ区10号土坑 Ⅸ区11号土坑 Ⅸ区12号土坑 Ⅸ区13号・14号土坑

Ⅸ区15号土坑A-A′ 
１．暗灰黄色砂質土　As-Bを含む。

黄灰色粘質土塊が混じる。
２．暗灰黄色砂質土　１層と同じだ

が、粘質土塊が少ない。
  

Ⅸ区16号土坑A-A′
１． 暗灰黄色砂質土　As-Bを

多く含む。黒褐色粘質土
塊が少し混じる。

２． 黒褐色砂質土　As-Bを多
く含む。黒褐色粘質土塊
が混じる。

３． 黒褐色粘土　砂質土がわ
ずかに混じる。

  

Ⅸ区17号土坑A-A′
１． 灰黄褐色砂質土　As-B・砂粒を

多く含む。黄褐色土の小塊を少
量含む。鉄分で染まっている部
分がある。

２． 黒褐色砂質土　As-B・砂粒を多
く含む。固くしまっている。

３． 黒褐色砂質土　As-B・砂粒を多
く含む。黒褐色シルトを含む。
固くしまっている。 

Ⅸ区18号土坑A-A′
１． 褐灰色砂質土　As-B・砂粒

を多く含む。黄褐色土の小
塊を含む。

２． 黒褐色砂質土　As-B・砂粒・
暗褐色シルト塊を含む。

  

Ⅸ区19号土坑A-A′
１． 黒褐色砂質土　As-B・砂粒を

多く含む。黄褐色土の小塊を
まばらに含む。

２． 黒色砂質土　As-B・砂粒を多
く含む。固くしまっている。

３． 黒褐色砂質土　As-B・砂粒を
多く含む。黄褐色土・黒色シ
ルトの小塊を含む。固くし
まっている。

４． 黒褐色砂質土　As-B・砂粒を
多く含む。黄褐色シルト・黒
色シルトの小塊を含む。

  

Ⅸ区20号･21号土坑A-A′
１． 黒色砂質土　As-B・砂粒を

多く含む。黄褐色シルト塊
を少量含む。固くしまって
いる。（20号土坑埋没土）

２． 黒褐色砂質土　As-B・砂
粒・黄褐色シルト粒を多く
含む。（20号土坑埋没土）

３． 黒褐色砂質土　As-B・砂
粒・黄褐色シルト粒を多く
含む。全体に黒色シルトを
含む。（20号土坑埋没土）

４． 黒褐色砂質土　As-B・砂
粒・黄褐色シルト粒を多く
含む。黒色シルト塊を少量
含む。（21号土坑埋没土）

５． 黒褐色砂質土　As-B・砂粒
を多く含む。黄褐色シルト
塊を少量含む。（21号土坑
埋没土）

  Ⅸ区22号土坑B-B′
１． 黒褐色砂質土　As-B・砂粒を

多く含む。黄褐色シルト・黒
褐色シルト塊を少量含む・

２． 黒色土　As-B・砂粒を含む。

Ⅸ区23号土坑A-A′
１． 黒褐色土　As-Bを多く含む。黄

褐色粘質土を少量含む。

Ⅸ区15号土坑

Ⅸ区19号土坑

Ⅸ区16号土坑

Ⅸ区20号～22号土坑

Ⅸ区17号土坑

Ⅸ区23号土坑

Ⅸ区18号土坑



（２）溝

　Ⅸ区では、６条の溝が検出された。溝の位置や規模は

P.445の表にまとめた。以下各溝の調査所見を記載する。

なお、溝の平面図は個別図を作成せず、1/300の各区全

体図でこれに変えた。埋没土層断面図は個々に掲載した。

Ⅸ区１号溝

（第61･66図　PL.48･211　遺物観察表P.449･450･452）

　１号溝はⅨ区南西部で検出された直線の溝である。北

西端・南東端ともに発掘区域外となる。４号溝と重複す

るが１号溝が新しい。また、８号土坑と重複するが、新

旧関係は不明である。

　溝の走向はＮ－55°－Ｗ、上幅0.80～1.90ｍ、深さ0.50

ｍ、調査長50.25ｍである。断面は薬研形。底面は平坦で、

北西端が南東端より0.01ｍ高かった。　　

　溝内は浅間Ａ軽石を含む暗灰黄色砂質土で埋まってい

た。上層にはビニール片も含む。埋没土中から陶磁器破

片86点、土器破片34点、瓦破片１点、土師器坏破片２点、

甕破片２点が出土した。土師器・須恵器は混入である。

15～16世紀とみられる中国磁器皿（第61図３）、江戸時代

の肥前磁器碗（２）、18世紀とみられる美濃陶器尾呂茶碗

（４）、17世紀中葉～後半とみられる美濃陶器皿（５）、17

世紀～18世紀前半とみられる美濃陶器尾呂茶碗（６）と瀬

戸・美濃陶器鉄絵鉢（７）、18世紀後半～19世紀前半の美

濃陶器徳利（８）、江戸時代以降の瀬戸・美濃陶器製戸車

（１）、煙管吸口（９）、デイサイト製の切り砥石（10）、石

英や雲母石英片岩の火打石（11～13）を図示した。

　Ⅸ区１号溝の時期は浅間Ａ軽石降下以降である。出土

遺物も18世紀から19世紀にかけてのものが多く出土し

た。Ⅸ区１号溝は、江戸時代後期から近現代まで使われ

た用水路の一部であろう。

Ⅸ区２号溝（第61･66図　PL.48･211　遺物観察表P.450）

　２号溝はⅨ区中央部で検出された南北方向の直線の溝

である。北端は発掘区域外となる。南端は４号溝と合流

する。新旧関係は不明である。同時に使われた可能性は

ある。

　溝の走向はＮ－９°－Ｅ、上幅0.65～1.80ｍ、深さ0.50

ｍ、調査長50.25ｍである。断面は浅いＵ字形。底面は

平坦で、北西端が南東端より0.01ｍ高かった。　　

　溝内は浅間Ａ軽石を含む暗灰黄色砂質土で埋まってい

た。埋没土中から陶磁器破片10点、土師器甕破片１点が

出土した。土師器は混入である。17世紀後半とみられる

肥前陶器呉器手碗（第61図14）を図示したが、層位からす

ると混入であろう。

　Ⅸ区２号溝の時期は浅間Ａ軽石降下以降である。本溝

は、江戸時代後期から近現代まで使われた用水路の一部

であろう。

Ⅸ区３号溝（第61･66図　PL.48）

　３号溝はⅨ区中央部で検出された東西方向の直線の溝

である。西端は４号溝に接し、東端は５号溝に接する。

重複関係はない。同時に使われた可能性はある。

　溝の走向はＮ－84°－Ｗ、上幅0.60～1.30ｍ、深さ0.14

ｍ、調査長20.02ｍである。断面は浅いＵ字形。底面は

平坦で、西端が東端より0.19ｍ高かった。　　

　溝内は浅間Ａ軽石を含む灰オリーブ色粘質土やオリー

ブ褐色粘質土で埋まっていた。埋没土中から陶磁器破片

５点が出土した。

　Ⅸ区３号溝の時期は浅間Ａ軽石降下以降である。本溝

は、江戸時代後期から近現代まで使われた用水路の一部

であろう。

Ⅸ区４号溝

（第61･66図　PL.48・211　遺物観察表P.450）

　４号溝はⅨ区中央部の２号溝南側で検出された南北方

向の溝である。北端部で２号溝・３号溝とつながってい

る。重複関係はない。同時に使われた可能性はある。

　溝の走向はＮ－４°－Ｅ、上幅0.40～0.90ｍ、深さ0.15

ｍ、調査長17.30ｍである。断面は浅いＵ字形。底面は

平坦で、北端が南端より0.04ｍ高かった。　　

　溝内は細砂や浅間Ａ軽石を含む暗灰黄色砂質土で埋

まっていた。埋没土中から陶磁器破片４点、土器破片１

点が出土した。19世紀前半～中ごろとみられる肥前磁器

碗（第61図15）を図示した。

　Ⅸ区４号溝の時期は浅間Ａ軽石降下以降である。本溝

は、江戸時代後期から近現代まで使われた用水路の一部

であろう。
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第61図　Ⅸ区溝（１）と出土遺物
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Ⅸ区１号溝A-A′
１．暗灰黄色砂質土　小礫径10mm以下を少

し含む。しまっている。ビニール管含
む。

２．暗灰黄色砂質土　１層に細砂粒が混じ
る。しまっている。ビニール管含む。

３．オリーブ褐色砂質土　As-Aが多く混じ
る。

４．黒色土　暗灰黄色細砂粒が混じる。
  

Ⅸ区１号溝B-B′
１．暗灰黄色砂質土　小礫径50mm以下を含む。しまっている。
　　（１号溝埋没土）
２．暗灰黄色砂質土　As-Aを含む。しまっている。（４号溝埋
没土）

３．暗灰黄色砂質土　オリーブ褐色粘質土塊が混じる。（４号
溝埋没土）

  

Ⅸ区２号溝A-A′
１．暗灰黄色砂質土　As-A

を含む。しまっている。
  

Ⅸ区３号溝A-A′
１．灰オリーブ粘土　にぶい黄褐色

粘土が混じる。
２．灰オリーブ粘質土　砂粒・As-A

が少し混じる。
３．オリーブ褐色粘質土　As-A・砂

粒を含む。

Ⅸ区４号溝A-A′
１．暗灰黄色砂質土　As-A・細砂

粒を含む。
２．暗灰黄色砂質土　１層よりも

Ａ軽石が多い。
３．オリーブ褐色砂質土　As-A・

砂粒が多く入る。くずれやす
い。

４．黄灰色砂質土　細砂粒を多く
含む。

Ⅸ区４号溝B-B′
１．黄灰色砂質土　As-Aが混じる。
２．暗灰黄色砂質土　Ａ軽石・細砂

粒を含む。

Ⅸ区１号溝

Ⅸ区２号溝 Ⅸ区３号溝 Ⅸ区４号溝

２
３

４
５

９

13

12

11

10

14

15

１

６

８

７



第62図　Ⅸ区溝（２）
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Ⅸ区５号溝（第62･66図　PL.49）

　５号溝はⅨ区中央部で検出された南北方向の溝であ

る。北端・南端とも発掘区域外となる。中央部で３号溝

東端と接している。重複関係はない。同時に使われた可

能性はあるが、詳細は不明である。

　溝の走向はＮ－４°－Ｗ、上幅1.10～1.80ｍ、深さ0.31

ｍ、調査長29.40ｍである。断面は浅い箱形。底面は平

坦で、北端が南端より0.13ｍ高かった。　　

　溝内は浅間Ｂ軽石を含む暗灰黄色砂質土で埋まってい

た。埋没土中から陶磁器破片４点、瓦破片１点、土師器

坏破片４点、甕破片１点、須恵器坏破片１点が出土した。

土師器・須恵器は混入である。

　Ⅸ区５号溝の時期は浅間Ｂテフラ降下以降である。本

溝は、江戸時代後期から近現代まで使われた用水路の一

部であろう。

Ⅸ区６号溝（第62･66図　PL.49）

　６号溝はⅨ区南東部で検出された東西方向の溝であ

る。西端は北へ0.40ｍほど屈曲して見えなくなる。東端

は発掘区域外となり、Ⅷ区４号溝に連続する。重複遺構

はない。

　溝の走向はＮ－87°－Ｅ、上幅0.45～1.00ｍ、深さ0.07

ｍ、調査長36.70ｍである。断面は浅いＵ字形。底面に

はやや凹凸があった。東端が西端より0.06ｍ高かった。

　溝内は浅間Ａ軽石を含む暗オリーブ褐色粘質土等で埋

まっていた。埋没土中から陶磁器破片５点、土器破片１

点、土師器甕破片１点が出土した。土師器は混入である。

　Ⅸ区６号溝の時期は浅間Ａ軽石降下以降である。本溝

は、Ⅷ・Ⅶ・Ⅵ・Ⅴ区を経てⅣ区蛭堀まで続く、江戸時

代後期から近現代まで使われた用水路の一部であろう。

（３）復旧溝

　平成23年度調査で、Ⅸ区の西端に接した町道との交差

部で、町道に接する拡幅部分を調査した。拡張部の発掘

区は北から北２区、北１区、南区とした（第63図）。北１

区と南区中央部を除き、遺構は検出されなかった。ここ

では３地点の土層断面を掲載するにとどめた。拡張部で

検出された遺構は、北１区と南区の復旧溝と、北１区の

浅間Ｂテフラ下水田である。拡張区の発掘区は極めて細

長い調査区のため、他の発掘区と同様に1:300全体図を

掲載することはできなかった。これらの遺構の平面図は

1:100の平面図のみを掲載している。

　Ⅸ区では中央区で１地点、北１区で１地点、南区で１

地点、合計３地点の復旧溝群が検出された。いずれも多

10．Ⅸ区の遺構と遺物
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Ⅸ区５号溝A-A′
１．暗灰黄色砂質土　As-Bを含む。しまっている。
２．黒褐色砂質土　As-Bを含む。暗オリーブ粘質土塊が混じる。

Ⅸ区５号溝B-B′  
１．黄灰色砂質土　As-Aを含む。５号溝以降の掘り込み。
２．暗灰黄色砂質土　As-Bを含む。しまっている。
３．黒褐色砂質土　As-Bを含む。暗オリーブ粘質土塊が混じる。

粘質土塊が多く入る。
４．オリーブ褐色砂質土　As-Bの入った混土。

Ⅸ区５号溝C-C′  
１．表土
２．暗灰黄色土　As-Aを含む。
３．暗灰黄色土　As-Aを多く含む。
４．As-Aと黄褐色土の混合
５．暗灰黄色砂質土　鉄分のため黄褐色に染

まっている部分も多い。
６．黄灰色砂質土　砂粒・As‒Bを含む。
７．黒褐色砂質土　砂粒・As-Bを多く含む。
８．黄灰色砂質土と黄褐色シルトの小塊の混

合　砂粒・As‒Bを含む。

９．黒褐色砂質土　砂粒・As-Bを多く
含む。

10．黒褐色砂質土　９層に黄褐色シル
ト小塊を含む。

11．黄灰色砂質土　As-Bを多く含む。
12．As-B一次堆積層
13．黒色粘土　細砂粒を含む。
14．黄灰色シルト　細砂粒を含む。
15．黒褐色粘質土　細砂粒を含む。

Ⅸ区６号溝A-A′
１．盛土
２．暗褐色土　As-Aを含む。現代までの耕作土。
３．暗褐色土　As-Aをわずかに含む。溝のフク土。
４．暗オリーブ褐色粘質土　黄灰色粘質土塊が混じる。
５．オリーブ褐色砂質土　As-Aが混じる。溝へのくずれ

こみ。

Ⅸ区５号溝

Ⅸ区６号溝

６．暗灰黄色砂質土　As-Aを多く含む。
７．オリーブ褐色砂質土
８．オリーブ褐色砂質土　As-Bが多く混じる。
９．黄灰色砂　As-B一次堆積層｡ 　



第63図　Ⅸ区北区･南区全体図

X=34200

X=34200

X=34100

X=34120

X=34140

X=34160

X=34180

X=33920

X=33940

X=33960

X=33980

X=34000

X=34020

X=34080

A

A

A

A

55-72区      

55-71区

54-80区 

E

I

M

Q

E

I

M

Q

E

E

I

M

Q

1591317

Y=
-6
57
60

Y=
-6
57
80

Y=
-6
57
40

Y=
-6
57
20

Y=
-6
57
00

北 2区

北１区

中央区

南区

土層断面 A

土層断面 B

土層断面 C

３号復旧溝

１号復旧溝

2号復旧溝

浅間B
ﾃﾌﾗ上
水田

浅間Bﾃﾌﾗ直下水田

０ 50ｍ１: 1250

Ｃ Ｃ′L=73.50m

1

3 4

6

5

2

Ａ Ａ′L=74.00m

1

3

4 65 7

2

Ｂ Ｂ′L=73.50m

1

3 4

6
5

7

8

2

０ ２ｍ１: 60

量の浅間Ａ軽石を塊状に含む灰褐色土で埋まっており、

浅間Ａ軽石被災を復旧するための溝群である。中央区の

１号復旧溝と北１区の２号復旧溝は同様な方向を示すこ

とから、同一地割内の遺構と推定される。

　浅間Ａ軽石降下当時、ここがどのような土地利用がさ

れていたかは軽石直下面が出土していないので明確では

ない。本遺跡内の低地部は12世紀初頭の浅間Ｂテフラ降

下時は水田であったことから、それ以後も水田として利

用されていた可能性が高い。その場合には水田から水田

への復旧を意図したものと考えられる。しかしⅨ区は微

高地にあたりいつの時点で水田化されたか、現状では不

明である。浅間Ａ軽石降下当時、この地点が畑地であっ

た可能性もあり、畑から畑、あるいは畑から水田への復

旧がおこなわれたことも考えられる。いずれにしても復

旧溝群の位置や規模は、当時の地割の一部を表している

ことになろう。

　浅間Ａ軽石の降下は1873（天明３）年であることから、

それ以前の近世の遺構とは重複関係になる。区ごとの全

体図（1/300）では、網かけで重ねている。

Ⅸ区１号復旧溝（第64図　PL.49）

　１号復旧溝は、Ⅸ区北西隅で検出された。重複遺構は

ない。溝群の全体の規模は南北19.70ｍ、東西6.82ｍ、

溝の方向は概ねＮ－２°－Ｗである。全体で14条の復旧

溝が検出された。

　それぞれの溝は細長く不整形で、溝の形状は平面形も

凹凸が著しい。短辺は丸くなっている溝が多い。隣接す

る溝と切りあう溝があり、掘削の方向を修正しながら一

部重なるように溝を掘り、作業が進められた様子が見て

とれた。最も大きな溝の上幅は0.23～0.51ｍ、深さは0.06

ｍ、長さは13.70ｍである。最も小さな溝の上幅は0.09

～0.23ｍ、深さは0.01ｍ、長さは0.88ｍである。底面に

は緩やかな凹凸がある。

　遺物は出土しなかった。

Ⅸ区２号復旧溝（第64図）

　２号復旧溝は、Ⅸ区北１区南部で検出された。重複遺

構はない。溝群は南北15.40ｍ、東西3.6ｍの範囲で検出

された。溝の方向はＮ－６°－Ｗの溝群とＮ－58°－Ｗ

の溝群がある。前者は８条、後者は２条の復旧溝が検出
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Ⅸ区北２区北壁土層断面A-A′
１．埋土　盛り土。
２．表土　（土地改良より新しい土）
３．黒色土　As-B含む。
４．洪水層。
５．洪水層。
６．黒色土　As-C含む。
７．黒灰色土泥流

Ⅸ区南区北壁土層断面B-B′
１．表土
２．土地改良土
３．暗褐色土　As-Bを多量に混じる。

洪水砂含む。
４．暗褐色土　As-Bを多量に混じる。
５．黒色土　As-Bを微量に混じる。
６．黒色土　
７．灰色土　洪水層。
８．黄色土　洪水層。

Ⅸ区南区北壁土層断面C-C′
１．表土
２．土地改良土
３．洪水層
４．暗褐色土　As-Bを少量混じる。
５．暗褐色土　As-Bを多量に混じる。
６．黒色土　
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第65図　Ⅸ区遺構外の出土遺物(中近世)
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された。方向の異なる理由は不明である。

　Ｎ－６°－Ｗの溝群はそれぞれの溝が細長く、溝の形

状は平面形も凹凸が著しい。短辺は丸くなっている溝が

多い。東半部の溝は細くなっているが、溝中心の間隔は

確認面が下がったためとみられる。溝の上幅は0.24～

0.48ｍ、深さは0.02～0.06ｍ、長さは2.8～12.48ｍであ

る。底面には緩やかな凹凸がある。

　Ｎ－58°－Ｗの　溝群は２条検出された。それぞれの

溝が比較的太く、短辺は丸くなっている。溝の上幅は0.40

ｍ、深さは0.12ｍ、長さは2.16ｍである。

　遺物は出土しなかった。

Ⅸ区３号復旧溝（第64図　PL.49）

　３号復旧溝は、Ⅸ区南区中央やや南側で検出された。

重複遺構はない。検出された復旧溝群は２条でいずれも

長辺が発掘区外となり、全形をとらえることができな

かった。規模は長さ9.40ｍ、幅0.5ｍ以上、深さ0.1ｍ、

溝の方向は概ねＮ－５°－Ｅである。

　遺物は出土しなかった。

（４）水田

Ⅸ区浅間Ｂテフラ上水田痕跡(第63図)

　Ⅸ区南区の南半部で、浅間Ｂ軽石を多く含むⅢ層に覆

われた水田が検出された。南区では浅間Ｂ軽石を含む黒

褐色土で形成された疑似畦畔を検出した。このアゼの痕

跡が検出されたのは東西方向の１条のみであり、水田区

画は検出できなかった。

　アゼの幅は、上幅1.28ｍ、下幅1.92ｍである。水田面

の時期を示す出土状態で出土した遺物はなかった。

（５）遺構外の出土遺物

（第65図　PL.211　遺物観察表P.450･452）

　Ⅸ区調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で第11表

のように多くの遺物を出土した。なかには下位の層位か

らの混入遺物も含まれていたが、ここでは12世紀以降の

遺物のうち、時期を示す大型の破片を中心に、遺構外の

遺物２点を掲載した。なお、時期の古い混入遺物につい

ては、出土相当層の遺構外遺物の項に掲載した。

　１は17世紀後半とみられる肥前陶器鉢である。２は粗

粒輝石安山岩製の石臼破片である。
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第５表　上新田中道東遺跡　検出遺構数一覧
（２）中世の遺構

第４章　中世の遺構と遺物

１．概要　

　本章で報告するのは浅間Ｂテフラに関連する層位で検

出・調査した遺構である。浅間Ｂテフラは1108（天仁元）

年に浅間山が噴火した際に噴出したテフラで、遺跡のあ

る玉村町周辺では５～10cmの堆積がある。上新田中道東

遺跡では浅間Ｂテフラの降下ユニットのうち上半部は後

世の耕作等で失われ、一次堆積層が残っていてもユニッ

トの上位にあるピンク灰はほとんど見られない。遺構は、

①浅間Ｂ混土上面、②浅間Ｂ混土下面、③浅間Ｂテフラ

直下の３面で検出された。

　①最上位の浅間Ｂ混土上面での遺構確認はⅡ区のみ

で、こげ茶色の浅間Ｂ混土からなる疑似畦畔が検出され

た。これは、水田の直下層において、後の時期の耕作の

及ばないアゼ部分が、アゼ同様の盛り上がりとして残る

「疑似畦畔Ｂ」（註１）と考えられる。本来の水田は不明であ

るが、浅間Ｂテフラ降下以降、浅間Ｂ混土形成期のある

時期がこの耕作の結果残されたことが考えられよう。時

期は下る可能性も大きいが、ここでは浅間Ｂテフラ関連

を重視して本章で報告した。

　②浅間Ｂ混土下面での遺構確認は、Ⅱ区とⅣ区～Ⅵ区

でおこなった。Ⅱ区では耕作痕、Ⅳ区～Ⅵ区では水田の

疑似畦畔を検出した。この２か所の遺構が同時期かどう

かは厳密には判断できない。

　Ⅱ区の浅間Ｂ混土下耕作痕は、浅間Ｂ混土を掘り下げ、

浅間Ｂテフラ上面を精査して検出した。耕作痕は帯状で

数条が並行している。Ⅱ区中央区ほぼ全域に検出された。

耕作痕の傾向や方向には数種類があって、これらは、畜

力および人力が混合した、最低でも５種の耕作痕が混在

していたことが推定された。

　Ⅳ～Ⅵ区の浅間Ｂ混土下面では、浅間Ｂ軽石を含む黒

褐色砂質土を除去して、掘り残されたⅣ層（灰褐色シル

ト）からなる方格地割の疑似畦畔と水田区画が検出され

た。Ⅵ区では水路を中央に伴う大アゼも検出された。こ

の水路（Ⅵ区10号溝）底面には浅間Ｂテフラ一次堆積層が

残っていた。この疑似畦畔は、浅間Ｂ軽石を大量に含ん

だ土層を剥がして検出された。したがって、浅間Ｂテフ

ラ直下水田と誤認する可能性も大きいが、Ⅳ～Ⅵ区では、

Ⅳ区の西半中央部やⅤ区の南東隅の一部を除いて、浅間

Ｂテフラの一次堆積層は堆積していなかった。また、Ⅳ

区南西部とⅥ区中央部は微高地であり、ここでは浅間Ｂ

混土の堆積がなく、疑似畦畔も検出されなかった。

　疑似畦畔は、本来のアゼに伴って形成されることか

ら、平面的な位置は本来のアゼを示している。浅間Ｂ混

土下の疑似畦畔の本来のアゼは、上層にあったはずの浅

間Ｂテフラ直下水田のアゼである可能性が最も高い。し

たがってⅣ～Ⅵ区の水田区画は、Ⅰ～Ⅲ区とⅦ～Ⅸ区で

検出された浅間Ｂテフラ直下水田の区画と一体のものと

１．概要
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Ⅰ区 Ⅱ区 Ⅲ区 Ⅳ区 Ⅴ区 Ⅵ区 Ⅶ区 Ⅷ区 Ⅸ区
疑似畦畔 1
耕作痕 1
道状遺構 1

浅間Ｂ混土上面

浅間Ｂ混土下面
Ⅰ区 Ⅱ区 Ⅲ区 Ⅳ区 Ⅴ区 Ⅵ区 Ⅶ区 Ⅷ区 Ⅸ区

耕作痕 3
疑似畦畔 1 1 1

浅間Ｂテフラ直下
Ⅰ区 Ⅱ区 Ⅲ区 Ⅳ区 Ⅴ区 Ⅵ区 Ⅶ区 Ⅷ区 Ⅸ区

土坑 2
溝 2 1 4 1
水田 1 1 1 1 1 1
ピット列 1
畠 1



して扱い、中世初期の水田の状況を示すと考えたい。

③浅間Ｂテフラ一次堆積層の直下では、Ⅰ～Ⅲ区・Ⅶ～

Ⅸ区で水田と溝４条を検出した。いずれの区でも浅間Ｂ

テフラ降下ユニットの下半部のみではあったが一次堆積

層が残っており、その直下での遺構確認である。直接水

田面を覆っていたのは、成層した浅間Ｂテフラの最下位

に堆積している青灰色の細粒軽石である。その上に黒灰

色軽石層が堆積していた。本層序は検出されたテフラ層

が成層した一時堆積層であることを示しており、Ⅱ区の

水田跡が浅間Ｂテフラ直下とすることが可能である。Ⅰ

区西部、Ⅱ区西部、Ⅲ区中央部、Ⅷ区西半部、Ⅸ区西部

は微高地であり、浅間Ｂテフラの堆積が無く、アゼは検

出されなかった。

　検出された水田は方格地割で区画されていたが、いず

れの区でもアゼの高さは低く、残存状況は不良であっ

た。Ⅰ区では表流水の痕跡とみられる18号・19号溝、Ⅱ

区では馬蹄痕と掘削痕が、Ⅸ区では馬の歩行痕と推定さ

れる凹地が水田面で検出されている。溝は底面に浅間Ｂ

テフラ一次堆積層が残る状態でⅡ区２号溝、Ⅲ区12号溝

が検出された。Ⅱ区２号溝の両側、Ⅲ区12号溝の西側に

はやや幅広のアゼが伴っていた。この２条の溝の下位に

は９世紀後半とみられる洪水層で埋まった溝が埋没して

おり、古代から継続する用水系があったことがわかる。

　浅間Ｂテフラ直下水田の耕作土は、夾雑物の少ない黒

色粘質土あるいは暗灰色粘質土である。耕作土最上層に

は厚さ２～３cmの黒色粘質土（ⅣＡ層）がある。この土層

は、近年水田休耕の証左とする説が出され注目されてい

るが、生成過程については結論がでていない。考古学的

にも水田面の詳細な観察や、広域的な水路の使用状況の

調査など、休耕の問題を解決するためのデータを蓄積し

て分析し直す必要がある。

２．Ⅰ区の遺構と遺物 

（１）溝

　Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下面で、２条の溝が検出された。

溝の位置や規模はP.441の表にまとめた。以下各溝の調

査所見を記載する。なお、溝の平面図は個別図を作成せ

ず、1/300の各区全体図でこれに変えた。埋没土層断面

図は個々に掲載した。

Ⅰ区18号溝（第75･110図　PL.50）

　18号溝は、Ⅰ区南区の中央やや東寄りで、浅間Ｂテフ

ラ直下で検出された。南端はやや西に湾曲するが、ほぼ

直線的である。重複はない。南端・北端ともに発掘区域

外となる。中央区では18号溝の延長部分を検出すること

はできなかった。

　走向はＮ－51°－Ｗ。上幅は0.38～0.68ｍ、深さは

0.02ｍ、調査長は16.82ｍである。断面形及び底面は緩

やかな凹地状で浅く、掘り込まれたという形状ではない。

底面の標高は北東端が0.06ｍ高かった。溝内は浅間Ｂテ

フラ一次堆積層で覆われていた。遺物は出土しなかった。

　浅間Ｂテフラ直下で検出されたことから、Ⅰ区18号溝

の時期は天仁元（1108）年と考えられる。また、同層位の

浅間Ｂテフラ下水田の用水路というよりは、地表面上の

帯状の細い凹地であり、表流水等が流れた痕跡と推定さ

れる。

Ⅰ区19号溝（第110図　PL.50）

　19号溝は、Ⅰ区南区の中央やや西寄りで、浅間Ｂテフ

ラ直下で検出された。北端近くはやや西に屈曲するが、

以南はほぼ直線的な溝である。重複はない。南端は発掘

区域外となるが、北端は浅くなり、見えなくなる。

　直線部の走向はＮ－55°－Ｗ、上幅は0.42～0.60ｍ、

深さは0.03ｍ、調査長は16.10ｍである。底面は緩やか

な凹地状である。底面の標高は北東端が0.10ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂテフラで埋まっていた。遺物は出土しな

かった。19号溝も18号溝と同様に、同層位の浅間Ｂテフ

ラ下水田の用水路というよりは、地表面上の帯状の細い

凹地であり、表流水等が流れた痕跡と推定される。

（２）水田

Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田

（第75･76･110図　PL.50～53）

　Ⅰ区の北区・中央区・南区の西側微高地を除く低地部

分で、浅間Ｂテフラに覆われた水田が検出された。

　Ⅰ区で直接水田面を覆っていたのは、成層した浅間Ｂ

テフラの最下位に薄く堆積している青灰色の粗粒軽石で

ある。その上に黒灰色軽石層が堆積していた。ただし南

区では浅間Ｂテフラの残存状況が不良であったために、

北側の中央区で検出されたアゼの延長部分を検出できた

第４章　中世の遺構と遺物
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第76図　Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下水田土層断面(２)
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のは東端部の１条のみであった。

　Ⅰ区の水田面の標高は45－91区３ラインで70.55ｍ、

南東隅の９ラインで70.15ｍである。Ⅰ区西半部は西か

ら東への緩傾斜、東半はやや南東方向に緩やかに傾斜す

る。検出された水田区画は、全部で17面である。水田面

は西側の微高地を避けてつくられたと見られ、91－45区

３ライン以西には水田区画は検出されなかった。水田区

画は基本的に方格地割である。一部に自然地形に合わせ

て、斜行するアゼや湾曲するアゼで不定形に区画された

部分もあった。Ⅰ区では大アゼは検出されなかった。

　南北アゼの方向はＮ－１～３°－Ｅであるが、なかに

は東西５°ずつほどの西あるいは東に傾くアゼもあった。

斜行するのはすべて東西アゼで、中央区東部ではＮ－

61°－Ｅの斜行アゼもあった。全形が把握できたのは区

画６・７・８・12の４面である。それらの規模は第７表

のとおりである。区画された水田面の面積は一様でない。

　アゼの規模は北区では上幅0.4～ 0.8ｍ、下幅0.7～1.08

ｍ、高さ0.01～0.05ｍ、中央区では上幅0.45～1.07ｍ、

下幅1.13～1.95ｍ、高さ0.02～0.04ｍ、南区では上幅

0.38～0.5ｍ、下幅0.63～0.9ｍ、高さ0.05ｍで、緩やか

な高まりが残存して、かろうじて水田区画を残している

状態であった。区画７と８の間のアゼは途中で低くな

り、検出できなかった。

　水路および明確な水口は検出されなかった。本水田面

への給水源は地形や傾斜を考慮すると北西方向にあるも

のと推定される。

　水田面は凹凸があり、アゼも緩やかな高まりであった。

南区西部では明瞭なアゼが検出できなかったが、水田面

には表流水の流れた痕跡と推定される18号・19号溝が検

出された。

　水田耕作土は夾雑物の少ない黒色粘質土あるいは暗灰

色粘質土であった。耕作土最上層には厚さ２～３cmの黒

色粘質土（ⅣＡ層）があった。水田面の時期を示す出土状

態で出土した遺物はなかった。

第４章　中世の遺構と遺物
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Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下 D-D′
　Ⅰ．表土
As-A  
ⅡA．黄褐色シルト
ⅡB．黒灰色土～灰色シルト
ⅢA．灰褐色砂質土　As-B を含む。
ⅢB．黒褐色砂質土　As-B を多く含む。

Ⅰ区浅間Ｂテフラ直下 F-F′
１．暗灰褐土　砂質土。表土。攪乱。（ⅠA 含む）
２．黄褐土　シルト質土。ラミナ状堆積。洪水層。（ⅡA）
３．灰褐土　砂質土。As-B 軽石少量含む。（ⅢA）
４．暗灰褐土　砂質土。As-B 軽石多く含む。（ⅢB）
５．As-B軽石層
６．黒褐土　粘質土。As-B 下水田層。（ⅣA）
７．灰褐土　粘質土。（ⅣB）
８．灰褐土　シルト質土。３面水田耕土の一部か。７層に似

るがやや暗く粘性弱い。（ⅣB）
９．灰褐土　シルト質土。３面水田耕土の一部か。８層の一

種。８層よりやや暗い。（ⅣB）
10．暗灰褐土　シルト質土。３面水田。擬似畦畔面。
11．黒褐土　粘質土。As-C軽石少量含む。（Ⅶ）
12．暗灰褐土　砂質土。やや粗い砂粒多く含む。　

As-B 
ⅣA．黒色粘質土
ⅣB．灰褐色シルト

　Ⅴ．黒灰色シルト質土
　Ⅵ．黒褐色粘質土
ⅦA．黒色粘質土　As-Cを含む。

As-C 
ⅦB．黒色粘質土　As-C を含まない。
Ⅷ．灰色～灰黄色粘質土
Ⅸ．灰黄色粘質土　黄色風化軽石を多く含む。

As-YP 
　Ⅹ．灰色～緑色砂礫混土



第77図　Ⅰ区道状遺構土層断面
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（３）道状遺構（第77･110図　PL.51）

　Ⅰ区南区から中央部にかけて、１号堀の東側に沿って

帯状の硬化した面が検出された。道として利用されたた

めに硬化したと推定される。１号堀と重複するが、１号

堀より古い。

　南区の道状遺構の規模は、幅1.35～1.43ｍ、調査長

6.05ｍで、南区の南半部では検出できなかった。硬化面

の土層は、厚さ15cmの浅間Ｂ軽石を多量に含む灰色砂質

土層の上面が硬化している。硬化面が浅間Ｂテフラに覆

われていたのではないので厳密には中世の遺構といい難

いが、浅間Ｂテフラの含有量の多さから、浅間Ｂテフラ

降下後の極めて降下に近い時期の遺構と推定される。道

状遺構の確認面の東側でウシの歯９点が出土した。

　中央区の道状遺構硬化面は、幅0.8～3.75ｍ、調査長

26.9ｍで、１号堀に沿って南区を横断するように検出さ

れた。北区ではその延長部は調査されていなかった。中

央区の道状遺構の硬化面は、厚さ４～10cmの固く締まっ

た黒褐色砂で、層位は浅間Ａ軽石を含む土層で埋まった

２号復旧溝より下位にある。遺物は出土しなかった。

３．Ⅱ区の遺構と遺物

（１）溝

　Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下面で、１条の溝が検出された。

溝の位置や規模はP.442の表に記載した。以下溝の調査

所見を記載する。なお、溝の平面図は個別図を作成せず、

1/300の各区全体図でこれに変えた。埋没土層断面図は

個々に掲載した。

Ⅱ区２号溝（第78･109図　PL.53）

　２号溝は、Ⅱ区東半部の北区から中央区にかけて、浅

間Ｂテフラ直下で検出された直線の溝である。北端は発

掘区域外となり、南端は南区からⅠ区南区へ延長すると

推定されるが、Ⅱ区南区では発掘区隅部のため、Ⅰ区南

区では１号堀に壊されているため、確認することができ

なかった。

　２号溝の両縁には幅1.0～1.5ｍ、高さ0.04～0.07ｍの

緩やかなアゼ状の高まりを伴っており、溝の東西部では

２号溝と同じく浅間Ｂテフラ直下で水田面を検出した。

水田面は北区では顕著ではなかったが、中央区・南区で

は方形地割のアゼを検出している。

　２号溝の走向は北区でＮ－41°－Ｗ、中央区でＮ－43°

－Ｗ、上幅は北区で1.23～1.60ｍ、中央区で0.98～1.38ｍ、

深さは北区で0.07ｍ、中央区で0.09ｍ、調査長は北区で

21.14ｍ、中央区で31.70ｍである。断面形及び底面は緩

やかな凹地状で掘り込まれたという形状ではない。底面

の標高は中央区南部が最も低く、北区北端は0.03ｍ、南

区北端は0.14ｍ高かった。溝内は浅間Ｂテフラの一次堆

積層で覆われていた。遺物は出土しなかった。

　２号溝の下層には、ほぼ真下に、９世紀後半代とみら

れる洪水で埋まった17号溝が埋没している。このため、

２号溝は17号溝の埋没過程の凹地に浅間Ｂテフラが溜

まったとも考えられたが、中央区では西縁のアゼが16－

17ライン間の水田アゼと、東縁のアゼが12－13ライン間

の水田アゼとつながり、南区では西縁のアゼが12－13ラ

イン間の水田アゼとつながることから、２号溝は埋没過

程の自然堆積でなく、浅間Ｂテフラ以前には水田に伴っ

て一時期機能していた用水路と考えたい。この場合、水

田は条里地割と推定される方形地割であるが、前時代か

ら水系を踏襲して水田区画を斜めに横切る用水路を使い

３．Ⅱ区の遺構と遺物
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Ⅰ区道状遺構 A-A′
ⅠＡ．表土
ⅠＢ．表土　灰褐色土
ⅡＢ．黒灰色土～灰色シルト　
　１．灰色シルト　As-A を含む。（１号堀埋没土）
　２．灰色土　砂と As-B を混じる。上面に鉄分が

　凝集し降下している。
　３．灰色シルト　

Ⅰ区道状遺構 B-B′
１．灰褐色土　As-A を含む。
２．褐色土　As-A を含む。
３．洪水砂
４．褐色土　As-A・洪水砂を含む。
５．黒褐色砂　固く締まる降下面
６．灰褐色シルト　灰褐色土塊を含む。
７．灰褐色シルト　灰褐色土塊を少量含む。
８．灰褐色シルト　黒色砂塊を含む。



第78図　Ⅱ区２号溝土層断面
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０ ２ｍ１: 60

続けていたことになろう。

（２）水田

　Ⅱ区では、①中央区の浅間Ｂ混土層上面で、方格地割

のアゼ痕跡（いわゆる疑似畦畔）・大アゼ痕跡・直線的で

不明瞭な耕作具痕を、②その下位である浅間Ｂテフラ上

面で、広範囲に複数の方向を示す直線的な耕作具痕を、

③さらにその下層の浅間Ｂテフラ直下で水田を検出し

た。①・②は水田面・耕作作業面の検出ではないが、い

ずれかの時期の地表面から下層に掘り込まれた水田作業

の痕跡の集積が、下位土層に残されたものと考えられる。

ここでは水田区画がみつかった①・③を記載する。②は

次節（３）耕作痕で記載する。

Ⅱ区浅間Ｂ混土層上面水田痕跡（第79･81･107図　PL.54･

55･211･212 遺物観察表P.450･451･452･468）

　Ⅱ区中央区の中央部から東部にかけて、中世①浅間Ｂ

混土層上面でアゼ下部を示す灰褐色粘質土が帯状に検出

された。これはいわゆる疑似畦畔であり、上層にあった

本来の水田の区画を示すと推定される。

　検出された疑似畦畔は東西１条、それに直交する南北

方向５条である。東西方向の１条は幅0.5～0.3ｍほどで、

長さ34ｍにわたって記録することができた。西半部はほ

ぼ直線であるが、東端部はやや南側に湾曲していた。一

方、南北方向の疑似畦畔５条は幅0.25～0.45ｍほどで、

西から5.2ｍ、5.9ｍ、4.4ｍ、10.8ｍ、4.8ｍの長さで、

その一部が検出された。東西アゼに直交する直線部分も

あるが、屈曲する部分もみられた。

　また、この５条のアゼに加えて、南北方向の大アゼ１

条が検出された。この大アゼは１号溝に西半分を壊され

ているが、幅１ｍ以上、残存高0.2ｍほどの規模をもつ。

当初は疑似畦畔よりも大アゼが後出であろうという予測

のもとに調査したが、疑似畦畔段階の耕作土が大アゼ盛

土を被覆しておらず、かえって大アゼ基部の浅間Ｂ軽石

混土に、その耕作土がのり上げるように見える部分が

あった。したがって大アゼは疑似畦畔形成時以前に存在

し、本来の水田において小規模なアゼと同時期につくら

れた同一地割と考えても矛盾はないと考えられる。

　出土遺物は大アゼに盛り上げた土中から土師器甕破片

１点、陶器破片３点が出土した。また、疑似畦畔検出作

業中その上下層から、土師器坏破片15点、甕破片28点、

Ｓ字甕４点、須恵器坏破片10点、甕破片３点、陶磁器類

破片13点、土器類10点が出土した。土師器・須恵器は混

入である。層位からは少なくとも浅間Ｂ混土形成期以降

ということになろう。

　図示した遺物は、疑似畦畔検出面から出土したもので

ある。第81図１・２は13世紀中葉～14世紀前半とみられ

る中国龍泉窯系青磁碗破片、３は13世紀中葉から14世

紀前半の中国白磁皿破片、５は古瀬戸瓶類の破片、４

は15世紀以降とみられる在地系土器片口鉢破片、７は

粗粒輝石安山岩製の茶臼破片、11は蛇紋岩製の垂飾り、

PL.212-13は石英製の火打石、12は「淳化元寳」（990年

初鋳）である。本疑似畦畔の本来の水田の時期は不明で

あるが、中世の遺物が目立つ遺物出土状況であり、周辺

に中世集落の存在を示唆している。また、時期は不明で

あるが同層位から土錘３点（第81図８～10）が出土した。

　この疑似畦畔検出面では、ほぼ発掘区全体で、南北方

向の帯状の耕作痕を多数検出した。全体としては不明瞭

であったが、輪郭が明確な91－Ｈ・Ｉ－16グリッドの

４～５条を抽出して断面形と埋没状況を観察した。（第

79図セクションG－G′・H－H′）

　耕作痕の規模は幅0.15～0.20ｍ、長さ２～5.5ｍ、深さ

0.2～0.4ｍで、走向は南北アゼに平行する。周辺は耕起

による撹拌土壌が重なるように堆積していた。ここで図

化記録した帯状の痕跡は最終耕作痕が見えているものと

推定される。耕作痕内は褐色砂を混じるにぶい黄褐色粘

質土で埋まっていたが、どのような耕作の痕跡かは特定

することができなかった。遺物は出土しなかった。         

　また、中央区東端部で形状の異なる掘削痕跡を検出し
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Ⅱ区２号溝 A-A′
１．灰褐色土　表土。
２．灰褐色シルト

Ⅱ区２号溝 B-B′
１．暗褐色砂質土　As-B を含む。
２．As-B 一次堆積
３．灰褐色粘質土　As-B を含む。

３．灰褐色土　As-B と灰褐色シルトの混土。
４．As-B 一次堆積層



第79図　Ⅱ区浅間Ｂ混土上面水田痕跡土層断面

第80図　Ⅱ区１号耕作痕
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Ⅱ区１号耕作痕（第80図　PL.55）

　浅間Ｂ混土層上面で疑似畦畔を検出中に91－Ｇ－11グ

リッドで不整多角形の小規模な掘り込みを検出した。長

軸0.1～0.2ｍほどの台形もしくは平行四辺形で、深さは

0.01～0.03ｍであった。掘り込み内は浅間Ｂ軽石・黒色

土小塊・灰褐色土小塊を含む灰褐色粘質土で埋まってい

た。遺物は出土しなかった。

　一定方向に並ぶような分布状況ではなく、どのような

耕作による痕跡かは明らかにできなかった。層位からは

浅間Ｂテフラ降下より新しいといえる。

た。これも耕作痕と推定される。ここでは１号耕作痕と

して記載した。
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Ⅱ区浅間Ｂ混土上面 A-A′・B-B′・C-C′
１．As-A 主体
２．灰褐粘質土　褐灰色小塊５％。
３．褐灰色砂質土　灰褐土小塊10％。As-B１％。
４．褐灰色砂質土　灰褐土小塊20％。As-B１％。
５．灰褐色砂質土　褐灰色土小塊 20％。
６．暗褐砂質土　いわゆるAs-B混。濃い（Ⅲb）As-B主体。
７．As-B 一次堆積層
８．灰褐色粘質土　As-B10％。
９．暗褐色砂質土＋As-B
10．灰褐色粘質土　As-B１％。
11．灰褐色粘質土　As-B１％。褐灰色土小塊５％。
12．灰褐色粘質土　As-B５％。暗褐土小塊５％。

Ⅱ区浅間Ｂ混土上面 E-E′・G-G′・H-H′
１．灰褐色粘質土　褐色砂10％。黄褐色土小塊５％。
　　耕作土。
２．灰褐色粘質土　褐色砂５％。
３．にぶい黄橙色粘質土　褐色砂５％。
４．灰褐色粘質土　黄褐色土小塊10％。
５．暗褐色砂質土　いわゆる濃いAs-B混。
６．灰褐色粘質土　褐灰色土をモザイク状20％。

Ⅱ区浅間Ｂ混土上面 F-F′
１．にぶい黄橙色粘質土　（Ⅱ層土）凝集斑文あり。
２．にぶい黄橙色粘質土　明黄橙色土小塊５％。
３．にぶい黄橙色粘質土　明黄橙色土小塊20％。
４．灰褐色粘質土　明黄橙色土小塊20％。As-B

５％。
５．灰褐色粘質土　褐灰色土モザイク状20％。擬

似畦畔。
６．暗褐色砂質土　いわゆる濃いAs-B混。
７．灰褐色土＋暗褐色砂質土
８．明黄橙色土　灰褐色土モザイク状20％。As-A

わずか。

Ⅱ区浅間Ｂ混土上面 B-B′  
１．灰褐色土　砂質土。As-A少量含む。現代のゴミ入る。圃場整備前の溝か。
２．灰褐色土　シルト質土。As-A少量含む。現代のゴミ入る。
３．灰褐色土　砂質土。As-Aやや多く入る。（１号溝埋没土）
４．灰褐色土　砂質土。As-A・やや粗い砂粒がやや多く入る。（１号溝埋没土）
５．灰褐色土　砂質土。黄褐色シルト塊・As-A少量入る。（１号溝埋没土）
６．灰褐色土　シルト質土。As-A少量含む。黄褐シルト質土（Ⅱ層）が撹拌され

ている。
７．灰褐色土　シルト質土。（Ⅱ層）
８．暗灰褐色土　砂質土。灰褐シルト質塊やや多く入る。As-Bやや多く入る。大
アゼ盛土。

９．灰褐色土　砂質土。灰褐シルト質塊多く入る。As-B少量入る。大アゼ盛土。
10．暗灰褐色土　砂質土。As-B多く入る。灰褐シルト質塊少量入る。大アゼ盛土。
11．暗褐色土　砂質土。As-B多く入る。（Ⅲ B層）
12．As-B一次堆積層

Ⅱ区１号耕作痕 H-H′
１．灰褐色粘質土　As-B10％。
２．灰褐色粘質土　As-B10％。黒褐土色小塊５％。
３．明灰褐色粘質土　As-B10％。灰褐土色小塊５％。
４．As-B二次堆積
５．暗褐色砂質土　いわゆる濃いAs-B混。



第81図　Ⅱ区浅間Ｂ混土上面水田痕跡出土遺物
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Ⅱ区浅間Ｂテフラ直下水田（第82･109図　PL.56～59）　

　Ⅱ区の55－１区５ラインより西側の東西幅24ｍの微高

地部分を除く、ほぼ全域で中世③浅間Ｂテフラ直下面で

水田が検出された。Ⅱ区で直接水田面を覆っていたのは、

成層した浅間Ｂテフラの最下位に堆積している青灰色の

細粒軽石である。その上に黒灰色軽石層が堆積していた。

浅間Ｂテフラの残存状況は良好で、厚さ５cmほどの一次

堆積層が残存していた。北区東隅部や中央部、南区東半

部でアゼが検出されなかったところがあったが、これは

上層の耕作による攪乱が浅間Ｂテフラ下層まで及んで、

同テフラ層の堆積がなくなっていたところである。

　Ⅱ区の水田面の標高は55－１区５ラインで71.00ｍ、

南東隅の45－91区11ラインで70.60ｍである。全体の地

形は西半部が西から東への緩傾斜、東半部がやや南東に

緩やかに傾斜する。検出された水田区画は、一部で途切

れるアゼもあるが、少なくとも15区画以上である。水田

区画は基本的には方格地割である。一部に自然地形に合

わせて、斜行するアゼや湾曲するアゼで不定形に区画さ

れた部分もあった。本水田の用水路として機能したと推

定される２号溝はこの方格に斜行するが、溝の両側のア

ゼが方格地割のアゼと連続していることから同時期の遺

構と考えられる。区画された水田面の面積は一様でない。
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第６表　
上新田中道東遺跡Ⅱ区浅間Ｂテフラ下水田馬蹄痕計測表

　南北アゼの方向はほぼＮ－２°－ＷからＮ－１°－Ｅ

の間である。斜行するのは２号溝にともなう大アゼのみ

である。全形を調査できた水田区画は区画７の１面のみ

である。その規模は第７表のとおりである。

　アゼの規模は北区では上幅0.7～1.0ｍ、下幅1.45～1.6

ｍ、高さ0.02～0.04ｍ、中央区では上幅0.4ｍ、下幅1.05

ｍ、高さ0.02～0.03ｍ、南区では上幅0.5ｍ、下幅0.8～

0.9ｍ、高さ0.02ｍで、緩やかな高まりが残存して、かろ

うじて水田区画を残している状態であった。明確な水口

は検出されなかった。

　水田面には小さな凹凸があったが、平坦面には青灰色

の細粒軽石が全体にごま塩状に残っていた。また特に中

央区の精査では、45－91－Ｈ－18グリッドで浅間Ｂ軽石

に直接覆われた１号掘削痕（第83図）が、中央やや東寄り

で馬蹄痕と推定される小穴が33個（第６表）検出された。

馬蹄痕の大きさは第６表に掲げた。噴火前に何らかの掘

削行為と馬の歩行があったことがわかる。

　水田耕作土は夾雑物の少ない黒色粘質土あるいは暗灰

色粘質土であった。水田面には炭化した黒色有機物が付

着して土壌化した厚さ２～３cmの黒色粘質土（ⅣＡ層）が

検出された。

　耕作土に混在して土師器坏破片１点が出土したが混入

である。水田面の時期を示すような状態で出土した遺物

はなかった。

（３）耕作痕（第84･108図　PL.59）

　Ⅱ区中央区のほぼ全域にわたり、中世②浅間Ｂ混土下

面で耕作痕を検出した。

　耕作痕跡の形状は帯状で、数条が並行している。規模

は幅0.10～0.15ｍ、深さ0.03～0.10ｍで、長さは0.3ｍ

から、長いもので6.0ｍほど連続しているところもある。

耕作痕内は浅間Ｂ軽石・褐色土小塊を含む暗褐色砂質土

で埋まっていた。

　耕作痕の遺構確認および断面観察作業中に、土師器甕

破片５点、坏破片１点、須恵器坏破片１点、土器類５点

が出土した。土師器・須恵器は混入である。耕作痕の時

期を示すような状態で出土した遺物はなかった。

　これらの耕作痕がどのような耕作作業によって残され

たかを考えるために、方向や分布、断面形を観察した。

　耕作痕の方向をみると、方向が共通した５つほどの単

位にわけることができる。概ね東半部の東西方向の２単

位と、西半部の南北方向の１単位、中央北寄りの東西方

向と斜め方向の２単位が看取できる。これらは一方向の

作業の単位を示していると推定される。

　また、断面形を観察すると、幅広の三角形、幅広の平

状、幅狭の線状のものが分類できた。これらのうち、幅

広の三角形、幅広の平状はそれぞれ、犂の鋤先跡、犂の

床跡と推定される。

　犂を使用する畜耕は区画内を切り返しながら行う回転

作業である。本遺構の検出状況は、その回転の接点とな

る部分の重複が激しく、耕作痕の切りあいも連続性も不

明確になった状況と考える。

　さらに、下層の浅間Ｂテフラ下面の調査で、本層位耕

作痕の最深部を精査したところ、直線的な鋤先痕跡と見

えていた耕作痕の底面に人力の鍬によると見られる掘削

痕や、立て持ち鋤と思われる痕跡等が含まれていた。し
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№ 前・後別 縦幅cm 横幅cm 備考

1 前蹄 9.6 9.2
2 前蹄 10.2 9.5
3 前蹄 11.8 9
4 後蹄 11.2 9
5 後蹄 10 9.3
6 後蹄 8 8.4
7 不明 7.6 ２つ重なる
8 後蹄 10.5 10
9 前蹄 8.4 6.3
10 前蹄 9.5 9.2
11 後蹄 11 8.4
12 前蹄 10.5 10
13 前蹄 9.2 7 深く滑り込む
14 前蹄 11 9.3
15 後蹄 8 5.5
16 前蹄 9.5 10
17 後蹄 9.4 8
18 後蹄 8 7.4
19 前蹄 7 7.6 ２つあるが一方のみ計測
20 後蹄 11 9.6
21 前蹄 10.5 8.8
22 前蹄 12.5 9.8
23 前蹄 10.3 9.4
24 後蹄 10.5 9.5
25 前蹄 10 11
26 後蹄 7.6 8
27 前蹄 10.4 9.3
28 前蹄 11 9.6
29 前蹄 11.4 9.8
30 前蹄 10.9 10.6
31 前蹄 10.5 9.7
32 後蹄 10.4 8.8 33でつぶれる
33 後蹄 10 9 32でつぶれる
34 10.3 9.6
35 7.8 6.9
36 11 9.4
37 8.5 7.6 埋土は浅間Ｂ混土
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Ⅱ区３号耕作痕A-A′・B-B′
１．褐色粘土　As-B軽石を含む。
２．褐色粘土

Ⅱ区耕作痕A-A′  
１．灰褐色砂質土
２．暗褐色砂質土　濃いAs-B混。As-B軽石40％。
３．黒褐色砂質土　褐色土小塊５％。As-B軽石40％。

４．暗褐色砂質土　褐色土小塊５％。As-B軽石40％。
５．黒褐色砂質土　As-B40％。
６．As-B一次堆積層

Ⅱ区耕作痕B-B′  
１．にぶい黄橙色粘質土　（Ⅱ層土）
２．暗褐色砂質土　濃いAs-B混。As-B軽石40％。褐色土小塊５％。
３．黒灰色砂質土　As-B軽石40％。（粒子細かい）

４．黒褐色砂質土
５．暗褐色砂質土　濃いAs-B混。As-B軽石40％。褐色土小塊10％。
６．As-B一次堆積層

Ⅱ区耕作跡D-D′  
１．暗褐色砂質土　As-B軽石を含む。
２．暗褐色砂質土　As-B軽石40％。灰褐色土小塊10％。大畦部分

下の盛土の要素を持つ土。

３．暗褐色砂質土　As-B軽石40％。灰褐色土小塊20％。
４．暗褐色砂質土　As-B軽石40％。灰褐色土小塊５％。
５．As-B一次堆積層

Ⅱ区耕作痕C-C′  
１．灰褐粘質土（Ⅱ層）
２．灰褐粘質土（Ⅱ層）　暗褐土小塊10％。黄橙色土小塊10％。（Ⅱ層）
３．褐灰色砂質土　褐色土小塊10％。As-B軽石40％。
４．暗褐色砂質土　褐色土小塊５％。As-B軽石40％。
５．暗褐色砂質土　As-B軽石を含む。
６．黄橙色シルト質土　洪水起源。
７．As-B一次堆積層

Ⅱ区耕作痕E-E′  
１．暗灰褐色土　As-B軽石多く含む。ややグレー。耕作による層。
２．暗褐色土　As-B軽石多く含む。耕作による層。
３．暗褐色土　As-Bを主体にする層。
４．暗褐色土　As-B軽石多く含む。１層と２層の間くらいの色調。耕作による層。
５．As-B一次堆積層

Ⅱ区２号耕作痕 Ⅱ区３号耕作痕



第85図　Ⅱ区遺構外の出土遺物(中世)
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たがって、この耕作痕には畜力および人力が混合した、

最低でも５種の耕作痕が混在していることが想定される。

　これらの耕作痕の時期については、検出層位から浅間

Ｂテフラ降下以降といえるにとどまる。耕作痕の掘り込

み面は検出できなかったが、上位の水田あるいは畑耕作

地から掘り込まれたと考えられる。耕作痕の位置は疑似

畦畔と重複している地点があり、アゼをよけた位置にあ

る状況ではないことや、耕作痕が確認された層位は疑似

畦畔を認識させる暗褐色Ｂ混土の除去後であることか

ら、耕作痕は浅間Ｂ混土上面で検出された疑似畦畔の本

来の水田の耕作によるものでなく、それ以前のいずれか

の時期に行われた耕作によるものと考えられ、両者は時

期の異なる耕作痕跡といえよう。

　これらの耕作痕と疑似畦畔は、浅間Ｂテフラ降下以降

のいずれかの時点でこの地域に水田耕作あるいは畑作が

行われたことを示す。Ⅱ区では下位には一次堆積の浅間

Ｂテフラに覆われた水田面が残っている。

　浅間Ｂ軽石混土下面で以上の耕作痕のうち、比較的深

く典型的な形態を記録できた地点をⅢ区２号耕作痕、異

形の特徴的な形態を記録できた地点をⅢ区３号耕作痕と

して調査・記録した。図示して記載する。

Ⅱ区２号耕作痕（第84図　PL.59）

　浅間Ｂ混土下面、91－Ｆ－15グリッドで東西方向に小

穴が連なったような掘り込みと単独の掘り込みを検出し

た。前者は長軸0.12 ～ 0.20ｍ、幅0.15ｍ、深さ0.04 ～

0.08ｍの不整楕円形の掘込みが９基ほど連なっていた。

掘り込み内は浅間Ｂ軽石を含む灰褐色粘質土で埋まって

いた。遺物は出土しなかった。後者は長軸0.38ｍ、短軸

0.22ｍ、深さ0.06ｍのＵ字形の掘り込みで、浅間Ｂ軽石

を含む灰褐色粘質土で埋まっていた。

　これらの耕作痕は一つ一つ掘り込みがあり、掘り込み

は不定形で、人力による鍬跡の連続したものと推定され

る。南側にある単独の掘り込みは大型の鍬かえんがなど

の単独の掘削痕と推定される。

　本面にも浅間Ｂ混土上面で検出した牛馬耕の犂跡と推

定される筋状の耕作痕と同様な痕跡も検出されている

が、２号耕作痕のような人力の耕作痕跡も混在していた。

一定期間内の耕作の痕跡の集合が見えているのだろう。

Ⅱ区３号耕作痕（第84図）

　浅間Ｂ混土下面、91－Ｆ－12グリッドで東西方向の筋状

の掘り込みや、連続する不定形の掘り込み、三日月状の

掘削痕跡等が見られる地点を３号耕作痕として記録した。

　連続する不定型な掘り込みは、幅0.18～0.30ｍで、長

さ1.06ｍと1.60ｍの２条の痕跡が記録できた。この耕作

痕は不定形で、凹凸も著しかったことから、耕起された

土が脇に置かれたものが残っている状況を想起させた。

三日月状の痕跡は農耕具の先端の痕跡と推定される。耕

作痕内は浅間Ｂ軽石を含む褐色粘性土で埋まっていた。

遺物は出土しなかった。

（４）遺構外の出土遺物

（第85図　PL.212　遺物観察表P.450･452）

　Ⅱ区調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で第11表

のように多くの遺物を出土した。近世の遺物と同層位で

出土しているが、ここでは明らかに中世といえる遺物３

点を掲載した。１・２は在地系土器片口鉢破片、３は尾

張陶器片口鉢破片である。

第４章　中世の遺構と遺物
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第86図　Ⅲ区土坑･溝土層断面と出土遺物
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４．Ⅲ区の遺構と遺物

（１）土坑（第86図　PL.61）

　Ⅲ区北区で、浅間Ｂテフラの一次堆積層で埋没してい

た土坑が２基検出された。中央区・南区では同層位で検

出された土坑はなかった。それぞれの土坑の位置や規模

は、P.432の表にまとめた。以下各遺構の調査所見を記

載する。

　２号土坑は大型の楕円形の土坑で、緩やかな凹地状で

ある。浅間Ｂテフラの一次堆積層で覆われていた。周囲

は同層位の畦畔で囲まれた水田面であるので、水田面の

一部が深さ0.08ｍほどの凹地状になっていたことにな

る。遺物は出土しなかった。

　３号土坑は楕円形の土坑で、２号土坑と同様に緩やか

な凹地状の底面が浅間Ｂテフラの一次堆積層で覆われて

いた。中央部の深さは0.17ｍである。南西部でピットと

重複しているが、ピットの方が新しい。遺物は出土しな

かった。

（２）溝

　Ⅲ区浅間Ｂテフラ直下面で、３条の溝が検出された。

これらの中には各調査区で異なる年度に調査されたため

に、同一の溝であっても別の遺構番号が付されたものが

ある。これについては、報告時に番号の統合と付け替え

を行った。その作業の結果については、溝の位置や規

模とともにP.433の表にまとめた。以下各溝の調査所見

を記載する。なお、溝の平面図は個別図を作成せず、

1/300の各区全体図でこれに変えた。埋没土層断面図は

個々に掲載した。

Ⅲ区12号溝（第86･106図　PL.62）

　12号溝は、Ⅲ区東部で北区－中央区－南区ともに浅間

Ｂテフラ直下面で検出された。北半は緩やかに東に湾曲

するが、南部ではほぼ直線的である。特に南区では、12

号溝の西側に水田アゼを伴っており、さらに西側では12

号溝と同じく浅間Ｂテフラ直下で水田面を検出した。北

区では12号溝に沿うアゼは検出できなかったが、北西部

４．Ⅲ区の遺構と遺物
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Ⅲ区12号溝A-A′
１．As-B一次堆積層

Ⅲ区12号溝B-B′
１．As-B一次堆積層

Ⅲ区12号溝C-C′
　１．As-B一次堆積層（12号溝埋没土）
２．灰黄色シルト　砂層をラミナ状に

多く含む。（28号溝埋没土）
　３．灰黄色砂
　Ⅰ．表土　
　Ⅱ．黄褐色～黒灰色シルト
　Ⅲ．黒褐色土　As-Bを含む。　
ⅣA．黒色粘質土
ⅣB．灰褐色シルト
ⅦA．黒色粘質土　As-Cを含む。
　Ⅷ．灰色～灰黄色粘質土

Ⅲ区43号溝A-A′  
１．As-B一次堆積層（43号溝埋没土）
２．黒色粘質土

Ⅲ区15号・16号溝A-A′
　Ⅰ．表土　
　Ⅱ．黄褐色～黒灰色シルト
As-B．As-B一次堆積層
ⅣA．黒色粘質土
ⅣB．灰褐色シルト
ⅤB．黒灰色シルト質土　白色軽石を含まない。

Ⅲ区２号土坑

Ⅲ区３号土坑

Ⅲ区12号溝 Ⅲ区15号・16号溝

Ⅲ区16号溝

Ⅲ区43号溝

１



に浅間Ｂテフラ直下の水田面及びアゼを検出している。

　走向は北区でＮ－７°－Ｗ、中央区でＮ－11°－Ｅ、

南区でＮ－３°－Ｗ。上幅は北区で1.36～1.40ｍ、中央

区で0.65～1.30ｍ、南区で0.94～1.50ｍ。深さは北区で

0.21ｍ、中央区で0.18ｍ、南区で0.21ｍ。調査長は北区

で6.60ｍ、中央区で20.25ｍ、南区で18.77ｍである。断

面形及び底面は緩やかな凹地上で掘り込まれた形状では

ない。底面の標高は中央区南部が最も低く、北区北端は

0.12ｍ、南区南端は0.06ｍ高かった。溝内は浅間Ｂテフ

ラの一次堆積層で覆われていた。遺物は出土しなかった。

　12号溝の下層には、北区ではすぐ西側に、中央区・南

区ではほぼ真下に、９世紀後半代とみられる洪水で埋

まった28号溝が埋没している。このため、12号溝は28号

溝の埋没過程の凹地に浅間Ｂテフラが溜まったとも考え

られたが、①28号溝が真下にない北区でも12号溝の形状

が変わらないこと、②中央区では12号溝は28号溝埋没土

東半に偏っていること、③南区では西側に同層位の水田

とアゼを伴うことから、12号溝は埋没過程の自然堆積で

なく、浅間Ｂテフラ以前には一時期機能していた用水路

と考えたい。

Ⅲ区15号溝（第86･106図　PL.61・62　遺物観察表P.450）

　15号溝は、Ⅲ区北区の北西隅で、浅間Ｂテフラ直下で

検出された。南東側にアゼ状の高まりを伴っている。浅

間Ｂテフラ直下水田域の一部を構成していると考えられ

る。重複はない。

　走向はＮ－39°－Ｅ、上幅は0.39～0.58ｍ、深さは0.04

ｍ、調査長は2.76ｍである。底面は緩やかな凹地状であ

る。底面の標高は北端部が0.02ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石で埋まっていた。埋没土中から中世

の在地系土器すり鉢破片（第86図１）と陶器破片１点が出

土した。浅間Ｂテフラ降下時には溝状を呈していた。

Ⅲ区16号溝（第86･106図　PL.61・62）

　16号溝は、Ⅲ区北区の北西部で、浅間Ｂテフラ直下で

検出された。両側に一部途切れるが、アゼ状の高まりを

伴っている。浅間Ｂテフラ直下水田域の一部を構成して

いると考えられる。重複はない。

　走向はＮ－13°－Ｅ、上幅は0.38～0.43ｍ、深さは0.09

ｍ、調査長は13.40ｍである。底面は緩やかな凹地状で

ある。底面の標高は北端部が0.02ｍ高かった。

　溝内は浅間Ｂ軽石で埋まっていた。遺物は出土しな

かった。浅間Ｂテフラ降下時には溝状を呈していた。

Ⅲ区43号溝（第86･106図）

　43号溝は、Ⅲ区中央区の北東隅で検出された。重複は

ない。発掘区の隅で検出されたので、詳細な規模は不明

である。

　走向はＮ－10°－Ｗ、深さは0.09ｍ、調査長は2.0ｍで

ある。底面は平坦で、やや凹凸がある。

　溝内は黒色土粒・塊・白色軽石を含む灰色シルトで埋

まっていた。埋没土中からＳ字甕破片１点が出土したが

混入である。

　Ⅲ区43号溝の時期は、浅間Ｂ混土層に覆われているこ

とから中世以降と推定されるが、詳細は不明である。

（３）水田

Ⅲ区浅間Ｂテフラ直下水田（第87･88･106図　PL.62･212

　遺物観察表P.450･453･468）

　Ⅲ区の北区・南区のほぼ全域で、浅間Ｂテフラに覆わ

れた水田が検出された。北区の南部から中央区にかけて

は、浅間Ｂテフラの堆積が残存していなかったため、水

田区画は検出されなかった。この部分は微高地になって

おり、下層には古代の住居跡が埋没していた。浅間Ｂテ

フラ降下時点で水田化されていなかった可能性が高い。

中央区で浅間Ｂテフラが残存していたのは12号・15号・

16号溝内のみであった。

　Ⅲ区で直接水田面を覆っていたのは、成層した浅間Ｂ

テフラの最下位に堆積している青灰色の粗粒軽石であ

る。その上に黒灰色軽石層が堆積していた。

　Ⅲ区の水田面の標高は北区Ｍラインで72.00ｍ、南区

北西隅で71.10ｍ、南東隅で70.95ｍである。北区では西

から東への緩傾斜、南区では北から南に緩やかに傾斜す

る。北区・南区で検出された水田区画は、全部で16面で

ある。他の発掘区では方格地割で水田が区画されている

が、Ⅲ区は中央の微高地を避けて自然地形に合わせて、

不定形に区画されていた。したがって北区と南区の区画

は大きく異なっている。

　アゼの方向も一様でなく、ここですべてを記載するこ

とはできない。南区で最も長い東西方向に近いアゼはＮ

第４章　中世の遺構と遺物
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第88図　Ⅲ区浅間Ｂテフラ直下水田耕土出土遺物
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－76°－Ｗの傾きである。アゼの規模は上幅0.1～0.42

ｍ、下幅0.35～0.72ｍ、高さ0.01～0.05ｍ、南区では上

幅0.5ｍ、下幅0.8～0.9ｍ、高さ0.02ｍで、Ⅲ区のアゼ

は比較的細い。Ⅲ区でもアゼは緩やかな高まりが残存し

て、かろうじて水田区画を残している状態であった。ま

た、南区では12号溝の西側にアゼを伴っていた。アゼの

規模は上幅0.4～1.0ｍ、下幅0.8～1.5ｍ、高さ0.04ｍで、

他のアゼよりやや広い。また、11－Ｋ～Ｎ－９・10グリッ

ドにある15号・16号溝の西側にも小規模なアゼが伴って

いた。これらの12号・15号・16号溝は水田面と同様に浅

間Ｂテフラで埋まっており、アゼ際の水路として機能し

ていたと推定される。

　全形が把握できたのは区画14のみである。14区画の規

模は第７表のとおりである。区画３～８の南辺あるいは

東西辺には水口が検出された。給水は西から東あるいは

南へ田越しで行われたのであろう。残念ながら区画３～

８の南側の水田面は近世以降の溝に切られており明らか

でない。南区の水田アゼには明確な水口は検出されな

かった。12号溝は本水田域では排水を集めていたと考え

られ、溝より東側には浅間Ｂテフラ下の水田は造られて

いなかった。本水田面への給水源は北西方向にあるもの

と推定される。

　水田面には細かな凹凸があり、アゼもなだらかで低

かった。水田耕作土は夾雑物の少ない黒色粘質土あるい

は暗灰色粘質土であった。耕作土最上層には厚さ２～３

cmの黒色粘質土（ⅣＡ層）があった。

　Ⅲ区では下層に古代の住居跡が埋没していることか

ら、水田耕土内から土師器593点、須恵器99点、陶磁器

類８点、在地系土器焙烙等８点の多量の遺物が出土した。

図示した在地系土器内耳鍋破片（第88図１～３）は中世の

遺物で、水田面の時期を示す可能性もある。また土師器・

須恵器はいずれも混入であるが、開田時期を示唆する遺

物も含まれていることから、大型破片を中心に第88図に

図示した。

　Ⅲ区の水田は他の区の同層位の水田区画とは異なり、

明瞭な方格地割でない。中央区にあたる部分は微高地で

あり浅間Ｂテフラの残存も確認できなかった。Ⅲ区北区

南区の水田区画の乱れについては、微高地を囲む微地形

を反映したものと考えておきたい。

５．Ⅳ区の遺構と遺物 

（１）水田

Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡

（第89･105図　PL.63～65）

　Ⅳ区のほぼ全域で、浅間Ｂ軽石を多量に含む暗褐色土

を除去した面で水田区画が検出された。浅間Ｂテフラ直

下水田の畦畔を本来の畦畔とする疑似畦畔であると考え

られる。Ⅳ区北西端および南東部にある微高地部には浅

間Ｂテフラ一次堆積層もなく、水田は検出されなかった。

　Ⅳ区の浅間Ｂ混土下面検出水田区画域の標高は、西端

で71.35ｍ、東端で71.10ｍである。緩やかに西から東へ

傾斜していた。調査で疑似畦畔が検出された面は本来の

水田より下がっているので、この標高値は浅間Ｂテフラ

直下の水田面ではないが、傾斜は本来の水田を反映して

いるものと考えられる。

　調査で検出された疑似畦畔による水田区画は、全部で

44面以上である。水田面の区画は基本的には東西南北の

方格地割である。一部に斜行するアゼも交えて、細長い

長方形に区画している。特別規模の大きなアゼはなかっ

た。南北アゼは斜行するアゼを除き、全体に通るのに対

し、東西アゼは食い違いのあるところが多い。水田面の

水平を調整するために後から造られた手アゼであろう。

　南北アゼの方向はほぼＮ－０°－Ｅであるが、なかに

は東西５°ずつほどの西あるいは東に傾くアゼもあっ

た。大きく斜行するアゼが中央区で検出された。斜行す

るのはすべて南北方向アゼで、Ｎ－34～36°－Ｗの方向

を示す。斜行するアゼの端部は南北方向になっており、

途中から斜行するものが多い。全形が把握できた区画は、

区画８・15・16・17・18・19・20・25の８面である。８

面の規模は第７表のとおりである。

　疑似畦畔の規模は北区で上幅0.45～0.48ｍ、下幅0.72

～0.8ｍ、高さ0.01～0.07ｍ、中央区で上幅0.30～0.33ｍ、

下幅0.48～0.53、高さ0.01～0.04ｍ、南区では上幅0.30

～0.63ｍ、下幅0.74～1.10ｍ、高さ0.01～0.05ｍである。

水田面には細かな凹凸が見られた。Ⅳ区には水路を伴う

アゼはなかった。

　アゼの一部が切れている部分が検出されたが、水口と

推定される。アゼの残存状況は不良で低いため、すべて

の水口を明瞭に検出できたわけではない。したがって全

５．Ⅳ区の遺構と遺物
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第89図　Ⅳ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡土層断面

第90図　Ⅳ区遺構外の出土遺物(中世)
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体の給配水をとらえることはできなかったが、水源は北

西方向にあり、西から東あるいは北から南へ田越しで行

われたのであろう。

　水田耕作土は夾雑物の少ない黒色粘質土あるいは暗灰

色粘質土であった。Ⅰ区～Ⅲ区の浅間Ｂテフラ直下の水

田耕作土最上層には厚さ２～３cmの黒色粘質土（ⅣＡ層）

があったが、Ⅳ区では水田耕作土最上層は削られており、

本土層は検出されなかった。

　耕作土に混在して土師器６点、須恵器５点、陶磁器類

106点、在地系土器焙烙等７点が出土した。いずれも混

入である。水田面の時期を示す出土状態で出土した遺物

はなかった。

（２）遺構外の出土遺物（第90図　遺物観察表P.450）

　Ⅳ区調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で第11表

のように多くの遺物を出土した。近世の遺物と同層位で

出土しているが、ここでは明らかに中世といえる遺物１

点を掲載した。第90図１は13世紀頃とみられる竜泉窯系

青磁碗の破片である。

６．Ⅴ区の遺構と遺物

（１）水田

Ⅴ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡

（第91･104図　PL.66･67･212　遺物観察表P.450･468）

　Ⅴ区のほぼ全域で、浅間Ｂ軽石を多量に含む暗褐色土

を除去した面で水田区画が検出された。浅間Ｂテフラ直

下水田のアゼを本来のアゼとする疑似畦畔であると考え

られる。Ⅴ区北区北東部は微高地では水田区画は検出さ

れなかった。当初から水田でなかった可能性が高い。

　21区17ラインの東側の南区には浅間Ｂテフラの最下位

に堆積している青灰色の粗粒軽石が直接水田面を覆って

いた。ここでは浅間Ｂテフラ直下で本来のアゼが検出さ

れたことになる。テフラ降下以降の耕作によって浅間Ｂ

テフラ層下位まで深耕されなかったものと推定される。

　Ⅴ区の浅間Ｂ混土下面検出水田区画域の標高は南東隅

で71.35ｍである。西部は浅間Ｂテフラが残っていない

ので直下の水田面標高は不明であるが、疑似畦畔が検出

された面の標高は71.60ｍであった。全体の地形として

は緩やかに西から東へ傾斜しているものと推定される。

　Ⅴ区で検出された水田区画は、全部で32面以上である。

ここでも水田面の区画は基本的には東西南北の方格地割

である。一部に斜行するアゼも交えて、南北に細長い長

方形に区画している。特別規模の大きなアゼはなかった。

Ⅴ区では全体に通るアゼはＬラインに近い位置にある東

第４章　中世の遺構と遺物
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Ⅳ区浅間Ｂ混土下面A-A'
１．黄褐色シルト　やや粗めのシルト
２．黄褐色シルト　わずかにAs-Bを含む。
３．黒褐色砂質土　As-Bを混じる。
４．灰色粘質土　白色細粒をわずかに含む。
５．暗褐色砂　均一な粒径の砂層。（24号溝埋没土）
６．黒色粘質土　白色軽石をわずかに含む。均一な粒径の砂を

少量含む。（30号溝埋没土）

Ⅳ区浅間Ｂ混土下面B-B'
Ⅰ．表土
Ⅲ．黒褐色砂質土　As-Bを含む。
１．As-Bテフラ

ⅣＡ．黒色粘質土
Ⅴ．黒灰色シルト
Ⅵ．黒褐色粘質土
２．暗褐色土　暗褐色砂質土と灰色砂質土

小塊の混土。（18号溝埋没土）

３．暗褐色土　暗褐色砂質土小塊とⅧ層
相当土小塊の混土。（19号溝埋没土）

４．暗褐色土　As-Cを混じる暗褐色土主
体にⅧ層相当土小塊を少量含む。（２
号流路埋没土）

Ⅶ．黒灰色粘質土　As-Cを含む。

１



第91図　Ⅴ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡土層断面と出土遺物
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西アゼで、他に東西方向のアゼは北区に１条と、南区に

やや西に傾く１条があるのみである。Ｌラインにそうア

ゼは大区画の東西区画の可能性が高い。南北アゼは斜行

するアゼと数状のアゼを除き、全体に通る。

　南北アゼの方向はほぼＮ－１～４°－Ｗである。１条

のみＮ－２°－Ｅがある。斜行するのはすべて南北方向

アゼで、Ⅴ区では15～27°東に傾く斜行するアゼと、10

～50°西に傾く斜行するアゼとがあった。斜行するアゼ

の端部は方格にのるアゼと斜交していた。全形が把握で

きた区画は、区画５・７・８・９・10・17・18・19・20

の９面のみである。その規模は第７表のとおりである。

　疑似畦畔の規模は、南区南東隅で上幅0.25～1.18ｍ、

下幅0.75～1.75ｍ、高さ0.01～0.05ｍ、西区で下幅0.38

～1.10ｍ、高さ0.01～0.03ｍである。西区では緩やかな

断面で上幅を記録できなかった。アゼの幅にもばらつき

があった。Ⅴ区には水路を伴うアゼや大アゼはなかった。

　アゼの一部が切れている部分が数か所で検出されたが、

水口と断定できるものは無かった。疑似畦畔の残存状況

は不良で、アゼの有無は判断できなかったためである。

全体の給配水をとらえることはできなかったが、全体の

地形の傾斜から考えれば、水源は北西方向にあり、西か

ら東あるいは北から南へ田越しで行われたのであろう。

　水田耕作土は夾雑物の少ない黒色粘質土あるいは暗灰

色粘質土であった。Ⅰ区～Ⅲ区の浅間Ｂテフラ直下の水

田耕作土最上層には厚さ２～３cmの黒色粘質土（ⅣA層）が

あったが、Ⅴ区では水田耕作土最上層は削られており、

本土層は検出されなかった。

　遺構検出面や耕作土に混在して土師器762点、須恵器

６点、磁器類107点、在地系土器焙烙等95点、瓦１点が

出土した。在地系土器片口鉢（第91図１）、土錘１点（２）

を図示した。水田面の時期を示す出土状態で出土した遺

物はなかった。

６．Ⅴ区の遺構と遺物
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Ⅴ区浅間Ｂ混土下面A-A′･B-B′
Ⅰ．表土
ⅡA．黄褐色シルト
ⅡB．黒灰色～灰色シルト
ⅢA．灰褐色砂質土　As-Bを含む。
１．As-B一次堆積層
ⅣA．黒色粘質土
Ⅴ．黒灰色シルト質土

ⅦA．黒色粘質土　As-Cを含む。　
ⅦB．黒色粘質土　As-Cを含まない。
Ⅷ．灰色～灰黄色粘質土
Ⅸ．灰黄色粘質土　黄色風化軽石を含む。
２．As-YP
Ⅹ．灰色～緑色砂礫混土 

Ⅴ区浅間Ｂ混土下面C-C′  
１．黒褐色砂質土　As-Bを含む。（ⅢＡ層）　
２．黄褐色シルト
３．灰褐色砂質土
４．黒灰色粘質土　As-Cを含む。（ⅦＡ層）
５．黒色砂質土（16号溝埋没土）
６．黒色粘質土　As-Cを含まない。（ⅦＢ層）
７．黒色砂質土
８．灰色粘質土 

Ⅴ区浅間Ｂ混土下面D-D′
１．表土
２．表土
３．茶褐色土　As-Aを含む。
４．黒褐色土　As-Aを含む。
５．暗褐色土　As-Bを少量含む。　
６．茶褐色土　As-Bを少量含む。　
７．暗褐色土　As-Bを少量含む。（１号溝埋没土）
８．黒褐色土　As-Bを少量含む。（１号溝埋没土）
９．黒褐色土（１号溝埋没土）
10．黄褐色土　粘性あり。
11．暗褐色土　砂質。As-Bを含む。（ⅢB層）
12．黒色土　（水田耕作土） 

Ⅴ区浅間Ｂ混土下面E-E′
Ⅰ．表土
Ⅱ．黄褐色シルト　洪水層。
ⅢA．黒褐色砂質土
ⅢB．黒褐色砂質土　As-Bを多く含む。
１．As-Bテフラ
Ⅳ．黒色粘質土

Ⅴ・Ⅵ．暗灰色粘質土
ⅦB．黒色粘質土　As-C下黒色粘質土相当。
２．暗褐色土　灰色粘質土主体。A-A′の土

層よりも明るく、粘性は弱い。
　　（23号溝埋没土）
Ⅷ．灰色～灰褐色粘質土

１

２



第92図　Ⅵ区浅間Ｂ混土下面溝・水田痕跡土層断面
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７．Ⅵ区の遺構と遺物 

（１）溝

　Ⅵ区浅間Ｂ軽石を多量に含む暗褐色土を除去した面で

は、１条の溝が検出された。溝の位置や規模はP.444の

表に記載した。以下調査所見を記載する。なお、溝の平

面図は個別図を作成せず、1/300の各区全体図でこれに

変えた。埋没土層断面図は個々に掲載した。

Ⅵ区10号溝（第92･103図　PL.68）

　Ⅵ区10号溝は、Ⅵ区東部で検出された。ほぼ直線の南

北方向の溝で、北端・南端は発掘区域外となる。底面に

は浅間Ｂテフラ一次堆積層が堆積していた。（重複する

６号・13号溝土層断面第51図参照）また、両側にアゼ状

の高まりを伴っており、さらに周辺には浅間Ｂ軽石を含

む暗褐色土で覆われた疑似畦畔を検出した。

　走向はＮ－２°－Ｗ、上幅は0.48～1.55ｍ、深さは0.14

ｍ。調査長は57.25ｍである。底面の標高は北端が南端

より0.03ｍ高かった。溝内は底面が浅間Ｂテフラの一次

堆積層で直接覆われており、上半部には浅間Ｂテフラ混

土が堆積していた。遺物は出土しなかった。

　Ⅵ区10号溝は浅間Ｂテフラ直下水田の用水路として掘

られた溝であろう。ただし水路両脇のアゼは低く、残存

状況は不良であった。テフラ降下時には水田耕作は行わ

れていなかったような状態を示していた。

（２）水田

Ⅵ区浅間Ｂ混土下面水田痕跡

（第92･103図　PL.68・69）

　Ⅵ区の北東部で、浅間Ｂ軽石を多量に含む暗褐色土を

除去した面で水田区画が検出された。浅間Ｂテフラ直下

水田のアゼを本来のアゼとする疑似畦畔であると考えら

れる。Ⅵ区中央部は微高地部になっており疑似畦畔は検

出されなかった。

　Ⅵ区の浅間Ｂ混土下面検出水田区画域の標高は、41区

１ラインで71.70ｍ、南東隅で71.60ｍである。全体の地

形としては緩やかに西から東へ傾斜しているものと推定

される。

　Ⅵ区で検出された水田区画は、東半部で全部８面、南

西部では区画として検出することはできなかったが、東

西方向のアゼ痕跡２か所と南北方向のアゼ痕跡１か所を

検出した。東半部の南部に東西アゼが検出できなかった

ことから、南西部東西アゼとの直接的関係は不明である。

中央の微高地の東西で区画が連続していたかどうかにつ

いては、Ⅵ区のみでは不明と言わざるを得ない。

　Ⅵ区でも水田面の区画は基本的には東西南北の方格地

割で、南北に細長い長方形に区画している。Ⅵ区で検出

された東西・南北アゼに食い違いはなく、全体に筋が通っ

ており、斜行するアゼは検出されなかった。また、31区

の17ラインにほぼ沿う位置に、中央に用水路（10号溝）を

伴う大アゼが検出された。

　南北アゼの方向はほぼＮ－１～３°－Ｗである。10号溝

を伴う大アゼはＮ－２～３°－Ｗである。東西アゼはＬラ

イン付近にある１条でＮ－83°－Ｅである。この東西アゼ

はⅤ区で検出された東西アゼに連続するとみられる。
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Ⅵ区浅間Ｂ混土下面B-B′
１．暗褐色土　表土
２．黒褐色土　白色軽石粒含む。
３．黒褐色土　２層に類するが白色軽石粒増す。
４．黒褐色土と褐色土の混土　ローム漸移層。黒褐色土の割合多い。
５．暗黄褐色土　ローム漸移層。黒褐色土塊状に含む。
６．暗黄褐色土　ローム層。
７．黒褐色土　粘性あり。しまりあり。直径１mm以下の白色軽石粒含む。
８．黒褐色土と暗黄褐色土の混土　粘性あり。しまりあり。地山（暗黄褐色）と埋没土（黒褐）

の混土。

Ⅵ区10号溝

Ⅵ区水田痕跡



第93図　Ⅶ区浅間Ｂテフラ直下水田土層断面と出土遺物
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　全形が把握できた水田区画は無い。

　疑似畦畔の規模は下幅0.68～1.10ｍ、高さ0.01～0.02

ｍで、ある。大アゼの規模は幅3.8～4.5ｍ、高さ0.03ｍで、

中央やや西側に10号溝が造られていた。北から南へ配水

する用水路である。Ⅵ区内では水口は検出されなかった

ので、直接10号溝から給水される水田面はなかった。

　区画４と８の間のアゼ西端にあるアゼの途切れは水口

と推定される。他の水口は不明である。アゼの残存状況

は不良で、アゼがないのかアゼが見えないのか判断でき

なかった。したがって全体の給配水をとらえることはで

きなかったが、全体の地形の傾斜から考えれば、水源は

北西方向にあり、西から東あるいは北から南へ田越しで

行われたのであろう。

　水田耕作土は夾雑物の少ない黒色粘質土あるいは暗灰

色粘質土であった。Ⅰ区～Ⅲ区の浅間Ｂテフラ直下の水

田耕作土最上層には厚さ２～３cmの黒色粘質土（ⅣＡ層）

があったが、Ⅵ区では水田耕作土最上層は削られており、

本土層は検出されなかった。

　遺構検出面や耕作土に混在して土師器241点、須恵器

６点、陶磁器類107点、在地系土器焙烙等95点、瓦１点

が出土した。水田面の時期を示す出土状態で出土した遺

物はなかった。

８．Ⅶ区の遺構と遺物

（１）水田　

Ⅶ区浅間Ｂテフラ直下水田

（第93･102図　PL.70･212　遺物観察表P.450･453）

　Ⅶ区の全域で、浅間Ｂテフラに覆われた水田が検出さ

れた。Ⅶ区で直接水田面を覆っていたのは、浅間Ｂテフ

ラ最下位に堆積している青灰色の粗粒軽石である。その

上に黒灰色軽石層が堆積していた。

　Ⅶ区の浅間Ｂテフラ直下水田面の標高は東端で71.95

ｍ、南西隅で72.10ｍである。全体の地形としては緩や

かに西から東へ傾斜しているものと推定される。

　Ⅶ区で検出された水田区画は、全部で43面である。

　Ⅶ区でも水田面の区画は基本的には東西南北の方格地

割で、南北に細長い長方形に区画している。一部に東西

に長い長方形も見られた。Ⅶ区で検出された東西・南北

アゼには食い違いがほとんどなく、整然と全体に筋が

通っていた。Ⅶ区では斜行するアゼは検出されなかった。

　また、Ⅶ区では41区19ラインと20ラインの間に、大ア

ゼが検出された。中央に凹みがあり、通路として機能し

ていた痕跡であろう。水路といえる深さではなかった。

この大アゼは現代まで使われた５号溝と重複していた。

地割が継続していたのであろう。

８．Ⅶ区の遺構と遺物
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Ⅶ区浅間Ｂテフラ直下水田A-A′  
１．暗褐色土　現表土。
２．褐色土　粘性ややあり。しまりあり。径４mm以下の白色軽石粒含む。所々赤褐色状のしみが見受けられるが、鉄分がさびて、砂鉄化したものと思われ

る。圃場整備前の近代床土。
３．暗褐色土　粘性やや弱し。しまりあり。径４mm以下の白色軽石粒含む。
４．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。径４mm以下の白色軽石粒を含む。５号溝に切られているため、溝より古い耕作土と思われる。
５．褐色土　粘性ややあり。しまりあり。径４mm以下の白色軽石粒含む。As-A直上であることからＡ混土層と言える。
６．暗褐色砂質土　As-A一次堆積層。
７．暗黄褐色土　粘性ややあり。しまりあり。径２mm以下の白色軽石粒含む。As-B混土層。
８．暗褐色砂質土　As-B一次堆積層。
９．黒褐色土　粘性あり。しまりあり。（As-B下水田床土）

１

２



　南北アゼの方向はほぼＮ－１°－ＷからＮ－１°－Ｅ

の範囲に収まる。東西アゼはＬライン付近にある１条で

Ｎ－85°－Ｅ、Ｉラインの南にある１条でＮ－89°－Ｅ

である。このＬライン付近の東西アゼはⅤ区東半部で検

出された東西アゼに連続するとみられる。

　全形が把握できた区画は、区画14・17・18・19・20・

22・23・24・25・26・38・39の12区画である。12区画の

規模は第７表のとおりである。

　Ⅶ区のアゼの残存状況は全体的に不良である。南北方

向のアゼは0.66～1.12ｍ、東西方向のアゼは下幅1.05ｍ

で、東西方向のアゼがやや太く作られている。南北方向

のアゼは一本のアゼでも太いところ、浅いところがあり、

不定形である。図化したのは下場のラインである。大ア

ゼの規模は幅2.5～3.07ｍ、高さ0.02～0.03ｍで、中央

やや西側には深さ0.03～0.13ｍの溝状の窪みがあった

が、浅いことから溝ではないと判断した。

　水口と判断できるアゼの途切れは検出できなかった。

アゼの残存状況は不良で、アゼがないのかアゼが見えな

いのか判断できなかった。したがって全体の給配水をと

らえることはできなかったが、全体の地形の傾斜から考

えれば、水源は北西方向にあり、西から東あるいは北か

ら南へ田越しで行われたのであろう。

　水田耕作土は粘性のある黒褐色土であった。図化はで

きなかったが、Ⅰ区～Ⅲ区の浅間Ｂテフラ直下水田耕作

土最上層にあった厚さ１～２cmの黒色粘質土（ⅣＡ層）

が、Ⅶ区でも検出された。

　耕作土中から須恵器甕破片（第93図２）が出土したが混

入であろう。またアゼ上で在地系土器皿（第93図１）が出

土した。中世の遺物であり、水田の時期に近い遺物と推

定される。

９．Ⅷ区の遺構と遺物

（１）水田

Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田（第94･101図　PL.71･72）

　Ⅷ区の東半部で、浅間Ｂテフラに覆われた水田が検出

された。61区の５ラインより西側には、浅間Ｂテフラの

一次堆積層が残っていなかったために水田は検出されな

かった。東側でも浅間Ｂテフラの一次堆積層はところど

ころにある程度で、全体として浅間Ｂテフラの残存状態

は不良である。

　Ⅷ区で直接水田面を覆っていたのは、最下位に堆積し

ている青灰色の粗粒軽石で、その上に黒灰色軽石層が堆

積していた。途切れ途切れの残存状況ではあったが、本

層序は成層した火山灰層であることを示しており、Ⅲ区

の水田跡とすることが可能である。

　Ⅷ区の浅間Ｂテフラ直下水田面の標高は61区５ライン

で72.30ｍ、東端で72.15ｍ、西から東に緩やかに傾斜し

ていた。検出された水田区画は、16面である。Ⅷ区でも

水田面の区画は東西南北の方格地割で、南北に細長い長

方形に区画している。Ⅷ区で検出された東西・南北アゼ

には食い違いはなく、全体に筋が通っていた。斜行する

アゼは検出されなかった。また、61区２ラインにほぼ沿

う位置に、南北方向の大アゼが検出された。水路は伴っ

ていない。

　南北アゼの方向はほぼＮ－０～４°－Ｗの範囲にある。

大アゼはＮ－２°－Ｗである。東西アゼはＬライン付近

にある１条でほぼＮ－88°－Ｅである。この東西アゼは

Ⅶ区～Ⅴ区で検出された東西アゼに連続するとみられる。

　全形が把握できた区画は、区画７・８・９・10の４面

である。この４区画の規模は第７表のとおりである。区

画６および11は南端に東西アゼが明瞭に認められなかっ

たので、区画７～10のように区切れられていたかどうか

は不明である。

　アゼの残存状況は全体的に不良である。アゼの規模は

上幅0.25cm、下幅0.70ｍ、高さ0.01～0.04ｍで、下場の

み記録したところでは、下幅0.9～1.40ｍであった。田面

には細かな凹凸が見られた。大アゼの規模は幅1.95～

3.00ｍ、高さ0.03～0.05ｍで、南部はやや細くなってい

た。

　区画１と６の間のアゼ東端にあるアゼの途切れは水口

第４章　中世の遺構と遺物
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第94図　Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田土層断面
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Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田A-A′
１．黒褐色粘質土　細砂粒を含む。
２．黄灰色粘質土　細砂粒が少し混じる。

Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田B-B′  
１．黒褐色粘質土　細砂粒を含む。
２．黄灰色粘質土　細砂粒が少し混じる。  

Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田C-C′  
１．As-B軽石　As-B軽石がくぼみに入り込んだ。
２．黒褐色粘質土　細砂粒を含む。
３．黄灰色粘質土　細砂粒が少し混じる。
４．黒色粘質土　細砂粒が少し混じる。
  

Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田D-D′
１．黒褐色粘質土　細砂粒を含む。
２．黄灰色粘質土　細砂粒が少し混じる。
３．黒色粘質土　細砂粒が少し混じる。

Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田E-E′  
１．黒褐色粘質土　細砂粒を含む。
２．黄灰色粘質土　細砂粒が少し混じる。

Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田F-F′
１．盛土
２．黒褐色砂質土　As-Aを含む。
３．暗灰黄色砂質土　As-Bを多く含む。
４．As-B軽石
５．黒褐色粘質土　細砂粒を含む。
６．黄灰色粘質土　細砂粒が少し混じる。 

Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田G-G′　　　  
１．盛土
２．黒褐色砂質土　As-Aを含む。
３．暗灰黄色砂質土　As-Aを含む。しまっている。
４．暗灰黄色砂質土　As-Bを多く含む。
５．As-B軽石
６．黒褐色粘質土　細砂粒を含む。
７．黄灰色粘質土　細砂粒を少し混じる。 

Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田H-H′  
１．黒褐色粘質土　細砂粒を含む。
２．黄灰色粘質土　細砂粒を少し混じる。
３．黒色粘質土

Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下水田I-I′  
１．盛土　土山の残り。
２．表土　現代の水田耕作土。
３．暗灰黄色砂質土　As-A・砂粒を多く含む。
４．灰黄色砂質土　As-A・砂粒を含む。固くしまっている。
５．黄褐色砂質土　上面は黄色が強い。As-Bを多く含む。
６．As-B一次堆積層。
７．黒褐色粘質土　As-B下水田耕土。ほぼ均質。大畦の部分はやや色調がうすく、粒子も細い。
８．黄灰色シルト　10層とほぼ同質だが、細砂粒が多い。
９．黄灰色シルト　砂粒を少量含む。
10．黒褐色粘質土　古墳時代の水田耕作土らしい。残りのいいところでは黒色が濃く、粘土分多い。白色軽石をまばらに含む。
11．黄灰色粘質土　灰白色粘土塊を多く含む。固くしまっている。
12． 褐灰色粘質土　白色軽石・砂粒を含む。
13． 灰白色シルト　下層ほど色がうすい。砂粒含む。
14． 灰色シルト　軽石を多く含み、シャリシャリしている。
15． 灰白色シルト　砂粒を含む。



第95図　Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下畠
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と推定される。他の水口は不明である。アゼの残存状況

は不良で、アゼがないのかアゼが見えないのかを判断で

きなかった。したがって全体の給配水をとらえることは

できなかったが、全体の地形の傾斜から考えれば、水源

は北西方向にあり、西から東あるいは北から南へ田越し

で行われたのであろう。

　また、区画４と５の水田面にはサクと推定される小溝

列が検出された。４には３条、５には８条の並行する溝

が検出された。サク底面には浅間Ｂテフラが薄く堆積し

ており、同時期の面と判断した。水田区画が一時畠とし

て利用されていたものと考えられる。

　水田耕作土は夾雑物の少ない黒色粘質土あるいは暗灰

色粘質土であった。耕作土最上層にはⅠ区～Ⅲ区と同様

な厚さ２～３cmの黒色粘質土（ⅣＡ層）が認められた。

　遺構検出面や耕作土に混在して土師器甕破片５点が出

土したが、いずれも混入である。水田面の時期を示す出

土状態で出土した遺物はなかった。

（２）畠

Ⅷ区浅間Ｂテフラ直下畠（第95図　PL.72）

　Ⅷ区北東隅、浅間Ｂテフラ直下水田の区画４・５内で、

それぞれ３条、８条の並行する小溝が検出された。溝底

面には浅間Ｂテフラが堆積しており、水田区画と同時期

の遺構と判断した。これらの溝は、畠の畝間溝と考えら

れる。畝間溝の方向は水田南北アゼの方向と一致してお

り、浅間Ｂテフラ降下前は水田区画内で畠として利用さ

れていたものと推定される。

　畝間溝の方位および規模は、東側の畝群でＮ－６°－

Ｗ、上幅0.25～0.50ｍ、深さ0.02～0.05ｍ、調査長3.3

～3.8ｍで、芯々間の距離は0.9ｍ、西側の畝群でＮ－84

°－Ｅ、上幅0.38～0.48ｍ、深さ0.01ｍ、調査長2.6ｍで、

芯々間の距離は1.0～1.1ｍである。畝の盛り上がりは検

出できなかった。水田区画内が畠として使用された後、

一定の時間をおいて浅間Ｂテフラで覆われたものと推定

される。遺物は出土しなかった。
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Ⅷ区畠A-A′
１．盛土
２．黒褐色砂質土　As-Aを含む。
３．オリーブ褐色砂質土　As-Bを含む。
４．As-B一次堆積層。畝間に入り込んだもの。
５．黒褐色粘質土　As-B軽石が少し混じる。
６．黄灰色粘質土　細砂粒が少し混じる。



第96図　Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田土層断面
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10．Ⅸ区の遺構と遺物

（１）水田

Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田（第96･97･100図　PL.73･74）

　Ⅸ区中央区の中央から東半部にかけてと、北１区南半

部の２地点で浅間Ｂテフラに覆われた水田跡が検出され

た。両地点の水田はアゼの方向が一致する方格地割で区

画されていた。中央区西部の微高地部分や南区には浅間

Ｂテフラの一次堆積層がなく、水田は検出されなかった。

　Ⅸ区で直接水田面を覆っていたのは、成層した浅間Ｂ

テフラ一次堆積層である。最下位に堆積している青灰色

の粗粒軽石と、その上に黒灰色軽石層が堆積していた。

　Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田域の標高は71区11ラインで

72.60ｍ、東端で72.40ｍである。西から東へ緩やかに傾

斜する。

中央区の水田

　Ⅸ区中央区で検出された水田区画は24面である。区画

16と17、19と20、23と24の間の東西アゼは南北アゼに接

する部分だけ確認できたのみであるが、存在した可能性

を考慮して、別区画と数えた。

　Ⅸ区でも水田面の区画は基本的には東西南北の方格地

割で、南北に細長い長方形に区画している。Ⅸ区では1

条のみ区画14と15の間の南北アゼが方格地割に斜行して

いた。また、Ⅸ区では71区４ラインと５ラインの間に南

北方向の大アゼが検出された。この大アゼにはちょうど

中央に近世の溝と推定される５号溝が重複している。Ⅸ

区で検出された東西アゼには４か所、南北アゼには２か

所の食い違いがあるが、そのほかは全体に通っていた。

　南北アゼの方向はほぼＮ－１～５°－Ｗである。大ア

ゼはＮ－1.5°－Ｗである。東西アゼはＬライン付近に

10．Ⅸ区の遺構と遺物
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Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田A-A′ 
１．黒色粘土　白色軽石がわずかに混じる。固くしまっている。
２．黒褐色粘質土　白色軽石が混じる。固くしまっている。
３．黒褐色粘質土　細砂粒を含む。白色軽石がわずかに混じる。固くしまっている。
４．黒色粘土　粘性あり。固くしまっている。畦畔の部分で高まりがみられる。
５．黒褐色粘質土　白色軽石・細砂粒を含む。固くしまっている。 

Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田B-B′
１．黒色粘土　白色軽石がわずかに混じる。固くしまっている。
２．黒褐色粘質土　細砂粒を含む。白色軽石がわずかに混じる。固くしまっている。
３．黒色粘土　粘性あり。固くしまっている。畦畔の部分で高まりがみられる。
４．黒褐色粘質土　白色軽石・細砂粒を含む。固くしまっている。 

Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田C-C′
１．盛土と表土（現代耕作土）　壁面がくずれやすく、垂直に切っていないため区分しない。
２．黒褐色砂質土　As-Aを含む。固くしまっている。
３．オリーブ褐色砂質土　下層にAs-Bを多く含む。しまっている。
４．As-B一次堆積層
５．黒色粘土　白色軽石がわずかに混じる。固くしまっている。
６．黒褐色粘質土　細砂粒を含む。白色軽石がわずかに混じる。固くしまっている。
７．黒色粘土　粘性あり。固くしまっている。畦畔の部分で高まりがみられる。

Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田D-D′
１．表土
２．暗灰黄色土　As-Aを含む。
３．暗灰黄色土　As-Aを多く含む。
４．As-Aと黄褐色土の混合
５．暗灰黄色砂質土　鉄分のため黄褐色に染まっている部分も

多い。
６．黄灰色砂質土　砂粒・As-Bを含む。
７．黒褐色砂質土　砂粒・As-Bを多く含む。
８．黄灰色砂質土と黄褐色シルトの小塊の混合　砂粒・As-Bを
含む。

９．黒褐色砂質土　砂粒・As-Bを多く含む。
10．黒褐色砂質土　９層に黄褐色シルト小塊を含む。
11．黄灰色砂質土　As-Bを多く含む。
12．As-B一次堆積層
13．黒色粘土　細砂粒を含む。
14．黄灰色シルト　細砂粒を含む。
15．黒褐色粘質土　細砂粒を含む。



第97図　Ⅸ区北区浅間Ｂテフラ直下水田
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ある１条でＮ－85°－Ｅである。この東西アゼはⅧ～Ⅴ

区で検出された東西アゼに連続するとみられる。

　全形が把握できた区画は、３・５・16・19・21の５区

画である。区画１は南北アゼが方格地割にのっていない

ので、水田面ではないかもしれない。

　アゼの残存状況は全体的に不良である。アゼの規模は

南北方向のアゼが上幅0.1～0.6ｍ、下幅0.2～0.85cm、

高さ0.01～0.02cm、東西アゼが上幅0.45～0.90ｍ、下幅

1.28～1.50ｍ、高さ0.02～0.04ｍで、東西方向のアゼが

やや広い。大アゼの規模は下幅2.0～3.0ｍで、上幅と高

さは近世の５号溝がアゼ頂部を壊しているので計測不能

である。水田面には細かな凹凸が見られた。

　区画15の東辺には上幅0.45ｍ、下幅0.6ｍ、高さ0.07

ｍの小規模な手アゼが造られていた。北端は手アゼが途

切れており水口と推定される。他の水口は不明である。

アゼの残存状況は不良で、アゼがないのかアゼが見えな

いのか判断できなかった。したがって全体の給配水をと

らえることはできなかったが、全体の地形の傾斜から考

えれば、水源は北西方向にあり、西から東あるいは北か

ら南へ田越しで行われたのであろう。

　水田耕作土は夾雑物の少ない黒色粘質土あるいは暗灰

色粘質土であった。Ⅰ区～Ⅲ区と同様に浅間Ｂテフラ直

下水田の耕作土最上層には黒色粘質土（ⅣＡ層）が検出さ

れたが、Ⅸ区では厚さ１～２cmと薄かった。

　遺物は出土しなかった。

北区の水田

　Ⅸ区北区で検出された水田区画は、全部で６面である。

水田が検出された発掘区は狭く、いずれも全形をとらえ

ることはできなかったが、方格地割で区画されていた。

　アゼはほとんど高さ１～３cmが残存しているのみで、

水路および明確な水口は検出されなかった。本水田面へ

の給水源は地形や傾斜を考慮すると北西方向にあるもの

と推定される。

　水田面はやや凹凸があるが平坦で、耕作土は夾雑物の

少ない黒色粘質土あるいは暗灰色粘質土であった。遺物

は出土しなかった。
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Ⅸ区Ⅰ区北壁A-A′ 
１．耕土
２．黒褐色土　土地改良土
３．黄褐色土　As-A混洪水砂

含む。
４．暗褐色土　As-B混。
５．As-B一次堆積層
６．黒色土　As-B下土。（畦

が２本残る）
７．暗灰色土  

Ⅸ区Ⅳ区北壁B-B′
１．現耕土
２．As-A混　薄い。
３．As-A混　濃い。（As-B下黒色

土を掘り込んでいる）
４．土地改良土
５．黄褐土　As-B混薄い。洪水砂

含む。
６．暗褐色土　As-B混やや濃い。
７．灰褐色土　As-B混濃い。
８．As-B一次堆積層
９．黒色土　As-B下。



第99図　Ⅸ区遺構外の出土遺物(中世)第98図　Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下水田ピット列
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（２）ピット列（第98図　PL.47）

　Ⅸ区浅間Ｂテフラ直下面で検出されたピット列は１条

である。長径0.35～0.5ｍ、短径0.25～0.5ｍ、深さ0.01

～0.11ｍほどの不整円形あるいは不整楕円形のピット

が、15ｍの間に22基検出された。平均6.81ｍの間隔であ

る。列は一直線ではなく、緩やかなＳ字カーブを描いて

いた。西側にはこれに沿うような位置に2.5～3.0ｍほど

の間隔をもって馬蹄痕の帯状の集中が検出されている。

　断ち割った土層を観察すると、表面の黒色粘土も凹み土

層の湾曲が観察されたことから、上位から踏み込まれたも

のと考えられる。ピット凹地内には浅間Ｂテフラが落ち込

んでおり、全体を覆っていた。当初は浅間Ｂテフラ降下よ

り新しい可能性もあったことから、写真図版はPL.47に中

近世の遺構として編集したが、踏み込んだ層位は、上層を

覆った浅間Ｂテフラの乱れを確認できなかったことから、

テフラ直下面と判断した。遺物は出土しなかった。

　１号ピット列の周囲では、浅間Ｂテフラ直下面で水田

が見つかっている。アゼの残存状況は不良であったが、

水田面には無数の馬蹄痕跡と推定される凹凸がアゼを無

視した状態で残されていた。１号ピット列の西側には、

特にこの馬蹄痕跡が筋状に密集した部分が検出され、入

り組んだ歩行状況を示唆している(第100図)。１号ピッ

ト列はこの馬歩行痕跡の東側に並行している。１号ピッ

ト列は馬の歩行にかかわる何らかの痕跡の可能性がある

が、詳細は調査で明らかにできなかった。

（２）遺構外の出土遺物（第99図　遺物観察表P.450）

　Ⅸ区調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で第11表

のように多くの遺物を出土した。近世の遺物と同層位で

出土しているが、ここでは明らかに中世といえる遺物２

点を掲載した。１・２は中世の在地系土器片口鉢と内耳

鍋である。
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Ⅸ区ピット列A-A′
１．黒色粘土　白色軽石をわずか

に含む。固くしまっている。

１

２



第７表　上新田中道東遺跡　中世面水田区画一覧表

区 層位 アゼ ⅣＡ層 区画№ 平面形 面積(㎡ ) 長軸(ｍ) 短軸(ｍ) 水口 平面図
Ⅰ 浅間Ｂテフラ直下 有 6 長方形 136.90 20.50 7.25 110

7 長方形 * 18.65 11.50 
8 長方形 * 22.20 11.20 
12 長方形 43.70 8.40 5.60 

Ⅱ 浅間Ｂテフラ直下 有 3 長方形 46.80 9.95 4.80 109
4 長方形 157.75 16.20 9.85 

浅間Ｂテフラ混土下 疑似 不明 （全形がわかる区画無し） 107
Ⅲ 浅間Ｂテフラ直下 有 14 不整長方形 183.48 27.80 7.65 106
Ⅳ 浅間Ｂテフラ混土下 疑似 無し 8 長方形 59.40 10.35 5.32 105

15 長方形 23.20 5.30 4.38 東辺
16 細長台形 65.40 16.60 4.45 南東隅
17 長方形 117.80 23.10 5.00 
18 長方形 122.00 24.35 5.00 
19 長方形 125.00 23.60 5.42 南辺
20 長方形 154.00 26.70 5.80 
25 不整長方形 23.20 7.80 3.00 南辺

Ⅴ 浅間Ｂテフラ混土下 疑似 無し 5 隅丸方形 7.10 3.50 2.25 西辺 104
7 帯状 27.40 15.40 2.15 南西隅
8 台形 69.35 14.10 4.65 
9 台形 76.05 11.85 6.40 
10 台形 99.25 14.50 10.20 
17 帯状 56.50 29.80 2.30 南西隅
18 三角形 311.10 33.00 14.70 
19 長方形 305.80 39.30 6.50 
20 三角形 41.50 16.00 4.25 

Ⅵ 浅間Ｂテフラ混土下 疑似 無し （全形がわかる区画無し） 103
Ⅶ 浅間Ｂテフラ直下 有 14 長方形 125.60 12.00 10.35 102

17 長方形 73.30 11.55 6.60 
18 長方形 83.75 12.65 6.75 
19 長方形 9.50 6.85 1.30 
20 長方形 75.80 10.55 7.85 
22 長方形 74.20 12.85 6.00 
23 長方形 10.22 12.95 5.70 
24 正方形か 76.00 8.95 8.60 
25 長方形 31.30 9.20 3.80 
26 長方形 72.50 12.15 5.85 
38 長方形 106.20 12.20 9.20 南西隅
39 長方形 61.10 12.25 4.80 

Ⅷ 浅間Ｂテフラ直下 有 7 長方形 1120.43 12.94 10.36 101
8 長方形 64.40 11.72 5.60 
9 長方形 85.56 11.82 7.00 
10 長方形 81.34 12.36 5.80 

Ⅸ 浅間Ｂテフラ直下 有 3 不整長方形 60.42 12.30 5.34 100
5 長方形 68.80 13.10 6.88 
16 長方形 81.39 12.25 6.82 
19 正方形か * 9.00 7.12 
21 長方形 73.25 13.60 5.58 
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第100図　上新田中道東遺跡　Ⅸ区　中世③浅間Ｂ直下面全体図
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第101図　上新田中道東遺跡　Ⅷ区　中世③浅間Ｂ直下面全体図
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第８表　上新田中道東遺跡　検出遺構数一覧
（３）古代洪水層関連の遺構
微高地

Ⅰ区 Ⅱ区 Ⅲ区
竪穴住居 8
竪穴遺構 4
井戸 3
土坑 8
ピット 15

Ⅰ区 Ⅱ区 Ⅲ区
溝 6 3 8
牛蹄跡 ○ ○

①ⅣＢ層下位

②Ⅵ層上面

③Ⅵ層上面やや下位

④Ⅵ層下面

Ⅰ区 Ⅱ区 Ⅲ区
溝 2 1
牛蹄跡 ○ ○
耕作痕 ○ ○
疑似畦畔 ○ ○ ○

Ⅰ区 Ⅱ区 Ⅲ区
畠 1

Ⅰ区 Ⅱ区 Ⅲ区
土坑 4
溝 3
畠 1

１．概要　

　上新田中道東遺跡では、Ⅰ区からⅢ区西半部で古代９

世紀後半～末とみられる洪水層とそれに関連する層位で

遺構を検出した。洪水層の一次堆積層は発掘区内の一部

や溝の中でみられるにとどまったが、それが土壌化した

とみられる土層の中位で水田の疑似畦畔や畠畝間溝列が

検出された。

　この洪水堆積物層は、東側に接する斉田中耕地遺跡Ⅱ

～Ⅳ区にも及んでいる。斉田中耕地遺跡では洪水層の一

次堆積層が残っており、洪水層に直接埋没した水田面が

第５面として調査報告されている（文献83)。

　上新田中道東遺跡では、ⅣＢ層下位および洪水層直下、

Ⅵ層上面、Ⅵ層上面やや下位、Ⅵ層下面の、４つの層位

で遺構を確認し調査した。本報告では、①ⅣＢ層を掘り

下げる途中で牛蹄跡とみられる小穴が確認できはじめる

面とⅣＢ層下面で検出された洪水層一次堆積物で埋まっ

た溝、②Ⅵ層上面で疑似畦畔および鋤跡と推定される耕

作痕跡が検出された面、③Ⅵ層を掘り下げる途中で畠が

検出された面、④Ⅵ層を掘り下げた面で検出された遺構

のうち、砂質土やシルトで埋まっていた遺構の４つに整

理して報告した。検出された遺構は、第８表の通りであ

る。

　①はⅢ区東部からⅡ区細部にかけて検出された。（第

146図）Ⅲ区東部では洪水堆積物が比較的良好に残存して

いたことから、北区や中央区では洪水堆積物に直接埋

まった面を検出することができた。Ⅲ区28号溝は洪水堆

積物で埋まっており、中央区では洪水層に埋まったアゼ

を検出している。Ⅲ区中央区で検出された住居や竪穴遺

構、井戸は微高地上にあるため、直接洪水層との層位的

関係は認められなかったが、出土遺物が９世紀中頃から

後半代であることから、同層位の遺構として編集した。

Ⅱ区ではⅣＣ層の堆積は明確でなく、ⅣＢ層を掘り下げ

ていく段階で、底面に洪水砂を堆積させる14号・15号・

16号溝や牛蹄跡を検出した。

　②はⅢ区東端からⅡ区・Ⅰ区にわたり、ほぼ全域で、

疑似畦畔による水田区画が検出された。（第147～149図）

基本的には方格地割である。アゼの位置はⅠ・Ⅱ区とも

に上層の浅間Ｂテフラ直下水田とは微妙なずれがある

が、重なる部分もある。このことについては第９章で詳

述する。区画内には筋状の耕作痕がみられた。

　③はⅠ区の西南端で検出された畠の畝間溝跡である。

耕作面は残っていない。Ⅰ区南区では②の疑似畦畔は検

出されなかったが、Ⅱ区では重複しており、疑似畦畔を

調査後、Ⅵ層を掘り下げて１号畠を検出した。

　④もⅠ区西端で検出された遺構である。２号溝も疑似

畦畔と重複しており、疑似畦畔を調査後、Ⅵ層を掘り下

げて検出した。52号・53号溝や22号～25号土坑は下位の

Ⅷ層上面で遺構確認されたが、埋没土の特徴から古代の

遺構と考えたい。

　以上のように、古代洪水層に関連する層位で、耕作痕

跡と考えられる遺構を重層的に検出した。この調査に

よって古代から中世にかけての土地利用の変化等が明ら

かになり、重要な問題を提起した調査となった。

第５章　古代洪水層関連の遺構と遺物　

１．概要
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２．Ⅰ区の遺構と遺物 

（１）溝

　Ⅰ区で４条の溝が検出された。これらの中には各調査

区で異なる年度に調査されたために、同一の溝であって

も別の遺構番号が付されたものがある。これについては、

報告時に番号の統合と付け替えを行った。その作業の結

果については、溝の位置や規模とともにP.442の表にま

とめた。以下各溝の調査所見を記載する。なお、溝の平

面図は個別図を作成せず、1/300の各区全体図でこれに

変えた。埋没土層断面図は個々に掲載した。

Ⅰ区27号溝（第150図　PL.75)

　27号溝は、Ⅰ区南区の西端で検出された。南側に掘り

残し部を隔てて28号溝と連続する。１号畠の西側を区画

するような位置にある。埋没土も共通することから、両

溝とも１号畠と同時期と推定される。北端は発掘区域外

になる。重複は無かった。

　走向はＮ-８°-Ｅ、上幅は0.88～1.50ｍ、深さは0.17

ｍ、調査長は6.60ｍである。断面形はボール状で、底面

には凹凸があった。底面の標高は南端が0.10ｍ高かった。

溝内は灰色シルトで埋まっていた。埋没土中から陶器破

片１点が出土したが、混入である。

　遺構確認面と埋没土の特徴から、Ⅰ区27号溝の時期は

古代と考えらえる。

　

Ⅰ区28号溝（第150図　PL.75)

　28号溝は、Ⅰ区南区の西端で検出された。北側に掘り

残し部を隔てて27号溝と連続する。27号溝と同様に１号

畠の西側を区画するような位置にある。埋没土も共通す

ることから、両溝とも１号畠と同時期と推定される。北

端は発掘区域外になる。重複は無かった。

　走向はＮ-10°-Ｗ、上幅は0.50～2.00ｍ、深さは0.15

ｍ、調査長は4.00ｍである。断面形はボール状で、底面

には凹凸があった。底面の標高は南端が0.05ｍ高かった。

溝内は灰色シルトで埋まっていた。遺物は出土しなかっ

た。

　遺構確認面と埋没土の特徴から、Ⅰ区28号溝の時期は

古代と考えらえる。

Ⅰ区32号溝（第111･149図　PL.75）

　32号溝は、Ⅰ区北区の西端、１号堀の西側で検出され

た。西端は調査区域外となる。東側は１号堀に壊されて

おり、１号堀の東側では延長部は検出されなかった。中

央部は近世以降の29号溝に壊されている。

　走向はＮ-37°-Ｗ、上幅は0.64～0.98ｍ、深さは0.15

ｍ、調査長は5.80ｍである。断面形は不整形な箱形で、

底面の凹凸が著しい。溝内は灰褐色砂層や灰色シルトで

埋まっていた。

　遺物は出土しなかった。溝はⅡ区・Ⅲ区で検出された

９世紀後半と推定される洪水堆積物と同じ堆積物で埋

まっていると推定される。したがってⅠ区32号溝の時期

は古代と考えられる。１号堀の東側で検出された、水田

の疑似畦畔との層位的関連はつかめなかった。

Ⅰ区33号溝（第111･149図　PL.75）

　33号溝は、Ⅰ区北区の西端、１号堀の西側で検出され

た。32号溝の北側にあたる。西端は調査区域外となる。

東側は１号堀に壊されており、１号堀の東側では延長部

は検出されなかった。中央部は近世以降の29号溝に上端

は壊されていたが、底面はかろうじて残存していた。

　走向はＮ-63° -Ｗ、上幅は2.10～2.69ｍ、深さは0.33ｍ、

調査長は4.80ｍである。断面形は不整形な箱形で、底面

の凹凸が著しい。溝内は黄灰色シルトで埋まっていた。

　埋没土中から土師器甕破片２点が出土した。本溝もⅡ

区・Ⅲ区で検出された９世紀後半と推定される洪水堆積

物と同じ堆積物で埋まっていると推定される。したがっ

てⅠ区33号溝の時期は古代と考えられる。１号堀の東側

で検出された、水田の疑似畦畔との層位的関連はつかめ

なった。

Ⅰ区36号溝（第112･151･268図　PL.110）

　36号溝は、Ⅰ区北区の西部から中央区西端にかけて検

出された。北区北端で37号・38号溝と重複する。新旧関

係は37号溝より古いが、38号溝との関係は不明である。

北端および南端は発掘区域外になる。中央区の南端部に

は東縁に49号溝が重複する。新旧関係は不明である。

　走向は北区でＮ-17°-Ｅ、中央区でＮ-10°-Ｅ、上幅

は北区で0.90～1.30ｍ、中央区で0.90～1.38ｍ、深さは

北区で0.20ｍ、中央区で0.24ｍ、調査長は北区で12.8ｍ、

第５章　古代洪水層関連の遺構と遺物
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中央区で11.0ｍ、総延長は29.9ｍである。断面形は浅い

箱形で底面にはやや凹凸があった。底面の標高は北端が

0.02ｍ高かった。

　溝内は北区では黒褐色粘土と砂層塊の混土で、南区で

は浅間Ｃ軽石を含む黒褐色砂質土塊を含む暗灰褐色土で

埋まっていた。いずれも砂層が介在していることから水

流があったと推定される。北区の埋没土中から土師器壺

破片１点、高坏破片１点、坏破片４点、甕破片28点、Ｓ

字甕破片12点が出土した。

　Ⅰ区36号溝は、49号溝とともに北区の調査時には後

述する古墳時代前期の溝群とともに検出・調査したため、

平面図は古代～古墳時代遺構面（第268図）に掲載した。

埋没土中からの出土遺物は古墳時代前期の土器が多かっ

たが、古墳時代終末から古代初期の土師器坏破片が含ま

れていたことから、溝の時期は古代と考えられる。

　中央区の調査では、上層との関連から２号畠と同じ層

位で検出されたため、平面図は古代③Ⅵ層下面で記録し

た（第151図）。報告書では中央区36号・49号溝の平面図

を古代～古墳時代遺構面（第268図）にも併載し、全体像

を把握できるようにした。中央区では出土遺物はなかっ

たが、上位からの土層関係を重視し、古代の溝としてお

きたい。

Ⅰ区49号溝(第112･268図　PL.110）

　49号溝は、Ⅰ区中央区の西端で、36号溝の南端に重複

して検出された。新旧関係は不明である。南北方向の溝

であるが、南端で西に屈曲し、発掘区域外に伸びる。

　走向はＮ-10°-Ｗ、上幅は0.94～1.90ｍ、深さは0.10

ｍ、調査長は9.65ｍである。断面形は浅いボール状で底

面には凹凸が著しい。底面の標高は南端が0.07ｍ高かっ

た。溝内は灰褐色砂層で埋まっていた。水流があったと

推定される。遺物は出土しなかった。

　Ⅰ区49号溝は、埋没土から、古代の溝と考えらえる。

用水路あるいは不定形であることから表流水が流れた痕

跡等の可能性が考えられる。

Ⅰ区52号溝（第111･151図　PL.76）

　52号溝は、Ⅰ区中央区の西端、２号畠の北西隅で検出

された。西端は36号溝と重複する。層位的には52号溝が

新しいが、詳細はとらえられなかった。東端は浅くなり

見えなくなる。

　走向はＮ-78°-Ｗ、上幅は0.29～0.32ｍ、深さは0.06

ｍ、調査長は1.73ｍである。断面形は浅いボール状で、

底面は平坦である。溝内は黄白色砂を混じる灰褐色土で

埋まっていた。遺物は出土しなかった。後述する水田の

疑似畦畔や２号畠との層位的関連はつかめなったが、埋

没土の特徴から古代の遺構と考えたい。

Ⅰ区53号溝（第111･151図　PL.76）

　53号溝は、Ⅰ区中央区の西端、２号畠の西側で検出さ

れた。西端は49号溝と重複する。層位的には53号溝が新

しいが、詳細はとらえられなかった。北端は浅くなり見

えなくなる。

　走向はＮ-22°-Ｅ、上幅は0.18～0.26ｍ、深さは0.06

ｍ、調査長は1.98ｍである。断面形は浅いＵ字形で、底

面は平坦である。溝内は黄白色砂を混じる灰褐色土で埋

まっていた。遺物は出土しなかった。後述する水田の疑

似畦畔や２号畠との層位的関連はつかめなったが、埋没

土の特徴から古代の遺構と考えたい。

（２）牛蹄跡（第111･149図　PL.76）

　Ⅰ区西端で北区・中央区北半で多数の牛蹄跡を検出し

た。これはⅥ層上面で水田の疑似畦畔を検出するために

ⅣＢ層を掘り下げていく際にみつかった。牛蹄の形をし

た小穴に、ⅣＡ層とみられる洪水砂が充填されたもので

ある。

　これらの蹄跡の確認面は一様ではなく、厚さ0.5ｍほ

どのⅣＢ層からⅤ層にかけての全体にわたる。これは埋

めている洪水層の違い、踏み込み面の違い、踏み込みの

深さの違い等によると推定される。Ⅲ区東端南北両壁の

土層断面には、２～３層の複数の洪水層が部分的に記載

されている。Ⅲ区28号溝を埋めた洪水層とその下位にⅤ

層を間層として堆積する洪水層である。Ⅰ区牛蹄跡内の

洪水堆積物がそのうちのどれにあたるかは判断できない

状態であった。また、それが一次堆積で洪水層直下の蹄

痕跡なのか、二次堆積の洪水層で埋まった洪水層上から

踏みこまれた蹄跡なのかの判断は旧地表面が残っていな

いので困難であった。特に上新田中道東遺跡では洪水一

次堆積層（ⅣC層）は残っていないので、それとの比較検証

もできなかった。ここではこれらの峻別をすることはで
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Ⅰ
区
１
号
大
ア
ゼ
A-
A′
・
B-
B′
 

 
１
．
灰
色
シ
ル
ト
　
Ⅴ
Ａ
層
主
体
と
み
ら
れ
る
土
層
。

２
．
暗
灰
色
シ
ル
ト
　
Ⅴ
Ｂ
層
・
Ⅵ
層
相
当
の
塊
主
体
で
、
わ
ず
か
に
Ⅴ
A・
Ⅳ
B層
相
当
の
小
塊
を
含
む
。

３
．
暗
灰
色
シ
ル
ト
　
Ⅳ
・
Ⅴ
層
相
当
の
塊
主
体
で
、
軽
石
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
。

４
．
暗
灰
色
シ
ル
ト
　
Ⅴ
・
Ⅵ
層
相
当
の
塊
主
体
で
、
鉄
分
の
塊
を
少
量
含
む
。
軽
石
は
微
量
。

５
．
赤
褐
色
土
　
４
層
に
近
い
が
、
鉄
分
の
塊
を
多
量
に
含
む
。

６
．
暗
灰
色
シ
ル
ト
　
Ⅴ
・
Ⅵ
層
相
当
の
塊
主
体
。
軽
石
は
極
微
量
含
む
。

７
．
灰
色
シ
ル
ト
　
Ⅴ
・
Ⅵ
層
相
当
の
層
。

８
．
暗
褐
色
土
　
As
-C
・
FA
混
の
黒
色
土
主
体
で
、
わ
ず
か
に
Ⅳ
・
Ⅴ
層
相
当
の
小
塊
を
含
む
。

９
．
灰
色
シ
ル
ト
　
鉄
分
を
含
む
砂
層
塊
と
Ⅳ
～
Ⅵ
層
相
当
の
小
塊
の
混
土
。

10
．
暗
褐
色
土
　
８
層
に
近
い
土
層
。（
塊
状
に
入
る
）

11
．
暗
灰
色
土
　
Ⅴ
・
Ⅵ
層
相
当
の
土
主
体
で
、
As
-C
混
黒
色
土
を
多
く
含
む
。

12
．
黒
褐
色
土
　
As
-C
・
FA
混
の
黒
色
土
主
体
の
層
。

13
．
暗
灰
色
土
　
As
-C
・
FA
混
の
黒
色
土
塊
と
Ⅴ
・
Ⅵ
層
相
当
塊
の
混
土
。

14
．
暗
灰
色
土
　
Ⅴ
・
Ⅵ
層
相
当
の
塊
と
鉄
分
を
多
く
含
む
砂
層
塊
の
混
土
。

Ⅴ
～
Ⅵ
．
黒
灰
色
シ
ル
ト
質
土
～
黒
褐
色
粘
質
土

Ⅰ
区
北
壁
C-
C′

Ⅰ
．
表
土

ⅠB
～
ⅡA
．
灰
褐
色
土
～
黄
灰
色
シ
ル
ト
　
表
土

ⅡB
．
黒
灰
色
土
～
灰
色
シ
ル
ト

ⅢA
．
灰
褐
色
砂
質
土
　
As
-B
を
含
む
。

ⅢB
．
黒
褐
色
砂
質
土
　
As
-B
を
多
く
含
む
。

Ⅴ
．
黒
灰
色
シ
ル
ト
質
土

Ⅵ
．
黒
褐
色
粘
質
土

Ⅷ
・
Ⅸ
．
灰
色
～
灰
黄
色
粘
質
土
　
黄
色
風
化
軽
石
を
多
く
含
む
。

１
．
As
-B
混
土
　

２
．
灰
褐
色
シ
ル
ト
　（
１
号
堀
埋
没
土
）

３
．
灰
褐
色
シ
ル
ト
　
砂
が
下
層
に
多
い
。（
１
号
堀
埋
没
土
）

４
．
褐
色
土
　
As
-B
混
土
塊
を
含
む
。（
１
号
溝
埋
没
土
）

５
．
灰
褐
色
シ
ル
ト
　
砂
粒
を
多
量
に
含
む
。（
１
号
溝
埋
没
土
）

６
．
灰
色
砂
　（
１
号
溝
埋
没
土
）

７
．
灰
色
砂
　
Ⅹ
層
塊
と
粗
粒
砂
が
互
層
。（
１
号
溝
埋
没
土
）

８
．
暗
褐
色
粘
質
土
　
Ⅵ
層
に
近
い
土
層
。（
大
ア
ゼ
）

９
．
暗
褐
色
土
　
As
-C
下
黒
褐
色
粘
質
土
と
灰
色
シ
ル
ト
の
混
土
。（
大
ア
ゼ
）

10
．
灰
褐
色
シ
ル
ト（
大
ア
ゼ
）

11
．
灰
色
シ
ル
ト
　
Ⅹ
層
小
塊
を
含
む
。（
大
ア
ゼ
）

12
．
暗
灰
色
シ
ル
ト（
大
ア
ゼ
）

13
．
褐
色
砂
　
鉄
分
多
く
含
む
。（
40
号
溝
埋
没
土
）

14
．
褐
色
砂
　
Ⅷ
層
・
Ⅸ
層
小
塊
を
少
量
含
む
。
鉄
分
多
く
含
む
。（
40
号
溝
埋
没
土
）

15
．
黒
色
粘
質
土
　
As
-C
下
黒
色
粘
質
土
と
Ⅸ
・
Ⅹ
層
塊
の
混
土
。（
40
号
溝
埋
没
土
）

16
．
暗
灰
色
粘
質
土
　
砂
と
15
層
相
当
土
の
混
土
。（
40
号
溝
埋
没
土
）

17
．
黒
色
粘
質
土
　
15
層
に
近
似
。（
40
号
溝
埋
没
土
）

18
．
黒
色
粘
質
土
　
Ⅹ
層
塊
を
多
量
に
含
む
。（
40
号
溝
埋
没
土
）

19
．
黒
色
粘
質
土
　
As
-C
下
黒
色
粘
質
土
と
Ⅷ
・
Ⅸ
層
小
塊
の
混
土
。

20
．
黒
色
粘
質
土
　
As
-C
下
黒
色
粘
質
土
と
As
-Y
P塊
の
混
土
。（
43
～
45
号
溝
埋
没
土
）

21
．
黒
色
粘
質
土
　
14
層
に
近
い
が
鉄
分
が
少
な
い
。（
36
～
38
号
溝
埋
没
土
）

22
．
褐
色
砂
　
Ⅷ
層
・
Ⅸ
層
小
塊
を
少
量
含
む
。
鉄
分
多
く
含
む
。（
36
～
38
号
溝
埋
没
土
）

23
．
黒
色
粘
質
土
　
As
-C
下
黒
色
粘
質
土
と
Ⅸ
・
Ⅹ
層
塊
の
混
土
。（
36
～
38
号
溝
埋
没
土
）

24
．
黒
色
粘
質
土
　
15
層
に
近
似
。（
36
～
38
号
溝
埋
没
土
）

25
．
黒
色
粘
質
土
　
Ⅹ
層
塊
を
多
量
に
含
む
。（
36
～
38
号
溝
埋
没
土
）

Ⅰ
区
36
号
・
49
号
溝

１
．
灰
褐
色
土
　
砂
層
。
細
砂
粒
主
体
だ
が
、
や
や

粗
い
砂
が
入
る
。
白
褐
粘
質
土
塊
少
々
含
む
。

（
49
号
溝
埋
没
土
）

２
．
暗
灰
褐
色
土
　
砂
層
。
や
や
粗
い
砂
か
ら
な
る
。

（
49
号
溝
埋
没
土
）

３
．
灰
褐
色
土
　
砂
層
。
や
や
粗
砂
主
体
。
白
褐
粘

質
土
塊
や
や
多
く
含
む
。（
49
号
溝
埋
没
土
）

４
．
暗
灰
褐
色
土
　
砂
層
。
As
-C
混
黒
褐
砂
質
土
塊

や
や
多
く
含
む
。
や
や
粗
い
砂
か
ら
な
る
。
白

褐
粘
質
土
塊
少
量
含
む
。（
36
号
溝
埋
没
土
）

Ⅰ
区
１
号
大
ア
ゼ

Ⅰ
区
１
号
大
畦



きなかったが、検出された遺構は洪水前後のある一定期

間内に踏み込まれた蹄跡の総体と考えておきたい。

　最も牛蹄跡が密集していたのは中央区西端南壁寄り

（91－Ｋ～Ｌ－４・５グリッド）の大アゼ東側周辺である。

中央区も西端に偏在していた。それぞれの牛蹄跡の分布

は規格的でなく、歩行痕跡等を示唆する検出状況ではな

かった。

　本遺構は９世紀後半前後の本地域で牛による畜耕が行

われていた可能性を示唆する資料であろう。

（３）水田

Ⅰ区Ⅵ層上面水田痕跡（第112･149図　PL.77）

　牛蹄跡が検出されたⅣＢ層および下位のⅤ層を掘り下

げていく過程で、Ⅰ区の北区西半部でアゼの痕跡を、中

央区のほぼ全域でアゼ状の高まりを検出した。いずれも

Ⅵ層上面で認識できる疑似畦畔である。直接洪水層に覆

われた埋没水田ではないが、洪水層が土壌化したⅣＢお

よびⅤ層の下位で検出されることから、調査で確認され

た水田区画は本来の水田の区画を反映しており、洪水層

前後のある時期の水田区画を示していると考えられる。

中央区では疑似畦畔を高まりとして調査したが、これは

本来の畦畔そのものではない。疑似畦畔の高さや図に示

した周辺の等高線は本来の水田面のデータとは異なって

いる。1/300遺構図では確認面の上場のみ図示した。南

区では水田区画は検出されなかった。

　Ⅰ区北区では疑似畦畔の上端を土壌の色の違いで確認

することができた。全形を把握できた水田区画はない

が、ほぼ南北方向の疑似畦畔７条、東西方向の疑似畦畔

１条が検出された。やや不規則で小規模な区画になって

いるが、方格地割を意識しているものと推定される。疑

似畦畔はアゼが「固定的であったために保存された」も

のであるので、方格地割が固定的に行われたことを示し

ている。一部に区画の幅が一定でなく、狭くなっている

のは、複数年にわたる耕起作業の間にアゼの位置が微妙

に変化したことがあったことを示していると推定され

る。

　北区西端の１号堀東縁には幅の広いアゼ状の高まりが

１条検出されている。西端は１号溝に切られているが、

残存した範囲では幅2.7ｍ、高さ0.03～0.12ｍ、方向は

Ｎ-11°-Ｅである。層位的には疑似畦畔と近いと思われ

るが、北壁土層断面Ｃ－Ｃ′では本大アゼと疑似畦畔を

検出したⅥ層上面との関係は厳密にはとらえられなかっ

た。時期は概ね疑似畦畔と同時期と考えておきたい。

　Ⅰ区中央区ではほぼ全域で疑似畦畔を検出した。ここ

でも全形を把握できた水田面はない。疑似畦畔はほぼ直

線であるが、東部では湾曲するものや斜行する部分も

あった。特に南北方向の疑似畦畔は直線的であるが、東

西方向の疑似畦畔は湾曲・斜行する傾向がある。西側の

やや微高地になっている部分でも疑似畦畔が検出され

た。中央から東半部では南北に長い水田区画であるのに

対して、西部の微高地では東西方向に長い区画になって

いた。

　Ⅰ区のⅥ層上面で検出された疑似畦畔が示す本来の水

田の時期を決めるのは困難である。上層に浅間Ｂテフラ

があることから、1108(天仁元)年より古いことは明らか

である。重複して上層から同層位で検出される蹄跡には

洪水層が堆積しており、その踏み込みは洪水直前あるい

はそれ以降の可能性がある。また、Ⅲ区では洪水層が３枚

あり、出土遺物から９世紀後半とわかる洪水層は最も新

しいものであることから、それ以前の洪水層で埋まった

蹄跡もある可能性があり、本来の水田面はさらにそれよ

り古い可能性がある。

　今回検出されたⅥ層上面の疑似畦畔は、前述した牛蹄

痕と同様に、９世紀後半の洪水前後のある一定期間内に

開田され、継続して耕作された水田区画を示すと考えて

おきたい。

　Ⅵ層上面で確認できた水田区画に伴う状況で出土した

遺物はなかった。耕土内からは土師器甕破片３点、坏破

片５点が出土したが、遺構外の出土遺物として第11表に

まとめた。下位の古墳時代の遺物が混入して出土したと

推定される。

（４）畠

　Ⅰ区では、③Ⅵ層を掘り下げている段階で、南区と中

央区の２か所で畠跡が検出された。

　南区では発掘区西端に東西方向の畝間溝群３列が、Ⅴ

層およびⅥ層を掘り下げている段階で検出された。中央

区では南西隅で、南区の畠の北側延長と考えられる東西

方向の畝間溝群が検出された。これらを１号畠と呼ぶ。

　一方、その東から北側にかけて東西方向の畝間溝列が
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前述した疑似畦畔の下層、Ⅵ層を掘り下げている段階で

検出された。これを２号畠と呼ぶ。

　いずれも耕作面は削平されており、畝間溝下半が残っ

たものである。不定型な溝あるいはピット状に畝間溝底

面が検出された地点もあった。１号畠・２号畠の直接の

重複関係は確認できなかったが、遺構検出の層位からは、

若干２号畠が古いと推定される。両畠ともに３時期の畝

間溝と畝の重なりを観察することができた。一定期間耕

作が継続された畠跡と推定されるが、作物についての調

査所見は両畠とも得られなかった。

Ⅰ区１号畠（第113・114図　PL.78・79）

　１号畠は、Ⅰ区南区西部から中央区西部にかけて東西

約17ｍ、南北24ｍの広範囲にわたって検出された。当初

16年度に調査した南区で検出されたが、20年度に調査し

た中央区で、同層位・同方向の畝間溝群が隣接部分に検

出されたことから、これも１号畠に含めて図化・報告し

た。畝間溝を埋めていたのは、南区では白色軽石を含む

暗灰色粘質土、黒色粘土、暗褐色土で、含まれている白

色軽石は浅間Ｃ軽石と推定される。また中央区では、畝

間溝は灰褐色砂、灰褐色土塊を含む灰褐色砂、褐色シル

トを含む灰褐色粘質土で埋まっていた。

　畝間溝は、方向の違いで３単位が見いだせる。北側

の一群はＮ－５°－Ｅ、南西の一群はＮ－90°－Ｅ、南

東の一群はＮ－52°－Ｅであった。畝間溝の幅は0.15～

0.65ｍ、深さは0.1～0.18ｍでまちまちであったが、畝

間溝の間隔は溝の芯々間で0.7～0.8ｍでほぼ一定であっ

た。長さは最も長く検出されたもので2.90ｍ、ピット状

の落ち込みが残っていただけのところもあった。畝間溝

の底面が断続的に検出されたのであろう。

　畠の土層断面を３層の畝と畝間溝の重なりが看取でき

る。平面図を図化したのは最下層の畝間溝で、浅間Ｃ軽

石を含む黒色土塊を含むやや黒い黒灰色土で埋まってい

た。上位の２層の畝間溝は、疑似畦畔のあったⅤ層・Ⅵ

層に対応する暗灰色土で埋まっていたと記載がある。１

号畠は疑似畦畔と重複はなく原水田との関係も不明であ

るが、畦畔の方向と畝間溝の方向が一致していることや、

層位からも疑似畦畔の原水田と同時にあった可能性も考

えられる。

　埋没土中から土師器壺破片３点、高坏破片１点、坏破

片10点、甕破片142点、Ｓ字甕破片７点が出土した。耕

作所作のなかで混入した遺物と考えられる。１号畠は古

墳時代前期～古代のいずれかの時期に水田域の一部が畠

作耕地として利用されたと考えておきたい。

Ⅰ区２号畠（第115図　PL.79･80）

　２号畠は、Ⅰ区中央区西部で東西約7.5ｍ、南北21ｍ

の範囲にわたって検出された。前述したⅥ層上面水田痕

跡の疑似畦畔が検出された面を掘り下げていく過程で、

灰色シルト質土が帯状に落ち込む畝間溝列が検出され

た。疑似畦畔のあった位置に重複して検出された畝間溝

もあった。２号畠の遺構確認面はやや下位であるが、疑

似畦畔の原水田との関係は不明と言わざるを得ない。

　畝間溝の下位の土層断面を観察したところ、３層の畝

と畝間溝の重なりが看取できた。１面目の畠は平面的に検

出することができなかった。２面目の畠は南半分に偏って

残っていた。畝間溝の輪郭を図化記録した。３面目の畠は

北半分で偏っており、不定型な小ピットの集合として検出

された。また、これらの３層の重なりを検出した地点の南

側に６条の畝間溝痕跡を検出した。これらは位置的には１

号畠と重複する位置にあるが、１号畠より0.15cm下位で検

出されており、走向もずれることから、１号畠の痕跡とす

るよりは、北側の２号畠のいずれかの面と考えている。

　詳細な断面観察から各面の畝間溝の規模を記載すると

下記の通りである。

　１面目の畝間溝は断面のみの確認であるが、幅0.14～

0.20ｍ、深さは0.06ｍほどで、洪水堆積物とみられる灰

白色シルト質土で埋まっていた。畝間溝の間隔は溝の

芯々間で0.42～0.54ｍであった。

　２面目の畝間溝の幅は0.32～0.60ｍ、深さは0.1～0.18

ｍで規模にばらつきがある。溝内は洪水堆積物とみられ

る黄色細砂と灰褐色シルト質土で埋まっていた。平面形

にも凹凸があり、全体形状は不定形であるが、並行した

畝間溝が掘られている。長さは最も長く検出されたもの

で3.40ｍ、畝間溝の間隔は溝の芯々間で0.7～0.8ｍでほ

ぼ一定であった。

　３面目の畝間溝は北部にのみ残存しており、上位面と

は異なって、列状のやや意識した小ピットが多数検出さ

れた。２号畠畝間溝の最基部に残る耕作痕跡と推定され

るが、どのような所作によるものかは確定できなかった。

２．Ⅰ区の遺構と遺物 
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これらの小ピットを埋めていたのは褐色シルトを層状に

挟む灰褐色粘質土であり、洪水砂層の上から何らかの農

具で耕起した痕跡と推定される。

　埋没土中から土師器坏破片９点、甕破片18点、Ｓ字甕

８点が出土した。いずれも畠耕作に伴う所作の間に混入

した遺物と考えられる。耕作面は失われているが、土層

断面からは古墳時代前期～古代のいずれかの時期に畠作

耕地として利用されたと推定される。

（５）土坑（第116図　PL.81）

　Ⅰ区北区・南区では、土坑は検出されなかった。

　中央区では④Ⅵ層下面で、４基の土坑が検出された。

これらはほぼ同時期と考えられる畠の西側に集中してい

た。畠や水田疑似畦畔との層位的関係は厳密にはつかめ

なかったが、埋没土の類似性などから近い時期の遺構と

推定される。それぞれの土坑の位置や規模は、P.432の

表にまとめた。以下各遺構の調査所見を記載する。

　22号土坑は円形の土坑で、断面は浅い皿状である。下

層は褐灰色粘土と白色粘土の混土で、上層は褐灰色粘土

で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　23号土坑は不整楕円形の土坑で、断面は浅い皿状であ

る。白色粒子・白色粘土を含む灰褐色粘土で埋まってい

た。遺物は出土しなかった。

　24号土坑は不整円形の土坑で、断面は浅いボール状で

ある。下層は褐色砂、上層は褐灰色シルト質土で埋まっ

ていた。遺物は出土しなかった。

　25号土坑は不整円形の土坑で、断面は浅い皿状である。

下層は褐色砂・白色粘土粒を含む灰褐色粘土で、上層は

白色粘土粒を含む灰褐色粘質土で埋まっていた。遺物は

出土しなかった。

（６）ピット（第116図）

　Ⅰ区古代面で検出したピットは、中央区で検出された

５号ピット、１基である。ピットの位置や規模は、P.436

の表に記載した。以下ピットの調査所見を記載する。

ａ．中央区のピット

　中央区では５号ピットが調査区ほぼ中央で検出された

（第149図）。灰褐色シルト質土で埋まっていた。遺物は

出土しなかった。
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Ⅰ区22号土坑A-A′
１．褐灰色粘土　白色粒子

１％含む。
２．褐灰色粘土と白色粘土

の混土

Ⅰ区23号土坑A-A′
１．灰褐色粘土　白色粒５％含む。

黒褐色土小塊５％含む。
２．灰褐色粘土　白色粘土大塊20％

含む。

Ⅰ区24号土坑A-A′
１．褐灰色シルト質土　砂１％含む。
２．褐灰色シルト質土と褐色砂（層状）の混土
３．褐色砂　洪水砂。

Ⅰ区25号土坑A-A′
１．灰褐色粘土　白色粘土小塊５％含む。
２．灰褐色粘土　白色粘土小塊20％含む。

＋褐色砂10％含む。

Ⅰ区５号ピットA-A′  
１．灰褐色土　シルト質土。酸化鉄の擬集がやや見られる。
　　やや細かい砂粒がやや多く入る。３面水田耕作土に似る。
２．暗灰褐色土　シルト質土。
３．灰褐色土　シルト質土。暗灰褐色シルト塊が少量入る。

Ⅰ区 22号土坑 Ⅰ区 23号土坑

Ⅰ区 24号土坑

Ⅰ区 25号土坑

Ⅰ区５号ピット



第117図　Ⅰ区遺構外の出土遺物(古代)
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（７）遺構外の出土遺物

　　　（第117図　PL.212　遺物観察表P.451･453･468）

　Ⅰ区調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で11表の

ように多くの遺物を出土した。ここでは、洪水層関連遺

構の遺構確認時に出土した須恵器椀（第117図１）、土師器

坏（２・３）、須恵器椀（４・５）、須恵器瓶（６）、鉄製鎌（７）、

土錘（８）を掲載した。土器はいずれもⅢ区で検出された

９世紀後半の住居と同じ時期のものである。鉄製鎌は遺

構確認時に検出されたもので、確実な時期は不明と言わ

ざるを得ない。

　

３．Ⅱ区の遺構と遺物

（１）溝

　Ⅱ区で５条の溝が検出された。①ⅣＢ層上面で14～16

号溝、②Ⅵ層上面で17号・19号溝が検出された。これら

の中には各調査区で異なる年度に調査されたために、同

一の溝であっても別の遺構番号が付されたものがある。

これについては、報告時に番号の統合と付け替えを行っ

た。その作業の結果については、それぞれの溝の位置や

規模とともにP.442の表にまとめた。以下各溝の調査所

見を記載する。なお、溝の平面図は個別図を作成せず、

1/300の各区全体図でこれに変えた。埋没土層断面図は

個々に掲載した。

Ⅱ区14号溝（第146図　PL.82）

　14号溝は、Ⅱ区南区の南西端で検出された。東縁のみ

の検出で、西縁は発掘区域外となる。重複は無かった。

　走向はＮ-５°-Ｗ、上幅は1.00m以上、深さは0.42ｍ、

調査長は8.10ｍである。断面形は箱形で、底面は平坦で

あった。底面の標高は南端が0.01ｍ高かった。埋没土は

不明である。遺物は出土しなかった。

　Ⅱ区14号溝の時期は、遺構確認面から古代の溝と考え

らえる。　

Ⅱ区15号溝（第146図　PL.82）

　15号溝は、Ⅱ区南区の北西部で検出された。南西隅の

みの検出で、東縁は攪乱で壊されていた。浅いボール状

の断面形であったことから、溝としたが、詳細は不明で

ある。重複は無かった。

　走向はＮ-８°-Ｗ、上幅は1.10m以上、深さは0.13ｍ、

調査長は3.12ｍである。断面形はＵ字形で、底面は平坦

であった。底面の標高は北端が0.08ｍ高かった。埋没土

は不明である。遺物は出土しなかった。

　Ⅱ区15号溝の時期は、遺構確認面から古代の溝と考え

らえる。

Ⅱ区16号溝（第146図）

　16号溝は、Ⅱ区北区の西端で検出された。緩やかに屈

曲する。北西端は発掘区域外となり、南端は立ち上がる。

重複は無かった。
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　走向はＮ-18°-Ｗ、上幅は0.24～0.50ｍ、深さは0.03

ｍ、調査長は14.0ｍである。断面形はＵ字形で、底面は

平坦であった。底面の標高は北端が0.05ｍ高かった。埋

没土は不明である。遺物は出土しなかった。

　Ⅱ区16号溝の時期は、遺構確認面から古代の溝と考え

らえる。

Ⅱ区17号溝（第118･148図　PL.82・83）

　17号溝は、Ⅱ区東半部北区から南部北東隅にかけて検

出されたほぼ直線の溝である。浅間Ｂテフラ直下の２号

溝の下位で検出された。調査時には南区北東端は北区17

号溝と同一の溝との確証がなかったことから、18号溝と

記録したが、22年度の中央区の調査で両溝をつなぐ位置

で溝が検出されたことから、同一溝と確認した。北西端

および南東端ともに発掘区域外となる。Ⅰ区西端では１

号堀が掘られていることもあって、17号溝の延長部を確

認することはできなかった。

　中央区で24号溝と重複するが新旧関係は17号溝が新し

い。また、後述する疑似畦畔と重複するが、北壁土層断

面で、本溝は疑似畦畔確認面あるいはより上位から掘り

込まれていると観察できる。疑似畦畔を残した本来の水

田面は残っていないが、17号溝はその水田の用水路とし

て掘られた溝であろう。

　走向はＮ-41～42°-Ｗ、上幅は0.44～1.14ｍ、深さは

0.09～0.23ｍ、調査長は北区・中央区・南区の間の未調

査部分を合わせて63.00ｍである。断面形は箱形あるい

はＵ字形で、底面は平坦であった。底面の標高は北端が

0.06ｍ高かった。遺物は出土しなかった。

　溝内は灰褐色の砂・シルト質土で埋まっていた。遺物

は出土しなかった。

　Ⅱ区17号溝の時期は、遺構確認面および埋没土の特徴

から古墳時代から古代の溝と考えらえる。浅間Ｂテフラ

直下の溝が上位にある溝は、このⅡ区17号溝のほかにⅢ

区28号溝がある。Ⅲ区28号溝も本溝と同様にシルトや砂

で埋まっており、洪水被災の溝であるが、出土遺物から

９世紀後半の溝と考えられる。この両者の洪水層が同時

のものであるかどうかは確定できないが、層位の共通性

から両溝が近い時期のものである可能性は高い。本溝の

時期も９世紀後半前後と推定される。

Ⅱ区19号溝（第118･148図　PL.83）

　19号溝は、Ⅱ区北区の北東隅で検出された。南西縁の

みの検出で、東縁は発掘区域外となる。重複は無かった。

　走向はＮ-45°-Ｗ、上幅は1.60m以上、深さは0.84ｍ、

調査長は2.04ｍである。断面形はＵ字形で、底面は平坦

であった。溝内は灰色シルト・砂で埋まっていた。遺物

は出土しなかった。

　Ⅱ区19号溝の時期は、遺構確認面および埋没土の特徴

から、古墳時代から古代の溝と考えらえる。17号溝と走向

や埋没土が共通する。また、層位・走向からⅠ区の古代

②Ⅵ層上面で検出された33号溝と連続する可能性がある。

（２）牛蹄跡（第148図　PL.84）

　Ⅱ区西部の北区・中央区・南区で、①ⅣＢ層およびⅤ

層を掘り下げていく段階で牛蹄跡を検出した。牛蹄の形

をした小穴に、ⅣＡ層とみられる洪水砂が充填したもの

である。

　これらの蹄跡の確認面は一様ではなく、厚さ0.2ｍほ

どのⅣＢ層あるいはⅤ層中の全体にわたる。このような

蹄痕跡の累積は、埋めている洪水層の違い、踏み込み面

の違い、踏み込みの深さの違い等が重なった結果による

と推定される。Ⅲ区東端南北両壁の土層断面には、２～

３層の複数の洪水層が部分的に記載されている。Ⅲ区28

号溝を埋めた洪水層とその下位にⅤ層を間層として堆積

する洪水層である。Ⅱ区の牛蹄跡内に入り込んだ洪水堆

積物がそのうちのどれにあたるかは判断できない状態で

あった。また、それが一次堆積で洪水層直下の蹄痕跡な

のか、二次堆積の洪水層で埋まった洪水層上から踏みこ

まれた蹄跡なのかの判断も旧地表面が残っていないので

困難であった。特に上新田中道東遺跡では洪水一次堆積

層は残っていないので、それとの比較検証もできなかっ

た。ここではこれらの峻別をすることはできなかったが、

古代①・②面で検出された牛蹄跡は、洪水前後のある一

定期間内に踏み込まれた蹄跡の総体と考えておきたい。

　本遺構は少なくとも９世紀後半の本地域で、牛による

畜耕が行われていた可能性を示す資料となろう。
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第118図　Ⅱ区古代洪水層関連の溝土層断面
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Ⅱ区調査区東北壁B-B′・F-F′  
１．暗褐色土　表土。攪乱As-A混。
２．灰褐色土　砂質土。As-B軽石を少量含む。この上面が０面。（ⅢA層）
３．灰褐色土　砂質土。As-B軽石をやや多く含む。この上面が0.5面。
　　（ⅢA層）
４．暗褐色土　砂質土。As-B軽石を多量に含む。（ⅢＢ層）
５．As-B　北壁A‒A′では５層が薄い。南よりさらに西はやや厚い。
　　この上面が0.75面。
６．暗褐色土　砂質土。木の根か。As-B軽石やや多く含む。
７．黒褐色土　粘質土。As-B下水田面。やや色調が褐色で黒味がうすい。
　　（ⅣA層）
８．灰褐色土　粘質土。黄褐色砂層が少量入る。耕土化しているか。17号

溝西脇は畦かもしれないが分層困難。（ⅣB層）

９．灰褐色土　シルト質土。８層とほぼ同じだが、やや暗い色調３面水田よ
り上方の水田。畦の一部か。（ⅣB層）

10．灰褐色土　シルト質土。８層より暗い色調。やや粘性弱まる。
11．灰褐色土　シルト質土。細かい砂粒やや多い。（17号溝埋没土）
12．灰褐色土　砂層。細かい砂粒からなる。下層は粗い砂。（17号溝埋没土）
13．灰褐色土　砂層。灰褐シルト塊が多く入る。（17号溝埋没土）
14．暗灰褐色土　シルト質土。3面疑似畦畔の一部。砂質土に近い。
15．暗灰褐色土　シルト質土。3面疑似畦畔水田面。（Ⅵ層）
16．黒褐色土　粘質土。（ⅦB層）
17．灰褐色土　粘質土。（Ⅷ層）
18．灰褐色土　砂層。
19．灰黄褐色土　粘質土。黄色風化軽石。酸化擬集が入る。（Ⅸ層）
20．As-YP

Ⅱ区17号溝A-A′
１．表土
２．灰白色シルト
３．暗褐色土　As-B粒、非常に多く含む。
４．As-B一次堆積層。
５．黒色粘土
６．黒灰色シルト質土　ⅤB層。
７．灰白色粘土　黒色土小塊少量含む。
８．暗褐色粘土　やや明るい色調。Ⅵ層。
９．黒色粘土層　As-Cを混じる。

Ⅱ区17号溝C-C′
１．灰褐色土　シルト質土。細かい

砂粒がやや多く入る。
２．灰褐色土　砂層。細かい砂粒か

らなる。
３．灰褐色土　砂多い。灰褐粘土塊

少量・酸化鉄擬集が少量入る。
４．灰褐色土　砂多い。灰褐粘土塊

が少量入る。

Ⅱ区17号溝D-D′
１．黒褐色土　粘質土。As-B下水田面。この付近は厚みがある。（ⅣA層）
２．灰褐色土　シルト質土。細かい砂粒がやや多く入る。（17号溝埋没土）
３．灰褐色土　砂層。細かい砂粒からなる。（17号溝埋没土）
４．灰褐色土　砂層。灰褐粘土塊が少量入る。（17号溝埋没土）
５．灰褐色土　シルト質土。７・８層に似る。３面水田より新しい水田面畦と考えられる。17号溝に伴う面としては調査できず。
６．暗灰褐色土　シルト質土。３面水田畦の一部。
７．灰褐色土　粘質土。洪水起源かもしれないが耕作土化している。（ⅣB層）
８．灰褐色土　シルト質土。７層に似るがやや暗い。（ⅣB層）
９．暗灰褐色土　シルト質土。３面水田耕作土の一部か。17号溝東側に多いが、西側ではあまり見られない。３面水田確認面。
10．黒灰褐色土　シルト質土。３面水田。床土がほぼ調査区全面に見られる。３面水田確認面。
11．黒褐色土　粘質土。As-C黒相当だが、As-C軽石なし。（ⅦB層か）
12．灰褐色土　粘質土。As-C黒相当だが、As-C軽石なし。（ⅦＢ層か）
13．灰褐色土　粘質土。（Ⅷ層）

Ⅱ区17号溝E-E′
１．表土
２．黒褐色土　As-Bを混じる。
３．黒色土　As-Bを混じる。
４．黒色粘質土　As-B下水田耕土。
５．灰白色粘質土　（Ⅳ層相当）
６．灰白色砂質土　Ⅳ層と砂粒の混土。
７．黒色粘質土　As-Cを混じる。
８．灰白色粘質土

Ⅱ区19号溝 A-A′
１．灰色シルト　鉄分を多く含む。
２．灰色シルト　砂を部分的に含む。
３．灰色シルト　砂（粗粒・細粒）を層状に含む。
４．砂層　粗粒の砂層。

Ⅱ区17号溝

Ⅱ区19号溝



（３）水田

Ⅱ区Ⅵ層上面水田痕跡（第119･148図　PL.84･85･86）

　牛蹄跡が検出されたⅣB層および下位のⅤ層を掘り下げ

ていく過程で、Ⅱ区の北区・南区、中央区のほぼ全域で

アゼ状の高まりを検出した。いずれもⅥ層上面で認識で

きる疑似畦畔である。直接洪水層に覆われた埋没水田で

はないが、洪水層が土壌化したⅣB層およびⅤ層の下面で

検出されることから、調査で確認された水田区画は本来

の水田の区画を反映しており、洪水層前後のある時期の

水田区画を示していると考えられる。

　中央区では疑似畦畔を高まりとして調査したが、これ

は本来の畦畔そのものではない。疑似畦畔の高さや図に

示した周辺の等高線は本来の水田のものとは異なってい

る。1/300遺構図では確認面の上場のみ図示した。南区

では水田区画は検出されなかった。

　Ⅱ区北区では疑似畦畔の上端を土壌の色の違いで確認

することができた。全形を把握できた水田区画はないが、

ほぼ南北方向の疑似畦畔３条が検出された。アゼの間隔

は芯々間で３～3.5ｍで、東西方向のアゼは検出されな

かったが、方格地割を意識しているものと推定される。

疑似畦畔はアゼが「固定的であったために保存された」も

のであるので、方格地割が固定的に行われたことを示し

ている。疑似畦畔の上幅は0.5～0.8ｍ、方向はＮ－１°－

ＥからＮ－２°－Ｗの間である。北区の１～３区画は一様

に南北方向に長い。北区東半部は薄くⅤ層を剥がしてい

く調査を２ラインまで実施したが、疑似畦畔を検出でき

なかったので、２ライン以東はⅤ層を剥がしていく作業

を割愛した。東半部ではⅤ層相当の８層より上面から掘

り込んでいる17号溝(第118図)が検出されたのみである。

　Ⅱ区中央区では、Ⅴ層を剥がしていく作業をやや深く

して、ほぼ全域で疑似畦畔を検出した。水田区画は全部

で44区画を検出したが、全形を把握できた水田区画は10

･12･13･15･16･22･23･24･25･26･27･30･31･32の14区画で

ある。疑似畦畔はほぼ直線で方格地割を意識していると

思われるが、内部には斜行するアゼもあり、10･12･30･31･

32区画のように小さく区切られたところもあった。疑似

畦畔の上幅は0.35～0.7ｍ、方格地割の南北方向のアゼの

方向はほぼＮ－０°－Ｅを左右する位置にある。中央区で

も17号溝の延長を検出したが、Ⅴ層にあたる10層上面に

アゼを盛り上げており、疑似畦畔より上層に17号溝の機

能面があることが明瞭である。17号溝は疑似畦畔の原水

田の方格地割に斜行する走向の溝であるが、水田に伴う

用排水路として機能していたと考えられる。

　Ⅱ区南区は北区と同様に南北方向の疑似畦畔が４条検

出された。アゼの間隔は芯々間で４ｍあるいは３ｍで、

東西方向のアゼは検出されなかった。疑似畦畔の上幅は

0.5～0.8ｍ、方向はＮ－１°－ＥからＮ－２°－Ｗの間であ

る。南区の42～44区画も北区と同様に南北方向に長い。

遺憾ながら中央区南端の対応する疑似畦畔とはやや走向

にずれを生じていた。

　南区でもⅤ層を剥がしていく調査を20ラインまで実施

したが、疑似畦畔を検出できなかったので、20ライン以

東の作業を割愛した。

　また、疑似畦畔検出面各区画内で、アゼ方向に平行す

る耕作痕跡を検出した。アゼがみつかった地点ではほぼ

全域の区画内で同様の耕作痕がみつかった。特に南区の

42・43区画では顕著に確認された。幅0.15～0.30ｍ、深

さ0.04～0.1ｍの筋状の耕作痕で、黒色土小塊を含む灰

褐色シルト質粘土・灰白色シルトで埋まっていた。疑似

畦畔が示す原水田の水田面から掘り込まれた耕作による

痕跡と考えられる。耕作痕の断面形状からは犂あるいは

鋤の痕跡と考えられる。古代①ⅣB層上面で検出した牛蹄

跡も同作業の痕跡とすれば犂の可能性が高いし、両者の

痕跡が混在している可能性もある。

　Ⅱ区のⅣB層中とⅥ層上面で検出された牛蹄跡と疑似畦

畔はⅢ区東端およびⅠ区で検出されたものと一連の遺構

である。これらの痕跡を下層に残した際の作業面である

本来の水田の時期を決めるのは困難である。上層に浅間

Ｂテフラがあることから、1108（天仁元）年より古いこと

は明らかである。重複して上層から同層位で検出される

蹄跡には洪水層が堆積しており、その踏み込みは洪水直

前あるいはそれ以降の可能性がある。また、Ⅲ区では洪

水層が３枚あり、出土遺物から９世紀後半とわかる洪水

層は最も新しいものであることから、それ以前の洪水層

で埋まった蹄跡もある可能性があり、本来の水田面はさ

らにそれより古い可能性がある。

　今回検出された古代②Ⅵ層上面疑似畦畔は、前述した

牛蹄痕と同様に、９世紀後半の洪水前後のある一定期間

内に開田され、継続して耕作された水田区画を示すと考

えておきたい。

第５章　古代洪水層関連の遺構と遺物
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Ⅱ
区
耕
作
痕
A-
A′

１
．
灰
白
色
シ
ル
ト
質
粘
土
　
黒
色
土
小
塊
を
少
量
含
む
。

２
．
黒
褐
色
粘
質
土

３
．
黒
色
土
　
As
-C
を
混
じ
る
。

Ⅱ
区
水
田
G-
G′

１
．
黄
灰
褐
色
土
　
砂
層
。
粗
い
砂
粒
。
や
や
粗
い
砂
水
か
ら
な
る
。
？
？
？
？
？

２
．
灰
褐
色
土
　
砂
質
土
。
白
褐
色
粒
少
量
含
む
。
洪
水
層
起
源
で
撹
拌
さ
れ
た
か
。

３
．
灰
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
土
。
水
田
耕
土
。
黄
灰
褐
色
砂
粒
・
や
や
粗
い
砂
粒
や
や
多
い
。

４
．
灰
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
土
。
水
田
耕
土
。
３
層
に
似
る
。

５
．
暗
灰
褐
色
土
　
水
田
の
床
土
に
近
い
か
。

６
．
灰
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
土
。
黒
灰
褐
色
シ
ル
ト
塊
や
や
多
く
含
む
。

７
．
黒
灰
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
土
。
下
面
の
擬
似
畦
畔
か
？

Ⅱ
区
水
田
E-
E′
 

 
As
-B
よ
り
上
層
は
0.
5面
ア
ゼ
C-
C′
を
参
考
に
す
る
こ
と
。

１
．
灰
褐
色
土
　
As
-B
混
土
層
。
0.
5面
ア
ゼ
で
撹
拌
さ
れ
て
い
る
が
ほ
ぼ
純
層
に
近
い
。

２
．
As
-B
軽
石

３
．
黒
褐
色
土
　
粘
質
土
。
As
-B
下
水
田
面
。
(Ⅳ
A層
）

４
．
灰
褐
色
土
　
粘
質
土
。
洪
水
層
起
源
だ
が
耕
作
土
化
し
て
い
る
。
(Ⅳ
B層
）

５
．
灰
褐
色
土
　
粘
質
土
。
４
層
に
近
い
が
暗
い
。
擬
似
畦
畔
。

６
．
灰
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
土
。
水
田
耕
作
土
化
し
て
い
る
。
４
層
よ
り
や
や
暗
い
。

７
．
暗
灰
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
土
。
３
面
水
田
耕
作
土
の
一
部
か
。
３
面
水
田
面
。

８
．
黒
褐
色
土
　
粘
質
土
。（
Ⅶ
B層
）

９
．
灰
褐
色
土
　
粘
質
土
。（
Ⅷ
層
）

Ⅱ
区
水
田
耕
作
痕
D-
D′

１
．
灰
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
土
。
上
面
か
ら
の
耕
作
に
よ
る
痕
跡
。
上
層
か
ら
灰
褐
粘
質
土（
Ⅳ
Ｂ
層
）

を
撹
拌
し
た
か
。
３
面
水
田
耕
作
で
な
く
そ
の
上
層
の
水
田
に
伴
う
か
。

２
．
灰
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
土
。
１
層
に
似
る
が
や
や
色
調
が
暗
く
、３
面
水
田
耕
作
土
に
近
い
土
質
。

３
．
灰
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
土
。
３
面
水
田
耕
作
土
の
一
部
。

４
．
黒
灰
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
土
。
３
面
水
田
床
土
か
。

５
．
黒
褐
色
土
　
粘
質
土
。
Ⅷ
B
層
か
。

　
　
耕
作
痕
は
底
面
が
平
ら
に
近
い
も
の
が
多
い
。
馬
鍬
系
で
な
く
唐
ス
キ
か
。

Ⅱ
区
足
跡
F-
F′

１
．
黄
灰
褐
色
土
　
砂
層
。
粗
い
砂
粒
。
や
や
多
い
砂
粒
か
ら
な
る
。

２
．
灰
褐
色
土
　
砂
質
土
。
白
褐
色
粒
少
量
含
む
。
洪
水
層
起
源
で
撹
拌
さ
れ
た
か
。

３
．
灰
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
土
。
水
田
耕
土
。

４
．
暗
灰
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
土
。
水
田
耕
土
or
床
土
。

５
．
暗
灰
褐
色
土
　
シ
ル
ト
質
土
。
根
の
後
か
。

Ⅱ
区
水
田
B-
B'

１
．
暗
褐
色
土

２
．
暗
褐
色
土
　
１
層
よ
り
や
や
明
る
い
色
調
。

３
．
暗
褐
色
土
　
白
色
シ
ル
ト
塊
を
多
く
含
む
。

４
．
灰
白
色
シ
ル
ト
質
粘
土
層
。
黒
色
土
小
塊
を
少
量
含
む
。

５
．
黒
褐
色
粘
質
土

６
．
黒
色
土
　
As
-C
を
混
じ
る
。



第120図　Ⅱ区遺構外の出土遺物(古代)
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（４）遺構外の出土遺物

　　　（第120図　PL.212　遺物観察表P.453）

　Ⅱ区調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で第11表

のように多くの遺物を出土した。なかには下位の層位か

らの混入遺物も含まれていたが、ここでは、古代洪水層

関連の水田痕跡や耕作痕の遺構確認作業時に出土した土

師器坏（第120図５）・須恵器蓋（１）、椀（２・３）、長頸

壺（４）を掲載した。いずれも、Ⅲ区で検出された住居群

と同じ時期の遺物である。Ⅱ区では遺構は検出されな

かったが、周辺に同時期の集落が広がる可能性を示して

いる。

４．Ⅲ区の遺構と遺物 

（１）竪穴住居

Ⅲ区１号住居

（第121図　PL.87・88・212　遺物観察表P.453）

位置　Ⅲ区55－１－Ⅰ－18・19Ｇ　　　

形状　隅丸長方形　　　　　　　　　重複　なし

規模　長軸3.51ｍ　短軸2.72ｍ　残存壁高0.13ｍ

長軸方位　Ｎ－83°－Ｗ

埋没土　上層は白色軽石・暗褐色土・炭化物粒を含む暗

褐色土、　下層は白色軽石・炭化物粒を少量含む暗褐色

土で埋まっていた。

竈　東壁中央やや南寄りに竈が構築されていた。確認長

0.66ｍ、燃焼部幅0.39ｍ。袖の残存長は向かって右側が

0.18ｍ、左側が0.20ｍ。燃焼面で0.43ｍ、掘り方面で0.50

ｍの住居外に張り出す掘り込みがある。その幅は0.41ｍ

である。残存した竈の袖は低く小規模である。焼土の面

的な残存も認められなかった。竈からは出土遺物はな

かった。

柱穴　床面で柱穴は検出されなかった。掘り方面で竈前

および住居中央、北壁沿いに不定型な小ピットを検出し

たが、北東隅で検出されたＰ３は主柱穴の可能性がある。

その規模（長径×短径×深さ）は、0.28×0.24×0.17ｍで

ある。

周溝　周溝は検出されなかった。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。　

床面　平坦である。

掘り方　竈前および住居中央、北壁沿いに不定型な小

ピットを検出したが、いずれも浅い。厚さ２cmほどの粘

性のあるにぶい褐色土で充填されていた。

遺物出土状況　竈の周辺に遺物が出土したが、いずれも

床面から浮いた状態であった。土師器坏（第121図３）は

主柱穴Ｐ３の北西隅底面直上で、土師器甕（６）、須恵器

坏（１）は竈左脇床面直上で、須恵器坏（２）は南東隅床面

直上で出土した。埋没土中から、土師器坏（４・５）の他、

土師器坏・甕破片301点、須恵器坏・椀破片10点が出土

した。また、Ｓ字甕につくりの似た異形土器が出土した

が混入であるので遺構外出土遺物（第192図37）として図

示した。

所見　出土遺物から９世紀中葉の遺構と考えられる。

第５章　古代洪水層関連の遺構と遺物
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第121図　Ⅲ区１号住居と出土遺物
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Ⅲ区１号住居A-A′・B-B′   
１．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。直径10mm以下の赤褐色塊少量、直径２mm以下の炭化物少量含む。 
２．灰色塊　粘性ややあり。しまり弱い。カマドの灰が堆積した塊。 
３．褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。直径10mm以下の赤褐色塊少量、直径２mm以下の炭化物少量含む。カマド燃焼部か？ 
４．褐色土　３層に順するが直径５mm以下の赤褐色塊微量含む。 
５．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。 
６．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。直径10mm以下の暗灰色塊がしみ状に見られる。 
７．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。中央付近に長直径11cmの暗灰褐色土塊を含む。直径７mm以下の茶褐色土塊を少量含む。

直径５mm以下の炭化物を極少量含む。直径１mm以下の白色軽石を少量含む。 
８．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。直径５mm以下の炭化物を極少量含む。直径１mm以下の灰白色軽石粒を少量含む。 
９．にぶい褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。掘り方。 

１ ２

３

６

４ ５



Ⅲ区２号住居

（第122図　PL.88･89･213　遺物観察表P.453･454）

位置　Ⅲ区55－１－Ｈ－19・20Ｇ　形状　不整方形　　

重複　１号土坑・38号溝に先行する。

規模　長軸3.67ｍ　短軸3.23ｍ　残存壁高0.08ｍ

長軸方位　Ｎ－74°－Ｗ

埋没土　上層は茶褐色土・白色軽石を含む暗褐色土、下

層は茶褐色土粒・白色軽石を少量含む黒褐色土で埋まっ

ていた。

竈　東壁中央やや南寄りに竈が構築されていた。確認長

0.50ｍ、燃焼部幅0.66ｍ。袖は残存していなかった。燃

焼面で0.45ｍ住居外に張り出す掘り込みがある。その幅

は0.41ｍである。燃焼部は灰白色粘土が貼付されてつく

られていた。焼土化は顕著でない。燃焼部左半部燃焼面

直上で土師器甕（第122図８）が出土した。

柱穴　床面で柱穴は検出されなかった。掘り方面で不定

型な小ピットを検出したが、その位置から柱穴とするこ

とはできない。

周溝　周溝は検出されなかった。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

床面　平坦で、中央部は硬化していた。

掘り方　北西隅や北半部に掘り込みや不定型な小ピット

を検出したが、いずれも浅い。掘り方は厚さ10cmほどの

粘性のある黒褐色土で充填されていた。中央部やや南西

に検出された不整楕円形の掘り込みは、茶褐色土粒・炭

化物粒・白色軽石を含む黒褐色土で埋まっており、床下

土坑と推定された。

遺物出土状況　中央部に少量の土師器・須恵器破片が出

土した。周辺部の遺物はやや床面から浮いている。須恵

器椀（第122図３）、須恵器坏（第122図６）、土師器甕（第

122図９）は北西部床面直上で、須恵器坏（第122図４）は

中央部床面上３cmで、須恵器椀（第122図２・５）は南西

部床面直上で出土した。須恵器瓶（第122図10）や皿（第

122図１）は後出する38号溝に落ち込むような状態で出土

した。埋没土中から須恵器坏（第122図７）、土師器坩、

坏や甕の破片560点、須恵器坏・椀、甕破片85点、国産

焼締陶器破片２点が出土した。また土師器Ｓ字甕が出土

したが混入であるので、遺構外出土遺物（第192図40）と

して図示した。

所見　出土遺物から９世紀後半の遺構と考えられる。

Ⅲ区３号住居

（第123図　PL.89･90･213　遺物観察表P.451･454･468）

位置　Ⅲ区55－１－Ｈ－18Ｇ　形状　不整方形　　　　

重複　調査時は４号～６号住居より新しいとみたが、出

土遺物の検討から５号・６号住居より古く、重複関係か

ら４号・８号住居より新しいとしたい。

規模　長軸3.16ｍ　短軸2.70ｍ　残存壁高0.10ｍ

長軸方位　Ｎ－74°－Ｗ

埋没土　茶褐色土・炭化物粒・白色軽石を含む暗褐色土

で埋まっていた。

竈　東壁中央やや南寄りに竈が構築されていた。確認長

0.77ｍ、燃焼部幅0.34ｍ。袖の残存長は向かって右側が

0.26ｍ、左側が0.30ｍ。燃焼面で0.30ｍ住居外に張り出

す掘り込みがある。その幅は0.37ｍである。燃焼部周辺

や壁外の掘り込み内には、焼土塊や灰白粘土塊が顕著に

みられた。潰れた竈の構築土塊と推定される。燃焼面上

４cmで土製品土錘（第123図９）が出土した。

柱穴　床面で柱穴は検出されなかった。掘り方面で不定

型な小ピットを検出したが、その位置から柱穴とするこ

とはできない。

周溝　周溝は検出されなかった。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

床面　平坦で、竈前から中央部は硬化していた。

掘り方　貼床下面で南西隅や北半部に掘り込みや不定型

な小ピットを検出したが、いずれも浅い。掘り方に充填

された土は薄かった。

遺物出土状況　竈前から中央部にかけて、床面に近い遺

物が散在していた。住居中央やや北寄りの床面直上で鉄

製釘（第123図７）が出土した。また、土師器甕（４）は竈

燃焼部焚口部で出土した。土師器甕（６）は北東部、須恵

器坏（１）は竈左脇床面直上で出土した。埋没土中から、

土製品土錘（８）、灰釉陶器椀（５）、土師器坏（２・３）、

土師器坏・甕破片514点、須恵器坏・椀、甕破片138点が

出土した。

所見　出土遺物から９世紀中葉の遺構と考えられる。

第５章　古代洪水層関連の遺構と遺物
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第122図　Ⅲ区２号住居と出土遺物
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Ⅲ区２号住居A-A′・B-B′  
１．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。直径５mm以下の赤褐色

土粒微量含む。
２．暗褐色土と灰色土の混土　粘性ややあり。しまりややあり。暗褐色

土中にカマドの灰が塊で入り込んでいる状態。直径５mm以下の赤褐
色土粒少量・直径５mm以下の炭化物微量含む。

３．暗褐色土　粘性あり。しまりややあり。
４．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。
５．暗灰色塊　粘性あり。しまりあり。
６．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。
７．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。直径５mm以下の茶褐色

土粒少量・直径２mm以下の灰白色軽石粒少量含む。

８．黒褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。直径３mm以下の茶褐色
土粒極微量・直径２mm以下の灰白色軽石粒極微量含む。

９．黒褐色土　粘性あり。しまりあり。直径２mm以下の灰白色軽石粒極
微量含む。

10．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。
11．黒褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。直径５mm以下の茶褐色

土粒微量・直径２mm以下の炭化物極微量・直径２mm以下の灰白色軽
石粒極微量含む。床下土坑の覆土。

12．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。全体に灰色味を帯る。
直径２mm以下の灰白色軽石粒少量含む。

１

５

２ ３

７６

４

８

９ 10



第123図　Ⅲ区３号住居と出土遺物
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Ⅲ区３号住居A-A′・B-B′  
１．暗褐色土と暗灰褐色土の混土　粘性ややあり。しまりややあり。直径５mm以下の赤褐色土粒を少量含む。
２．暗褐色土と暗灰褐色土の混土　１層に類する。直径３mm以下の赤褐色土粒を極少量含む。
３．暗褐色土と暗灰褐色土の混土　１・２層に類する。長直径90mm以下の赤褐色土塊を含む。
４．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。
５．暗灰色塊　直径15mm以下の暗褐色土塊がしみ状に散見される。下層部では直径５mm以下の赤褐色粒もみられる。
６．にぶい褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。直径80mm以下の赤褐色土塊を含む。
７．灰色土　粘性弱し。しまり弱し。
８．黒褐色土　粘性あり。しまりあり。
９．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。直径４mm以下の茶褐色土粒を少量・直径３mm以下の炭化物極少量・

直径２mm以下の灰白色軽石粒を少量含む。
10．暗褐色土　１層に類するがしまりあり。

１ ２

７

８
９

５

６

３

４



第124図　Ⅲ区４号住居と出土遺物
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Ⅲ区４号住居（第124図　PL.90・91　遺物観察表P.454）

位置　Ⅲ区55－１－Ｈ－19・20Ｇ　　　

形状　隅丸長方形

重複　３号住居より古い。また、調査時には５号・６号

住居より新しいとしたが、出土遺物の検討から５号・６

号住居より古いと考えたい。８号住居との新旧関係は不

明である。

規模　長軸3.54ｍ　短軸3.31ｍ　残存壁高0.05ｍ

長軸方位　Ｎ－71°－Ｗ

埋没土　粘性のある暗褐色土で埋まっていた。

竈　東壁中央やや南寄りに竈が構築されていた。確認長

0.50ｍ、燃焼部幅0.66ｍ。袖は残存していなかった。使

用面で0.45ｍ住居外に張り出す掘り込みがある。その幅

は0.41ｍである。竈からは出土遺物はなかった。

柱穴　床面で柱穴は検出されなかった。掘り方面で不定

型な小ピットを検出したが、その位置から柱穴とするこ

とはできない。

周溝　周溝は検出されなかった。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

床面　平坦である。

掘り方　北西隅や北半部に掘り込みや不定型な小ピット

を検出したが、いずれも浅い。掘り方は厚さ10cmほどの

粘性のある黒褐色土で充填されていた。中央部やや南西

に検出された不整楕円形の掘り込みは、茶褐色土粒・炭

化物粒・白色軽石を含む黒褐色土で埋まっており、床下

土坑と推定された。

遺物出土状況　床面に近い遺物は出土しなかった。埋没

土中から、土師器台付甕（第124図１）、土師器坏・甕破

片111点、須恵器坏・蓋破片19点が出土した。

所見　出土遺物が少なく時期の確定は困難であるが、３

号住居・５号住居との重複関係も加味すると、９世紀中

葉の遺構と考えられる。

Ⅲ区５号住居

（第125図　PL.91・92・213　遺物観察表P.454）

位置　Ⅲ区55－１－Ｈ－19・20Ｇ　形状　隅丸長方形

重複　６号・８号住居より新しい。調査時は３号・４号

住居より古いとみていたが、出土遺物の検討から３号・

４号住居より新しいと考えたい。

規模　長軸3.13ｍ　短軸2.32ｍ　残存壁高0.02ｍ

４．Ⅲ区の遺構と遺物
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Ⅲ区４号住居A-A′・B-B′
１．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。
２．暗褐色土　粘性あり。しまりやや強し。掘り方。 １



第125図　Ⅲ区５号住居と出土遺物
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Ⅲ区５号住居A-A′・B-B′  
１．暗褐色土と淡黄褐色土の混土　粘性あり。しまりあり。直径５mm以下の赤褐色土粒を極微量含む。
２．淡黄褐色粘質土　直径５mm以下の赤褐色粒を極微量含む。黒褐色土塊を散見される。
３．赤褐色土　粘性あり。しまりあり。燃焼土層。
４．暗灰色土　粘性あり。しまりあり。直径５mm以下の炭化物微量含む。
５．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。
６．赤褐色土と淡黄褐色土の混土　カマド壁に焼土が入り込んでいるものと思われる。
７．暗褐色土　１層に類するがしまりが強い。掘り方。
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６



第126図　Ⅲ区６号住居と出土遺物
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長軸方位　Ｎ－74°－Ｗ

埋没土　粘性のある暗褐色土で埋まっていた。

竈　東壁ほぼ中央に竈が構築されていた。確認長0.95ｍ、

燃焼部幅0.63ｍ。袖は0.70ｍほど内側に張り出す焼土化

した粘土が残存していた。燃焼面で0.50ｍほど住居外に

張り出す掘り込みがある。竈からは土師器甕破片（第125

図６）が燃焼面直上で出土した。

柱穴　床面で柱穴は検出されなかった。掘り方面で不定

型な小ピットを検出したが、その位置は北東部に偏って

おり、柱穴とすることはできない。

周溝　周溝は検出されなかった。

貯蔵穴　南東隅に貯蔵穴が検出された。長軸0.74ｍ、短

軸0.57ｍの不整隅丸方形で、床面からの深さは0.17ｍで

ある。東壁に沿った位置で土師器甕上半部（第125図５・

７）の大型破片が出土した。また北縁に落ち込むような

状態で須恵器坏（３）が出土した。

床面　平坦である。

掘り方　北東隅で楕円形の凹みや小ピットを検出した

が、いずれも浅い。南壁に沿って幅0.75ｍ、長さ2.05ｍ、

深さ0.05～0.08ｍの帯状の掘り込みがあった。掘り方は

（５号住居）
４．Ⅲ区の遺構と遺物
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Ⅲ区６号住居A-A′・B-B′  
１．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。
２．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。掘り方。

Ⅲ区６号住居C-C′  
１．暗褐色土と淡黄褐色土の混土　粘性あり。しまりあり。

直径10mm以下の赤褐色土塊を微量含む。
２．黒褐色土　炭化物層。
３．暗灰色土　燃焼灰層。
４．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。直径５mm以

下の赤褐色土粒を極微量含む。
５．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。カマド掘り方。

１

２

３

５

４



第127図　Ⅲ区７号住居と出土遺物
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厚さ10cmほどのしまり強い暗褐色土で充填されていた。

遺物出土状況　遺物は土器を中心に竈と貯蔵穴の周辺に

多く出土した。中央部や南壁近くにも出土した。須恵器

坏（２）が竈前床面直上で、須恵器坏（１）が南壁際床面直

上で出土した。埋没土中から、須恵器坏（４）や、土師器

坏・甕破片296点、須恵器坏・椀破片35点が出土した。

所見　出土遺物から９世紀後半の遺構と考えられる。

Ⅲ区６号住居

（第126図　PL.92･93･213　遺物観察表P.454･468）

位置　Ⅲ区55－１－Ｈ－19・20Ｇ　　　

形状　隅丸長方形と推定される。

重複　５号住居より古い。調査時には３号住居より古い

とみていたが、出土遺物の検討から３号住居より新しい

と考えたい。

規模　長軸2.44ｍ以上　短軸2.78ｍ　残存壁高0.04ｍ

南北方向は５号住居に切られているが、他の住居の形か

らして南北軸を長軸とする長方形と推定した。

長軸方位　Ｎ－75°－Ｗ

埋没土　粘性のある暗褐色土と淡黄褐色土の混土で埋

まっていた。

竈　ほぼ中央よりやや南側に竈が構築されていた。確認

長0.80ｍ、燃焼部幅0.57ｍ。袖は0.25ｍほど内側に張り

出す焼土化した粘土が残存していた。燃焼面で0.45ｍほ

ど住居外に張り出す掘り込みがあった。竈燃焼部からは

土師器甕破片が出土した。

柱穴　床面・掘り方面ともに柱穴は検出されなかった。

掘り方面で不定型な小ピットを検出したが、その位置は

南部に偏っており、柱穴とすることはできない。

周溝　周溝は検出されなかった。

貯蔵穴　南東隅に貯蔵穴が検出された。長軸0.82ｍ、短

軸0.66ｍの楕円形で、床面からの深さは0.13ｍである。

東壁に沿った位置で須恵器坏（第126図２）と須恵器高台

付椀底部破片が出土した。

床面　平坦である。

掘り方　南壁付近で小ピットを検出したが、浅い。掘り

方は厚さ10cmほどのしまり強い粘性のある暗褐色土で充

填されていた。

第５章　古代洪水層関連の遺構と遺物
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Ⅲ区７号住居A-A′  
１．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。直径15cm以下の赤褐色土塊微量・直径５mm以

下の炭化物微量含む。
２．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。直径１mm以下の灰白色軽石粒を微量含む。
３．暗褐色土　２層に類するがしまります。
４．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。掘り方。
５．暗褐色土と暗灰褐色土の混土　直径５mm以下の赤褐色土粒を極微量含む。
６．暗褐色土　粘性あり。しまりややあり。カマド掘り方。

１



第128図　Ⅲ区８号住居と出土遺物
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遺物出土状況　竈と貯蔵穴で出土した。埋没土中から、

土製品土錘（第126図５）、須恵器坏（１・３）、皿か（４）、

土師器坏・甕破片62点、須恵器坏・椀破片８点が出土した。

所見　出土遺物から９世紀半ばから後半の遺構と考えられる。

Ⅲ区７号住居（第127図　PL.94　遺物観察表P.454）

位置　Ⅲ区55－１－Ｈ－20Ｇ　　　

形状　隅丸長方形

重複　39溝に先行する。

規模　長軸3.43ｍ　短軸2.69ｍ　残存壁高0.03ｍ

長軸方位　Ｎ－75°－Ｗ

埋没土　赤褐色土塊や炭化物粒、灰白色軽石粒を含む粘

性のある暗褐色土で埋まっていた。

竈　東壁中央よりやや南側で竈が構築されていた。確認

長0.53ｍ、燃焼部幅0.34ｍ。袖は0.34ｍほど内側に張り

出す粘土が残存していたが、顕著な焼土は見られなかっ

た。燃焼面で0.36ｍほど住居外に張り出す掘り込みがあ

る。竈から遺物は出土しなかった。

柱穴　床面および掘り方面でも柱穴は検出することがで

きなかった。

周溝　周溝は検出されなかった。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

床面　平坦である。

掘り方　掘り方面にも顕著な掘り込みは認められなった。

掘り方は厚さ10cmほどのしまり強い暗褐色土で充填され

ていた。

遺物出土状況　床面近くの遺物はほとんど出土しなかっ

た。埋没土中から、須恵器坏（第127図１）、土師器坏・

甕破片121点、須恵器坏・羽釜破片24点が出土した。

所見　出土遺物から９紀後半の遺構と考えられる。

Ⅲ区８号住居（第128図　PL.94・95　遺物観察表P.454）

位置　Ⅲ区55－１－Ｈ－20Ｇ　　　

形状　北壁・西壁を切られているが、隅丸長方形と推定

される。　

重複　３号住居・６号住居・３号竪穴状遺構に先行する。

規模　長軸2.78ｍ以上　短軸1.86ｍ以上　残存壁高0.03ｍ

長軸方位　Ｎ－74°－Ｗ

埋没土　しまりと粘性のある暗褐色土で埋まっていた。

４．Ⅲ区の遺構と遺物
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Ⅲ区８号住居A-A′・B-B′  
１．暗褐色土と淡黄褐色土の混土　粘性弱し。しまりあり。直径40mm以下の

赤褐色土塊少量・直径15mm以下の炭化物微量含む。
２．暗褐色土　粘性弱し。しまりあり。直径30mm以下の淡黄褐色土塊少量・

直径２mm以下の赤褐色土粒微量含む。
３．暗褐色土　粘性ややあり。しまりあり。
４．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。
５．茶褐色土　粘性あり。しまりあり。
６．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。掘り方。

１



竈　東壁に竈が構築されていた。確認長1.09ｍ、燃焼部

幅0.71ｍ。袖は残存していなかった。竈を構築していた

粘土や焼土は壊されて、塊状の焼土や粘土が土砂に混在

して、竈を埋めていた。燃焼部両脇の一部に粘土が残っ

ていた。顕著な焼土面は見られなかった。燃焼面で0.84

ｍほど住居外に張り出す掘り込みがある。竈から遺物は

出土しなかった。

柱穴　床面および掘り方面でも柱穴は検出することがで

きなかった。

周溝　周溝は検出されなかった。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

床面　平坦である。

掘り方　掘り方面にも顕著な掘り込みは認められなった。

掘り方は厚さ10cmほどのしまり強い暗褐色土で充填され

ていた。

遺物出土状況　床面近くの遺物はほとんど出土しなかっ

た。埋没土中から、土師器甕（第128図１）、土師器坏・

甕破片137点、須恵器坏・甕破片13点が出土した。

所見　出土遺物から９世紀中葉の遺構と考えられる。

（２）竪穴遺構

Ⅲ区１号竪穴遺構（第129図　PL.95　遺物観察表P.454）

位置　Ⅲ区55－１－Ｇ－17Ｇ　　　

形状　南東部を欠する不整隅丸台形　　　　重複　なし

規模　長軸4.07ｍ　短軸2.72ｍ　残存壁高0.05ｍ

長軸方位　Ｎ－72°－Ｗ

埋没土　灰白色軽石を微量含む粘性としまりのある黒褐

色土で埋まっていた。

竈　竈は敷設されていなかった。

柱穴　柱穴は検出されなかった。

周溝　周溝は検出されなかった。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

床面　底面は凹凸が著しく、中央部はやや平坦で硬化し

ていた。

掘り方　掘り方はなかった。

遺物出土状況　埋没土中から須恵器椀（１）、土師器壺か

甕破片（２）が出土した。

所見　出土遺物から９世紀後半頃の遺構と考えられる。

Ⅲ区１号竪穴状遺構は住居と考えて調査したが、床面等

は明確に検出できなかった。下位で住居掘り方状の掘り

込みを確認できたので、床面より上位を消滅した竪穴住

居痕跡である可能性が高い。

Ⅲ区２号竪穴遺構（第129図　PL.95）

位置　Ⅲ区55－１－Ｈ・Ｉ－17Ｇ　　　

形状　隅丸方形　　重複　なし

規模　長軸1.93ｍ　短軸1.85ｍ　残存壁高0.05ｍ

長軸方位　Ｎ－69°－Ｗ

埋没土　粘性としまりのある黒褐色土で埋まっていた。

竈　竈は敷設されていなかった。西部の埋没土に一部焼

土塊が見られたが、竈等の施設ではなかった。

柱穴　柱穴は検出されなかった。

周溝　周溝は検出されなかった。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

床面　底面は平坦であった。

掘り方　掘り方はなかった。

遺物出土状況　底面近くの遺物は出土しなかった。埋没

土中から土師器坏・甕破片144点、須恵器坏・椀・甕破

片27点が出土した。

所見　出土遺物から古代の遺構と考えられる。

Ⅲ区３号竪穴遺構（第129図　PL.95）

位置　Ⅲ区55－１－Ｇ－18Ｇ　　　

形状　不整楕円形　　　重複　なし

規模　長軸3.61ｍ　短軸1.24ｍ　残存壁高0.10ｍ

長軸方位　計測不能

埋没土　上層は少量の赤褐色土粒と炭化物粒を含む暗褐

色土、下層は粘性としまりある暗褐色土で埋まっていた。

特に南端部には焼土塊や灰白色粘土塊が散乱していた。

柱穴　柱穴は検出されなかった。

周溝　周溝は検出されなかった。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

床面　底面は凹凸が著しかった。

掘り方　掘り方はなかった。

遺物出土状況　底面近くの遺物は出土しなかった。埋没

土中から土師器坏・甕破片56点、須恵器蓋・坏・椀・羽

釜破片４点が出土した。

所見　出土遺物から９世紀中葉の遺構と考えられる。竈

の残骸とみられる焼土があり、Ⅲ区３号竪穴状遺構は竪

穴住居の痕跡と推定される。

第５章　古代洪水層関連の遺構と遺物
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第129図　Ⅲ区１号～４号竪穴遺構と出土遺物
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Ⅲ区１号竪穴遺構A-A′  
１．黒褐色土　粘性あり。しまりあり。直径１mm以下の灰白色軽石粒を

微量含む。

Ⅲ区２号竪穴遺構A-A′･B-B′
１．黒褐色土　粘性あり。しまりあり。

Ⅲ区３号竪穴遺構A-A′ 
１． 暗褐色土と暗灰褐色土の混土　粘性ややあり。しまりや

やあり。直径15mm以下の赤褐色土粒少量・直径５mm以下
の炭化物微量含む。

２． 暗褐色土　粘性あり。しまりあり。

Ⅲ区４号竪穴遺構A-A′  
１． 暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。直径

８mm以下の茶褐色土粒少量・直径５mm以下の炭化
物少量含む。

２． 暗褐色土　粘性あり。しまりあり。

Ⅲ区１号竪穴遺構 Ⅲ区２号竪穴遺構

Ⅲ区３号竪穴遺構

Ⅲ区４号竪穴遺構

１ ２

３ ４

５

６
７



第130図　Ⅲ区１号～３号井戸
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Ⅲ区４号竪穴遺構

（第129図　PL.95･213　遺物観察表P.454）

位置　Ⅲ区55－１－Ｇ・Ｈ－15・16Ｇ　　　

形状　楕円形　　　断面形　すり鉢形　　

重複　なし

規模　長軸3.71ｍ　短軸3.32ｍ　残存壁高1.31ｍ

長軸方位　Ｎ－40°－Ｗ　　　　断面形　すり鉢形

埋没土　上層は少量の赤褐色土粒と炭化物粒を含む暗褐

色土、下層は粘性としまりのある暗褐色土で埋まってい

た。焼土粒は全体に広がり、特に西南部の土坑部分には

顕著に落ち込んでいた。

柱穴　柱穴は検出されなかった。

周溝　周溝は検出されなかった。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

床面　底面は凹凸が著しかった。

掘り方　掘り方はなかった。

遺物出土状況　中央部底面直上で、土師器台付甕の台部

破片（第129図７）が出土した。埋没土中から土師器坏（３

～６）、土師器坏・甕破片69点、須恵器蓋・甕破片４点

が出土した。

所見　出土遺物から９世紀の遺構と考えられる。

（３）井戸

Ⅲ区１号井戸

（第130･131図　PL.96･213　遺物観察表P.452･454･455）

位置　Ⅲ区55－１－Ｇ－18・19Ｇ　　　

形状　不整楕円形　　　重複　３号井戸より新しい。

規模　長軸3.07ｍ　短軸1.30ｍ　残存壁高0.06ｍ

長軸方位　Ｎ－46°－Ｅ

断面形　上端がやや開いたすり鉢形をしている。中央の

最深部の東西にテラス状の部分があり、浅いピット状に

凹んでいた。

埋没土　埋没土上位に厚さ12cmの浅間Ｂテフラ層が堆積

しており、その上位は暗灰褐色粘質土、暗褐色土で埋まっ

ていた。浅間Ｂテフラ層の下位は、上層には炭化物を含

む暗褐色土と茶褐色土の混土が、下層には粘性のある暗

褐色土が堆積していた。

底面　底面は平坦である。

遺物出土状況　第131図に示した通り、古墳時代から古

代にかけての土器が埋没土中から出土した。他に埋没土

中から土師器坏・甕破片25点、須恵器皿・椀・蓋・瓶・

甕破片33点と、モモ核１点（写真４－３）が出土した。

所見　出土遺物から９世紀代の遺構と考えられる。西側

に検出された竪穴住居群からなる集落の井戸と考えられ

る。発掘区内では古墳時代後期の遺構は未検出であった

が、周辺には当該期の遺構が存在するものと推定される。

第５章　古代洪水層関連の遺構と遺物
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Ⅲ区１号井戸A-A′  
１．暗灰褐色土粘質土　洪水堆積層。
２．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。
３．As-B一次堆積層
４．黒褐色土　粘性あり。しまりあり。As-B下水田耕土か？
５．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。全体に灰色味を帯る。
６．暗褐色土と茶褐色土の混土　長径18cm以下の灰色塊・直径10mm以下の炭

化物含む。
７．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。
８．暗褐色土　７層に類するが、粘性・しまりあり。全体に水分を含む。

Ⅲ区２号井戸A-A′
１．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。

全体にザラつきがある。

Ⅲ区１号井戸・３号井戸

Ⅲ区２号井戸



第131図　Ⅲ区１号･３号井戸出土遺物 ０ 5㎝１:３

４．Ⅲ区の遺構と遺物
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Ⅲ区３号井戸

（第130・131図　PL.96･213　遺物観察表P.455）

位置　Ⅲ区55－１－Ｇ－18・19Ｇ　　形状　円形　　

重複　１号井戸底面で古い湧水孔と推定される掘り込み

があり、これを３号井戸とした。　

規模　長軸0.74ｍ　短軸0.62ｍ　残存壁高1.01ｍ

長軸方位　Ｎ－44°－Ｅ　　　断面形　浅い筒形

埋没土　粘性のある暗褐色土で埋まっていた。

底面　底面は平坦である。

遺物出土状況　第131図に示した通り、古墳時代から古代

にかけての土器が埋没土中から出土した。他に土師器坏・

甕破片20点、須恵器坏破片３点、羽釜破片１点が出土した。

所見　Ⅲ区１号井戸内の古い湧水孔の一つである。１号

井戸と同様に西側の集落内の井戸として機能していたと

推定される。

Ⅲ区２号井戸（第130図　PL.96）

位置　Ⅲ区55－11－Ｇ－１Ｇ　　　

形状　円形　　　　重複　なし

規模　長軸0.84ｍ　短軸0.79ｍ　残存壁高0.76ｍ

長軸方位　Ｎ－86°－Ｅ　　　断面形　浅い筒形

埋没土　粘性のある暗褐色土で埋まっていた。

底面　底面は平坦である。

遺物出土状況　埋没土中から土師器坏・甕破片９点、須

恵器坏破片２点が出土した。

所見　出土遺物から９世紀代の遺構と考えられる。東側

に検出された竪穴住居群からなる集落内の井戸と考えら

れるが、東側にある１号井戸とは形態が異なり、別の機

能をもった井戸と推定されるが、調査では明らかにでき

なかった。

（４）土坑（第132･133図　PL.96･97･213･214　遺物観

察表P.451･455･468）

　Ⅲ区北区の古代面で検出された土坑は７基である。15

号土坑はⅢ区北東部に１基のみ位置していた。16号～21

号土坑は古代①ⅣＢ層上面で確認し掘り下げた。これら

の土坑は南東部に群在していた。中央区で検出された遺

構群の南東端にあたると推定される。

　中央区では古代①ⅣＢ層上面の土坑は２基検出され

た。同時期と考えられる住居群の周囲に点在していた。

　それぞれの土坑の位置や規模は、P.432･433の表にま

とめた。以下各遺構の調査所見を記載する。

　15号土坑は、楕円形の土坑で、断面はなだらかなＵ字

形である。下層は灰色土、上層は洪水層で埋まっていた。

遺物は出土しなかった。

　16号土坑は、不定型な楕円形の土坑で、底面は浅く凹

凸が著しい。遺物は出土しなかった。

　17号土坑は、小ピットが集合したような不整形な土坑

である。土師器甕破片が１点出土した。

　18号土坑は、小型の楕円形の土坑である。上層はシル

ト、下層は浅間Ｃ軽石を含む黒色土と灰色土の混土で埋

まっていた。遺物は出土しなかった。

　19号～21号土坑は並んで一部重複して検出された。  

個々の土坑間の新旧関係は不明である。

　19号土坑は不整楕円形で、上層は灰色シルト、下層は

シルト塊・浅間Ｃ軽石を含む黒色土で埋まっていた。土

師器甕破片１点が出土した。

　20号、21号土坑はいずれも不整楕円形で、上層は灰色

シルト、下層はシルト塊・浅間Ｃ軽石を含む黒色土で埋

まっていた。中位には薄い灰層が確認された。20号土坑

埋没土中から土師器坏破片２点が出土した。また、20号

土坑のほぼ中央底面直上で須恵器椀（第133図１）がほぼ

完形で出土している。

　111号土坑は隅丸長方形の土坑で、暗灰色土塊が混じ

る暗褐色土で埋まっていた。中央やや南寄りの底面直上

で須恵器椀（第133図２）が完形で出土した。また北壁寄

りと中央の底面直上で出土した鉄製釘（第133図３）が接

合している。埋没土中からは土師器坏破片18点、甕破片

42点、須恵器坏破片７点が出土した。

　115号土坑は大型の楕円形の土坑で、上層は灰黄褐色

の洪水堆積層、下層は炭化物粒を含む暗褐色土で埋まっ

ていた。遺物が多く出土している。北東部壁際床面直上

で土錘（第132図１）が、南西部壁際で土錘（２）が出土し

た。土師器坏（５・７・９・10）は、壁際から中央部にか

けての底面から10cmほど浮いた状態で出土した。台付甕

破片（11・12）は中央やや東で、須恵器坏（３・４）は北東

壁際と南西部で出土した。埋没土中からも土師器坏破片

13点、甕破片12点、須恵器坏破片４点、瓶破片３点が出

土した。

　いずれの土坑も埋設土の状況から古代の遺構と考えられる。

第５章　古代洪水層関連の遺構と遺物
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第132図　Ⅲ区115号土坑と出土遺物
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Ⅲ区 115 号土坑 A-A′･B-B′  
１．淡黄褐色粘質土　粘性やや強し、しまりやや強し、全体に灰色味

を帯びる。洪水堆積層。
２．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。径３mm以下の赤褐色粒少量・

径５mm以下の炭化物極少量含む。
３．淡黄褐色粘質土　洪水堆積層。
４．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。径３mm以下の赤褐色粒少量・

径５mm以下の炭化物極微量含む。
５．黒褐色土　粘性あり。しまりあり。
６．暗褐色土と茶褐色土の混土　粘性あり。しまりあり。

１
２

３

５

８

９ 10

11

12

６ ７

４



第133図　Ⅲ区古代洪水層関連の土坑と出土遺物
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（５）ピット（第134図　PL.97･98　遺物観察表P.455）

　Ⅲ区北区古代面で検出したピットは、北区で１基、南

区で１基である。中央区では、全体で41基のピットを検

出したが、出土遺物等を勘案して、14基のピットを古代

面相当とした。本項では顕著に古代の遺物を出土した

ピットおよび関連するピットを報告した。それぞれの

ピットの位置や規模は、P.436･437の表にまとめた。以

下各調査区のピットの調査所見を記載する。

　

ａ．北区のピット

　北区では６号ピットが調査区南東隅で15号土坑と重複

して検出された（第134図）。土坑との新旧関係は不明で

ある。埋没土中から古墳時代前期および古代の土師器破

片７点が出土した。

ｂ．南区のピット

　南区では７号ピットが調査区北東部で検出された。20号

土坑と重複して検出された（第133図）。土坑との新旧関係は

不明である。埋没土中から古代土師器破片７点が出土した。
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Ⅲ区15号土坑A-A′
ⅤＡ．黒褐色粘質土
１．灰褐色土　ⅤＡ層上の洪水層を

多量に含む。
２．灰色土　ⅤＡ層起源の土を主体

とし、黒色粘土塊少量含む。

Ⅲ区18号土坑A-A′
１．灰色シルト　鉄分含む。
２．黒褐色粘質土　As-C下黒

色粘質土塊とⅦ層塊の混
土層。

Ⅲ区19号土坑A-A′  
１．灰色シルト　灰色シルト塊とAs-C下黒色粘質土塊の

混土。
２．黒色粘質土　As-C下黒色粘質土塊と灰色シルト小塊

の混土。１層よりも黒色粘質土塊が多い。
Ⅲ区20号・21号土坑B-B′
１．灰色シルト　灰色シルト塊とAs-C下黒色粘質土塊の

混土。
２．黒色粘質土　As-C下黒色粘質土塊と灰色シルト小塊

の混土。１層よりも黒色粘質土塊が多い。
３．灰層

Ⅲ区111号土坑A-A′
１． 暗褐色土　粘性ややあり。しまり

ややあり。長径20mm以下の暗灰色
土塊がしみ状にみられる。

Ⅲ区15号土坑 Ⅲ区16号土坑 Ⅲ区17号土坑Ⅲ区18号土坑

Ⅲ区19号・20号・21号土坑・7号ピット Ⅲ区 111 号土坑

１

２

３



第134図　Ⅲ区古代洪水層関連のピットと出土遺物
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Ⅲ区89号ピット A-A′
１．暗褐色土　粘性あり。

しまりあり。

Ⅲ区90号ピット A-A′
１．暗褐色土　粘性あり。

しまりあり。

Ⅲ区91号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性あり。しまり

あり。 

Ⅲ区92号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性あり。

しまりあり。
  

Ⅲ区93号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性あり。

しまりあり。

Ⅲ区94号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性あり。

しまりあり。 
Ⅲ区95号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性あり。

しまりあり。
２．褐色土　粘性あり。し

まりあり。

Ⅲ区96号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性あり。

しまりあり。 

Ⅲ区97号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性ややあり。

しまりあり。直径５mm以下
の赤褐色粒を微量含む。

  

Ⅲ区99号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性ややあり。

しまりややあり。
  

Ⅲ区101号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性ややあ

り。しまりややあり。

Ⅲ区102号ピットA-A′
１．暗灰褐色土　粘性

あり。しまりあ
り。径２mm以下の
茶褐色土粒少量・
径５mm以下の炭化
物微量含む。

Ⅲ区103号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性ややあり。し

まりややあり。径２mm以下の
茶褐色土粒少量・径５mm以下
の炭化物微量含む。

２．暗褐色土　粘性あり。しまり
あり。 

Ⅲ区104号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性あり。

しまりあり。
２．暗褐色土と茶褐色土の

混土

Ⅲ区６号ピット

Ⅲ区102号ピット

Ⅲ区93号ピット

Ⅲ区７号ピット

Ⅲ区103号ピット
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Ⅲ区95号ピット

Ⅲ区90号ピット

Ⅲ区97号ピット

Ⅲ区91号ピット

Ⅲ区99号ピット

Ⅲ区92号ピット

Ⅲ区101号ピットⅢ区96号ピット
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４

３
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ｃ．中央区のピット

　中央区では89号～97号、99号、101号～104号ピットが、

９～10世紀の竪穴住居の周辺に集中して検出された。いず

れも粘性のある暗褐色土で埋まっていたとの記載がある。

　89号ピット埋没土中からは土師器坏（第134図１）が出

土したほか、土師器坏破片８点、甕破片14点、Ｓ字甕破

片１点、須恵器破片３点が出土した。ピットの時期は出

土土器から古代と推定される。

　90号ピット埋没土中から土師器甕１点が出土した。

　91号ピット埋没土中からは土師器鉢（第134図２）や、

Ｓ字甕破片１点が出土したが、土師器坏破片３点、須恵

器坏破片２点が出土していることから古代の遺構と推定

される。

　92号ピット埋没土中からは土師器坏破片９点が出土し

たことから古代の遺構と推定される。

　93号ピット埋没土中からは器壁の厚い土師器甕破片２

点が出土した。時期は不明である。

　94号ピット埋没土中からは須恵器坏（第134図３）が出

土したほか、土師器坏破片１点、甕破片４点が出土した。

ピットの時期は古代と推定される。

　95号ピット埋没土中からは土師器甕破片４点が出土し

た。遺構の時期は古代の可能性がある。

　96号、97号ピットからは遺物は出土しなかった。

　99号ピット埋没土中からは土師器坏破片１点、須恵器坏

破片１点が出土した。ピットの時期は古代と推定される。

　101号ピット埋没土中からは古代のもとの推定される

土師器甕破片が出土した。

　102号ピット埋没土中からは古代の土師器甕破片が出

土した。

　103号ピット埋没土中からは土師器甕（第134図５）や須

恵器椀（第134図４）が出土したほか、土師器甕３点が出

土した。ピットの時期は古代と推定される。

　104号ピットから遺物は出土しなかった。

（６）溝

　Ⅲ区古代①ⅣＢ層上面で８条、古代②Ⅵ層上面で１条

の溝が検出された。これらの中には各調査区で異なる年

度に調査されたために、同一の溝であっても別の遺構番

号が付されたものがある。これについては、報告時に番

号の統合と付け替えを行った。その作業の結果について

は、溝の位置や規模とともにP.433の表にまとめた。以

下各溝の調査所見を記載する。なお、溝の平面図は個別

図を作成せず、1/300の各区全体図でこれに変えた。埋

没土層断面図は個々に掲載した。

Ⅲ区25号・26号・27号溝（第135･146図　PL.98）

　25号・26号・27号溝は、Ⅲ区北区の東端部で、Ⅳ層を

掘削している途中でいち早く検出された。溝内に黄色シ

ルトが堆積していたことで、溝と確認できた。この確認

面はⅢ区の東端だけにあり、この３条の溝を確認するこ

とができた。南側の25号溝が最も長く、26号、27号溝は

その北側に沿うように0.94ｍの間隔をあけて検出され

た。25号溝は13号溝と重複するが、25号溝の方が古い。

　25号溝の走向はＮ－71°－Ｗ、上幅は0.24～0.58ｍ、

深さは0.16ｍ、調査長は12.84ｍである。底面は平坦で、

底面の標高は西端部が0.12ｍ高かった。

　26号溝の走向はＮ－68°－Ｗ、上幅は0.30～0.40ｍ、

深さは0.09ｍ、調査長は2.56ｍである。底面は平坦で、

底面の標高は南東端部が0.01ｍ高かった。

　27号溝の走向はＮ－70°－Ｗ、上幅は0.22～0.28ｍ、

深さは0.07ｍ、調査長は2.00ｍである。底面は平坦で、

底面の標高は南東端部が0.02ｍ高かった。

　３条ともに溝内は灰色シルトを含む黄色シルトで埋

まっていた。遺物は出土しなかった。

Ⅲ区28号溝（第135～138･146図　PL.98～100･214　遺物

観察表P.455･456）

　28号溝は、Ⅲ区東部で、北区－中央区－南区ともにⅣ

Ｂ層下、Ⅴ層上面で検出された南北方向の溝である。北

半は緩やかに東に湾曲するが、南部ではほぼ直線的であ

る。９世紀後半代とみられる洪水堆積物で埋まっていた。

北区で29号溝と接するが、重複関係ではなく、Ｔ字に交

わる両溝が同時に存在した可能性が高い。

　走向は北区でＮ－11°－Ｗ、中央区でＮ－13°－Ｅ、

南区でＮ－４－Ｗ｡ 上幅は北区で1.98～3.95ｍ、中央区

で2.80～3.50ｍ、南区で2.24～3.60ｍ。深さは北区で0.30

ｍ、中央区で0.57ｍ、南区で0.49ｍ。調査長は北区で

12.44ｍ、中央区で19.41ｍ、南区で18.97ｍである。断

面形は浅いボール状で、底面はやや凹凸があった。底面

の標高は北区北端が0.12ｍ高かった。南区中央部が最も
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第135図　Ⅲ区古代洪水層関連の溝土層断面
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Ⅲ区25号溝 A-A′
１．黄色シルト　砂質土（黄

色～オレンジ色）を主体
とし灰色シルト層を少量
含む。

Ⅲ区26号溝 A-A′
１．黄色シルト　砂質土（黄色

～オレンジ色）を主体とし
灰色シルト層を少量含む。

Ⅲ区27号溝 A-A′
１．黄色シルト　砂質土（黄色

～オレンジ色）を主体とし
灰色シルト層を少量含む。

Ⅲ区28号溝 A-A′
１．灰色シルト　軽石含まず、酸化鉄を含む。他均一。
２．暗灰色シルト　均一で粘性ややあり。
３．灰色砂　酸化鉄と暗褐色土小塊・Hr-FA軽石微量含む。
４．灰色砂　ほぼ均一な砂層。
５．暗灰色砂　粗粒の砂と細粒の砂が塊状に入る。
６．暗灰色砂　粗粒の砂と細粒の砂が互層でHr-FA軽石が目立つ。
７．暗灰色砂　酸化鉄と黒色土塊の混土。
８．暗灰色砂　比較的均一な砂層。Hr-FA軽石を微量含む。
９．黄灰色シルト　均一な層。
10．暗灰色砂　粗粒の砂と細粒の砂が塊状に入る。
11．灰色砂　粗粒と細粒が互層。Hr-FA軽石微量。
12．黒灰色砂　酸化鉄との混土。

Ⅲ区28号溝C-C′
１．暗灰色砂質土
２．As-B一次堆積層（12号溝埋没土）
３．黒褐色土
４．暗褐色土　灰色味を帯る。
５．灰色粘質土　洪水堆積土。

６．５層とⅦＡ層の混土
Ⅰ．表土　
Ⅲ．灰褐色砂質土　As-Bを含む。
ⅣA．黒色粘質土
ⅦA．黒色粘質土　As-Cを含む。

Ⅲ区28号溝D-D′  
１．As-B一次堆積層（12号溝埋没土）
２．灰褐色シルト　砂質粒を多く含む。白色パミスを少量含む。
３．灰褐色シルト　砂ラミナ状堆積が部分的に認められる。
４．灰白色シルト　砂ラミナ状堆積が広く認められる。
５．灰色シルト　黒色土塊を少量含む。
ⅠA．表土
ⅠB．表土　灰褐色土
ⅢA．灰褐色土砂質土　As-Bを含む。
ⅣA．黒色粘質土
ⅣB．灰褐色シルト
ⅤA．黒灰色シルト質土　白色軽石を含む。
Ⅵ．黒褐色粘質土
ⅦB．黒褐色粘質土　As-Cを含む。
Ⅷ．灰色～灰黄色粘質土

Ⅲ区30号溝 A-A′  
１．黒灰色シルト　（107号土坑埋没土か）
Ⅰ．表土
ⅢA．灰褐色砂質土　As-Bを含む。

As-B．As-B 一次堆積層
ⅣＡ．黒色粘質土
ⅣＢ．灰褐色シルト
Ⅴ．黒灰色シルト質土
Ⅶ．黒色粘質土　As-Cを含む。

Ⅷ・Ⅸ．灰色～灰黄色粘質土。黄色風化軽石を多く含む。
        As-YP

Ⅲ区25号溝 Ⅲ区26号溝

Ⅲ区27号溝

Ⅲ区28号溝

Ⅲ区30号溝

Ⅲ区29号溝

Ⅲ区31号溝



 第136図　Ⅲ区28号溝と出土遺物（１）

０ 5㎝１:３

28溝

31溝

９

２

（第192図29）　　

（第191図20）　　

（第272図４）　　

１

１

1-L-15

1-M-14

15

５ 

21

20

３

１ 14 

８ 

1-C-15
西2m

1-E-14
西3m

０ ５ｍ１: 100

第５章　古代洪水層関連の遺構と遺物

192

北区の遺物出土状態 南区の遺物出土状態

１

２

３



第137図　Ⅲ区28号溝出土遺物（２）

０ 5㎝１:３
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第138図　Ⅲ区28号溝出土遺物（３）

０ 5㎝１:３

０ ８㎝１:４

高く、南端部は0.02ｍ低くなっていた。溝内は暗灰色砂。

灰色粘質土・灰褐色シルト・灰白色シルト等で埋まって

いた。

　北区では29号溝との接点部分で土師器高坏（第192図

29）、須恵器坏（第136図１） が底面直上で、そのやや南

側で土師器小型丸底壺（第191図20）が底面上2.4cmで、須

恵器椀（第136図２）が底面上25.7cmで、石鏃（第272図４）

が底面直上で出土した。高坏・小型丸底壺・石鏃は混入

である。また須恵器椀（第137図９）が東脇確認面で出土

した。この他に埋没土中から土師器坩破片４点、甕破片

７点、Ｓ字甕破片９点、須恵器坏破片３点、椀破片１点

が出土した。中央区では土師器坩破片１点、高坏破片２

点、器台破片２点、坏破片３点、Ｓ字甕破片27点、須恵

器皿破片１点、椀破片４点が出土した。

　南区では須恵器坏（第137図13～15）、椀（第136・137図

３・５・８）、灰釉陶器瓶（第138図20）、須恵器広口甕（第

138図21）が底面上３cmほどの位置に散在していた。他に

埋没土中から土師器坏破片70点、甕破片59点、Ｓ字甕破

片４点、須恵器坏破片86点、椀破片７点、瓶破片３点、

甕破片８点、灰釉陶器椀破片３点が出土した。

　出土遺物には下層にある古墳時代前期の遺構に伴う土

器が混入しているが、その多くは古代の土器であった。

特に完形に近い形で出土した南区の土器の時期は９世紀

後半とみられる。28号溝の西側はやや微高地になってお

り、本溝の時期と一部重なる９世紀中葉から後半にかけ

ての竪穴住居群が検出されている。28号溝は洪水堆積物

で埋まっており、同じ洪水層で埋まった水田面こそ検出

されなかったが、南方下位にあると想定される当該期の

水田面に給水するために微高地東縁に掘られた用水路と

推定される。溝の時期は出土遺物の時期から９世紀後半

～末と考えられる。

Ⅲ区29号溝（第135･139･140･146図　PL.98～101･214･215

　遺物観察表P.456･468）

　29号溝は、Ⅲ区北区の東半部で、古代①ⅣＢ層下面、

Ⅴ層上面で検出された東西方向の溝である。やや緩やか

に蛇行する。西端は20ライン周辺で掘り込みは見えなく

なり、１ラインの西まで帯状の凹地が続く。28号溝とは

Ｔ字形に交わるが、29号溝の埋没土の方が新しい。土

層断面Ａ－Ａ′ではラミナ堆積が顕著な28号溝の堆積物

の上層に29号溝を埋めていたシルトがのっていた。両溝

が同時期に存在していたが、28号溝のみ洪水堆積物で埋

まったと考えることも可能である。

　走向はＮ－83°－Ｅ、上幅は2.02～3.04ｍ、深さは0.39

ｍ。調査長は24.78ｍである。断面形は28号溝と同様に

浅いボール状で、底面はやや凹凸があった。底面の標高

は西端が0.33ｍ高かった。灰褐色シルトで埋まっていた。

　中央やや東寄りと西部の２か所に遺物が集中して出土

している。東寄りでは、土師器高坏（第139図２）が底面

上25cmで、須恵器坏（第140図９・14）がそれぞれ底面上

25cmと14.5cmで、須恵器椀（18）が底面上５cmで、瓶（21）

が底面上5.5cmで出土した。西部では須恵器坏（10・13）

がそれぞれ６cm、14.5cm、椀（第140図15～17・19）がそ
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第139図　Ⅲ区29号溝と出土遺物（１）
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第140図　Ⅲ区29号溝出土遺物（２）

０ 5㎝１:３
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第141図　Ⅲ区31号溝の出土遺物

０ 5㎝１:３

れぞれ床面上13.5cm、2.5cm、21.5cm、11cmで出土した。

須恵器甕（第140図23）、甑（第139図４）、羽釜状の甑（第

139図５・６）もそれぞれ床面上23.5cm、13.5cm、13.5cm

で出土した。また埋没土中からも図化できる大型破片

遺物が多数出土しているが、土師器坏（第140図７・８）、

須恵器坏（11・12）、瓶（20）、甑（第139図３）、甕（第140

図22）を図示した。この他に埋没土中から土師器坩破片

４点、高坏破片６点、坏破片45点、甕破片418点、Ｓ字

甕破片251点、須恵器坏破片70点、椀破片６点、瓶破片

２点、甕破片22点、羽釜破片16点の多くの土器が出土し

た。

　出土遺物には下層にある古墳時代前期の遺構に伴う土

器が混入しているが、中心は古代の土器であった。これ

らの土器の時期は９世紀後半～末である。

　29号溝の東端は緩やかな斜面で28号溝につながってい

る。29号溝の底面は平坦で、28号溝の底面に凹凸がある

のとは異なっていた。本溝の用途は不明であるが、集落

内の区画溝あるいは排水溝のようなものであったと考え

らえる。

　29号溝の西端はさらに上幅1.03～1.80ｍ、深さ0.11ｍ、

長さ8.00ｍの帯状の凹地が微かにとらえられた。この部

分は溝状に掘り込まれた形状ではなかったので、図化し

なかったが、29号溝の延長の可能性がある。最西端部に

湧水等は検出されなかった。

　溝の時期は出土遺物の時期から９世紀後半～末と考え

られよう。

Ⅲ区30号溝（第135･146図）

　30号溝は、Ⅲ区北区の中央やや東寄りで、古代①ⅣＢ

層下面、Ⅴ層上面で検出された南北方向の凹地状の溝で

ある。調査時には29号溝の延長部と考え記録していたが、

形状や遺物の出土状況が異なることから、本書では別遺

構として報告した。28号溝や29号溝と同様の９世紀後半

代とみられる洪水堆積物で埋まっていた。

　走向はＮ－１°－Ｗ、上幅は5.05～6.60ｍ、深さは0.16

ｍ。調査長は6.08ｍである。断面形は浅いボール状で、

底面にはやや凹凸があった。灰褐色シルト・灰白色シル

ト等で埋まっていた。

　埋没土中の遺物は29号溝として取り上げたので、内容

を記載することはできない。須恵器椀（第145図11）が遺

構確認作業時に出土したが、本溝に伴うかどうかは不明

である。

　本溝の下層には大型の107号土坑が重複しており、土

層断面に表れている１層は土坑の埋没土であろう。30号

溝については、107号土坑埋没土の凹地に洪水堆積物が

覆ったものと考えることも可能である。

Ⅲ区31号溝（第141･146図　PL.215　遺物観察表P.456）

　31号溝は、Ⅲ区北区の東部、南壁沿いに検出された。

28号溝と重複するが、31号溝が古い。

　走向は計測不能、上幅は0.57～1.38ｍ、深さは0.11ｍ。

調査長は6.84ｍである。断面形は南側が直立し、北側は

緩やかな傾斜になっていた。遺憾ながら埋没土の記載は

なく、不明である。

　東部底面直上で須恵器坏（第141図１）が出土した。溝

の時期は不明であるが、９世紀前後の溝と推定される。

Ⅲ区35号溝（第147図　PL.101）

　35号溝は、Ⅲ区北区の北東端で検出された。Ⅱ区西部

～Ⅲ区東部にかけてはⅤ層中下にも確認できる洪水層が

あり、本溝はⅤＢ層上面で検出された南北方向の溝であ

る。煩雑になるので、古代②Ⅵ層上面全体図に図示した。

南端部で近世の13号溝と重複する。

　走向はＮ－27°－Ｗ、上幅は0.14～0.58ｍ、深さは0.07

ｍ、調査長は13.6ｍである。断面形は不整形な箱形で、

平面形も凹凸が著しい。溝内は砂粒や白色軽石を含む灰

白色粘質土で埋まっていた。

　遺物は出土しなかった。溝の時期は不明であるが、９

世紀前後の溝と推定される。

４．Ⅲ区の遺構と遺物
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第142図　Ⅲ区２号・３号耕作痕
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０ ２ｍ１:80

（７）耕作痕

Ⅲ区２号耕作痕（第142･146図　PL.102）

　浅間Ｂテフラ下水田耕作土（ⅣB層）を掘り下げていたと

ころ、筋状の小溝群を検出した。掘り込み面は不明であ

る。灰白色のシルトで埋まっている。幅0.15～0.35ｍ、

深さ0.02～0.06ｍ、長さ0.8～2.93ｍの不定型な小溝が

並行して10条並行していた。溝の方向はＮ－85～90°－

Ｅである。25号溝と重複するが、溝の方が新しい。

　これらの溝群は鋤による耕作痕跡と考えられる。

Ⅲ区３号耕作痕（第142･147図　PL.103）

　洪水層下水田耕土をを掘り下げていたところ、筋状の

小溝群を検出した。掘り込み面は不明である。灰白色の

シルトで埋まっている。幅0.1～0.35ｍ、深さ0.01～0.03ｍ、

長さ0.35～5.40ｍの不定型な小溝が並行して概ね５条並

行して検出された。溝の方向はＮ－０～５°－Ｅである。

　これらの溝群は鋤による耕作痕跡と考えられる。小規

模なピット状になっているのは、底面のみが残って断続

しているためであろう。同一面で牛と思われる蹄跡も検

出された。遺物は出土しなかった。

（８）牛蹄跡（第146図　PL.102）

　Ⅲ区北東隅では、溝や水田を検出するためにⅣＢ層を

掘り下げていく際に、多数の牛蹄跡を検出した。牛蹄の

形をした小穴に、洪水砂が充填されたものである。

　これらの蹄跡の確認面は一様ではなく、厚さ0.1ｍの

ⅣＢ層あるいはⅤ層中の全体にわたる。これは、踏みこ

みの深さの違い、あるいは踏み込み面の違いによると推

定される。また、蹄跡を埋めているⅣＢ層が洪水層であ

ることから、それが洪水層直下の蹄痕跡なのか、洪水層

上から踏み込まれた蹄の跡なのか、判断が困難である。

上新田中道東遺跡では洪水の一次堆積層は残っていない

ので、それとの比較もできなかった。

　上新田中道東遺跡の調査ではこの峻別を実施すること

はできなかったが、検出された遺構は、洪水前後のある

一定期間内に踏み込まれた蹄跡を一括して記録したと考

えておきたい。洪水層の時期は28号溝で洪水層の下から

出土した須恵器の時期から９世紀後半と推定される。こ

れらの遺構は９世紀後半の本地域に牛による畜耕が行わ

れていた可能性を示す遺構と考えられる。

第５章　古代洪水層関連の遺構と遺物
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第143図　Ⅲ区Ⅵ層上面水田痕跡土層断面 第144図　Ⅲ区遺構外の出土遺物(古代)（１）

Ａ Ａ′L=71.20m

1 2

０ ４㎝１:２

０ ２ｍ１: 60 ０ 5㎝１:３

（９）水田

Ⅲ区Ⅵ層上面水田痕跡（第143･147図　PL.102・103）

　Ⅲ区古代②Ⅵ層上面の、北区で疑似畦畔１条、35号溝、

南区で疑似畦畔を検出した。直接洪水層に覆われた埋没

水田ではないが、洪水層が土壌化したⅣＢおよびⅤ層の

下位で検出されることから、洪水層前後のある時期の水

田区画を示していると考えられる。

　Ⅲ区東端の発掘区南北両壁の土層断面には、２～３層

の洪水層の記載がある。28号溝を埋めていた洪水層と同じ

層位の洪水層とその下位にⅤ層を間層として堆積する洪

水層がある。これが洪水堆積物の一次堆積層なのか、踏

み込まれた蹄痕跡の集合なのかが問題であるが、Ⅲ区で

検出された疑似畦畔は最下位のⅥ層上面で検出された疑

似畦畔と考えておきたい。28号溝を埋めていた洪水層は

上位の洪水層であり、９世紀後半～末の遺物が出土して

いる。

　北区では南北方向の疑似畦畔１条が検出された。方向

は南半はＮ－０°－Ｅ、北半はとＮ－３°－Ｗでやや西に

湾曲する。この畦畔にそって前述した２号耕作痕が同層

位で検出されている。西側には洪水層で埋まった35号溝

がある。

　南区では28号溝を埋めた洪水層より下位の洪水層下水

田を本来のアゼとする疑似畦畔を検出した。３号耕作痕

はこのアゼの東側で、アゼに沿うように検出された。

　Ⅲ区で検出されたアゼの時期は、前述した土層断面か

ら28号溝より古いこととみられることから、９世紀後半

以前と推定される。

（10）遺構外の出土遺物

（第144･145図　PL.103･215　遺物観察表P.456･457･468）

　Ⅲ区古代面調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で

第11表のように多くの遺物を出土した。なかには下位の

層位からの混入遺物も含まれていたが、ここでは９世紀

の遺物を中心に、遺構外の遺物28点を掲載した。なお、

混入遺物については、出土相当層の遺構外遺物の項に掲

載した。

　第144図１～３は土錘である。１はⅢ区38号溝（近世）

の埋没土中から出土した。４～10は須恵器坏・皿で、い

ずれも回転糸切り離しの時期のものである。９の内面に

は黒色の付着物がある。漆の可能性がある。４はⅢ区７

号土坑（近世）、６・10はⅢ区38号溝（近世）の埋没土中か

ら出土した。他は遺構確認作業時に出土した。第145図

11～18は須恵器椀・坏で、12がⅢ区11号溝（近世）の埋没

土中から出土した他は、遺構確認作業時に出土した。21

～23は土師器坏、24～27は土師器甕、28は羽釜で、24が

Ⅲ区５号溝（近世）、26がはⅢ区38号溝（近世）から出土し

た他は遺構確認作業時に出土した。上記の遺構確認作業

時に出土した遺物は疑似畦畔が検出された古代水田の耕

土内に含まれていた遺物ということになろう。

４．Ⅲ区の遺構と遺物
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Ⅲ区アゼ A-A′  
１．暗褐色土　Hr-FAの軽石とⅤ・Ⅵ層の混土。
２．黒色粘質土　As-C 下。
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第145図　Ⅲ区遺構外の出土遺物(古代)（２）

０ 5㎝１:３
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第 9表　上新田中道東遺跡　検出遺構数一覧
(４)古代～古墳時代の遺構

１．概要

　上新田中道東遺跡では、基本土層のⅧ層上面で、古代

から古墳時代の遺構を検出した。Ⅶ層の黒色土上面では、

遺構の輪郭をつかむことは難しかったことから、Ⅷ層の

褐色土上面まで掘り下げて遺構確認をおこなった。

　先述のように遺跡周辺には、前橋台地末端の北西から

南東に緩傾斜する地形で、沖積土に覆われた細長い微高

地が埋没している。Ⅷ層上面で遺構が多く検出されたの

は、このような微高地の地点であった。特にⅢ区～Ⅴ区

東端やⅥ区の微高地では、周溝をもつ建物や方形周溝墓、

掘立柱建物等の集落を想定できる遺構群が密集して検出

された。その他の地点でも溝や土坑が調査され、玉村町

地域の古墳時代前期の様相解明に新たな資料を加えるこ

とになった。

　検出された遺構は、古墳時代前期のものが多く、一部

に８世紀前後の遺構が含まれていた。出土遺物がない遺

構については、埋没土のみで時期を決めることは困難で

あった。本書では確実に古代の遺物があるものについて

のみ、古代の遺構とした。

　古墳時代前期の遺構は、Ⅲ区～Ⅵ区を中心に分布して

いた。周溝をもつ建物はⅢ区で１棟、Ⅵ区で１棟が検出

された。竪穴住居はⅤ区で２棟、Ⅵ区で１棟が検出され

た。これらはいずれも削平され、床面は検出されなかっ

たが、周溝と４本主柱穴の位置およびこれまでの類例を

考慮すれば、周溝をもつ建物と推定されるが、竪穴か平

地かは判断できなかった。これらはⅢ区・Ⅵ区とも微高

第６章　古代～古墳時代の遺構と遺物　

地の最高地点にあり、周囲に掘立柱建物や土坑が取り巻

く状況は、集落の中心的存在であったことをうかがわせ

る。

　掘立柱建物はⅢ区で４棟、Ⅵ区で３棟が検出された。

Ⅲ区では周溝をもつ建物の北側から西側を取り囲むよう

に建てられていた。３号・５号掘立柱建物は大型の建物

ではないが、独立する棟持柱をもっている可能性がある。

５号掘立柱建物の南東側に平行する33号溝は古墳時代前

期、北側の３号掘立柱建物の北側に平行する34号溝は古

代の遺構である。

　Ⅵ区では周溝をもつ建物が南東側空地を囲むように微

高地縁辺に建てられていた。２号掘立柱建物は出土遺物が

無く、時期は不明であるが、埋没土の状況は古墳時代前期

でも矛盾はない。南東側に庇をもつ建物であるが、１号住

居と同時に建っていたかは不明と言わざるを得ない。

　井戸はⅥ区で５基、Ⅸ区で１基が検出された。Ⅵ区の

井戸は小型の４基が古墳時代前期、大型の１基が８世紀

の井戸である。

　土坑は全体で211基が検出されたが、Ⅲ区に92基の土

坑が集中している。特に北区の中央部には不定形である

が大型の土坑が集中し、埋没土上層に焼土が出土した。

いずれも古墳時代前期の土坑である。

　また、方形周溝墓２基がⅣ区の微高地上で検出され

た。特に１号方形周溝墓の出土遺物は古い様相を見せて

いる。２号方形周溝墓は当初、土坑として調査したが形

状の共通性と遺構の位置から、周溝墓と判断した。

　溝は全体で85条が検出された。Ⅲ区やⅥ区の小規模な

１．概要

207

Ⅰ区 Ⅱ区 Ⅲ区 Ⅳ区 Ⅴ区 Ⅵ区 Ⅶ区 Ⅷ区 Ⅸ区
竪穴住居 1 2 2
竪穴遺構 1
掘立柱建物 4 3
柱穴列 1 1
井戸 5 1
土坑 15 1 92 33 26 29 1 14
ピット 4 100 38 57 176 3

方形周溝墓 2
溝 25 2 2 16 9 16 10 5
畠 2 1
倒木痕 ○ ○ ○



溝は集落を画する溝である。Ⅵ区の14号・18号・21号・

24号・25号・26号溝からは多量の土師器が出土した。

　また、北西から南東方向に掘られた溝は、地形の傾斜に

合致した用水路と推定されるが、発掘区が狭いために用水

系全体にかかわる様相を把握することはできなかった。

　古墳時代前期の生産域については発掘区内では、Ⅳ区・

Ⅴ区で畠の畝間溝の痕跡が検出されたにとどまる。畝間

溝内は浅間Ｃ軽石を含む黒色土で埋まっており、古墳時

代の可能性が高いと推察される。

　古代の遺構は、特に集中する地点はなく、各区に点在

している状況であった。出土遺物から確実に古代前半期

の遺構と推定されるのは、Ⅲ区26号・32号・55号・97号・

66号土坑、Ⅳ区49号土坑、29号ピット、Ⅴ区35号溝、Ⅵ

区１号竪穴、６号井戸、21号・39号・41号・43号・48号

土坑、Ⅷ区７号溝、Ⅸ区１号井戸、８号・11号溝などで

ある。遺構の様相は明確ではないが、遺構外の出土遺物

にも掲げたように、遺物の出土例から周辺に５世紀後半

から８世紀にかけての遺構が存在するものと推定される。

　また、古代～古墳時代遺構面では、遺構ではないが倒

木痕を検出した。Ⅰ区で27基、Ⅱ区で２基以上、Ⅲ区で

１基、Ⅳ区で５基、Ⅵ区でも１基を確認した。Ⅰ・Ⅱ区

で倒木方向と分布の記録、Ⅲ区で２基の写真記録、Ⅳ区

で２基の平面図と断面図、１基の断面図、１基の写真記

録、Ⅵ区で１基の平面図・断面図により記録した。ほと

んどの倒木痕の埋没土中に浅間Ｃ軽石を含んだ黒色土が

落ち込んでいるので、古墳時代前期以降の倒木と考えら

れる。

　なお、Ⅶ区については、Ⅵ区で遺構検出した微高地面

がなかったことから、古代～古墳時代遺構面の調査から

は除外された。

　出土遺物は、土器や石器、木製品（杭）、金属製品等が

出土した。特筆されるのは、古墳時代前期のⅡ区８号土

坑から出土した、棒状に凝固した漆液塊である。資料の

材質を明確にするために詳細な資料の観察、科学分析、

関連資料の調査を、専門家の助言を得て実施した。その

詳細は第９章に記載した。これまで資料の少なかった古

墳時代の漆利用について、新たな資料を提示したといえ

よう。

２．Ⅰ区の遺構と遺物 

（１）土坑(第152～154図　PL.105･106･215･216　遺物

観察表P.457･468）

　Ⅰ区古代～古墳時代遺構面で検出された土坑は北区で

15基である。これらの土坑は北区西部に集中していた。

南区および中央区では古代～古墳時代遺構面の土坑は検

出されなかった。

　それぞれの土坑の位置や規模は、P.431の表にまとめ

た。以下各遺構の調査所見を記載する。

　３号土坑は36号・38号溝と重複して検出された。楕円

形の土坑である。浅間Ｃ軽石を含まない黒色粘質土で埋

まっていた。埋没土の特徴からは、３号土坑が古いと推

定される。遺物は埋設土中から高坏（第152図１）とＳ字

甕破片４点が出土した。出土遺物や埋没土の特徴から古

墳時代前期の土坑と推定される。

　４号土坑は短軸1.15ｍ、長軸1.24ｍ、深さ0.98ｍの隅丸

方形の土坑で、南辺の底面は幅0.35ｍ、深さ0.25ｍが深

く落ち込んでいた。確認面から最も深いところは1.22ｍ

の深さになる。その形態からは井戸の可能性もある。土

坑内は浅間Ｃ軽石を含まない黒色粘質土で埋まっていた。

42号溝と重複して検出されたが、埋没土の特徴からは４

号土坑が古いと推定される。遺物は、完形に近い古墳時

代前期の土器とともに杭や角材・自然木等が出土した。

　図示した土師器Ｓ字甕（第154図７・８）、壺（第153図

４）、アカガシ亜属の杭（第154図13）は土坑中央部中位よ

り上層で出土した。壺（第154図５）はそのすぐ下位で出

土した。クヌギ節の杭（第154図16）は土坑南東部底面上

19cmで出土した。アカガシ亜属の杭（第154図15）は土坑

南西部床面上34.5cm、クヌギ節の杭（第154図14）はその

下位底面上７cmで出土した。さらに下位で弥生土器甕（第

153図３）が底面上８cmで、クヌギ節の角材（第154図17）

が斜位・底面直上で出土した。ほぼ完形の小型壺２点（第

153図１・２）は、南辺の掘り込みの底面直上で出土し

た。第154図18のクヌギ節の大型の角材は土坑南西部か

ら頂部に斜位に落ち込むように出土した。この他に埋没

土中から、土師器壺破片51点、坩破片３点、高坏破片３

点、坏破片８点、甕破片105点、Ｓ字甕破片42点と多く

の土器破片が出土した。また、図示した杭や角材の他に、

自然木破片が６点出土しているが、いずれもクヌギ節で
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あった。

　Ⅰ・Ⅱ区では居住域は検出されなかった。発掘区域内

では、最も近い古墳時代前期の集落は西側のⅢ区微高地

にある。屋外周溝付住居１棟と掘立柱建物、土坑、溝が

検出されている。また、東側に隣接する下斉田中耕地遺

跡Ⅳ区では古墳時代の旧河道が検出されている。Ⅰ区４

号土坑は、発掘区内に限れば居住域から離れた地点にあ

るが、Ⅰ区北側・南側に居住域がある可能性もある。本

土坑が居住域で使われていた井戸であるか、何か特別な

用途の土坑であったかは現状では判然としない。

　本土坑から15ｍ西には、同規模の隅丸方形の土坑であ

るⅡ区８号土坑がある。このⅡ区８号土坑からも古墳時

代前期の完形に近い土器が出土し、さらに棒状に凝固し

た漆樹液塊が出土した。本土坑との関連性が注目される

が、現状では不明である。

　５号土坑は37号溝の東側に検出された、大型の楕円形の

土坑で重複はない。黒色粘質土で埋まっていた。埋没土中

から土師器坏破片３点、甕破片20点、Ｓ字甕破片16点が出

土した。出土遺物から古墳時代前期の土坑と推定される。

　６号土坑は37号溝の東側で、５号土坑に隣接して検出

された。長軸の長い不整楕円形である。黒色粘質土で埋

まっていた。埋没土中から土師器坏破片２点、甕破片52

点、Ｓ字甕破片14点が出土した。出土遺物から古墳時代

前期の土坑と推定される。

　７号土坑は35号溝に近接して検出された。重複の有無

は不明である。浅間Ｃ軽石を含まない黒色粘質土で埋

まっていた。遺物は出土しなかった。埋没土の特徴から

古墳時代前期の土坑と推定される。

　８号土坑は35号溝南端に重複して検出された。不整楕円

形の土坑である。黒色粘質土で埋まっていた。遺物は出土

しなかった。埋没土の特徴から古墳時代前期の土坑と推定

される。

　９号土坑は42号溝と39号溝の合流点南西側で検出され

た。円形の土坑で、直径３～６cm大の塊状の褐色粘質土・

砂を含む黒色粘質土で埋まっていた。底面は平坦で、断

面形は箱形の形態の整った土坑である。遺物は土師器坩

破片３点、Ｓ字甕破片21点が出土した。出土遺物から古

墳時代前期の土坑と推定される。

　10号土坑は42号溝と39号溝の合流点北側で検出され

た。楕円形の土坑で直径４～６cm大の赤褐色砂塊を少量

含む黒色粘質土で埋まっていた。埋没土中から土師器甕

破片１点が出土した。遺構確認面の共通性から古墳時代

前期の土坑と推定される。

　11号・12号・13号土坑は不定型な３基の土坑が重複して

検出された。平面形は３基の土坑であったが、埋没土には

明確な重複は認められなかった。一様に赤黄色砂塊を部分

的に含む黒灰色粘質土で埋まっていた。埋没土中から土師

器甕（第152図２）、土師器壺破片２点、高坏破片８点、甕

破片70点、小型甕破片４点、Ｓ字甕破片33点が出土した。

出土遺物から古墳時代前期の土坑と推定される。

　14号土坑は７号土坑の東側、43号溝南端で検出された。

楕円形の土坑であるが、底面は長方形を意識して掘られて

いる。直径２～３cm大の灰色粘質土・黒色粘質土・赤褐色

砂塊を少量ずつ含む黒灰色粘質土で埋まっていた。埋没土

中から土師器甕破片６点、小型甕破片２点が出土した。出

土遺物から古墳時代前期の土坑と推定される。

　15号土坑は46号溝底面で検出された。重複関係は不明で

ある。楕円形の土坑で、黒色粘質土で埋まっていた。埋

没土中から土師器高坏（第152図３）、土師器高坏破片２点、

甕破片１点が出土した。出土遺物から古墳時代前期の土坑

と推定される。

　16号土坑は39号溝底面で検出された。重複関係は不明で

ある。隅丸方形の土坑で、直径４～７cm大の灰色粘質土塊

を少量含む黒色粘質土で埋まっていた。埋没土中から土師

器Ｓ字甕破片１点が出土した。出土遺物から古墳時代前期

の土坑と推定される。

　21号土坑は、不整楕円形の土坑で、断面はなだらかなＵ

字形である。下層は灰黄色砂、上層は黒褐色粘土と灰褐色

砂の混土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

（２）ピット （第152図　PL.106）

　Ⅰ区古代～古墳時代遺構面で検出したピットは、北区で

４基である。中央区・南区では、古代～古墳時代遺構面の

ピットは検出されなかった。それぞれのピットの位置や規

模はP.436の表にまとめた。以下に調査所見を記載する。

　１号・３号・４号ピットは４号土坑の北西隅を除く三隅

に接して、あるいは一部重複して検出された。いずれも楕

円形または円形で、黒色粘質土で埋まっていた。４号土坑

の付属施設の可能性もあるが、詳細は明らかにできなかっ

た。出土遺物は出土しなかった。
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第152図　Ⅰ区土坑と出土遺物
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Ⅰ区２号ピットA-A′
１．黒色粘質土
２．灰色シルト 

Ⅰ区７号土坑A-A′
１．黒色粘質土　As-Cを含まな

い。（７号土坑埋没土）
２．黒色粘質土とⅩ層の混土　
（35号溝埋没土）

Ⅰ区９号土坑A-A′
１．黒色粘質土　直径３～

６cm大の塊状の褐色粘
質土・砂を含む。

Ⅰ区10号土坑A-A′
１．黒色粘質土　直径４～

６cm大の赤褐色砂塊を
少量含む。

Ⅰ区11号～13号土坑A-A′
１．黒灰色粘質土　赤黄色

砂塊を部分的に含む。 
 Ⅰ区14号土坑A-A′

１．黒灰色粘質土　直径２～
３cm大の灰色粘質土・黒
色粘質土・赤褐色砂塊を
少量ずつ含む。  

Ⅰ区16号土坑A-A′
１．黒色粘質土　直径40 ～

70cm大の灰色粘質土塊を
少量含む。

Ⅰ区21号土坑A-A′
１．黒褐色粘土と灰褐色砂の混土 
２．灰褐色細砂　川砂利主体。灰褐

粘土５％含む。 
３．灰黄色砂

１

２

３

Ⅰ区３号土坑 Ⅰ区５号土坑 Ⅰ区６号土坑

Ⅰ区14号土坑

Ⅰ区９号土坑

Ⅰ区21号土坑

Ⅰ区７号土坑

Ⅰ区15号土坑

Ⅰ区10号土坑

Ⅰ区２号ピット

Ⅰ区８号土坑

Ⅰ区16号土坑

Ⅰ区11号～13号土坑



第153図　Ⅰ区４号土坑と出土遺物(１)
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Ⅰ区４号土坑 A-A'
１．黒色粘質土（１号ピット埋没土）
２．黒色粘質土　黄灰色粘質土を多

く含む。（１号ピット埋没土）
３．黒色粘質土（３号ピット埋没土）
４．黒灰色粘質土　黄灰色粘質土を

多く含む。（４号ピット埋没土）

１

３

４２



第154図　Ⅰ区４号土坑出土遺物(２)
０ ８㎝１:４

０ 5㎝１:３
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２号ピットは３号ピットの北東約0.7ｍの地点に離れて

あった。楕円形で、黒色粘質土や灰色シルトで埋まってい

た。埋没土中から土師器甕破片２点が出土した。遺構確認

面、出土遺物から古墳時代前期のピットと推定される。

（３）溝

　Ⅰ区古代～古墳時代遺構面では、北区で13条、南区で８

条、中央区で４条、合計25条の溝が検出された。このうち

22号・24号・25号・26号溝はほぼ南北方向で、北－中央－

南区を縦断するように掘られていた。溝の位置や規模は

P.441･442の表にまとめた。以下各溝の調査所見を記載す

る。なお、溝の平面図は個別図を作成せず、1/300の各区

全体図でこれに変えた。埋没土層断面図は個々に掲載した。

Ⅰ区22号溝

（第155･268図　PL.107･216　遺物観察表P.457）

　22号溝は、Ⅰ区東部で、ほぼ南北方向に検出された。

北端および南端は発掘区域外となる。中央区では西側に

51号溝が並行して検出されたが、51号溝が新しい。南区

でも西側に浅い部分を検出したが、これが51号溝の延長

である可能性がある。

　走向は北区でＮ－11°－Ｗ、中央区でＮ－9°－Ｗ、

南区でＮ－13°－Ｗ、上幅は0.50～1.88ｍ、深さは0.15

～0.26ｍ、調査長は北区で10.80ｍ、中央区で25.6ｍ、

南区で11.80ｍ、総延長54.2ｍである。断面形は浅い台

形で、底面はやや凹凸がある。底面標高は中央区南端と

南区北端がそれぞれ北端・南端より0.09ｍ高かった。こ

の位置は中央区南東隅に検出された凹地の谷頭部にあ

たっており、22号溝を北と南から流れてきた水が谷頭に

入るように掘られていた可能性もある。溝内の下半は浅

間Ｃ軽石を含む黒灰色粘質土で、上半は砂塊が多く含ま

れた暗灰色土・褐灰色砂で埋まっていた。埋没土中から

土師器Ｓ字甕台部破片(第155図１・２)と坏破片８点が

出土した。

　Ⅰ区22号溝は、埋没土や出土遺物から、古墳時代前期の

溝と考えらえる。砂礫の存在から用水路の可能性が高い。

Ⅰ区24号溝（第155･268図　PL.108）

　24号溝は、Ⅰ区西部の中央区から南区にかけて検出さ

れた。南端部は発掘区域外に伸びる。北半部はやや屈曲

し、浅くなる。北部で54号溝が分岐する。２号畠より古い。

　走向は中央区でＮ－19°－Ｗ、南区でＮ－26°－Ｗ、

上幅は0.15～0.37ｍ、深さは0.16～0.26ｍ、調査長は中

央区で18.70ｍ、南区で12.50ｍ、総延長で34.50ｍである。

断面形はＵ字形で、底面にはやや凹凸があった。一定間

隔で浅いピット状になっており、掘削工具痕跡の可能性

があるが、確定できなかった。底面の標高は中央区では

北端も南端も変わらないが、南区では北西端が0.07ｍ高

かった。溝内は白色粘土塊や黒褐色粘土塊を含む灰褐色

粘質土で埋まっていた。埋没土中から土師器甕破片１点

が出土した。

　Ⅰ区24号溝は、埋没土や遺構確認面から、古墳時代前

期の溝と考えらえる。砂礫等の埋没はないので、集落内

の区画溝であろう。

Ⅰ区25号溝（第155･268図　PL.108）

　25号溝は、Ⅰ区西部の中央区から南区にかけて検出さ

れた。南端部は発掘区域外に伸びる。北半部は中央区北

端付近で浅くなる。南部を除き中央区では26号溝の西側

にほぼ並行している。重複は無かった。

　走向は中央区でＮ－25°－Ｗ、南区でＮ－11°－Ｗ、

上幅は0.10～0.24ｍ、深さは0.10～0.16ｍ、調査長は中

央区で24.65ｍ、南区で11.30ｍ、総延長で39.80ｍである。

断面形は浅いＵ字形で、底面にはやや凹凸があった。底

面の標高は南区では変わりがなかったが、中央区では北

端が0.09ｍ高かった。溝内は浅間Ｃ軽石を含む黒褐色粘

質土塊や白色土塊を含む灰褐色粘質土で埋まっていた。

遺物は出土しなかった。

　Ⅰ区25号溝は、埋没土や遺構確認面から、古墳時代前

期の溝と考えらえる。砂礫等の埋没はないので、集落内

の区画溝であろう。

　

Ⅰ区26号溝（第155･268図　PL.108･109）

　26号溝は、Ⅰ区西部の中央区から南区にかけて検出さ

れた直線的な溝である。南端部は発掘区域外に伸びる。

北半部は中央区北端まで確認できたが、北区の該当位置

には37号溝と名付けた蛇行する溝が検出された。位置や

規模は一致するが、形態はやや異なる。同時に調査でき

なかったことから、これらが同一の溝であるかどうかは

判断することができなかった。したがってここでは、37

２．Ⅰ区の遺構と遺物
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第155図　１区溝(１)と出土遺物
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Ⅰ区25号溝A-A′
１．褐灰色粘質土　白色土細粒５％含む。

黒褐色土小塊５％含む。
２．灰褐色粘質土　白色土細粒５％含む。
３．地山　水成ローム

Ⅰ区25号溝B-B′
１．暗灰褐色土　シルト質土。As-C混黒褐

粘質土。塊やや多く含む。
２．暗灰褐色土　シルト質土。As-C混黒褐

粘質土。塊多く含む。

Ⅰ区22号・51号溝A-A′  
１．黒褐色粘土　白色細粒１％含む。
　　（22号溝埋没土）
２．褐灰色粘土　砂５％含む。（22号溝埋没土）
３．褐灰色砂　水成堆積。（22号溝埋没土）
４．褐灰シルト＋砂　水成堆積。（22号溝埋没土）
５．黒褐色粘土　粘質。浅間C軽石を少量含む。
　　（51号溝埋没土）

Ⅰ区22号溝B-B′  
As-B． 
ⅣA．黒色粘質土
ⅣB．灰褐色シルト

Hr-FA．
ⅦA．黒色粘質土　As-Cを含む。
ⅦB．黒色粘質土　As-Cを含まない。
Ⅷ．灰色～灰黄色粘質土
Ⅸ．灰黄色粘質土　黄色風化軽石を多く含む。
Ⅹ．灰色～緑色砂礫混土。
１．褐灰色土・やや砂包　FA小塊５％含む。黒色土小塊

５％含む。
２．暗灰色土＋黒色砂　FA小塊１％含む。白色細粒１％

含む。
３．暗灰色土＋粗砂　As-C含むか。黒色小塊10％含む。
４．黒褐色粘土　灰白色大塊10％含む。
５．黒灰色粗砂　この部分から東の谷へ堆積する土層。

As-C含む。
①．灰黄色粘土　風化YPあり。褐灰色粘土小塊10％含む。
②．灰黄色粘土＋暗灰色粘土

Ⅰ区22号溝D-D′
ⅠA．表土
ⅠB．灰褐色土　表土
ⅡA．黄褐色シルト
ⅡB．黒灰色土～灰色シルト
ⅢA．灰褐色砂質土　As‒Bを含む。
ⅢB．黒褐色砂質土　As-Bを多く含む。

As-B．
ⅣA．黒色粘質土
ⅣB．灰褐色シルト

Ⅴ～Ⅵ．黒灰色シルト質土～黒褐色粘質
土

ⅦA．黒色粘質土　As-Cを含む。
Ⅷ．灰色～灰黄色粘質土
１．暗灰色粘質土　As-Cを微量に含

む。粘性強い。
２．黒色土　As-Cを多く含む。粘性

弱い。

Ⅰ区24号溝A-A′
１．暗灰褐色土　シルト質土。

As-C混黒褐粘質土。塊やや
多く含む。

Ⅰ区24号溝B-B′
１．黄灰色砂＋黒褐色粘土大塊
（２号畠の３段階目の埋土）

２．灰褐色粘質土　白色粘土大
塊10％含む。黒褐色粘土大
塊10％含む。

３．灰褐色粘質土　白色粘土大
塊５％含む。黒褐色粘土大
塊５％含む。

Ⅰ区24号溝C-C′
Ⅰ．表土
ⅡA．黄褐色シルト
ⅡB．黒灰色土～灰色シルト
Ⅲ．黒褐色砂質土　As-Bを含む。
ⅣA．黒色粘質土
Ⅴ．黒灰色シルト質土
Ⅵ．黒灰色粘質土
ⅦA．黒色粘質土　As-Cを含む。
１．暗褐色土　As-C下黒色粘質土

とⅧ層土塊の混土。

Ⅰ区24号溝D-D′
Ⅰ．表土
Ⅱ．黄褐色・黒灰色シルト
Ⅲ．黒褐色砂質土　As-Bを含む。
ⅣA．黒色粘質土
ⅣB．灰褐色シルト
Ⅵ．黒褐色粘質土
ⅦA．黒色粘質土　As-Cを含む。
Ⅷ．灰色～灰黄色粘質土
Ⅸ．灰黄色粘質土　黄色風化軽石を多く含む。
Ⅹ．灰色～緑色砂礫混土。
１．褐灰色粘土　洪水砂20％含む。灰褐色土小塊５％含む。
２．黒褐色粘土　灰褐色土大塊10％含む。  

Ⅰ区26号溝A-A′  
１．暗灰褐色土　シルト質土。白色軽石
（As-C）少量含む。酸化凝集やや多く
含む。

２．灰褐色土　シルト質土。細砂粒やや
多く含む。酸化凝集少量含む。

３．暗灰褐色土　砂層。細砂からなる。
酸化凝集少量含む。

４．灰褐色土　シルト質土。白褐粘質土
塊やや多く含む。

５．灰褐色土　シルト質土。細砂粒が塊
状にやや多く入る。

※３層・５層は古い別溝の可能性がある。

Ⅰ区25号・26号溝B-B′
Ⅱ．黄褐色・黒灰色シルト
Ⅲ．黒褐色砂質土　As-Bを含む。　
As-B．
ⅣA．黒色粘質土

ⅣB１．灰褐色シルト
ⅣB２．灰褐色シルト
Ⅵ．黒褐色粘質土
ⅦA．黒色粘質土　As-Cを含む。

Ⅷ～Ⅸ．灰色～灰黄色粘質土
Ⅹ．灰色～緑色砂礫混土。
１．灰褐シルト質土　洪水砂５％含む。
２．灰褐シルト質土　洪水砂10％含む。
３．灰褐シルト質土　洪水砂層状に10％含む。

Ⅸ層小塊10％含む。
４．褐灰色粘質土　洪水砂層状に20％含む。
５．黒褐色粘土　灰褐土小塊５％含む。

Ⅰ区25号・26号溝C-C′  
Ⅰ．表土
ⅡA．黄褐色シルト
ⅡB．黒灰色土～灰色シルト
Ⅲ．黒褐色砂質土　As-Bを含む。　

As-B 
ⅣA．黒色粘質土

Ⅴ～Ⅵ．黒灰色土シルト質土～黒褐色粘質土
ⅦA．黒色粘質土　As-Cを含む。
１．暗褐色土　As-C下黒色粘質土とⅧ層土塊

の混土。
２．暗褐色土　As-Cを比較的多量に含む。３

層との混土。
３．暗灰色土　軽石を含まず、暗灰色のシル

ト質の単一層。
４．暗褐色土　As-Cを僅かに含む砂質層。

１ ２

Ⅰ区22号溝・51号溝 Ⅰ区22号溝

Ⅰ区24号溝 Ⅰ区25号溝

Ⅰ区26号溝 Ⅰ区25号・26号溝



号溝とは別の溝として記載した。

　26号溝を境にⅠ区東側の遺構分布はごく少なくなる。

前述した22号溝が約50ｍ離れて同方向に掘られているの

みである。重複は無かった。

　走向は中央区でＮ－20°－Ｗ、南区でＮ－22°－Ｗ、

上幅は0.92～2.20ｍ、深さは0.24ｍ、調査長は中央区で

26.30ｍ、南区で12.44ｍ、総延長で42.40ｍである。断

面形はボール状で、底面にはやや凹凸があった。底面の

標高は中央区では北端も南端も変わらないが、南区では

北西端が0.07ｍ高かった。溝内は浅間Ｃ軽石を含む黒褐

色粘質土土塊や白色土塊や砂塊を含む灰褐色シルト土で

埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　Ⅰ区26号溝は、埋没土や遺構確認面から、古墳時代前

期の溝と考えらえる。砂やシルトで埋没しているので用

水路の可能性がある。

Ⅰ区30号溝（第156･268図　PL.109）

　30号溝は、Ⅰ区南区の西部で検出された。1.40ｍほど

の間隔をあけて東側に31号溝が並行する。南端は発掘区

域外になる。重複は無い。

　走向はＮ－22°－Ｗ、上幅は0.20～0.60ｍ、深さは0.04

ｍ、調査長は4.60ｍである。平面形・断面形ともに凹凸

が著しく、底面にも凹凸があった。底面の標高は北西端

が0.04ｍ高かった。溝内は浅間Ｃ軽石を含む黒色土で埋

まっていた。遺物は出土しなかった。

　Ⅰ区30号溝は、埋没土や遺構確認面から、古墳時代前

期の溝と考えらえる。

Ⅰ区31号溝（第156･268図　PL.109）

　31号溝は、Ⅰ区南区の西部で検出された。中央部は浅

くなり、検出できない部分があった。1.40ｍほどの間隔

をあけて西側に30号溝が並行する。南端は発掘区域外に

なる。重複は無い。

　走向はＮ－26°－Ｗ、上幅は0.20～0.94ｍ、深さは0.08

ｍ、調査長は9.28ｍである。平面形・断面形ともに凹凸

が著しく、底面にも凹凸があった。底面の標高は北西端

が0.06ｍ高かった。溝内は浅間Ｃ軽石を含む黒色土で埋

まっていた。遺物は出土しなかった。

　Ⅰ区31号溝は、埋没土や遺構確認面から、古墳時代前

期の溝と考えらえる。

Ⅰ区34号溝

（第156･268図　PL.109･216　遺物観察表P.457）

　34号溝は、Ⅰ区北区の西部で検出された。１号堀の東

側に沿う位置にあたる。北半分は40号溝と重複するが、

北壁土層断面Ｃ－Ｃ′では40号溝の方が新しい。34号溝

は北区の南端では発掘区域外になる。その延長部のうち、

中央区では安全対策上区域外とした。南区では27号・28

号溝と１号堀の間には溝は検出されなかった。34号溝が

27号・28号溝につながる可能性も残されている。

　走向はＮ－８°－Ｅ、上幅は0.68～ 1.00ｍ、深さは0.17

ｍ、調査長は14.60ｍである。断面形は浅いボール状で底

面には凹凸が著しい。底面の標高は北端が0.14ｍ高かっ

た。溝内は浅間Ｃ軽石を含む黒色土で埋まっていたが、

一部に砂の堆積も見られた。水流があったと推定される。

図示した土師器坏（第156図１）は埋没土中から出土した。

この他に埋没土中から土師器坩破片９点、高坏破片１点、

坏破片７点、鉢６点、甕破片102点、Ｓ字甕破片78点が出

土した。坏破片は古墳時代後期の遺物も含む。

　Ⅰ区34号溝は、埋没土や出土遺物から、古墳時代後期

以降の用水路であると推定される。

Ⅰ区40号溝（第157･268図　PL.109･110）

　40号溝は、Ⅰ区北区の西部で、34号溝の西側に重複し

て検出された。北半分は34号溝と重複するが、北壁土層

断面Ｃ－Ｃ′では40号溝の方が新しい。北端は発掘区域

外となる。南端は１号堀に接するが、南延長部がどうな

るかは不明である。

　走向はＮ－18°－Ｅ、上幅は0.76～0.88ｍ、深さは0.16

ｍ、調査長は8.70ｍである。断面形は浅いボール状で底

面は比較的平滑である。底面の標高は南西端が0.16ｍ高

かった。溝内は浅間Ｃ軽石・Ⅷ層土小塊を含む黒色粘質

土で埋まっていた。埋没土中から土師器甕破片２点、Ｓ

字甕破片１点が出土した。

　Ⅰ区40号溝は、埋没土や出土遺物から、古墳時代前期

の溝と考えらえる。

Ⅰ区35号溝（第156･268図　PL.109）

　35号溝は、Ⅰ区北区の西部、34号溝の東側で検出された。

北端は発掘区域外となる。東縁で７号土坑と、南端で８

号土坑や38号溝と重複するが、新旧関係は不明である。

２．Ⅰ区の遺構と遺物
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　走向はＮ－8°－Ｅ、上幅は0.30～0.40ｍ、深さは0.13ｍ、

調査長は5.04ｍである。断面形は浅いボール状で底面に

は凹凸が著しい。底面の標高は北端が0.04ｍ高かった。溝

内は浅間Ｃ軽石を含まない黒色土で埋まっていた。埋没

土中から土師器甕破片２点、Ｓ字甕破片３点が出土した。

　Ⅰ区35号溝は、埋没土や出土遺物から、古墳時代前期

の溝と考えらえる。

Ⅰ区36号・49号溝（第151･157･268図　PL.110）

　36号溝は、Ⅰ区北区の西部から中央区西端にかけて検出

された溝である。北区ではⅧ層上面で古墳時代前期の溝群

とともに検出したが、南区ではⅥ層下面で２号畠と同じ確

認面で検出した経緯がある。北区北壁の土層断面からは、

北区でもⅥ層下面で検出されたものと判断できる。49号溝

は中央区で36号溝の南端に重複して検出された。両溝の具

体的な調査所見の記載は第５章(P.156～158)でおこなった。

　Ⅰ区36号溝は、埋没土や出土遺物から、古代の溝と考

えらえる。本報告書で区分した時期の中間で検出された

遺構であることから、平面図は49号溝とともに、第151

図と、第268図の両面に編集した。

Ⅰ区37号溝（第157･268図　PL.109･110)

　37号溝は、Ⅰ区北区の西部で検出された。北区北端で

36号・38号溝と重複していた。36号溝より新しい。38号

溝との新旧関係は不明である。北半部では大きく蛇行し、

南半部でも不定形である。南端は発掘区域外となる。そ

の延長部には中央区・南区で26号溝が検出されている。

走向的には連続すると推定されるが、直線的な26号溝と

は形状が異なることから、別遺構として報告した。

　走向は北半部でＮ－10°－Ｅ、途中で東に屈曲し南半部

ではＮ－39°－Ｗとなる。上幅は0.84～3.30ｍ、深さは0.30

ｍ、調査長は16.40ｍである。断面形は浅いボール形で底

面にはやや凹凸があった。底面の標高は北端が0.04ｍ高

かった。溝内は砂塊を含む灰色シルトで埋まっていた。水

流があったと推定される。埋没土中から土師器器台破片１

点、壺破片３点、坩破片８点、高坏破片14点、坏破片７点、

鉢破片２点、甕破片157点、Ｓ字甕破片171点が出土した。

１区37号溝は、埋没土や出土遺物から、古墳時代の溝と考

えらえる。用水路の可能性がある。

Ⅰ区38号溝（第156･157･268図　PL.109・111）

　38号溝は、Ⅰ区北区の西部で検出された。北区北端で

36号・37号溝と重複していたが、新旧関係は不明である。

北端部は発掘区域外となる。また、南端は34号溝と重複

するが、新旧関係は38号溝が古い。

　走向はＮ－30°－Ｅ、上幅は0.58～0.90ｍ、深さは0.26

ｍ、調査長は11.80ｍである。断面形は浅いボール形で

底面にはやや凹凸があった。底面の標高は北東端が0.05

ｍ高かった。溝内は浅間Ｃ軽石・黒色粘質土塊・Ⅷ層土

塊を含む黒色粘質土で埋まっていた。遺物は出土しな

かった。埋没土や遺構確認面から、古墳時代前期の溝と

考えらえる。

Ⅰ区39号溝

(第156･268図　PL.111･112･217　遺物観察表P.452･458)

　39号溝は、Ⅰ区北区の西端部で検出された南北方向の

溝である。１号堀の西縁にあたる。42号溝と重複してい

たが、新旧関係は不明である。北端・南端共に発掘区域

外となる。

　走向はＮ－9°－Ｅ、上幅は0.90～1.60ｍ、深さは0.18ｍ、

調査長は16.56ｍである。断面形はボール形で底面はほぼ

平坦であった。底面の標高は南端が0.13ｍ高かった。溝内

は浅間Ｃ軽石を含む黒灰色粘質土で埋まっていた。底面直

上で土師器坏（第156図３～５）が出土した。また、埋没

土中から土師器甕（６）、Ｓ字甕（７）、ミニチュア土器破片

９点、壺破片13点、坩破片８点、高坏破片20点、坏破片23点、

甕破片108点、Ｓ字甕破片67点が出土した。

　１区38号溝は、埋没土や出土遺物から、古墳時代の溝

と考えらえる。

Ⅰ区41号溝（第157･268図　PL.111）

　41号溝は、Ⅰ区北区の西部で、38号溝の東側で検出さ

れた。北端は浅くなり、南端は34号溝に合流する。新旧

関係は不明である。

　走向はＮ－28°－Ｅ、上幅は0.24～0.43ｍ、深さは0.09

ｍ、調査長は4.40ｍである。断面形はＵ字形で底面は凹

凸が著しい。底面の標高は北東端が0.33ｍ高かった。埋

没土の記載はない。遺物は出土しなかった。

　Ⅰ区41号溝は、遺構確認面から、古墳時代～古代の溝

と考えらえる。

第６章　古代～古墳時代の遺構と遺物
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Ⅰ区 39号溝

第156図　１区溝(２)と出土遺物
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Ⅰ区31号溝A-A′
１．黒色土　As-Cを混じる。

Ⅰ区30号・31号溝B-B′  
１．黒色土　As-Cを混じる。

Ⅰ区35号溝A-A′  
１．黒色粘質土　As-C下。Ⅹ層小塊を混じる。
２．黒色粘質土　As-C下。

Ⅰ区34号・38号溝D-D′ 
１．黒褐色粘質土　As-C微量・砂粒を含む。
２．黒褐色砂質土　１層と砂層の混土。
３．赤褐色砂層　鉄分多い。（34号溝埋没土）
４．黒褐色粘質土　黒灰色粘質土と砂の混土。
（34号溝埋没土）

Ⅰ区42号溝A-A′  
１．灰色シルト　灰色シルト主体で、Ⅷ層土小塊を
　　少量含む。
２．暗灰色シルト　暗灰色シルトと粗砂塊の混土。
Ⅷ．灰色～灰黄色粘質土

Ⅰ区50号溝A-A′
１．灰褐色土　砂層。細砂

粒からなる。
２．暗褐色土　砂層。黒褐

色砂質土塊やや多く含
む。やや粗い砂。溝地
山。固い。

Ⅰ区51号溝A-A′
１．黒褐色土　粘質土。As-C少量

含む。酸化凝集少量含む。
２．暗褐色土　粘質土。灰褐土粘

質土。塊多く含む。As-C少量
含む。

Ⅰ区55号溝A-A′
１．黒褐色粘土　白色粒子

１％含む。

Ⅰ区39号溝A-A′  
１．黒灰色粘質土　As-C混黒色土を少量含む。
２．灰色粘質土
３．灰黄色粘質土
４．灰黄色粘質土　酸化凝集斑文多く含む。
５．黒色粘質土

Ⅰ区29号・39号溝B-B′  
Ⅰ．表土
１．黄灰色シルト　黄灰色シルト・灰色シルトが縞状に重なる。
２．灰褐色シルト　１層よりも粗めのシルト層で、黄色シルトをわずかに縞状に含む。
３．灰褐色シルト　均一なシルト層。下部は砂層。（１号堀埋没土）
４．灰褐色シルト　２層よりも明るいシルト。粒径は同じ。As-Bをわずかに含む。
５．黒色土　As-Bを含む。粘性は弱い。中央部に砂を多く含む。
６．灰色シルト　粒径の細かな均一なシルト層。
７．灰褐色土　黄色シルト・褐色土・灰色シルトの小塊の混土層。
８．灰褐色土　As-Bを多量に、灰色シルト小塊を少量含む。（29号溝埋没土）
９．灰褐色砂　灰色シルトと砂層が縞状に堆積。（29号溝埋没土）
10．黒色土　As-Bを混じる。粘性はない。
11．灰色シルト
12．黒色土　As-Cを混じる。
13．灰色シルト　11層より粒径が粗く、鉄分を多く含む。
14．灰色シルト　均一な粗めのシルト層。（39号溝埋没土）
15．暗褐色土　黒色粘質土・砂・灰色シルト塊の混土。（39号溝埋没土）
16．黒色土　黒色粘質土主体でⅨ層土小塊を少量含む。（39号溝埋没土）
Ⅷ．黒褐色砂質土　As-Bを混じる。　
Ⅸ．灰黄色粘質土　黄色風化軽石を多く含む。

Ⅰ区39号溝B-B′  
１．灰色粘質土
２．灰黄色粘質土　酸化凝集斑文多く含む。
３．黒色粘質土

Ⅰ区30号・31号溝

Ⅰ区34号・38号溝Ⅰ区35号溝Ⅰ区31号溝

Ⅰ区50号溝 Ⅰ区55号溝

Ⅰ区43号溝

Ⅰ区51号溝Ⅰ区42号溝
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Ⅰ
区
北
壁
C-
C′
 

 
Ⅰ
．
表
土

Ⅰ
Ｂ
～
Ⅱ
Ａ
 ．
灰
褐
色
土
～
黄
灰
色
シ
ル
ト
　
表
土

Ⅱ
Ｂ
．
黒
灰
色
土
～
灰
色
シ
ル
ト

Ⅲ
Ａ
．
灰
褐
色
砂
質
土
　
As
-B
を
含
む
。

Ⅲ
Ｂ
．
黒
褐
色
砂
質
土
　
As
-B
を
多
く
含
む
。

Ⅴ
．
黒
灰
色
シ
ル
ト
質
土

Ⅵ
．
黒
褐
色
粘
質
土

Ⅷ
・
Ⅸ
．
灰
色
～
灰
黄
色
粘
質
土
　
黄
色
風
化
軽
石
を
多
く
含
む
。

１
．
As
-B
混
土

２
．
灰
褐
色
シ
ル
ト
　（
１
号
堀
埋
没
土
）

３
．
灰
褐
色
シ
ル
ト
　
砂
が
下
層
に
多
い
。（
１
号
堀
埋
没
土
）

４
．
褐
色
土
　
As
-B
混
土
塊
を
含
む
。（
１
号
溝
埋
没
土
）

５
．
灰
褐
色
シ
ル
ト
　
砂
粒
を
多
量
に
含
む
。（
１
号
溝
埋
没
土
）

６
．
灰
色
砂
　（
１
号
溝
埋
没
土
）

７
．
灰
色
砂
　
Ⅹ
層
塊
と
粗
粒
砂
が
互
層
。（
１
号
溝
埋
没
土
）

８
．
暗
褐
色
粘
質
土
　
Ⅵ
層
に
近
い
土
層
。（
大
ア
ゼ
）

９
．
暗
褐
色
土
　
As
-C
下
黒
褐
色
粘
質
土
と
灰
色
シ
ル
ト
の
混
土
。（
大
ア
ゼ
）

10
．
灰
褐
色
シ
ル
ト（
大
ア
ゼ
）

11
．
灰
色
シ
ル
ト
　
Ⅹ
層
小
塊
を
含
む
。（
大
ア
ゼ
）

12
．
暗
灰
色
シ
ル
ト（
大
ア
ゼ
）

13
．
褐
色
砂
　
鉄
分
多
く
含
む
。（
40
号
溝
埋
没
土
）

14
．
褐
色
砂
　
Ⅷ
層
・
Ⅸ
層
小
塊
を
少
量
含
む
。
鉄
分
多
く
含
む
。（
40
号
溝
埋
没
土
）

15
．
黒
色
粘
質
土
　
As
-C
下
黒
色
粘
質
土
と
Ⅸ
・
Ⅹ
層
塊
の
混
土
。（
40
号
溝
埋
没
土
）

16
．
暗
灰
色
粘
質
土
　
砂
と
15
層
相
当
土
の
混
土
。（
40
号
溝
埋
没
土
）

17
．
黒
色
粘
質
土
　
15
層
に
近
似
。（
40
号
溝
埋
没
土
）

18
．
黒
色
粘
質
土
　
Ⅹ
層
塊
を
多
量
に
含
む
。（
40
号
溝
埋
没
土
）

19
．
黒
色
粘
質
土
　
As
-C
下
黒
色
粘
質
土
と
Ⅷ
・
Ⅸ
層
小
塊
の
混
土
。

20
．
黒
色
粘
質
土
　
As
-C
下
黒
色
粘
質
土
と
As
-Y
P塊
の
混
土
。（
43
～
45
号
溝
埋
没
土
）

21
．
黒
色
粘
質
土
　
14
層
に
近
い
が
鉄
分
が
少
な
い
。（
36
～
38
号
溝
埋
没
土
）

22
．
褐
色
砂
　
Ⅷ
層
・
Ⅸ
層
小
塊
を
少
量
含
む
。
鉄
分
多
く
含
む
。（
36
～
38
号
溝
埋
没
土
）

23
．
黒
色
粘
質
土
　
As
-C
下
黒
色
粘
質
土
と
Ⅸ
・
Ⅹ
層
塊
の
混
土
。（
36
～
38
号
溝
埋
没
土
）

24
．
黒
色
粘
質
土
　
15
層
に
近
似
。（
36
～
38
号
溝
埋
没
土
）

25
．
黒
色
粘
質
土
　
Ⅹ
層
塊
を
多
量
に
含
む
。（
36
～
38
号
溝
埋
没
土
）

Ⅰ
区
北
壁
E-
E′
・
B-
B′
 
 

１
．
灰
褐
色
粘
質
土
　
洪
水
起
源
土
。
水
田
耕
土
か（
上
層
擬
似
水
田
Ⅵ
か
）白
色
粒
子
１
％
含
む
。

２
．
褐
灰
色
粘
質
土

３
．
灰
褐
色
粘
質
土
　
褐
色
砂（
洪
水
起
源
）５
％
含
む
。

４
．
褐
色
砂
＋
褐
灰
色
土

５
．
褐
色
砂
＋
黒
褐
色
砂
質
土

６
．
褐
灰
色
粘
質
土
　
白
色
粒
子
１
％
含
む
。

７
．
褐
色
砂（
洪
水
）　
褐
灰
色
土
20
％
含
む
。

８
．
灰
褐
色
粘
質
土
　
黒
褐
色
土
大
塊
20
％
含
む
。
白
色
粘
土
大
塊
20
％
含
む
。

９
．
灰
褐
色
粘
質
土
　
灰
白
色
シ
ル
ト
10
％
含
む
。

10
．
黒
褐
色
粘
質
土
　
灰
白
色
粘
土
大
塊
40
％
含
む
。

11
．
黄
白
色
粘
土（
Ⅸ
）　
黒
褐
色
土
小
塊
20
％
含
む
。

12
．
暗
褐
色
砂
　
黒
褐
色
土
５
％
含
む
。

13
．
黒
褐
色
粘
質
土
　
褐
色
砂
層
状
に
20
％
含
む
。

14
．
暗
褐
色
砂
質
土

15
．
黒
褐
色
粘
質
土（
Ⅶ
）　
白
色
粒
子
１
％
含
む
。
酸
化
凝
集
斑
あ
り
。

16
．
灰
褐
色
粘
質
土
　
褐
色
砂
10
％
含
む
。

Ⅳ
ｂ
．
灰
褐
色
シ
ル
ト

Ⅸ
．
灰
黄
色
粘
質
土
　
黄
色
風
化
軽
石
を
多
く
含
む
。

Ⅹ
．
灰
色
～
緑
色
砂
礫
混
土
。

Ⅰ
区
36
号
～
40
号
溝
C-
C′
  

１
．
灰
色
シ
ル
ト
　
砂
と
白
色
細
粒
を
わ
ず
か
に
含
む
。
全
体
に
均
一
。

２
．
暗
灰
色
シ
ル
ト
　
灰
白
色
シ
ル
ト
を
暗
灰
色
シ
ル
ト
が
互
層
に
堆
積
し
た
層
。

３
．
灰
色
シ
ル
ト
　
粘
性
の
あ
る
シ
ル
ト
と
粗
粒
砂
層
塊
の
混
土
。（
37
号
溝
埋
没
土
）

４
．
灰
色
シ
ル
ト
　
３
層
よ
り
も
暗
色
の
シ
ル
ト
で
、
砂
を
含
ま
な
い
。（
37
号
溝
埋
没
土
）

５
．
黒
褐
色
粘
質
土
　
均
一
な
粘
質
土
。
軽
石
・
砂
粒
含
ま
な
い
。（
37
号
溝
埋
没
土
）

６
．
黒
褐
色
粘
質
土
　
黒
褐
色
粘
質
土
と
砂
層
塊
の
混
土
。（
36
号
溝
埋
没
土
）

７
．
黒
色
粘
質
土
　
As
-C
・
黒
色
粘
質
土
・
Ⅷ
層
土
塊
の
混
土
。（
38
号
溝
埋
没
土
）

８
．
暗
灰
色
シ
ル
ト
　
２
層
に
近
い
が
暗
色
で
、
灰
白
色
シ
ル
ト
を
含
ま
な
い
。

９
．
暗
褐
色
土
　
鉄
分
凝
集
の
多
い
砂
層
塊
と
Ⅷ
層
土
小
塊
・
暗
灰
色
シ
ル
ト
塊
の
混
土
。

10
．
黒
色
粘
質
土
　
As
-C
・
黒
色
粘
質
土
・
Ⅷ
層
土
塊
の
混
土
。（
40
号
溝
埋
没
土
）

Ⅳ
．
黒
色
粘
質
土

Ⅷ
．
灰
色
～
灰
黄
色
粘
質
土

Ⅰ
区
36
号
～
40
号
溝



Ⅰ区42号溝（第156･268図　PL.111）

　42号溝は、Ⅰ区北区の西端部で検出された東西方向の

溝である。39号溝に合流する。新旧関係は不明である。

２・３面検出の33号溝の下位で北側に半分重複して検出

された。西端は発掘区域外となる。

　走向はＮ－62°－Ｗ、上幅は2.00～2.64ｍ、深さは0.25

ｍ、調査長は2.80ｍである。断面形はボール形で底面は

ほぼ平坦であった。底面の標高は西端が0.09ｍ高かった。

溝内は灰色シルトや粗砂塊を含む暗灰色シルトで埋まっ

ていた。遺物は出土しなかった。

　Ⅰ区42号溝は、埋没土や遺構確認面から古墳時代の溝

と考えらえる。

Ⅰ区43号・44号・45号溝（第157･268図　PL.112）

　43号・44号・45号溝は、Ⅰ区北区の西部で検出された。

35号溝と38号溝の間に３条が並行していた。北端部は発

掘区域外となる。南端部はそれぞれの長さで浅くなり、

見えなくなる。重複はない。

　走向は43号溝がＮ－10°－Ｅ、44号溝がＮ－12°－Ｅ、

45号溝がＮ－17°－Ｅである。上幅は43号溝が0.24～

0.50ｍ、44号溝が0.37～0.50ｍ、45号溝が0.24～0.30ｍ

である。深さは43号溝が0.12ｍ、44号溝が0.09ｍ、45号

溝が0.12ｍである。調査長は43号溝が4.00ｍ、44号溝が

2.40ｍ、45号溝が1.30ｍである。断面形はいずれも浅い

ボール形で底面は凹凸が著しい。底面の標高は、43号溝

は南端が0.01ｍ、44号溝は北端が0.05ｍ、45号溝は北端

が0.02ｍ高かった。溝内は黒色粘質土で埋まっていた。

遺物は出土しなかった。

　Ⅰ区43号・44号・45号溝は、埋没土や遺構確認面から、

古墳時代～古代の溝と考えらえる。

Ⅰ区46号溝（第161･268図　PL.112）

　46号溝は、Ⅰ区北区の西部で、37号溝の東側で検出さ

れた東西方向の溝である。西端は37号溝と重複し、東端

は浅くなり、見えなくなる。37号溝との新旧関係は不明

である。

　走向はＮ－84°－Ｗ、上幅は0.20～0.52ｍ、深さは0.01

ｍ、調査長は2.80ｍである。断面形は浅い凹地状で底面

は凹凸が著しい。底面の標高は西端が0.01ｍ高かった。

溝内は黒色粘質土で埋まっていた。遺物出土なし。

　Ⅰ区46号溝は、遺構確認面から、古墳時代～古代の溝

と考えらえる。

Ⅰ区50号溝（第156･268図　PL.112）

　50号溝は、Ⅰ区中央区の南西隅で検出された。南端は１

号堀に切られている。北端は浅くなり、見えなくなる。あ

るいは36号・49号溝と連続していた可能性も考えられる。

　走向はＮ－22°－Ｅ、上幅は0.42～0.65ｍ、深さは0.10

ｍ、調査長は5.60ｍである。断面形は浅い箱形で底面は

平坦である。底面の標高は北端が0.06ｍ高かった。溝内

は灰褐色砂層で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　Ⅰ区50号溝は、遺構確認面から、古墳時代～古代の溝

と考えらえる。

Ⅰ区51号溝（第156･268図　PL.112）

　51号溝は、Ⅰ区中央区の東部、22号溝の西縁に重複し

て検出された。北端は北区へとつながるが、北区の調査

では51号溝にあたる部分は検出できなかった。南端も南

区へつながる。南区では22号溝の西縁に浅い部分を記録

しているが、これが中央区51号溝にあたると推定される。

　走向はＮ－22°－Ｅ、上幅は0.42～0.65ｍ、深さは0.10

ｍ、調査長は5.60ｍである。断面形は浅い箱形で底面は

平坦である。底面の標高は北端が0.06ｍ高かった。溝内

は浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土、暗褐色土で埋まっていた。

遺物は出土しなかった。

　Ⅰ区51号溝は、遺構確認面から、古墳時代～古代の溝

と考えらえる。

Ⅰ区54号溝（第268図　PL.76）

　54号溝は、Ⅰ区中央区の西端、２号畠の西側で検出さ

れた。南端は24号溝と重複する。層位的には54号溝が新

しいが、詳細はとらえられなかった。北端は浅くなり見

えなくなる。

　走向はＮ－37°－Ｗ、上幅は0.16～1.14ｍ、深さは0.09

ｍ、調査長は3.30ｍである。断面形は浅いＵ字形で、底

面には凹凸が著しい。溝内は褐色砂を混じる褐灰色粘土

で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　Ⅰ区54号溝は当初は古代洪水層関連の遺構として調査

したが、埋没土の状況から古代の遺構と推定される。Ⅵ

層上面水田痕跡の疑似畦畔や２号畠との層位的関連はつ
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第158図　Ⅰ区倒木痕

第159図　Ⅰ区谷の土層断面
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かめなった。

Ⅰ区55号溝（第156･268図　PL.113）

　55号溝は、Ⅰ区中央区の南西隅で、50号溝に並行して

検出された。北端は浅くなり見えなくなるが、南端は発

掘区域外になる。重複はない。

　走向はＮ－23°－Ｅ、上幅は0.12～0.22ｍ、深さは0.05

ｍ、調査長は2.42ｍである。断面形は浅いＵ字形で底面

は凹凸が著しい。底面の標高は北端が0.01ｍ高かった。

溝内は白色粒子を含む黒褐色粘土で埋まっていた。遺物

は出土しなかった。

　Ⅰ区55号溝は、遺構確認面から、古代～古墳時代の溝

と考えられる。

（４）倒木痕（第158図　PL.113）

　Ⅰ区では古代～古墳時代遺構面で、多くの倒木痕を検

出した。平成16年度の調査では倒木痕の記録は悉皆的で

なく、明瞭なものの平面・断面記録をとるという方針で

あった。そこで北区の残存状態の良好な倒木痕１基の断

面図と平面図を記録した。また立木の根と推定される痕

跡を検出したので、写真撮影のみ実施した。

　平成22年度の調査では、古代～古墳時代遺構面の遺構

確認を全面でおこない、検出されたすべての倒木痕につ

いて倒木方向を明記した平面記録のみを実施した。これ

によりⅠ区で検出された倒木痕は26基である。倒木方向

や時期については一定の傾向があるような状況ではな

かった。

（５）谷（第159･268図）

　Ⅰ区中央区南東隅で帯状谷地の谷頭を検出した。谷頭

は南から一度東へ大きくＵの字に蛇行して、北と西に張

り出す二股になっている。南端は南区では検出されな

かったが、谷は南東方向に伸びると推定される。東側の

斉田中耕地遺跡Ⅳ区の８面旧河道の支谷の同一層位の地

形と推定される。埋没土は浅間Ｃ軽石を含む黒色粘質土

で、最下層には泥炭質の褐灰色粘土が堆積していた。

　遺物は出土しなかった。

（６）遺構外の出土遺物

　　　(第160･161図　PL.217　遺物観察表P.452･458）

　Ⅰ区調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で第11表

のように多くの遺物を出土した。ここでは、Ⅷ層上面の

遺構確認時に出土した土師器坏(第160図１～４・７～

９)、土師器甕(10・15)、土師器壺・坩（11・13・14）、

土師器高坏（12）、須恵器短頸壺・坏（５・６）を掲載した。
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Ⅰ区倒木痕A-A′  
１．黒色粘質土　As-C混。
２．褐色洪水層
３．黄灰色洪水層
４．As-YP
５．黒色砂質土　As-YPを混じる。
６．灰色粘質土　泥流層。

Ⅰ区谷G-G′  
１．灰褐色粘質土　
２．褐灰色砂質土　As‒C軽石含む。洪水層。
３．褐灰色粘土　泥たん質。鉄分擬集。
４．褐灰色粘土　ⅩⅠ（灰白色粘土）大塊20％。
５．Ⅸ＋黒褐土



第161図　Ⅰ区遺構外出土遺物の出土位置(古代～古墳時代)

第160図　Ⅰ区遺構外の出土遺物
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３．Ⅱ区の遺構と遺物

（１）土坑

　Ⅱ区古代～古墳時代遺構面で検出された土坑は、北区

で検出された８号土坑１基である。南区および中央区で

は古代～古墳時代遺構面の土坑は検出されなかった。土

坑の位置や規模は、P.432の表にまとめた。

Ⅱ区８号土坑（第162･163図　PL.114･115･217･218　遺

物観察表P.458･459･468）

　８号土坑はⅡ区北区北東隅で検出された。重複はない。

短軸0.13ｍ、長軸1.17ｍ、深さ0.97ｍの隅丸方形の土坑

である。底面は平坦で、土坑内は浅間Ｃ軽石を含む黒色

粘質土で埋まっていた。地山土塊を少量含むが、全体に

一様な土層であり、埋め戻されたような堆積であると記

録されている。

　埋没土中の上位には焼土と炭化物の層が土器類の上を

覆うように出土した。焼土は長軸0.58ｍ、短軸0.48ｍ、

厚さ0.07ｍのほぼ楕円形に広がり、中央部が落ち込むよ

うな形で堆積していた。焼土の底面は、土坑の底面上0.74

ｍの位置である。炭化物層は焼土の下位に、長軸0.38ｍ、

短軸0.22ｍ、厚さ0.01ｍで薄く堆積していた。炭化物層

の位置は底面から0.69ｍ上にあたる。

　土器類は焼土層の直下に、完形のものや破片が折り重

なるように出土した。土器の出土は底面上0.4ｍの埋没

土中位まで及んでいた。図示した土師器小型丸底壺（第

162図４・５・７）はそれぞれ底面上0.91ｍ、0.8ｍ、0.79

ｍで出土した。直口壺（３）は底面上0.62ｍで出土した。

壺（第162図９・第163図10・11）はそれぞれ床面上0.9ｍ、

0.7ｍ、0.61ｍで出土した。Ｓ字甕(第163図12～17)がそ

れぞれ床面上0.9ｍ、0.86ｍ、0.77ｍ、0.67ｍ、0.62ｍ、

0.48ｍで折り重なるように出土した。特に12は完形のま

ま潰れたような状態であった。器台（第162図８）は土器

の出土位置のなかでは下層である底面上0.4ｍの位置に

倒立状態で出土した。その他に埋没土中から土師器壺破

片115点、坩破片13点、器台破片２点、甕破片12点、Ｓ

字甕破片222点が出土した。

　漆樹液の棒状塊（第162図１）は、土器類の下位、土坑

底面上0.35ｍで、ほぼ水平の状態で出土した。

　この棒状塊は当初、火鑚杵との認識から植物遺体と推

定し樹種の同定を行ったところ、植物組織が観察されな

かったことから、植物遺体でないことが判明した（第８

章５）。そこで、材質を明らかにするために赤外分光分

析を実施したところ、国産生漆のウルシオールと似たス

ペクトルが得られた（第８章７）。これまでに類例のない

資料であったことから、専門家の助言を受け、材質を特

定するために熱分解DC/MS分析をおこなって、漆である

ことが確認された。（第９章２(４))

　棒状塊の長さは21.3cm、直径0.8 ～ 1.2cm、わずかに

湾曲する棒状で、断面形はほぼ円形である。上端は直径

1.2cmでやや太くなっており、端部外面は薄膜状になっ

ており、中央部は表面がガサガサしている。上端部は一

部欠損している。上端部から1.5cmほど下では外側の膜

状の部分が剥がれたような状態になっている。下端の細

い方は丸くすぼまり、先端には直径５mmほどの平坦面が

ある。資料外面には太さ１mm前後の条線圧痕が全体に薄

く見える。また表面には長さ３～４cmの亀裂が３条ある。

最も大きな亀裂は幅2.5mmの幅がある。樹種同定のため

の組織観察を目的として切断した面をみると一様な内容

物が固結しているように見える。亀裂内面および切断面

には細かな空隙が肉眼でも確認できる。

　以上のようなことから、本棒状塊は何らかの管状容器

の中で凝固した漆樹液のみが遺存したものと考えられ

る。外面の細かな条線圧痕や下端部の形状からはタケの

稈内で凝固したのではないかと推定される。この棒状塊

についての、専門家の助言や、材質分析や調査の詳細に

ついては第８章・第９章で記載した。

　Ⅱ区８号土坑の性格については現状では不明である。

土坑の位置は、Ⅲ区にある居住域からやや離れている。

Ⅱ区の北側や南側に居住域がある可能性も残されてい

る。本土坑が居住域内で使われていた井戸である可能性

が高いが、完形の土器や漆樹液の棒状塊の出土状態から

何か特別な用途の土坑であった可能性もある。本土坑と

同規模の隅丸方形のⅠ区４号土坑が15ｍ東のⅠ区西端で

検出されている。両土坑とも古墳時代前期の土坑で、完

形に近い土器が出土している。両土坑の関連性が注目さ

れるが、現状では不明である。このような土坑は玉村町

地域の他の遺跡でも検出され注目されているが、詳細に

ついては第９章-１で述べる。
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第162図　Ⅱ区８号土坑と出土遺物(１)
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Ⅱ区８号土坑A-A′  
１．黒色粘質土　As-C下黒色粘質土主体で、

Ⅷ・Ⅸ層相当の塊を少量含む。埋め戻さ
れた様な土層。

２

４

６

８

１

９

７

５

３



第163図　Ⅱ区８号土坑の出土遺物(２)
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Ⅱ区20号溝

Ⅱ区24号溝

第165図　Ⅱ区溝土層断面

第164図　Ⅱ区焼土
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（２）焼土（第164図）

　Ⅱ区北区北東隅、８号土坑の北西２ｍの地点に、焼土

が検出された。長径0.85ｍ、短径0.65ｍ、深さ0.1ｍほ

どの楕円形の凹地内に、長軸0.46ｍ、短軸0.26ｍ、厚さ

0.08ｍの焼土があり、周囲は浅間Ｃ軽石を含む暗褐色土

で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　調査当初は、竪穴住居内の炉の痕跡とも考えられた

が、周囲には床面や柱穴等の痕跡も認められなかったの

で、焼土として記載した。

（３）溝

　Ⅱ区古代～古墳時代遺構面では、南区から中央区にか

けて２条の溝が検出された。溝の位置や規模はP.442の

表にまとめた。以下溝の調査所見を記載する。

　なお、溝の平面図は個別図を作成せず、1/300の各区

全体図でこれに変えた。埋没土層断面図は個々に掲載し

た。

Ⅱ区20号溝（第165･267図　PL.115）

　20号溝は、Ⅱ区南西部で、北西から南東方向に検出さ

れた。北西端および南東端は発掘区域外となる。北西端

の延長部はⅢ区では検出されなかった。重複はない。

　走向は中央区・南区ともにＮ－32°－Ｗ、上幅は中央

区で0.15～0.58ｍ、南区で0.17～0.77ｍ、深さは中央区

で0.04ｍ、南区で0.05ｍ、調査長は中央区で13.75ｍ、

南区で18.84ｍ、総延長37.0ｍである。断面形は浅いＵ

字形で、底面は平坦である。底面標高は北西端が0.08ｍ

高かった。溝内は砂を含む黒褐色シルト質土で埋まって

いた。埋没土中から土師器坏２点が出土した。

　Ⅱ区20号溝は、浅間Ｃ軽石を含む黒色土を切っている埋

没土の状況や出土遺物から、古墳時代後半と考えられる。

Ⅱ区24号溝（第165･267図　PL.83・84）

　24号溝は、Ⅱ区中央区の東部で検出された直線の溝で

ある。後述する疑似畦畔を検出したⅥ層上面で確認した。

疑似畦畔を示すⅥ層の土層を切っているが、これだけで

は畦畔と本溝との新旧関係を示すとはいえない。24号溝

が埋まった段階で、疑似畦畔が形成される深耕が行われ

た可能性もある。また、17号溝と重複する。断面図は記

録できなかったが17号溝が新しい。

　走向はＮ－49°－Ｅ、上幅は0.22～0.51m、深さは0.08ｍ、

３．Ⅱ区の遺構と遺物
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Ⅱ区焼土A-A′
１．焼土
２．暗褐色土　AS-Cを混じる。

Ⅱ区 20 号溝 A-A′
１．黒褐色砂質土　As-B を混じる。（Ⅲ層）
２．灰褐色シルト　ⅣＢ層起源と考えられる砂を多く含む。
３．黒灰色シルト質土　（ⅤＡ層）
４．暗褐色土　砂粒少量含む。
５．黒褐色土　砂粒少量含む。
６．黒褐色土　黄色砂塊を多く含む。
７．黄色砂層　ⅤＡ層下層の洪水層と同一のものと考えられる。
８．黒褐色土　砂粒を非常に多く含む。
９．黒褐色粘質土　（Ⅵ層）
10．黒色土　As-C を混じる。

Ⅱ区 20 号溝 B-B′
１．灰褐色土　シルト質土。３面水田耕土の一部。ⅣＢ層黄褐色砂粒。

Ⅵ層（暗灰褐色シルト質土）塊少量含む。
２．灰褐色土　シルト質土。１層に似るがやや暗い。Ⅵ層（暗灰褐色シ

ルト質土）塊少量含む。
３．暗灰褐色土　シルト質土。白褐色粒子含む。Ⅵ層。
４．黒褐色土　シルト質土。黄褐色土（細粒でシルト質に近い）がやや

多く入る。Hr-FA?（20 号溝埋没土）
５．黒褐色土　シルト質土。灰褐色粘質土少量含む。（20 号溝埋没土）
６．黒褐色土　粘質土。As-C 軽石少量含む。ⅦＡ層。
７．灰褐色土　粘質土。Ⅷ層。

Ⅱ区 24 号溝 A-A′
１．暗茶褐色土　やや粗い砂粒からなる砂層。畦を切っている。

（上面の遺構）



Ⅱ区１号倒木痕

Ⅱ区２号倒木痕

第167図　Ⅱ区遺構外の出土遺物(古代～古墳時代)第166図　Ⅱ区倒木痕土層断面

Ａ Ａ′L=70.60m
1

3

3

2

2

Ａ Ａ′L=70.60m

1 22

０ 5㎝１:３

調査長は25.90ｍである。断面形はＵ字形で、底面は平坦

であった。底面の標高は南西端が0.08ｍ高かった。溝内

は暗茶褐色砂で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　Ⅱ区24号溝の時期は、遺構確認面から古代～古墳時代

の溝と考えらえる。17号溝と層位は共通するが埋没土は

全く異なる。砂層で埋まっているが、17号溝とは異なる

洪水によると考えられる。

（４）倒木痕（第166･267図　PL.115）

　Ⅱ区では古代～古墳時代遺構面で多くの倒木痕を検出

した。平成16年度に調査した北区・南区では、倒木痕の

記録は悉皆的でなく、明瞭なものの平面・断面記録をと

るという方針であった。そこで南区の２基の倒木を１号、

２号倒木痕として記録した。北区では２基の倒木痕につ

いて平面記録した。

　平成22年度に調査した中央区では、古代～古墳時代遺

構面の遺構確認を幅２～３ｍ、長さ80ｍのトレンチ３本

で実施し、検出されたすべての倒木痕について倒木方向

を明記した平面記録のみとした。西端は20号溝が検出さ

れたことから、７ラインより西側は全面で古代～古墳時

代遺構面の遺構確認をおこなった。これによりⅡ区で検

出された倒木痕は14基である。倒木の時期や方向に一定

の傾向などはみられなかった。

（５）遺構外の出土遺物

　 　（第167図　PL.218　遺物観察表P.459）

　Ⅱ区調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で第11表

のように多くの遺物を出土した。ここでは、Ⅷ層上面の

遺構確認時に出土した土師器坏（第167図１）、坩（２）、

器台（３）、高坏（４）、Ｓ字甕（５・６）を掲載した。

第６章　古代～古墳時代の遺構と遺物
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Ⅱ区１号倒木痕A-A′  
１．暗褐色土　As-C下黒色粘質土と焼土小塊・Ⅸ層塊の混土。
２．黒色粘質土　As-C下黒色粘質土。
３．灰色～灰黄色粘質土　黄色風化軽石・酸化凝集斑文多く含む。（Ⅸ層）

Ⅱ区２号倒木痕 A-A′
１．黒色粘質土　焼土小塊を均一に含む。
２．黒色粘質土　As-C下黒色粘質土。

１

２

３

４

５

６ 



溝の深さは0.14～0.45ｍほどで、底面には凹凸があり、

南西隅と東部がやや深くなっている。

貯蔵穴　住居内の貯蔵穴は検出されなかった。

床面　住居床面は検出されなかった。

遺物出土状況　床面は検出されなかったが、主柱穴Ｐ２

埋没土中からＳ字甕破片２点が出土した。また、遺構に

伴う遺物として、西周溝南半部底面直上で土師器Ｓ字甕

（第169図10）、南端部底面直上で土師器直口壺（５）が出

土した。東周溝南東隅底面直上で土師器器台（３）、Ｓ字

甕（９）が出土している。また屋外の東周溝埋没土中から

土師器壺破片９点、高坏破片１点、甕破片１点、Ｓ字甕

破片27点、須恵器坏１点が出土した。また、西周溝の埋

没土中から、土師器壺破片４点、坩破片６点、甕破片54

点、Ｓ字甕破片102点、小型甕破片３点、土錘破片１点

が出土した。

所見　出土遺物から古墳時代前期の遺構と考えられる。

主柱穴と周溝の軸線がほぼ一致することから、周溝をも

つ建物と推定した。この型式の住居は、群馬県では上新

田中道東遺跡のある玉村町を中心に類例が26基ほどあ

る。この屋外周溝の機能について、排水溝という機能的

な考え方と、周溝で囲み階層性を示しているという考え

方とがある。上新田中道東遺跡ではⅢ区の他にⅥ区微高

地中央頂部にもう１棟がある。

　また、周溝内にあるピットのうち、112号、113号、120号、

98号ピットもそれぞれを結ぶと正方形になり、９号住居

と同規模の竪穴住居の柱穴群とみることも可能である。

これらのピットと９号住居の新旧関係は不明であるが、

この方形の主軸方位が３号掘立柱建物と一致することか

ら、９号住居の段階と３号掘立柱建物の段階とが重複し

た遺構群と考えることも可能性である。

（２）掘立柱建物

Ⅲ区２号掘立柱建物（第170図　PL.118）

位置　55－11－Ｌ・Ｍ－４・５Ｇ

主軸方位　Ｎ－72°－Ｗ

重複　46号、61号土坑と重複するが、新旧関係は不明で

ある。

形態　１×１間（4.80ｍ×3.00ｍ・16尺×10尺）、面積

14.4㎡の東西棟。柱間は桁行が4.50～4.80ｍ、梁行が2.80

～3.10ｍ。

４．Ⅲ区の遺構と遺物 

（１）周溝をもつ建物

Ⅲ区９号住居

（第168･169図　PL.116･117･218･219　遺物観察表P.459）

位置　55－１－Ｈ～Ｋ－20～２Ｇ

形状　主柱穴位置から正方形と推定される。床面が残存

しないので竪穴住居か平地式建物か確定はできない。四

周に隅丸方形に廻る周溝が付属する。

重複　無し

規模　長軸4.0ｍ以上　短軸3.90ｍ以上　

　　　残存壁高　柱穴のみ残存のため計測不能

　　　周溝外形　長軸13.0ｍ　短軸12.7ｍ

長軸方位　Ｎ－１°－Ｗ

埋没土　主柱穴は、茶褐色土塊を含む、粘性のある暗褐

色土で埋まっていた。周溝も茶褐色土塊を含む粘性のあ

る暗褐色土で埋まっていた。

火処　削平を受けて床面は残存していなかったので、火

処の存在はわからなかった。存在したとすれば、出土遺

物の時期から炉である可能性が高いと推定される。

柱穴　周溝で囲まれた範囲のほぼ中央に４本の主柱穴が

検出された。主柱穴の規模（長径×短径×残存深度ｍ）

は、Ｐ１が0.44×0.39×0.75ｍ、Ｐ２が0.43×0.42×

0.48ｍ、Ｐ３が0.47×0.40×0.62ｍ、Ｐ４が0.39×0.36

×0.64ｍである。周溝と主柱穴の間の距離は、Ｐ１と西

側周溝の間が3.13ｍ、Ｐ２と東側周溝との間が3.40ｍで

ある。

　周溝で囲まれた範囲には、96～100Ｐ、111～120Ｐの

15基のピットが検出されたが、深さ0.45ｍの117Ｐ以外

は比較的浅く、配置の規格性等から考えても前述した主

柱穴とは異なり、本遺構とは直接関わらないと考えたい。

主柱穴以外の15基のピットの埋没土は、粘性としまりの

ある暗褐色土であり、主柱穴との明確な差はなかった。

周溝　周溝は南辺の中央やや西よりの一部を除き、全周

していたと推定される。北辺は16年度調査区と20年度発

掘区の接点にあたったために、完掘することができな

かった。

　周溝の幅は最も太い北隅で1.83ｍ、細い北東部で0.3

ｍである。北東部で細くなったのは、発掘区北縁に排水

溝を掘ったために遺構確認面が下がったことによる。周

４．Ⅲ区の遺構と遺物
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第168図　Ⅲ区９号住居
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Ⅲ区９号住居A-A′
１．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。直径 50mm 以下の茶褐色塊が散見される。
２．黒褐色土　粘性あり。しまりあり。
３．暗褐色土と茶褐色土の混土　粘性やや強し。しまりやや強し。
４．黒褐色土　粘性あり。しまりややあり。直径２mm 以下の白色軽石粒微量含む。
５．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。ローム漸移層か？
６．茶褐色粘質土　ローム層。



第169図　Ⅲ区９号住居の土層断面と出土遺物
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Ⅲ区９号住居P1F-F′
１．暗褐色土と茶褐色土の混土　粘性あり。しまりあり。

Ⅲ区９号住居P2G-G′
１．暗褐色土　粘性ややあり。しまりあり。長直径５cm以下の茶褐色土塊を含む。

Ⅲ区９号住居P3H-H′
１．暗褐色土　粘性ややあり。しまりあり。長直径５cm以下の茶褐色土塊を含む。

Ⅲ区９号住居P4I-I′
１．暗褐色土　粘性あり。しまりあり。直径10cm以下の茶褐色土塊を少量含む。

１

４

７

９ 10

８

５

６

２
３ 



　南西隅のＰ４が南辺と西辺の柱筋から内側にずれる以

外は、柱筋にのる。桁行の柱間が長いことから建物でな

い可能性も残るが、東側に近接する３号掘立柱建物との

柱筋方向の一致等から、建物と考えた。

　いずれの柱穴でも明確な柱痕跡は検出できなかった。

柱穴の形状は楕円形および不定型な楕円形で、規模は長

径0.33～0.70ｍ、短径0.30～0.63ｍ、深さ0.42～0.49ｍ

で、大きさのばらつきは顕著であるが、深さはばらつき

が少ない。

内部施設　無し

出土遺物　Ｐ１埋没土中からＳ字甕胴部破片１点、Ｐ３

埋没土中からＳ字甕頸部破片１点、胴部破片２点が出土し

た。Ｐ４北東部の遺構確認面で土師器壺破片が出土した。

所見　柱穴は浅間Ｃ軽石や地山黄褐色ローム塊を含む黒

褐色土で埋まっていることや、Ｓ字甕破片が出土してい

ることから、古墳時代前期の建物跡と考えられる。

Ⅲ区３号掘立柱建物（第171図　PL.118～120）

位置　55－１・11－Ｋ・Ｌ－20・１Ｇ

主軸方位　Ｎ－25°－Ｅ

重複　74号、75号土坑と重複するが、新旧関係は不明で

ある。

形態　２×２間（3.21～3.22ｍ×3.01ｍ～3.05ｍ・10.5

尺×10尺）、面積9.79㎡の南北棟。柱間は桁行が1.48～

1.55ｍ、梁行が3.12～3.18ｍ。北辺と南辺の中央に独立

した棟持柱と推定される柱穴をもつ。

　北東隅のＰ１が西側にずれる以外は、柱穴は柱筋にの

る。Ｐ３とＰ９以外は断面で柱痕跡を確認できた。柱穴

の形状は円形および楕円形で、規模は長径0.20～0.30ｍ、

短径0.18～0.26ｍ、深さ0.20～0.46ｍで、ばらつきは少

ない。

内部施設　無い。内部にＰ９を検出したが、内部施設と

は考えにくい。　　　　　

出土遺物　Ｐ１埋没土中からＳ字甕破片１点、Ｐ６埋没

土中からＳ字甕破片２点、甕破片２点が出土した。

所見　柱穴は浅間Ｃ軽石や地山黄褐色ローム塊を含む黒

褐色土で埋まっていることや、埋没土中からＳ字甕破片

が出土していることから、古墳時代前期の建物跡と考え

られる。

Ⅲ区４号掘立柱建物（第173図　PL.120）

位置　55－１－Ｋ・Ｌ－18Ｇ

主軸方位　Ｎ－８°－Ｅ

重複　51号土坑、34号溝と重複するが、いずれの遺構よ

り古い。

形態　１×１間（1.64～1.75ｍ×1.50ｍ・５尺×5.2

尺）、面積2.625㎡の東西棟。柱間は桁行が1.64～1.75ｍ、

梁行が1.50ｍ。北辺と南辺に独立棟持柱をもつ。

　いずれの柱穴も柱筋にのる。柱穴の形状は不整円形お

よび楕円形で、規模は長径0.25～0.31ｍ、短径0.23～0.26

ｍ、深さ0.10～0.21ｍで、ばらつきは極めて少ない。

内部施設　無い。　出土遺物　遺物は出土しなかった。

所見　柱穴は浅間Ｃ軽石や地山黄褐色ローム塊を含む黒

褐色土で埋まっていることから、古墳時代前期の建物跡と

考えられる。他の掘立柱建物の柱間と比べると小規模で

あることから、竪穴住居の柱穴のみが残存した遺構と考

えることも可能であるが、貯蔵穴等の竪穴としての所見

は見られなかったことから、掘立柱建物として報告した。

Ⅲ区５号掘立柱建物

（第172図　PL.120～122･219　遺物観察表P.459）

位置　55－１－Ｌ・Ｍ－７～９Ｇ

主軸方位　Ｎ－44°－Ｅ

重複　105号土坑と重複するが、新旧関係は不明である。

形態　３×２間（6.49 ～ 6.76ｍ×4.15 ～ 4.20ｍ・22尺×

14尺）、面積28.05㎡の東西棟。柱間は桁行が2.01～2.34ｍ、

梁行が4.15～ 4.20ｍ。東辺と西辺に独立棟持柱をもつ。

　北辺は各柱穴とも柱筋を通るが、Ｐ３とＰ４の柱間は

短い。南辺も柱筋は通るが、Ｐ７とＰ８の柱間が短い。

したがって、相対するＰ２とＰ８は対応するが、Ｐ３と

Ｐ７はややずれている。東辺と西辺の柱間は通っている。

　いずれの柱穴も柱痕跡を確認できなかった。柱穴の形

状は不整円形および楕円形で、規模は長径0.24～0.37ｍ、

短径0.16～0.32ｍ、深さ0.21～0.49ｍで、ばらつきは少

ない。

内部施設　明確に内部施設と言えるものは無かった。Ｐ

５とＰ６の間に40号ピット、Ｐ６とＰ７の間の北側に79

号土坑が検出された。79号土坑の長軸は柱筋に並行して

おり、配置に規格性が見られたが、付属施設と断定はで

きなかった。

第６章　古代～古墳時代の遺構と遺物
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第170図　Ⅲ区２号掘立柱建物
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出土遺物　Ｐ４埋没土下位から土師器ミニュチュア蓋

（第172図１）が出土した。またＰ８の北側の遺構確認面

から須恵器甕破片（第191図15）が出土したが、混入であ

る。他の柱穴からは遺物は出土しなかった。

所見　柱穴は浅間Ｃ軽石や地山黄褐色ローム塊を含む黒

褐色土で埋まっていることや、柱穴埋没土下層から出土

したミニュチュア蓋形土器を重視して、古墳時代前期の

建物跡と考えたい。

４．Ⅲ区の遺構と遺物
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Ⅲ区２号掘立柱建物P1E-E′  
１．暗褐色土　As-Cを少量含む。地山黄褐色ローム起源の小塊を含む。
２．黒褐色土　地山黄褐色ローム起源の黄白色土塊を少量含む。粘性あり。

Ⅲ区２号掘立柱建物P2F-F′  
１．暗褐色土　白色パミスを少量含む。地山黄褐色ローム起源の黄白色土小塊を少量

含む。
２．黄褐色土　地山黄褐色ローム起源の土層を主体とし黒色土小塊を少量含む。
３．黒褐色土　地山黄褐色ローム起源の黄白色土小塊を少量含む。粘性あり。

Ⅲ区２号掘立柱建物P3G-G′  
１．暗褐色土　白色パミスを少量含む。
２．黒褐色土　地山黄褐色ローム起源の土層粒を少量含む。
３．黒褐色土　粘性あり。
４．黒褐色土　地山黄褐色ローム起源の土層を塊状に多く含む。
５．黄褐色土　地山黄褐色ローム起源の土層を主体とし、黒色土小塊を多く含む。
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Ⅲ区３号掘立柱建物 P1I-I′  
１．暗褐色土　　白色パミスを少量含む。地山黄褐色ローム起源の

黄白色土小塊を少量含む。
２．黄褐色土　地山黄褐色ローム起源の土層を主体とし黒色土小塊

を少量含む。しまりあり。

Ⅲ区３号掘立柱建物P2J-J′  
１．黒褐色土　地山黄褐色ローム起源の土層を主体とし黒色土小塊

を少量含む。しまりあり。
２．黄褐色土　地山黄褐色ローム起源の黄褐色土を主体とし黒色土

小塊を少量含む。かたくしまっている。

Ⅲ区３号掘立柱建物P3K-K′  
Ⅰ．表土
１．黒褐色土　粘性あまりない。
２．暗褐色土　As‒Cを少量含む。

Ⅲ区３号掘立柱建物P4L-L′  
Ⅰ．表土
１．黒褐色土　白色パミスを少量含む。粘性なし。
２．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を少量含む。
３．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を塊状に含む。

Ⅲ区３号掘立柱建物P5M-M′  
１．黒褐色土　粘性あまりなし。
２．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を少量含む。
３．黄褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を主体とし、黒褐色土の
小塊を少量含む。

Ⅲ区３号掘立柱建物P6N-N′  
１．黒褐色土　白色パミスを少量含む。地山黄褐色ローム起源の黄

褐色土小塊を少量含む。
２．黄褐色土　地山黄褐色ローム起源の黄褐色土を主体とし黒色土

小塊を少量含む。かたくしまっている。

Ⅲ区３号掘立柱建物P7O-O′  
１．暗褐色土　白色パミスを少量含む。地山黄褐色ローム起源の黄

白色土小塊を少量含む。
２．黄褐色土　地山黄褐色ローム起源の土層を主体とし黒色土小塊

を少量含む。しまりあり。

Ⅲ区３号掘立柱建物P8P-P′  
１．黒褐色土　白色パミスを少量含む。粘性なし。
２．黄褐色土　地山黄褐色ロームを主体とし黒褐色土を少量含む。

Ⅲ区３号掘立柱建物P9Q-Q′  
１．暗褐色土　白色パミスを少量含む。地山黄褐色ローム起源の黄

白色土小塊を少量含む。
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Ⅲ区５号掘立柱建物P1F-F′  
１．暗褐色土　地山黄褐色ロームの黄褐色土小塊を少量含む。

白色パミス少量含む。

Ⅲ区５号掘立柱建物P2G-G′  
１．暗褐色土　地山黄褐色ロームの黄褐色土小塊を少量含む。

白色パミス少量含む。
２．黄褐色土　地山黄褐色ロームを主体とし黒色土小塊を多く

含む。

Ⅲ区５号掘立柱建物P3H-H′  
１．暗褐色土　地山黄褐色ロームの黄褐色土小塊を少量含む。

白色パミス少量含む。

Ⅲ区５号掘立柱建物P4I-I′  
１．暗褐色土　地山黄褐色ロームの黄褐色土小塊を少量含む。

白色パミス少量含む。
２．黒褐色土　白色パミスを少量含む。

Ⅲ区５号掘立柱建物P5J-J′  
１．暗褐色土　地山黄褐色ロームの黄褐色土小塊を少量含む。

白色パミス少量含む。

Ⅲ区５号掘立柱建物P6K-K′  
１．暗褐色土　地山黄褐色ロームの黄褐色土小塊を少量含む。

白色パミス少量含む。

Ⅲ区５号掘立柱建物P7L-L′  
１．暗褐色土　地山黄褐色ロームの黄褐色土小塊を少量含む。

白色パミス少量含む。

Ⅲ区５号掘立柱建物P8M-M′  
１．暗褐色土　地山黄褐色ロームの黄褐色土小塊を少量含む。

白色パミス少量含む。

Ⅲ区５号掘立柱建物P9N-N′  
１．暗褐色土　地山黄褐色ロームの黄褐色土小塊を少量含む。

白色パミス少量含む。

Ⅲ区５号掘立柱建物P10O-O′  
１．暗褐色土　地山黄褐色ロームの黄褐色土小塊を少量含む。

白色パミス少量含む。
２．黄褐色土　地山黄褐色ロームを主体とし黒色土小塊を多く

含む。

Ⅲ区５号掘立柱建物P11P-P′  
１．暗褐色土　地山黄褐色ロームの黄褐色土小塊を少量含む。

白色パミス少量含む。

１

第191図15



第173図　Ⅲ区４号掘立柱建物と１号柱穴列
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（３）柱穴列

Ⅲ区１号柱穴列（第173図　PL.122・123）

位置　55－11－Ｌ・Ｍ－９・10Ｇ

主軸方位　Ｎ－46°－Ｅ

重複　無し。

形態　３間（4.75ｍ・15尺）分の柱穴列を検出した。柱

間は1.51～1.63ｍで、ほぼ等間隔である。

　各柱穴とも柱筋を通る。いずれの柱穴も柱痕跡を確認

できなかった。柱穴の形状は不整円形および楕円形で、

規模は長径0.21～0.26ｍ、短径0.18～0.22ｍ、深さ0.19

～0.30ｍで、ばらつきは少ない。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

所見　柱穴は黒褐色土で埋まっているが、同じ確認面で

みつかった掘立柱建物の柱穴のように浅間Ｃ軽石を含ん

でいない。時期の特定は困難であるが、確認面が共通す

ること、５号掘立柱建物に隣接して、33号溝に沿った位

置関係である等を考慮して、古墳時代前期の建物跡と考

えておきたい。

第６章　古代～古墳時代の遺構と遺物

234

Ⅲ区４号掘立柱建物 P1E-E′
１．黒褐色土　白色パミスを少量含む。

Ⅲ区４号掘立柱建物 P2F-F′
１．黒褐色土　白色パミスを少量含む。
２．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の黄褐色土小塊を多く含む。

Ⅲ区４号掘立柱建物 P3G-G′
１．黒褐色土　白色パミスを少量含む。
２．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の黄褐色土小塊を多く含む。

Ⅲ区４号掘立柱建物 P4H-H′
１．黒褐色土　白色パミスを少量含む。
２．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の黄褐色土小塊を多く含む。

Ⅲ区１号柱穴列P1B-B′
Ⅰ．表土
１．黒褐色土　粘性なし。
２．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を少量含む。
３．灰褐色土　粘性あり。
４．黒色粘質土
５．黒色土　As-Bを含む。

Ⅲ区１号柱穴列P2C-C′ 
１．黒褐色土　粘性なし。

Ⅲ区１号柱穴列P3D-D′ 
１．黒褐色土　粘性なし。
２．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を少量含む。

Ⅲ区１号柱穴列P4E-E′
１．黒褐色土　粘性なし。



（４）土坑（第174～183図　PL.123～133･219　遺物観

察表P.459･460）

　Ⅲ区古代～古墳時代遺構面で検出された土坑は南区で

21基、北区で67基、中央区で４基である。南区では中央

から東部にかけての北寄りに偏在していた。北区では区

全体に散在していた。いくつかの土坑は列状に分布する

傾向が見られた。中央区の117号土坑は１号住居の屋外

周溝の南辺に重複しているが、風倒木痕跡であった可能

性が高い。それぞれの土坑の位置や規模は、P.432･433

の表にまとめた。以下各遺構の調査所見を、南区－北区

－中央区の順に記載する。

ａ．南区の土坑

　22号土坑は楕円形の土坑で、浅間Ｃ軽石を含まない黒

色粘質土で埋まっていた。出土遺物はなかった。

　23号土坑は円形の土坑で、浅間Ｃ軽石を含まない黒色

粘質土で埋まっていた。出土遺物はなかった。埋没土か

ら古墳時代前期の土坑と考えられる。

　24号、25号土坑は北半分が調査区域外になってしま

い、全形をとらえることができなかった。いずれも楕円

形と推定される。両土坑とも灰白色砂塊を含む黒色土で

埋まっていたが、25号土坑の最上層には浅間Ｃ軽石を含

む黒褐色土も堆積していた。25号土坑埋没土中から土師

器甕破片４点が出土した。埋没土から古墳時代前期の土

坑である可能性が高い。

　26号土坑は楕円形の土坑で、上層は浅間Ｃ軽石を含む

黒褐色土で、下層は灰白色砂塊を含む黒色土で埋まって

いた。埋没土中から土師器坏（第174図１）、須恵器坏（２）、

須恵器蓋（３）が出土している。２は27号土坑の埋没土か

ら出土した破片と接合した。他に土師器坏破片３点、甕

破片17点、須恵器坏・椀破片２点が出土した。出土遺物

の時期から９世紀前半ころの土坑と考えられる。

　27号土坑も北半分が調査区域外で全形をとらえること

ができなかった。楕円形と推定される。上層は浅間Ｃ軽

石を含む黒褐色土で、下層は灰白色砂塊を含む黒色土で

埋まっていた。埋没土中から土師器坏破片１点、甕破片

３点、Ｓ字甕破片６点、須恵器坏椀破片２点が出土した。

出土遺物から古代前半期の土坑と推定される。

　28号土坑は北縁部が調査区域外となったが、楕円形の

可能性が高い。周辺の土坑と同様に、上層は浅間Ｃ軽石

を含む黒褐色土で、下層は灰白色砂塊を含む黒色土で埋

まっていた。埋没土中から土師器甕破片12点が出土した。

古代から古墳時代の土坑であるが、時期は確定できない。

　29号土坑は楕円形の土坑で、周辺の土坑と同様に、上

層は浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土で、下層は灰白色砂塊を

含む黒色土で埋まっていた。埋没土中から土師器坏破片

１点、甕破片９点が出土した。出土遺物から古代前半期

の土坑と推定される。

　30号土坑は隅丸方形、31号土坑は不整楕円形の土坑で

ある。30号土坑も、上層は浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土で、

下層は灰白色砂塊を含む黒色土で埋まっていた。31号土

坑も浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土で埋まっていた。両者の

遺物の区別はできないが、土師器甕破片７点、Ｓ字甕破

片７点が出土した。埋没土・出土遺物から古墳時代の土

坑と推定される。

　32号土坑は不整楕円形で、底面の凹凸が著しい。上層

は浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土で、下層は灰黄色粘質土で

埋まっていた。埋没土中から土師器坏（第174図４）が出

土した。この他に土師器坏破片２点、甕破片５点が出土

した。出土遺物から古墳時代終末期の土坑と推定される。

　33号土坑は楕円形の土坑で、上層は浅間Ｃ軽石を含む

黒褐色土で、下層は灰黄色粘質土で埋まっていた。埋没

土中から土師器坏破片３点、甕破片９点が出土した。

　34号土坑は楕円形の土坑で、浅いボール状をしていた。

遺物は出土しなかった。

　35号土坑は楕円形の土坑で上層は浅間Ｃ軽石を含む黒

褐色土で、下層は灰黄色粘質土で埋まっていた。埋没土

中から土師器甕破片４点が出土した。出土遺物から古墳

時代の土坑と推定される。

　36号土坑は小型の楕円形の土坑で、上層は浅間Ｃ軽石

を含む黒褐色土で、下層は灰黄色粘質土で埋まっていた

た。遺物は出土しなかった。古代～古墳時代の土坑と推

定される。

　37号土坑は小型の楕円形の土坑で、上層は浅間Ｃ軽石

を含む黒褐色土で、下層は灰黄色粘質土で埋まっていた。

埋没土中から土師器坏破片１点、甕破片４点が出土した。

古代～古墳時代の土坑と推定される。

　38号土坑は小型の不整楕円形の土坑で、浅間Ｃ軽石を

含む黒褐色土で埋まっていた。埋没土中から土師器甕破

片１点が出土した。古代～古墳時代の土坑と推定される。

４．Ⅲ区の遺構と遺物
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第174図　Ⅲ区土坑(１)と出土遺物
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Ⅲ区22号土坑A-A′  
１．黒色粘質土　As-C下。 Ⅲ区23号土坑A-A′

１．黒色粘質土　As-C下。

Ⅲ区32号土坑A-A′
１．黒色粘質土　As-C（１～３

mm大の軽石）を少量含む。
２．灰黄色粘質土

Ⅲ区26号土坑A-A′
１．黒褐色土　白色パミス

を少量含む。粘性・しま
りあり。

２．黒褐色土　灰白色砂塊
を含む。粘性あり。

Ⅲ区24号・25号土坑A-A′
１．黒色土　灰白色砂塊を含む。粘性あり。
　　(24号土坑埋没土）
２．黒色土　灰白色砂塊を少量含む。粘性あり。
（24号土坑埋没土）

３．黒色土　白色パミスを少量含む。粘性・し
まりあり。

　　（25号土坑埋没土）
４．黒色土　灰白色砂塊を含む。粘性あり。
　　（25号土坑埋没土）
５．黒色土　灰白色砂塊を少量含む。粘性あり。
（25号土坑埋没土）

Ⅲ区27号土坑A-A′
１．黒褐色土　白色パミス

を少量含む。粘性・しま
りあり。

２．黒褐色土　灰白色砂塊
を含む。粘性あり。

Ⅲ区28号土坑A-A′
１．黒褐色土　白色パミス

を少量含む。粘性・し
まりあり。

２．黒褐色土　灰白色砂塊
を含む。粘性あり。

Ⅲ区29号土坑A-A′
１．黒褐色土　白色パミス

を少量含む。粘性・し
まりあり。

２．黒色土　灰白色砂塊を
含む。粘性あり。

Ⅲ区30号・31号土坑A-A′
１．黒褐色土　白色パミスを少量含

む。粘性・しまりあり。（30号
土坑埋没土）

２．黒色土　灰白色砂塊を含む。粘
性あり。（30号土坑埋没土）

３．黒褐色土　白色パミスを少量含
む。粘性・しまりあり。（31号
土坑埋没土）

Ⅲ区33号土坑A-A′
１．黒色粘質土　As-C（１～３

mm 大の軽石）を少量含む。
２．灰黄色粘質土

１

２

３

４

Ⅲ区22号土坑 Ⅲ区23号土坑
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第175図　Ⅲ区土坑(２)と出土遺物
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Ⅲ区38号土坑A-A′
１．黒色粘質土　As-C
（１～３mm大の軽
石）を少量含む。

Ⅲ区35号土坑A-A′
１．黒色粘質土　As-C (１～

３mm大の軽石)を少量含
む。

２．灰黄色粘質土

Ⅲ区36号土坑A-A′
１．黒灰色粘質土　As-C（１～

３mm大の軽石）を少量含む。
２．黒色粘質土　As-C（１～３

mm大の軽石）を少量含む。
３．灰黄色粘質土

Ⅲ区37号土坑A-A′
１．黒色粘質土　As-C（１～３

mm大の軽石）を少量含む。
２．灰黄色粘質土

Ⅲ区39号土坑A-A′ 
１．黒褐色土　As-Cを少量含む。
２．黒褐色土　地山黄褐色ローム

起源の小塊を少量含む。
３．暗褐色土　地山黄褐色ローム

起源の小塊を多量に含む。

Ⅲ区41号土坑A-A′
１．黒褐色土　As-Cを少量

含む。
２．黒褐色土　地山黄褐色

ローム起源の小塊を少
量含む。

Ⅲ区40号土坑A-A′
１．黒褐色土　As-Cを少量

含む。
２．暗褐色土　地山黄褐色

ローム起源の小塊を多
量に含む。

Ⅲ区47号土坑A-A′  
１．黒褐色粘質土　１～３mm大の

As-Cを少量含む。
２．黒灰色粘質土　１～３mm大の白

色軽石を微量含む。

Ⅲ区43号土坑A-A′
１．黒褐色土　As-Cを少量含む。

Ⅲ区42号土坑A-A′ B-B′
１．黒褐色土　As-Cを少量含む。
２．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を少量含む。
３．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を多量含む。

Ⅲ区44号土坑A-A′  
１．黒褐色土　As-Cを少量含む。  

Ⅲ区45号土坑A-A′  
１．黒褐色土　As-Cを少量含む。
２．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を

少量含む。
３．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を

多量含む。 

Ⅲ区35号土坑 Ⅲ区36号土坑 Ⅲ区37号土坑 Ⅲ区38号土坑

Ⅲ区39号土坑 Ⅲ区40号土坑 Ⅲ区41号土坑

Ⅲ区42号土坑

Ⅲ区43号土坑

Ⅲ区44号土坑 Ⅲ区45号土坑

Ⅲ区47号土坑

１ ２



　47号土坑は北縁部が調査区域外となったが、不整方形

である可能性が高い。浅間Ｃ軽石を含む黒褐色粘質土で

埋まっていた。埋没土中から土師器甕破片１点、Ｓ字甕

破片７点が出土した。古代～古墳時代の土坑と推定され

る。

　48号・49号土坑はそれぞれ小型の楕円形、円形の土坑

で、浅間Ｃ軽石を含む黒褐色粘質土で埋まっていた。い

ずれも出土遺物はなかった。古代～古墳時代の土坑と推

定される。

　50号土坑は不整楕円形の土坑で、断面形はボール状を

していた。浅間Ｃ軽石を含む黒色粘質土で埋まっていた。

埋没土中から土師器甕破片１点が出土した。古代～古墳

時代の土坑と推定される。

ｂ．北区の土坑

　39号土坑は楕円形の土坑で、筒形の断面形をしていた。

上層は浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土で、下層は地山ローム

塊を含む暗褐色土で埋まっていた。埋没土中から土師器

甕破片が11点出土した。古代～古墳時代の土坑と推定さ

れる。

　40号土坑は小型の楕円形の土坑で、上層は浅間Ｃ軽石

を含む黒褐色土で、下層は地山ローム塊を含む暗褐色土

で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　41号土坑は楕円形の土坑で、底面は狭く断面形はすり

鉢状であった。上層は浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土で、下

層は地山ローム塊を含む暗褐色土で埋まっていた。遺物

は出土しなかった。

　42号土坑は長軸の長い不整楕円形で、上層は浅間Ｃ軽

石を含む黒褐色土で、下層は地山ローム塊を含む暗褐色

土で埋まっていた。中央部底面直上で土師器小型Ｓ字甕

(第175図１・２）が出土した。また、底面近くから土師

器高坏破片１点、Ｓ字甕破片が１点出土した。埋没土中

から土師器Ｓ字甕破片４点が出土した。出土遺物から古

墳時代前期の土坑と推定される。

　43号土坑は丸みのある楕円形の土坑で、浅間Ｃ軽石を

含む黒褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　44号土坑は北半部が調査のための湧水対策溝で切ら

れ、全形をとらえられなかったが、楕円形を推定される。

浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土で埋まっていた。遺物は出土

しなかった。

　45号土坑は楕円形の土坑で、皿状の断面形をしていた。

上層は浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土で、下層は地山ローム

塊を含む暗褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかっ

た。

　46号土坑は大型の隅丸長方形の土坑で、上層は浅間Ｃ

軽石と地山ローム塊を含む暗褐色土で、下層は地山ロー

ム塊を含む黒褐色土で埋まっていた。埋没土中から土師

器甕破片が６点、Ｓ字甕破片５点が出土した。出土遺物

から古代～古墳時代の土坑と推定される。

　51号土坑は円形の土坑で、浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土

で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　52号、53号土坑はいずれも不整円形の土坑で、接して

あるいは重複して検出された。両土坑の新旧関係は不明

である。浅間Ｃ軽石と地山ローム塊を含む黒褐色土、暗

褐色土で埋まっていた。52号土坑の埋没土中から土師器

甕破片１点が出土した。出土遺物から古代～古墳時代の

土坑と推定される。

　54号土坑は不整楕円形の土坑で、上層は浅間Ｃ軽石を

含む黒褐色土で、下層は地山ローム塊を含む暗褐色土で

埋まっていた。埋没土中から土師器Ｓ字甕破片５点が出

土した。出土遺物から古代～古墳時代の土坑と推定され

る。

　55号土坑は楕円形の土坑で、浅間Ｃ軽石を含む黒褐色

土で埋まっていた。北部壁際底面直上で土師器坏（第176

図１）が、中央部床面直上で土師器甕（第176図２）が出土

した。他に埋没土中から土師器甕破片１点が出土した。

出土遺物から古墳時代後期の土坑と推定される。

　56号土坑は大型の不整楕円形の土坑で、皿状の断面形

をしていた。96号、97号土坑、34号溝と重複していたが、

いずれの遺構より古い。浅間Ｃ軽石や地山ローム塊を含

む黒褐色土、暗褐色土で埋まっていたが、埋没土の上層

には焼土層や、焼土塊を含む暗褐色土層が覆っていた。

北西部で土師器小型Ｓ字甕（第177図１・２）が出土した。

他に土師器甕破片11点、Ｓ字甕破片８点が出土した。出

土遺物から古墳時代後期の土坑と推定される。

　56号土坑に重複する97号土坑は隅丸三角形の不定形

で、浅間Ｃ軽石を少量含む黒褐色土で埋まっていた。34

号溝と重複するが、溝より古い遺構と考えられる。南西

部を欠するが、楕円形と推定される。浅間Ｃ軽石を少量

含む黒褐色土で埋まっていた。底面上24cmで須恵器坏（第
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第176図　Ⅲ区土坑(３)と出土遺物
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Ⅲ区46号土坑A-A′  
１．暗褐色土　白色パミスと地山黄褐色

ローム起源の小塊を多く含む。
２．黒褐色土　白色パミスを少量含む。

Ⅲ区52号・53号土坑A-A′
１．暗褐色土　As-Cを含む。地山起源の

水性ロームを少量含む。
２．黒褐色土　As-Cを含む。地山起源の

水性ロームを微量含む。
３．黒褐色土　As-Cを含む。地山起源の

水性ロームを多量含む。

Ⅲ区48号・49号土坑A-A′
１．黒色粘質土　１～３mm大の軽石を

少量含む。（48号土坑埋没土）
２．黒色粘質土　１～３mm大の軽石を

少量含む。（49号土坑埋没土）

Ⅲ区59号土坑A-A′  

１．暗褐色土　１～３mm大の
As-C軽石を少量含む。

２．黒褐色土　１～３mm大の
As-C軽石を少量含む。

Ⅲ区50号土坑A-A′
１．黒色粘質土　１～３mm

大の軽石を少量含む。
  

Ⅲ区51号土坑A-A′
１．黒褐色土　As-Cを少

量含む。

Ⅲ区54号土坑A-A′  
１．黒褐色土　As-Cを少量含む。
２．暗褐色土　地山起源の水性ロー

ムを塊状に少量含む。 Ⅲ区57号土坑A-A′
１．黒褐色土　As-Cを少量

含む。
２．暗褐色土　酸化凝集斑

文を多く含む。
 

Ⅲ区55号土坑A-A′
１．黒褐色土　As-Cを少量

含む。
２．暗褐色土　酸化凝集斑

文を多く含む。

Ⅲ区58号土坑A-A′
１．黒褐色土　１～３mm大の

As-C軽石を少量含む。
２．暗褐色土　酸化凝集斑文

を多く含む。

Ⅲ区46号土坑 Ⅲ区48号・49号土坑 Ⅲ区52号・53号土坑

Ⅲ区50号土坑 Ⅲ区51号土坑 Ⅲ区54号土坑

Ⅲ区55号土坑

Ⅲ区57号土坑

Ⅲ区58号土坑 Ⅲ区59号土坑

１

２

３



177図３）が出土した。出土遺物から８世紀ころの土坑と

推定される。

　57号土坑は北部が発掘区域外となったが、楕円形と推

定される。浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土で埋まっていた。

遺物は出土しなかった。

　58号土坑は北部が発掘区域外となったが、楕円形と推

定される。西部に70号土坑が重複するが、土層断面から

本土坑が新しいと判断して、先に掘り下げた。浅間Ｃ軽

石を含む黒褐色土で埋まっていた。埋没土中から土師器

坏破片（第176図３）が出土した。出土遺物から古墳時代

後期の土坑と推定される。

　70号土坑は小型の楕円形の土坑で、浅間Ｃ軽石を少量

含む黒褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　59号土坑は円形の土坑で、中央やや東寄りに82号ピッ

トが重複する。土坑の方が新しい。土坑は浅間Ｃ軽石を

含む暗褐色土、黒褐色土で埋まっていた。埋没土中から

土師器甕破片５点、Ｓ字甕破片６点が出土した。出土遺

物から古代～古墳時代の土坑と推定される。

　60号土坑は調査当初は土坑と考えていたが、周辺の調

査の進捗に伴って、２号掘立柱建物のＰ３と判断した。

　61号土坑は小型の不整楕円形の土坑で、上層は浅間Ｃ

軽石を含む暗褐色土で、下層は地山ローム塊を含む暗褐

色土で埋まっていた。埋没土中から土師器Ｓ字甕破片１

点が出土した。出土遺物から古墳時代前期の土坑と推定

される。

　62号土坑は小型の不整円形の土坑で、浅間Ｃ軽石や地

山ローム塊を含む暗褐色土で埋まっていた。遺物は出土

しなかった。

　63号土坑は大型の円形の土坑で、断面形は筒形である。

上層は浅間Ｃ軽石や地山ローム塊を含む暗褐色土で、下

層はしまりがないボソボソした黒褐色土で埋まってい

た。上層にはＳ字甕（第177図５）が折り重なるようにし

て出土し、底面上12cmのところにはほぼ完形の土師器直

口壺（第177図４）が倒位で出土した。また、埋没土中か

ら土師器甕破片９点、Ｓ字甕破片102点が出土した。遺

構の時期はこれらの出土遺物から古墳時代前期と推定さ

れる。底面は滞水層まで達しており、筒形の断面形から

も井戸である可能性が高い。

　64号土坑は北部が発掘区域外で全形をとらえられな

かったが、不整楕円形と推定される。底面は凹凸が著し

い。浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土で埋まっていた。遺物は

出土しなかった。

　65号土坑は不整楕円形の土坑で、浅間Ｃ軽石を含む黒

褐色土で埋まっていた。西壁際底面上８cmのところで土

師器Ｓ字甕（第178図１）が出土した。他に埋没土中から

土師器甕破片13点、Ｓ字甕破片45点が出土している。出

土遺物から古墳時代前期の土坑と推定される。

　66号土坑は不整円形の土坑で、西側に溝状の95号土坑

が重複していた。95号土坑の方が新しい。また、33号溝

の北東端部に位置する。本土坑は、上層は浅間Ｃ軽石や

地山ローム塊を含む暗褐色土で、下層はローム粒や岩片

を多量に含む暗褐色土やシルトで埋まっていた。比較的

多くの遺物が出土した。東部底面上50cmで土師器坏（第

178図２）が出土している、ほかに埋没土中から土師器坩

破片１点、坏２点、甕８点、Ｓ字甕破片14点が出土した。

土坑の時期は図示した坏が出土していることから古墳時

代後期と推定される。

　95号土坑は溝状の楕円形の土坑で、浅間Ｃ軽石や地山

ローム塊を含む暗褐色土で埋まっていた。北西に隣接す

る94号土坑と連続する遺構の可能性もある。遺物は出土

しなかった。

　67号土坑は楕円形の土坑で、浅間Ｃ軽石を含む黒褐色

土で埋まっていた。埋没土中からＳ字甕破片２点が出土

した。出土遺物から古墳時代前期の土坑と推定される。

　68号土坑は小型円形の土坑で、断面形は筒形である。

浅間Ｃ軽石や地山ローム塊を含む黒褐色土で埋まってい

た。遺物は出土しなかった。

　71号～73号土坑は、２号掘立柱建物と３号掘立柱建物

の間に、建物の軸と合わせるような方向で、列状に検出

された。71号土坑は大型楕円形の土坑で、浅間Ｃ軽石を

少量含む暗褐色土で埋まっていた。底面の凹凸は著しい。

　72号土坑は細長い隅丸長方形の土坑で、上層は浅間Ｃ

軽石を少量含む暗褐色土で、下層は地山ローム塊の黄褐

色土で埋まっていた。底面の凹凸が著しい。北西部壁際

底面上６cmで、土師器高坏（第178図４）が出土した。また。

埋没土中からＳ字甕（第178図３）が出土している。図示

した他に、Ｓ字甕破片４点が埋没土中から出土した。出

土遺物から古墳時代前期の土坑と推定される。

　73号土坑は楕円形の土坑で、上層は浅間Ｃ軽石を少量

含む黒褐色土で、下層は地山ローム塊を含む暗褐色土で
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第177図　Ⅲ区土坑(４)と出土遺物
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Ⅲ区56号・96号土坑A-A′・B-B′
１．焼土
２．暗褐色土　１～５cm大の焼土の塊を含む。As-Cを含む。
３．暗褐色土　As-Cを少量含む。
４．褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を多量含む。
５．暗褐色土　As-Cを微量含む。
６．暗褐色土　As-Cを少量含む。地山黄褐色ローム起源の土

を少量含む。
７．黄褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を主体とし、暗褐

色土が少量混ざる。
８．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を少量含む。
９．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を10cm大の塊状に

含む。
10．暗褐色土　As-Cを少量含む。粘性あり。
11．黒褐色土　As-Cを少量含む。粘性なし。

Ⅲ区97号土坑C-C′
１．黒褐色土　As-Cを少量含む。
２．黒褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を少量含む。As-C

を少量含む。
３．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を少量含む。As-C

を少量含む。

Ⅲ区63号土坑A-A′
１．黒褐色土　少量含む。地山黄褐色ローム黄褐

色土小塊を少量含む。
２．黒褐色土　全体にしまりなく、ボソボソした

感じ。

Ⅲ区63号土坑

Ⅲ区56号・96号・97号土坑

１

２

３

４

４

５

５



埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　74号・75号土坑は３号掘立柱建物の南辺に接する位置

に並んで検出された。74号土坑は細長い隅丸長方形の土

坑で、上層は浅間Ｃ軽石を多く含む黒褐色土で、下層は

地山ローム塊を少量含む黒褐色土で埋まっていた。多量

の土器が出土した。中央やや北側の底面上14cmで土師器

壺（第179図１）が、中央から南壁沿いにかけての底面上

７cmでＳ字甕（第179図２）が出土した。埋没土中からは

Ｓ字甕破片57点が出土したが、図示できるほどには接合

できなかった。出土遺物から古墳時代前期の土坑と考え

られる。

　75号土坑は南半部が調査区域外となり、全形をとらえ

ることができなかったが、楕円形と推定される。地山ロー

ム塊を含む暗褐色土で埋まっていた。北壁際底面上13cm

で土師器小型丸底壺（第179図３）が出土した。また、埋

没土中から甕破片２点、Ｓ字甕破片５点が出土した。出

土遺物から古墳時代前期の土坑と考えられる。

　76号土坑は細長い楕円形の土坑で、４号掘立柱建物の

西側で検出された。主軸は建物とやや異なる。上層は浅

間Ｃ軽石を少量含む暗褐色土で、下層は地山ローム小塊

を含む暗褐色土で埋まっていた。埋没土中から土師器坏

破片１点、Ｓ字甕破片11点が出土した。南東部壁際には

礫が２個出土した。出土遺物から古墳時代前期の土坑と

推定される。

　77号土坑は楕円形の土坑で、５号掘立柱建物のほぼ中

央の南東側に軸を合わせるような位置に掘られていた。

さらに南東側には33号溝がある。周囲にはピットが１基

あるのみである。本土坑は、上層は浅間Ｃ軽石を少量含

む暗褐色土で、下層は地山ローム小塊を含む暗褐色土で

埋まっていた。北東部の底面には焼土塊があった。遺物

は出土しなかった。

　78号土坑は円形の土坑で、上層は浅間Ｃ軽石を少量含

む暗褐色土で、下層は地山ローム小塊を含む暗褐色土で

埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　79号土坑は楕円形の土坑で、上層は浅間Ｃ軽石を少量

含む暗褐色土で、下層は地山ローム小塊を含む暗褐色土

で埋まっていた。本土坑は５号掘立柱建物の南東部にあ

り、長軸が建物の主軸と一致していることから、建物の

付属施設の可能性も否定できない。遺物は出土しなかっ

た。

　80号土坑は不整楕円形で、１号柱穴列の北側で検出さ

れた。浅間Ｃ軽石や地山ローム小塊を少量含む暗褐色土

で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　81号土坑と101号土坑は重複して検出された。埋没土

の違いから81号土坑の方が新しいと確認し、掘り下げた。

81号土坑は不整楕円形で、５号掘立柱建物の北西隅の外

側で検出された。80号土坑と結んだ線は、１号柱穴列や

５号掘立柱建物の軸と近似している。浅間Ｃ軽石や地山

ローム小塊を少量含む暗褐色土で埋まっていた。遺物は

出土しなかった。

　101号土坑は81号土坑と重複していたことから全形を

とらえられなかったが、楕円形と推定される。地山ロー

ム塊を含む黒褐色土で埋まっていた。遺物は出土しな

かった。

　82号土坑は大型の長方形土坑で、１号柱穴列の北側で

検出されたが、軸線は異なる。浅間Ｃ軽石や地山ローム

小塊を少量含む暗褐色土で埋まっていた。埋没土中から

土師器甕破片１点、Ｓ字甕破片６点が出土した。出土遺

物から古墳時代前期の土坑と推定される。

　83号土坑は楕円形の土坑で、浅間Ｃ軽石を少量含む黒

褐色土で埋まっていた。埋没土中から土師器甕破片４点

が出土した。出土遺物から古墳時代前期の土坑と推定さ

れる。

　84号土坑は楕円形の土坑で、地山ローム小塊を含む暗

褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　85号、86号、91号土坑は、北区東部で近接して検出さ

れた大型土坑である。特に91号土坑を間に挟んだ85号、

86号土坑は周囲に土器が多数出土し、埋没土中に焼土を

含み、上層を焼土が覆っていること等共通点が多い。

　85号土坑は楕円形の土坑で、下層は焼土塊を含む黒褐

色土等で埋まり、上位には赤褐色焼土が覆うように堆積

していた。焼土の範囲は、北西方向にやや広がっていた。

遺物は底面から５～10cmほど浮いた状態で出土した。図

示したのは、東部で出土した土師器小型丸底壺（第180図

1）と土師器鉢（第180図2）である。他に埋没土中から土

師器坏破片１点、甕破片９点、Ｓ字甕44点が出土した。

Ｓ字甕は多くの破片が出土したが、図示できるほど接合

できなかった。これらの出土遺物から古墳時代前期の土

坑と考えられる。

　86号土坑は隅丸長方形の土坑で、底面は凹凸が著しい。
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第178図　Ⅲ区土坑(５)と出土遺物
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Ⅲ区66号・95号土坑A-A′  
１．暗褐色粘質土　As-Cを少量含む。
２．暗褐色土　As-Cを少量含む。地山起源の水性ローム土

を少量含む。
３．暗褐色土　As-Cを少量含む。地山起源の水性ローム塊

状に含む。
４．暗褐色粘質土　As-Cを少量含む。地山起源の水性ロー

ム塊を少量含む。
５．暗褐色土　地山起源の水性ローム土を微量に含む。
６．黒褐色土　地山起源の水性ローム土を微量に含む。
７．褐色土　酸化凝集した岩片を多量に含む。
８．暗褐色シルト質土　酸化凝集した岩片を少量含む。
９．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を多量に含む。
10．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源10～15cm大の塊土を

含む。
11．黒褐色粘質土
12．灰白色粘土　地山灰白色水性ロームを主体とし黒色土

小塊を少量含む。

Ⅲ区72号土坑A-A′
１．暗褐色土　白色パミスを少量含む。
２．黄褐色土　地山黄褐色ローム起源の黄褐色土

を主体とし、黒色土小塊を少量含む。

Ⅲ区67号土坑A-A′
１．黒褐色土　As-Cを少量含む。

粘性あまりなし。 

Ⅲ区68号土坑A-A′
１．暗褐色粘質土　As-Cを少

量含む。
２．黒褐色土　地山黄褐色

ローム起源の土を微量に
含む。

３．暗褐色土　地山黄褐色
ローム起源の土を含む。

４．黒褐色土
５．暗褐色粘質土　地山黄褐

色ローム起源の土を微量
に含む。 Ⅲ区71号土坑A-A′

１．暗褐色土　白色パミスを少量含む。

Ⅲ区73号土坑A-A′
１．黒褐色土　白色パミスを少量含む。
２．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の

黄褐色土粒を多く含む。

Ⅲ区65号土坑A-A′
１．黒褐色土　As-Cを少量

含む。粘性あり。

Ⅲ区61号土坑A-A′
１．暗褐色土　白色パミスを地山

黄褐色ローム起源の土小塊を
多く含む。

２．黒褐色土　白色パミスを少量
含む。

３．暗褐色土　地山黄褐色ローム
起源の小塊土を少量含む。

Ⅲ区62号土坑A-A′
１．暗褐色土　As-Cを含む。

地山黄褐色ローム起源の
土を少量含む。

２．黒褐色土　As-Cを少量含
む。

Ⅲ区64号土坑A-A′
１．黒褐色土　As-Cを少量含む。

粘性あり。 

Ⅲ区61号土坑 Ⅲ区62号土坑 Ⅲ区64号土坑 Ⅲ区65号土坑

Ⅲ区66号・95号土坑

Ⅲ区67号土坑 Ⅲ区68号土坑 Ⅲ区71号土坑

Ⅲ区72号土坑 Ⅲ区73号土坑
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第179図　Ⅲ区土坑(６)と出土遺物
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Ⅲ区74号土坑A-A′ 
１．黒色土　As-Bを多く含む。
２．黒褐色土　白色パミスを多く含む。
３．暗褐色土　As-C少量含む。
４．黒褐色土　地山黄褐色ローム起源の

黄褐色土小塊を少量含む。

Ⅲ区 75号土坑 A-A′  
Ⅰ．表土
１．暗褐色土　地山黄褐色ローム起

源の黄褐色土小塊を少量含む。

Ⅲ区76号土坑A-A′
１．暗褐色土　As-Cを少量含む。
２．暗褐色土　地山ローム起源の黄褐色

土を少量含む。
３．暗褐色土　酸化凝集岩を少量含む。

粘性あまりない。

Ⅲ区82号土坑A-A′
１．暗褐色土　白色パミスを少量含む。

地山黄褐色水性ローム小塊を少量含
む。

Ⅲ区77号土坑A-A′
１．暗褐色土　As-Cを少量含む。
２．暗褐色土　地山黄褐色ローム

起源の土を少量含む。
  

Ⅲ区78号土坑A-A′
１．暗褐色土　As-Cを少量

含む。
２．暗褐色土　地山黄褐色

ローム起源の土を少量
含む。

Ⅲ区79号土坑A-A′
１．暗褐色土　As-Cを少量含む。
２．暗褐色土　地山黄褐色ローム

起源の土を少量含む。
３．暗褐色土　地山黄褐色ローム

起源の土を微量に含む。

Ⅲ区80号土坑A-A′
１．暗褐色土　白色パミスを少量含

む。地山黄褐色水性ローム小塊
を少量含む。

２．黒褐色土　白色パミスを少量含
む。

Ⅲ区81号土坑A-A′  
１．暗褐色土　白色パミスを少量含

む。地山黄褐色水性ローム小塊
を少量含む。

Ⅲ区83号土坑A-A′
１．黒褐色土　白色パミスを

少量含む。

Ⅲ区84号土坑A-A′
１．暗褐色土　地山黄褐色

ローム起源の黄褐色土
を塊状に少量含む。 Ⅲ区87号土坑A-A′

１．暗褐色土　地山黄褐色ローム
小塊を多く含む。

Ⅲ区84号土坑

Ⅲ区76号土坑

Ⅲ区80号土坑 Ⅲ区82号土坑

Ⅲ区74号土坑

Ⅲ区78号土坑

Ⅲ区87号土坑

Ⅲ区77号土坑

Ⅲ区81号土坑

Ⅲ区83号土坑

Ⅲ区75号土坑

Ⅲ区79号土坑
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下層は焼土塊を含む黒褐色土や暗褐色土で埋まり、上層

には赤褐色焼土が覆うように堆積していた。焼土の範囲

は、南西部にやや偏っており、土坑の南側にも及んでい

た。土坑内からは遺物は出土しなかったが、西側と南側

の遺構確認面で遺物が集中して出土した。南側の１－Ｋ

－15グリッドでは土師器甕破片１点、Ｓ字甕破片17点が

出土した。図示したＳ字甕（第192図36）もここで出土し

た。西側の１－Ｌ－15・16グリッドでは土師器壺破片15

点、坩破片８点、高坏破片１点、Ｓ字甕破片46点が出土

した。図示したＳ字甕（第192図33）もここで出土した。

　91号土坑は不整楕円形の土坑で、上層は浅間Ｃ軽石を

少量含む暗褐色土で、下層は地山ローム小塊を含む暗褐

色土で埋まっていた。埋没土中位には焼層が確認できた。

埋没土中からＳ字甕破片４点が出土した。出土遺物から

古墳時代前期の土坑と推定される。

　89号土坑は隅丸長方形の土坑で、86号土坑の南西部で

検出された。上層は浅間Ｃ軽石を少量含む暗褐色土で、

下層は地山ローム小塊を含む暗褐色土で埋まっていた。

焼土はない。底面より数10cm浮いた状態で、土師器直口

壺（第180図３）、Ｓ字甕（４・５）が出土した。Ｓ字甕破

片８点、埋没土中から16点出土した。出土遺物から古墳

時代前期の土坑と推定される。

　87号土坑は楕円形の土坑で、地山ローム小塊を含む暗

褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　88号土坑は小型の不整円形の土坑で、地山ローム小塊

を含む暗褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　90号土坑は楕円形の土坑で、上層は浅間Ｃ軽石や焼土

を少量含む暗褐色土で、下層は地山ローム小塊を含む暗

褐色土で埋まっていた。上位には焼土が広がっていると

ころもあった。南東部には92号土坑が近接している。周

囲には遺構確認面で遺物が出土した。埋没土中から土師

器甕破片１点、Ｓ字甕破片４点が出土した。

　92号土坑は楕円形の土坑で、浅間Ｃ軽石や焼土を少量

含む黒褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　93号土坑は楕円形の土坑で、上層は浅間Ｃ軽石や地山

ローム塊を含む黒褐色土で、下層は地山ローム小塊を含

む暗褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　94号土坑は溝状の土坑で、西側は丸まっている。上層

は地山ローム小塊を含む暗褐色土で、下層は浅間Ｃ軽石

を少量含む黒褐色土で埋まっていた。東端部床面直上で

土師器Ｓ字甕（第180図６）が出土した。また、埋没土中

から土師器甕破片36点、Ｓ字甕破片29点が出土した。出

土遺物から古墳時代前期の土坑と考えられる。

　98号土坑は楕円形の土坑で、浅間Ｃ軽石や地山ローム塊

を含む黒褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　99号、100号土坑は重複して検出された。99号土坑の方

が新しい。99号土坑はほぼ円形の土坑で、浅間Ｃ軽石や

地山ローム塊を含む黒褐色土で埋まっていた。埋没土中

から土師器甕破片１点が出土した。100号土坑は北側が

99号土坑に切られているために全形をとらえられなかっ

たが、円形に近い形態と推定される。浅間Ｃ軽石を多く

含む黒褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　102号土坑は３号掘立柱建物の北側で検出された。小

型の楕円形土坑である。浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土で埋

まっていた。遺物は出土しなかった。

　103号土坑は北側が発掘区域外となって全形をとらえ

られなかったが、楕円形と推定される。浅間Ｃ軽石や地

山ローム塊を少量含む暗褐色土で埋まっていた。遺物は

出土しなかった。

　104号土坑は隅丸長方形の土坑で、浅間Ｃ軽石や地山

ローム塊を少量含む暗褐色土で埋まっていた。遺物は出

土しなかった。

　105号土坑は５号掘立柱建物と重複して検出された。

新旧関係は不明である。溝状の長楕円形で、浅間Ｃ軽石

や地山ローム塊を少量含む暗褐色土で埋まっていた。遺

物は出土しなかった。

　106号、107号土坑は大型の不定型な土坑である。新旧

関係は不明である。浅いが、埋没土の様相からは数次の

掘り替えと排土の重なりと推定される。塊の大きさや混

ざり具合の異なる地山ローム塊と黒色土あるいは暗褐色

土の混合土で埋まっていた。107号土坑の埋没土から土

師器壺破片23点、Ｓ字甕破片９点、須恵器坏破片１点が

出土した。遺構の時期は、最も新しい須恵器坏を重視す

れば古代であるが、大半の遺物は古墳時代前期である。

ここでは古代～古墳時代の遺構としておきたい。

　108号、109号土坑は長軸を北に向けて隣接して検出さ

れた。108号土坑は不整楕円形で、106号土坑と同様な塊

の大きさや混ざり具合の異なる地山ローム塊と黒色土あ

るいは暗褐色土の混合土で埋まっていた。遺物は出土し

なかった。109号土坑は隅丸長方形で、西壁と南壁で一

４．Ⅲ区の遺構と遺物
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第180図　Ⅲ区土坑(７)と出土遺物
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Ⅲ区94号土坑A-A′
１．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を

少量含む。
２．暗褐色土　As-Cを少量含む。

Ⅲ区85号土坑B-B′
１．赤褐色焼土　黒色土粒を少量

含む。
２．暗褐色土　焼土小塊・焼土粒

多く含む。
３．黒褐色土　粘性あり。
４．暗褐色土　地山黄褐色水性

ローム小塊を少量含む。

Ⅲ区91号土坑A-A′・C-C′  
１．黒褐色土　白色パミスを多く含む。
２．黄褐色土　地山黄褐色水性ロームを主体とし、黒色

土小塊を少量含む。
３．暗褐色土　地山黄褐色水性ローム粒・小塊を少量含

む。
４．黄褐色土　地山黄褐色水性ローム粒を少量含む。
５．暗褐色土　地山黄褐色水性ローム小塊を多く含む。

Ⅲ区89号土坑D-D'
１．黒褐色土　白色パミスを少量含む。
２．黒褐色土　地山黄褐色水性ローム粒を少量含む。

Ⅲ区86号土坑A-A′  
１．暗褐色土　焼土小塊多く含む。
２．赤褐色焼土　黒色土小塊を少量含む。
３．黒褐色土　焼土粒を少量含む。
４．暗褐色土　焼土粒を多く含む。
５．黒褐色土　焼土粒を少量含む。
６．暗褐色土　焼土粒を多く含む。
７．暗褐色土　地山黄褐色ローム粒を少量含む。

Ⅲ区88号土坑A-A′
１．黒褐色土　粘性なし。
２．暗褐色土　地山黄褐色ローム起源の土を多量に含む。

Ⅲ区93号土坑A-A′
１．黒褐色土　白色パミスを少量含

む。地山黄褐色水性ローム小塊
を少量含む。

２．暗褐色土　地山黄褐色水性ロー
ム小塊を多く含む。

Ⅲ区88号土坑

Ⅲ区89号土坑 Ⅲ区85号・86号・91号土坑

Ⅲ区93号土坑 Ⅲ区94号土坑

３

１

２

６
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５　



第181図　Ⅲ区土坑(８)
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Ⅲ区 98号土坑 A-A′
１．黒褐色土　白色パミスを

少量含む。地山黄褐色水
性ローム小塊を少量含
む。

Ⅲ区90号土坑A-A′・B-B′
１．黒褐色土　As-Cを多く含む。焼土小塊を少

量含む。
２．黒褐色土　焼土粒ごく少量含む。
３．暗褐色土　地山黄褐色水性ローム小塊を少

量含む。
  
Ⅲ区92号土坑C-C′  
１．黒褐色土　白色パミスを多く含む。

Ⅲ区101号土坑A-A′ 
１．黒褐色土　地山黄褐色ローム起源の

土を５～10cmの塊状に含む。

Ⅲ区106号土坑A-A′  
１．黒褐色土　白色パミスを多く含む。
２．黒褐色土　地山黄褐色ローム小塊を少量含む。
３．暗褐色土　地山黄褐色ローム塊を多く含む。
４．黒褐色土　地山黄褐色ローム小塊を少量含む。
５．黄褐色土　地山黄褐色ロームを主体とし、黒色

土小塊を少量含む。
６．黒褐色土　地山黄褐色ローム粒を少量含む。
７．黄褐色土　地山黄褐色ロームを主体とし、黒色

土塊を少量含む。
８．暗褐色土　地山黄褐色ローム小塊を少量含む。
９．黄褐色土　地山黄褐色ロームを主体とし、黒色

土小塊を少量含む。
10．黄褐色土　地山黄褐色ロームを主体とし、黒色

土粒を少量含む。
11．黒褐色土　地山黄褐色ローム小塊を少量含む。
  
Ⅲ区107号土坑A-A′  
１．黄褐色土　地山黄褐色ロームを主体とし、黒色

土小塊を少量含む。
２．暗褐色土　地山黄褐色ローム小塊を少量含む。
３．黄褐色土　地山黄褐色ロームを主体とし、黒色

土小塊を多く含む。
４．暗褐色土　地山黄褐色ローム小塊を少量含む。
５．黒褐色土　白色パミスを多く含む。
６．暗褐色土　地山黄褐色ローム塊を多く含む。
７．暗褐色土　６層に類似するがやや黒味が強い。
８．赤褐色焼土　黄褐色ローム小塊を少量含む。
９．暗褐色土　地山黄褐色ローム塊を多く含む。
10．黄褐色土　地山ロームを主体とし、黒色土粒を

少量含む。
11．黒褐色土　地山ローム小塊を少量含む。
12．暗褐色土　地山ローム小塊を多く含む。

Ⅲ区98号土坑 Ⅲ区90号・92号土坑

Ⅲ区106号・107号土坑 Ⅲ区101号土坑



第182図　Ⅲ区土坑(９)
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Ⅲ区118号土坑A-A′
１．暗褐色土と茶褐色土の混土　粘性あり。

しまりあり。
２．茶褐色土　粘性あり。しまりあり。

Ⅲ区99号・100号土坑A-A′
１．暗褐色土　白色パミスを多く含む。

地山黄褐色水性ローム小塊を少量含
む。

２．黒褐色土　白色パミスを多く含む。

Ⅲ区102号土坑A-A′
１．黒褐色土　As-Cを

少量含む。粘性な
し。

Ⅲ区108号土坑A-A′  
１．黄褐色土　地山ロームを主体とし、黒色土小塊を少量含む。
２．黒褐色土　地山ローム小塊を少量含む。
３．黄褐色土　地山ロームを主体とし、黒色土小塊を少量含む。
４．暗褐色土　地山ローム小塊を非常に多く含む。

Ⅲ区109号土坑A-A′  
１．黒褐色土　粘性あり。地山黄褐色

ローム起源の土を少量含む。

Ⅲ区103号土坑A-A′
１．暗褐色土　地山黄褐色

ローム起源の土を少量
含む。粘性あり。As-C
を少量含む。

Ⅲ区104号土坑A-A′
１．暗褐色土　地山黄褐色ローム

起源の土を少量含む。粘性あ
り。As-Cを少量含む。

Ⅲ区105号土坑A-A′
１．暗褐色土　As-Cを少量含む。

粘性あり。地山黄褐色ローム
起源の土を少量含む。

Ⅲ区114号土坑A-A′  
１．暗褐色土　粘性やや強し、しまりあり。

径80mmの茶褐色土塊含む。下層部は水が
ついている。

２．黒褐色土　粘性ややあり。しまりあり。
３．褐色土　粘性あり。しまりあり。

Ⅲ区116号土坑A-A′
１．暗褐色土　粘性あり。し

まりあり。褐色土塊がし
み状に敬見される。

Ⅲ区 99号・100 号土坑 Ⅲ区 102 号土坑 Ⅲ区 103 号土坑 Ⅲ区 104 号土坑

Ⅲ区 109 号土坑

Ⅲ区 114 号土坑 Ⅲ区 116 号土坑 Ⅲ区 118 号土坑

Ⅲ区 105 号土坑 Ⅲ区 108 号土坑
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Ⅲ区117号土坑A-A′･B-B′
１．黒褐色土と茶褐色土の混土　粘性弱し、しまりややあり。風倒木に

よりロームが持ち上がり、黒褐色土との混土となる。
２．黒褐色土　粘性あり。しまりあり。
３．暗褐色土　粘性ややあり。しまりややあり。

Ⅲ区 117 号土坑

１

４

５

３

２

６

８

10 11

７

９ 



部検出できないところがあった。地山ローム塊を含むと

黒褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

ｃ．中央区の土坑

　114号土坑は楕円形の浅い土坑の内部にピットが掘ら

れた形態をしている。ピットは茶褐色土塊を含む暗褐色

土で埋まっていた。埋没土中から土師器壺破片１点、Ｓ

字甕破片11点が出土した。古代面で調査・記録したが、

古墳時代前期の土器が出土していることから、古墳時代

前期の遺構と考えたい。

　116号土坑は小型の楕円形で、褐色土塊を含む暗褐色

土で埋まっていた。埋没土中から土師器Ｓ字甕破片９点

が出土した。古代面で調査・記録したが、古墳時代前期

の土器が出土していることから、古墳時代前期の遺構と

考えたい。

　117号土坑は不整円形の土坑で、埋没土の観察からは

倒木痕跡と推定される。１号住居屋外周溝の南端部に重

複して検出されたが、本倒木痕の方が新しい。埋没土中

から、土師器壺破片10点、坩破片149点、坏破片9点、甕

破片160点、Ｓ字甕破片242点、須恵器椀破片２点が出土

した。古墳時代前期の遺物が大半を占めるが、いずれも

屋外周溝内にあった遺物が倒木痕に巻き込まれたものと

推定される。本土坑の時期は古墳時代前期より新しいが、

住居との関連から本項で記載した。

　118号土坑は隅丸長方形の浅い土坑の中央やや東寄り

に小ピットが２基掘られた形態を示していた。粘性・し

まりのある暗褐色土・茶褐色土で埋まっていた。遺物は

出土しなかった。114号・116号土坑と埋没土が共通する

ことから、古墳時代の遺構とし推定し、本項で記載した。

（５）ピット

　　　（第184～186図　PL.134～137　遺物観察表P.460）

　Ⅲ区の古代～古墳時代遺構面で検出したピットは、南

区で１基、北区で77基、中央区で18基である。

　北区で検出した77基のピットのうち、31基のピットは

掘立柱建物４棟、柱穴列１基の柱穴として報告したので、

ここでピットとして報告するのは北区で46基、南区で１

基である。これらのピットはほとんどが浅間Ｃ軽石と推

定される白色軽石を含む黒褐色土で埋まっており、すべ

てではないが古墳時代前期の遺物を出土することから、

古代～古墳時代遺構面の遺構として報告した。

　中央区では、全体で22基のピットを検出した。このう

ち、４基は屋外周溝付竪穴住居の主柱穴として抽出した

ので、ここでピットとして報告するのは18基である。い

ずれも粘性のある暗褐色土で埋まっていたとの記載があ

るが、浅間Ｃ軽石との関連は不明である。ピットのすべ

てではないが古墳時代前期の遺物を出土することから、

周辺のピットも含め18基のピットを古代～古墳時代遺構

面として報告した。

　それぞれのピットの位置や規模は、P.436･437の表に

まとめた。以下各調査区のピットの調査所見を記載する。

ａ．南区のピット

　南区では、中央やや西側の北辺で８号ピットが１基検

出されたのみである。上層は浅間Ｃ軽石を少量含む黒色

粘質土で、下層は灰黄色粘質土で埋まっていた。埋没土

中からＳ字甕破片２点が出土した。

ｂ．北区のピット

　北区では、９号～ 14号、19号～ 21号、23号～ 27号、

29号、31号、37号～ 40号、43号、57号～ 60号、63号～

72号、75号～ 84号ピットが発掘区全域に分布していた。

特に３号掘立柱建物西側、４号掘立柱建物東側に集中す

る傾向がある。規格的な配置等は見られなかった。

　いずれのピットも、浅間Ｃ軽石と推定される白色軽石

を少量含み、地山の黄褐色ロームや黄白色土小塊を含む

暗褐色土で埋まっていた。75号～ 84号土坑の埋没土に

は浅間Ｃ軽石の記載がないが、他のピットと確認面や層

位が共通することから、古墳時代から古代にかけての遺

構と考えた。遺物の出土はあまり多くなかった。出土遺

物からピットの時期を特定するのは困難と言わざるを得

ないが、下記のような遺物が出土している。

　14号ピットは２号掘立柱建物の内部にあり、断面形は

細い筒状。建物に関連する遺構の可能性もある。14号ピッ

ト埋没土中からは土師器坏（第184図１）が出土した他、

土師器壺破片18点、坏破片11点、Ｓ字甕48点が出土した。

遺構の時期は出土土器から古墳時代後期と考えられる。

　20号ピット埋没土中から土師器甕破片１点出土した。

　59号ピット埋没土中から土師器Ｓ字甕破片２点が出土

した。
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第184図　Ⅲ区ピット(１)と出土遺物
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Ⅲ区43号ピットA-A′
１．暗褐色土　地山

黄褐色ロームの
黄褐色土小塊を
少量含む。白色
パミスを少量含
む。

Ⅲ区８号ピットA-A′
１．黒色粘質土　１～３

mm大のAs-C軽石を少
量含む。

２．灰黄色粘質土

Ⅲ区９号ピットA-A′
１．黒褐色土　As-Cを

少量含む。

Ⅲ区10号ピットA-A′
１．黒褐色土　As-Cを

少量含む。

Ⅲ区11号ピットA-A′
１．黒褐色土　As-Cを少量

含む。
２．暗褐色土　地山黄褐色

ロームを主体とし、黒
色土小塊を少量含む。

Ⅲ区12号ピットA-A′
１．黒褐色土　As-Cを少量
含む。

２．暗褐色土　ロームを微
量含む。

Ⅲ区13号ピットA-A′
１．黒褐色土　As-Cを少量

含む。
２．暗褐色土　地山起源の

ロームを少量含む。

Ⅲ区14号ピットA-A′ 
１．黒褐色粘質土　As-Cを

少量含む。
２．暗褐色土　地山起源の

水性ロームを少量含む。
３．暗褐色土　地山起源の

水性ロームを多量含む。
４．黒褐色土

Ⅲ区19号・20号ピットA-A′
１．暗褐色土　白色パミスを少

量含む。地山黄褐色ローム
起源の黄白色土小塊を少量
含む。

Ⅲ区21号ピットA-A′ 
１．暗褐色土　白色パミス

を少量含む。地山黄褐
色ローム起源の黄白色
土小塊を少量含む。

Ⅲ区23号ピットA-A′
１．暗褐色土　白色

パミスを少量含
む。地山黄褐色
ローム起源の黄
白色土小塊を少
量含む。

  

Ⅲ区24号ピットA-A′
１．暗褐色土　白色

パミスを少量含
む。地山黄褐色
ローム起源の黄
白色土小塊を少
量含む。

Ⅲ区25号ピットA-A′
１．暗褐色土　白色

パミスを少量含
む。地山黄褐色
ローム起源の黄
白色土小塊を少
量含む。

Ⅲ区26号・27号ピットA-A′
１．黒褐色土　白色パミスを多く含む。地山黄

褐色ローム起源の黄褐色土小塊土を少量含
む。（26号ピット埋没土）

２．黒褐色土　白色パミスを少量含む。（26号
ピット埋没土）

３．黒褐色土　地山黄褐色ローム起源の黄褐色
土小塊を多く含む。（27号ピット埋没土）

４．黒褐色土　白色パミスを少量含む。（27号
ピット埋没土）

Ⅲ区29号ピットA-A′
１．黒褐色土　白色

パミスを少量含
む。

Ⅲ区31号ピットA-A′
１．暗褐色土　地山

黄褐色ローム起
源の黄褐色土小
塊を多く含む。

２．黒褐色土　白色
パミスを多く含
む。

Ⅲ区37号ピットA-A′
１．暗褐色土　白色パミス

を少量含む。全体にボ
ソボソした感じ。

２．暗褐色土　１層に類似
するが、１層よりしま
りあり。

３．黄褐色土　地山黄褐色
水性ロームの小塊を多
く含む。しまりあり。

Ⅲ区38号ピットA-A′
１．黒褐色土　As-C

を少量含む。
２．暗褐色土　地山

ローム起源の黄
褐色土を少量含
む。

  

Ⅲ区39号ピットA-A′
１．黒褐色土　As-C

を少量含む。
２．暗褐色土　地山

ローム起源の黄
褐色土を少量含
む。

  

Ⅲ区40号ピットA-A′
１．暗褐色土　地山水性
ロームの黄褐色土塊を
少量含む。白色パミス
少量含む。

Ⅲ区８号ピット

Ⅲ区13号ピット

Ⅲ区24号ピット

Ⅲ区37号ピット

Ⅲ区９号ピット

Ⅲ区14号ピット

Ⅲ区25号ピット

Ⅲ区38号ピット

Ⅲ区10号ピット

Ⅲ区19号・20号ピット

Ⅲ区26号・27号ピット

Ⅲ区39号ピット

Ⅲ区11号ピット

Ⅲ区21号ピット

Ⅲ区29号ピット

Ⅲ区40号ピット

Ⅲ区12号ピット

Ⅲ区23号ピット

Ⅲ区31号ピット Ⅲ区43号ピット

１ 



第185図　Ⅲ区ピット(２)
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Ⅲ区80号ピットA-A′
１．黒褐色土　地山黄褐色

ローム起源の土を少量
含む。粘性あり。

Ⅲ区57号ピットA-A′
１．黒褐色土　全体にしまりな

くボソボソした感じ。
２．暗褐色土　地山黄褐色水性

ローム粒を多く含む。

Ⅲ区58号ピットA-A′
１．黒褐色土　白色パミス を少量

含む。地山黄褐色水性ローム小
塊を少量含む。

２．暗褐色土　地山黄褐色水性ロー
ム塊を多く含む。

Ⅲ区59号ピットA-A′ 
１．黒褐色土　白色パミ

スを少量含む。地山
黄褐色水性ローム小
塊を少量含む。

Ⅲ区60号ピットA-A′
１．黒褐色土　白色パミ

スを少量含む。地山
黄褐色水性ローム小
塊を少量含む。

Ⅲ区63号ピットA-A′
１．黒褐色土　粘性

なし。

Ⅲ区64号ピットA-A′
１．黒褐色土　白色パミ

スを少量含む。地山
黄褐色水性ローム小
塊を少量含む。 

Ⅲ区65号ピットA-A′
１．黒褐色土　白色

パミスを少量含
む。

Ⅲ区66号ピットA-A′
１．黒褐色土　白色パミス

を少量含む。地山黄褐
色水性ローム小塊を少
量含む。

Ⅲ区67号ピットA-A′
１．黒褐色土　白色パミスを

少量含む。地山黄褐色水
性ローム小塊を少量含
む。

Ⅲ区68号ピットA-A′
１．黒褐色土　白色パミス

を少量含む。地山黄褐
色水性ローム小塊を少
量含む。

Ⅲ区69号ピットA-A′
１．黒褐色土　地山

ローム黄色土を少
量含む。

Ⅲ区70号ピットA-A′
１．黒褐色土　地山

ローム黄褐色土を
５～10cmの塊状に
含む。

Ⅲ区71号ピットA-A′
１．黒褐色土　地山

黄褐色ローム小
塊を少量含む。

２．暗褐色土　地山
黄褐色ローム小
塊を少量含む。

３．暗褐色土　地山
黄褐色ローム小
塊を非常に多く
含む。

Ⅰ． 表土
Ⅲ．黒色土　As-Bを

混じる。
Ⅶ． 黒色土　As-Cを

混じる。

Ⅲ区72号ピットA-A′
１．黒褐色土　白色パミ

スを少量含む。粘性
なし。

Ⅲ区75号ピットA-A′
１．黒褐色土　地山黄褐色

ローム起源の土を少量
含む。粘性あり。

Ⅲ区76号ピットA-A′
１．黒褐色土　地山黄褐色

ローム小塊を少量含む。
２．暗褐色土　地山ローム粒

多く含む。

Ⅲ区77号ピットA-A′
１．黒褐色土　地山黄褐

色ローム起源の土を
少量含む。粘性あり。

Ⅲ区78号ピットA-A′
１．暗褐色土　地山黄

褐色ローム起源の
土を少量含む。 
 

Ⅲ区79号ピットA-A′
１．暗褐色土　地山黄褐

色ローム起源の土を
少量含む。

Ⅲ区81号ピットA-A′
１．黒褐色土　地山黄褐色

ローム小塊を少量含む。
２．黄褐色土　地山ロームを

主体とし、黒色土小塊を
少量含む。

Ⅲ区82号ピットA-A′ 
１．黒褐色土　凝集酸化

鉄を少量含む。
２．暗褐色土　凝集酸化

鉄・地山黄褐色ロー
ム起源の土を少量含
む。

３．黄褐色土　地山黄褐
色ローム起源の土を
多量に含む。

４．黒褐色土　地山黄褐
色ローム起源の土を
少量含む。粘性なし。

Ⅲ区83号ピットA-A′
１．黒褐色土　地山黄褐

色ローム小塊を少量
含む。

Ⅲ区57号ピット

Ⅲ区64号ピット
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第186図　Ⅲ区ピット(３)
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Ⅲ区108号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性あ

り。しまりあり。

Ⅲ区120号ピットA-A′
１．黒褐色土　粘性あり。

しまりあり。

Ⅲ区119号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性ややあ

り。しまりややあり。

Ⅲ区118号ピットA-A′ 
１．暗褐色土　粘性ややあ

り。しまりややあり。
直径10mm以下の茶褐色
土塊を含む。

Ⅲ区117号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性ややあ

り。しまりあり。

Ⅲ区116号ピットA-A′ 
１．暗褐色土　粘性やや

あり。しまりややあ
り。

Ⅲ区115号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性ややあ

り。しまりあり。直径
２mm以下の茶褐色土粒
微量・直径２mm以下の
炭化物極微量含む。

Ⅲ区114号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性や

やあり。しまりあ
り。

Ⅲ区113号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性やや

弱し。しまりあり。
直径５mm以下の茶褐
色土粒少量・直径２
mm以下の炭化物微量
含む。

Ⅲ区112号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性やや弱し。

しまりあり。

Ⅲ区111号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性あり。

しまりあり。直径２mm
以下の赤褐色土粒微
量・直径３mm以下の炭
化物極微量含む。

Ⅲ区110号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性あり。

しまりあり。

Ⅲ区109号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性あ

り。しまりあり。

Ⅲ区107号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性あ

り。しまりあり。

Ⅲ区84号ピットA-A′
１．黒褐色土　地山黄褐色

ローム小塊を少量含む。
２．暗褐色土　地山黄褐色

ローム小塊を多く含む。

Ⅲ区106号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性あ

り。しまりあり。

Ⅲ区105号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性あり。

しまりあり。

Ⅲ区100号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性あり。

しまりあり。
２．茶褐色土　粘性やや強

し。しまりあり。

Ⅲ区98号ピットA-A′
１．暗褐色土　粘性やや

あり。しまりややあ
り。下層部に長直径
15cmの茶褐色土塊が
見られる。

Ⅲ区 98号ピットⅢ区 84号ピット Ⅲ区 100 号ピット Ⅲ区 106 号ピットⅢ区 105 号ピット

Ⅲ区 107 号ピット Ⅲ区 109 号ピットⅢ区 108 号ピット Ⅲ区 110 号ピット

Ⅲ区 112 号ピット

Ⅲ区 111 号ピット

Ⅲ区 113 号ピット Ⅲ区 115 号ピットⅢ区 114 号ピット Ⅲ区 116 号ピット

Ⅲ区 117 号ピット Ⅲ区 118 号ピット Ⅲ区 119 号ピット Ⅲ区 120 号ピット



　69号ピット埋没土中からＳ字甕２点、須恵器坏破片１

点が出土した。須恵器破片が含まれることから、ピット

の時期は古代遺構と考えられる。

ｃ．中央区のピット

　中央区では98号、100号、105号～120号ピットが９号

竪穴住居の屋外周溝の内側と、周溝の西側に集中して検

出された。周溝内側では、９号住居の主柱穴と推定され

る４基のピットと同じ確認面で12基のピットが検出され

たが、住居のピットが深いのに対して、いずれも浅い。

ピットの位置も規格性をもったものではなかった。

　113号ピット埋没土中からは土師器坏破片２点、甕破

片３点が出土した。土師器坏は８世紀ころのものとみら

れる。115号ピット埋没土中から古墳時代前期とみられ

る土師器甕破片２点が出土した。118号ピット埋没土中

からは土師器甕破片１点、Ｓ字甕破片１点が出土した。

これらのピットが９号住居の施設の一部かどうかは判断

できなかった。

　105号～110号ピットは、９号住居の西側に集中して検

出された。このうち107号・108号・110号ピットがやや

深く掘られており、柱穴となり得る形状であった。この

３基のピットは一直線に並んでおり、柱列とも考えられ

るが、調査では確定できなかった。遺物はいずれのピッ

トからも出土しなかった。これらのピットの時期も、確

認面が共通することから、古墳時代前期と考えておきた

い。

（６）溝

　Ⅲ区古代～古墳時代遺構面では、２条の溝が検出され

た。これらの中には各調査区で異なる年度に調査された

ために、同一の溝であっても別の遺構番号が付されたも

のがある。これについては、報告時に番号の統合と付け

替えを行った。その作業の結果については、溝の位置や

規模とともに第２表にまとめた。以下各溝の調査所見

を記載する。なお、溝の平面図は個別図を作成せず、

1/300の各区全体図でこれに変えた。埋没土層断面図は

個々に掲載した。

Ⅲ区33号溝（第187・188・266図　PL.138・220　遺物観察表

P.452･460･468）

　33号溝は、Ⅲ区西部で、北区から中央区にかけて検出

された。北東端および南西端は浅くなり途切れて確認で

きない。小規模な溝ながら多数の土器が出土した。

　走向は北区でＮ-40°-Ｅ、中央区でＮ-47°-Ｅ。上幅

は北区で0.17～0.54ｍ、中央区で0.35～0.77ｍ。深さは

北区で0.14ｍ、中央区で0.12ｍ。調査長は北区で11.70ｍ、

中央区で22.00ｍである。断面形は浅い皿状で、底面には

やや凹凸があった。底面の標高は南区南西端が0.04ｍ高

かった。溝内は浅間Ｃ軽石を含む黒色土で埋まっていた。

　北区では溝のほぼ全体に広がって、完形に近い土器が

多数出土した。土師器小型丸底壺（第187図４）、直口壺

（８）、壺（12）、器台（７）、高坏（10・11）が底面上2.5cmで、

Ｓ字甕（第188図15・16・18・21）が底面上2.6cmで出土し

た。また、ようろう石製の勾玉（第187図１）も底面上2.5cm

で出土した。また、埋没土中から土師器坏（第187図３）、

土錘（２）、石鏃が出土した。石鏃は混入である。このほ

かに、埋没土中から土師器壺破片242点、坩破片25点、

高坏破片９点、甕破片11点、Ｓ字甕破片441点が出土した。

　中央区では、埋没土中から土師器壺破片68点、坩破片

７点、高坏破片５点、Ｓ字甕破片94点が出土したが、い

ずれも小破片で図示することはしなかった。

　溝の時期は出土遺物から、古墳時代前期と考えられる。

溝の周辺には掘立柱建物・周溝をもつ建物、土坑、ピッ

ト群からなる古墳時代前期の集落が展開している。埋没

土は流水を示す砂や礫の堆積状況ではないことから、本

溝は集落内を区画する溝である可能性が高い。特に５号

掘立柱建物と１号柱列とほぼ平行しており、これらの西

側の建物群と周溝をもつ建物がある空間を隔てる位置に

掘られているようにみえる。

　なお、本溝の北端から東側に向かって東西方向にある

34号溝は、後述するように、出土遺物から７世紀後半か

ら８世紀と推定される古代の溝であり、本溝と連動して

集落内を方形に区画する溝ではないので注意が必要であ

る。詳細は第９章で述べた。（第291図）

第６章　古代～古墳時代の遺構と遺物
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第187図　Ⅲ区33号溝と出土遺物(１)
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Ⅲ区33号溝E-E′  
１．黒褐色土　粘性あり。しまりあり。直径１mm

以下の白色軽石含む。As-Cを含む。

Ⅲ区33号溝A-A′・B-B′・C-C′
１．黒褐色土　白色パミスを多く含む。
２．暗褐色土　地山黄褐色ローム粒多く含む。白色パミスを少量含む。

Ⅲ区33号溝D-D′
Ⅰ．表土
１．灰色シルト　As-Aを少量含む。（５号溝埋没土）
２．灰褐色土　As-Bを多く含む。粘性なし。(As-Bの上に形成された耕作土）
３．黒色土　軽石を含まない黒色土。粘性なし。（33号溝埋没土）
４．暗褐色土　地山ローム起源の黄褐色土を多く含む。
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第188図　Ⅲ区33号溝出土遺物(２)
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Ⅲ区34号溝（第189・190・266図　PL.139・220　遺物観

察表P.452･461･468）

　34号溝は、Ⅲ区北区をほぼ東西に横断する位置で検出

された。北西端は浅くなり途切れて確認できない。その

地点はちょうど33号溝が途切れる位置でもある。調査当

初は屈曲する一体の溝との見方もあったが、埋没土や出

土遺物の時期の層位から別遺構であるとの調査所見であ

る。また、それぞれの溝の掘り込み面が失われているた

め、本溝が西端で33号溝と重複していたのかどうかは不

明である。34号溝からも多数の土器が出土した。

　走向はＮ-78°-Ｗ、上幅は0.20～1.26ｍ、深さは0.29

ｍ、調査長は51.70ｍである。断面形は浅いＵ字形で、

底面にはやや凹凸があった。溝内は浅間Ｃ軽石・黄褐色

ローム粒を含む黒褐色土で埋まっていた。

　出土遺物は溝の全体に散在していた。図示した土師器

坏（第190図１）は西部底面上22cmで、須恵器椀（２）は中

央部底面上16cmで、須恵器皿？（５）は東部底面上15cmで、

皿（４）は底面上16cmで出土した。土錘（６）は底面上23cm

で出土した。また、埋没土中から土師器坏（２）、滑石製

の臼玉（７）が出土した。このほかに、埋没土中から土師

器坩破片３点、高坏破片２点、坏破片12点、甕破片87点、

Ｓ字甕破片470点、須恵器皿破片２点、坏破片11点が出

土した。

　また、中央部底面上12cmで石鏃（第272図22）、埋没土

中から剥片１点が出土しているが、混入である。

　本溝の時期は出土した須恵器椀・土師器坏等の時期か

ら、７世紀後半から８世紀と推定される。土師器坏（２）

はやや古い様相を示しており、溝の開削がやや古くなる
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第189図　Ⅲ区34号溝と遺物出土位置
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Ⅲ区34号溝A-A′・B-B′・C-C′  
１．黒褐色土　白色パミスを多く含む。
２．黒褐色土　地山黄褐色ローム・黄褐色小塊を少量含む。
３．黒褐色土　地山黄褐色ローム・黄褐色小塊を多く含む。
４．暗褐色土　地山黄褐色ローム小塊・粒子を多く含む。



第190図　Ⅲ区34号溝出土遺物

０ ４㎝１:２ ０ ２㎝１:１

０ 5㎝１:３

可能性もある。Ｓ字甕破片をはじめとする多くの古墳時

代前期の土器を出土しているが、下層の遺構を壊してい

るために混入したものであろう。７世紀後半から８世紀

の遺構は他に、76号・96号・99号土坑があり、本溝の北

側に12 ～ 19ｍの間隔をあけて並ぶように掘られていた。

また南区にも７世紀後半から８世紀の遺物を出土する25

号・26号・32号土坑があった。

　今回の調査では７世紀後半から８世紀の集落は検出さ

れていないが、本溝や土坑の存在から周辺に集落がある

ことが想定される。埋没土は流水を示す堆積状況ではな

いことから、本溝は集落内を区画する溝である可能性が

高い。

（７）倒木痕

　Ⅲ区では古代～古墳時代遺構面で１基の倒木痕を検出

した。平成16年度調査では、倒木痕の記録は悉皆的でな

く、明瞭なものの平面・断面記録あるいは写真撮影する

という調査方針であった。そこでⅢ区では１基の倒木痕

について写真撮影のみ実施した（PL.139-7）。倒木の時期

等については不明である。

（８）遺構外の出土遺物（第191・192図　PL.220　遺物

観察表P.451･452･461･462）

　Ⅲ区調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で第11表

のように多くの遺物を出土した。ここでは、Ⅷ層上面の

遺構確認時に出土した遺物を掲載した。

　Ⅲ区では遺構は検出されなかったが、古墳時代中・後

期の遺物が比較的多く出土している。５世紀の内斜口縁

の土師器坏（第191図１・２）や、６世紀のいわゆる須恵

器模倣の土師器坏（３～５）、やや新しい浅い土師器坏

（６・７）を図示した。土師器壺（９）、甑（10）の比較的大

型の破片も出土した。また須恵器甕破片（11 ～ 15）も出

土している。

　古墳時代前期の土器は土師器小型丸底壺（19 ～ 21）、

高坏（第192図25・26・29）、壺（23・27・28・32）、Ｓ字

甕（30・31・33 ～ 41）が出土した。37はS字甕の整形形態

を示すが、体部と台部が貫通し、体部下位には焼成前

穿孔の空間の一部が残っている異形土器である。また、

11-Ｌ- ４グリッドでは安山岩凝灰岩製の管玉（第191図

16）が、11-Ｍ- ４グリッドでは銅製と推定される環状製

品（18）が出土した。ホルンフェルス製の敲石破片（17）も

出土している。
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第191図　Ⅲ区遺構外の出土遺物(１)(古代～古墳時代)
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第192図　Ⅲ区遺構外の出土遺物(２)(古代～古墳時代)

０ 5㎝１:３
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第193図　Ⅳ区１号掘立柱建物
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５．Ⅳ区の遺構と遺物 

（１）掘立柱建物

　Ⅳ区北西部の遺構密集部で、整理作業時にピットの精

査を行う過程で、掘立柱建物１棟を検出した。各ピット

は小さく浅いが、土層断面には柱痕を示す堆積が見られ

ることから、掘立柱建物として記載した。

Ⅳ区１号掘立柱建物（第193図　PL.141）

位置　55－21－Ｍ・Ｎ－11・12Ｇ

主軸方位　Ｎ－20°－Ｗ　　　重複　無し

形態　１×２間（2.70ｍ×2.40ｍ・９×８尺）、面積6.48

㎡の東西棟。柱間は桁行が2.64～2.69ｍ、梁行が2.43ｍ

～ 2.69ｍ。

　東辺・西辺ともに中央のＰ３・Ｐ６がやや柱筋の外側

にずれる。

　Ｐ１～Ｐ４とＰ５の土層断面では柱痕跡を確認した

が、Ｐ５では柱痕跡は検出できなかった。柱穴の形状は

楕円形および円形で、規模は長径0.28～0.48ｍ、短径0.22

～0.45ｍ、深さ0.12～0.30ｍで、小型の柱穴で、ばらつ

きがある。

内部施設　無い。　　　　　

出土遺物　遺物は出土しなかった。

所見　柱穴は浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土で埋まっている

ことや、遺構確認面が他の遺構群と共通していることか

ら、古墳時代前期の建物跡と考えられる。

５．Ⅳ区の遺構と遺物 
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Ⅳ区１号掘立柱建物P4G-G′  
１．褐色壌土　地山ロームの塊。
２．黒褐色壌土　As-Cを含む。暗褐色壌土３％。しまりやや弱い。
３．黒褐色壌土　As-Cを含む。褐色土（地山ローム）塊のランダムな混

土。黒褐色壌土40％。しまっている。

Ⅳ区１号掘立柱建物P5H-H′  
１．黒色壌土　As-Cを含む。にぶい黄橙色土（地山ローム）塊１％含む。
ややしまっている。

Ⅳ区１号掘立柱建物P6I-I′  
１．黒褐色壌土　As-Cを含む。暗褐色シルト質壌土斑１％。しまりや

や弱い。
２．黒褐色壌土　As-Cを含む。暗褐色シルト質壌土斑５％。しまりや

や弱い。
３．混土　As-Cを含む。暗褐色～褐色土（地山ローム）塊のランダムな

混土。しまっている。
４．混土　３層と１層の混土。しまっている。

Ⅳ区１号掘立柱建物P1D-D′
１．黒褐色壌土　As-Cを含む。褐色シルト質壌土斑１％含む。しまり

やや弱い。
２．混土　As-Cを含む。暗褐色～褐色土（地山ローム）塊のランダムな

混土。しまっている。
３．混土　As-Cを含む。暗褐色～褐色土（地山ローム）塊のランダムな

混土。しまっている。

Ⅳ区１号掘立柱建物P2E-E′  
１．黒褐色壌土　As-Cを含む。暗褐色シルト質壌土斑１％。しまりや

や弱い。
２．黒褐色壌土　As-Cを含む。褐色土（地山ローム）塊のランダムな混

土。黒褐色壌土40％。しまっている。

Ⅳ区１号掘立柱建物P3F-F′  
１．黒褐色壌土　As-Cを含む。暗褐色シルト質壌土斑１％。しまりや

や弱い。
２．黒褐色壌土　As-Cを含む。褐色土（地山ローム）塊のランダムな混

土。黒褐色壌土40％。しまっている。
３．混土　As-Cを含む。褐色土（地山ローム）塊のランダムな混土。し

まっている。



（２）土坑

（第194～197図　PL.141～145・221　遺物観察表P.462）

　Ⅳ区の古代～古墳時代遺構面で検出された土坑は南区

で15基、北区で18基である。土坑は偏在しており、南区

では南東隅の微高地上に集中しており、南西部にも２基

分布しているという状況であった。北区では北西隅にす

べての土坑が集中していた。この遺構集中分布はⅤ区北

東隅へと連続していくものである。中央部から東半部の

遺構のない部分は、トレンチ調査で遺構の再確認調査を

実施したが、遺構は検出されなかった。

　中央区では古代～古墳時代面の調査は一部のトレンチ

調査にとどまっており、遺構は検出されていない。

　それぞれの土坑の位置や規模は、P.433･434の表にま

とめた。以下各遺構の調査所見を、南区－北区の順に記

載する。

ａ．南区の土坑

　10号土坑はやや大型の楕円形の土坑で、１Ｂ号溝の底

面で確認された。溝との新旧関係は溝の方が新しい。地

山ローム塊を含む暗褐色土で埋まっていた。埋没土中か

ら土師器甕破片が出土した。出土遺物から古代～古墳時

代の土坑と推定される。

　13号土坑は小型円形の土坑で、17号溝と18号溝の間で

検出された。底面はボール状。黒色粘土塊と黄灰色粘質

土塊を少量含む黒色砂質土で埋まっていた。遺物は出土

しなかった。

　14号土坑は小型長方形の土坑で、17号溝の東側、13号

土坑の北側で検出された。断面箱状。黒色粘土塊と黄灰

色粘質土塊を少量含む黒色砂質土で埋まっていた。遺物

は出土しなかった。

　16号土坑は不整楕円形の土坑で、１号方形周溝墓の北

側で検出された。底面はボール状。少量の浅間Ｃ軽石と

地山ローム塊を含む黒褐色土で埋まっていた。遺物は出

土しなかった。

　17号土坑は大型の不整楕円形で、１号方形周溝墓の東

側で検出された。底面は凹凸が見られた。上層は黒色粘

質土、下層は少量の砂を含む灰褐色粘質土で埋まってい

た。遺物は出土しなかった。

　18号土坑は楕円形で、２号畠の南西隅で検出された。

畠と同時期かどうかは不明である。底面中央にピット状

の掘り込みがあった。上層は黄色砂を含む黒色粘質土

で、下層は赤褐色砂を少量含む灰黄色粘質土で埋まって

いた。遺物は出土しなかった。

　19号土坑は南側が発掘区域外となり、全形をとらえる

ことができなかった。円形あるいは楕円形と推定される。

埋没土中から土器破片３点、土師器甕破片３点、台付甕

破片１点が出土した。中世以降の土器が出土しているこ

とから新しい土坑の可能性もある。

　27号土坑は円形の土坑で、１号方形周溝墓の東側で検

出された。28号、29号土坑と近接していた。下半は筒形

であるが、上半部は斜め上方に開く。浅間Ｃ軽石を含む

黒色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　28号土坑も円形の土坑で、１号方形周溝墓の東側で検

出された。27号、29号土坑と近接していた。断面形は27

号土坑と似ており、下半は筒形であるが、上半部は斜め

上方に開く。上層は浅間Ｃ軽石を含む黒色土で、下層は

浅間Ｃ軽石をほとんど含まない黒色土で埋まっていた。

埋没土中から土師器甕破片１点が出土した。埋没土や出

土遺物から古代～古墳時代の土坑と推定される。

　29号土坑はやや大型の円形の土坑で、１号方形周溝墓

の東側で検出された。27号、28号土坑と近接していた。

断面形は上方が斜めに開く筒形であるが、底面中央が

ピット状に深い。白色軽石を含む暗灰色粘質土・黒灰色

粘質土で埋まっていた。埋没土中から土師器甕破片17点、

Ｓ字甕破片２点が出土した。埋没土や出土遺物から古代

～古墳時代の土坑と推定される。

　30号土坑は不整楕円形の土坑で、２号方形周溝墓の南

側で検出された。白色軽石、赤褐色砂塊を含む黒褐色土

で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　31号土坑は小型楕円形の土坑で、26号溝の北西縁で検

出された。底面はボール状。上層は白色軽石、赤褐色砂

塊を含む黒褐色土、下層は白色軽石を含む灰褐色土で埋

まっていた。遺物は出土しなかった。

　32号土坑は小型楕円形の土坑で、27号溝の南西縁で検

出された。白色軽石を含む黒色土で埋まっていた。遺物

は出土しなかった。

　33号土坑は円形の土坑で、１号方形周溝墓の周溝区画

内の南西部で検出された。周溝墓の主体部である積極的

な調査所見はない。底面はボール状。上層は白色軽石を

含む黒色土で、中層は白色軽石と黄褐色土塊を含む黒褐
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第194図　Ⅳ区土坑（１）
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Ⅳ区29号土坑A-A′  
１．暗灰色粘質土　１～３mm大の白色軽石を均一に含む。
２．黒灰色粘質土　１～２cm大の黄灰色粘質土の塊を微量含

む。１～３mm大の白色軽石を均一に含む。
３．暗灰色粘質土　黄灰色粘質土の塊（層）を多量含む。１～

３mm大の白色軽石を微量含む。
４．黒灰色粘質土　灰色粘質土の塊１～３mm大を少量含む。

１～３mm大の白色軽石を微量含む。
５．黒色粘質土　１～３mm大の白色軽石を微量含む。
６．黒灰色粘質土　１～３mm大の白色軽石を微量含む。

Ⅳ区10号土坑A-A′  
１．暗褐色土　地山黄褐色ローム塊を多

く含む。
２．暗褐色土　１層よりやや多く塊を含

む。
３．黄褐色土　地山黄褐色ローム（黄褐

色～黄白色）を主体とし黒色土小塊
を少量含む。

４．黒褐色土　地山黄褐色ローム（黄褐
色～黄白色）小塊を少量含む。

Ⅳ区13号土坑A-A′　　
１．黒色砂質土　７～10cm

大の黒色粘質土と黄灰
色粘質土の塊を少量含
む。

Ⅳ区16号土坑A-A′
１．黒褐色土　As-Cを少

量含む。黒褐色土主
体で黄褐色土（Ⅷ層
相当？）粒と小塊を
含む。

Ⅳ区17号土坑A-A′
１．黒色粘質土
２．灰黄色粘質土
３．灰褐色粘質土　少量の砂を含む。Ⅳ区14号土坑A-A′

１．黒色砂質土　7～ 10cm
大の黒色粘質土と黄灰
色粘質土の塊を少量含
む。

Ⅳ区18号土坑A-A′
１．黒色粘質土　

黄色の砂を微
量含む。

２．灰黄色粘質土
赤褐色の砂を
少量含む。

Ⅳ区19号土坑A-A′
１．黒色粘質土
２．黒色粘質土　酸化状の

赤褐色砂を多く含む。

Ⅳ区27号土坑A-A′
１．黒色土　As-C

細粒を均一に
含む。粘性の
強い層。

２．黒色土　As-C
をほとんど含
まずⅧ層土大
粒を少量含
む。

３．掘り過ぎ

Ⅳ区28号土坑A-A′
１．黒色土　As-C細粒を

均一に多く含む。粘
性の強い層。

２．黒色土　As-C細粒を
微量・Ⅷ層土小塊を
微量含む。粘性の強
い層。

３．黒色土　As-C細粒を
ほとんど含まず、Ⅷ
層土小塊を多量含
む。粘性の強い層。

Ⅳ区30号土坑A-A′  
１．黒褐色土　酸化状赤褐色砂の塊

１cm大を微量含む。１～３mm大
の白色軽石を均一に少量含む。

２．掘り過ぎ

Ⅳ区31号土坑A-A′
１．黒褐色土　酸化状赤褐色砂の塊

少量含む。１～３mm大の白色軽
石均一に含む。

２．灰褐色土　１～３mm大の白色軽
石を均一に含む。

Ⅳ区32号土坑A-A′
１．黒色土　１～３mm大の白色軽石

を均一に含む。

Ⅳ区10号土坑

Ⅳ区14号土坑

Ⅳ区13号土坑 Ⅳ区16号土坑 Ⅳ区17号土坑

Ⅳ区18号土坑

Ⅳ区19号土坑

Ⅳ区27号土坑 Ⅳ区28号土坑

Ⅳ区29号土坑 Ⅳ区30号土坑 Ⅳ区31号土坑

Ⅳ区32号土坑



第195図　Ⅳ区土坑（２）
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Ⅳ区33号土坑A-A′
１．黒色土　２～３mm大の白色軽石

を微量含む。
２．黒褐色土　５mm程度の黄褐色土

の塊を均一に含む。２～３mm大
の白色軽石を微量含む。

３．灰褐色土　酸化状赤褐色砂の塊
５mm大を多く含む。２～３mm大
の黄色軽石を微量含む。

Ⅳ区34号土坑A-A′ 
１．黒色土　黄褐色土塊１％黄褐

色斑７％白色軽石粒含む。木
根による攪乱痕跡激しい。し
まっている。

Ⅳ39号土坑A-A′  
１．黒褐色土　褐色土粒少量含む。固く

しまっている。As-C含む。
２．黒褐色土　にぶい黄橙色斑３％。し

まっている。As-C含む。
３．砂層
４．黒褐色土　褐色小斑含む。しまって

いる。As-C含む。

Ⅳ区38号土坑A-A′
１．黒褐色壌質砂土　As-Bと思われ

る軽石粒を含む。砂粒を多く含
む。褐色土小塊１％含む。しま
りやや強い。

２．黒褐色砂質埴壌土　As-Bと思わ
れる軽石粒を少量含む。しまり
やや弱い。

３．黒褐色砂質埴壌土　褐色土の小
塊３％含む。ややしまっている。

４．黒褐色砂質埴壌土　褐色土の縞
状斑３％含む。ややしまってい
る。

５．黒褐色砂質埴壌土　にぶい黄褐
色土小塊１％含む。褐色土小塊
１％含む。ともに地山起源。や
やしまっている。

６．黒褐色砂質埴土　褐色小塊少量
含む。しまりやや弱い。

Ⅳ区47号土坑A-A′
１．黒褐色砂質壌土　暗褐

色壌土（地山ローム層へ
の漸移的部分）を塊状に
３％含む。ややしまって
いる。

２．掘り過ぎ

Ⅳ区46号土坑A-A′
１．黒褐色重埴土　褐色

軽埴土斑、地山ロー
ム小塊７％含む。固
くしまっている。

Ⅳ区45号土坑A-A′
１．暗褐色軽埴土　As-C含む。炭化

物・焼土粒を少量含む。褐色（地
山ローム）小塊３％含む。固く
しまっている。

２．黒色壌土　As-C下の黒色土を主
体とする。地山ロームの粒子含
む。ややしまっている。

Ⅳ区44号土坑A-A′
１．黒褐色重埴土　黄褐色小塊

１％含む。As-C軽石粒子含
む。固くしまっている。

２．黒色砂質埴壌土　黄褐色円
形小塊１％含む。As-C軽石
粒子含む。ややしまってい
る。

３．混土　黒色軽埴土と黒褐色
砂質壌土の薄層が重なる。
地山褐色ローム粒子・砂流
を混ずる。しまり弱い。

４．黒色軽埴土　As-C下の黒色
土を主体とする。混入物少
ない。しまり弱い。

Ⅳ区43号土坑A-A′
１．黒褐色壌土　As-C下

の黒色土を主体とす
る。地山ロームの粒
子含む。下層ににぶ
い黄橙色軽壌土を斑
状に含む。しまって
いる。

Ⅳ区42号土坑A-A′
１．混土　黒褐色軽埴土を主体に、

暗褐色壌土30％、地山褐色ロー
ム小塊20％によるランダムな混
土。固くしまっている。

２．黒褐色砂質壌土　にぶい黄褐色
土を斑状に３％含む。ややし
まっている。

３．黒褐色砂質埴壌土　砂粒多く含
む。しまっている。

Ⅳ区41号土坑A-A′
１．黒色軽埴土　白色

軽石粒含む。砂粒
含む。固くしまっ
ている。

Ⅳ区40号土坑A-A′ 
１．黒色軽埴土　鉄分で汚れ

た地山褐色ロームの斑
１％含む。炭化物粒少量
含む。やや粘質。しまっ
ている。

２．黒色軽埴土　鉄分で汚れ
た地山褐色ロームの斑
10％含む。粘性やや強
い。しまっている。

Ⅳ区33号土坑 Ⅳ区34号土坑 Ⅳ区35号土坑

Ⅳ区38号土坑 Ⅳ区39号土坑

Ⅳ区40号土坑 Ⅳ区41号土坑

Ⅳ区44号土坑

Ⅳ区45号土坑

Ⅳ区42号土坑 Ⅳ区43号土坑

Ⅳ区46号土坑 Ⅳ区47号土坑
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Ⅳ区49号土坑A-A′  
１．黒色軽埴土　As-Cを他層より多く含む。にぶい黄橙色シルト質壌土（地

山YP相当層近く）を縞状に３％含む。粘性強い。固くしまっている。
２．黒色軽埴土　As-C含む。粘性強い。固くしまっている。
３．黒褐色砂質埴壌土　黄褐色～暗褐色（地山ローム）を斑状に30％含む。粘

性強い。ややしまっている。
４．黒色軽埴土　As-C含む。にぶい黄橙色シルト質壌土（地山YP相当層近く）

の小斑5％含む。粘性強い。固くしまっている。
５．黒色軽埴土　As-C含む。土器を含む。にぶい黄橙色シルト質壌土（地山

YP相当近く）の小斑１％含む。粘性強い。固くしまっている。
６．黒褐色砂質壌土　砂粒多く含む。土器を含む。にぶい黄橙色シルト質壌

土（地山YP相当層近く）の小塊１％含む。しまっている。
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色土で、下層は赤褐色砂塊と黄色軽石を含む灰褐色土で

埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　34号土坑は不整楕円形の土坑で、１号方形周溝墓の北

西側で検出された。底面は凹凸が著しい。黄褐色土塊、

浅間Ｃ軽石を含む黒色土で埋まっていた。埋没土中から

土師器壺破片１点、高坏破片１点が出土した。埋没土や

出土遺物から古代～古墳時代の土坑と推定される。

　35号土坑は細長い不整楕円形で、溝状である。２号畠

の北側で検出された。長軸が一部の畝間溝の方向と一致

する。底面には長軸と交差する方向で小溝が検出された

が、機能は不明である。埋没土は不明である。埋没土中

から土師器甕破片２点が出土した。埋没土や出土遺物か

ら古代～古墳時代の土坑と推定される。

ｂ．北区の土坑

　38号土坑は不整楕円形の土坑で、19号溝の北東側で検

出された。断面形はすり鉢状。上層は浅間Ｂ軽石を含む

黒褐色砂質埴壌土で、下層は黄褐色土粒塊を含む黒褐色

砂質埴壌土で埋まっていた。埋没土中から土師器壺破片

５点、坏破片４点、甕破片１点、Ｓ字甕破片12点が出土

した。埋没土中から出土した土師器坏は７世紀末～８世

紀初頭、他の土師器は４世紀の土器である。埋没土の上

層には浅間Ｂ軽石が含まれているとの記載があるが、上

層のみであるので、ここでは土坑の時期を古代と考えて

おきたい。

　39号土坑は不整楕円形の土坑で、38号土坑の南側で検

出された。断面形はすり鉢状。浅間Ｃ軽石を含む黒褐色

土で埋まっていた。中位には厚さ数cmの砂層が堆積して

いた。埋没土中から土師器坏破片３点、甕破片８点、Ｓ

字甕破片８点、須恵器瓶２点が出土した。土坑の時期は

埋没土中から出土した土師器坏、須恵器瓶が７世紀末～

８世紀初頭のものであることから、古代と考えたい。

　40号土坑は小型の楕円形の土坑で、19号溝の西縁で検

出された。褐色ローム塊を含む黒色軽埴土で埋まってい

た。埋没土中から土師器甕破片１点、Ｓ字甕破片１点が

出土した。埋没土や出土遺物から古代～古墳時代の土坑

と推定される。

　41号土坑は小型の楕円形の土坑で、18号溝の北西側で

検出された。白色軽石と砂粒を含む黒色軽埴土で埋まっ

ていた。遺物は出土しなかった。

　42号土坑は楕円形の土坑で、中央部は攪乱で一部欠損

していた。底面は浅いボール状。上層は暗褐色壌土塊や

ローム塊を含む黒褐色軽埴土、下層は黄褐色土塊や砂粒

を含む黒褐色砂質壌土で埋まっていた。埋没土中から土

師器甕破片２点が出土した。埋没土や出土遺物から古代

～古墳時代の土坑と推定される。

　43号土坑は小型の円形土坑で、42号、46号土坑と近接

して検出された。地山ローム粒や黄褐色軽壌土を含む黒

褐色壌土で埋まっていた。埋没土中からＳ字甕破片２点

が出土した。埋没土や出土遺物から古代～古墳時代の土

坑と推定される。

　44号土坑は円形の土坑で、19号溝の北西縁で検出され

た。断面形はややフラスコ状。上層は浅間Ｃ軽石、黄褐

色土塊を含む黒褐色重埴土と黒色砂質埴壌土で、下層は

浅間Ｃ軽石を含まない黒色土で埋まっていた。埋没土中

からＳ字甕破片１点が出土した。埋没土や出土遺物から

古代～古墳時代の土坑と推定される。

　45号土坑は小型の隅丸方形の土坑で、44号土坑の北西

部で検出された。上層は浅間Ｃ軽石・炭化物粒・焼土

粒・地山ローム粒を含む暗褐色軽埴土で、下層は浅間Ｃ

軽石を含まない黒色壌土で埋まっていた。遺物は出土し

なかった。

　46号土坑は不整楕円形で、24号ピットと重複するが、

新旧関係は不明である。42号土坑の南東脇で検出された。

褐色軽埴土塊・地山ローム小塊を含む黒褐色重埴土で埋

まっていた。埋没土中から土師器Ｓ字甕破片２点が出土

した。埋没土や出土遺物から古墳時代前期の土坑と推定

される。

　47号土坑は楕円形の土坑で、19号溝の南東側で検出さ

れた。48号土坑と接している。底面は浅いボール状。や

や北側を掘りすぎてしまった。暗褐色壌土塊を含む黒褐

色砂質壌土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　48号土坑は楕円形の土坑で、47号土坑に接して19号溝

の南東側で検出された。底面は浅いボール状。上層は浅

間Ｃ軽石を含む黒褐色壌土で、下層は白色軽石・砂粒・

暗褐色重壌土塊を含む黒褐色軽壌土で埋まっていた。遺

物は出土しなかった。

　49号土坑は大型の不整楕円形の土坑で、19号溝の南西

部で検出された。底面には３個のピットが検出された。

土層断面からみると１回の掘り替えがあったものと推定

第６章　古代～古墳時代の遺構と遺物

266



第197図　Ⅳ区土坑（４）と出土遺物
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される。いずれの埋没土も浅間Ｃ軽石を含む黒色軽壌土

と地山ローム塊を含む黒褐色砂質埴壌土の重なりであ

る。埋没土中から多くの土器が出土した。図示した土師

器坏（第196図４）は中央部底面上15cm、土師器甕（９）は

西部底面上２cm、須恵器蓋（８）は中央部底面上16.2cmで

出土した。その他埋没土中から出土した土器の数は、土

師器壺破片17点、高坏破片１点、土師器坏破片207点、

甕破片550点、Ｓ字甕破片371点、須恵器坏９点、須恵器

蓋１点に及ぶ。このうち土師器坏や須恵器坏・蓋は８世

紀、他の土器は４世紀の土器で、遺構の時期には４～８

世紀の幅があることが考えられる。埋没土の堆積状況か

らも掘り直したことが推定される。同類の土坑はⅢ区２

面で検出された１号井戸がある。本土坑も井戸の可能性

が高い。

　50号土坑は楕円形の土坑で、36号溝北側で検出された。

断面形は筒形。浅間Ｃ軽石を含む黒色軽埴土で埋まって

いた。上位には焼土粒を含む。上半部からは土器が多量

に出土した。図示した土師器器台（第197図１）・Ｓ字甕

（２・３）は埋没土中から出土した。高坏（４）は中央部、

底面上1.7cmで出土した。この他に埋没土中から、土師

器壺破片17点、高坏破片８点、小型Ｓ字甕破片６点、Ｓ

字甕破片21点が出土した。土坑の時期は古墳時代前期で

ある。

　56号、57号土坑は重複して39号土坑の北側で検出され

た。56号土坑の方が新しい。56号土坑は楕円形の土坑で、

黒褐色砂質壌土で埋まっていた。埋没土中から土師器Ｓ

字甕破片５点が出土した。出土遺物から古墳時代前期の

土坑と推定される。

　57号土坑も楕円形の土坑で、浅間Ｃ軽石・褐色シルト

質壌土塊・暗褐色壌土塊を含む黒褐色砂質壌土で埋まっ

ていた。埋没土中から土師器甕破片２点が出土した。埋

没土の状況と出土遺物から古墳時代前期の土坑と推定さ

れる。

　63号土坑は北端が発掘区域外となり全形がとらえられ
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Ⅳ区67号土坑A-A′
１．黒色土　砂多く含む。1 ～ 2mm

大の白色軽石を10％程度含む。

Ⅳ区48号土坑A-A′
１．黒褐色壌土　As-C含む。や

やしまっている。
２．黒褐色軽埴土　白色軽石・

砂粒含む。暗褐色重埴土（地
山ローム）を斑状に７％含
む。固くしまっている。

Ⅳ区50号土坑A-A′
１．黒色軽埴土　As-C含む。

上位から中位にかけて土
器を含む。上位に焼土粒
含む。粘性やや強い。し
まりやや弱い。

Ⅳ区56号・57号土坑A-A′
１．黒褐色砂質壌土　粘性弱い。しま

りやや弱い。
２．黒褐色砂質壌土　As-Cを含む。褐

色シルト質壌土斑1％含む。暗褐
色壌土斑1％含む。ともに地山起
源。やや粘質。ややしまっている。

Ⅳ区63号土坑A-A′
１．黒褐色砂質壌土　As-C

を含む。暗褐色壌土小
斑を3％含む。ややし
まっている。

Ⅳ区48号土坑 Ⅳ区50号土坑

Ⅳ区63号土坑Ⅳ区56号・57号土坑

Ⅳ区66号土坑 Ⅳ区67号土坑

１
２

３

４



ｂ．北区のピット

　北区では、24号～43号、94号、95号土坑が発掘区北西

隅に集中して検出された。ここも竪穴住居が検出された

微高地部分で、ここでは土坑の分布と分離しないで、縁

辺を取り囲むように分布していた。このうち、27号、37

号～41号の６基のピットは３基ずつが平行する直線にの

ることから、整理作業時に１間×２間の掘立柱建物と考

え、１号掘立柱建物とした。

　いずれのピットも、浅間Ｃ軽石と推定される白色軽石

を少量含み、地山の黄褐色ロームや黄白色土小塊を含む

暗褐色土で埋まっていた。

　24号ピットの埋没土中からは土師器Ｓ字甕破片１点が

出土した。

　25号ピットの埋没土中からは土師器Ｓ字甕破片１点が

出土した。

　27号ピットの埋没土中からは土師器Ｓ字甕破片２点が

出土した。

　29号ピットの埋没土中からは、土師器坏（第198図１）

が底面直上でほぼ完形で出土した。他に埋没土中から土

師器Ｓ字甕破片１点が出土した。ピットの時期は古代の

可能性がある。

　30号ピットはやや大型の円形ピットで、埋没土中から

は土師器壺破片４点、器台破片１点、Ｓ字甕破片５点が

出土した。

　33号ピットの埋没土中から、土師器坏破片１点、甕破

片９点、Ｓ字甕破片13点が出土した。

　34号ピットの埋没土中から、土師器甕破片６点、Ｓ字

甕破片４点が出土した。

　26号、28号、31号、32号、42号、43号、94号、95号ピッ

トからは遺物は出土しなかった。

　以上のように、いくつかのピットからは土器が埋没土

中から出土しており、ピットの時期は29号ピットを除き、

古墳時代前期と考えておきたい。

なかったが、楕円形と推定される。浅間Ｃ軽石・暗褐色

壌土塊を含む黒褐色砂質壌土で埋まっていた。埋没土中

から土師器壺破片１点、Ｓ字甕破片１点が出土した。埋

没土の状況と出土遺物から古墳時代前期の土坑と推定さ

れる。

　66号土坑は小型の円形土坑で、19号溝の西脇で検出さ

れた。埋没土は不明である。遺物は出土しなかった。

　67号土坑は丸い楕円形の土坑で、18号溝の西側で検出

された。断面はすり鉢状。上層は浅間Ｃ軽石を含む黒褐

色軽埴土で、下層は砂と白色軽石を含む黒色土で埋まっ

ていた。埋没土中から土師器Ｓ字甕破片５点が出土した。

埋没土の状況と出土遺物から古墳時代前期の土坑と推定

される。

（３）ピット

（第198・199図　PL.145～147・221　遺物観察表P.462）

　Ⅳ区古代～古墳時代遺構面で検出したピットは、南区

で18基、北区で20基である。中央区でピットは検出され

なかった。検出されたこれらのピットはほとんどが浅間

Ｃ軽石と推定される白色軽石を含む黒褐色土で埋まって

おり、すべてではないが古墳時代前期の遺物を出土する

ことから、古代～古墳時代面の遺構として報告した。そ

れぞれのピットの位置や規模は、P.437･438の表にまと

めた。以下各調査区のピットの調査所見を記載する。

ａ．南区のピット

　南区では、４号～23号ピットが発掘区の中央から東部

にかけて分布していた。特に１号方形周溝墓の北西側の

周辺に偏在していた。ここは、方形周溝墓が検出された

微高地の北西縁辺にあたる。この微高地には土坑も検出

されているが、土坑が周溝墓のある微高地頂部から南東

部縁辺にあるのに対して、ピットは北西側に偏在してお

り、対照的である。顕著に規格的な配置等は見られなかっ

た。

　いずれのピットも、浅間Ｃ軽石と推定される白色軽石

を少量含み、地山の黄褐色ロームや黄白色土小塊を含む

暗褐色土で埋まっていた。中には埋没土に浅間Ｃ軽石の

記載がない土坑もあったが、他のピットと確認面や層位

が共通することから、古墳時代から古代にかけての遺構

と考えた。いずれのピットからも遺物は出土しなかった。
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第198図　Ⅳ区ピット(１)と出土遺物
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Ⅳ区19号ピットA-A′ 
１．黒褐色土　Ⅷ層土粒を

微量に含む粘質土。
２．灰褐色粘質土　Ⅷ層土

塊？ 

Ⅳ区５号ピットA-A′ 
１．黒色粘質土

Ⅳ区６・７号ピットA-A′
１．黒色粘質土　６・７号

ピットの境は明確では
ない。

Ⅳ区８号ピットA-A′
１．黒色粘質土　酸化した赤

褐色砂の塊２～３cmを
所々含む。

Ⅳ区10号ピットA-A′
１．黒色粘質土

Ⅳ区13号ピットA-A′
１．黒色土　１～３mm

大の白色軽石を微
量含む。 

Ⅳ区12号ピットA-A′
１．黒色粘質土　酸化状

赤褐色砂の塊を微量
含む。１～３mm大の
白色軽石を均一に少
量含む。

Ⅳ区14号ピットA-A′ 
１．黒色土　酸化状赤褐

色砂の塊と黄褐色粘
質土の塊を下層部に
多量含む。 

Ⅳ区15号ピットA-A′
１．黒灰色土　酸化状赤褐色

砂の塊を微量含む。1～
３mm大の白色軽石を均一
に少量含む。 

Ⅳ区16号ピットA-A′
１．黒灰色土　酸化状

赤褐色砂の塊を微
量含む。1 ～３mm
大の白色軽石を均
一に少量含む。

Ⅳ区17号ピットA-A′
１．黒色土　酸化状赤

褐色砂の塊を微量
含む。1mm大の白
色軽石を均一に微
量含む。

Ⅳ区18号ピットA-A′
１．暗褐色土　As-Cを

微量・Ⅷ層土粒を
少量含む粘質土。

Ⅳ区20号ピットA-A′
１．黒褐色土　As-C

を微量・Ⅷ層土
粒を比較的多く
含む粘質土。 

Ⅳ区28号ピットA-A′
１．黒色壌土　As-Cを含む。

にぶい黄橙色土（地山
ローム）塊１％含む。や
やしまっている。

Ⅳ区26号ピットA-A′
１．黒褐色壌土　As-Bを含

む。しまりやや弱い。
２．黒色壌質砂土　As-Bを

含む。砂粒主体。やや
しまっている。 

Ⅳ区25号ピットA-A′
１．黒色壌土　As-Cを小量含

む。ややしまっている。

Ⅳ区24号ピットA-A′ 
１．黒褐色重埴土　褐色土（地山ローム）を

斑状に10％含む。固くしまっている。

Ⅳ区23号ピットA-A′
１．黒色土　1 ～３mm大

の白色軽石を均一に
含む。

Ⅳ区22号ピットA-A′
１．暗褐色土　黒褐色土・Ⅷ層土塊

の混土。
２．黒色土　Ⅷ層土粒を少量含む。
３．掘り過ぎ

Ⅳ区21号ピットA-A′
１．暗褐色土　Ⅷ層土小塊

と細粒を含む粘質土。
２．黒色土　As-Cを極く微

量・Ⅷ層土小塊を少量
含む層。

Ⅳ区29号ピットA-A′
１．黒褐色壌土　にぶい黄橙色土（地山ローム）を

縞状に１％含む。ややしまっている。
２．黒褐色壌土　混入物少ない。ややしまってい

る。
Ⅳ区42号ピットB-B′
１．黒褐色壌土　As-Cを含む。暗褐色壌土３％。

しまりやや弱い。

Ⅳ区４号ピット Ⅳ区５号ピット Ⅳ区６号・７号ピット Ⅳ区８号ピット Ⅳ区10号ピット

Ⅳ区12号ピット Ⅳ区14号ピット

Ⅳ区19号ピット

Ⅳ区24号ピット

Ⅳ区17号ピット

Ⅳ区22号ピット

Ⅳ区13号ピット Ⅳ区15号ピット Ⅳ区20号ピット

Ⅳ区25号ピット

Ⅳ区18号ピット

Ⅳ区23号ピット

Ⅳ区16号ピット Ⅳ区21号ピット

Ⅳ区26号ピット
Ⅳ区28号ピット Ⅳ区29号・42号ピット

１



第199図　Ⅳ区ピット(２)
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（４）方形周溝墓

Ⅳ区１号方形周溝墓（第200･201図　PL.148･149･221　

遺物観察表P.462･468･469）

位置　55－11－Ｂ～Ｄ－16～18Ｇ

形状　南隅は発掘区域外となり、全形はとらえられな

かったが、周溝の東隅と西隅が切れる方形区画の周溝と

思われる。周溝の内側は直線的に掘られており、外側は

やや膨らんでいる。南側の溝がやや細い。周溝内部に33

号土坑が検出されたが、主体部となるかどうかは不明で

ある。33号土坑は短径0.63ｍ、長径0.70ｍの円形の土坑

で、埋没土の状況から古代以前の遺構と考えられる。出

土遺物は無く、方形周溝墓の主体部とする積極的な調査

所見はなかった。　　　　　

重複　無し

規模　墳丘長軸長8.90ｍ　短軸8.70ｍ　周溝深0.36ｍ

長軸方位　Ｎ－38°－Ｗ

埋没土　浅間Ｃ軽石・地山黄色ローム粒・塊を多量に含

む黒色土で埋まっていた。

周溝底面　中央部が深く、両端部および屈曲部が浅く

なっていた。

遺物出土状況　周溝全体、特に北西周溝・北東周溝に遺

物が出土した。土師器壺か高坏の口縁部破片（第201図

１）、甕口縁部破片（５）は北東周溝のほぼ中央部底面上

24.5cmと36cmで出土した破片が接合した。弥生土器甕の

口縁部破片（２）と胴部破片（４）は北西周溝南半部で、そ

れぞれ底面上25.5cm、14cmで出土した。弥生土器小型甕

（３）も北西周溝南半部底面上17cmで出土した。他に埋没

土中から土師器壺破片30点、甕破片312点、台付甕破片

８点が出土した。

所見　浅間Ｃ軽石を含むという埋没土の状況から古墳時

代前期の浅間Ｃ軽石降下以降の遺構と推定される。出土

遺物には弥生土器の共伴が認められることから、古墳時

代前期でもやや古い年代を考えることができよう。弥生

土器壺の口縁部破片（第201図２）は北総地域の、土師器

甕口縁部破片（５）は近江地域に類例のある土器である。

　本周溝墓が検出されたⅣ区南東隅の微高地は、周溝墓

群になっていると推定される。Ⅲ区北半部あるいはⅣ区

北西隅からⅤ区北東隅にかけて検出された居住域も含め

た周辺の集落の墓域と位置付けられる。
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Ⅳ区95号ピット A-A′
１．１～２mm大の白色軽石を10
    ％程度含む。
２．灰色土　砂（川砂）石英質を

含む。１mm大の粒のそろっ
た砂。

Ⅳ区31号ピットA-A′
１．黒褐色壌土　As-Bを含む。

しまりやや弱い。

Ⅳ区32号ピットA-A′ 
１．黒褐色軽埴土　As-Cを含

む。褐色軽埴土斑、小塊
（地山ローム）７％含む。
固くしまっている。

Ⅳ区33号ピットA-A′ 
１．黒褐色軽埴土　白色軽石を

含む。固くしまっている。
As-Cより下位の土壌。

Ⅳ区30号ピットA-A′
１．黒褐色壌土　にぶい黄橙色

土（地山ローム）塊３％含
む。ややしまっている。

Ⅳ区34号ピットA-A′ 
１．黒褐色軽埴土　白色軽石

を含む。にぶい黄橙色土
（地山ローム）を斑状に３％
含む。固くしまっている。
As-Cより下位の土壌。

Ⅳ区43号ピットA-A′
１．黒褐色壌土　As-Cを含む。

暗褐色壌土３％。しまりや
や弱い。

２．混土　As-Cを含む。褐色土
（地山ローム）塊のランダム
な混土。しまっている。

３．にぶい黄橙色シルト質壌土
地山ＹＰ相当層近くの土壌
塊主体。

４．混土　３層と１層の混土。
しまっている。

Ⅳ区94号ピット A-A′
１．黒色土　砂を多く含む。１～

２mm大の白色軽石を10％程度
含む。

２．灰色土　砂（川砂）石英質を含
む。１mm大の粒のそろった砂。

Ⅳ区31号ピット

Ⅳ区32号ピット Ⅳ区33号ピット

Ⅳ区34号ピット Ⅳ区43号ピット

Ⅳ区94号ピット Ⅳ区95号ピット

Ⅳ区30号ピット



第200図　Ⅳ区１号方形周溝墓
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Ⅳ区１号方形周溝墓 A-A′・B-B′・C-C′・D-D′  
１．黒色土　As-C を極く微量に含み、粘性は弱い。
２．黒色土　As-C・地山黄色ローム細粒を含む。粘性弱い。
３．黒色土　As-C・地山黄色ローム塊を多量で均一に含む。粘性弱い。

４．黒色土　As-C・地山黄色ローム粒と地山灰白色土塊を含む。
５．褐色土　As-C・地山黄色ローム粒と地山灰白色土塊を多量に含む。
６．掘り過ぎ



第202図　Ⅳ区２号方形周溝墓

第201図　Ⅳ区１号方形周溝墓出土遺物
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Ⅳ区２号方形周溝墓（第202図　PL.148･149）

位置　55－11－E・Ｆ－19～1Ｇ　　　

形状　南周溝と東周溝のみ検出された。　

重複　無し

規模　長軸計測不能　短軸計測不能　周溝深0.35ｍ

長軸方位　Ｎ－5°－Ｗ

埋没土　浅間Ｃ軽石・赤褐色砂塊を含む黒色粘質土で埋

まっていた。

周溝底面　中央部が深く、両端部が浅くなっていた。

遺物出土状況　南周溝埋没土中から土師器甕破片４点が

出土した。

所見　調査当初はそれぞれ周溝を別個の土坑として記録

していたが、土坑の主軸はほぼ直交し、Ｌ字形に区画し

ていること、区画の内側が直線的に掘られ、外側が膨ら

んでいる形状が１号方形周溝墓に共通することから、周

溝墓の南・東周溝と判断し、報告した。

　東側にある34号土坑も平面形状は類似しており、周溝

墓の一辺の溝とも考えられるが、１基だけであったので、

周溝墓とはしなかった。出土遺物からは古墳時代前期の

遺構と考えられる。
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Ⅳ区２号方形周溝墓 C-C′・D-D′ 
１．黒色粘質土　酸化状の赤褐色砂を塊状に

少量含む。１～３mm大の白色軽石を均一
に少量含む。

２．掘り過ぎ
３．黒色粘質土　酸化状の赤褐色砂の塊を少

量含む。１～３mm大の白色軽石を均一に
少量含む。

４．暗灰色土　Ⅷ層土に近似するがやや暗く
粘性が強い。酸化鉄塊を多量含む。

１
２

３
４

５



（５）溝

　Ⅳ区古代～古墳時代面では、16条の溝が検出された。

溝の位置や規模はP.443の表にまとめた。以下各溝の調

査所見を記載する。なお、溝の平面図は個別図を作成せ

ず、1/300の各区全体図でこれに変えた。埋没土層断面

図は個々に掲載した。

Ⅳ区16号溝（第203･265図　PL.150）

　16号溝は、Ⅳ区西部で、ほぼ東西方向に検出された。

西端はⅤ区16号溝に連続する。

　走向は北区でＮ－73°－Ｗ、上幅は0.20～1.10ｍ、深

さは0.15ｍ、調査長2.08ｍである。断面形は浅い台形で、

底面は平坦で、標高は北西端が0.05ｍ高かった。溝内は

浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土で埋まっていた。遺物は出土

しなかった。

　埋没土や遺構確認面から、古墳時代前期の溝と考えら

れる。砂礫等の埋没はないので、集落内の区画溝であろ

う。

Ⅳ区17号溝（第203･265図　PL.150）

　17号溝は、Ⅳ区西部で、北区から南区にかけて南北方

向に検出された。２号溝と重複するが、２号溝が新しい。

北端はＫライン当たりで確認できなくなり、南端は調査

区外になる。

　走向は北区でＮ－4°－Ｅ、上幅は0.59～ 0.60ｍ、深さ

は0.18ｍ、調査長は19.50ｍである。断面形は浅いＶ字形

で、底面にはやや凹凸があった。底面の標高は北端が0.01

ｍ高かった。溝内は白色細粒を微量含む灰褐色土で埋まっ

ていた。遺物は出土しなかった。

　埋没土や遺構確認面から、古墳時代前期の溝と考えら

える。砂礫等の埋没はないので、集落内の区画溝であろう。

Ⅳ区18号・19号溝

（第203･265図　PL.150･151　遺物観察表P.462）

　18号・19号溝は、Ⅳ区西部の北西隅から南部にかけて

検出された。両溝は表流水等が集まり流れる凹地にと考

えられる（後述）１号・５号・６号凹地の位置をなぞって

おり、この地点の最も低い部分に掘られた溝である。

　両溝は、Ｊラインから南側は、一部で重複しながら流

れ南端は両溝ともほぼ同じ位置で区域外となる。Ｊライ

ンより北側では18号溝は西に湾曲し、Ⅴ区北東隅をかす

めて発掘区域外に続いている。19号溝はやや西に傾きな

がらも北上し発掘区域外に続いている。南区の重複部で

は19号溝が18号溝に壊されていることから、18号溝が新

しい。36号溝と重複するが、新旧関係は不明である。ま

た、１号畠と重複するが、新旧関係は不明である。

　18号溝の走向はＮ－10°－Ｗ、Ｊラインより北側はＮ

－38°－Ｗに傾く。上幅は0.13～0.70ｍ、深さは0.06～

0.35ｍ、調査長は72.50ｍである。微高地上に掘られて

いる北西部では深く、幅広な形状で検出できた。断面形

はＵ字形で、底面にはやや凹凸があった。底面の標高は

北端が0.16ｍ高かった。溝内は白色細粒を含む黒色土や

地山土塊を含む黒褐色土で埋まっていた。

　遺物は破片が多数出土した。埋没土中から土師器壺

（第203図１）、石鏃（第272図７・16）が出土した。石鏃は

混入であろう。また、土師器壺破片234点、坩破片49点、

高坏破片７点、坏破片５点、甕破片823点、Ｓ字甕破片

1001点、須恵器甕破片１点が出土した。

　埋没土や出土遺物、遺構確認面の状況からは、古墳時

代前期の溝と考えらえるが、古墳時代集落を構成する土

坑群を貫いていること、土師器坏・須恵器甕破片が出土

していること、周辺に38号・39号・42号土坑という古代

の遺構も存在していることから、古代の溝である可能性

もある。砂礫等の埋没はないので、集落内の区画溝であ

ろう。

　19号溝の走向は概ねＮ－25°－Ｗ、Ｍラインより北側

はＮ－5～10°－Ｗほどである。上幅は0.10～1.10ｍ、

深さは0.45ｍ、調査長は35.25ｍである。微高地の東端

を回るような位置に掘られている。断面形は箱形で、底

面にはやや凹凸があった。底面の標高は北端が0.03ｍ高

かった。溝内は灰褐色砂質土や白色細粒を含む黒褐色粘

質土で埋まっていた。

　遺物は18号溝ほどではないが、土器破片が多数出土し

た。埋没土中から土師器直口壺（第203図２）が出土した。

また、土師器壺破片１点、甕破片65点、Ｓ字甕破片159

点が出土した。埋没土や出土遺物、遺構確認面からは、

古墳時代前期の溝と考えらえる。砂礫等の埋没はないこ

とから、古墳時代集落が形成されている微高地に東縁辺

を画する溝と推定される。

５．Ⅳ区の遺構と遺物 
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Ⅳ区16号溝

Ⅳ区17号溝

Ⅳ区18号溝 Ⅳ区19号溝

Ⅳ区18号・19号溝

Ⅳ区20号溝

Ⅳ区25号溝

Ⅳ区18号溝・１号凹地

Ⅳ区26号溝

Ⅳ区27号溝

Ⅳ区28号溝

Ⅳ区29号溝

Ⅳ区24号・30号溝 Ⅳ区24号溝

第203図　Ⅳ区溝と出土遺物

Ａ Ａ′L=71.60m

4

Ⅶ

Ⅷ

Ⅰ
Ⅲ

1 2

3
Ⅸ

Ⅷ

ⅣA

Ａ Ａ′L=71.20m
1

Ｂ Ｂ′L=71.70m

32 4

Ⅰ

Ⅲ Ⅲ Ⅲ ⅢⅣA

Ⅶ Ⅴ･Ⅵ4 44

1

Ｃ Ｃ′L=71.30m

1 23 42 2 2

Ａ Ａ′L=71.20m

1
2

Ａ Ａ′L=71.30m

Ａ Ａ′L=71.30m
1

3
2

Ａ Ａ′L=71.20m
1

2

Ｂ Ｂ′L=71.20m

Ａ Ａ′L=71.30m

1

Ｂ Ｂ′L=71.30m

1

Ｃ Ｃ′L=71.30m

Ａ Ａ′L=71.30m

1

Ｂ Ｂ′L=71.30m

Ａ Ａ′L=71.20m

1

Ｂ Ｂ′L=71.30m

Ａ Ａ′L=71.20m L=71.20mＢ Ｂ′

Ｂ Ｂ′L=71.10m

Ｃ Ｃ′L=71.10m

Ⅰ 

Ａ Ａ′L=71.60m

1

34
6

52

０ ２ｍ１: 60

０ 5㎝１:３

第６章　古代～古墳時代の遺構と遺物

274

Ⅳ区18号溝A-A′
１．黒色土　砂を多く含む。１～３mm大の白

色軽石を20％程度含む。
２．黒色土　砂を多く含む。１～３mm大の白

色軽石を10％程度含む。５～15mm大の黄
褐色土の塊を５％程度含む。

３．黒色土　砂を多く含む。５～15mm大の黄
褐色土の塊を30％程度含む。

Ⅳ区16号溝A-A′
Ⅰ．表土
Ⅲ．暗褐色土　As-Bを多く含む。
ⅣA．黒色粘土
Ⅶ．黒褐色土　As-Cを少量含む。
１．黒褐色土　As-Cを含む。

Ⅳ区17号溝A-A′
１．灰褐色土　白色細粒を微量に含む粘質土。 

Ⅳ区25号溝A-A′  
１．黒褐色土　１～３mm大の白色軽石を均一に含む。

３～５mm 大の酸化状赤褐色砂の塊を微量含む。
２．灰褐色土　１～３mm大の白色軽石を均一に含む。

３～５mm大の酸化状赤褐色砂の塊を１層より多め
に含む。

Ⅳ区19号溝A-A′
１．灰褐色砂質土
２．黒褐色粘質  As-Cを少量含む。

２．暗褐色土　砂粒多く含む。
３．暗褐色土　２層より多く砂粒含む。
４．鉄分の凝集層
Ⅷ．灰白色シルト　漸移層。
Ⅸ．黄白色シルト　いわゆる水性ローム層。

Ⅳ区18号溝・１号凹地C-C′
１．黒灰色粘質土　酸化状赤褐色砂の塊を小量含む。１～３mm大の白色軽石を均一に含む。（18号溝埋没土）
２．黒灰色砂質土　酸化状赤褐色砂の塊を多量含む。１～３mm大の白色軽石を均一に含む。
３．灰褐色砂質土　酸化状赤褐色砂の塊を多量含む。１～３mm大の白色軽石を均一に含む。
４．灰褐色砂質土　酸化状赤褐色砂の塊を３層よりやや少なめに含む。１～３mm大の白色軽石を均一に含む。灰色粘質土の４～６cm大の塊を少量含む。

Ⅳ区浅間Ｂ混土下面B-B′
Ⅰ．表土
Ⅲ．黒褐色砂質土　As-Bを含む。
１．As-Bテフラ
ⅣA．黒色粘質土
Ⅴ．黒灰色シルト

Ⅵ．黒褐色粘質土
２．暗褐色土　暗褐色砂質土と灰色砂質土小塊の混土。(18号溝埋没土 )
３．暗褐色土　暗褐色砂質土小塊とⅧ層相当土小塊の混土。（19号溝埋没土）
４．暗褐色土　As-Cを混じる暗褐色土主体にⅧ層相当土小塊を少量含む。
　　（２号流路埋没土）
Ⅶ．黒灰色粘質土　As-Cを含む。

Ⅳ区24号・30号溝A-A′
１．黄褐色シルト　やや粗目のシルト。
２．黄褐色シルト　わずかにAs-Bを含む。
３．黒褐色砂質土　As-Bを混じる。
４．灰色粘質土　白色細粒をわずかに含む。
５．暗褐色砂　均一な粒径の砂層。（24号溝埋没土）
６．黒色粘質土　白色軽石をわずかに含む。均一な粒径の砂を少量含む。（30号溝埋没土）

Ⅳ区27号溝A-A′
１．黒色土　１～３mm大の白色軽石を均一

に少量含む。

Ⅳ区26号溝B-B′
１．黒色土　褐色斑15％白色軽石を含む。

しまっている。

Ⅳ区28号溝A-A′
１．黒褐色土　１～３cm大の黄褐色土の塊

を少量含む。１～３mm大の白色軽石を
均一に少量含む。

１

２



Ⅳ区20号溝（第203･265図　PL.152）

　20号溝は、Ⅳ区西部で、北区南端部から南区にかけて

検出された緩やかに大きく屈曲する溝である。21号溝と

重複するが、新旧関係は不明である。北端はＪライン当

たりで確認できなくなり、南端は調査区外になる。

　走向は北区北半部でＮ－40°－Ｗ、上幅は0.28～0.45

ｍ、深さは0.06ｍ、調査長は43.3ｍである。断面形は浅

いＵ字形で、底面にはやや凹凸があった。底面の標高は

南端が0.19ｍ高かった。遺憾ながら埋没土の記載はない。

遺物も出土しなかった。

　遺構確認面からは古代～古墳時代前期の溝である可能

性があるが、時期決定の決め手はない。

Ⅳ区21号溝（第265図　PL.152）

　21号溝は、Ⅳ区中央部で、南区北半部で検出された溝

である。南西端が20号溝の屈曲部で20号溝と重複するが、

新旧関係は不明である。北東端は調査区外になる。

　走向は北区北半部でＮ－60°－Ｅ、上幅は0.19～0.48

ｍ、深さは0.05ｍ、調査長は14.50ｍである。断面形は

浅いＵ字形で、底面にはやや凹凸があった。底面の標高

は北東端が0.13ｍ高かった。遺憾ながら埋没土の記載は

ない。遺物も出土しなかった。

　遺構確認面からは古代～古墳時代前期の溝である可能

性があるが、時期決定の決め手はない。溝の南西部には

方形周溝墓がつくられた微高地がある。20号溝の南半部

と21号溝はその北西縁をめぐる位置にあたる。

Ⅳ区22号溝（第265図　PL.152）

　22号溝は、南区中央部で検出された小規模な溝である。

やや北側に膨らんで湾曲する。21号溝と重複するが、新

旧関係は不明である。北西端は１号溝で切られており、

南東端はＦライン周辺で確認できなくなる。

　走向はＮ－51°－Ｗ、上幅は0.23～0.40ｍ、深さは0.04

ｍ、調査長4.50ｍである。断面形は浅いＵ字形である。

底面にはやや凹凸があった。底面の標高は北東端が0.31

ｍ高かった。遺憾ながら埋没土の記載はない。遺物も出

土しなかった。

　遺構確認面からは古代～古墳時代前期の溝である可能

性があるが、時期決定の決め手はない。

Ⅳ区24号溝（第203･265図　PL.152・153）

　24号溝は、Ⅳ区南区の東端部で検出された溝である。

南西端は０面１号溝に切られている。北東端は調査区外

になる。方向的にはⅢ区古代～古墳時代面の33号溝につ

ながる可能性もあるが、埋没土は異なる。

　走向は北区北半部でＮ－42°－Ｅ、上幅は0.89～1.56

ｍ、深さは0.09ｍ、調査長は8.83ｍである。断面形は浅

い皿形で、底面にはやや凹凸があった。底面の標高は北

東端が0.11ｍ高かった。溝内は暗褐色砂で埋まっていた。

埋没土中から土師器甕破片２点が出土した。

　遺構確認面からは古代～古墳時代前期の溝である可能

性がある。出土した土師器が小破片で少ないことから時

期決定の決め手はない。

Ⅳ区25号溝（第203･265図　PL.153）

　25号溝は、Ⅳ区南区の北東部で検出された溝である。

北端は０面１号溝に切られている。

　走向はＮ－27°－Ｅ、上幅は0.95～1.07ｍ、深さは0.14

ｍ、調査長は2.54ｍである。断面形は浅い皿形で、底面

には凹凸があった。底面の標高は南端が0.15ｍ高かった。

溝内は白色軽石を含む黒褐色土・灰褐色土で埋まってい

た。遺物は出土しなかった。

　遺構確認面からは古代～古墳時代前期の溝である可能

性があるが、時期決定の決め手はない。

Ⅳ区26号溝（第203･265図　PL.153）

　26号溝は、Ⅳ区南区の東部、１号方形周溝墓と２号方

形周溝墓の間で検出された。東西端ともに浅く確認でき

なくなる。

　走向は中央部でＮ－72°－Ｅ、上幅は0.29～0.67ｍ、

深さは0.09ｍ、調査長は10.90ｍである。断面形は浅い

Ｕ字形で、底面には凹凸があった。底面の標高は南西端

が0.10ｍ高かった。溝内は白色軽石と黄褐色土塊を多量

に含む黒褐色土で埋まっていた。埋没土中から土師器坏

破片１点が出土した。

　遺構確認面からは古代～古墳時代前期の溝である可能

性があるが、時期決定の決め手はない。

５．Ⅳ区の遺構と遺物 
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Ⅳ区27号溝（第203･265図　PL.153）

　27号溝は、Ⅳ区南区の東部、１号方形周溝墓の北西際

で検出された。南北端ともに浅く確認できなくなる。

　走向はＮ－24°－Ｗ、上幅は0.35～0.69ｍ、深さは0.08

ｍ、調査長は4.10ｍである。断面形は浅い皿状で、底

面には凹凸が著しかった。底面の標高は北端が0.04ｍ高

かった。溝内は白色軽石を含む黒色土で埋まっていた。

埋没土中から土師器壺破片３点が出土した。

　遺構確認面からは古代～古墳時代前期の溝である可能

性があるが、時期決定の決め手はない。埋没土の特徴や

出土遺物から、古墳時代前期の溝と考えておきたい。

Ⅳ区28号溝（第203･265図　PL.154）

　28号溝は、Ⅳ区南区の東部、２号方形周溝墓の南東際

で検出された。南北端ともに浅く確認できなくなる。

　走向はＮ－40°－Ｅ、上幅は0.42～0.75ｍ、深さは0.04

ｍ、調査長は3.05ｍである。断面形は浅い皿状で、底面

には凹凸が著しかった。底面の標高は南西端が0.01ｍ高

かった。溝内は黄褐色土塊と白色軽石を含む黒褐色土で

埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　遺構確認面からは古代～古墳時代前期の溝である可能

性があるが、時期決定の決め手はない。埋没土の特徴か

ら、古墳時代前期の溝と考えておきたい。

Ⅳ区29号溝（第203･265図　PL.154）

　29号溝は、Ⅳ区南区の東部、25号溝の東脇で検出され

た。北端は発掘区域外となり、南端は浅く確認できなく

なる。

　走向はＮ－39°－Ｅ、上幅は0.78～1.83ｍ、深さは0.20

ｍ、調査長は2.01ｍである。断面形は浅い皿状で、底面

には凹凸が著しかった。溝内は黄褐色土塊と白色軽石を

含む黒褐色土で埋まっていた。遺物は出土しなかった。

　遺構確認面からは古代～古墳時代前期の溝である可能

性があるが、時期決定の決め手はない。埋没土の特徴か

ら、古墳時代前期の溝と考えておきたい。

Ⅳ区30号溝（第203･265図　PL.154）

　30号溝は、Ⅳ区南区の東部、24号溝の東脇で検出され

た。北端は発掘区域外となり、南端は近世の１号溝に切

られている。

　走向はＮ－34°－Ｅ、上幅は0.37～0.98ｍ、深さは0.06

ｍ、調査長は3.94ｍである。断面形は浅い皿状で、底

面には凹凸が著しかった。底面の標高は南端が0.07ｍ高

かった。溝内は白色軽石をわずかに含む黒色粘質土で埋

まっていた。埋没土中から土師器Ｓ字甕破片２点が出土

した。

　遺構確認面からは古代～古墳時代前期の溝である可能

性がある。埋没土と出土遺物の特徴から、古墳時代前期

の溝と考えておきたい。

Ⅳ区36号溝（第265図　PL.154）

　36号溝は、Ⅳ区北区の北西部で検出された。Ⅳ区北西

隅からⅤ区北東隅にかけて検出された古墳時代前期の集

落の南側を区切るような位置に東西方向に掘られてい

る。東端はＬライン周辺で浅くなり確認できなくなる。

西端はⅤ区36号溝に連続する。18号・19号溝と重複する

が、新旧関係は不明である。

　走向はＮ－70°－Ｅ、上幅は0.24～1.40ｍ、深さは0.09

ｍ、調査長は31.0ｍである。断面形は浅い皿状で、底面

には凹凸が著しかった。底面の標高は南西端が0.01ｍ高

かった。遺憾ながら埋没土の記載はない。遺物は出土し

なかった。

　遺構確認面からは古代～古墳時代前期の溝である可能

性があるが、時期決定の決め手はない。前述したように、

溝の位置から集落を区画する溝とすれば、古墳時代前期

の溝と考えておきたい。

Ⅳ区40号溝（第265図　PL.154）

　40号溝は、Ⅳ区北区の北東部で検出された。周辺には

他の遺構はなく、本溝のみ検出された。南西端はＮライ

ン周辺で浅くなり確認できなくなる。北東端は発掘区域

外となる。南西端で75号土坑と重複するが、新旧関係は

不明である。

　走向はＮ－57°－Ｅ、上幅は0.29～0.38ｍ、深さは0.23

ｍ、調査長は11.60ｍである。断面形はＵ字形で、底面

には凹凸が著しかった。底面の標高は南西端が0.11ｍ高

かった。遺憾ながら埋没土の記載はない。遺物は出土し

なかった。

　遺構確認面からは古代～古墳時代前期の溝である可能

性があるが、時期決定の決め手はない。

第６章　古代～古墳時代の遺構と遺物
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第204図　Ⅳ区１号凹地と出土遺物
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2 2
1

1

０ ２ｍ１: 60

０ 5㎝１:３

（６）凹地

　Ⅳ区では１条の凹地を検出した。調査時には「２号・

３号・４号流路」として記録したが、Ⅳ区南区南部で２

条に分かれるものの、一連の凹地とみられることから、

本報告では１条の１号凹地とし、南区南部で分流する部

分（旧３号流路）を１Ｂ号凹地とした。人工物ではない

が、遺物が多数出土していること、遺構の分布に関連す

ることから、ここで記載することとする。

　報告にあたっては遺構番号の統合と付け替えを行っ

た。その作業の結果については、凹地の位置や規模とと

もにP.445の表にまとめた。以下調査所見を記載する。

Ⅳ区１号凹地

（第204･265図　PL.156･221 遺物観察表P.462）

　１号凹地は幅4.0～9.0ｍ、深さ0.1～0.3ｍで、長さ

60.5ｍに亘って検出された。断面形は緩やかな皿状であ

るが、底面は凹凸が著しい。凹地内には浅間Ｃ軽石を含

む砂質の黒褐色土が堆積していた。流水を示唆する砂礫

層はないが、Ⅳ区の中で最も低い部分に凹地があること

から表流水等が集まり形成されたものと推定される。

　凹地を概ねなぞるように18号・19号溝が掘られている。

新旧関係は、18号・19号溝が新しい。(第203図)これら

の溝が、低い部分に掘られた溝ということがわかる。ま

た、南区では凹地が１号畠と一部重複していたが、畠の

方が新しい。また、畠は18号・19号溝より新しいことか

ら、Ⅳ区西部にあった凹地内に18号・19号溝が掘られ機

能した後、Ⅳ区南西部に畠がつくられるようになったと

いうことになる。

　１号凹地からは多数の遺物が出土しているが、ほとん

どが古墳時代前期の土器である。図示したのは北区で出

土した土師器坏（第204図１）、有孔鉢（２）、壺（３）と、

甕（４）である。他に埋没土中から焙烙破片１点、土師器

ミニュチュア土器破片５点、壺破片329点、高坏破片７点、

坏破片９点、Ｓ字甕破片312点、台付甕破片59点、甕破

片26点が出土している。焙烙破片は混入であろう。

（７）畠

　Ⅳ区では、２か所で浅間Ｃ軽石を含む黒色粘土あるい

は黒褐色粘質土で畝間溝を埋めている畠跡が検出され

た。いずれも耕作面は削平されており、不定型な溝ある

いはピット状に畝間溝の底面が検出された。畝間溝の痕

跡を記録できたにとどまった。

Ⅳ区１号畠（第206図　PL.155）

　Ⅳ区の南西部に、東西約27ｍ、南北23ｍの広範囲にわ

たって、畠跡が検出された。畝間溝を埋めていたのは白

色軽石を含む暗灰色粘質土、黒色粘土、暗褐色土で、含

まれている白色軽石は浅間Ｃ軽石と推定される。18号・

19号溝と重複しているが、畠の方が新しい。Ⅳ区西部に

あった凹地内に18号・19号溝が掘られて機能した後に、

南西部の広い範囲が畠に転換していったのであろう。

　畝間溝の幅は0.15～0.65ｍ、深さは0.1～0.18ｍでま

ちまちである。長さは最も長く検出されたもので2.90ｍ、

ピット状の落ち込みが残っていただけのところもあっ

た。畝間溝の底面が断続的に検出されたのであろう。

　畝間溝の方向の違いで３単位が見いだせる。北側の一
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Ⅳ区1B号凹地A-A′  
１．暗褐色土　砂質で白色細粒（軽石か）を均一に含む。
２．暗褐色土　１層土と地山のⅧ層土塊の混土。

１

２

３

４



第205図　Ⅳ区３号畠
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群はＮ－5°－Ｅ、南西の一群はＮ－90°－Ｅ、南東の一

群はＮ－52°－Ｅである。アゼの間隔は溝の芯々間で0.7

～0.8ｍでほぼ一定であった。

　畠に伴う遺物は出土しなかった。耕作面は失われてい

るが、古代～古墳時代のいずれかの時期に畠作耕地とし

て利用されたことを示している。

Ⅳ区３号畠（第205図　PL.155）

　Ⅳ区の南東部に、東西約６ｍ、南北10ｍの範囲に、畠

跡が検出された。畝間溝を埋めていたのは白色軽石を含

む暗褐色土である。白色軽石は浅間Ｃ軽石と推定される。

　畝間溝の幅は0.10～0.55ｍ、深さは0.02～0.06ｍでご

く浅かった。長さは最も長く検出されたもので3.60ｍ、

ピット状の落ち込みが残っていただけのところもあっ

た。畝間溝の底面が断続的に検出されたのでろう。

　畝間溝の方向は、北西部はＮ－13°－Ｅ、南東部はＮ

－7°－Ｅ、で単位の違う畝であった可能性がある。溝

の間隔は芯々間で0.7～0.8ｍで一定でない。アゼの間隔

あるいは耕作時期が異なった複数単位の畝間溝の集合の

可能が高い。

　畠に伴う遺物は出土しなかった。耕作面は失われてい

るが、古代～古墳時代のいずれかの時期に畠作耕地とし

て利用されたことを示している。

（８）倒木痕（第207図　PL.156）

　Ⅳ区では古代～古墳時代遺構面で５基の倒木痕を検出

した。平成16年度調査では、倒木痕の記録は悉皆的でな

く、明瞭なものの平面・断面記録あるいは写真撮影する

という調査方針であった。

　そこでⅣ区では検出した５基の倒木痕のうち、１号、

４号については写真撮影のみ実施した。２号については

平面図・断面図の記録をおこなった。３号については平

面図と平面的な土層の記載をおこなった。５号について

は断面図のみ記録した。倒木の時期等については不明で

ある。
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Ⅳ区１号畠跡 A-A′　 　
１．暗灰色粘質土　酸化状赤褐色砂の塊を少量含む。
　　１～３mm 大の白色軽石を均一に含む。
　 　

Ⅳ区１号畠跡 B-B′　 　
１．暗灰色粘質土　酸化状赤褐色砂の塊を多量に含む。
　　１～３mm 大の白色軽石を均一に含む。
2．黒色粘質土　酸化状赤褐色砂の塊を少量含む。
　　１～３mm大の白色軽石を均一に含む。

  
Ⅳ区１号畠跡 C-C′  
1．暗褐色土　As-C を微量含む。粘質土。

０ ５ｍ１: 100





Ⅳ区２号倒木 Ⅳ区３号倒木

第207図　Ⅳ区倒木痕

第208図　Ⅳ区遺構外の出土遺物(古代～古墳時代)
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（９）遺構外の出土遺物

（第208図　PL.221　遺物観察表P.462）

　Ⅳ区調査の遺構確認中に、遺構に伴わない形で第11表

のように多くの遺物を出土した。ここでは、Ⅷ層上面の

遺構確認時に出土した遺物を掲載した。

　土師器坏（第208図１・２）は８世紀の土器である。土

師器壺（３）、有孔鉢（４）は古墳時代前期の土器である。

５は布目瓦破片であり、古代の遺物である。
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281

Ⅳ区２号風倒木A-A′・B-B′  
１．暗褐色土　白色細粒とⅧ層土細粒を多く含み固くしまった層。
２．黒色土　４層と共通の黒色土（粘性弱い）をベースに焼土粒を多く含む。
３．焼土　Ⅸ層土が焼土化したものか？塊状焼土の集合。
４．黒色土　極く微量のAs-Cを含む黒色土。
５．焼土　塊状焼土ではなく燃焼面の様な焼土。
６．黒色土　Ⅷ層土粒を少量含む黒色土。
７．黒色土　４層のベースに焼土粒及び小塊を少量含む。
８．暗褐色土　４層ベースにⅧ層土小塊を多量に含む。

Ⅳ区2号風倒木C-C′  
○．地山暗灰黄色土、鉄分の擬集斑５％しまっている。
ａ．鉄分擬集を主体とする。As-YP斑15％、固くしまっている。
ｂ．As-Cを含む黒褐色40％・鉄分擬集斑30％・As-YPを多く含む黒褐   

色30％しまっている。
１．黒褐色土　褐色地山ロームのぼやけた斑を含む。しまっている。
２．地山　鉄分凝固斑・As-YP混ロームの混土が水平方向に圧縮され

ている。固くしまっている。
３．黒褐色土　黒褐色の小塊含む。しまっている。
４．黒褐色土　（As-Cを含む）主体。鉄分の弱い擬集斑を含む。ややし

まっている。
５．黒色土　混入物ない。As-C混黒の下位にあたる。
６．黒褐色土　As-C混黒。固くしまっている。
７．２層の崩れた塊と６層の混土。固くしまっている。

Ⅳ区３号風倒木  
ａ．褐色土　鉄分の擬集塊20％。固くしまっている。
ｂ．褐色土　鉄分の擬集塊15％。黒色線状斑（根痕）10％。しまっている。
ｃ．褐色土　鉄分の擬集塊30％。固くしまっている。
ｄ．明黄褐色土　鉄分の擬集塊15％。しまっている。
ｅ．褐色土30％。暗褐色土40％。鉄分の擬集塊10％。黒色土線状斑（根痕）

20％。しまっている。　
ｆ．明黄褐色土　鉄分の擬集塊15％。しまっている。
１．黒褐色土　ａ層の崩れた粒子を多く含む。ややしまっている。
２．褐色土　ａ層の崩れた土を主体とする。ややしまっている。
３．黒色土　ａ層の粒子を含む。ややしまっている。
４．１層・２層のランダムな斑状混土。ややしまっている。
５．褐色土　１層・２層が良く混じり合っている。しまりやや弱い。
６．１層・２層の斑状混土。ａ層の塊を含む。

Ⅳ区５号風倒木A-A′  
１．黒褐色土　３mm大の白色軽石を均一に含む。
２．黄褐色土　３mm大の白色軽石を均一に含む。下層に赤

褐色の酸化状斑文あり。
３．明灰色粘質土　５mm程度の黄色土の粒を所々に含む。
４．As-YP　赤褐色の酸化状斑文を多く含む。
５．灰褐色土　２mm大の白色軽石を均一に含む。５mm程度

の黄色土の粒を所々に含む。

１

３ ４

５

２
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（１）竪穴住居

Ⅴ区１号住居

（第209図　PL.157･221　遺物観察表P.462）

位置　55－21－Ｐ・Ｑ－12・13Ｇ　　　

形状　東半分は発掘区区域外で、未調査であるが方形と

推定される。

重複　無し

規模　長軸計測不能　短軸2.48ｍ　残存壁高0.03ｍ

長軸方位　Ｎ－0°－Ｅ

埋没土　浅間Ｃ軽石を含む黒褐色土で埋まっていた。

火処　全体を完掘できなかったので、火処の存在はわか

らなかった。発掘区域外に存在したとすれば、出土遺物

の時期から炉である可能性が高いと推定される。

柱穴　床面で柱穴は検出されなかった。

周溝　周溝は検出されなかった。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

床面　特に中央部に小さな凹凸が著しかった。

掘り方　検出されなかった。

遺物出土状況　住居全体に16点の土器が散在していた

が、床面に密着して出土した遺物はなかった。図示した

土師器小型丸底壺(第209図1)は南西隅壁際床面上7cmで

出土した。他に埋没土中から、土師器壺（２）他31点、坩

１点、高坏１点、坏１点、甕５点、Ｓ字甕の破片37点が

出土した。

所見　出土遺物から古墳時代前期の遺構と考えられる。

Ⅴ区２号住居

（第210図　PL.157～159･221　遺物観察表P.452）

位置　55－21－Ｎ・Ｏ－12・13Ｇ　　　

形状　床面は削平されており、隅丸方形の掘り方と推定

される掘り込みと柱穴のみを検出した。　　　　　　

重複　無し

規模　長軸4.51ｍ　短軸4.30ｍ　残存壁高計測不能

長軸方位　Ｎ－52°－Ｗ

埋没土　掘り方は、鈍い黄橙色土・褐色土粒・浅間Ｃ軽

石を含む黒褐色土で埋まっていた。

火処　床面を検出できなかったので、火処の存在はわか

らなかった。床面に存在したとすれば、出土遺物の時期

から炉である可能性が高いと推定される。

柱穴　掘り方面で主柱穴と推定される３基のピットと住

居に伴うかどうか不明なピットが８基検出された。南西

隅の主柱穴は検出されなかった。

周溝　床面の周溝は不明である。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

床面　削平されており、検出できなかった。

掘り方　掘り方面で壁の内側に沿って浅く掘り込まれた

周溝状の凹みが検出された。上幅は0.27～0.86ｍ、深さ

0.02～0.12ｍである。この溝によって住居の輪郭が推定

可能と思われる。

遺物出土状況　掘り方周囲の溝埋没土中から、土師器の

壺破片５点、高坏破片３点やＳ字甕破片３点が出土した。

南東端の71号ピット内から砂岩製の敲石（第210図１）が

出土した。

所見　出土遺物から古墳時代前期の遺構と考えられる。

第６章　古代～古墳時代の遺構と遺物
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Ⅴ区１号住居A-A′  
１．黒褐色土　As-C混。暗褐色～褐色の小斑５％含む。

ややしまっている。

１

２



第210図　Ⅴ区２号住居と出土遺物
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Ⅴ区71号・72号ピットM-M′
１．黒褐色壌土　As-Cを含む。暗褐色壌土を斑状に５％含む。ややしまっている。
２．黒色軽埴土　As-Cを含む。褐色土（地山ローム）粒１％含む。ややしまっている。
３．黒褐色壌土　As-Cを含む。褐色土（地山ローム）を縞状に３％含む。しまりやや弱い。

Ⅴ区46号ピットN-N
１．暗褐色壌土　As-Cを含む。褐色土（地山ローム）小塊１％含む。YPのパミスのような軽石粒を

多く含む。しまっている。
２．黒褐色壌土　１層の基層に近い土壌の斑10％含む。しまっている。
３．混土　１層と４層の等量混土。しまっている。
４．黒褐色壌土　As-Cを含む。褐色土（地山ローム）粒３％含む。ややしまっている。
５．褐色シルト質壌土　地山YP相当層近くに似る。攪乱か？

Ⅴ区２号住居A-A′・B-B′  
１．黒褐色土　にぶい黄橙色斑３％・褐色粒含む。ややしまっている。As-C含む。
１′．黒褐色土　As-C多い。

Ⅴ区45号ピットC-C′
１．暗褐色軽埴土　As-Cを含む。暗褐色壌土を斑状３％含む。や

やしまっている。
２．暗褐色軽埴土　白色軽石粒含む。しまっている。
３．褐色軽埴土　As-YP相当層近くのローム塊。しまっている。

Ⅴ区92号ピットD-D′
１．褐色壌土　汚れた地山ロームの再堆積。しまっている。
２．黒褐色壌土　As-Cを含む。にぶい黄橙色土（地山ローム）小斑

５％含む。しまりやや弱い。

Ⅴ区91号ピットE-E′
１．褐色壌土　汚れた地山ロームの再堆積。しまっている。
２．混土　１層と黒褐色壌土の混土。しまりやや弱い。
３．黒褐色壌土　As-Cを含む。にぶい黄橙色土（地山ローム）小斑

５％含む。しまりやや弱い。

Ⅴ区66号ピットF-F′
１．褐色軽埴土　地山ロームの塊。
２．黒褐色壌土　As-Cを含む。しまっている。

Ⅴ区47号ピットH-H′
１．黒褐色壌土　As-Cを含む。褐色土（地山ローム）粒３％含む。や

やしまっている。
２．黒褐色壌土　As-Cを含む。褐色土（地山ローム）小塊１％含む。

ややしまっている。
３．黒褐色壌土　As-Cを含む。暗褐色壌土の斑10％含む。しまって

いる。
４．掘り過ぎ

Ⅴ区96号ピットI-I′  
１．黒褐色　As-C混。しまっている。

Ⅴ区89号ピットJ-J′  
１．黒褐色壌土　As-Cを含む。焼土粒含む。ややしまってい
　　る。
２．黒褐色壌土　As-Cを少量含む。地山ローム斑１％含む。やや粘

質。しまりやや弱い。
３．黒褐色壌土　As-Cを含む。褐色土（地山ローム）小斑１％含む。

しまりやや強い。
４．黒褐色壌土　As-Cを含む。褐色土（地山ローム）小斑１％含む。

しまっている。
５．黒褐色壌土　As-C比較的多い。しまっている。
６．黒褐色壌土　As-Cを含む。褐色土（地山ローム）小斑５％含む。

しまりやや弱い。

１
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